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わたく レ たかはし くん - し い やく ねんぜん すな は ^ ね-^ ぐね つち 3 か；^ . r L^^ 

私が 高 橋 君 を 知った の は 今から 約 十二 年 前、 卽ち 一九 一 八 年 九月 中擀 サイ ペリ ァ 丸で 家族と 共 

とべい あね はか たか はし くん さ 3 だ. 7 to えん £l ラ かいち 5 ^ 4- く *4 い にち い はん はな 

に 渡米す るに 當. 5、 ^らす も 高 橋 君と 同航 したの が奇緣 であった。 航海 中二 家族 は每 日每晚 話し 

Z f ねん & tl な U*- しんか むす 

込み、 道す がら 十 年の 知已 尙ほ菅 ならざる 親交 を 結んだ ので ある。 

きみ 八 ワイ でんに う とち 5 か とも モの もくてき & じ や V- りく わたくし か if よぶ f く ， 

君 は 布哇傳 道の 爲め、 途中 家族と 共に 其 目的地 ホ ノ W に 上陸せられ、 私 は I 家と 典に 大陸に 

^ じ らい が ひ がん しんつ ね fc いな ねん ゆつ とも ** す /\ しんかう つ 5t e- きみ ハワイ ざいし-.^ y 

來た。 爾來ぉ 互の 間， に は 雁 信 常に 絕ぇ や、 否 年月と 共に 益々 親交 を績 けて 來ぉ。 君 か 布 # に 在職 

. ぁ も ( ク ィ *-ん は い つる U みに めお き ， ， ャ . き , い Jj. . ^み _ . 一 i. と ル やう f:.， ノ .， 

中、 或 布哇の 先舉は 「鶴が 芥 溜に 降りて 來 たやうな もの だ」 と 言って、 痛く 君の 事 を 賞揚され お 

*- うせい i たも .0*1 くねい おい た3 じに ん ナ まふ-かや お^ゃ ふや、 -vaf し.： 1 く は、 り ノ -? ： お-ほ き . ？ タ ノ 

ことがある。 小生 は 又 或 機會に 於て、 當時 日本の 相撲 界に大 に將^ を 嘱望され て 居お 大 錦に 擬し 

いんこ，^ じ き in コ らい ま 4s きれい じお く その U < ワイに ほんじん $ ^もひ けう 

て、 隱忍 時期の 到 來を待 たれよ と激勵 の辭を 送った こと もあった 其 後 君 は 布哇の 日本人 細合敎 

く， G い で： V ゃ7 しラ ねん にいり く. ui«l くいう がく . お も ひた この & きね もとこ ** さ れいしつ ひとし メ.^ はら 

會に傳 ^する こと 六 週 年に して 大鋒大 學遊學 を 思 立ち、 此 地に 來 りて 男勝りの 令室が 人知れ す拂 

ぎ せいて €3 ないじょ こラ よ ゥひ シカゴ ， * ね. f や 5 ^A, e つ- ノ -3 ft- / 

はれた 犧 牲的內 助の 功に 由. 5、 遂に 市 俄 古に、 パ. I クレ， に 五 年 有餘の 研鑽 を 積まれた。 斯 くし 

し 4i ぢもさ モ やう もら ねし きみ きんじ やう はな * うん ちく さら ふ^1 I 

て 下地 淺 からざる 素養の 持主た る 君 は、 錦上 花 を 添 ゆる 蓝蓄を 更に 深 ふせられ たので ある 

序 1 
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り さ， てき かく もくてき ゆ V じ 1.0 り や S しょ 

る 理想と 的確なる 目的 を敎 示す る 唯 一 の良甞 である。 

1くか^«って5^か»§せられたる 「»飢 の く」 を »;! 雜 fi? きで 1 つお が、 ル？^ 其が 「社 會 問題 

ト； し t り It? じ？ f レ こ と きみ こ-ろざし な :5 えん 、.，Ji， ^ ほ：.^ . 1^ 

と Is 誊の 理想」 となって 上梓 さる、 琪は、 君の 志 を 成す 所以で ある こと を 疑 はない と 同時に 又 

の の il^ たる^ iS| を 稗 益す る ことの 徴 なからざる こと を も 確信して 止まぬ。 特に 社會 

ii® に li し 1 きい il つに むる ところ、 ^?に周到親«を«むるが故に、 世人 は此窨 を繙讀 する こと 

-.; 3t = -., しん か 4^ゃ<,^&ょ し S つ はん s> い / ち、 ひしん， これ * , こ； T»iJ • 

に 由り て、 吾る ところ 多大なる べき を 信じ、 新う した 良 著の 出版に 際し 衷心より 之 を 廣く江 想に 

ナぃ ん ち 5 ちょ もの 

推薦す る に 躊躇 せざる 者で ある。 

一 .f^ 三 〇 年 二月 

北米 加州 サ クラ メント にて 


序 二 

敲繁 はちず る if ひんで あるに if ¥ きひんで ある。 ii も n 襲、 iil ，なるお i 

ユラ ゥは *5V う モ のし さう ：&ん せつ きものよ .0 の i<J ん 仁ん *w え 一き V, は、 つせ ^ 

を ^ じて 常に 表せられ たる 其 思想と 言說 は、 廳く者 讀む者 をして 讃又 歎、 其處に は、 永久 忘却 

しま はざる Mi なる ィ ンス ビレ， ショ ンを 我々 の腦 底に 刻印せ ねば 止まぬ ものが ある。 之れ 蓋し 

5 も t t し さラ P レ うけ V 'てきたい けん ながねん Jb ん&ラ ぜズ ふ； * .si さ *5 ,sh^ - J 

：! なきに 非 や、 君が 思想 は 絶えざる 宗敎的 體驗と 長年の 研究に よる 聖書の 理想と 原理に 甚 つく 力 

爲 めで ある。 

^ み づ は^- 45 *- い に はん おい. しゃく わいじゅ ふ か， * つ はん れつ ， ^_^^^.5 ) ) • 5 

《11 つて Si ら揣ら や 小生 は 日本に 於て 社會 事業家の 末 班に 列し、 聊か 鞅掌す ると ころがあった 

a>3 . 41、 y おん タ， t へ き J、 t-v やく 4- い 一し よぜんたい みなぎ こん はん &んり I 

i ふに おの 「あ 義は恩 よ， 9 も 前に 來る」 こと は、 舊約 聖書 全體に 漲って ゐる 根本原理 である。 

^るに^, ま^ U に S 、て は 1 と IS の^が、 I： れの i 一 £ にも 書翰に も 共通に 描寫 されて ゐる。 更に 語 

を へて. ？5 を. ilK すれば、 S< 地 を 支配し 給 ふ 生命の 神 は、 一面 嚴 格なる 正義の 赏 行者で あると 同 

J S > V お、 ししし つ、 -ゥは くわ、 * かいし かなら * のつ & S る い 3 あく おんちょう た ね** ゆい じん 

時に、 ：|i に g 、て は、 眞率應 りなき 悔改 者に は 必す其 罪を赦 し、 優渥なる 恩寵 を 垂れ 給 ふ 愛の 人 

.Si くて きコゥ ざ、 こと r. きせつ * に かゆん り りさう れき してき き 7 **}5T^ 

格 的實ぁ 者なる 事が カ說 されて ゐる。 パイブ〃 は 新う しお 原理と 理想の 歷 史的 記録で ある 又獨 

、に-' レ やく f,--.? ぶーい じん いもんに い かいけつし しん せいしょ i んざ いしゃ 3 らい つ 3- / お！.. J- $ 

-cT 古への 社會 問題 や 人生 問題の 解決 指針た- 5 しのみ ならす、 聖誊は 現在 將來を 通じて 起. 9 來る凡 

し. 、-& 、およ じ、 いも t-il" -SA\ いけつ タゅ to り さ， ウレよ くわん ゆん ひと その； it しひ ゆくさき み VLii I 

ゆる 社氰 及び 人生 問題 を 悉く 解決し 得る 唯 一 の 理想 書で ある。 換言せば 人 は 其 魂の 行 先 を 見失 ひ 

し くわ' 5-10 お ゥ し 4 ぎて き ひ しんろん てき に らく ft も ひ モ のす V みら かれら しめ メ" ヌか 

4&が#牺主^^ゃ無；^^的に墮落した堪合に、 パイブ ダは其 進むべき 道 を 彼等に 示し、 遠大な 


じ らいせい レょ f ぎ せいしんてき は，：' めん けんき タ ea か けんき タ もっと たい せつ IJt 

從來 il 書 は 敎讒と 精神的 方面から のみ 研究され て 來た。 浙 うしお 研究 は 最も 大切な 事で は ある 

さいきん ひと しんがくて きおよ れいてき は V 'めん けんき 3 しゃ くわいが くて き は v めん 

が、 最近 パイブ ダは、 獨，. y 神學的 及び 靈的 方面よ. り硏究 さるる のみなら す、 5M 會學的 方面から も 

おは ひと； it けんき -ゥ き や、；' tt ざ せいしょ じんる- たい か A あい かみ たい にん 

多くの 人達に 研究され て 來た樣 である。 何故 なれば、 聖書 は 人類に 對 する 神の愛、 神に 對 する 人 

i ん あい およ にん 5: ん さう Si あい にい ； t5 くん もし to& しゃく わい ^ ろく これ じに い す， い とも ♦* す /\ 

間の 愛 及び 人間 相互の 愛の 大敎 訓を敎 ふる 唯一 の社會 記録であって、 之が時代の推移と共に1^|々. 

しゃく わい がくて きけんき う ひつえ V せ ^ 

社 會學的 研究の 必要に 迫 まられ て來 たからで ある。 

い t*< で けん はふ み みま し V 'けタ てき くわ «| くて を な そのかん こ じん に 3 4 く か、 リてタ 

今迄の 研究 法 を 見る と、 餘 りに 宗敎 的であって 科學 的で は 無い。 其 間 個人の 道德を 高調した に 

はん , こ しゃく わいて き み _ しゃくね いに 5 とく けん f と かく とう かん ふ けい か. ソ 7 れ ら 

反し、 其處に は、 紕會 的に 觀た 「社 會道德 の 研究」 が 鬼 角 等閑に 附 せられた 傾向が ある。 我等 は 

6 せいしょ たん しんがく てき けんき タ と Si これ じんる- かいびゃくい らいす ラ せんねん わに しおく わい いく ゥ つし み 

若し ill 書 を單 に神學 的に 研究す るに 止まらす、 之 を 人類 開闢 以來 数千 年に 互る 社會 生活 史と 見る 

と， f . i な ぼ か おさろ ない よ- A ザん じんみ はつ しゃくね いてき ！2>ん り た A き や 3 

時に、 パイ ブルの 中には、 猶 且つ 驚くべき 內容 と、 前人 未發の 社會的 原理の 多々 あるに 一 驚す る 

であらう。 

しゃくね いがくて き A せいしょ みん 4- く つ 3 »0 しゃく わい A く たい か& あい f 

社會學 的に 觀れ ば、 聖害は ユダヤ 民族 を 通じて 現 はれた る社會 惡に對 する、 神の愛に よる 救濟 


も *to * い しょ り S3 4； ん めい * い しょ たん しん い 、> レん がくて き はタ め.^ は.^ T し A- く 

に 現 はれた る 聖書の 理想 を閣 明し、 聖害 をして 單に 信仰と か、 神學的 方面よ- 5 の 硏究に 満足せ す 

ノ I ズ- しつ Sj;/N しゃく、 い； \ くて ^ は 3 ^ ん せ^しよ . たん たんき 3 もの さんか ラ しれう きょう こと 

して、 進んで 宗敎社 會學的 方面から も、 聖書の 一端 を 探究し やうと する 者の 參考 資料に 供す る 事 

こし. fOO 

ら よしや せんねん ベい IJ く だ いがく せいしょ しゃ くわいが く けん. はか t およ はかせ くんた V- ラ 

著者 は 先年 米國 シカゴ 大學で 聖窨の 社 會學の 權威マ シ ュ ー ス 博士 及び ジァレ ス 博士の 黧 陶を受 

とき f せ^んよ しゃ y わい がく てき は 3 めん けん €7 きょみ * %0 r し 5 たい へい f し 3 けタ ：： い 

けた 時に、 一 層 聖書の 社 會學的 方面の 研究に 與 缺を增 した。 其 後 加州 パ I クレ ー の 大平洋 宗敎大 

がく るん てん £き さい は ひ しんやくけ 3 じゅ はか *- しゃく わいて きふく いん がくく わ おい せいしょ しゃく わい 

舉 院に轉 じた 時に、 幸に 新約 敎授 マッタ クン 博士の 「社 會的願 音」 てふ學 課に 於て、 驄誊 の社會 

くん くわん めい か ► け A き 5 レょ つ きく わい え こと ひじ や 3 よろこ じ らいせん もん か も ひて 

訓に關 する 名家の 研究 書に 接する 機會を 得た 事 を 非常に 喜びと した。 爾來 専門家 を 相手で なく、 . 

ひろ ほんせ や ふ ほけんき 5 しゃ もくてき へいそ けんき 3 つ 3 もく へいい はつべ、 > みた づね こ ひねが き このたび 

廣く 一般 聖書 研究者 を 目的に、 平素の 研究 を 通俗 平易に 發 表して 見 度い と 常に 希 ふて 來ぉ。 此度 

ふせ V かへ り せんがく ひ さい はく レんふ とく わたくし じ S ** ん まん しう ねん じゅ みん まん ねん き ねん この 

不肖 を も 省みす、 淺學 龍才、 薄 信不德 なる 私が、 受洗 滿ニ 十六 週 年と 授按満 十七 ケ年を 記念に 此 

せぅしょしっ^4ん おも ひ. U へいそね. U くレ もっと きょ 3 み いう けん しう しふ しゃく わい もんに い せいしょ り さラ ぼんしょ 

小窖 出版 を 思 立ち、 平素 私の 最も 興味 を 有する 研究 を 蒐集して 「社會 問題と 聖誊の 理想」 と 本書 

くわん その もく てき せい しょ り さタ 7 はく モ。 ない おい *5 は ふ んもく ふ くゎん^^ん てん 

に 冠し たれ ど、 其 目的と したる 聖書の 理想 を 表白す る 其 內容に 於て、 極めて 不満足 不完全なる 點 

P - ちょしゃ じ しん たれ *4 これ しょうにん ** こと y ん き P ところ 

の 多々 ある は、 著者自身が誰ょh^も先づ之を承認して、 誠に 慚愧 に堪 へざる 所で ある。 それに も 

か-は い ** も これ たん かタ ぼん よ おは や わけ これ いくぶん せいしょ あら は 

拘ら す、 今敢 へて 之 を單行 本と なして 世に 公け にす る譯 は、 之に よって 幾分な- 5 とも 聖書に 表 は 

しゃくね いもんに い たい り さう 6 んに いじん せ 3^ い これ *^ のし やく わい いく わつ お、 3 よ 5 じ つゆん 

れ おる 社會 問題に 對 する バ イブ ルの 理想 を 現代人に 紹介し、 之 を 其社會 生活に 應用實 現せら れん 


レ やくね いて <i9 ろく ) その り >さ. ひ OA レ みん みく さいせい き. リ さい ちから t i ュ ら ビ 

の社會 的記錄 である。 其 现想は 罪に 死せ る ユダヤ 民族の 再生と 救濟の 力と して 表 はれ、 彼等の 奴 

れいせい くわつ すな は かた も i せい、 ねつ かいは ラし ひ： t んか ちょっき 、 ^. 

隸 生活 卽ち r 形に 囚 はれた る 生活」 からの 解放 史 として 無限の 價値 を發攞 して ゐる 昏 はば、 15 

は あいせいぎ じ い 3 はタ し とう しんてん ゆ にん； 6 ん ない ぶ */ いく わつ じんる- せ， ハ くわつ た .J ん 6jO 

番は 愛、 正義、 自由、 奉仕 等へ 進展して 行く 人間の 內部 生活と 人 額 生活に 絕ぇゃ 建設 せんとせ る 

P み くに けい じし い か み ひと しゃくね い きょ. ソど VJtr いく わつ. もっと . ？- くじつ V タし. P こ r- 

脚の 國の 啓示 史と 言って よい だから 神、 人、 瓧會の 共同生活 を 最も 確實 に描寫 したの は此 パイ 

> . ) レ たが せ かい ト は、 じ 3 &ん ひやく ねんごろ こ にいし よみん もく お 6. & し 5. く，'，.？，, 、； t, 

ブ〃 である。 從 つて 世界が 始まって から 紀元 百年 頃までの 古代 諸 民族に 於け る 凡ゆる と 

iV ゆなが み ひに しゃく わいせいく ねっし その じけ I い A\ しゃく わい タん， どラし b- も f> J ？ 7 b3£ r ； 

其 長い間の 社會 生活 史に は、 其 時代々々 の 社 會蓮動 者に よりて、 其掛 想が！^ もよ くま された の 

^ き , ^に \ > じんる， Q せいく わつ せいちゃ タ はってん みん もく ち. ひしん t-.- ぐ わい 5- や- > めんせ、 く >0 & a 

みならす、 せ 〈處に は、 人 額 生活の 成長と 發展 が、 ユダヤ 民族 を 中心とした 內外兩 }||r 活 * によく i 

はれて ゐ るので ある。 

ねたく し せぶ 七よ か けん ち or ゃタ じゅんじょ けん *s はす- t 5- ヽ -TV - 一し 
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らきら しう. ちょし J1- た-ソ じ しゃく わいじん しん けいはつ^ん に 3 かれら しゃくね いて かう じ やう はつにつ 

明かに 知 得る のみなら や、 著者 は當 時の 社會 人心 を啓發 善導し、 彼等 をして 社會 的に 向上 發達 

ヒ とく か こと わか くわん： 6 ん こ にいへ ブ ル じん， い V ， P み せ し.^ 

せしめん が爲 めに 特に 窨 かれた 事が 解る。 換言すれば、 先づ 古代 希伯來 人が 如何にせ は 刺と 接^ 

1 人類 發 ® と in 書 一 


社會 問題 w 聖書 

五 經濟問 ^. …… 

( 一 ) 勞 働の 神聖 

(二) 貧民 救 濟蓮動 


5 も & と 5 じ こじんお よ しゃくね い ぢぅ は いもん に い 4^ い *" ん てつ いま かい， めいけ /Ar^ / ^ -,^ 

つてよ い。 故に 彼等 は當 時の 個人 及び 社會の 重大問題に 對 して 先哲の 未だ 解明 敎 示し 得 ざ. 5 し權 

& ある iS くまん をば、 ii く i の獻と f に膨 して g へた。 W ち. ズ ブレノ は、 ゆき &ぎ 

に f れた ちまの t き f と rti あ， は SSI び i てき を 1 めて i く i ぎ i つし おる 

ゆ 》J これ じ- i もる レゃ くわい しみ ) 

ものなる が 故に、 之 を 人類の 社 會史と 見て よから う。 

まぃかがが5^8は§.1¥411を1んだ？ポ1觀1でぁっぉ。1|5||ぎ£^んま断齩觀»を 

にて、 き^ glfe^ しお あで あ. る。 ナザレの 耶蘇が パ レス タインに 出現す る 迄に は、 幾多の 豫言 

レゃ レゃ くわい かくめい S- あら *0 おいけん もと せい 4;;^ てきり，？ i ^ し frf. い： 力き ゆい i:^ y " 3 ^ ソ. -ト 

者 ゃ社會 革命家が 表 はれて、 其 體驗に 基づく 精神的 狸 想と 神の 社會節 と をカ說 高調し おか 知れな 

* の tts- じ だい し 4. くわいき 3 レ *レ5 しゃ り き 3 レ めい せん でん， およ， す -s- , * ^ ' r 

い。 其 長い 時代の 赴會 想と、 指導者の 理想と 使命の 宣傳 及び 其 民族的 發達史 が 即ち 此 バイブルな 

ので ある。 

二 聖書の 社會的 意義 

« め SII^S^#^、 ii あ 四 五！.^ に を^ち^つ 靴 I おして 來た 「聖書の 社 會學」 にュ まいて 書く 

ゥ』 ところ さう せんもん てき せい しょ あら は しゅ f» しゃく わい もんに い くねん , 

積， であった。 處が 左様した 1^ 門 的の ものよ， 5 も、 聖書に 表れた 種， 5- なる 敏會 問題に 關 する， 力 

二 聖簪の 社會的 意義 F 


緒 m 二 

5-5 tntfx^o か. T&Ai じ やうく わ う たかみ ごじしん じ いう にん 4s ん せいしん i "いべ わつ 5 たら づ 

して 11^ 活を 向上 淨 化し 得る か、 又祌 御自身が 自由に 人間の 精神と 生活に 働き 得る か を敎へ 

i-al Xi れ ら よ こと ラへ れい のう ■ 

たもので ある。 故に 我等 は、 バ イブ 〃を讀 む 事に よ. 9 て 「上よ .ov の 靈 能と イン スビレ ，シ ヨン」 

かん へ ブル みん. * く 1© も fcl かみし こ £ い.^ ，にん ゆん か；； £ 

を感 する のみなら す、 希伯來 民族に 顯現 はれ 給 ひし 神 を 知る 事に よりて、 如何にせば 人間 は 神と 

JJi* c^)y もと さう JJ に 5 とくせい くわつ たのし it* にん ：6 ん fc が ひ けいしん あいじん いく ゎゥ おい しゃく. 5 い もつ > C わ A 

の 正しき 關 係の 下に 相互の 道德 生活 を樂 み、 且つ 人間が 互に 敬神 愛人の 生活に 於て 社會を 最も 完 

-r ん C7 ふく 10 き とう たつ うし、/' 

全 幸福の 域に 到達せ しめ 得る か を 知り 得る ので ある 

、， く t ちょしゃすな は しう け V- かいけんしゃ レん 5i く しゃく わいくん にん^ん す- A f 

パイブ^に は 幾多の 著者 卽ち宗 敎體驗 者に よりて、 神學、 社會訓 など 人間の 進み 行くべき 道が 

9 じゅつ いくお れ *tJ し りづ はふ よ ゆん レ でんき どう レ よぶんが く しん *lu うむ やう やく ぜんしょ ラ& おさ 

記述され て ある。 幾多の 歷史、 律法、 豫言、 詩歌、 傳記 等の 諸 文 學が新 舊兩約 全書の 中に 收 めら 

しか ヽ ブ-? ょ&ん しゃ イエス f し 3 けうて をたい けん モ のじ だいじ だい 

れてゐ る。 が 然し、 希 伯 來豫言 者、 ナザレの 耶蘇、 タ\ジのパク 1-等の宗敎的體驗と其時代，^-々 

レ やく いく. P i ん 5- い その： tl いたい おいお も まじ かれらよ いは ゆるて つがく しゃ せいじんし t- いね & 

の 社 會訓と 見解と が、 其 大體に 於ての 重なる 記事で ある。 彼等 は 世の 所謂 哲學者 や 聖人 詩聖 達の 

や 3 5 ちう ぞ 3 たい かみ け いひ f こく か しゃ 3 らい よ t ん たん りさう か あら 

樣に、 宇宙の 絕對 とか 神と かに 憧憬 夢想して 國 家の 將 來を豫 言した る單 なる 理想家に は 非す して、 

5 & 5 へんざい li** じんかくて きじつ ざいし や しん tt ク fc かみよ しん レん さ A モの， を はり まった し- 

宇宙に 遍在し 給 ふ 人格 的 實在者 を 信奉して 起ち、 神と 世の 爲 めに 心身 を 献げて 其 終 を 全うした 宗 

け. nfc いけんし や ^れら いづ こく か みん もく き きふ モん はふ £ き & うはう きう ざいいな じんる lO 4u う， さか もくてき ' ► 

敎體驗 者で ある。 彼等 は 何れも 國家 民族の 危急 存 13 の 秋、 同胞の 救濟否 人類の 救濟を 目的と し、 神 

かく こ ふ はつ しんねん * のびん i- う さ うさ。 りょく にいたん じんしん けいはつ メ しや ぺ わい ゆく に ^i- / 

につける 確固 不拔の 信念と 其 敏捷なる 洞察力と によりて、 大膽に 人心 を啓發 し社會 を覺醒 指導し 

せい レん てきかく めいしゃ しか かれ. & きじ やう くうろん レゃ もら ゆん か 3 いつ ら じっさい J;^ しゃ y わい う.；； JJJ^ しゃ い 

たる 精神的 革命 者で ある。 而も 彼等 は 机上の空論 者に 非す して、 言行 一 致の 實際的 社 會蓮動 者と 言 


しゃう さい き ろく 

が 詳細に 記錄 されて ねる。 

みぎ ±>ん し こく れ @ し fc うじ しやくね いじ ゃタ たい てま ごと ゎ^' たと II う？ 一 しゃくつ 人 し L" 

右の 四 原始 國の 歷史 によると、 當 時の 社 會狀 態が 手に 取る が 如く 分る。 例へば 當 時の 社 會の進 

パ> 丄^ ベね い - J* き ゆ， お. I u^i .V のレ さ； はったつ ぶらく ぶらく くわん けい にん 4i いさ- くわん ひいお よ 

化と 其 過程、 社會に 普及せ る 神の 觀 念と 其 思想の 發達、 部落と 部落との 關係、 圃體 相互の 删係及 

び 原始 國の 文化の 程度な ど 能く 分る の である。 而も 聖誊は 其 事 US; を" 歡 めて 卒直 露 1? に 記して ゐ る 

3 >k ^^^y.^- > キ.？1 ス， ト卞 5,^.f: い U は ゆるき ゆうやく じ, レぃ しゃく わい き t ん モ のしん！ 8 はつ たつ いた くわ 

から、 天地 匍 造から 甚督 降誕に 至る、 所謂 舊約 時代の 社會の 起原から、 其 進歩 發 達に 至る までの 過 

て. 少 も くれ- ぞん れ うかい 5 やう ぺぅ しゃ P にいし よこく レゃ くわいし よさう みき し 

程 は、 一 目 瞭然と 了解し 得る 樣に 描寫 されて ある。 故に 右の © 大諸國 の 社會諸 想が 明らかに 知り 

得られる である。 

こくみん しう け- 7 し さタ 

三 四國 民と 宗教 思想 

4; ん しじ に い ぶんく わ こく い おそ こく 

原始時代の 文化 國と 言へば 恐らく パビ P ン、 ェ ジ ブト、 ギ《^ シァ、 & ，マの 四グ國 であらう。 

せいしょ これら みん- * く はったつ ぶんくね しる とく かれら しう けうし f つい もっと つ びら し る 

聖書 は是等 四民 族の 發 達と 文化 を 記して ぬる。 特に 彼等の 宗敎 思想に 就て は 最も 詳 かに 記 織して 

toa ゆん しじ にい ぶんく わ し いき ほ よは かな しか 

ゐる。 故に 原始時代の 文化 を 知らん とすれば、 勢 ひ バイブルに 由る の 外 は 無い ので ある。 而も 

.^ぅ けう き は えう も しさう しゅつ はつ し に い SA つたつ けいせ ゆ £r & くしゃ さん 

宗敎 までが 極めて 幼稚な 思想から 出發 して、 次第に 發 達しお 形跡 を 止めて ゐ るので、 讀 者に は參 

すくな 

考 となると ころ 少 からぬ であらう。 

四 就會 問題と 聖書の 理想 

二 書の 肚會的 意義 


り f は へい .0 つう * く r きう しんりょう やくしょ けんきう しゃ さんかう お i * , I ^ ) -, 

イブ〃 の 理想 を 極めて 平 《5| 通俗に 書き、 舊新 兩約鲁 研究者の 参考に と 思 ふて、 四角張った r 聖辔 

レ やく 7、 が，、 しゃく わい- ん i い t 、，しょ い L 力 モ のない やう i な D 

の 社 會1 學」 でな しに、 「社會 問題と 聖書」 と 云 ふこと にしれ。 然し 其 內容は 同じで ある。 

i て 11 曰の ilSf く は、 ー"&|:|-の 1|^^でぁる。 而 して 之 は 社會の 原始時代から 千 八 九 百年 前 

§はち_^,創1ょり基督^?」の啦^ の狀態を描寫したものでぁるから、 從《, つて 鑒 省 以外の 社會と は、 

モ の, C プご 1.- せう さう .«づ あ lii しな いん さ しゃく わい おの づか そのお.^ むせ こと ^0 

其 間 多少 相違が ある 箬 である。 恰も 支那 や 印度な どの 敏會が 自ら 其 趣 を 異にして ゐる樣 に 

4,, t ?<>»^< えう そ これ せいしょ あら は しゃく わい き ゆん はったつお よびし 35; う お- Jf, 

^書の 會 に は 四 ゥの耍 素が ある。 之 は 聖書に 現 はれお る 社會の 起原、 發達及 宗敎の 及 ほせ 

. かんく わ ぶんく わ ぶんるな I 

る 感化と 文化から 分 額した ものである 

6 ん し じ に い *5 ろく 

一 現始 時代の 記錄 

ゅ^始¥,^-の^/§はパ イブ \に在る。 聖書 は H ジ ブトの. f?- 學ゃ、 バビ P ンの 文學に 比して、 よ 

t ぶんかく to& せかい.， 5* しょに いみん 4- くし ちう さいこ しゃく わい レ r - l*.^'^ じ.^ JiS は r つ， て，：? 

Id ぃ文學 である。 故に、 世界に於ける初代民族史中、 最古の社會史でぁ^^、 且つ 明細な 人類 發展 

くわん しんきょ う き ろく い 

に關 する 信 據し得 ベ き ii 錄と 言って よい。 

にい ぶんくね こく きろく 

I 一 四 代 文化 國の記 錄 

iJ い え V モ しょ ゆん し じに い ぶんく わ ものがた ii いぶん-? a こく しじつし る _ すな は 

第二の， 要素 は、 聖 害に は 原始時代の 文化 を 物語る、 四大 文化 國の 史赏 か錄 されて ゐる。 即ち ハ 

- ぶんく わし はふ ふ せ いく わつ ぶんく わ こく れきし > け；^ せい は.， こ ： n:,r く、 化， tr<,H や i 為. r 

ビ" ンの 文化史、 エジプトの 豊富な 生活、 文化 國 ギリシャの 歷史、 權勢を 誇った 羅馬國 の 狀態等 


壹 希 伯 來社會 制度 

第一章 希 伯 來社會 制度の 發達 

われら も ヘプ A しゃく わいせい J_J けんきう ， » t,, すく K ん いじ や 5 j^Msi いみん * く *- い 

我等 は 若し 希 伯 來社會 制度の 研究 をな さんと するならば、 先づ少 くも 千年 以上の 初代 民族の 生 

くわつ * の はったつ A すな は キリスト かう せい へ ブル みん * く いうば くせい くねつ じ にい と は さかのぼ かう さつ ゆん 

活と其 發達を 見ねば ならぬ。 卽ち 基督 降 生より 希伯來 民族の 遊牧 生活 時代まで 遠く 溯 て 考察 研 

きう it れ ** いく わつ じ やうたい ふう をく しふく ねん しゃくね いせい 5j およ * のぶん くわ てい？ J しえ われら 

究 せねば、 彼等の 生活 狀態、 風俗 習慣、 社會 制度 及び 其 文化の 程度 を 知， 9 得ない の. である。 我等 

いまへ ブ ルれ きし ひもと み こにいへ ブル じん しゃく わいせい さ みん をく 4* いく わつ しゅ，？ へんく ね とも モの 

は 今 希 伯來歷 史を繙 いて 見る と、 古代 希伯來 人の 社會 制度 は 民族 生活の 種，^ なる 變化 レ- 共に、 其 

は が き かん いくた しゃく わいて <as へん *- ん くわて い へ * したが モの もび に もる せいさ しゃく わい ぶんく わ レん& 

長い 期間に、 幾多の 社會的 變遷と 過程 を經 しこと を 見る。 從 つて 其 間、 或 制度 は社會 文化の 進歩に 

つ しぜん せう めつ *4;£み るし やく わいせい さ い ぜん けい 4- く やはりへ プ ル みん * く か ていお よ しゃく わいせいく わつ 

連れて 自然と 消滅し、 又 或社會 制度 は 依然として 繼續 し、 矢 張 希伯來 民族の 家庭 及び 社會 生活に 

きょ A い ♦* よこ Ji いへ ブルれ きし しん は はつ is ぺん り じ やう さ じに いく ぺっ かう 

寄與 せる もの ある を 見る。 今 余 は 古代 希伯來 歴史の 進 步發達 を 便利 上 左の 五の 時代に 區 別して 考 

さつ み 

察して 見やう。 

I 原始時代の 社會 制度 七 


&ん にいし や わい にん ゆん モ しき 5」 りょく よう ,0 ^^ぃけっ え き は じ はん もんに い ちょくめん これ 

現代 社會は 人間の 組織 や 努力に よ. 5 て 容易に 解決し 得ぬ 極めて 至難な 問題に 直面して ゐる。 之 

.1{ い せ：^ レょ しゃくね いがく いか ^ん りしめ こ ほんしゃく ねい ちう し > こく か 

に對 する 聖書の 社 會學は 如何なる 原理 を 示す か、 之れ 一 &社會 の 注視す ると ころで ある。 國 家が 

はってん ぶんく わ す ( モ の はつ たつ iJj す- * けうい く さか おこ ゆ こん にも じゃくね い tttt f をい 

發展 し、 文化が益>^-其發達の度を進め、 敎 育が 盛んに 行 はれて 行く 今日の 社會 に、 尙 一方に 於て 

じつ さう ざ 、> え にぃざぃ^©く こう .<» ぜん かんこう か じ に い せ やしよ り さう ^ん 

は實に 想像 だに なし 得ざる 大罪 惡が、 公々 然と 敢行され てゐ る。 斯うした 時代に 聖書の 狸 想と 原 

り くわつ よう じ こ じんかく かう じ やう ひ よ ひとえき こと ItAli い し 

理を 活用して、 一 は自已 人格 を 向上し、 引い て は 世と 人と を 益す る 事が、 現代 ク リス チャンの 使 

めい この いみ せいしょ ゆん にい しゃく わい せっしょく しゃくね いもん だい かいゆつ 1 る かぎ 

命で はなから うか。 此 意味に 於て、 聖書 は 現代 社會 が接觸 せる 社會 問題 を 解決す る 唯一 の 鍵で あ 

もっと レん ゑん レゃ くわい り さう ,v し けうく わしょ い よま さいしょ へ ブル じん レゃ くわいし よせい ぞ 

り、 又 最も 深遠なる 社會 理想 を. 敎 ふる 敎科 書と 云 ふて よい。 佘 は先づ 最初に 希伯來 人の 社會諸 制度 

». モの よ おこ しゃく わい もんに い はいけい の つぎ れきだい よ ：&ん しゃ ；& んレゃ し せいお よ しゃく わい し にう 

を擧げ て、 其 依って 起った 社會 問題の 背景 を 述べ、 次に 歴代の 豫言 者、 賢者、 詩聖 及び 社會 指導 

しゃ fc も せっしょく しゃく わい もんに い たい ひ れき しゃく わい りさう の こと 

者 達の 接觸 せる 社會 問題に 對 して 披歷 せる 社 會 理想 を 述べる 事に しゃう。 


m^^u^ -^, い -, £. ね たう じ かれら ソ かいりつ - 、 レ やう _ しう ゆうて きせい さ ふうし 44 う か& たい 

-て 心に 禮拜 する を 例と した。 當時 彼等 は タブ <«( 戒律) と稱 する 宗敎的 制度 風習 を 設け 神に 對す 

に： S ん - む い ぶ / つと ！ 6 んか， く ユれ も やう も & ん しじに い おい もっと 6 ん&ょ *- い Jj 

る 人間の 義務 を 制定して 最も 厳格に 之 を 守った 樣 である。 若し 原始時代に 於て 最も 顯 著なる 制度 

I ぶ お J はら この かいりつ なん かれら せいく わつ き てう チなは これ 

は 何かと 云 は > 、恐く 此 戒律で あらう 何と なれば 彼等の 生活の 基調 は卽ち タブ ー であって、 之が 

-^^ ^1 /ブル ん 4- く せい ぞ こん！ &ん こ-ひ に いお 5> ろく しん ほ はったつ お にい 

原始 希伯來 民族の 制度の 根本 をな して、 後代 驚べき 進步發 達の 負 ふところ 犬であった からで ある。 

二 俘囚 前の 社會 制度 

じん させく い じゅう こと レ * ん とも i んし せいく わつ い Aiw へ ブル じん 

イスラ vi 〃人が 沙漠から 力 ナンに 移住した 事 は、 自然 を 友と して 原始 生活 を 營んだ 希伯來 人に 

に いしん ほ なに S も かれら い V はくせい くねつ の 34, ふせいく ねつ い すで ぶんくね 

取. 9 て は 一 大 進歩であった。 何故ならば 彼等 は 遊牧 生活から 農業 生活に 入り、 旣に 文化され た 力 

じん い t^/- , こ^| まな た 3 じ なん ほう 乂か けいけん ぶ じゅつ 

ナ ン 人から 色々 な 事 を學ん だからで ある。 當 時の 力 ナン は 南方 ェ ジ ブトと 戰 つた 經驗 から 武術 を 

4 W の 3i> ふ さかん いとな あら さはく いじう へ ブル じん じん ぶ f い 

練り、 農業 を 盛に 營ん でゐ たから、 新たに 沙漠から 移住せ る 希 伯來人 は、 力 ナン 人から 葡萄、 無 

らじ S く かんらんと v モの た こくる, さいはい は 5 はふ な モの いく わつ 5 ところ！！ 一い な 一 J 

花果、 橄欖等 其 他 穀類の 裁 培 方法 を學 びて、 其 生活に 得る 處大な しのみ なら や、 何 かにつ けて 

ん， くわ』 おんけい タ 

文化の 恩惠を 受けお ので ある。 

モ のころ しょ a, ッ ぶんく わて い？ J す. - -0 こくな、 - 

其 頃の パ レ ス タイン は、 パビ P ンゃ エジプト 諸 邦の 文化 程度まで は 進んで 居なかった が、 國內 

二 俘囚 前の 社會 制度 九 
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一 原始時代の 社會 制度 

► .y々 ，へ ブ， 1 じん たいこ じ にい さほく レ ぜんせいく ねつ いと *4 さ 5 めいし S をく ばん たい い かれら 

一 體 希伯來 人と は大古 時代 ァ ラビ ャ 沙漠に 自然 生活 を 營んだ 同盟 種族の 一 圃體を 言 ふ。 彼等 は 

. モ. まつ.， す ， し to もく モ のせい $J せ は たんじゅん か ゆん してき すな は し 5 ち ラ 

ぺ ド インの 粗末な テントに 住んだ 種族で、 其 制度 は 極めて 單 純で 且つ 元始 的であった。 卽ち 酋長 

せ いぢ さぶ よう かれら ざいさん ひつじ うし うま らくに とう じ. ぐん よう !,< ろ, およ i うせき と- フ これ 

政治 を 採用し、 彼等の 財產は 羊、 牛、 馬、 路駄 等の 戳 群と テント 用具、 衣類 及び 寶石 等で、 之が 

さ はくせいく わつ ちう もちはこ 

沙漠 生活 中ォ アシス よ ォ アシスへ と 持 運ばれた ので ある。 

こ だい ハ ブ ル じん み かいこく じん たが ひ fci か やう つね た-.？' かれ ら う おつ てん ご. V 一 ヒ 

古代 希 伯 來人は 未開 國 人が 互に 戰 つた 樣に、 常に 戦った。 彼等 は 甲から S へと i 々する i にき 

> -0 せいふく- その ざいさん はう せき りゃくに つ モのは りよ おの はく ひ . f>」 れい し えき 

の 種族と 戰ひ、 異族を 征服して は 其 财產寶 石 を 掠奪し.' 其 捕虜 をば 已が 僕婢 ゃ奴隸 となして 使役 

- れい _ した？ I かれら これ い しゃくね いせい 5j しゃく わい そしき K も 

する を 例と した。 從 つて 彼等に は 之と 云 ふ社會 制度 ゃ祉會 組織 は 無 かつお。 若しあった とすれば 

j\ ^い < うけ， ん i けつ にん • Z 5,>.f せいく f つ & さんさう もく かう さいとう くわん ふうしゅう せい-ど ぐら 6 これ き は えう & 

所有 褪、 結婚、 小 供の 生活、 遺産 相續、 交際 等に 關 する 風習 制度 位の もので、 之と て 極めて 幼雅 

な ものであった。 

-ゅ. じ： だい へ- ブ ル じん せいしょが くしゃ .1- く いう はくみん みく い これ す てい はしょ 

原始時代の 希 伯來人 を 聖書 學者は 俗に 遊牧民 族と 云 ふて ゐる。 之 は 住む に 一 定 した # 所 もな け 

ノ， - ,^^t い にい S ほく るてん： t んレ せいく わつ かれら し 

れは 住居す る 家屋 もな き、 言 は 5/ ァ ラビ ャ大 沙漠に 流轉の 原始 生活 をした からで ある。 彼等 は自 

£>b しゅ をく かみ しん かん ゐ せいくね つ たの レ こと しんか、 リレん あつ モの ゆくさき か, * -、- けにへ さ- 

然を 友と し、 種族の 神 を 信じて 簡易 生活 を樂ん だ。 殊に 信仰心 厚く、 其 行 先々 で 神に 犠牲 を献け 


しき f < * の ん やく ひゃくねん み ひ II かみ へ ブル みん 4- く せいしん ぶんく わ ち ¥ 'しん れいはい 

織に 改造 を 見た が、 其 間 約 四百 年の 間ュ ホパ神 は 希伯來 民族の 精神 文化の 中心として 驄拜 されお 

ので ある。 

三 追放 後の 社會 制度 

, じん， _ ふ し # う *~ いべ わつ かへ あら しゃく わい へんく わ きた f t--0 はう 

イス ラエ 〃人が パビ P ン の浮囚 生活から 歸 つてから は、 凡ゆる 社 會に變 化を來 した。 特に 追放 

C じん しゃく わい き は しタ 4> うてき これ かれ る は -7 ふ しゆうせ いく わつ よ ぎ 

後の ユダヤ人の 赴會は 極めて 宗敎 的であった。 之 彼等 は 異邦 パビ & ン に浮囚 生活 を餘 儀な くせら 

いろく は -f 'めん もつ はく こ 3 モく かん ながねん いの もと せい も ふ t ヾ "へ じ、 う 

れ、 色々 な 方面に 厭 迫 拘束 を 感じた のが、 永年 祈り 求めた 聖地 パ レス タインに 再び 歸 つて 自由に 

か & れいはい ，で き， U たう じ つ.^ はう じん おも き S. リ でん こんり う 

ェ ホバ 神の 醴拜が 出 來た爲 めで あらう、 當時 追放され た ユダヤ人 は 重に ソロ モンが {S 殿 を 建立し 

かみ れい はい ち 3 しん その ふ^ん を か せいき やう き は い と 

て H ホパ 神の 鱧拜 中心とした ェ 〃サ レムと 其 附近に 居った。 甞 つて は 盛况を 極めた 聖都 もパビ P 

ねう た ぜん A\ はいきょ き つ- はう しゃ モ のみ か： t <i かう はい くわう けい み な こと 

ン 王の 爲 めに 全然 廢 墟に歸 し、 追放 者 は 其 見る 蔭 も 無く 荒廢 した 光景 を 見て 泣いた 事で あらう。 

かれら lii- ち せい と さいこ 3 と かれら まあ 4S はタ めん ぞ りょく モの し なん てう たつ ほか 

彼等 は 直ちに 聖 都の 再 輿に 取り か、 つた。 彼等 は先づ 凡ゆる 方面に 努力して 其 資金 調達 を 計つ 

にい «1 く はか せ そのこ, き かんしゃ ,0 のこ ひと； ^ ち あ ひ こ 

た。 シカゴ 大 學のソ アレス 搏士は 其 頃 ェ \サ レムへの 歸還者 は、 パビ ti ン に居殘 つた 人達と 相 呼 

お 、> / せいと > さいこ、 い あた い つ ひ つ， は. > しゃ ゆめ む つゆん かれら いぜん -7 

應 して 聖都 再興に 當 つたと 言 ふて ゐる。 遂に 追放 者の 夢が 赏現 された。 彼等 は 以前 X ビ tl ンで受 

ぶんく わ このち てきよう * くこく か ちう ぜぃ くね か-は その ォ ひく わつ 

けた 文化 を此 地に 適用し、 ぺ グシァ の屬國 として 可な りの 重稅を 課せられ たに 拘ら す、 其 生活 を 

. 三 追放 後の 社會 制度 1 1 
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いた ところ li いせう と し いう したが モ のせい くわつ やうし な す- いう はくせい くわつ へ ブル じん ひ う 

至る 處に 大少の 都市 を 有し、 從 つて 其 生活 檬式も 進み、 遊牧 生活 をな せる 希伯來 人の 夢想せ ざる 

ぶん くわ いう こと しゃう： t ふ はや おこな りん はう しょ みん もく こうつう ぼ 3 えせ いとな ， モう ぶん く $ 

文化 を 有して ゐた。 殊に 商業が 早くから 行 はれ、 隣邦 諸 民族との 交通 賀 易も營 まれて、 一 層 文化 

はや やう 

を 早めた 様で ある。 

さ S はくせいく わつ やく の 、つ ゆ ふ じに いはい ヘプ ル じん さいしょ もんに い さ ら ざ い さん しょいう ゆん iVp ^ 

借て、 沙漠 生活から 一 躍 農業 時代に 入った 希伯來 人の 最初の 問題 は 土地 や 財產の 所有 櫂と 其義 

む およ ほう はふ とく .さ ち し よい 3 くわん ち めんせ ら ゆ.； やう ち& やう しんがい & さんさ、 f もく さ fc , 

務 及び 方法であった。 特に 土地 所有に 闘して は 土地の 面積、 地境、 地境 侵害、 遺 產相續 土地 賣 

15 いおよ モ のたい しゃく り けんもん にい しん iiy うりやう みん， * く あたま なやま ことおび； r ゝ これ い で やう li ん じゅん しゃく わいせい & 

買 及び 其 貸借の 利 櫂 問題が 新舊兩 民族の 頭 を 惱す事 夥しかった。 之 は 今迄の 樣な單 純な 社會 制度 

では 到底 解決し 難き 事で、 勢 ひ、 つと 進んだ 土地 法案の 制定 を 見る に 至った ので ある。 

の 3 ゆ ふせいく わつ はい へ ブル じん しゃう ゆ ふ いとお こと わうて-ひ じ にい はい しゃく わい しょ い ぞ 

農業 生活に 入って から、 希 伯 來人は 商業 を營ん だ。 殊に 王朝 時代に 入って から は、 胜 會の諳 制度 

モのそ し 含 かい！ 33 ぎ やうせ い *v くわん しんせつ ** つた モ のめん. く しん ゃづ しか 

が 其 組織 を 改造し、 行政 機關も 新設 せられて、 全く 其 面目 を 一 新す る樣 になった。 而 して ソ 乇 

しょわう i つせ い とく に いせい JJ わ、.， てう じ にい 

ン、 ョ シャ パテ、 ァ "ブ諸 王の 治世に は、 特に ャ ラベ アム 第二 世 以後の 王朝 時代に は、 パ レ スタ 

およ しょこく みん っラ しゃう さかん おこな こく か す/ \ゎ うせい き は したが しう け 3 

イン はァ ラビ ャ 及び シリア 諸國 民との 通商が 盛に 行 はれて 國家は 益， 5- 隆盛 を 極め. 5^。 從 つて 宗敎 

ぶん くわ はったつ とも し にい こくみん に うとく たか モ のせい くわつ か うじゃうじゃう くわ かみ じづ さい おい 

も 文化の 發達 と共に 次第に 國 民の 道德を 高め、 其 生活 を 向上 淨 化し、 ェ ホパ 神は實 際に 於て イス 

こくしん れいはい いね r ね 5 せいと くう *<ん きつ JJ さう れい 

ラ ェ 〃の國 神と して 鱧拜 せらる、 に 至った。 彼の ジ モン 王が 聖都ェ 〃ナ レムに 空前絶後の 壯麗 

さは I くわう Ji い き A うでん こんり w こくしん らいはい ち タレん この じ に い じ らい レぅ けタ實 いさ * のモ 

を 極めた 廣大 なる 宮殿 を 建立して 阈神 鱧拜の 中心 ふしお のは此 時代で ある。 爾 來宗敎 制度 は 其 組 


もつ ギリシャ a.' マ レ 

以て 希 臘羅馬 を^ば しむる ものが あつたの、 である。 

ぐ.? i ふい き じん ベ わ-^ 一) *5 ういい こくみん かれら fc & *5 とら まれ 

元來 ユダヤ人 は 頑固 舊 弊な 國 民で ある。 彼等 はネブ カダネ ザ〃 の爲 めに 異邦 パビ & ンに俘 の 

^ かれ， ら こく レ，ん れいはい ちう しん せいと ぜん. くわう はい き か 1 な じ こく 

身と なり、 彼等の 國神 醴释の 中心で ある 聖都ュ 产サレ ムが 全然 荒 廢に皈 したに も拘ら す、 自國の 

守護神 を 信す る 信仰 を棄 てな かつお。 彼等 は 異邦で 厭 迫と 絕 えざる 虐待 を iK けつ、 も、 I： ほ nl- つ 

m. ^ しん と tt- , い 44 ゆん U しさう ゆ いじ S つお よ ぶんく わ つう ぅレ ぼ ごと よ さた 

ェ ホパ神 を 信じ 通した。 されば 今や 言語、 思想、 藝術 及び 文化 を 通じて 潮の 如く 押せ 來るギ リシ 

ャの 感化に 對 しても、 如何しても 同化し 得なかった ので ある 。併し 長年の 因錢 と傳統 的へ 1$ け^に g>;g 

じん ぐお いら it さう あ 44 よろこ こ かれら いく？」 £ んュぅ き to- うへ、 あら iTJ> ふ 

なる ュ タヤ 人 は、 外來 思想 を餘， 喜ばなかった。 之れ は 彼等 は 幾度 も 隣邦の 强 兵に 荒され、 或は 係 

^ め» * な • I あるひ ほっくん じう りん t たぐ わい こく もく こく ぢぅ ぞい な 

囚 追放の 苦き 經驗 を甞 め、 或は シリアの 暴君に 蹂躪され、 又外國 の屬國 として 重税に 惱 まされる 

に ^ ► fc しひお * うはい ぐ わいて き か 

と 云 ふ 具合に、 絕ぇす 虐げられた ので j 層 排外的に 傾いた もので あらう。 

/ > - IP. く. わん き. - じん えいき 3 しん しん かみ くに あん ぢ ゆう お あこが 

欺う した 四 園の 環境が、 ュ ダャ 人に 永久 神 を 信じて 神の 國に 安住し 度い との アイデ ャと 憧れと 

- Sii * ： / ' D ^^z^s f じん けんりょく ごんけ しゃ 5 al マ に いてい こく はんかん も た 

を與 へたら しい。 又此 希望から ユダヤ人 は權 力の 權 化と 稱せら れた羅 馬 大帝 國に 反感 を 持ち、 絶 

えす 國 家の 獨立、 神の， 國の 出現 を 期待す る檬 になった ので あらう。 ナザレの ィ H ス がバブ テス マ 

) ^ Z , め まら I £i みく に せんでん とき じん じ き やう, め も きた、 - 

のョ ハネと 相呼應 して 野に 邑に 「神の 國』 を宣傳 した 時に、 ユダヤ人 がー 時 驚異の 目 を 以て 期待 

モれ 

したの も 其が 爲め である。 

四 希臘羅 EI 時代の； W 會 制度 ニー 1- 
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じう じつ しか しう； b，> て <i« し タヤう こと . 5 ちへいれ * と おはい はってん 

充實 した。 而 して 絶え ゃ宗敎 的に 修養す る 事に よりて、 內には 平和、 外に 向って は大 に發展 する 

え モ のけつ くわ れい はいしょ ！ t ん りつみ そこ ふた- さい し y れいてん しつ かう がくしゃ りつ はふ かう 

を 得た。 ^結果 シ ナゴク (鱧拜 所〕 の 建立 を 見、 其 處には 再び 祭司の 儀禮典 執行、 學 者の 律法 講 

義が行 はる、 と ふ 幸福な 日 を 向へ る 事が 出來 おので ある。 

つる は 3 ご およ その ふ きん じん ザん しん いしゃく わいせい あらね 

バビ P ン から 追放 後の ュ ルサレ ム 及び 其 附近の ュ ダャ人 は、 全然 神政 社會 制度に 新め て シナゴ 

しゃく わいせいく わつ ち 3 しん し 仁 が あんそくにち じゅんし A し *> け v こん ft ん れい てん ほん じん これ まも 

グ を社會 生活の 中心とした。 從 つて 安息日 遵守 を 宗敎の 根本 禮典 となして 一 般 ユダヤ人に 之 を 守 

ところ か f e:- びし *- い？ J そ し 今) せいてい ， た こくみん り かく si のち これ へ ブル. 29 

らしめ た。 處が 斯うした 狹ぃ嚴 い 制度の 組織 制定が 他國 民との 離隔 を來 し、 後に は 之が 希 伯來歷 

し とく ひつに い しょ こく なん ひ iren i ね ん いん 

史 に特肇 大書すべき 國難 悲劇 を 招いた 近因と なった ので ある。 

四. 希 臘羅馬 時代の 社會 制度 

-ち fr^ とうぶ えんがん しょはう ぶんく わ もっと こうけん にい わう れ *v し 5- せつ 

地中海の 東部 沿岸 諸 邦の 文化に 最も 貢献せ るはァ レキ ナンダ， 大王で あらう。 歷 史家の 說 によ 

^ * i > こ-ろ、， ， にい f うおよ び， ， とう ゆうしゃう ち ちう かいとうぶ えんがん えんせい 

れは、 この頃 ァレキ サン ダ { 大王 及セ〃 クス、 ト レミ- 1 等の 勇將が 地中海 東部 沿岸に 遠征す ると 

I ギ， リシ jh てつが y ぶんが ぺ およ び じ S つとう 5 に ふ fc この にん は ちく いき は ふ きふ 

共に、 希臘の 哲舉、 文學 及び 美術 等が 輸入せられ、 爲 めに 此 一 圑は 破竹の 勢 ひで 普及せ るギ リシ 

ぶんく.^ よく つね こと 4, い せいち でん ヒぅち こ レ 

ャ 文化に 浴し おと 傳 へ ら れてゐ る。 殊に 聖 パ ク P の 生地 タ 〃ジ より ィ ェ ス の 傳道地 ガリラヤ湖 畔 

い おびに &し * のけん ちく い ゆい じめつ い はとん えんち やう い か仁& ぺっ 

に， 至る 間の 都. w にあ， 9 て は、 其 建築と 云ひ藝 術と 云 ひ、 殆ど ギ タシャの 延長と 云 ふた 形で、 一瞥 
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レょ にい さいしょ はふり つ * く い A んし： &ぅ もっと こうへい けんぜん よろん ち い * 

初代 イスラ ュ ^の 最初の 法律 は、 俗に言 ふ 民衆の 最も 公卒 健全なる 輿論の 一致 を 意 妹した もの 

りつ はふ い 44 しふくわん レか このし ふくわん けんちょ 

である。 であるから、 律法と 云 ふよ， 9 も先づ 習慣であった。 而 して 此 習慣に は 二の 顯 著なる もの 

すな d ち ふくし 5 あにう ち は 5 はふ toa も さつじん は あ ひ 

が ある。 即ち 一 は 「血の. 復霤」 で、 二 は 「仇 討」 の 方法で ある。 故に 若し 殺人の あった 場合に は 

ひ が ひしゃ けつ 1** く り モのぁ に 5 レか *1 けん これ したう しょち み ゆる か b がい 

被害者の 血族の 一 人が 其 仇 を 討つ、 而も 世間 は 之 を 至 當な處 置と 見て 赦 した。 彼の r 若し 害 ある 

$ いの *f いのら つぐな め め つぐ 5i は は つぐ K て て つぐな あし あし つぐな 

時 は 生命に て 生命 を 償 ひ、 目に て 目 を 償 ひ、 齒 にて 齒を償 ひ、 手に て 手 を 償 ひ、 足に て 足を愤 ひ、 

やき やき つぐな なす き や つぐな i$ うちき や つぐな たう 

烙 にて 烙を償 ひ、 傷に て 傷 を 償 ひ、 打傷に て 打傷 を 償 ふべ し」 (出 二十 一 の 二三、 二 四) とは當 

じ いは S るかう へい はふ さいばんしょ くだ こうへい はんけつ ^ じつれい に はんお い る しんぜん やう 

時の 所謂 衡平 法 裁！： 所の 下した 公平な！： 決で、 渐 うした 實 例が 日本に 於ても 維新 前にあった 樣で 

ある。 

か / ，ら ふくし 5 し 4 ぎ か a が あ ひに f ブル じん ft- ひに .» こ K か がいしゃ たい ひ がいしゃが は 

斯うした 『血の 復響」 生義は 可な， 9 長い間 希伯來 人の 間に 行 はれお。 加害者に 数す る 被害者 側 

ふくしう か てい しんせ 4u ** た * の をく にんたい 3 しゃく わい ぶんく わ しん ほ はったつ つ 

の 復簪は 家庭、 親戚 又は 其屬 する 圑體 によ てな されて 來た のが、 社會 文化の 進步發 達に 俾れ て、 

一 法 棒と 發建 1 五 


れる。 

/ブル ふゆ P けんきう § い V* はふ てん は^さん かう し れぅ ていき や、 > このは ふ てん せん 

希伯來 法律 研究 14 於て、 世に" ム ラビ 法典 程參考 資料 を 提供す る もの はなから う。 此 法典 は 千 

ひゃく ねん はっけん こ てん しょ に い ぶん くわ こく わう はっぷ およ せん 

九 百 〇 一 年に 發 見され-?:： i 古典であって、 初代 文化 國パビ u ン王 によりて 發 布され てから 凡そ 四千 

ね でうよ ねん ：6 つ けいく わ はふ てんちう さいこ しん お, vfc こ に いは ふりつ けんせ. 3 おい 

年 有餘の 年月 を經 過せ る、 法典 中で も 最古の ものと 信じられて ゐ る。 恐く 古代 法律 研究に 於て は 

きいぶ- かち to う はふ てん これ また ねんに い い りつ はふが くしゃ い ん 

唯一 無二の 價値を 有する 法 ITS であらう。 之 は 又 年代から 言 ふても イスラ ュ ルの 律法 者モ ー セ 以前 

さかのぼ こてん ヘプ- < こ てん！ 6 んせ うし や と ひっすう ゆ. かう！ TV..,- れぅ い だいがく 

に 遡る 古典であって、 希伯來 古典 研究者に 取. 5 て は 必須 唯 一 の 好材料と 言って よい。 ェ 1\ 大學 

I • はかせ せん ひゃく ねん ぐ わつ はっか、 i' ざづ し *1 ぃレょ *^ iti し はふ てん はふ てん 

の ケント 博士 は 千 九 百 〇 三年 三月 發 行の 離 誌 『聖書 世 紙に バビ -1 ァ 法典と モ， セの 法典 を 

ひ i 少く z^,. いしゃ .r- - やう； i や .0.0 じ てん はつび や-/' そのし やう さい せいしょ じ てん き ろく 

比較 對 照し、 兩 者の 類似 點を發 表して ゐる。 其 詳細 は へ ー ス -グン グ 聖書 辭典に も記錄 せられ、 一 

はん しんがく しゃ おはい くわん 6 い やう 

般神學 者から 犬に 歡迎 されて ゐる樣 である。 

** へ TS ル はふ てん ゆつ ヶラ ぜん で き し が これ し v は" てん すで 

斯く 希伯來 法典なる もの は、 決して 偶然に 出來 おもので はない。 從 つて 之 は 新法 典で なく、 旣 

のま ごと ，ざいらい はふ てん かいし to. う こくしん しょうこん へ ，， つ.？ "しゃ こく 

に 述べし 如く、 在來の 法典 を 改修して 國祌 M ホバの 承認 を經 たもので ある。 律，； 法者モ ー セは國 ぬ 

hj ' J. モ のにう-： きしゃく わい *- いくね つ ゆん そく これ かみ せんみん とく fci は にい はふ てん 

の！^^猫を保證し、 其道德的社會生活の原則として之を神の撰民ィスラュ ルに 特に 賜った 一大 法典 

はつび や" コ くわん & ん へ プ ル はふ てん いざ モ のかち お ま こ ，しい へ ブル じん しゃ 

として 發 表しお ものである。 換言すれば、 希伯來 法典の 意義と 其傻 値と は 多く 古代 希伯來 人の 社 

<^^n^^i>.^^ . 9 ゆん り * の <h * お ナ y* かゆら じんかみ タ 

會的宗 敎體驗 から 來た 原理に 其 基礎 を 置い おところ にある の だ。 即ち 彼等 へ ブ 〃人が 神から 受け 
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- うみ？ 1 ゅス？ IL^l V ん せきにん お じはん しょり こと すな は い ふ モの * い てい 

其處に 中央 櫂が 出來て 之が 全責任 を 負 ふて 事件 一 切 を處理 する 事に なった。 卽ち 政府が 其 制定せ 

> wit つ-.,. i よ fvj- , に^ - t^i ふ-, や ► わ 5 > けい *- つ けい gs5 い で やう こ じん *レん<^ぃ かんじゃ. > てき 

る 法 体に 從っ て 之を處 置す ると 云ふ譯 である。 故に 刑罰の 輕重は 今迄の 樣に 個人 や 圑體で 感情的 

. f バ け- 5 , I f^- と こうへい めい f. く Aij い レん！ 》 rp 

に 速決す るよりも、 最も 公 1^ 明確に 行 はれる と 云 ふ 進歩した や， 9 方に なった ので ある。 

-"J;!, んノ- 、、 s-s ぶ， んき ノ .s^sp さ： J メ これ ひん びん おこ K このしゅ ひ い — 

叉盜 難に 關 して は、 隨分嚴 しい 刑罰 制度が 設けられた。 之 は 頻<- として 行 はれる 此 種の 被害 か 

>» じ i み： i 、：？ ひゆ- ノ ゆ." a ^ は. ふ. f. つ なか .0 おも ひき たと ひと も うし も.^ ひ 

ら、 .< 民の 所有 權を保 謹す る 法律であって、 中. 思 切った ものであった。 例へば 「人 若し 牛 或は 

^つじ ね L cn ころ またい う i ラレ ラレ つぐ M ひつじ ひつじ つ ii 

羊を竊 みて 之 を 殺し、 又は 寶る時 は 五の 牛 を もて 一 の 牛を賠 ひ、 四つの 牟を もて 一 の 羊 を賠ふ バ 

/ - 、- 1 • * - • , や はい a いしゃう き やうえ- プ しか モの はんけつ はう はふ さいしょ そのし A 

し」 (出 ニニの 一 ) と 言 ふ 風に 四 倍の 賠償 を强 要した ものである。 而 して 其 判決 方法 は 最初 其 種 

) u,56^.3 ^.^ ^ > ^ん ぜ， ん しゅ 仁う ぎ の& ぜんち ひろ けんしゃち やうら 5 たち *5 

族の 食 長 か 祭司 かの 面前で 種々 討議し ねの が、 後に は イスラ ェ 〃の 全地よ 廣く 賢者 長老 達 を 招 

ノ， こ > P^J を f ,ノ せんにん つ さ > P やくにん つかさ にん つかさ S 

集して 之 を 民の 長と し、 千 人の 司、 百 人の 司、 十人の司となして民を鞫かしめ^:^ (出 十八の 十 

ところ しやく わい ふく ざ つ じ M い しん うん つ こ た.. a じゅ， P えう ち こと ち 

三 II 一七)。 處が 紕會が 複雑に なり、 時代の 進 運に 連れて 欺ん な單純 幼稚な 事で は 間に合 はなくな 

> :o す.^ は > .!|,け-:^ほ： V. ： レ， や， く £ いふ. いけ， う， じ や： .フ^.^ん> "ん はふり つ， せ い S_J *£ とく こくない けんしゃが くしゃ 

つた。 卽ち阈 民の 利 櫂 保 讒と紕 會風敎 上 完全なる 法律の 制度に 迫られて、 特に 國 内の 賢者 學 者に 

めい ， わう ざいらい - はふり つ かいしゅ うは せい だ でき へブ ルレよ はんてん こんにち ひろ レ 

命じて 王 は 在來の 法律 を 改修 補正せ しめた。 新く して 出來 たもの が 希 伯來諸 法典で、 今日 廣く知 

メ > かト ギ 9 シャ— しょは ふ てん al マ えいこく 

ら れてゐ る、 彼の 希 臘のド ラコ、 ジ J1 ン、 タカ ー ガ ス諸 法典、 羅 馬の デャ ス テ 一一 アン、 英國の ェ ド 

r 5i い • ほ.ふて.^5~ょ， は-/! てん やう .stt しん ほ くわて い へ き つ. U 

フ， ド第 一 世の 法典 及び ナボ レオン 法典な どの 樣に 同じ 進步 過程 を 經て來 たもので あると 傳 へら 


ごろし いう い がう かん か たくしんに ふ らぅ^^き おうに き やう はくとう そのね くわん しょはつ およ しう けう て^ぎ れいてん くわん でう 

殺、 誘拐、 强姦、 家宅 侵入、 狼藉、 毆打、 脅迫 等 其 他に 關 する 處罰 及び 宗敎的 儀 鱧 典に 關 する 條 

こう しる モ こ tii とく、 ひんじゃ ぐ わい こくじん たい せい ぎ こうへい とりみ つか ひ 

項が 記されて ゐる。 其 處には 又、 特に 貧者 ゃ外國 入に 對 する 正義 公平な 取极 (創廿 三の 六 —九)、 

レ.， ねい ざい f こと きんせん 仁い しゃく はふ てき しょ ぃラ けん は ご ，はふ ゝ 

收 賄の 罪惡 なる 事 (出廿 三の 八)、 金 餞 貸借 法 (出廿 二の 二 五 I 二 七)、 敵の 所有 櫂 保護 法 (出 

廿 三の 四 I 五) 等が 委細 記錄 されて ゐる。 

一二 申 命 法典 

ぐわん らいな ふりつ じに い とも しん JW われら へ ブル じん れきし * のせい しんぶんく. J- とも 5i れら しゃ 

元來 法律 は 時代と 共に 進步 する。 我等 は 希伯來 人の 歷史を 見る と、 其 精神 文化と 共に 彼等の 社 

くわいせ ぃ& つね あ ひへい かう しん ほ f こと へ ブル じん し 5 け 3 て 含し に3 しゃた も た けいはつ *ii ん： -タ 

會 制度 は 常に 相 並行して 進步 しお 様で ある。 殊に 希 伯 來人は 宗敎的 指導者 達から 絕 えす 啓 發 善導 

された が爲 めに、 一 層 此感を 深 ふす る。 

へ ブル じん しゃく わいせい くわつ もっと こうけん か， けいゆく み これ ， はい とん 

希伯來 人の 社會 生活に 最も 貢献せ る は、 彼の 『契約の 誊」 であらう。 之 も イスラ H \ の 整頓せ 

はふ てん な fc その へんさん にん みた ちゃ 3 らう さいし しゅうせい Vjv 'は 

る 法典で 無かった か. &、 絕 えす 其 編 慕の 任に 當 つた 長老 や 祭司に ようて 修正 增 捕され たもので あ 

れ< ^しかせつ き ゆん ぜんにい せい き にい かくめい しゃ しゅっけん うん？」 う くわん ぜん はふ てん で き 

る。 歴史家の 說 によれば 紀元前 第七秕 紀に大 革命 者が 出現 運動す るまで は、 完全な 法典が 出来な 

い すな は か モ のこく みん ぐう ざ うれい はい に らく みちび とき あいこくしゃ 

かつおと 言 ふ。 即ち 彼の マナ セが其 國民を 偶像 鱧 拜ゃ墮 落に 導い お 時に、 愛 國者ァ モ ス、 ホセ ァ、 

1 一 1 申 命 法典 一九 
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せ. * ぎ しん にう みい i- いしん Ay "よさ， * & 

た 正義 人道と 愛の 精神に 根した 所産と 見て よから う。 

二 初代 慣習法 

1^,.^ い， f ビ じん』 せ. ぃヽ f- つ ほへ 01, や.,. き は たん レ S ん か ± んレ てき したが しょに い おい 

初代 希伯來 人の 生活 は 前に 述べた 様に 極めて 單 純で 且つ 原始的であった。 從 つて 初代に 於て は、 

しゃく， わい し • ほ はふり つ いは ゆる かれら ？ a はし ナ ti おん はや いう K くじ に、， ま 

赴會を 取締った の は 法律で なく、 所謂 彼等の 「慣習」 であった。 即ち. 一 番 早い 遊 I 牧 時代に は、 先 

♦ ぷ, も S し 5 え， うさん！ J" ふ くちく くわん ひつえ 3 けいやくしょ さくせい いまお- » も 

つ 彼等の ま耍產 業で ある 牧畜に 關 して 必要な 契約書の 作製であった。 今 重なる もの を舉 ぐれば、 

ば > く，^ 1:7 '^A . ^わん.^ ふ は， ふ， a 5」 くわん り けん 4- いさい くわん 

牧場に 關 する 慣習法 (創 十三の 二 ー 九)、 井 戶に關 する 利權 (創廿 1 の 二 五 I 三 〇)、 迎 妻に 闘して 

、 1 > ： されい しえき ぼら はふ 

(廿 四の 一 ー 九、 廿 九の j 三丄 5)、 奴隸 使役 (創 十四の 一 四、 十六の 六)、 墓地 法 (創せ 三の 三 

とう 

I 一六) 等で ある。 

つ ^5 にい のタ& ふじ だ いい へ ブル じん もっと しん ほ しゃく わい はふ てん あんし 5 つ こ^ "1 

次に 第二の 農業 時代に 入 .9 て、 希 伯 求人 は 最も 進步 した 社會 法典なる もの を 案出し お。 之 は： g 

ら し ，に. つし や こくみん ちゃ ラらラ にいへ ゃタ しゃ へん か き ご、 しゃう i や-, 

等の 指導者 モ 1- セ と國 民の 長老 や 代表者に ょリて 編成され たもので、 彼の 出 埃 及 記！！ 十八 章に！ 

細に 記されて ゐる。 之 は 「契約書」 と稱 されて、 (出 二 〇 —二三 章) 1i に 社く!^ 船く iLTi した 

モ^ ゆい ひ、！^ * さ はりみ つか， いは ふ ？r れい ざいさん ぼ ご はふと 5 はじ あら ゆ し S ろ， ざ いみく た * 一 とうなん ひ £ 

で、 其 ts: 容 は奴隸 取扱 法、 奴 隸の財 產保讒 法 等 を 初めと して、 凡る 種類の 罪惡、 i へば ^ き、 M 


て しょげつ え だ いじけん ^^こ は あ ひ こく わう かくと レ モん らく ちゃ タら うさい し せ ラレう れタ みづか はん じ 

手で 處 決し 得ざる 大事 件の 起った 堪合 は、 國 王が 各 都市 村落の 長老 祭司 を 召集し、 王 自らが 判事 

はんけつ くだ しか た、 ジ じ とく とりみ つか は じん にちじ やうせ いく わつ もっと 

として 判決 を 下した ものである。 而 して 當時 特に 取扱 はれた ケ ー スは、 ユダヤ人の 日常生活に 最 

ぢぅ えう し しふくわん せいけつ ふ けつ けいやく り だ， ノ いけに へ >V なへ もの *0 むお よ さいし しょくむとう くわん ことがら 

も 重要視せ る 習慣の 淸潔、 不潔、 契約の 履行、 機牲 供物の 義務 及び 祭司の 職務 等に 關 する 事柄で 

あった。 

iv の ころ ふ てん ないよう *v のお も えう モ し 、ソ け、 ひて^ .y く さい し くわん ことがら おは しか さい し 

其 頃の 法典の 內容 は、 其 重なる 要素 は宗敎 的で、 特に 祭司に 關 する 事 板が 多かった。 而も 祭司 

じ しん あんしゅつ へんさん ところお は これ へ ブル じん にちじ やうせ いく わつ てきよう モ のし やく わいせいく わつ 5 へ にい 

自身から 案出 覦藁 された 所 多く、 之が 希伯來 人の 日常生活に 適用され て、 其社會 生活の 上に 一 大 

くわう みやう あ に ことい な， I 

光明 を與 へた 事 は 言 ふまで も 無い。 

しんわ、.' はふ てん なら へ ブル じん せいく わつ あんねい は しゃう はふ てん か f れいてん が y しゃ せつ 

&命 法典と 並んで 希伯來 人の 生活 安寧 を保證 しお 法典 は 彼の r 鱧 典』 であらう。 學 者の 說 では" 

これ へ ブル まふ てん ちう さい C せいぶん りつ い LT したが もの ないよう しんめい 

之が 希伯來 法典 中 最古の 成文律 だと 言 ふこと である 七 章— サ六 章)。 從 つて 其內容 も. S. 命 

まふて..； - ひ いくらか せい れんじ ふ じつ はふ てん い い モの i ん り もつ しう けう てき か がふ り て さ 

法典に 比して 幾何 精練 充實 した 法典と 言って よい。 言 は 其 原理 は最 と宗敎 的で 且つ 合理的な と 

こうし しん ほ い すな は なんちお の ごと はんさ となり あい 

ころに、 後者の 進步が あると 云 はれて ゐる。 卽ち r 汝已れ の 如く 汝の隣 を 愛せよ」 と ナザレの 

ィ H *r tl,- しゃくね いく，^ このは ふ てん しる いま モの もっと とくしつ おも てん 

耶蘇の 言 はれた 大， 社會 訓が此 法典に 記されて ゐる (申 十九の 一 八)。 今 其 最も 特質と 思 はる、 點を 

hs さ、 ひしゃ 仁い くわん にい せいしん ていさう もんに い じゃくし やひ さんしゃ 

擧 ぐれば 債務者に 變 する 寛大な 精神 (申廿 五の 三 五 I 四 一 )、 負 操 問題 (十八 章)、 弱者 無產 者の 

ま jj しゃ うぢき こラ へい とりち つか ひ さい 5J ん けい 

保讒 (仝 十九の 九！ 十 y 正直 公平なる 取扱 (十九の 1111 三)、 正しき 裁判 (十九の 一 五) > 敬 

四 成文律 法の 發建 二 一 
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ら ふんぜんお くち ふで ねっしん £i れら しゃ くわいり さラ ひれき > そ ゆ ご. 卞フ, ち 一つ ふり 

ィ ザャ、 ミカ 等が 奮然 起って 口に 筆に 熱心に、 彼等の 社 會斑想 を披櫪 し^の を、 其後當 時の 長老 

さいし ら け ふて う へんさん この しんめい はふ てん 

祭司 等の 協調 を俟 つて 編 露され おのが 此. S. 命 法典で ある。 

くわん せい はふ てん いろ/、 と くち やう ^£ よ t ん しやた ち りきせつ かうて う せいぎ こうへい し々" わ^ W さ.? 

完成され た 法典に は 色々 な 特長が ある。 例へば、 預言者 達の カ說 高調せ る 正義 公平の 亂會 1? 想 

しんせつ じ ん じん & うし 5 ぎ . ^ f 

(ゆ 十六の 一 八 I 二 〇、 廿 四の 一 四 I 一七」 觀切、 慈善、 人道主義 (e. 十四の 二 九、 十五の 七 1 1 八、 

ち はう せいしょ に は せいと りつ？ f ふて せ s 

廿 三の 二 n— 二 五、 廿 四の 六、 一 九、 二 〇)、 地方 聖所を 打破し 聖 都ュ ルサレ ムを 律法 的に 唯 一 の 

iJ いしょ こと tJv 'でん せい & のう ゆ ふし 5 くさい しょうにんとう しか み はふ てん 

塞 所と する 事 (e. 十二の 二 —一四)、 宫 殿の 制度、 農業 祝祭の 承認 等で ある。 而 して 右の 法典 は 

ゎラ ぢ せい せいてい はっぷ こ にい へ ブル は， 5 てんちう もっと しん ゆ 

ョ シァ 王の 治世に (王 下廿 二の 八— 二 〇) 制定 發 布され たもので、 古代の 希伯來 法典 中 最も 進歩 

はったつ はふ てん しん こんにち 、リ やくせい しょ な もと しんめいき 

發 達した 法典と して 信せられ てゐ る。 今日 舊約聖 誊にモ ，1 セの 名の 許に 「ゆ 命 記」 として あるの 

すなち このは ふ てん 

は 卽ち此 法典で ある。 

H 成文律 法の 發達 

けんし しゃく わい お.. い せいぶんりつ はふ い ， すぺ じけん くわん しふ はふ しょり 

原始 社會に 於て は、 成文律 法と 云 ふ ものがなかった から、 凡ての事件を慣習法にょ.=^て處现し 

t と なに じ けん とつ ゆつ 55 あ ひ ちゃ タモん ちゃうら う さい ほん れい b ちゃう モん ちゃうら う 

た。 例へば、 何 か 事件が 突發 した 塲 合に は 町村の 長老が 裁判す る を 例と しお。 若し 町村の 長老の 


ュダャ人の爲めに誊かれ^^もので (尼 八の 一)、 之に は當 時の ユダヤ人の 生活と 紕會 sl 態が 良く 

i z£ いち，、 る こ JJ りつ ほふ ふみ かみ 占く じん あだ レん せぶ ひん はふ 

表 はれて ゐる。 殊に 著しき 事 は 『律法の 窨」 は 神より 特に ユダヤ人に 與 へられた る 神聖な 憲法と 

こくみん せいしん しんこく いんし やう め； i こと のち これ せんもん けうし がくしゃ あたら 

して 國 民の 精神に 深刻な 印象 を與 へた 事で ある。 しかの みならす、 後 之が 専門の 敎 師ゃ學 者の 新 

にん ヒぃ おこ りゥ. * ふ とく ぺゥ けんきう あたら せつめい く は やう I , しか さう 

しい 圑體が 起って、 律 5^ の特 i 研究 をした. 9、 新しい 說明を 加へ たりす る 様になった。 而 して 相 

おうけん & 1?- くし to- たち く かう ひら おえ でし あつ t ういく ， この： W うめん 》 :a つてん やう 

當櫂威 ある 學者達 は 學校を 開き 多くの 弟子 を 戴めて 敎育 したので、 此方 面に 可な り發展 した 樣で 

しん 《 'くし Jp t つ よ こ^ ィ ェ ，< じ にい ぜんす で けんる いひった へ あ も / フ すな は か， ^v* 

ある。 祌學 者の 說に 依れば 之 は 耶蘇の 時代 前旣に 「櫂 威 ある ロ傳』 として 守られた 即ち 彼の 諸 

ft ふ てん いよ 5,0 こう t タ はふ てん こくみんせい くわつ かう じ やう し か ちゃうら う でんせつ 

縱年 一に かぐ iwli 「口頭 1 鄭」 として 國民 生活の 向上に 資せられお。 彼の 「長老の 傳說」 (可 七の 

かみ -**し.^.-、 じ fcN こし S ィ H しな， *\ ひなん まさ この でんせつ 

七 I 八) を 神の i 命 以上に 固守せ やうと して ゐ ると.。 耶蘇が 屬々 批難せられ おの は 正しく 此 傳說、 

た ことほ い こうとう はふ てん さ 

他の 言で 云 へば 口頭 法典 を 指しお ものである 

、-づ じ '- ,J いづ こくみ，^ 13ぅ つう あくへき とく じん も? は はな はに/ かれら せい 

何れの 時が も、 何れの 國民 にも 共通な 惡 癖が ある。 特に ユダヤ人 は 最も 甚 しかった。 彼等 は 成 

ぶ,. *+< ふ て，. * はンー ナ-. > & でんせつ こうで うじ かた と イエス たい なん ぢ で し たち いにし ひと いひ 

文法 典程權 威な き傳 說ロ傳 に盲從 して 固く 執 b 、耶蘇に 對 して さへ も r 汝の 弟子 達 は 古への 人の 言 

つたへ し tis- あ to- つね こ 3 &ん ちょう い ぐわん こ * りか •、 し 

傳に遵 ひて 步 ます」 (可 七の 五) と 常に 抗言し おのに 徵 しても、 如何に 頑固で あつお かが 窺 ひ 知 

られ るで あらう。 

五 口頭 法典 ニー 1〕 
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1^ の li# (十九の 三 二 3、 e モ ii^ への ¥i (十九の 三 三 10、 ％ しき ®K (十九の 三 五) 等 及よ び^ 

けう じょう ぎ れい くわん こと がら I 

敎 上の 儀 鱧に 關 する 事柄で ある。 

矛に i ん する は、 V ピ 。ン からの ii¥ 後に ％ ともし i ほ 歩した やきで ある。 なれば « 等 

くわ こ にが けいけん きう でんしょく ひ くわん さい ぢぅ えう せい タ せいぶんり; \は.*ぁ> ノ えいきう t つ ノ , ノ 

は 過去の 苦き 經驗 から、 営 殿 職務に 關 する 一 切の 重要 制度 を 成文律 法と して 永久に 保存し 稼と し 

たからで ある。 gl: は ifi^ パビ & ン に俘囚 生活 をして 居た 頃から、 ill 都の 再興 を 夢想し、 更に 

45 くわん ご これ *- いぶんり つ はふ へ ブ ル じんしゃく わいせい くわつ ^ - * ) ^ . 

H \ナ レム へ 歸還後 之 を 成文律 法と して、 希伯來 人社會 生活に 資する ところ あり 度い との 切なる 

？ *5 こ 5： くわん せい か シッ エジプト き しゃ. ひ . . 小 ヰう およ， .i.^*Ji み,.^ i*5. り， ヰく ， 

希望から 之 を 完成した ものである。 彼の 出 埃 及 記の 二十 四 章から 卅 一章 及び 利 未 記と 民數記 略に 

すな は * 

あるの が卽ち 其れで ある。 

五 口頭 法典 

はふ てん しう しふ へんさん へ ブル じん いま ふ しう せいく わつ ^ ころ ) ,し^* / にんに 

法典の 蒐集 編 慕され たの は、 希伯來 人が 未だ バビ "ン に俘囚 生活して ゐた 頃で ある。 然し 今日 

け し きう やくせい しょさい しょ くわん ， ころ くやん • せ^ ノ， I ふ. i X 

五經 として 知られて ゐる舊 約 聖書 最初の 五卷 は、 ネ へ ミアと ュ ズラの 頃に 完成され たものと 信じ 

しか * く りつ は-? い はふ てん. き』 ゆん ぜん 5^ やく ， 1 . ？.^ でろ ， / I 

られて ゐる。 而 して^に モ ー セの 律法と 云 はれて ゐる 法典. は 紀元前 四百 四十 西 年頃 H 〃サ レムの 
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6 ん しじに い お しゃく わい 41 いさ き&ん つ じんる. がくしゃ し 5 め けんか か こと ， » 

原始時代に 於け る社會 制度の 起原に 就いては、 人類 學者 によ- 9 て 種. 其 見解 を 異にして ねる。 

しか き 3 やくせい しょ にんかん さいしょ しゃくね いせい？ J そのみな もと か， てい はつ これ： ぜ：？ じ， い、 0- ぼく 1 じ， にい • のへ. 化， 

然し 舊約 聖書に よれば、 人間の 最初の 社會 制度 は 其 源 を 家庭に 發し、 之が^ 次 遊牧 時代、 農業 時 

にいお よ モの = じ に へ か り ん.？ ジ しょこく ぶん く.；： えい クゃ 、ソ タ へ ブル レ よせい $j みいた 

代 及び 其 他の 時代 を經 且つ 隣， 邦諸國 文化の 影響 を 受けて、 希 伯 來の諸 制度 を 見る に 至った ものた 

、， ； ijj か ちゃ 3 しタ ちゃ v くんしゅ e もく. y タ しょせい ウ J い じゅんじょ じんる， しゃく わい ねん^つ とも しん ゆ 

と 云 ふ。 例へば 家長、 食 長、 君主、 贵族 等の 諸 制度と 云 ふた 順序に、 人類 社會が 年月と 共に 進歩 

なつ； i つ や.， とく へ ブル じんお いし か か ていせい さ しょせい？」 ち 3 さいしょ 

發 達した 様で ある。 特に 希伯來 人に 於て 然 りで、 家庭 制度が 諸 制度 中最籾 の もの であった ので 

ある 

一 家長制度 

しょに い へ ブル じん こじん けんり か. 5 "くへ いわ か 3 ふく とく の も こく， <ん こホ， はか 

初代の 希 伯 來人は 個人の 權利、 また 家族の 平和 幸福 を 特に 望んだ 國民 である。 故に I 度 之が 他 

1 家長制度 二 五 


しゅ し； z が ごと おのれ し みづか からに すく ひねし けタ くねい かしら ごと ，^ つと つ かしら 

主に 服 ふ 如く 已の 夫に 服へ、 キリスト は 自ら 體の救 主にして 敎會の 首なる 如く、 失 は 妻の 首 なれ 

つお もの モ の. つと しねが こ し 5 もの こと 

ばな り。 妻た る 者よ、 其 夫に 服へ、 之れ 主に ある 者の なすべき 事な- 9」 (弗 五の ニニ I 二 四、 西 三 

をし ちょ、 ソ さ 5 ざ， り か .U 

の 一 八) と敎 へたに 徵 しても 想像す るに 難くない であらう。 

つ VJ かてい お ち-おや けん り はとん ぜったいて iiti モの こ い せいさつ よ につ けん おの はつ 

次に 家庭に 於け る 父親の 權利は 殆ど 絕對 的であって、 其 子に 對 して は 生 殺 與楚の 櫂 を 己が 欲す 

**v _ たと しんか タ ち X も ふ その ひとりご いけに へ そな へ もの かみ 

るが 儘に 振った。 例へば、 信仰の 父と 仰がれた ァ ブラ" ムが 其獨子 イサク を 犠牲の 供物と して 神 

さ. * ごと おそろ せいぐ わん fc ご と 

に献 げんと した 如き (創廿 二 章)、 H フタの 恐し き 誓願 を 立てし 如き (士 十一の 二 九— 四 〇)、 

また わ 5 て 5 じ にい r ちゃ 、> ち-おや へい かみ モの いとし SJ いけ にへ f こ 1 ろ ご と 

又 王朝 時代に は 家長なる 父親が 平 氣でモ ク祌に 其 愛子 を犧牲 として 献 げんと 試みた 如き (利 

モれ たと へ かみ いけに へ モ なへ もの い にん けん ころ 

十八の 二 一 、 二十の 二 —五、 王下廿 三の 一 〇)、 其が 例 令 神への 犧牲の 供物と は 言へ、. 人間 を 殺し 

さ- ひ じん に V き は s^.r, A これ あ おこな わか 

て献 ぐると は 非人 道 極まる 行爲 であって、 之を敢 へ て 行つ おので も 解る であらう。 

われら か しんめいき み さら お？」 ろ こと み それ おや ふ だ,, は V 'た-ひ こ b ち- - 

我等 は 彼の 申命記 を 見る と 更に 驚く ベ き 事 を 見る であらう。 其 は 親不孝で 放蕩な 子 を 有った 父 

とく ちゃ-; V ら、 fN たも たんぐ わん まち もん わい いし -V の こ V 'ち ころ もら い こと 

は、 特に 長老 達に 嘆願して 邑の 門外で 石 を もって 其 子 を 打殺して 資 ふたと 云ふ寨 である (申廿 一 

*ci おや t たモ の：： すめ て 3 さ に はん ある びん ぼ 5 おや たち あさく さ へん ぢ よろ- ソゃ タ や、 A & れい 

の 一 八— 廿ー )。 父親 は 又 其 娘 を、 丁度 日本の 或 貧乏な 親 達が 淺草遴 の 女郎屋に 賈る 様に 奴隸 とし 

ゆいぐ けつ は ，ら しだが fcv じ けっこん せいねん にん ぢょ あい よ あら 

て資 買して 決して 辱と しなかった (出廿 一 の 七 )o 從 つて 當 時の 結婚 も靑 年男 女の 愛に 由る に 非 

おや けいざい じ や- リ つ がふ モの いへ がら か 3 りよ おこ Ji れい も にんし しょ V よ れリ じょく は あ ひ 

すして、 親の 經濟 上の 都合 や 其 家柄 を 考慮して 行 ふ を 例と しお。 若し 男子が 處女を 凌辱した 場合 

1 家長 制 K 二 七 
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しんがい は くわい / it み ひ その はいご し く こく か ^ tt:„- -^^ . • iil じん. > I hjv^^ 

から 侵害 破壊され た 場合に は、 其 背後に 種族と か國 家と か 云 ふ 保護者が あって 個人の 其の 權を 

保護し なければ、 其 家族 自らが 之 を保讒 i 立した ので ある。 (創 十四 章と 三十 四章參 照) 

t ん しじに い かち ゃタ ち-おや かれ モ のか てい こく くんし to- ごと， し S る にい けん， < fej- rn. 

原始時代の 家長 は 父親で、 彼 は 其 家庭に あ， 9 て は 一 國の 君主の 如き 一 種 偉大な 權威を 以て 之 を 

レ はい しか しふくわん もと しん せってい ねい かせい あ <Z か いくた か てい， カり- ) U 

支配した。 而もよ き 習慣の 許に 親切 叮嚀に 家政に 當 つお。 新う しお 幾多の 家庭が 藤 まって 部落 

し. S もくせい； U 5 つ ひ こ もつ. ** こく か したが しゃくれ い かい ざ 3 し.^ く. 5 

をな し、 種族 制度 を產 み、 遂に 之れ が 築って 國家 をな したので ある。 從 つて 社 會が 改造 進化す 

おや けんり こく か ちゃ、 ソらタ こ くわ タ て 3 つ やはりる ぜん か もや 、つ けんり 

るに 連れて、 父親の 櫂 利は國 家の 長老 ゃ國 王の 手に 移った けれども、 矢 張 依然として 家長の 權利 

. おもん くねん &ん せ いぢ おも かてい じっし か ちゃ タ しはいし にタ b じ ？」 は 

が 重せられ おので ある。 換言すれば、 政治 は 重に 家庭に 實 施され、 家長の 司 配 指導が 文字通りに 

おこな f 

行 はれお 樣 である。 

しか かてい お は-おや ち & いかが い は i こんにち とタ や- リ み ごと _ 

然 らば 家庭に 於け る 母親の 地位 は 如何で あつお かと 云 ふに、 母 は 今日で も 東洋で 見る が 如く、 

か てい おい ビぃ 5 す はは なつと し to- つま じ tov これ ろこつい つま かね か ' I 

家庭に 於て は 第二 位で ある。 卽ち 夫が 主で 妻は從 である。 之 を 露骨に 言へば 妻 は 金で 買 はれ (劍 

あると iitl ,v つと ざいさんし そのく わんけ い あたか しゅじんたい ？\£ や 

三十 四の 一 二、 得 四の 一 〇)、 或 時 は 夫から 財産 視 (出 二十の 一 七) され、 其 關係は 恰も 主人 對奴隸 

い f もっと これ ^5- つと あい ふ じん かんく わ か てい そんち や 3 およ けっこんけ いやくと ク そのかん > 

と 言 ふた 風であった。 尤も 之 は 夫の 愛、 夫人の 感化、 家庭の 尊重 及び 結婚 契約 等に よ..' て、 其 間、 

多少 寬大な 取扱 ひが.^ つた かなれ ど、 原始時代の 家庭に ありて は 賞に 酷だった 様で ある。 之が 新約 

じに い いに へ ブル しゃく わいせい ぞ くねん- r しん ほ .0 けん ぃタ せい つま もの 

時代に 至 hN、 希 伯 來赴會 制度に 關 して 可な 進步 しお 意見 を 有せる 聖 パク PI でさへ 「妻た る 者よ、 


<S ^ん とう ち- 1 & さん さう 4< く けんり きく わ、 * みね さいし や- CN はふり つぼ ご もと せい やすん し ぢょ 

均等に 父の 遺產 を相績 する 權 利と 機 會が與 へられお ので、 妻妾 は 法律 保護の 許に 生 を 安 じて 子女 

を 育てお ので ある。 

たい ぶ； i さいしゅぎ しょに いへ ブル じん ち-/' さんかい 4V ふい じゃタ ふ ビう とく じ に らく せいく わつ レ よさん い 

一 體 一 夫 多妻 主義 は 初代 希伯來 人の 中産階級 以上の 不道徳 自堕落な 生活の 所 產と言 ふて よい。 

これ ^ てい こん ほん はくわい ひ じん ilv 'き は めくへ い この じ にい すで かてい へいわ かくらん こと をび； ii* 

之 は 家庭 を 根本から 破壞 する 非人 道 極まる 惡 弊で、 此 時代に も旣に 家庭の 平和 を攛亂 する 事 夥し 

かった。 彼の レアと ラケル (創廿 九の 三)、 " ンナ とべ ユン ナ (サム ェ 〃前喾 一 の 一，！ K) 等の 

例が 卽ち 其れで ある。 斯うし お 一 夫 多妻 故に 招く 悲劇が 隨 處に演 せられた。 從 つて 新う しお 家庭 

つ t たも モ の こ レゃ 3. &ぃ た しゅ. けいく わく かん さく めぐ to さんみら そ こと し は ( 

の 妻 達 は 其 子の 將來 の爲 めに 種々 なる 計 畫ゃ奸 策 を 巡らして 遺產爭 ひ をな せし 事が 屢々 であ つ 

しか しんめい はふ てん ぢ 3 けつ こん ほ あ ひ ちゃうなん さう もく はふ f もの は X おや はふ りつ てせ 

た。 然し 申 命 法 血 ハには 二重結婚した 場合に は、 r 長男 相續 法』 なる もの を 設けて 其 母親 を 法 的 

ぼ U す K は ひと りつ モ のり あい もの り にく もの モの あい も の にく 

に 保護した。 即ち 「人 二人の 妻 ありて 其 一 人 は 愛する 者 一 人 は惡む 者な らんに 其 愛する 者と 惡む 

もの り とも ,v とこ こ う モ のち やうし にく をん な う もの とき モ のこ ら おのれ しょい タ つ 

者の 二人共に 男の子 を 生む あ， 9 て 其 長子 もし 惡む婦 の 産める 者なる 時 は、 其 子等に 己の 所有 を嗣 

ひ モ のにく んな -7 ち-やうし お そのめ い , でん id 5 こ ちゃ ラレ 5! なら 

がしむ る 日に 其惡む 婦の產 める 長子 を 措きて 其 愛する 婦の 産める 子 を 長子と なすべ から や。 必す 

そのに く もの 5 こ ちゃ ラレ おのれ しょいう わか とき これ はい あた これ おのれ ちから はじめ 

其惡む 者の 產 める 子 を 長子と なし、 己の 所有 を 分つ 時に 之に 二倍 を與 ふべ し、 是は已 の 力の 始に 

ちゃ •> レ けんこれ f き てい 

して 長子の 權 之に 属すれば ^hNj (申廿 一 の 十 十七) と 規定され おので ある。 

かレ よに いへ ブルお い ぶた さいし to- ぎ とく けんかい fSu ふ さかん おこ こと れきぜん レ じつ 

期く 初代 希 伯來に 於て は、 一 夫 多妻 主義が 特權 階級に よりて 盛に 行 はれた 事 は歷然 たる 史實で 

二 一 夫 多妻 主義 二 九 
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* ゆち メリ ォ たい •， ^い く は おな つみ £ その をと こ ひ がいむす め けっこん かま 

は、 其 父親に 對 して 害 を 加へ たと 同じ 罪に 問 はれ、 其 男が 被害 娘と 結婚し やうが すまいが 構 はな 

» -. * た. んォ ち. -ぉ. L > $ リぇラ / すな は ひと も いひな づけ 4- とめ い ytt これ 

レで、 多额の 金子 を 父親から 强 要された ものである。 即ち 「人 若し 聘定 あらざる 處女を 誘 ひて 之と 

^；- I -. かな ぷ 、 / おくり- の つ ** そのち. * も その ひと め； i . こ^£ をと め 

寢 ねたら ば必す これに 聘 鱧して 妻と なすべし、 其 父 若し 其 人に 與 ふること を 固く 拒まば 處女 にす 

お.！ ij^f も r の かね はら い ふ 5 もつ 、ひ じ ふ けん 

る聘禮 にてらして 金を拂 ふべ し」 (出廿 二の 一六 II 七) と 言 ふた 風で ある。 以て 當 時の 父權が 

如何に 大な .ON しかが 想像し 得らる であらう。 

二 一夫多妻 主義 

^^^^x あら は I 〈ブル ふ、..' &く しふく. &ん およ しょは ふ てん み ぶた さい し S ぎ かれら あ ひ ii さかん 

舊約 in 書に 表 はれお 希 伯來の 風俗 習慣 及び 諸 法典 を 見る と、 一 夫 多妻 主義が 彼等の 間に^に 

お， こ / じト しつ み しょに い へ ブル にんし けっこん およ -〕J れいせい-ど ぢ よし い U ん つ *4 

行 はれた 事實を 見る であらう。 初代 希 伯來の 男子 は、 結婚 及び 奴隸 制度に よ，^ 女子 を 幾人 妻と し 

か， A かれら iJ ん タタ は りよ ふ じん じ £ラ つま い だんし 少ぃ ざい 

ても稱 はなかった。 彼等 は戰爭 によりて 捕虜と した 婦人 を も 自由に 妻と しお。 言 は J/ 男子の 經濟 

し, ゆ^ J いくにん さいたい タ い &ん こんし な おこ id ぷ たさい ヽいふ 5 お-よ 

と 手腕と によ b て 幾人で も 妻！^ し 得る と 云 ふ、 現今 支那に 行 はる、 一 失 多妻の 弊風と 同じで ある 

^a, じん ていさ 3 ぶ 1； , にんし s;- てい しん 4/ い い ゆん にい じん い. 5 さ a tt 

故に 婦人の^ 操 保護と か 男子の 量 腐の 神聖と か 云 ふ 現代人の 有する やうな アイデア は 更に 無 かつ 

) い ，i じん Ji;j いさ/ e> し じ にい き は えう ち さい は ひ このお さいか てい う < 一 し ぢょ 

た。 云 は > 婦人 を 財產視 した 時代で 極めて 幼稚な ものであった。 幸に 此 多妻 家庭で 生れた 手 女 は 


A , これ この り えんじゃ- f か これ て か は これ * のい へ いに 

見て、 之 を 好ますな りおら ば 離 緣狀を 書きて 之が 手に 交し 之 を 其 家よ， 9 出すべし」 (申廿 四の 1 ) 

い 133 ぜん りえん タ たおしが き 

と 言 ふて 公然 離緣し 得る と但 IS がつ けられて ある。 

へ ブルれ さし み りえん もっと おは じん c&w? かへ 

希 伯 來歷史 を 見る と 離緣の 最も 多かった の は、 ュ ダャ 人が パビ ンの 追放から ェ \サ レムへ 歸 

► - 1 ； > T- p ゆん ルゃ 、た- 5 じ P 1 ,か：*^. や 力 -の つみ がいたん ， K んぢ せいやく *6 ； J れ す 

つてから である。 豫言者 ミカ は當 時の 家庭に 於け る 此罪を 慨嘆して r 汝 誓約 に^きて 之を棄 つ」 

さけ I ** た • しんめい ^ ふ てい つま 仁い &ん はつ せい ？j まう か てい レん せい ゐ じな し か 

と 叫んで ゐる。 又 申命記に は不 負の 妻に 對 して は 嚴罸 制度 を 設け、 家庭の 神聖 維持^ 敎 へた。 彼 

$^ _ ん. U いね もとこ A れ モ ん は ね $^ モの もんな とも ころ 

の 「もし 夫に 適き し 婦と寢 る 男 ある を 見ば 其 婦と寢 たる 男と 其 婦とを 共に 殺す ベ し」 (申廿 二の 二 

,, , , — 1^1^ ^vi - ひと， かんいん ひとすな は モ のとな り つま かんいん もの * のかん 

二) と は 其で ある。 又 利 未 記に は 「人の 妻と 姦淫す る 人 即ち 其 隣の 妻と 姦淫す る 者 あらば、 其姦 

ぷ . いん ぷ とも か te ら ころ きびし い あし 

失 淫婦と 共に 必す誅 さるべし」 (二 〇 の 十) と 嚴く誡 めて ゐる。 

^< - ,V t^) な"， い、 ^ ノ， ズ I ん ► »^ に a ん おい おこ K はふり つ 1£ りえん にんし い ，り で 

特に 吾人の 注意 を 拂ふ點 は、 現に 日本に 於て 行 はれて ゐる 法律の 如く、 離緣は 男子に 有利に 出 

. I / 」5 じ，^ ご： ぶ， これ こ にいとう や 5 じん へいふう ぶんく わじ il い こんに & はふ 

來て， 決して 婦人に は 保護が 無い 事で ある。 之 は 古代 東洋人の 弊風であって 文化 時代の 今日の 法 

は . -. J -t^ > .^^^^： お.， も I じく， ダ： にんし あた けんり 11£ し ふよ かぎ ま せ 

律と して は 極めて 低級た と 思 ふ。 國 家が 男子に 與へ る 櫂 利 を 女子に も賦與 せぬ 限り は 未だく 他 

^1 いれつき やう JJ とも かた え 

界列强 に して 共に 語る を 得ないで あらう。 
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レ， 、- "と，、 ぎ 、つ つぐ かう いお ぼ レ うけう レ i ご 3 しゃ たち す はは ゆん..? や • し 5 つ 5":^ 

ある。 i し 斯る不 德義は n: 時まで も繮 かな かつお。 後代 多くの 宗敎 指導者 達， 即ち 豫言者 か 出現 

して 一 夫 多妻の 罪惡 なる 事 をカ說 高調し 出してから は、 次第に 其 見惡き 弊風が 矯められる 様にな 

つたので ある。 

しょ！ Ll い へ ブル じんや- ふ じん ざいさんし おの にくよく まか かって *^ ； f , や， K» , I ► - 

初代 希 伯 來人は 稍と も すれば 婦人 を 財康視 し、 已が肉 慾に 任せて 勝手に 嫁り、 若し 服に なった 

ほ あ ひ あたか さ れい つ， はタ とき やう い つ そのつ りえん さ ， ま，^ お-も ご つ . 

まか S は 1 も.^ 隸を » 放 する 時の 樣に、 何時でも 其 妻 を離緣 して 去らし めた。 丸で 妻 を 玩弄物 很に 

ところ しんめい はふ てん モ のへい や や 3 ； V のり えん ざい あべ こ 一 も丄， . r- ii^ 、 ♦ 、 

した ものである。 處が申 命 法典 は 其 弊 を 矯め 様と して 其離緣 の罪惡 なる 事を敎 へて ゐる 例へ は 

とこ あろし ょぢょ おか は あ ひ さ 5 た 5 it いしゃ 5 せん は , けつに.；^ ノ .》 , 丄 や，、" 1 こ., れ , に 、 I /. I >o 

男が 或 處女を 犯した 場合 は 相當の 賠償金 を拂 ふて 結婚し 一 生 之 を 去って はならぬ として ある 

すな は い ひと ゆやく もとめ ふれ 4i も これ， とら おか *y ゆ • り V ゾ 

即ち 「未だ 人に 適く の 約 をな さ 义る處 女なる 婦に遇 ひ 之 を 執へ て 犯す ありて =?i ハー 一人 見 あら はされ 

JJel をと こモの をん 5i ち- * ぎん あ これ おの つ かれ A の をん K は Y 力 y 

なば、 之 を 犯せる 男 其 女の 父に 銀 五十 シケ 〃を與 へて 之 を 己が 妻と す べし 彼 其 女 を 辱 しめたれ は 

； これ さ り えん ゆん ゆ』 ん 一 に *、 けっこん ご つ 么 

一 生 之 を 去るべからざる なり」 (* 廿 二の 一 九、 二八、 二 九) と 離緣を 厳禁して ゐる。 祖 し結诚 後妻 

くわ こ お ふ て？，，- *0 はっけん はめ ひ ひとつ ま. y これ めと のち J5, 、 はに ろ こ —れ 

の 過去に 於け る不 行 爲を發 見した 塲合は r 人妻 を 取りて 之 を 娶れる 後、 I づ ベ き 所の 之に ある を 


か ていり さラ 

家庭 理想な ので ある。 

づ *5 《ブル じん かてい お りさ 3 ふう ふ もい おやこ あい ？ S だん 

次に 希伯來 人の 家庭に 於け る 理想 は、 夫婦の 愛と 親子の 愛であった。 彼の ルツと ナオミの 美談 

, ^^- > ?1>ぢ/** ： にろ ^い / . ^のがたり もっと あら これ またぉぼ よ ゆん しゃた ち し 

や 不貞の 妻女 を 心より 愛した ホセ ァの 物語に 最もよ く 表 はれて ゐる。 之 は 又 多くの 豫言者 達 や 詩 

へん さくしゃ たち か てい もい くわん けい たい にん ゆん あい ところ か へ ブル 

篇の 作者 達が、 家庭 愛の 關係 をば M ホバ に對 する 人間の 愛に シンボライズした 所に、 彼の 希伯來 

じん いに しん &ん さいかう ていり さう あら は たと r た *i モ ひ こどもら 

人の 抱け る 深遠 最高の 家庭 理想が 表れて ゐる。 例へば ユレ ミヤの 『ヱ ホバ言 ひ 給， ふ、 背ける 衆 子 

わか ゆへ _ な んぢら めと われ み- われ なん ぢ こども <a うら お もろ. f-fj くに うち 

よ 我に 歸れそ は 汝等を 娶れぱ な- 5。 我い へら 鳴 呼 我い かにして 汝を 諸子の 中に 置き 諸國の 中に て 

いと うる はし さん ゆ ふ このよき ち なん ぢ あ に われ い なん V ち A * た われ iv 

最も 美き 產 業なる 此美地 を 汝に與 へんと。 我 また 言 ヘリ、 汝 われ を 父と よび 亦 我 を 離れざる べし 

J - いへ ちか ひ モ： a モの， V つと すつ ごと な んぢら われ そむ 

と。 然るに イスラ ュ 〃の 家よ、 妻の 誓に 違き て 其 夫を棄 るが 如く 汝等 我に 背け h>」 (耶 三の 一 四、 

* 1 J > / へ • ブル ，じん か.. み くわん けい およ なん ぢ めと とこし へ いた fci- し *1 おは 

一九、 二 〇) との 希伯來 人と 刺との 關係、 及び ホセ ャの 「われ 汝を娶 りて 永遠に 至らん、 公義と 公 

やけ いっくし A あはれ A なん ぢ めと か は ** こと なん ぢ めと なん ぢ し 

卒と 寵愛と 憐憫と を もて 汝を娶 り、 變る ことなき 眞實を もって 汝を娶 る べし 汝 H ホ パを 知るべし」 

^ * i * き / $」 うやう よ ゆん み ^ こ はっしって ぎ かう ふく はんえい い この 

(二の 1 九 1 二 〇) との H レ ミヤと 同 樣な豫 言 を 見る と、 其 處には 物質的 幸福と か繁榮 とか 云ふ此 

は かていり さう あら ^lA だい しゅぎ けん はふ へ ブル じん かていり さう 5 か r ひレ こと で ^ 

世 的の 家庭 理想に 非す して、 神 第 一 主義 を 憲法と せる 希伯來 人の 家庭 狸 想 を 窺知る 事が 出來 るの 

である。 

«1 い * ご， I. か， い， ^ レぢょ け 3 いく くわん これ こうしゃう おい けうい く い こうもく .0 

最後に、 家庭に 於け る 子女の 敎 育に 關 してで あるが、 之 は 後 章に 於て r 敎育」 と 云 ふ 項目で 委 

一一 一 家庭 思想 三 一二 
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Ifi へ ブス しん か てい り さラ なん い もん- - 一い .K1 か て、 お ナ ふ じん & -0 5 ージ 《0 

然 らば 希伯來 人の 家庭の 狸 想 は 何で あるかと 云 ふ 問題が 起る。 家庭に 於る 婦人の 地位 は 第二 位 

に 置かれて ねた。 希伯來 人の 家庭で は、 一 面 奇異な 習慣が あつ i^。 其 は 母の き 位の 高かった 事で、 

こ， 、レ 1 つ •* ルぃ" £.e はんしゃく わい しゃう さん *i ま fct のこ そんけい まと 

其 子の 出世 名 春と 共に 一 般社會 から 賞讃 された (詩 四十 五の 一 六 I) 母 は 又 其 子の 尊敬の 的と な 

&i ごと その こ たら けい ぼ けんじ？ とく 

つた 父の 如く 其 子 達から 敬慕せられ た (出 二十の 一二、 利 十九の 三、 申 五の 一六 )o 賢者 は特 

： J1- ^is. い 1 ^V^KU I fcvv^ t. > I わ z tt んぢ ち- t しへ なん ぢ は.." *s4..t す 

に 母性愛と 其 i^i^ の 大切なる 事を敎 へて、 「我 か 子よ 汝の 父の 敎を きけ、 汝の 母の 法を棄 つる こ 

^ 力ぶ 二 4 んぢ い ユレめ まも なん ぢ は-! おきて す か 

と 勿れ。 我 子よ 汝の 父の 誡命を 守， 9 汝の 母の 法を棄 つる 勿れ」 (箴ー の 八、 六の 二 〇、 廿 三の 二 

1 1 > 1 .» ノ ： や、 、- I D ^ • やけ， ん. ぼ： ば * のかん く. 5 モ のか てい レゃ くわい かう じ やう ほつ てん い か 

二、 三十 一 の 一 力) と 云 ふて ゐる。 殊に 良妻賢母の 德と其 感化と は 其 家庭と 社會 向上 發展に 如何に 

レ： > - J^^l!!/-.^ . • し，^ ノ o いは ，かしこ .V ん K あた ひ しんじゅ た ふと モの をつ と こ-ろ かの ぢょ たの 

大 なる 力 を其赏 例に よりて 示した。 曰く 「賢き 女の 惯は 眞珠 よりも 貴し、 其 4< の 心 は 彼女 を恃 み" 

-^^^^-^^^,^*Lrk^> ノ. /， >FV- ほ： い Jsf- & ひに つと よき こと あし こと かの ぢょ くち ひら 

其 產業は 乏しくなら じ。 彼女が 存命 ふる 間 は 其 夫に 善 廓 をな して 惡き事 をな さや。 彼女 は 口 を 啓 

ち & ぃっくし/^ しへ ものした 

きて 智慧 をのぶ、 仁愛の 敎 it 其 舌に あ ら」 (同 三十 一 の 一 〇| 三 〇) と。 

さら わ ふゆ じに いき よ ゆん しゃ は-およ ィ H < *- い X 仁い 

更に 我等 は イエ スの 時代に 來て、 預言者 パブ- プス マの ョ ハネの 母 及び 耶蘇の 聖^ マリアに 對す 

) ^ ^ ^ ^ n-.f* さ. り は. * , み $ へ ブル じんいに かていり さう さう ざう え 

る國 民の^ 慕 憧憬 惜く能 はぬ 「理想の 母」 を 見る 時に、 希伯來 人の 抱け る 家庭の 理想が 想像し 得 

られ るので ある。 即ち 家庭に 於け る 母の 地位 は、 初代 希 伯來に 於て は 1 めて 末 開 幼 i であった な 

ン 、 > こ に-い 1- ?v ち くんし 5 は- ちょ わう い ちゐ みと やう こ.^ へブぁ じん 

れ ど、 後代に 於て は 父が 君主で 母が 女王と 云 ふた 地位に 認められる 檨 になった。 之が 希伯來 人の 


第 四 章 奴隸ミ 傭人 

一 初代 奴 諭の 超 原、、」 其 性質 

へブ： ル ぶんく わ はったつ もっと き よ お？ ゥ J れい さ りょく なん レ よばい 

希伯來 文化の 發 達に 最も 寄與 せる は、 恐く 奴隸の 努力で あらう。 何と なれば 初代 ュ ジ ブト、 ギタ 

JX I マ レ よこく レゅ こタ およ 3 かい ぎ^い この i>j れいて ** な か 

シ ャ、 羅馬 諸國の 手工 及び 機械 技藝は 一 として 此奴 諫の 手を俟 たざる は 無かった からで ある。 彼 

さいきん も ちう かい； えんがんし よはう はっくつ こ にい わう う ぼひとう み 5j れ、， 

の エジプトの ビラ ミ ッ ドゃ 最近 地中海 沿岸 諸 邦で 發掘さ る 、古代の 王宮 や 墓碑 等に 見る も、 奴隸 

ウレ りょく さう V.J ラ 

の 努力が 想像され るで あらう。 

さ ？ J れい き 4 "ん い つ ご ろ い い や a ん じ にい つよ し く は.，.' W くし 、のち 

偖て 奴隸の 起原 は 何時頃であった かと 云 ふに、 未だ 野蠻な 時代に は 强ぃ疆 族が 敗 I 北 者の 生命 を 

たレ これ じ たく けんそく f しゃう がい あ ひ に ひ り ざんこく つか fp モ さ れい はじまり ぞ れ、， しゅじ.，" 

助け 之 を 自宅に 牽束して、 生涯の 間 無理 慘 酷に 使った のが 抑 もの 奴隸の 元始で、 奴隸は 主人の 爲 

- Itt!^ , はに /, I A-^ く.'，. Ax^.^ し ご 化 き や 5 えう & はう なみ に レ やうが い おく いじつ か 

めに 薪 を 運ん たり， 水 を 汲ん たり、 種々 厭な 仕事 を强 要され 異邦に 淚の 生涯 を 送る と 云 ふ 實に可 

ししゃ げんだいじん これ み ぞ れいせい •>」 にん： &ん けんり じんかく む し もつ. M て、 

憐な 落伍者であった。 現代人から 之 を 見れば、 奴隸 制度 は 人間の 櫂 利と 人格 を 無視した る 最も ■ 

きふ * ひ， ぶん， くわ.. せ i さ これ は？ J ざんこく き は せい ぞ しか みかい や じ M、 a. 

級 非 文化な 制度であって、 之 程 殘酷を 極めた 制度 はない ので ある。 然るに 未 颸野蠻 な 時代に 於て 

I 初代 奴隸の 起原と 其 性質 一二 五 
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さい の こ こ *t&iis ふく さ pr その けつろん い レょ 11 いへ 

細 述べる ことにな つてる から、 此處に は 重複す る こと を 避ける。 只 其 結論 を 言 ふなれば、 初代 希 

ブ ル はう いくき くわん こんにち やう がく かう と は こぐ みん けうい く . な かべ じ ブ *i^f? •> >- , 

伯 來の敎 育 機關は 今日の 樣な學 校 を 通して 國民 を敎育 しおので 無い から、 各自の 家庭 其 者が 唯 一 

すうえ う けうい く 4^ くわん C は レぅ £- うてき し ぢょ けう いく は？」 I.J へ ブル た 4* しひ や な ； , • 

樞 要な 敎 育機關 であって、 此處で 極めて 宗敎 的に 子女の 敎 育が 施され、 希伯來 魂が 養 はれお と 一 

言して 置く。 


第 1 一の 奴 隸は專 ら中產 階級 の^て 酪 に^て 藤と にじ あ！！ した I- で、 »ls.gsls%5!. の 

許に、 |曰通 の 待遇 をう 受け、 ^|^.く§"ぃた8でぁる。 la ま Ife^ おかきい， «i に は |& 、がれい：、 

ji-*:o> じ いう や i ひにん つか. S なや 5 ■ し ごと 、，も ，- > 

多數の 自由 傭人 を 使って 同じ 檨な 仕事 を さした ものである。 がず の If 瓤と は" で、 

は 貧乏なる が 故に 止む を 得 や 斯うした 奴隸 生^ をせ ねばならぬ や 影に なった もの だとつ ♦ へらる。 

當時 イスラ ュ さ廣 にかれば、 ま 4 が £ とお 4 の s と は if ^ks されて ゐた。 

ナ K は ぜんしゃ しゃく きん ひん i,j れい モ 3 は， S てん i ご 1 ， ， 

即ち 前者 は 借金と 貧から 奴隸 にされ て 其 法典の 保護 を^け たが、 はまし あ 鉛のお 4 てきに tr^ な 

ミた。 i はまに 可哀想な ものであった。 £ff&MM§ssi 

二 外人 奴隸 

前に ir へたぎ if スラ ^ ドノに は f の T4¥il がぎた。 .P0^$0^f 

なる もの を 制定し、 戰爭 により 其 捕 4^.1 鄘 たらしめ た。 »ls ぎう である。 rifi に 慰み 

行きて 之 を 攻めん とする 時 は、 お-おに る こと を 齦むべし。 lis もし 11 に 1 らんと 1 へ 

二 外人 奴隸 一二 セ 
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は、： 之 は^ «販 し 4 にきい する »8 しかの isiai であつ て、 ％ に Ki と はき Is さ れ なかった ので あ 

る。 今 初代 希 伯來に 於け る 奴 隸«|！ に^いて 一 二の 15 なる て i を考 けて う。 

奴隸 制度の 公然 赏 施された のは^ is い it であるが、 ^に^^に か i やる- g は、 モ ー セ の-粉に 仏^ 

導 者 ヨシ ユアが ユリ コと アイに おかて レ ビ びん を |& となし、 * の の^めに！； ど！^ らせ、 みか を^ ま 

せ」 (誊九 の11丁 二 七) て r 汝等 は詛 はる は にわが！^ れま とならん』 .fellr て に を i を 

藝 した 宵 例で ある。^: 港に f るべ 4i の sr4 ま f ぎ i お： ほ s£i して 

ゐる 公娼 制度から 見るならば、 時き が 離であった！ < けに 獻 すやきで あらう。 1? し t 伊お^ 

) , , い. f ^やしよ せいく わつ にいし つ 

のタ ナン 入の 最初の 生活と して は 大失败 たる を 免 かれない。 

當 時の 奴 li に は ニ慟き a あらお。 ーはぉ«ゃ$^搬に^^へ、 二 は lelii おあびち 恥 ITi 繊に を^ 

げて 生涯 藥 がれた ITi である。 » し てま んしぁ は駕 かの^ま^ として わ A しあ や sfe に くに J^i され、 

薦には i の gr、 0.0^0fff ii えざる ii のき if る、 と ふ 1^ 

に 言語 道 K な ものであった。 彼の ュジ ブトの パ が な ピラミッド や si^ を 1が したり、 ァ 

ッ シリア 王が 自己の 爲 めに 善美 を 11 した SIS を ii したの は、 IS おれ 1$ れ きの f 古え I にきつ ％s 

であって、 人類史 上 拭 ふ 可から ざる 1^1: てきと Is つて i つ！^ なから う。 


およ みん そくに & f X へ ブル しん f や i じゅんしゅ こ £ 

及ぴ安^09日の休業を希伯來入と同様に遵守する事を許されたのでぁる。 

次に Hi く は あ « は 添 i かとぎ ふに、 it<l めて 1 が や 野 1 な il- であって r ひ.^？ おしつ &を もて lil 

は婢を if たんに、 其て 手の 1^ に& なば C ャ饌 せらるべし、 ど g もし 一 sn^4i きのび なば If.^ ま 

^ h し， I ノ きかれ モの ひと かね , 

罰せら わさる へし、 彼 は 其 人の金 子 なれば なり」 (出廿 一 の 二 一 ) と 云 ふので あった。 以 つて^, 時 

> f^m,^.- い 1 め i- にも. たか ：！^ ば > と 、も. しび > Hil ふえ 、えめい お 1^5 え ジ 

の 奴隸の 生命 は 恰も 風前の 燈 火の 如き 不安な 蓮 命に 置かれた ことが 想像し 得られ， るで あらう。 き 

のちい くぶん かい せい しんめい はふ てん ほ め ひ しゃく は 5 . こと 

し 後 幾分 か 改正され、 申 命 法典に は 場合によ， ON ては釋 放さる 事に なつ，^ o( 申廿ー の jol 一四) 

三 希 伯 來奴隸 

初代の 希 伯 來には 貸金 勞働 者がなかった。 1? しあった にしても *g めて がす ルカない。 き I は 虻 ま 

して 奴 II となった かと 云 ふに、 貧乏な 爲め其 借.！ を" fc" おにへ i きしぎ ねたま IIP むな く を 

强 いられた ので ある。 i して してお が i せ は * き ギかま ぎ. I まねば ならぬ と 

云 ふ 不都合な 制度で ある。 而して奴隸^0役の義,"4#は六ケ|^ぁった。 (出廿 一 の 二) ：^^は！^ん 

子 奴隸に 適用され たが、 婢には 其 恩 i が！：； かつお。 1ふるに^.^:&|はま1としてし4^4:にっ4へし 

一 n 希 伯 來奴隸 
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If もん なん ぢ ひも モ こ S すぺ なん ぢ みつぎ い tt んぢ つか モれ おに や.？ - y ん W 

て 其 門 を汝に 開かば 其處 なる 民 をして 都て 汝に貢 を納れ しめ 汝に 事へ しむべし。 其 もし 平穏に 汝 

, ス^ ^ / なん ぢ た X か なん * ち これ せ しか なん ぢ かみ これ なん ぢ 

に 降る こと を肯 へんせ すして 汝と戰 かはんと せば 汝之 を攻 むべ し。 而 して 汝 の神ュ ホ X 之 を汝の 

• ^ ノ： * , ？-H c • かたな そのうち をと こ こ うら ころ モめ， 3- ん な *SJ り JJ か ちくお よ すべ 

手に 付した まふに 至らば、 刀 を もて 其 中の 男 を 悉く 蔡殺 すべし。 惟 其 婦女、 嬰孩、 家畜 及び 凡て 

4 タ *4 ち i なん S うは え はの こと. 4:^ お のれ と ひつ 4- や- リ， 5i こ い ，54 とこ 

其邑の 中に て汝 がき ひ 獲-だる 物 は盡く 己に 取るべし」 (申廿 の 一〇|1 四) と。 必竟 男と 云 ぷ男は 

ゆなに, <J , ゆ じん こ X とら えいせ、 リ せいふくしゃ & れい わけ 

皆 殺されて、 婦人と 子供 は 捕 はれて 永久に 征服者の 奴隸 となる 譯 である。 

J!l.it> に，^,^ >£>ili-, や， く， £ん . ， はふ てん. さ. 5 もし い しんめい はふ てん さら しんらつ き は 

處か 此奴 隸 制度に 園して レビ 法典 は 如何 敎 へて るかと 云 ふに、 申 命 法典よ 6S も 更に 辛辣 を 極め 

• I > す.？ は んぢ ， も さ- れ. i だん ぢょ とも なん ぢ る い は 5 じん 、ソ& と ti んぢょ 5_J れい ^1 

てゐ る。 即ち ^汝の有っ奴隸は男女共に汝の四圍の異邦.<の中ょh^取る べし、 男女の 奴 隸は是 る 

. ^の 》 また なん ぢら 、つち や？ J い は、 リ じん レ V- よ づ& なん ぢら V, ま-一？' れら 

者より 買 ふべき なり。 又汝 等の 中に 寄寓る 異邦人の 子女の 中よ. 9 も 汝等買 ふこと を 得、 又 彼等の 

、ソ^な ドに it なん ぢら I とも ^ ひとく いへ しか かれら なん ぢら レ よい 3 なん ぢら 

中汝 等の 阈に 生れて 汝 等と 偕に 居る 人々 の 家よ. y も然 り、 彼等 は汝 等の 所有と なるべし。 汝等彼 

ら え なん ぢ ち のら し そん しょい、 > のこ これ かれら モ しょい タ ^1 £^ £ ん， り 

等 を 獲て 汝 等の 後の 子孫の 所有に 遺し 之に 彼等 を 其 所有と なさし むこと を 得べ し。 彼等 は 永く， 汝 

^ & . され なん ぢら き や 3 にい し モん なんちら たが ひ tl ぴ も ひつ ：？- 

等の 奴 翁と ならん， 然 ゥど汝 等の 兄弟なる イスラ ュ ^の 子孫 をば 汝等 互に 厳しく 相 使 ふべ からす」 

、！ i - 1 I I • » - や > _ I _ しか， かれら ケ ねいじん， 0J れい しリ け、 > てきぎ れいてん れつ けん り 

(利廿 五の 四 西— 四 六) と 云 ふので あった。 然れ ども 彼等 外人 奴隸 は宗敎 的儀禮 典に 列す るの 權利 

*^ . ノ 3 た と， 5t メ かめ おこな かつれい し a くさい 

を與 へられて ゐ お。 例へば 生れて 八日 目に 行 はる S 「割 禮」 (創 十七の 一 1)、 r 逾越 節」 の 祝祭 

S f ブル じん さに すべ し 5 くさい じつ t; 

(出 十二の 四 四)、 希伯來 人の 定 むる 凡ての 祝祭日 (申 十二の 一 二、 十八、 十六の 一 一 II 四)、 II- 


言 ふ 事で ある。 

へ ブル /If れい *" いさ いく & かい ざタ す おは い ザん iS ん & .?ali t , 

希伯來 の奴隸 制度 は 幾度 も 改造され お。 即ち 以前の 七 年 制度 を 五十 ft に i めた の は レビ It 

である。 之に 由れば 彼の 七 年 制と 違 つて 奴 i の i だ 法 が規^^ さ れ て ゐ る 。 す iu「ib Slit t-.^^ 

じ- i - れ ぶら \， / K んぢ み 5 は んぢ これ さ れい JJi し えき かれ .pt--c ん p> t , 

人) 零落して 汝に身 を資る M と あらば 汝之を 奴隸の 如く 使役す ベから す、 彼 をして iil^fs: は Igti 

もの ごと なん ぢ とも あ とレ ねんさい い *- 一 れいか、 1 は 、ソ とレ , P 

者の 如くに して 汝と 共に 在らし め ョ ベ 〃の年(五十年祭と云ふて奴隸解放の年を1}^ふ)まで"めに敷 

モの とさ かれ モ のし ぢょ とも なん ぢ ところ いで さ モ の もく かへ ふ あ ら ，，£ 、ヽ 

へ しむべ し 。其 時には 彼 其 子女と 共に 汝の 所より 出 去， 5 其 一 族に 歸り其 父祖 等め ill に g る ベ し」 

S . / ところ このは ふ てん も ひとつ おんてん iVf*- i ご？、.， 5.. 

(利廿 五の 三 九 I 四 一) と ある。 處が此 法典に は最 一の 恩典が ある。 其 は ユダヤに 1^ た く 4： に 

へ ブル iJj 力い レぇき ひと にら いつ ifj れい しんせ おいし t;- しゃく は タ fcfc a.^r . f u,t u 

して 希 伯 來奴隸 を 使役せ る 人達 は、 何時でも 奴隸の 親戚の する 賠 傲で 釋 放し、 又 五十！. i はみ 铁 1 

モ のさ れい しゃく はタ きてい 

其奴 隸を釋 放す る 規定であった。 (利廿 五の 四 七 —五 五) 

へ ブル ^せいさ ち 5 もっと ゆん かく さ れいはい /\ もくてき にん ぢょ いつ" い こと これ に £ 

希 伯 來奴隸 制度 中 最も 嚴 格なる は、 奴 隸賣買 を 目的と して 男女 を 誘拐す る 事で あつ， 之は衛 

死 m に處 せられた。 先 づ出埃 及 記で は r 人 は 拐 % したる 者 はお を ii おる も、 ！！ほ？！ずにぁる.^?、？^ 

す 船 さるべし. K 出廿 一の He と 一 k ひ、 S め 41 &ハは 「き sn を搬 わきして おを^ ひ f はお を^る お あ 

^Jt J-f かいたい しゃ こる きびし い 4i し 

る を 見ば 其 拐 帶者を 殺すべし」 (申廿 四の 七) と 厳く 誡 めて ゐる。 

終. に 逃走 亡命せ る 奴 隸の處 ^である。 おは 影に m ぎ わされ .iifew で、 i へばお だの i から Ir け i 

111 希：？ 來奴錄 gji 
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い ひ じん i 一.，..' せい？」 しか しんめい はふ てん み ざ いさ や くわん にい ねん ！ h 

めら れ ると 云 ふ 非人 道な 制度であった。 然るに 申 命 法典 は 右の 制度よ， 9 稍 や 寛大で、 六ケ 年の 奴 

れい ぎ すま もの ふた- そのたの じたく かへ じ い 3 せいく かつ い あた この は あ ひ 

隸篛 務を濟 した 者 は 再び 其樂 しい 自宅に 歸 つて 自. S 生活に 入る チャン スを與 へられた。 此旗 合に 

しゅじん さ V;I、 リ たい ぐタ はふ もと その * ど れい かいは こと ^ てい すな は なん ぢ を や、 ひ *レ い 

は 主人 も 相當の 待遇 法の 下に 其奴 隸を 開放せ ねばならぬ 事に 規定され てゐ た。 即ち 「汝の兄弟.^^^ 

とこ た *^ ん ななん V- もと 3 h ねんなん ぢ つか にい ねん なん ぢ これ はな 

る へ ブ \ 男 又は へ ブ ダ女汝 の 許に 賣られ たらん に 若し 六 年 汝に事 へ たらば 第 七 年に 汝之を 放ちて 

さ なん ぢ これ はな さ とき ひなして さ なん ぢ むれ 3 ち ゆ じぼり は 

去らし むぺ し。 汝之を 放ちて 去らし むる 時 は 空手に て 去らし むる ベから や。 汝の 群と 禾壞と 場 

i おくりもの £ これ かた おは すな は なん ぢ か み なん ぢ め た t もの これ 

の 中より 贈物 を 取らて 之が 肩に 負すべし， 即ち 汝の神 H ホバの 汝を視 福み て 賜 ふところの 物 を 之 

もに んぢ <hi ^ く 54 んぢ くに ，ど れい はん ぢ か A なん ぢ みがな い た へ この 

に與 ふべ し。 汝 記憶すべし 汝は ェジ ブトの 國 に奴隸 たりし が 汝の神 M ホパ汝 を 贖 ひ 出し 給り、 是 

故に 我 今日 此事を 汝に命 や」 (十五の 十二 I 十五) と敎 へた。 

か しゃくね いてきみ く い $」 .0 つ JJ にいたん こ v-i; き よ ！ b んしゃ しか かれ ち， リ こく よろこ 

欺う した 社 會的惡 制度 を 最も 大膽 に攻擊 せる は豫 言者ェ レ ミヤで あらう。 而 して 彼の 忠吿を 喜 

んで 受け入れて 奴 n, 釋 放を宣 示せる はゼデ キヤ 王で ある。 王が ェ 〃サ レムに 居る 諸 民と 契約 を 立 

ふ fc- き や 3il い びと さ れい ごと にいえ いにん 6 い 

て 再び 兄弟なる ュ ダャ人 を奴隸 とな さ- 5. らしめ し 如き は 大英斷 な 行爲と 言って よい (耶 三十 M の 

**た か *- い Vr かみ だタて .7 X ！ 5 ん しゃ と 3 じ しゃくね いじ や、 ひたい たん かれら y しゃ かね 

八 I 十七 )o, 又 彼の 正義の 神 を 高調せ る豫 言者ァ モス は當 時の 社 會狀態 を 嘆 じて 「彼等 は 義者を 金 

た 5 ひんじゃ わらじ そくた 3 い れきしか せっ た * つじ 

の爲 めに 賣 、貧者 を鞋 一 足の 爲 めに 賣る」 (麼 二の 六) と 云 ふたが、 歷 史家の 說 によれば 當時 アツ 

r ；? りせい 仁 へ ブル じんつ ひぞ れい -リ じつ さんたん 

シリアから 課せられお 重 稅の爲 めに、 希伯來 人が 遂に 奴 隸に賣 られ實 に慘儋 たる ものであった と 


およ やと ひにん これ くら と かく 《- ぺ つたいぐ 5 5 f7 

及び 俯 人 は 之 を 食 ふべ から や」 (出 十二の 四 五) とされて、 鬼 角 差別待遇 を 受けた 樣 である。 

つ々」 f^.± ？., しよ お ひにん t.- .ぷ はせ ふ 、J3 へい ， か や 4J ひにん toa こ...' ぜん へり 

次に 裁！： 所に 於け る储 人の 地位 も、 極めて 不公 卒を缺 くもの があった。 储 人なる が 故に 公然 顧 

. / ^. かれら のち はふり つじ や a ご 5 こと ^ し I- めい り てん ^ -? ゼー 

みられ 無かった 彼等 は、 後 法律上の 保護 を 受ける 事と なった。 彼の 申 命 レビの 雨 典と も^う 新， め 

,3 iis ゃト i ひびと た ひ め 5 て 5 なん ぢ もとと めな モのひ これ みた ひ なら ひい 

た。 即ち 「储 人の 償 を 明朝まで 汝の 許に 留置く ベから す、 當 日に 之が 償を拂 ふべ し、 日の 入る ま 

の * れ づし もの モ のこ-ろ これ しね 

で延 すべから す、 其 は 貧き 者に て 其 心に 之 を 慕へば な り」 (利 十九の 一 三、. 申廿 の 一 五) と あ 

と は > と？.^,? た 3 じ やと ひねし すこし これ おはい がいたん ん Iff 

る 通りで ある。 處が當 時の 雇主 は 寸.； li も 之 を 守らなかった ので、 ュ レ ミヤ は大に 慨嘆して、 『不義 

モ9 い/ • つ y> /あ も は • ふ その かどの つく * のとな りび と やと なに あに そのみた ひ はら もの 

を もて 其 室 を 造り、 不法 を もて 其 高 樓を造 b 其 隣人 を 傭 ふて 何 をも與 へや、 其 價を拂 はざる 者 は 

£5i は ひ — ， sf, I **4^ よ』 ：6 ん しゃ I われなん ぢら ちか sis せ 、リら K ひしゃ ひか かんいん おこ y 

禍な るかな」 と 叫び、 又 豫言者 マラキ は r 我汝 等に 近づきて 審判 をな し、 巫術 者に 向 ひ 赛淫を 行 

、：？ の -, i . ^り &卞ひ もの なか やと ひびと あ； i ひ や も 4r みなしご こと くに びと おし t 

ふ 者に むかひ 僞の誓 をな せる 者に 向ひ餹 人の 價金を かすめ 寡婦と 孤 子 をし へたげ、 異邦人 を推枉 

げ我を 畏れざる 者 等に 向 ひて 速レ證 をな さんと 萬^の M ホパ云 ひ 給 ふ」 (馬 三の 五) とや の！； を 

ほっせで- - ； これ * も おえ じ やと ひねした いやと ひにん じ や. ひ； X い わか 

詰責した。 之 を 以て も當 時の 雇主 對储 人の 狀 態が 解る であらう。 

-ぃ J? ^ にい おな i> ん に いじん しゃくね いもん に い や ほり せん つ らうし も. i-M-. ^ ろん i.J ノ フ ri 

何時の 時代 も 同じで ある。 現代人の 社會 問題 も 矢 張 詮じ詰 むれば 勞資 問題が 可な， 9 論議の Iwi 

となって ゐる。 弱者に 對 する 強者の 横暴、 ^，の iVi などが も を 1 ましお^^ で 

JJt^ レょ にい へ ブル お やと ひにん じつ か ft いさう れら さ £、 5 ，-？ . ； W 

ある。 殊に 初代 希 伯來に 於け る 僦人は i 直に 可哀想な ものであった。 彼等 は 奴 li の受 くる s»i の f 
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したから とて いして はならぬ，， & へた o. ナ f ち 『その 1^*;;^ を^け て _ めの にに 逃げ.！ る g. へ を Is た 

に 交す ベから す、 其 者 をして の 5： に fl? と ^ に i4 らしめ、 一 の. S の ，4 にて-おが ぎ しと 

て 擇ぶ處 に 住ま しむべし。 之を虐 遇. すべから す」 (ゅ廿 三の 一 五 —二 と 一 St ふて 6 ^をき m 

^ ノ NJ >> > . ； SI お 1 も- - / ほ は，. jVp しんら ところ しゅじん じ い..， よろこ つか 

遇した， 9、 其 義務 を 一 層 重から しむる 事 を 避けて、 其信賴 する 所の 生 人に 自由に 喜んで 事へ しめ 

たので ある 

四 傭 人 

七よ にい - . いいぐ れい やと ひにん これ ぜ，^ C aj れい おも むせ こと *c ろラ りよ： fc や さ タ 

初代 イス ラエ ルには 奴隸次 外に 储人 があった。 之 は 全然 奴 隸と趣 を 異にして 其勞 力に 對 する 相 

^.7 ちんぎん はら レ たが モ のき ぶん わり あ ひ のんき は、 3 たと fc ぷが 

當の赏 銀が 拂 はれ、 從 つて 其 11 观分も 割合に 吞氣な 方であった。 例へば ャ コプが ラバ ンの爲 めに 111^ 

K^^^ & また h- ひさいし ぎ-. - **、 、 ふくしょ： 

年 働き (4g 廿 九の 一 五— 二 七)、 又 レビの マ 人が ミカ 家の 祭司と なり 年俸， して 銀 十 枚と お 服 食 

^ ft^ W メ.； れい， ) u^* ゆい や h しょ み これ さ はさお も お わ タてタ じ 

艘を與 へられお 例が ある。 然るに 契約の 甞を 見る と 之 は 左程 重き を 置かれて ゐ なかった。 王朝 時 

ぶ、 パ も； J- &タ しゃ き は すくな ゎづ おは ぢ ねし かね. 0& か てい かぎ しか やと ひにん な いら 

代に も此 種 の 勞働者 は 極めて 少く、 僅かに 大地 主 や 金 持の 家庭に 限られて ゐた。 而も 傭人 は內地 

じん ぐね いこく じん し、..' け- >て*3 し S くさい じつ これ まも こと 6 んゅ」 ん や、 フ すなよ ぐね、 - こく f く 

人で なく 外國 人であって、 宗敎的 祝祭日に は 之 を 守る 事 を緩禁 された 樣 である。 即ち r 外 國の客 


第五 章 敎 育 

^タ やく い ♦ や^; foo す， が かラけ 5 いく れんさ 5 レか とくいく ち にく 5i うさつ *i、.& う r 

敎 育と 言へ は 我等 は 直ぐ 學校敎 育 を 聯想す る。 而も 德育 よ. 9 も 智育を 考察す る 傾向が ある。 || 

るに 敎育 は； 一 派に 整頓 ilsl せる！： き だけで は f mi を I ^し！； ない。 よし «し-& ると しても uss 啦 

の 一 端を遂 ぐるに 過ぎない。 之に 家庭と 社 食と 云 ふ 二， による をく A へて、 械 めて^ 12 の 

目が" と 其 使命と が杲し 得られる ので ある。 故に 我等 は 初!！ じんの 猶^ を Is する に 11,,,、 $ 

校敎 育の 行 はる、 前の 彼等の 家庭生活 を 見る, によ. CS て、 ^献! _3 に る麟ろ あるで あらう。 

初代 希 伯 來には 二つの き l^il があった。 一は まて ％ あ |i で、 ニは！！け&^でぁった。 ：^5は11め 

て 密接で、 irg が ま まんの te* きを Ig^t に& いてあった ので ある。 ^は^ S 〈の its に^いて m 

やく じに い れ&し したが の み 

約 時代の 歷 史に從 つて 述べて 見やう。 

一家 庭敎 育. 

初代 希伯來 人の ® おは に" きて よ， C も、 4 く かの に て された。 し 4 は Iff 雛 や も 
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第 四 章 奴 隸と俯 人 お 

額 (申し 十五の 1 八) では f き、 おれが S 驾の f に鸛 される ずへ ダく なから すあった と g へらる。 

され 1 聖 ヨブ をして B^MKtFff ，のき f S ず、 i ぎの f , が 

ネた賀 となし、 貧き 者を g ま i け、 £nf£I (伯廿 四の 一丁 四) 

と 歌 はしめ たる は 無理から ぬ搴 である。 


抓！！ の t かまに は る？ 三の 羅が あつお。 e^ii パンの s、1lfb§ おびお 

い W いは ひ， みぎ いづ のうけ ふしゅく さい レう くわく P f んし 5* , ± > fc. ^ ^ t, ： . 

藏の節 筵で ある。 右 は 何れも 農業 祝祭に して 收 獲の 爲め 特に 庫に する き. i であって 嫁お 

に i1& れ たもので tog にね 4 に 三き 髮な ぎは|~ に 敷 貧す るお ftl ととお ハ にし fe. お，. ^を， きしんだ. あ 一 

達 は、 定めし 深刻な 印象 を 受けた 事で あらう (母 前 一 の 七 )o 否ぎ 達 は I- うした y き， を 1 して 殿 

し ちょ しう けう /、いく は^!,-こ かれら けうい く り さう に&じ やう 41 いく つ じつ ャん こ i ろ . 

子女に 宗敎々 育 を 施した。 彼等 は敎 育の 理想 を 日常生活に 實， 現せし めんと 試み， お の である。 彬 

しんめ， い 15, あて 乂 み 5- れ- £ りきせつ かうて う けうい くり さう わか たと ざ いあく ぐう ざう， -， は- ぉヒ 

の 申 命 法典 を 見る と、 彼等の カ說 高調せ る敎育 理想が 解る。 例へば、 罪惡と 偶像 膨拜の ゆ 一る ぺき 

事、 獨ー 無二なる ュホパ 神 を 全心 全 靈を倾 注して 拜 すべき 躯、 ま は g き； にして に^み 

こととう ,5* し 

給ふ搴 等を敎 へたので ある。 (申 四の 九、 六の 四 —九、 二 〇| 二 五、 十 一 の 一八— 一九、 ^二の 

四 六) 

初代 希伯來 人に 取， 5 て は、 V ピ 。ン の俘囚 4i 活は 辛かった。 獻しぉは"き|-の£^«|^には 一 1^ 

S チャンスで あつお。 s§fz&^f 力ま >の 類" 4、 に 一 ¥1. し 止された の 

で、 祭司 達 は 断 難 到れる が く 鎖 1 し、 ま I ひ ，1^ を S け-おに i が 1 ぎぎ を酽 して ひ 

しん しう けう てき けう や v やう つと モ ril、 ^ 44 、つ.."、 - x-o 

心 を宗敎 的に 敎 養し 樣と 努め^。 其^ 1 步 として 先 づ^ 鄘の. i く Ji^ (創 十七) ^に IB ィ ス ラエ^だ 

一家 庭敎育 四 七 


節 五 章 敎 有 四 六 

^ I ^^u^^ ^cttpT^ -, I ) "1 チ ^1 は にんじよ て • fc^w* し S うじつ し 5 れふ K くらく こと かたは 4 ん し てき 

無く、 只 因習 模倣 的であった。 即ち 男兒は 手に 弓を携 へて 終日 狩獵ゃ 牧畜 を 事と し、 傍ら 原始 i 

j ^じゅつ ね ぢょ じか てい もつ は ふ じん はたらき tff い ら is » r } 、-- 

武術 を 練り、 女兒は 家庭に あ. 9 て專ら 婦人の 働 を 學ぶを 例と した。 ^等 は 夜になる と, を^ん 

； ,f ) &^, 5^^9^H I , ； こ て が. 6aK し ~J にい えい ら のが たり 4, よろこ これ いく ，ど 

で 彼の 長老 達の 聯想し つ、 語る 戰爭の 手柄 話 や、 古代 英雄 物語な ど を 聞いて 喜んだ。 之が 幾度と 

» ^ 9 ら おは にう とく てき けう くん みん じみ ii jV のじ ！ I 一い さう お， つ ヒ t しひ J:^- し £ 

なく 繰 返される 中に、 多くの 道徳的 敎訓と 暗示と が與 へられて、 其 時代に 相嫩 した 魂が 養 はれた 

ので ある。 i に &ぇゃ r はれた の 露が、 まきの ま f iirnr の r おと Lfr す 

ところに い 

る所大 であった。 

浙 うした 不規律な 社會敎 育が、 追放 時代まで、 概船 イスラ vi ^の と i;* きに けき i された。 • 

, P i. こ ゆ」 も ぼくやう しゃ よも ひる その ひつじのむれ まも 

へはャ コブの子供は牧羊者で夜晝其羊群を守った，o^、 (創卅 I の 三 八— 四 〇) リベ 力 や H ス "の 

むすめた も ぼくちく ！&ふ やう 4J, く. PC Tt , と： 

娘 達が 牧畜 を 業と した 様に (同廿 四の 一 五— 二 〇、 出 二の 一 六) 彼等の めて 力 is. であつ 

こ £ のけう いく しう けう /\ いく これ か てい しふち う や， フ 、 ('& C 3 

お。 殊に 其 敎育は 宗敎々 育で 之が 家庭に 集中され た樣 である。 ^の Isi, 日 i は (出 二の 八 —一 〇) 

0^0if.if^. 刃 まへの ill ぎ f i の で， 一 4 の S が 

代表的に 犧 牲を捧 ぐる を 例. ふ」 した (創 十二の 七 I、 卅 五の 一 ぎへ ば、 "彼のし て flfi^ の ダビ 

、デ の犧牲 (母 前 二十の 二 九) の ^ き はま はち 1^ れで 、え： ^から IST^il ぎ «を2:1 したり、 お 

にれ- -^is 、い ノ，， ノ： 〈 11., ル， じん ，y5i き じ や：， がくもん ** さ る のた t しひ やしな えき い 

之に 關係 した，. y した 希 伯 來人は 所謂 机上の 學 問に 優って 其 魂 を 養 ふに 益 あ ，.rs し は 云 ふまで も 


だんたい モ しき しゃ 5 らい よ ：&ん しゃ ふさ は し S うや 3 か たんじゅん せ： i くわつ おく 

の 圈體を 組織して 將來豫 言 者た るに 應 しい 修養 をな し^つ 單 純なる 生活 を 送った もので あらう。 

ところ じ にい しん うん つ に はん てらこや ふう いは 5 る じ 5 く モ こ よみ か かき かと すうがくく *a& かん 

處が 時代の 進 運に 連れて 日本の 寺小屋 風な 所謂 「塾」 があって、 其 處で讀 方、 誊方、 數學 位の 簡 

fc ん がく くわ けう じゅ お ぼ しんがくしゃ しん なに 5 & こく r くわん ぢぅ えう き ろく 

單な學 課が 敎授 された と 多くの 神 學者は 信じて ゐる。 何故か なれば、 國 家に 關 する 重要な 記錄が 

しる よ ^ん ふみ いく へんさん み f ざフ か よ ゆん しゃ せいと 

記されお b、 豫 言の 書が 幾つ も 編 慕され たの を 見ても 想像され る。 彼の 豫言者 ィザャ は 聖都ヱ \ 

ひとた も よ たけい じか よけんし や な 5j さ. >た う 

サレ ムの 人達に 讀 ませる 爲 めに 揭 示を誊 き (八の 一)、 テコアの ァ V!- スゃ豫 言 者 ミカ 等 も 相當に 

敎育 のあった ものと 想像され る。 然し 當時如 S: なる 敎 育法 を 施し たかは 知る 由 も 無い。 

さ つ & はう ご へ ブル がくしゃ い ちし *1 かいき ふ このが く しゃ し to- けんしゃ 

借て 追放 後の 希 伯 來には r 學者」 と 云 ふ. 知識階級が あった。 此學 者に は 二種の 賢者 ありて、 ィ 

はったつ こうけん ところ » -; は にい かれら すな は みく い がくし けんしゃ このが く 

スラュ \ の發 達に 貢献す る 所 極めて 大 であった。 彼等 は 即ち 俗に 云ぶ 學 者と 賢者であって、 此學 

しゃ 力なて サ；^ きう せつめ 5 ぼつ i5 けんしゃ じっさい りんり ゆん り けん 含う み 5 に ひとた も また ぜん 

者と は 律法の 研究と 説明に 沒 頭し、 賢者 は實際 偷理の 原理の 研究に 身 を 任ね お 人達で ある。 又 前 

しゃ モ q けんきう けっか おは でんせつ つく これ こ 5 にい のこ ひとた ち こうしゃ か ちゑ ぶんがく しゃう 

者 は 其 研究の 結果 多くの 傳說を 作りて 之 を 後代に 遺した 人達で、 後者 は 彼の 智慧 文 學と稱 さ る 

しん： &ん ち ゑ ぶんがくしゃ き でんに う しょとう モ の. U ぶんがく さんし Jao けんしゃ いづ へ ブル みん * く 

餞 言、 智慧 文學 者、 ヨブ 記、 傳 道の 誊等其 他の 文 學を產 出した 賢者であって、 何れも 希伯來 民族 

はったつし じんに い こうけん 

の 發達史 に 甚大な 貢献 をな したので ある。 

r ブ ル けうい くせい ijj じっし よ aiJJ のち こと れさ しかせつ よ r 

希 伯 來に敎 育 制度の 宵 施された の は餘程 後の 事で ある。 歷 史家の 說に 依れば、 彼の ァレキ サン 

にい わう せいふく ギリシャし さう こくないい. U ところ ふ きふ はじ とく せいと 

ダ ー 大王が パ レ ス タイン を 征服して から は、 希臘 思想が 國内 至る 處に 普及し 初めた。 特に 聖都ェ 

二 學校敎 宵 四 九 


五章欽 ^ 四 八 

, , I ひに / おんち やうき ねん すぎこし いは ひ たね いれね いは ひ さいこう およ t 

がェ ジフト から 救出され た 恩寵 記念の 逾越 節と 無酵パ ンの 節延の 再興 (出 十二の 1— 二 〇) 及び 安 

* くにち じゅんしゅ かくし こくさいごと いけにえ «M こと とう ねっしん をし へ ブル 

息 日の 遵守と 各 祝祭 每に犧 牲を献 くべき 寧 等 (民廿 八、 廿九兩 章) を 熱心に 敎 へお。 故に 希伯來 

レ ぢょ いう ふ ぼ これ きんか ざよくで う わが たま ゆ い #* しめ 

の 子女 を 有する 父母 は 之 を 金 箇玉條 として エホバ よ b 我ィ ス ラエ 〃に 給 はった 唯 一 の誡 な.. ^ とて 

-^? - こ-た- r り- ドっ、 いて i« も， し /、に ， けんじゃ モ のけう いく か V 'くわ み ラ さら せつめい かいしゃく く は 

其 子 達に 徹底的に 敎 込んだ ものである。 賢者 は 又其敎 育の 效杲を 見得る やう 更に 說 明解 釋を 加へ 

, ^ ： . ノ 3 ノ， ねう 化い か ねっしん もやね ち その し ぢょ けうい く はタこ つぎ せいく 

て觀 めた (籤 廿 二の 六)。 されば 當時 如何に 熱心に 親 達が 其 子女に 敎育を 施した かが 次の 聖 句で 

え r , 、 - いは • B ね， こ なん ぢ ち i .V しへ なん ぢ は i のり す なか 

知り 得られる であらう。 曰く、 r 我が 子よ 汝の 父の 敎を きけ、 汝の 母の 法を棄 つる こと 勿れ。 わ 

/ /J^ も！： V- めん さづ わがお きて す なか づね これ なん ぢ こ- 1 ろ ひす これ なん ぢ くび を 

れ 善き 敎を汝 等に 授く、 我 律法 を棄 つる 勿れ。 常に 之 を汝の 心に 結び 之 を汝ら 頸に 佩びよ (箴ー 

の 八、 四の 二 丄ニ、 六の 二 〇、 十三の 1、 廿 三の ニニ— 二 五) と。 

二 學校敎 育 

い ， へ ブ ル， がく か 5 い けラ いくき くわん よ ^ん しゃ がく かう し レん がくしゃ よ 

初代 希伯來 には學 校と 云ふ敎 育機關 はなかった。 r 豫言 者の 學校」 などと 麗 々神學 者に 依. y て 

つぶ I * の つ おくそく t もっと よ^んしゃ こら い これ たん よ 

傳 へられて ゐるも 其實は 臆測に 過ぎぬ。 尤も r 豫言 者の 子等」 と 云 ふの があった が、 之 は 單に豫 

言 者の 弟子 達と 云 ふね 意味で、 激して 學校を 意：^ しおもの ではな しい。 彼等 は if 志の 者 丈け 


れ たから、 ITi 似と & つ^は iS し^らる.^ であらう- 
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第五 章 敎 育 五 

ひ じ £-3 ^:^5**ひ ふ *3 ふ つた なん わう ギ タシャ け 3 いくせい A> このち ，3^.^ ちゃ ラ れつ レ 

〃サレ ムには 非常な 勢で 普及した と傳 へらる。 何と なれば 王 は 希 臘の敎 育 制度 を此 地に 延長 實滅 

れきしか モ のちよ しょ こじき キリ.？ いぜん せいき ご ろ す \ く；^ *5 

したから である。 歴史家 ヨセフ ァスも 其著窨 「古事記』 に^^^-督以前三世記頃ュ タャには旣に學校 

もんざい こ < みん けうい く モ こ は&こ し to らゃう しか モ のけ、 > いくき くわん なん い 

が 存在し、 國民敎 育が 其處で 施された とま 張して ゐ る。 然 らば 其 敎育機 關とは 何であった かと 言 

* れ けうく れい 仁， ゥじ がくしゃ けん レゃ こ こ りつ はふ せ • つめい せいれき レ ^A^ ^to, 

ふに、 其はシ ナゴグ (敎會 ) であった。 當 時の 學者ゃ 賢者 は 此處で 律法 を說 明し、 聖歷史 を敎授 

ま；： たち じ や V 'せいく わつ じっさい りんり .0 ん にい い ふう こと fc う y けう じゅ し モの もくて キ J さいしょ 

し、 又 日常生活と 宵 際儉理 問題と 云 ふた 風な 事 を 討議 敎授 した ものである。 而 して 其 目的 は 最初 

おとなし S じ f ひんせい た、 つ や ひつえ. つじ やうの ち じ f しう け. リ いく じっし 

大人 を 生と した ものである けれどもが、 兒 量の 品性 陶冶の 必要 上 後に は兒 童に も 宗敎々 育が 赏施 

された ものと 信じられて 居る。 希伯來 人の 敎 育に 就いて 吾人の lE^" も 興：^ を感 する 點は、 當 時の 敎 

いく しう けう き は みっせつ くわん けい いう こと すな は はじ せ 5 がく かう せつりつ とき 

育が 宗敎と 極めて 密接な 關係を 有した 靡で ある。 即ち 初め 小學 校が 設立され た 時には、 シ ナゴク 

ふか くわん けい もと けうい く し. 5 し * の もくてき かんてつ さ りょく こと しか じ itv せいちゃ V- したが 

と 深い 關 係の 下に 敎 育の 趣 と 其 目的 貫徹に 努力した 事で ある。 而 して 兒童は 成長す るに 從ひ、 

自然と 律法 や 諸儀鸸 典に も 精通す ると 云 ふ 風に 仕向けた ので ある。 

さいしょ がく 515 けうい く き は ふくわん ぜん ねう じ がくれい さい ようご はじ ( T 'ルご 

最初の 學校敎 育 は 極めて 不完全であった。 當 時の 學齢は 六才 で、 用語 は 初め 希伯來 語で あつお 

のち ごし よう しか がくく わ おも よみ かに かき か U せい く あんし やうお よ かんにん すうがく 

のが 後ァ ラメ イク 語 も 使用され た。 而 して 學課は 重に 讀方、 窨方、 聖句 暗誦 及び 簡單 な數學 であ 

は 3 くわしよ おきて ふみ I これ せん もん しタ け 3 か け、 ひじ ゆ こん ii も しう f 

つて、 敎科誊 は 『律法の 誊」 であった 之が 專 門の 宗敎家 によりて 敎授 された から、 今日の 宗敎 

いく ゆ きしわん にちやう がく か 5 い じ やう かんく わ ことい な しか もっと 6 ん かく けうい く 

々育の 唯 一 機關 である 日曜 學校 以上に 感化の あつお 事 は 云 ふまで も 無い。 而も 最も 厳格に 敎育さ 


第 六 章 希伯來 民族の 起原，、」 移住 蓮 動 

へ ブル せいかく- いぎ およ ご 4" ん くわん い な しんがくしゃかん ぎ ろん てい toa こ こ 

希 伯 来の 精確なる 意義 及び 語原に 關 して は、 今尙ほ 神學者 間に、 議論 一 定 せざる が 故に、 此處 

けってい てな い しか へ ブル みん みく ぐわん らい じん すな は じん じん 

に 決定的に は 言へ ない。 饼し、 希伯來 民族 は、 元來ァ ラム 人 (即ち スジャ 人)、 アン モ ン人、 ェ 

じん. & おな い 、ひ ぼく たみ 》v も f もく し 5 もく さう ざう とう £-5 ぶんく わし 

ド ム人 等と 同じく、 遊牧の 民に して 共に セ ム 族に 屬 した 種族と 想像され てゐ る。 東洋 文化史に よ 

, へ， ブル，』 めいしゃ； f ひか ふが は す ひと いみ たしゅ もく し りつ あ； i 

れば、 希： S 来なる 名稱は r 向 側に 住める 人」 を 意 妹し、 セ ムの 他. 種族が 一 支流 イス ラエ \ に與へ 

みん*^く が は と. リ はう せい. K リ いじ S ジ ひ がよ 5U 一- 

たもので あって、 イス ラエ 〃民族が ュ I フラテ 河の 東方よ. 9 西方に 移住し、 遂に ョ 〃ダン S: を涉 

せいは...' てんじ S 、ひ た む， だ ふが は い 

りて 西方 パ レス タイ ンに轉 住しお が爲 めに 向 侧と云 はれお もので あらう。 

みん くれ *5 し レ M き あら しょき じ しじ ところ よ 4> んし じに い お へ ブル じんし to つせ い ち 

民族 歷史の 初期に 現 はる 諸 記事の 指示す る處に 由れば、 原始時代に 於け る 希伯艰 人出 生の 地 

じ や、 つぶ 、；' つ この も き りよ たみ ひさ の& ふに- 3 つ 

は、 力 グデァ より 上部 メソ ポタ ミヤに 移. 9、 此 地に 寄 旅の 民お る こと 久しく、 後 S: び 移うて モア 

じん ら モ せん とも い じじつ m シュアき 5" ん し 

ブ、 アン モ ン、 エドム 人 等の 祖先と 共に、 \ レ ス タインに 入りし が事赏 らしい。 約誊 fSl 記 は 原始 

1 始 Ig 時代の！ M 會狀態 五三 


また かれ， タっ こ こ おの えいじゅ 、> も せいはん きづ 

又 彼 はへ ブ "ンに 移り、 此處 を已が 永住 地と なして 聖壇 を 築いた ので ある (創 十三、 四 章 )o 

一 始祖 時代の 社 會狀態 

たいこへ ブ^ じん そせん すで の や 3 しょに いぶんく わら いじ 5 つ :9 f 

太古 希伯來 人の 祖先 は、 旣に述 ベ た樣 に、 初代 文化 地 メソポ タ ミ ャ から 力 ナン に 移住せ る ii 牧 

&ん 4- く かれら みん そく い 3 ぼく * /いく わつ い. y な じい ， じ，】 ら およ *-、 

民族で ある。 彼等 はァラ ビヤ 民族が 遊牧 生活 を 營んだ やうに、 パビ P ン人、 H ラン 人 等の 多^が 

モ^ モ くせ ほ いん • せいは 3 T-^ r . かん っタ， がいろ モ ひ い， ひ ぼくせい くわつ 

其 足跡 を 印せ る、 西方 亜 細亞， と ュ ジ フ ト 間に 通す る 街路に 沿 ふて 力 ナンに 向け、 遊牧 生活 をな し 

) かつ ルゅ r は"^ . み > すなに かれ/? と， 'いふ はんざつ さ ， き 3 りよ ラ へいゆん じ ビラ この ざ. y tr, 

つ、 移住 運動 をな せる 民族で ある。 即ち 彼等 は 都邑の 煩雜を 避け、 丘陵 平原の 自由 を 好み、 牛 羊 

ぶま- は， • かし ft たんて 、> てんと， せいく わつ りよ か. り つ 1- しゅ 4! く かれら じこ し くひ.，. 

の 群 中に 極めて 簡易 單 調な 天幕 生活 をな しつ 、旅行 を續 けお 種族で ある。 彼等 は 自已の 種族に 關 

ナく ぼ こり いだ しタ & しょしゅ もく けっこん さ に * リ めい むす & えん モ せ，" -0 

して は 少なから ざる 誇 を 抱き、 周 園の 諸種 族と は 結婚 を 避けて 同盟 を 結ぶ こと を肯ぜ や、 祖先 遺 

f でんせつ こ し ^ たんじゅん し 3 けタて さは 3 じ から や 3 さいし てきしょく： 3 じ こ し， # 4- くどく. y く しゃく わい せ- ど ^ C 

紹の 傅說を 固守し、 單 純なる 宗 敎的泰 事、 家長の 祭司 的 職務、 自已の 種族 獨特 の社會 制度 を 固く 

^ かれら し 3 け、 > きんりん しょし 5 もく し.；. -けタ おは てん おい み ひに だよ i んれき 

維持し お。 彼等の 宗敎 は、 近隣 セ ム諸 種族の 宗敎と 多くの 點に 於て 相似 通って ゐる やうに 一 ^匿 

レ つた へ ブル みん もく き ゆん かれ い ラ v< くじ にい お しやくね ひ いしつ じ や. じ、 レ 

史 から 傳 へられて ゐる。 故に 希伯來 民族の 起原と 彼等の 遊牧 時代に 於け る 社 脅の 性質と 狀態を 知 

こ / ブ ル ► じん しゃくゎぃ*^ぃくねっけんせ3 3 へ き は せんえ ク こと い 

る 事 は、 希伯來 人の 社會 生活 研究の 上に 極めて 緊要で ある 事 は 云 ふまで もない ことで ある。 
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第 六 章 希伯來 民族の 起原と 移住 述励 五 四 

へ ブル じん こ さや 3 くわん た 、 、み 

希伯來 人の 故 鄕に關 して 『ョ シ ユアす ベての 民に 言 ひける は、 イスラ ェ だの 侓 M ホ パ^くず ひ I 

なす？ to &んモ すな は ち- ら- «cc_ < i 、 ： こ - 

ふ、 汝等 遠祖 即ち アブ ラ ハ ムの 父た う ナホ ルの 父た.. ^し-ダラの 如き は ュー フラ テス jg. の&; に 住 

> な み つゆ タん 53 ん い さう せいき こふ す こぶ ,0.3 じ でんせつ つね 

みて 皆 他 神に 事へ ねりし が 云々」 (書廿 四の 二) と 言 ひ、 創世記 も 之と 頗る 類似せ る 傅 說を傳 ふ、 

す tt は モ の 5i A- くと も す かぶ 

即ち 「一 プラは 其 家族と 共に 力〃、 デャ のク〃 に 住みた. 9」 (創 十一 の 二 六) と。 ク〃 は 下部 メジ ポ 

か こタ は，) JAJ は うがん あ ふる はんせい i いふ ,1 

タ ミヤに て、 ュ ー フラ テス 河口より 程遠から ぬ 右岸に 在. 9、 古くして 繁盛な 都邑であった と 云 ふ 

e! んに いけん *1 う こ こ かつ けっしん さ- ぃタ めい しゃでん ところ たう じ ん 

近代 研究に よれ は、 此處は 嘗て 月 神 ジンに 献 げし 有名なる 一 社殿の あった 處で、 當時、 パビ P ン文 

くわ しゃう 5>ふ せい ぜ しゅえ うちう しんち つた また れ*^ レ 5. せつ 1" ぶん らく 

化と 商業 政治の 一 生 要 中心地な りしと 傳 へらる。 又 歴史家の 說 によれば、 タラ は 多分 セ ム 族の 

し モん かれ はな が は とタ はう ち r^f 

1 子孫であって、 彼が 方〃 デァ のク \ を 離れ、 ュ I フラテ ス 河の 東方 ハ ランの 地に 移住せ る は、 

けっきょく fcjfc つ いどう にい ほ ふ か、 > つ ひ 

結局 力 ナンに 到達 せんとす る 移動の 第一 步 であった やうで ある。 不幸に して テラ は 終に ハランに 

死し、 - ダラの 第二 子 ナホ \は " ラ ン に殘留 し、 兄 アブラム は 尙ほ旅 t$ を 西方に 緞續す べしとの 祌 

たく か 3 む い ふく いもう. e そのつ ** およ ひ ともお か は わ-つ にん ど ふ 4.J ん 

託 を 蒙り、 異腹の 妹 其妻サ ライ 及び 甥 n トを伴 ひ、 ュ I フラ テス 河 を横斷 して 一 度ダ マスコ 附近 

ていり 3 / ついかれ せいは タ たつ このち S4 んはふ く U けいせ せ めいれ、 リ 

に 停留した ものら しい。 次で 彼 は、 西方 力 ナンに 達し 又 此地を 南方に 下った 形跡が 明瞭に ある。 

ところ は どへ， 含 4- ん おこ じ はん は、 リ けん 4" くら 3 たう ひき き ぐタ いも 3と こと こくぐ わい は 3 ちく 

處が 程經て 饑饉 起り、 一 時 南 邦 エジプトに 眷族 郞黧を 率 ひて 寄寓した が、 妹の 事から 圃 外に 放逐 

ふね. * とも かへ はく は 5 tx ちう あ 3 かタ *» ふ <^ん 仁リ だつ のち 

され、 再び51 トと共に^^ナンに歸h'て北方に進み、 力 ナン 中央の 高地べ テ〃 附近に 到達し お。 後 


ま た レゃ くわい かく めい しゃ りつ ほふ しゃ か どうはう きう さい かう -0 

景 七の 一二)。 又 イス ラエ 〃の 社會 革命 者で あ， 5 律法 者で ある 彼の モ I セが、 同胞 救濟の 行爲が 

わう， ； t きりん ふ ねう う にに とせ おが ねん み かく ところ かれ 

パ 王の 逆鱗に 觸れて H ジ ブト 王宮 を 逃げ出した 時に 長年 身を隱 した 所 はミデ アンであった。 彼 

モ こ ぽく ちく し Sfs ふ フし はりいう ぼくせい くわつ たのし 

は 其處で 牧畜 を 主 業と せる M ス "の 養子と な- 9、 矢 張 遊牧 生活 を樂ん だので ある (出 三の 一 )。 

しか さい い； i どうはう じんぜんぶ ひ つ せいち いり けいく わく くうぜん に いかくめ いうん 

而 して 八十 歲に 至り 同胞 イス ラエ ^人 全部 を 引 連れて 聖地 力 ナン 入 を計畫 して、 空前の 大革 命運 

どラ こ-ろ あれの しか モ こ じゅんぜん いうば くせい くねつ おく ねん あらの く なん 

動 を 試みた の も 荒野で あつお。 而も 其處 では、 純然たる 遊牧 生活 を 送り、 四十 年 も 荒野に 苦難 を 

れ し なに 5 う べん このせ うそく ものがた 

甞 めた 歷史は 何よりも 雄 辨に此 消息 を 物語る であらう。 

じん ち- みつ なが くに ひ さう くに はい こくみんせいく わつ や は 

イス ラエ 〃人が 「乳と 密の 流る、 國」 と 理想し.？： i 力 ナンの 國に 入って からの 國民 生活 は 矢張リ 

ぽ くちくせ いく わつ モ の も ひに たせう のう： t ふ いと； 4 しゃう ゆ ふ じ 5 うじ けいせき 

牧畜 生活であった (民 十三の 二 七、 申 六の 三.)。 其 間 多少 農業 を營 み、 商業に 從 事した 形跡 あるが 

, . はくらく かれら と ゆい せいく わつ ざい： t ん やう 

(創 三十の 一 四、 卅 七の 二 五— 二八) 牧畜が 彼等に 取りて は 唯 一 の 生活 財源であった 樣 である。 

レか これ しょに い へ ブル じん しぜん とも せいくね つ - かみ らいはい か しう けうて き 

而 して 之が 初代 希 伯來人 をして、 自然 を 共に した 生活から、 M ホパ神 を禮拜 せしめ 且つ 『宗敎 的 

天才の 國民」 とならし めた 所以で ある。 

一一 遊牧 時代の 感化 

二 趣牧 時代の 感化 五 七 


1 始狐 時代の 社 會狀態 五六 

たいへ ブル じん モ せん ゆ」 は は しゅて ゆ』 かれら どこ い い 、ひ ぼくみん くわん しふ * ん 

ー體 希伯來 人の 祖先 は 極めて 保守的であった。 彼等 は 何處へ 行っても、 遊牧民た るの 惯潛、 言 

ご およ かれら どし とく しゃく わいせい 5j し、 ソ け-ひ は ん しゅ. $- く こと そのし * しん しんか、 ひ 

語 及び 彼等 獨特 の社會 制度 や 宗敎を 保存した 種族で ある。 殊に 其 始祖と 信せられ てゐる 『信仰の 

ち, ， しんか タ よ そのめ しゅふ 、ソ らいゆ めい したが 

父」 ァ ブラ" ムは、 『信仰に 由 b て 其 召されし とき 嗣業 として 受 くべき 地に 出で 往 けとの 命に 遵 

* の S ところ し い S いは どけい しんか かれり 

ひ、 其 往く所 を 知ら やして 出で 行けり」 (來十 一 の 八) と 言 はる 程の 敬神 家であった。 彼が 理 

f てんち ひね えが せいち で にいたん レ 5 つ； Z つ い、 くせい くわつ 

想の 天地 を 胸に 描いて 生地 ク ダを 出て、 大 膽にパ レ ス タインに 出立せ る は、 遊牧 生活 をテビ 力〃 

t しじつい かれ しんたく しん せいはう む 45- ひ +* じ お 

に 表 はした 史實と 言って よい。 彼 はいよ. ，（ - 神託 を 信じて 西 邦 力 ナンに 向け、 甥 口 トを 初め 多く 

ぼくひ と- なん は、 リさ n く い V 'ぽ くせい くわつ こと き.？ やくせい しょ いうめ い ものがたり 

の 僕婢 を 伴ひハ レ ス タイン や 南方 沙漠に 遊牧 生活 を續 けた 事 は舊約 聖書で も 有名な 物語で ある。 

せい.^ よ き じ かれ ひつじ うし う t らくに ぢ うぐん はじ おは ぱく ひど れい ん ぎん あみら の 

聖書の 記事に よれば、 彼 は 羊、 牛、 馬、 駱駄の 獸群を 初め 多くの 僕婢 奴隸、 金銀 編物、 テント、 

や J/ はう せき い る. とう いう かう おつ いう ぼくせい くわつ いと い 

寢具、 寶石衣 額 等 を 有し、 甲から 乙へ と 遊牧 生活 を營ん だと 云 ふ (創 十三の 二 I 五、 廿 四の ニニ、 

卅 五の 五三)。 彼 は 種族の 食 長で 若い 奴 t, 丈で も 其 船 三百 十八 人あった と傳 へらる (創 十四の 一 

四)。 

ま y , _ . - ち- あに ん ちゃく とき かれ みに ふん おそ i は 

ァ ブラ ハ ム の孫ャ ュブが 父 や 兄の イサク を， 瞞着した 時に、 彼 は 兄の 愤怒を 恐れて 遠い ハランの 

*v ぢ いへ ひ なん モ のころ *v xf ぼくちくち やう か いう ふく せいく わつ ながねん そ 

叔父の 家に 避難し^。 其 頃 叔父の ラバ ンが 牧畜 長と して 可な り 有 福な 生活 をして ゐ たので、 長年 其 

こ A く ふた- じたく かへ この 6 ふ は t い こと 

處で 牧畜 をな し 再び 自宅に 歸 つてから も此 業に 勵ん， たと 云 ふ 事で ある (創^ 二の 五、 一 三 ー 一 五、 


れる。 此は 彼が 文化に よる ir4 ふたので なくして nw^ による の ii をき 1 したが 

故であった。 


II 缠收 時代の 感化 sfc 


第 六 章 希伯來 民族の 起原と 移住 述動 五八 

いく だい « はく る はう いう ぼくせい くわつ じん S うし やう レ ii う もと ゥ 

幾 代 も 沙漠 や 異邦 エジプトに 遊牧 生活 をな せる イスラ H 〃人が、 勇將 ヨシ ユアの 指導の 許に 理 

さう き やういな こ き やう はい とき ぶんく わ かれら さう 13 うい じ やう す- 1 5»J いうば くせい くわつ 

想鄉否 故鄉カ ナンに 入った 時 は、 力 ナンの 文化 は 彼等の 想像 以上に 進んで ゐぉ。 故に 遊牧 生活に 

な しん モの ぶんく わ おんてん 》< く ** かど しょく, <ん ところ じんしん し にい たい はい 

馴れた イス ラエ \ 人 も 其 文化の 恩典に 浴して 間もなく I 廉の 殖民と なった。 處が 人心 次第に 類廢 

ねん /\ぉ こな しう けうし S くさい けい し 41 なが し il が こく か じ やう ゆ とも もさ ごと A に いひ おらい 

し、 年. 行 はる、 宗敎 祝祭 も 形式に 流れ、 從 つて 阈家は 上下 共 麻の 如く 亂れ ると 云 ふ 悲境に 陷っ 

こ-ろ .b の し くねい かい ざう せつ ぽラ にい かいかく しゃ し： g つ 4> ん な たい ** さ その じ にい ； i うらい モれ 

たので、 心 ある 者 は社會 改造 を 切望し、 大 改革者の 出現 を 期待した。 正に 其 時代が 到來 した。 其 

かみ ひと み ふ じんと Ji らくし や はんたい かう *0 かれら どうはう に じゃく * いく わつ あい 

は 神の 人と 仰がれた レ カブ 人の 取った 墮落者 へ の 反 對行爲 である。 彼等 は 同胞の 懦弱な 生活に 愛 

モ にん こ い 5 わく しり 4~ しか か いう ぼ • くじ にい かみ かち I けいやく &んし 5 

想 をつ かして 斷々 乎と して 誘惑 を 拒け お。 而 して 嘗 つて 遊牧 時代に 神に 契 ふた 「契約」 の 厳守 を 

し 5 ちゃう は to づ じつ/ f &ん しゃ くねい さい さけ ゆうかん かう- い 

主張して 一 步 も讓ら ざり し は、 赏に豫 言者ェ レ ミヤの 快哉 を 叫んだ 勇敢な 行 爲と言 ふて よから う 

か よ ゆん しゃ ぼくちく しゅ fr< しょくみん ち か は ひがし 

(耶 # 五の 一 — 1 ！ )。 彼の- プシ ベの 豫言者 エリヤが 牧畜 種族の 殖民せ る 地なる ョダ ダン 河の 柬 

き こくみん きき さけ じん けいこく べんたつ てう ど このと 

ギレアデから 來て國 民の 危機 を 叫んで イスラ ュ \ 人 を 警告 鞭韃 せる は 恰度 此時 である (上 王 十七 

かれ せい ti く t い ふけ わう こく r き ひふ もん ゆ う とせ い たづら ちゃう や ゆめ むさば ぐ つ 

の 一 )。 彼 は贅澤 三味に 耽って ゐたァ ハブ 王に 國家 危急存亡の秋に 徒に 長夜の 夢 を 貪る の 愚を吿 

ひ fc すら かい ふん き うなが i ぶ 4 り おと いき は ひ わう めんぜん け ふか ひと こし か は. V ひ 

げ、 只管 改悔憤 起 を 促した。 飛鳥 を も 落す 勢の ァハブ 王の 面前に て、 「毛深き 人に して 腰に 革帶 

ひす その み ひつじ か はころ も ** と よ i" ん しゃ にいたん いね ちな ところ いねなん ぢ 

を 結び、 其 身に 羊の 皮衣 を纒 へる 豫言 者」 エリヤが 大膽に 「犬 ナボ- ズの血 を 飴め し處 にて 犬汝の 

からに ち は $ せき にくはく くねう けい じつ こと 41 い じ やう .？ お. 

身の 血 を 話むべし』 (王 上廿 一の 一九) と 詰責 肉迫せ る 光景 は、 賞に 言葉 以上に 凄かった と 思 は 
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一 農夫、、」 しての 希 伯來人 

いう く おみへ ブル じん さほく あい しか かれら モ のてんち- ！ かぎ せいくれ つ こんなん こま は 

遊— 牧の民 希 伯 來人は 沙漠 を 愛しお。 然し 彼等 は 其 天地に 限， 5 あるのと、 生活の 困難に は囷 b 果 

かれら えんねつ や ごと チ 4i どこ あ 1*./— の はら みづきよ IV が は じゅん； i く しょくもつとう モ のた か ,v くせい くわつ 

てた。 彼等 は 炎熱 燒 くが 如き 沙 床から 青々 とした 野原、 水淸き 小川、 潤澤な 食物 等 其 他 家屋 生活 

しょくみん み 5. &ゃ か たびがらす てき おく いう ぼくしゃ あさ ゆ ふ ねが は かみ 

の 殖民 を 見て 羡ん だ。 斯うし お 旅烏 的な ライフ を 送らねば ならぬ 遊牧 者 は 朝な 夕な r 希く ば 神 

てんの つ S ち あぶらお よ もよお こくる & さけ あたへ た ** いの こと さ 

天 露と 地の 腰 及び 燒 多の 殼 類と 酒と を與 給へ」 (創廿 七の 二八) と 祈った 事で あらう。 然れ ば、 

なん ぢ くに い なん ぢ しん もく わか なん ぢ いへ はな わ なん ぢ しめ そんら いに われなん ぢ おはい こくみん な 

r 汝の國 を 出で 汝め 親族に 別れ 汝の家 を 離れて 我が 汝に 示さん 其 地に 至れ、 我 汝を大 なる 阈 民と 成 

なん ぢ めぐ なん ぢ な おはい なん ぢ さい は ひ もと われ なん ぢ しゅく もの しゅく なん ぢ のろ もの 

し汝を 祝み 汝の 名を大 ならしめ ん汝は * 福の 基と なるべし。 我 は汝を 祝す る 者 を 祝し 汝を詛 ふ 者 

のろ てんか もろ .c や なん ぢ あい は ひ え ゆみ こ *s 

を詛 はん、 天下の 諸の 宗族 汝 によりて 福祉 を 獲ん」 (創 十二の 11 三) と、 アブ ラふ ムが； ％ の聲を 

き とき どん よろこ 5- . ^ん しゃ し かれ この やくそく しん しんせき いう じんち き けつべつ 

聞いた 時 は、 如何な に 喜び 且つ 感謝した か 知れぬ 彼は此 約束 を 信じ、 親戚 や 友人 知己に 訣別 を 

づ この やく モ くち .U び. U . 4 ころ たう じ かれらよ せ 

告げて 此 「約束の 地」 力 ナン へと 旅立った ので ある。 處が當 時の パ レ ス タイン は 彼等が 豫 期した 

1 gsK としての 希 伯來人 六 一 


tth-te き かれ *S のう & ふし 5 くさい こと しう くわく かんしゃ いみ いは ひま も こと A わ *i 

の 成 行で、 彼等が 農業 祝祭、 殊に 收稷 感謝 を 意. i した 節 筵 を 守った 事 を 見ても 解る (申 十六の 九 

しか つ ひ とも かれら の 3 &ふ *Z いに い いとな eO ！ 6 ん ザん ォぃ どろ ます. -r- そのり うせい み 

I 一 七)。而して日カと共に彼等は麇業を^^大に營んだので、 紀元前 五 世紀 頃まで 益々 其 隆盛 を 見 

いた これ *a うやく *r いしょ き やう へ ブル みん もく はってんし かれら しゃくね いせいく れつ ものがた しょは ふ てん 

るに 至った。 之 は舊約 聖書の 五經 にある 希伯來 民族の 發展史 と、 彼等の 社會 生活 を 物語る 諸 法血ハ 

ち 上 3 か もっと ？ ギリシャ し さう はい た せう しゃ Avs> ふ せい AO やう てい こと いな 

に徵 しても 明瞭で あらう。 尤も 後希臘 思想が 入って から は 多少 商業が 盛況 を呈 しかけた 事 は 否む 

で *tf , にいたい い キリ, <ト じ にい おい な はか のう^ ふ こく か し to え 3 さん i ふ い 

事が 出來 ぬが、 大體 から 言 ふて、 基督 時代に 於て さへ 尙 且つ 農業 は國 家の 主要 産業であった と 言 

つてよ い。 

二 バ レス タインの 產物 

き は せう こく わり あ ひ のうさん つ と くに これ せう こく か- 1 は ほ 

パ レス タイン は 極めて 小國 だが、 割合に 農産物に 富んだ 國 である。 之 は小國 であるに 拘らす 場 

レ よよ き かう おんど こと もつ モ のさん ぶつ おは し to- る|0 A .U とか 

所に 由 りて 氣候溫 度 を 異にする を 以て、 其產 物に も 多くの 種類 を 見た ので ある。 例へば 彼の ョ \ 

が はえん がん ふか fc に いね へいゆん ねつ たいら じゅ ねん V 'う *v ( はんも 

ダ ン 河 沿岸の 深い 谷間から ェ リ コ に 至る 平原 は、 熱帶 地で パ ー ム樹が 年中 靑々 と 繁茂して ゐ 

ぼうよ く 11 い へい^ん こくもつ や さい も ら ろん こと y う K ひつじ らくに とう ぼく. らく 

るが、 シャ ン ゃュス ドレ ヲンの 豊沃な 大 平原 は 穀物 野菜 は 勿論の 事、 牛馬 や 羊、 駱酡 等の 牧畜 

しゃう ち づ かう ちいう 5i たかに い や ♦* ち こと ばくちく てき た 

飼養 地と しても 絕 好の 地と 云 ふ を 得べ く、 彼の ギレアデの 高臺ゃ 山地 は 殊に 牧畜に 適し、 又ュダ 

二 パレスタインの 鹿 物 六 111 
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は ど fn く な V りん はう くわう にいぼう よく のう 4> ふこく くに to ね * かいぶん くわ 1 い， 6 ん せん 

程の 富國 では 無かった。 彼の 隣邦 エジプトの 廣大 豊沃な 農業 阈ゃ、 圃 豊かで 世界 文化の 一 大 源泉 

い X レ. 》 . ひ ^1く * のめん せき い ぶんく わ ていど い たうて い モのひ 

と 云 はれた るュ， フラ テス 谷に 比較したならば、 其 面積と 云 ひ、 文化の 程度と 云 ひ、 到底 其 比で 

しか さ はくせい くれつ な へ ブ A じんと と & よき こ. r- てき 

はな かつお。 然し 沙漠 生活に 馴れた 希伯來 人に 取- 9 て は、 パ レス タイン は 土地 も 良く 氣候も 適し 

ほんじ かう つ がふ す な は ^^れ ら このち き 仁に や ♦* みづ *4 がれ い-? み ゆ t りみ づ ち ► こ 

て 萬 事 好都合であった。 即ち 彼等 は此 地に 來て 「谷に も 山に も 水の 流 あ- 9 泉 あり 潴水 ある 地、 小 

むぎ おは むぎ ぶに ラ いも ぢく およ ざくろ ち * ぶら 5x ん およ 13 ち ■ .r ^ んメ 

麥、 大麥、 葡萄、 無花果 及び 石 溜 ある 地、 油、 橄欖 及び 蜜の ある 地」 (e. 八の 七 I 八) と 信じて 

JJi ろ よろこ 

心から 喜んだ ので ある。 

たう じ じん のう *" ふ さか い. ci* かれら すで いう ぼく じ にい の 5 4> ふじ にいい か 

當 時の 力 ナン 人 は 農業 を 盛んに 謦 んでゐ た。 彼等 は旣に 遊牧 時代から 農業 時代に 入り、 可な. 9 

こくもつ さんし to つ う は ど はったつ したが せ いぢ てき さ 5 た う いき » ひ み こくほう じゅんび 1 モ，の 

の 穀物 を產 出し 得る 程に 發 達して ゐた。 從 つて 政治的に も 相 當に勢 を 見せ、 國防も 準備され、 『其 

ち す. U み け モ の ち けん ご はな は に い い は ど こく か ないてき 

地に 住む 民 は猛く 其邑は 堅固に して 甚だ 大な. 9』 (民 十三の 二八) と 言 はる 、程に、 國家 は內的 

つよ もる こと わう てう じ にい こく つうし やう ぼうえき X は ど 

にも 强 いもの を 有って 居た。 殊に 王朝 時代に は ェ ジブ ト國 との 通商 賀易 によ， 5 て 力 ナン は餘程 ェ 

ぶん くわ かんく わ 3 しん か ひよ 

ジ ブト 文化の 感化 を 受けた ものと 信じられて ゐる 。彼の- プ〃、 ェ〃、 アマ ー ナ 碑に 依れば 力 ナン 

じん わう ならび モ のかう くわん ろ ひ ii ぶんしょ かう くわん すくな わ 5 

人と ェ ジ ブトの 王パ P 並に 其 高官との 間に 文書の 交換が あつたと あるから、 少く とも ダビ テ 王の 

じ にい ぶんく わ X sfsc しん 》 はャ 

時代に は イスラ ュ ^の 文化 も餘程 進歩して ゐた 害で ある。 

い 5 はく 4! いく わつ のうけ ふせいく わつ うつ へ ブル じん ま さいし- 4 の 5 ゆ ふ じん ♦* な これ し ぜん 

遊牧 生活から 農業 生活に 移った 希 伯來人 は、 先づ 最初に 農業 を 力 ナン 人から 學ん だ。 之 は 自然 


5 うし やう せい ち いり まへ こくじ やうて いさつ ひつえう ft . ^んズ ふ. しの $ 

イス ラエ \ の 勇將ョ シ ュ ァが、 聖地 力 ナン 入の 前國狀 偵察の 必要から 二人の 間諜 を 力 ナンへ 忍 

い』 i り たに ふさ ぶ にう えに きり これ さ を つらね 

入らし めた 時に、 二人の スパイが ェ シ コ 〃の 谷から 一 球の ，萄 の なれる 枝 を 切と りて 之 を 杠に莨 

り これ にな かへ きじ み よ ぼ ど はや ぶ だう さん 

き、 二人して 之を擔 ふて 歸った 記事 (民 十三の 二三) を 見る と、 力 ナンに は餘程 早くから 葡萄が 產 

レ $0 A よ： &ん しゃ こく か めつ はう みたか ぶ にう- oi ん めっぽう た. と し てせ *V の 

出した ものと 見える。 豫言者 ィザャ など も、 國 家の 滅. C を 恰も 葡萄園の 滅亡に 譬 へて 詩的に 「其 

ひ ん かぶ きん せん みた ひ え ぶ だう ところ こと- *\ いはら おどろ い /よ， ゆん 

日 千 株に 銀 一 千の 惯を 得た る 葡萄 ありし 處も 悉く 荆と棘 はえ 出づ べし」 (褰 七の 二. 三) と豫 言せ し 

み あ f また こく St はんえいと い ほみ ひぶ にう くわん れん ， 

に 見る も 明かで あらう。 ヌ國 家の 繁榮ゃ 富み を 言 ふ 場合 も 葡萄に 關聯 して 『イスラ ェ 〃は タンよ 

いた やすらか おの 》c そのぶ にう のキ J もとす い 

りべ ェ 〃シパ に 至る まで 安然に 各せ： 〈葡萄 樹の 下に 住めり』 (王 下 四の 二 四、 米 四の 四) と 云 ふて 

これ かれら こ^-みん はんえい のう 4> ふ はつねつ なかんづくぶ にう えん はう さく こく か ふ i ん しん， 

ゐる。 是 彼等 は國 民の 繁榮は 農業の 發達 によ h^、 就中葡萄園の豊作は國家の富源な^^と信じたか 

ら である。 

かん らん 

四橄欖 

ねつ； i いこく とくさんぶつ 5- ん らん とく このき はんら こ^5 に うしょく^う ひん 

效帶國 の 特產物 は橄欖 であらう。 パ レ ス タインに は 特に 此樹 繁茂し、 之 を 日用 食料品と して 愛 

5i う やう へ ブル じん これ いろぐ こと し よう たと ， ► これ， - あぶ *to せい 

好した 檨 である。 希 伯 來人は 之 を 色々 な 事に 使用した。 例へば、 之で 油 を 製したり (代 下 二の 一 

れ う り とき ちぶら にいよう **仁 力 は つ 力 ヽ r * J 、 

〇) 料现の 時に 油の 代用に した (利 二の 四)、 又 バタ， の 代りに 使った ものである (出廿 九の 

i ふ しゃう び やうき i やくひん もち Of ノ. ヽ, * >• *t*-» ！ • L ) < t1/9 

二三)。 時には 負傷 や 病氣の 時に 藥品 として 用 ふる 事 も あれば (路ー 〇 の 三 四、 雅 五の 一 四) 

二 パレス タイの 靡 物 六 五 
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や t も ぶ にう さいはい さかん おこな のうふ と じつら くて，^ ち しか ， 

の 山地に は 葡萄の 裁 培が 盛に 行 はる、 あり、 農夫に 取りて は 實に樂 天地であった。 而 して ョ \ク 

w- は モ のす & is ん& こ &ょ 5! ふ もつ. C さか おこな せ- cjj く じつ てん i; い ゆたか のう a" ふち 

ン 川と 其 水源地の ガリー ズャ 湖な ど は 漁業 最も 盛んに 行 はれ、 小國 として は 實に天 惠豊な 農業 地と 

一一 in つてよ い。 

こ ひ 4a 

一 小 麥 

お のうさんぶつち うし £.0 し こ むぎ ねん. ぐ わつ ぐ わつ 

パ レ スダ. ^ンに 於け る 農 產物中 首位 を 占む る もの は小麥 であらう。 年， I- 四月から 八月に かけて 

し 5 くれく * の ひんしつ なか /\ じ やうもう か こ むぎ もっと i もの かみ むせ 

收 種され るが、 其 品質 は 中々 上等で ある。 彼の 「小麥 の 最も 佳き 者」 (申 W 二の 一 四)、 「神 は麥 

、とよ よ ひぎ なん ぢ み とう 

の最嘉 きを もて」 (詩 八十 一 の 一 六)、 「いと 嘉き麥 を もて 汝を 飽かしめ」 (詩 百 四十 七の 一 四) 等 

しゃ 5 び すな は これ こ むき おも いれう へ プル じん にち tt 

と 賞美され おの は 即ち 之で ある。 小麥は 重に パ ンの 材料であって 希伯來 人に は 一 日 も 無くて はな 

しょく. bo 

らぬ 食物であった。 

まめ / もゐ 

一一 豆 類 

へ ブル じん 一」 ちじ や， フ せいく わ こ むき つ じ やうし よく *i める, まめ いろ /\ し stoto たう じ 4< にい 

希伯來 人の 日常生活に 小麥に 次ぐ 常食 は 豆類であった。 豆に も 色々 種類 あるが、 當時は 先づ大 

づ みづき モら <K め な 象め ぁぢ まめとう 

豆、 小豆、 04 菜 _lnT 扁豆 等で あらう (創廿 五の 三 西、 母 後 十七の 二八、 廿 三の 一 1 、 結 四の 

九)。 

H 葡 萄 


小 

作 

地 


レ よに い おい たいがい のラ r tt くじ や、 もし ど ジちも かれ fe ど 3 こ. 4 て > 

初代 イス ラエ \ に 於て は、 大槪の 農家 は 牧場 若く は 耕地 を 有って ゐた。 彼等が 如何して 之お 手 

い しょしな こ 5 にい さいし きろく よ さい しょら V せん と ち ぶん はい 

に 入れた か は 知る 由 も 無い。 後代の 祭司の 記錄に 由れば、 最初 抽籤で 土地が 分配 さ れ たらしい 

レだ これ こ じんぷんよ *4 かくし s-t- く し は ぶんく わつ 

(書 十八 章、 十九 章 然し 之と て 個人に 分與 された もので 無 く，. -て各 極 族 や 支 派に 分割され たもの 

三 小作 地 六 七 


.5 る さけ ごと いかれら にちじ やう これ fc くじ やう & いんよ 3 

汁 は 酒の 如し」 (歌 八の 二) と 云 ふて 彼等 は 日常 之 を 卓上に 置いて 飮 用した。 

はち みつ 

七蜂密 

は しゅえ ラ の-ひさん ぶつ め はらみつ これ も；： ひた か さんしゅつお は 

終りに、 パ レス タイ ゾ のま 耍農產 物と して 皋げ たいの は 蜂蜜で ある。 之は價 高き が 故と 產出多 

P 4/ わい こく ゆ し 4 つ お a や いは. 》 と ， • 1 . . 

かった 爲 めに 外國に 輸出した (結廿 七の 七 )o 多く は 野生 峰から 取- 9 て (母上 十四の 二 五、 申 州 

いう か しょくれ 、ゥ しょ- f かし せい かしこ ぉモ 

三の ニニ、 詩 八十 一 の 一六)、 高價 なる 食料と して 使用され た。 彼の 詩聖が r エホ パを惶 み畏る 

みちき よ よ. * た こと さゆき こと Z ciA\ fct. _> これ-" ！】 が f". くら- - » 

、道 は淸 くして 世々 に絕 ゆる 事な く、 ヱ ホ バ の 審！！ は具赏 にして 悉く 正し。 之 を 黄金に 比ぶ る も， 

tia *i じり こがね く *s いや さ し ii みつ くら はち し 仁-り くち 

多くの 糈 純金に 比ぶ る も 彌增， 9 て 慕 ふべ く、 これ を 蜜に 比ぶ る も、 蜂の すの 瀝 滴に 比ぶ る もい や 

*t い すな は こ はらみつ さ > 

まさ， 9 て 甘し」 (詩 十九の 九 I I 〇) と 云 ふたの は 即ち 此の 蜂蜜 を 指した ものである。 
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しう けう ぎ しま とう & ち *i フぼぅ ， • , 

宗敎 儀式 や、 燈油 としても 重蠻 がられた (母 前 十の 1 ， 十六の 一 、 出廿 五の 六、 廿 七の 二 〇、 太 

とく ^^ぃ たくぃん よう 65 * く ふ がう あいよう しゃう &ふ はう え 含 ひん 

廿 五の 三)。 特に 贅澤飮 用と して 贵族ゃ 富豪に 愛用され たち (箴廿 一の 一七)、 商業 貿易品と して 

外國に 輸出され たと 云 ふぎで ある (結廿 七の 一 七)。 

い ち ぢ jS く 

四 無花果 

おい いち vto- く ん らん ぶ にタ つ のうさんぶ ゥ い ち ぢ ゆく ti ま 

パ レ ス タインに 於て は、 無花果 は 橄欖と 葡萄に 次ぐ 農産物であった。 無花^ は 生で食べた hN、 

(赛廿 八の 四、 耶廿 四の 二) 乾燥して 菓子に 造クて 日常 食べたり しお 果實 である (母 前廿 五の 1 八、 

卅の ニー)。 

しゅ ろ じゅ 

五 棕搁榭 

パ T ム！！ は 温い M リコ 附近に 多い (士 一の 一 六、 三の 一 三、 申卅 四の 三)。 俗に ナツメ 粽搁の 

み い かんさう a しい ち ぢ ゆく ほしぶ にう やう お ぼくべ い 5i しう なんぶ に はんじん さい 

實と云 ふて 乾燥して、 乾 無花果 や 乾葡萄の 樣に食 ベる。 北米 加州の 南部 イン デォ では 日本人が 裁 

はい なか /\ びみ さか これ さいはい ねう じ y い 

培して ゐる。 中. 美睡 である。 パ レ ス タインで は 盛んに 之 を 裁 培し おので ヒゼ キヤ 王の 時代に は 

し. § ろ *4 & しゃ 5 は ど このち ふ きん これ さいはい つた . > 

「棕 憫の邑 ェ ジコ」 と稱 する 程、 此地 附近 は 之 を 裁 培した と傳 へられて ゐる (代 上廿 八の 一 五 )o 

ざく ろ 

六 石 榴 

0*0 た に ざく ろ さんし S つ これへ ブル じん おはい くわん i" い モの 

次に ェシコ 〃の 谷から は 石榴が 產 出した (民 十三の 二三)。 之 は 希伯來 人に 犬に 歡迎 され 『其 
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一 ェ 業 

5; ねんらいへ ブル じん のタ 6 ふ せんてんてき P r こタ さいの ラ しゅ M ti <y 

元 來希伯 來人は 農業に は 先天的に 長け てゐ たが、 技工と しての. j.?sflfK が i 一かった。 ^に 椒^ 

.5^ ズふ のす は ね. リき S タ ..i ん-^ ん け. J ちく は あ ひ みなぐ ねい こく だい く やと * にら f7 fci , 

な 建物 即ち 王宫ゃ 神殿 を 建築す る 場合 は、 皆 外國の 大工 を展 つて 働かし ぉ樣 である。 例へば P ダ 

ビ、 デ 王が 王宮 を 建てた 時 はッ& の王ヒ ラムに 願って 大工と 石工 を 雇 入れた と ある (母 後 五の 一 

力 わ と を くうぜん さリ れい き は . ねラせ 5* ソ しんでん おな お C じ to- く t し ， 

1)。 彼の ソ P モン 王の 時、 空前の 壯魔を 極めた 王宮と 神殿 も 同じく ヒ ラムから 送られた 熟， ％使 

ェゃ 大工の 手に のみ 成った と傳 へられて ゐる (王 上 五の 六、 七の ニニ. 1)。 if が H ぎに よ 由る と、 

ゆ ふ き ひん と は ゆん しじに い さかのぼ タ かれ どリ てつ も 5.C i .a の きこ 

工業の 起原 は 遠く 原始時代に 溯る、 「チラ、 トバ \カィンを生め-=^、 彼は銅と鐵の諸の^物を鍛 

ゝ ： ■ ヽ I-f J */ ところ み： i は ど はや じに い かぢ しょく こ- リ ^ た •、 

ふ 者な り」 (倉 四の ニニ) とめる 所 を 見る と、 餘程 早い 時代に 鍛治 職工が あった ものと 見える 。但 

ノ^:^5,っ1^.-5^^;.^ t.? . >か れら ク 7 ぐ ii いどころよ 3 き C せい！ r5 しか じん 

し 美術的 細工に 非す して、 彼等 は 農具 ゃ臺 所用の 器具 を 製造した もので あらう 。然し ぺ リ シ テ人か 

みつはく -じ てつこ $ iV の はたらせ きん じん みな モ すき すき ,v の $ みつお 

ら颜 迫され た 時 は 一 時 鐡ェは 其 働を禁 せられた。 故に ィ ス ラ H 〃人 は 皆 其雜、 鋤、 斧、 鳅、 三齒 
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したが こ さくち くわん はふ てん な ところ しんめい はふ てん t< なん ぢ かみ なん； 1- 

である。 從 つて 小作 地に 關 する 法典が 無かった。 處が申 命 法典 を 見る と、 「汝の 神 K ホパ の汝に 

あ ii え たまち なか おい なん \ジ つ さん^ ふ なん ぢ せんじん さに なん ぢ となり ち ざ ゆい ， お， か 

與 へて 凝 させ 給 ふ 地の 中に 於て、 汝が嗣 ぐと ころの 康 業に 汝の 先人の 定めた る汝の 隣の 地界 を 侵 

すべから や』 (申 十九の 一 四) と ある。 して 見れば 自己の 所有 土地の 地境と 云 ふ もの は旣に 決定し 

み モ の のら と ち はふ てん さラ がふ み とちし t い 、つけん ぜったいてき しょ 

てゐ おものと 見える。 其 後の 土地 法典な ど を 絵 合して 見る と、 土地 所有 機 は絕對 的の もので、 所 

い-ひしゃ おや レ ほ あい iV のし モん これ さ-ひみく ふ 3 しふ 6 ふ か 3 ,7 や- プ ひ 

有 者なる 親が 死んだ 場合に は、 其 子孫が 之 を相鑌 する 風智 であった。 若し 不幸に して 賈る 樣な悲 

4,, ゃラ おちい とき た にんて わ ii iV のしん せき ちの かい い モの ふ すく い f 

境に 陷 つた 時 は、 他人の 手に 渡さ やに、 其 親戚の 者が 買 入れて 其 急 を 救 ふと 云 ふ 風であった。 (耶 

ところ fc- ひじ とく けんかい Ap-r- か、 ソ かっし S にん ぢ、 リぜぃ .U じ さくの. リ しにい ひへい 

卅 二の 六 I 十、 得 四の 一 六) 處が當 時の 特權 階級の 狡猾 手段と 重 稅の爲 めに 自作農 は 次第に 疫弊 

モ のれ さに い るさん とち かれら わ 3 し-；' toa^ ごと おはい ふんがい 

し、 其歷 代の 遺産で ある 土地が 彼等に 横收 された ので ある。 故に ィザ ャの 如き は 犬に 憤慨して 

わざ は かれら いへいへ. U fc は たは. U く は ，ょ & おのれ くに 

r 禍 ひなる かな、 彼等 は 家に 家 を 建て つらね、 田圃に 田 画を增 加へ て餘地 をめ まさす、 己 ひとり 國 

5 ち すま さけ 

の 中に 住ん とす」 (赛 五の 八) と ん， たので ある。 


る。 何故かと 云 ふに ェ ジ ブトから パピ u ン へ 行く に は 如何しても 此國を i ら やして は を g 

, 'え い とクざ いりよ 3 は VN つ VN づ 3 ろ \ ちる 

し 得なかった からで ある。 言 は >パ レ ス タイン は 東西 兩 邦へ 通ず る 通路と でも 言 ふべき 地位に あ 

したが はや おいし や 3 わ 5 ふくし 5 しゃ v> ふ ^ *J いき JLS て、 

つたので、 從 つて 早くから キャラ、 グ アン (隊商) の 往復 繁く、 商業 も 可な b 盛况を した ものと 

ノ r ものがたり み. の もへ く に すくよ 

想像され る。 彼の ョ セフ 物語 を 見る，. ダ マ ス コ から 此地 を經て ェ ジブ トへ 降る キヤ ラバ ン の少 r 

なかった 第 例 を 見る。 特に 王朝 時代に は、 フィ 一一 シァの 商 ijl^ が イスラ ェ \の離ぅ^11に|35^^る 

ところ 極めて 大 なる ものが あった。 又 士師の 時代に もッ P よ. 9 來， 9 しし によら gfls!:^ まに お！！ な 

か はんえい てい つ 

はれ、 可な り繁 榮を呈 したと 傳 へられて ゐる。 

一二 王朝 時代の 商業 

tin- I «»5 ^^^^ WW せ-い： / ijre, かん 小つ と t 、ひさ タウね た r fc が ひ あ ひ A へ、， し a もく と； 

數 多の 小 獨立國 を 形成し、 相互 間の 嫉妬 鬪爭 常に 絶えざる、 彼の 互に 相 疲弊せ る楓族 を^ 一 し 

だいれ タ ごく けんせつ わう し to わん ひさ そのこ じ -7 

て 1 大王 國を 建設せ る は ダビデ 王の 手腕であった 。王 去りて 其子ジ 51 モン の 時代に なつてから は、 

《ブル ^ »3 ぶんがく しん ：6 ん てきて つがく かいそい かれら も y ゃタせ いてきき 0ゃ5 へ ブル じ，^ 

希 伯來の 智慧 文學、 籤 言 的 哲學の 開祖と 云 はれお 彼の 智慧と 行政 的 技倆が、 希 伯來人 をより よく 

^^つん fv、o ノ ， ，き の、 > ，こうしゃ 3r いづ はんえい こく か たも ** モ のとみ i f こと しゃ、 リ 63 ごと ひじ やう 、き i ひ 

啓 發指擘 したので、 農工 商 何れも 繁榮し 國家は 忽ち 其 富 を激增 した。 殊に 商業の 如き は 非常な 
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, , ヌノ ^ も， ひ じん ところ ぢ さん い ,Ji 

蹄 等 を 難へ 直さん とする 場合 は ペリ シテ 人の 所に 持參 したと 云 ふ 事で ある (母 前 十三の 一 九 I 二 

- ** ぶ.， とら はれ ほき ^ ぢ こタ もっと い Vi3 ろ 5 ？-？し や つゆ ゥた 

一) 又ハヒ & ンへ の 俘 囚の時 は 鍛治ェ は 最も 有用な 勞働 者と して 連れて行かれ たと 傳 へらる。 

聖書 は 其 時 r 大 H とぎ &とを 一 黥^ 1 へ t け. M と鼢 して ゐる。 ^^^カ何 に" 4 くの^ と酚 が 

あつたか は 之 にても 想像し 得られる であらう (王 下廿 四の 一 四)。 

おに であるが、 ss^^ 1 P い にます る。 き摯 がきに 1* される 

-こ ボ ViiX き、. r じタ ぶんしゃう めい タ こと たいへい f し why slis- く るん *5 や じゅ はか 

古代 陶器に よりて 充分 證 明し 得る。 殊に バ， ク レ， の 太 If 洋宗敎 大學院 の 舊約敎 授バデ ，博士が 

« J . ^ ■ • / PS* ほ » はっくつ いろく f e み おどろ なか ^ 6 んザん ん ねんい じゃタ 

一 九 二 七 年に 尸 レ ス タインの 舊 跡から 發 掘した 色々 な 陶器 を 見る と 驚く 勿れ 紀元前 二 千年 以上の 

た ^ ； ^^su. I 3 ft^ . , せ；^ ね.^ いに じ や 5 へ か 5 M がく； b ん 45 し れ 3 たいせつ せいし. f き じ 

古物 カ澤 山め る。 中には 四千 年 以上 經 たる 考古學 研究資料に 大切な ものが ある。 聖誊の 記事に よ 

れば ダビデと H レ ミヤが 陶工に 就いて 言 ふて ゐ るが (母 後 十七の 二八、 耶 十八の 了— 四： r 1 に 

れ きにい 乙 しょ かれ ら た、 つね 巧. 7 Lr , 

歴代 誌の 甞には 彼等 は エルサレム に圑體 をな して 常に 王に 事へ たと ある (代 上 四の ニニ )o 

二 商 業 

, も けいじ やうの タ^ ふち これ どタ じ し 5- う 4： ふ ち さはち りえ r* に 

力 レ ス- ズナは 地形 上 農業 地であった が、 之と 同時に 商業地と しても 極めて 地の利 を 得た 國 であ 


ざ い まつのき もくざい じ こく こ ひぎ あぶら モ のた こく ，0,0 かう えき こと 

材ゃ 松樹の 木お と 自國の 小 麥ゃ油 其 他の 穀類と 交易し (王 上 五の 六 I 一 一)、 殊に ッ から は、 

ひ あかがね かく > さ. e f ちしき み じ S くれん こ 3 へい しんでん けん ！3タ 

『銅の 細工 をな す慧 悟と 知識の 充ち たる 熟練工」 (王 上 七の 一 四) を聘 して 神殿 を 建造せ しめた。 

この .d:?- —，ゥる は .£ん でん いは ，は か 3 さ 5 くわれい えい f> てきしん でん 

此 神殿 はィ ェ スの r 美しき ソ " モ ンの 神殿 さへ も」 と 言れ た 極めて 宏壯 華麗な 永久 的 神殿で あつ 

こ. J ひっす 3 しょ 5r "いれ-；' ひのきお よ せき 13 いと ラ み な ど./' めいこく ゎタ き や V き-つ ぺんぁ ti モ のこん り ふ え、 iN 

て、 之に 必須の 諸 材料 檜 及び 石材 等 は 皆 同盟 國王ヒ ラムよ. y 供給の 便を與 へられ、 其 建立に 要す 

じゅくれん しょく こ V ま； i だれ きょ タ きふ すでのと は 

る 熟練なる 職工 も 亦彼ヒ ラ ム の 供給で ある こと は^に 述べ た 通りで ある。 

こくふう じ、 ソ じつ こくく わ. リは つや 3 ど う いしん ぶんくね な て、；' さと かれ 

. ソ& モン は國 富の 充赏、 國光發 揚には 如何しても 精神 文化 を 基調と せねば ならぬ を 悟り、 彼が 

£.7 こくみん し 3 け V 'てせ ち 3 しん お これ かみ れいはいせ いも てん えい f 

統 一 せる 國 民の 宗敎 的中 心をュ , サレ ム に 置き * 之をュ ホ パ； t の禮拜 聖地と なした 點は、 永久に 

みん- &く さ おく び よ かれ ど V めい こく わ- リ か、 ひえせ も おは 

イス ラエ 〃民族に 記 臆された 美擧 であった。 彼 は 同盟 贜ヒ ラム 王との 交易に よ- 9 て最 一 つ 大きな 

げ y^?:" く， はに それ こ- リ じ ねん の もや V や し 5 んこ 3 しんで.， ん けんに リ つ けんちく . ねん 

； is 蕺を 企てた。 其 は 工事 七 年の 後 漸く 歧ェ せる r ソ& モンの 神殿」 の献 堂に 次ぎ、 建築に 十三 年 

もや、 リ. q ん 6 つ え い わ • リキ -S3 ひすめ いへ およ これら れん しょけんち くぶつ ば しゃ V きづ じゃづ 

の 長年 月を耍 したと 云 ふ 王宮、 - パ fl の 女の 家 及び 4- 等 一 述の諸 建築物の 保障と して 築かれた る 城 

• へ 3 , i こ これ t.- いづ ぐれい こく ぼ- プぇき え の か くわ-ひさ. リ くわ れい き は 

壁 r ミ "」 等 之れ である。 是等は 何れも 外國 との 貿 n ^によりて 得た る 賜物で、 彼の 宏壯華 魔 を 極 

しんでん モ 3 さ. A れい びモ にん *0 さい はな 

めた ジ ti モン 神殿に、 一層 壯麗の 美 を 添へ、 一段と 異彩 を 放った ことで あらう。 

か.^ こ わ-り ど 5 じ さん； t ふ ふか さや-ひみ い、 ひ た ぐね いこく ぱ V えき こく 

ジ II モン は 賢き 王であった と 同時に、 產 業に 深く 興咏を 有し、 絶えす 外國 との 賀易 によりて 國 

^ぶく は • か せんけん めい だ 7 かれ けんしゃ めいせい と は と 3 は 3 しょこく つた 

利 民福 を 計った 先見の 目 ある 王であった。 彼が賢者たh^しとの名聲は遠く東方諸國に傳はh^、 ァ 
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, .^^^to / !} メ， > ね 3 こくせいい じ モの しゃ 54:1 い ふ か V 'りよ し せいじゃう ぐ わい こく ぼ、 >ぇ きじ 

で發 達した。 何と なれば、 ジ " モ ン王 は國勢 維持と 其 將來を 深く 考慮し、 施政 上外國 との 賀易事 

ほ. はに ノ 4* タ！ t ふ りタ せい はか すな は き ぼ か 3 にい さ ゆ 5 てい &んじ や 5 -0 ぢ 

業 を 開始して 商業の 隆盛 を 計った からで ある。 即ち 規模 宏大なる 宮廷の 現狀を 維持し、 ュ ダサ レ 

モ g ス いこく ふさ は し， § ,6 た はくに い ざい： t ん ぇタ * の ざい ゆん タ は 3 お ふ 

ムを 其帝國 に相應 しき 首都と なさん 爲 めに は、 莫大の 財源お 要した ので、 其 財源 を 得る 一 方^と 

と 3 la い おの しょり や V ゎタ らい しゃ. ブ is ふたい モぜぃ r * た SJ ひつ きょ 3 きふ あ ふ こ A 

して、 東西より 己が 所領 を往來 せる 商業 隊に 租税 を 課し、 又 馬匹の 供給 をュジ ブトに 仰ぎ、 之 を 

びと そのた せいは 3 し S4- く はん はい きょり はく 

へ -ズ人 其 他 西方 アジアの 種族に 販賣 して 巨利 を 博した ので ある。 

"タ f る ご Jl^ い モ， のし せい は めん i ひい か、 おの ちる かくり こくせい 

ソ U モ ン 王の 即位 後 第 一 に 其 施政の 方面に 表 はれた 秀でた 行動 は、 己が 地位の 確立と 國 勢の 教 

iiX .5 ゆ , 5l ヽ こく V5 めい ぽ 3 えき ていけつ かい 山 / こと かれ し せいじゃ 3 じ や t もの さい 

興 を 謀らん が爲 に、 各國 との 同盟と 貿易 を歸結 開始した 事で ある。 彼 は 施政 上 邪魔物と なった 祭 

ち * ォぅ 》• , i つ. は 3 もつ これ か は むすめ ，J つ； Jt> 

司 長 アビ ァタ 〃を アナ トテ の邑に 追放し、 ザ ドク を 以て 之に 代らし め、 パ ti の 息女と： 婚 する こ 

んほタ わ-つけ ど-つめい しか てんけい S た ふ 6 ん ち し &5.*'、5 も しゃ 3 

とに よらて 南 邦 エジプトの 王家と 同盟した。 而 して 天惠 豊かな 『富 源の 地で ある 商 1^ 地』 と稱せ 

られた 北邦ッ P の王ヒ ラムと 正式の 同盟 を 締結して 其 友情 を 固う した。 是 等の 同ずに よ. 9 てィ ス 

✓ i こべ *SlJ や 5 いぐ わい る け、 リレ よこく くわん けい ひら ** す/ \ こく. しんみつ め.^ 

ラエ ルは、 國提 以外の 異 敎諸國 との 關係を 開き、 益々 國交を 親密に せし のみなら す、 一 面 イスラ 

ェ 〃の 商業に 一 大發展 を 見る に 至った。 即ち 各國の キャラ パン は、 S "はおが- iv ピ "ン から ダ マ 

p^. に § ち い』 ま たしゃ 56 ふつ、；' ろ みなみ いお じ T な 7 レ ゃラ/ いとな 5 とく yo 

コを 經て此 地に 入り、 又 商業 通路 を 南して エジプトに 至 hN て 自由に 商業 を營み 得る やうに、 特驚 

保護し 獎飇の 方法 を fi じお ので ある (王 上 十の 一 五 )o » は 1^1 め趼 a フィ， 一 シァ より は、 街 縦のお 


つ 3 しゃう ぽ v-.*^ め かタ &1 た3 らい .U ぐ ど 3 めい て、 ナっ 

との 通商 賀易 をな しつ 、あるに 目 をつ け、 好機 到來 せ， 9 と、 直ちに フィ -1 シ ャと 同盟 を締 せぬ して、 

も ち、>^1ぃ えん がん レ. * こく しゃ ラゆ ふぼ タ えき はか モ の ころ こラ か，， * づ タレ it- タ ひら -K 

地中海 沿岸 諸國 との 商業 賀易を 謀った ので ある。 其 頃 紅海 は イスラ ェ ルと 通商 を 開いて ゐぉ。 之 

ち- * ► ， • ， 4/ いふく， をり ザ A も あまね にいく わん を くわん り こ 3 かい 

は父タ ビデが H* ト ムを 征服した 折 全地に 偏く 代官 を 置いて 管理せ しめ、 紅^の ュ ジ オンゲべ 〃を 

しゃ 3ゅ ふナ 5 え 、> か 5 さ ひ は ひ かい ラんゅ ふはつた つじ ゃタこ こ せん. * く. r 、リ せき 

商業 樞 要港と して あつおの を 幸に (母 後 八の 一四)、 ソ&モ ンは海 遮 業 發達上 此處に 船， 舶 数隻 を 

メっ ねか， ， じん ぼ 5 えき 《- か おこな 5- れ こ ム 

建造して 常に 彼の オフ〃 人と 貿易 を 盛んに 行った ので ある (王 上 九の 二 六— 二八 ).- 彼 は 此地を 

こ i き ^ち , , i し 5 つせ いち つ 5レ や 3 かいし なん . ど きんせ-し f > 

根據 地と して 更に 聖パ ク Jl の 出生地 キリキアの タ 氷 ジと 通商 を 開始し 『三年に 一 度 金銀、 象牙、 

もんこ タ およ く じゃくと タ ゆに ふ い もつ いか れ ：？'，5- し 41、 ./k く t C 

猿猴 及び 孔雀 等 を 輸入した」 と 云 ふ (王 上 十の ニニ)。 以て 如何に 彼 は 海運 翁に も 力 を &ぎ刃 

成功した か ，5- 解る であらう。 

ところ えい こ *J いす ゐ よ なら ひ かく 4>ん も じ り タ せい f れタ こく K 、つ こ、 

處 が榮枯 盛衰 は 世の 習て ふ 格言に 洩れ や、 一 時 隆盛 を 極めた ソ P モ ン 王の 國家も 何時までも 泰 

平 無事ではなかった。 彼は國 家の 繁榮 時代、 よりきた る li を じ ejkldl が せて！^ ゆる Ife 

' 0- > " r ^L7 ， . S いく SJ » ね， す K は * の ** つろ こんなん ないらん か b つと 

榮華を 極めた が爲 めに、 却って 恐るべき 災禍 を 招い お. > 即ち 其 末路 は 困難と 內 亂を來 し、 彼の 最も 

^> ゆ i;, ぐ.？， い ， こく， ：《,• はつ. や S つ ひ ぶんれつ << は * いた く は 

全盛 を 極め 海外まで も國威 を發揚 せる イスラ ュ ^も、 遂に 分裂 を 見る 破目に 至った ので ある。 加 

ゎタ にい ねん わ 3 ** いと せ のぼ ，二 

ふるに レ ハ ベ アム 王の 第五 年に はェ ジブ ト王シ シャ クが聖 都 H 〃サレ ムに 攻め上， 9 て M ホ バの家 

I ^^b^ y^y) ^.7b^ . in. い ひ *? さすが きん でん y よく.？ み i-i すがた くわ 

の齋 物と 王宮の 寶物 一切 を 奪 去った ので、 流石の 金 殿 玉樓も 見る 蔭 もな き 姿と 化し、 ジ u モンの 
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r ぢょゎ 5 f モのふ 3 ぶん き おはい かれ した はんも， A も わ 5 こ- - ろみ tto 

ラ ビヤの シパ の 女王の 如き は 其 風 開 を 聞きて 大に 彼お 慕 ひ、 難問 を 以て ジ ：！ モン 王 を 試みん と 欲 

レた かれ と い 3 めい はなし れ ぎしょ おは とも *4 はり かう.， つ 

し、 親しく 彼 を ェ〃 サ レム に訪 ふたな ど は 有名な 話で ある。 歷史に 由れば、 「多くの 部從香 物と 

はは a おは きん a5 せ^ にな らくだ し ti が わ もと & $ "-7 わ 3 れい レ たが 

甚だ 多くの 金と 黉石を 負 ふ 駱駝 を從 へて、 ソ&モ ン 王の 許に 來た 時に、 王 は 王の 例に 從 ひて、 シパ 

ぢ よわ v bo おく はか た かの ぢ よ の もみ 1^ すぺ * の もと もの おく 

の 女王に 物 を饋. 9 たる 外に 又 彼女が 望に 任せて 凡て 其 求む る 物を饋 る」 (王 上 十の 二 I ニニ) と 

m モ のぐ わ いかうし 5 わん なに しゃ .A らいお のれ め める ひ じこくた ぢょ わ、，.' かんたい 

ある。 彼 は 其 外交 手腕に よ. 5 何 か將來 己の 爲か、 或は 自國 の爲 めに せん ものと 女王 を歡 待した も 

A さつ りん はタ しょ こく fc ぐ しゃ 3^ ふじ ゃタ くわん けい i$J こく さい しん ぜん タへ 

のと 見える。 察する に、 ソ&モ ンは 隣邦 諸國と は菅に 商業 上の 關 係に 止まら や、 國際 親善の 上に 

P タで ふる か 4* くら い め ひ おはい り すくな 

な、 絕 えす 腕 を 振 つたので、 いざ 鎌 食と 云 ふ 場合に は、 大に 利す ると ころ 少 くなかった ので 

たと かれ づね こく は. ソ じ ！S> ふ その い そ. - れんくわん げんご とりで きづ tfc 

ある。 例へば、 彼 は 常に 國 防の 事業に 其 意 を 注ぎ、 聯亘 せる 堅固の 城砦 を 築き、 又 H ダサ レムの 

は 3 び ゆん ぐんたい かづ 1 せんしゃ <l5 へい た す 3 みつ i モ のせん しゃ なん は 3 え 

防備 を駿 にし、 軍隊の 數を墦 し、 戰 車と 騎兵 を 多数 集めた 時に、 其 戦車 は 南 邦 H ジ ブトよ 得、 

1^ ** んす V 'せん *0 严 いぶ >7 ほひつ to に ふ つ U 

又 一 萬數 千の 騎兵 用の 馬 西 は コアから 輸ん したと さへ 傳 へられて ゐる (王 上 十の 二 六 I 二 九 )o 

つ わ 5 かい， ソん^ ふ じ ゆわん けん レゃ ゆいがん よ こく ft しゃ？ い くねん は この 

次に ソ V モ ン 王の 海運業の 手腕で あるが、 賢者 ソ n モンの 炯眼 克く國 家の 將來を 看破して、 此 

W う.^ ん • か はってん - ) f ^. & けいじ や 3 てき だ 3 かタ わん fc かいぐ わい 

方面に も 可な b 發 したやう である。 當 時の パ レ ス タイン は、 地形 上適當 な港灣 なき 爲め、 海外 

かい タん！ t ふ ふ か の 3 とごろ かれ その きゅ3 てい しんでん *S5 お &ぢ ざい * ん て、 3た つ モ のこく みん く XI 

との 海運業 は 不可能であった。 處が彼 は、 其 宮廷、 神殿 其 他の 維持 財源の 調達 を、 其國 民に 課し 

そ いだ モ の ぜん ひ ょタ レぺん え モ Z かれ はく は. f り や， ソが， 7 い. 7 ひろ ぐ わい こく 

ぉ祖税 丈け では、 其 全 費用 を 支辨し 得ない。 其 處で彼 は、 北邦フ イシ ユアが 良港 を 有し 廣く 外國 


四 俘囚 時代の 經濟狀 態 

ュ ダャ 人はェ ホヤ キム 王の 時代に、 パビ ti ン の王ネ ブカデ ネザグ の， じお の^めに »^ と 

た す 5 い は 3 とら は ひ れきし つた もころ よ i れ 、へ >n ろ.^、 え 5 be at 

なり、 多數 異邦に 虞れ て曳 かれた。 歷 史の傳 ふる 所に もれば r 彼 H ホパの 家の 諸の び の 

いへ は- フもゥ モ こ たづ さ さ わ. り みや つく .n ろ/ \ き，" ラウ は 7 

家の 寶物 を其處 よ- 9 携へ 去， 9、 イスラエルの 王ソ "モンが H ホパ の宫に 造りた る 諸の <^； の 器 を 切 

I かホ ぷ， さい みおよ さい ぼく はくら さい にい ち 5- ら ものな ちび に、， -く 

はがした。 彼 は又ェ 〃サ レ ムの 一 切の 民 及び 一 切の！^ 等と 一 切の 大 なる 能力 ある 者 並に 大工と 

r * ち まんにん たづ さ い 、1 こ， i し^ ゥこ 

鍛冶と を 一 萬 人携へ 行った」 (王 下廿 四の 一三、 一四) と 云 ふ 事で ある。 而 して ェ \サ レムに 遺 

された の は、 「國の 民の 賤き 者の みな， 9』 (同廿 四の 一 四) と ある を 見れば イスラ ュ 〃の 断 じ £g 

は 推して 知る ベ しで あらう。 

ふ レラ せいく わつ ち、 A びと はじ けつ か-ひふく い ゆ， や V と v ち ふ じい 3 せい 

パビ P ン に俘囚 生活 中の ユダヤ人 は 初めは 決して 幸福で はな かつお。 異敎 徒の 中に 不自由な 生 

< ^わつ かれ ら ゎタた じ-/' りん せい と さい こ V せ っぽ.；' to- 

活を なせる 彼等 は、 ネブカ ダネザ \ 王の 爲 めに 蹂躪され お 聖 都 H X サレ ムの 再興 を 切望して 止ま 

これ ぜん ふ し 3 びと かみ さ- * あさ 5 ふ いのり ところ ぶんく わせいく わつ な したが 

なかつ お。 之が 全俘囚 ユダヤ人の 神に 捧げた 朝夕の 祈であった。 處が 文化 生活に 馴れる に從 つて 

彼等 はパビ P ンに 同化し、 次第に 居心地よ く感 する 樣 になった。 而 して 彼のべ だシャ 時代に 彼等 

四俘囚 時代の 雜濟狀 態 七 七 
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せいりょく ぜんぜんら を toa しゅ びと なん ぢら おの ねから ら つ 

勢力 は 全然 地に 落ちお ので ある。 故に 主 イエ スが ユダヤ人に r 汝等 己が おめに 財赞を 地に 積むな、 

ん ^ふお の ょメら てんつ み えいぐ わ i そ のよ. V ぼひの to- りの はな レ 

汝等 己が ために 財寶を 天に 積め。， 見よ、 榮薪を 極めた るジ & W ン だに、 其 服装 野の 百合 花に 及 か 

. お ほ さ これ さ 

ざ-. y き」 (太 六の 一 九 —二 九) と 仰せられ たの は 正しく 之 を 指した ものである。 

王朝 時代に 於け るパ レ ス タインに は、 商業都市 は 二つあった。 j は聖都 H 〃サ レムで、 ニはナ 

か わ 3 .s^ わい こくぼ タぇ *7 しゃ タゆふ た にい ^や タみ もつ ひか けい やく 

マリヤで ある。 彼の ァ " プ 王が 外 國資易 や 商業に 多大の 興味 を 有ち、 遂に 彼のべ ネ ハ ダテと 契約 

ひすへ ブル じん おい しゃ タ is ふ いと Ji けん り くねく ふく ひとへ こく ふ 

を 結び、 希 伯來人 をして ダ マス カス に 於て 商業 を營 ましむ るの 權利 を穆 得した の は、 偏に 國富を 

ま しや-;' ゆ ふせい さく た 3 じ ない ぐ わい しゃ 3t ふ い か せいだい よ ゆん しゃ 

增 さんとの 商業 政策の マであった であらう。 當時內 外の 商業が 如何に 盛大で めつ たかは 預言者 ィ 

ら けいこく み あき. & 

ザャ、 ホセ ァ、 ァ モス、 ゼ パ 一一 ァ 等の 譽吿に 見る も 明かで ある (變 二の 六、 七、 一 六、 三の 一 八 

さんせ v いま モ の れい 

I 二三、 何 二の 八、 十二の 一、 七、 八、 麼 六の 三 —六、 八の 五、 番 一 の 八を參 照せ よ) 今 其 例 を 

も， ま ぼ V えき たタ じ J い はんじゃ 3 り や 5 

{ ニ擧 ぐるならば 先 づフィ 二 シャ との 貿易で あらう。 當 時フィ ュ シャ にはッ P と 云 ふ 繁昌した 良 

^5 しょぐ わい こく かい. ソん けん どくせん い いは ゆ も かんむり さづ ち モ のなか あ ti ラど I* み 

港 あ hv て 諸外國 への 海運 權を獨 占した と 云 はる、、 所謂 「ッ "は霓 を 授けし 邑、 其 中の 商人 は 君、 

そのな か うりか ひ ち た ふと もの い ほど さか みなと 

其 中の 貿易す る もの は 地の 貴き 者な (賽廿 三の 八) と ィザャ が 言 ふお 程の 盛んな 港であった。 

またよ it ん しゃ よ じん ¥ くわ レ みつ あぶら ^7ん ぎん ほ-ひ せさ ざい 

又 豫言者 H ゼキュ 〃に 由れば、 ュ ダと イスラ H 〃人 は、 麥、 菓子、 蜜、 油、 乳香 等と 金銀 齊 石材 

もく その た かタ えき い こと 

木 其 他 を 交易した と 云ふ寨 である (廿七 章)。 


ユダヤ M を, ilSi して iiWS 衝^と した もの は ギリシャ がで あつお。 之 は 先に も 述べ 4^ 樣に 

にい. P う ち ち.；' いい ふ. 7 ぶ しょこく せいふく i ぼん ごく ゆん U しふくわん ゆい じ 5 つ t タ いく い ^^リシ.^ 

ァレキ サン ダ ー 大王が 地中海 東部 諸國を 征服し お 時に、 本國の 言語 習慣、 藝術敎 育と 云 ふた 希臘 

お， レ くわ てっていてき ふ ふ その 5- ん くわ しか せ いぶんく わし ちう もつ >1， きょ ラみ ふか 

ガ化を 徹底的に 普及 せんとし お 其 感化に よるので ある。 而 して 世界 文化史 中 最も 興味深く して 顯 

ちょ ギリ、 ンャ くわ これ たい はんぎゃく ん A5 ギリシャ-' このち ク れつ は A たに：. プ.? 

¥^ る は ユダヤの 希臘 化、 之に 對 する マカビ アンの 反逆 運動で あらう。 希 臘は此 猛烈な 反 對蓮勸 

たい es くりょく ギリシャ くね つと その^つ か けいし しラ け. r- il ん たや もく _ , , に〕 め 

に對 して 極力 「ユダヤの 希臘 化」 に 努めた。 其 結果 形式 宗敎の 圑體と 目され た パリ サイズ ムが此 

•7 さ 7 はんさ 5 ばっこ. ゥ" 

蓮 動の 反動と して 勃興し おと 傳へ， らる 

た、 にい わ せいさく ら ち、 ひかい ひがしえん がんしょ はラ ギリシャ くわ にい は , * ^ P 

ー體ァ レキ サン ダ， 大王の 政策 は、 地中海 東 沿岸 諸 邦の 希臘 化の 第一 步 として、 先づギ タシャ 

£ し けんせつ は 5i こと レか これ みんぐ わい ねんねん f" つ じゃタ s^s , ； r 

都市の 建設 を 計った 事で ある。 而も 之 は 案外 短 年月に 成就せられ たらしい。 彼の ァ レキ サン ドリ 

とう はじ こ はん JbA*~ づ おは ギリシャと レ すな は * の P つれい I 

ャ、 アン テオ ケ等を 初めと して ガリラヤ湖 畔に 建設され た 多くの 希 鳳 都市 は 即ち 其實 例で ある 

したが お おも ノ と ^ ぶんく わ ち 3 しん / いき は じん. - か-^ くわ > 

從 つて ユダヤ に 於け る 重なる 都市が ギ リシ ャ 文化 を 中心とした ので、 勢 ひ ュ タ ャ人は 之が 感化お 

3 え ところ これ かん じん h ん は- r- と.^ ち はじ 

受けざる を 得な かつ た。 處が 之に ァ ト • ホ ー ム を感せ ぬュダ ャ人は そろ/.^ 隣邦 都市 へ 散う 初 め 

モの けっく わ ザん じ； b い ざい てき にい ひ へい きた じん だい こく みん に. いば こり か せい 

た。 其 結果 H ダサ レム は 漸次 經濟 的に 大 疲弊お 來し、 ユダヤ人が 歷代國 民の 一 大誇 とせる 彼の 聖 

と けん & pi うし » いひ タんみ い； i . > 

都の 櫂 威 も 忽ち 失 ふと 云 ふ 悲運 を 見る に 至つ おので ある。 

さ ち しょくみん レ だい モ のない ち ふかい 44 しゃ- ふ まな ね づょ これ 

偖て、 ギリシャに 散った ユダヤ 殖民 は、 次第に 其內 地に 深く 入.. y て先づ 商業 を學 び、 根 强く之 

五 希臘商 築の 感化 - 七 九 


第 八 章 商工業 セ八 

ひ f こ ひしね *- いとぎ くねん こタ ぜんみ 11 とき b はや ぶんく わ こく もの 

の 夢想し 戀慕 ふた iji 都歸 還の チャンス を 公然 與 へられた 時 は、 最早 文化 國パビ & ン レ戀. ^ねる 者 

おは せいと- へ もの あんぐね いすく い しか かれら おは およ き -.7 よ £ 

多くな，^、 聖 都に 歸 つお 者 は 案外 少な かつおと 云 ふ。 而も 彼等の 多く は バビ" ン 及び 氣 候良く 土 

» にに i r いろく はラ めん せいりょく しめ つた 

地の 豊沃な チグ タス、 ュフラ テス 谷に 止ま b て 可な り 色々 な 方面に 勢力 を 示した と傳 へらる。 " 

は、 て.^ *- かいぶんく ゆ ゆん ん じん つ， は <iN ぜん * ん ねんかん しゃう こ V 'のう いづ 

ムラ ピ 法典に よれば、 ュフラ テス は 世界 文化の 源泉で、 ユダヤ人の 追放 前 1 千年間 商工 農 何れも 

せいだい おこな ひろ */ い ぶ レょ こく そのかん くわ およ い こと 

盛大に 行 はれ、 廣く 西部 諸 國に其 感化 を 及ぼした と 云 ふ 事で ある。 

然るに、 當 時の ェ〃 サレ ムは 如何であった かと 云 ふに、 彼の ハ ガ.. ？、 ザ 方 ジァ、 マ ラキ、 ネ へ 

も X * ん しゃ くら モろ じん けいこく べんたつ ちょ ラ ねか す は よ 4" ん しゃ 

ミヤ の豫言 者が 口 を 揃へ て ユダヤ人 を饕 吿鞭韃 せる に徵 しても 解る。 即ち 豫言 者ネ へ ミヤが シ 

みやこ -0 とき e! や 5 にい せい と こと と たづ かれら AE はれ びと のこり 

ュ シャンの 都に 居た 時、 兄弟に ill 都ュ 〃サレ ムの事 を 問 ひ || ねし に、 彼等 は 「俘 靡 人の 遺餘 なる 

>• ) ^5 ない fc-^ にい な **:Jf * は づかレ * も tfc いし 《 'き 5 らく づ *e もん ひ や 

其の ：！； 內の 民は大 なる 患難に 遇 ひ 凌辱に 遇 ふ。 又ュ 〃サレ ムの 石垣 は 打 崩され 其 門 は 火に 燒 けた」 

き す は な かなし ii んじ *1 * かみ ねつた 3 さ- い 

と 聞き ネ へ ミヤ は 坐って 泣き 哀み斷 食して 其の 神に 熟禱を 捧げた と 云 ふ ( 一 の 五、 六、 序に 基 一 の 

さ.^ せ， 7 

七 II 1、 二の 一 六—、 isi 七の 七、 馬 三の 一 gr 尼 二の 一 七、 四の 二、 五の 一 1 五參 照せ よ)。 

これ つ. Q は r. じ にい おけ じん けいざい じゃタ にい はかりし 

之に よ. 9 て も 追放 時代に 於け る ュ ダャ 人の 經濟狀 態が 測 知られる であらう 

五 希臘 商業の 感化 


第 力 章： 貧 € 富 

ー當 時の 經濟狀 態 

初代 パレスタイン は、 ^?&|に^して^な.-|-ぅした巧}|にはぁ1^-たる_轵はきでにキぺた»,, 

である 。，に 隣邦 フィ， 一 シャ、 V ビーン、 エジプト it の羅ゃ おれば、 iwrt^ に&ん 

せられない。 けれどね if して は ぎ は：^。 rf 、 W まとも 1 に HIS をな し i 

ゆ ふ .L ゃタ れい い 4>、 ろ ， ほ^^て-* ね J. 

業 も獎勵 すると 云 ふた 處 から 可な， C 發展 した » である。 iSg に 抓よ g の 4^^.^ をル ると、 

活に 於て 奴隸 自主の 社會的 差別 制度 こそ あれ、 さしおる isl^i 驟も， あらなかった。 ？ }s レ 霍§の 

生活 は 極めて 簡單 であった。 i ザて は 雛 * 麻の IS も！！ に iS: した， lilf、 rn: に 

見る 様な 財逢爭 鬪が餘 ひなかった。 li して！^ ん& の礮^ くなかった であらう。 i ろが is." 和 g 

にきてから は、 即ち 力 ナンお ず がじん は、 PEMSmt^. fs^ 

と 違って、 永住 土着の きつ 癒から、 ，おの g や 露の けき、 S き f きんする ま i 

一 常時の 經濟狀 態 . , 


第 八 章 商 H 樂 AO 

じ 、 かれら ち ち V かいえんがん しょは タ くわつ？.； ぶたい タみ りく くわつ はつ 、ひん？」 う こ X ろ * のォ つい 3 ひ 

に從 事した。 彼等 は 地中海 沿岸 諸 邦 を 活動 舞臺 として、 海に ii に 活潑な 運勖を 試みた。 其 結^ 遂 

か. や. つん ヤス ひ やく お ぼい はってん つた れきしか そのころ IS と しゃ、 リ. つ t つ 

に 海運 權をも 把握して 大 に發展 したと 傳 へ らる。 歴史家 ョ セ ファス は 其 頃 「ュダ ャ 人の 商 i^il 達 

と 一 時 疲弊せ る國家 再興 繁榮 を』 其 著 古代 誌 二 章と 十二 章に 記して ゐ るが、 ii? はぎが い iiS" から 

^ J で， ん じゅんれい ごと ぽ こく モ のとみ たづ さ かへ さ. リざ 3 

年々 聖地 ェ 〃サレ ムの宫 殿に 巡禮 する 每に、 母國パ レ ス タインに 其 富 を 携へ歸 つた ものと 想像 さ 

I か じ V. いみ じん さら 口 1 マ ぶんく わ よく ，- U, しゃ v*- ふ 

れてゐ る。 彼の ィ H スの 時代 を 見る と、 ユダヤ人 は 更に ギリシャ 羅 馬の 文化に 溶し、 如何に 商 #^ 

せい e ゃタ てい す- 0モ く か たと レ じ や 3 くわう け、. - 

か 盛 况を呈 し たかを 推測す るに 難く はない。 例へば 市場の 光景 (太廿 の 三、 廿 三の 七、 可 六の 五 

II ^ / か S か あぶら か タれタ 5- 

六、 七の li) を 見る と 高價な 油と 香料 (可 十四の 五、 十六の 一 、 約 十九の 三 九、 太廿 五の 九)、 家 

畜、 武器、 衣服 等， (路 十四の 一 九、 廿 二の 三 六、 可 十五の 四 六) の1:^が.^|1に111(^5„はれたか 

* ： > D ^< . • 巾 ^^ぃ ゆ」 ん もく はう せき しょくれ、 r- き b のる， ゆ ふ いは ゆる >u や-つし ゃタ にん CC ,£、， ぐ わい 

、ぎる であらう。 特に ィ ェ スの 時代に は 金屬寶 石、 食料 着物 類 を 業と する 所謂 行商人が 阖の 内外 

に發展 しおの みならす (路 十の 三 丄ニ 七、 太 十三の 四 五—)、 に！ じ 事 % ま でさ ^ んに 1£? は 

れた 形跡 を 見る (太廿 五の 二 七、 路 十九の 二三： >o ^決して ユダヤん 自 4 の ssi による ものに^す 

メ * 口 7 マ ぶんく わ かんく わ レ よさん み 

して、 確に ギ リシ ャゃ羅 馬 文化の 感化に よる 听產と 見て よから う。 


てきた とへ i.y , みきら z z われ $タ み ひ 

的 例話に 徵 しても 明かで あらう (母 後 十二の II 七)。 此處に 我， の 興味 を 引く ところの も 

のが ある。 それ は ダビデが サク\ おの か 41 れて ^ の アドラムの かに 歐 した^に 「ls 

ひと.. . ふき？ * いし， や fc- あき fcfe ね ものみな かれ もと みつま おさ --」， 

める 人、 負債者、 心に 慊ぬ者 皆 彼の 許に 紫り て」 (母 前廿 二の 二 I) ダビデ を 長と したと あるお 

である。 之は當 時の ぎ 者 や 暴 1? の に" i して、 Kiii^ おまきせ る igf やき の ^<|^ 駆 を 

意^した もので 赏に 傷まし き社會 問題で あつ たので ある。 

二 貸借 問題 

di? ぶ \ へ ブ 1* 5 とみ ふ へいきん たいしゃく せいさ よろ え ふ 3 しゃ き く れ，リ ,0 

ぉ卞希 伯來に 於け る 富の 不平： g は、 貸借 制度の 宣し きを 得ない のと、 富者 ゃ贵 族の 横 行爲に 

ん いん \ ゅ从 ^い- おや U きんて. /'さ しゃく きん お .0 ひき ド て-じ jt.c t» t . せ、 こタ ，5* さ 

原因す る。 現代に 於て こそ 資金 調査 (借金で) によ. C て、 思 切った 大事 業 を^ 營 して 4^ 功 を收め 

パ / t. fc5 じ この せい ど は 3 はふ な S しゃく きん ！ JJViil ん こ じ I- てき S. PI 

得る が、 當 時の イスラ H 〃に は此 制度 や 方法が 無かった。 故に 借金 は 全然 個人的の もので、 ぎ 

"^や * へんさい え は * ひ そのて いた、 フ ぶつ ち かし ひし とりみ b かりて ヘレ tj* し 

者 力い よく 返濟し 得ざる 場合 は、 其 抵當物 は 直ちに 貸 主に 取上げられる。 若し 借 手が 返^し 得 

、 . し ft あ ひ さいけんしゃ モ のこ ど れ、， 、 , こ，、 や i c^ry - ^ 

すして 死ん た 場合に は、 債 櫂 者 は 其 子 を奴隸 とする (王 下 四の 一 —七) と fK ふ 苛酷 を 極めた 慣習 

よ ゆん しゃ fcT- じ む さん いいき" じ や 3 たい ？-の 、.K 

であった。 豫 言者ネ へ ，、ャ は當 時の 無產 階級の 狀態を 新う 述べて ゐる。 おく、 


第 九 章 貧と 富 八 二 

りづ ひつえ ラ つ V 'かん f した か か じっさいもんだい レ S いん ぃタ さんかいき ふら 3 l-ej れつ さ * 

律の 必要 を 痛感す る檬 になつ. お。 從 つて 欺う した 實際 問題が 主因と なって 有產 階級 中に 激烈な 爭 

fc5 ゃ& しょ えん い ゆん し feiN てい はじ これ ひ さんしゃ ぎゃくたい へん じゃく レ やすな は や- 

鬪が隨 所に 演せら る、 と 云 ふ 現象 を呈し 初めお。 のみなら す 之が 無產 者の 虐待と 變じ 弱者 即ち 寡 

一め み な しご そのた われら さ 3y5 い じゃタ し ^ K • ^ [ I * ' ' i . 

婦、 孤兒其 他が 我等の 想像 以上に 虐、 へた げられ たので ある (申 十の 一 八、 廿 四の 一 七、 廿 七の 一 

また わい こくじん ど 5 や 3 かれら へ ブル じん や も あ. ひ じぜんて き は U 5 

九)。 又外國 人な ども 同樣 で、 彼等 は 希伯來 人に 傭 はる、 か、 或は 慈善 的 保護 を 受けねば ならぬ 

みり さ * b それで 含 や み ど れい i レ f い は. ひ なみに 

有様で あつお (申廿 六の 一 二)。 若し 其が 出來 ねば、 止むな く 其 身 を 奴 隸に賣 り 一 生 異邦に 淚の 

くえき じ や、 >u い い こくみん しん ほ つ レゃ くわい レ にい ふくざつ 

苦役 をせ ねばな もぬ と 云ふ狀 態であった。 言 は^ 國 民が 進步す るに 連れて、 社會が 次第に 複 維し 

いろ/ \» しゃく わい もん ii い くし to- つ 

色々 な紕會 問題が 續 出した ので ある。 

ひん ぷ けんかく はな は おこ の タゅ ふじ にい *.>れ わ ラてラ 1^ V. い C 

パ レ ス タインに 貧富 懸隔の 甚だ もく 行 はれお の は 農業 時代で あつお。 之が 王朝 時代に 來 ると 益 

( あくく わ £ き わ 3 -5 4- く ふ ごう ^5っ こ たい - r , . 

々惡 化し、 時の 王侯貴族 や 富豪の 跋扈 は 大した もので あつお。 彼の ギ デオンが H ホパ から イスラ 

じん ざい タん f しに 5 しゃ め と*? し to- われな に すく 

ェ 〃人の 救濟 運動の 指導者と して 召された 時に、 「あ、 主よ、 我 何 を もて イスラ H 〃を逾 ふべき、 

わがい へ 3»» いと よは われ ち.* いへ いと いやし もの 

視ょ、 我家 は マナ セの 中の 最も 弱き もの、 我 はまた 父の 家の 最も 卑賤き 者なら」 (士 六の 一 五)、 

い こくはく ん ひつじ せん やき ひつじ i> <V *0 

と 云 ふた 告白と ナパ 〃が 『三千の 羊と 一 千の 山羊 を もちて 力〃 ナ\ にて 羊の 毛 を 剪 b 居たり」 (母 

い *- いく わつ ひ かくたいせ- f お 3 じ しゃく わい じ ゃタ； i い f ざ- 7 とく じ にい 

上廿 五の 二) と 云 ふ 生活と を 比較 對 照しても、 當 時の 社會狀 態が 想像され る。 特に ダビデの 時代 

かれ *9 ふ がラ ： 'かざん こく： a じひ よ ゆん しゃ わ- リ めんぜん おい f 

に、 彼等 甯 豪が 如何に 慘酷 無慈悲で あつお か は、 豫 言者ナ タンの ダビ、 デ 王の 面前に 於て なせる 諷 


くねん いづ / はふ てん か おんてん あね 

鼸 して は 何れの 法典 も 斯うした 恩典 を與 へなかった ので ある。 

三 有産階級の 發達 

レ やく わい！！？ ん ii い しん jS はつ つ つ へ ブル とく けん，； -ぃ きふ じゃくしゃ しひ； Z レ ふく こ い &，、 るレ じ こ とみ 

社 會圑體 の 進步發 達に 連れて、 希伯來 の特權 階級 は 弱者 を 虐げて 私腹を肥やし 著く 自己の 富 を 

つく こと わ 3 て 3 じに い かれら か- リ e』 くわい せんじ ひへい り よ， ソ ？ J ん しゃ 、产 どタ" 

作った。 殊に 王朝 時代 は 彼等の 爲 めに は 好機 曹 であった。 戰 時の 疲弊 を 利用して 貧者の 不動 廣を 

むじひ とりも ふ だ,/ へ ブル じん ぐね いこく せん さ V- ^ A あ ひ こくみん *Y めくね- 

無慈悲に も 取上げた。 不幸に して 希伯來 人が 外 園との 戰爭で 負けた 稳合 は、 國民は 其 課せら る、 

ぢ うせい た さら くるし ま か はう ぎゃく ぢ うせい た， リじ ふ えせ し はう こく わう 

重税の 爲 めに 更に 苦み を增 すの みであった。 新う しお 暴虐な 重 稅は當 時 『賦役」 と 稲して 闕 王よ 

くわ ゆき ろうりょく もつ ぶ ぎ やう き やう iJ い つた r わう と.^ じっし 

b 過激な 勞カを 以てする 奉行 を强 請され たもの だと 傳 へらる。 彼の ソ モ ン 王の 時に 實 施された 

すな は わう この ふ えき はふ じこた ぜんび つく わ-ひさ 5-ひ -SPSS でん けん ざ、 リ 

のが ジレ である。 即ち 王は此 賦役 法に よりて 自己の 爲 めに 全 美を盡 した 王宮 や 宮殿 を 建造した。 

しか ぜんち これ た ちょうし ふ にんそく を どろ なか まんにん いこと 

而も 全地より 之が 爲 めに 徵 築せ る 人足 は 驚く 勿れ 三 萬 人であった と 云 ふ 事で ある (王 上 五の 一 

三)。 故に 豫言者 H レ ミヤが r 不義 を もて 其 家 をつ くり、 不法 を もて 其 高樓を 造り、 其 隣人 を 俯 

なに あに その あ ひ はら もの は ざ は ひ さけ この ふ えき へいがい 

ふて 何 をも與 へす 其 價を拂 はざる 者は禍 なる かな』 (耶廿 二の 一 三) と 叫んだ のは此 賦役の 弊害 を 

つう は r ざいみ く あ ふ 5_ うとく わう か ，ゆ 4 、 ， 

痛罵した ものである。 新う しお 罪 惡を敢 へ てな せる 不道徳な 王 は、 彼の ァ 、ノ プ であって 彼 は ヱ ス 

三 有康 階級の 發途 八 五 
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こ. - t みそのつ t とも そのき や. ひ ，レ い じん "か おはい さけ - 5 -2 ひとい わ^, ら r お. 1， カー 、 fdl .i^" 

『玆に 民 其 妻と 共に 其 兄弟なる ユダヤ人に 向 ひて 大に 叫べ h, -。 或 人 言 ふ、 我等 及び 我らの 男子 女 

し おは こ？ つ え くら い < もも ひと い われら われら た はに ぶ ビ. -リ. t- のおよ い ^ ルら 

子 は 多し、 穀物 を 得 食 ふて 生きざる 可から ャ。 1^ 人 は 言 ふ 我等 は 我等の 田畑 葡萄園 及 ひ 家 を も 質 

すで 5 & 4£ われら こくもつ え みる ひ い われら われら た は ii およ ぶ に，.. -, の 

となすな り、 旣に飢 に 迫れば 我等に 穀物 を 礎 させよ。 或は 言 ふ、 我等 は 我等の 田畑 及び 葡萄園 を 

かね か わ •> そ せい さ され われら にく ねれら き や- い にく おな ねれ し ぢょ かれら し 

もて 金 を 借 ，5 て 王の 租税 を納 む。 然ど 我等の 肉 も 我等の 兄弟の 肉と 同じく 我らの 子女 も 彼等の 子 

ぢょ おな み ねれら it んし V- よし ひと したが どれい わが その ほか ひと もの / 

女と 同じ。 視ょ、 我等 は 男子、 女子 を 人に 伏從 はして 奴隸 となす、 我 園 は 別の 人の 有と な おれ 

ばな り」 (尼 五の 一 1 五) と。 

じゃくしゃ さけ しんけん も こ じつ なみ ビ どラじ や、； V あ ii ひ かや す td は こくみん ぶ 

弱者の 叫び は具劍 であつ お。 其 處には 赏に淚 ぐ ましい 同情に 價 する 数々 が ある。 即ち 國 民の 賦 

くわ ぜいきん おお の ラぜぃ ゆ 》3 仁ん は い す こ ほかり と ち かし 53 し か 3 り くるし つ ひ 

課された 稅金は 重く、 納税 故に 擔 保に 入れた 少し 許の 土地が 债 主からの 高利に 苦 めら れ.' 遂に は 

ゆ たより とら とりみ いた じつ ひさん しゃく わい かいか V； しゃ レタ 

唯 一 の 頼で ある 土地 さへ 取上げられ るに 至って は、 賞に 悲慘な ものである。 故に 社會 改革^ ゃ宗 

け 3 か し £ っ&ん しゃぐ わい かくめい きせつせ つき や 3 し ぜん f い かふる じ ^い しょは ふ てん 

敎 家が 出現して、 社會 革命 をカ說 絶叫し おの は 自然の 數と 言って よい。 彼の 古い 時代の 諸 法典に 

よ さいなし やぼ n; はふ せいてい たと しゅつ エジプト *1 さいむ しゃ たい くわん にい じ ひ しょ 

由れば、 債務者 保讒 法なる ものが 制定され お。 例へ ぼ、 出 埃 及 記の 偾務 者に 對 する 寬大 慈悲の 處 

ら はふ てん じゃくしゃ ふ じょ ど れい やと ひにんた いぐ 3 しんめい はふ てん 

置 (出廿 一 一の 二 五 II 一七)、 レ ビ 法典の 弱者の 扶助と 奴 隸の慵 人 待遇 (利廿 五の 三 六 1)、 申 命 法典の 

ひ り そく たいよ i こと しんめい はふ てん ねん SJ と はタ しゃく • せいど f 

無利息 貸與 (申廿 三の 一九 —二 〇) 等で ある。 殊に 申 命 法典に は 七 年毎に 『放 释」 の 制度 を 設け 

かし Q し かり ねレ - * ひ せタく xi んゎ £-ラ しか ぐ わい こくじん さい む しゃ 

て 債主と 借 生との 間が 多少 緩和され て ゐる樣 である (申 十五の 一 j 四)。 が 然し 外國人 債務者に 


り f ひん レゃ せんぎん ぶっぴん 5i けいざい はふ てん- てきよ-/.' i ひし A こラ もの い 3 あい 

「利息な くして 貧者に 金銀 物品 を 貸せ」 と は經濟 法典の 適用と 云 ふよ. 9 も、 寧ろ 不幸な 者 を 友愛 

せいしん こ-ろ たが ひ もんじょ はくあいしゅぎ もと じん il タ へう じい か レ よに いは- Ji てん で. ソこラ 

精神から 心よ く 互に 援助す る 博愛 生義に 基づいた 人道の 表示と 言って よい。 彼の 初代 法典の 條項 

11 い ねん とも やす たがや ,1- たみ まづし もの やしな はくあい 

に 「第 七 年に は 土地 を 息 ませて 耕さ やに 置き 民の 貧き 者 を 養へ」 (出廿 三の 十一) と ある は 博愛 

せいしん せいてい さら しんめい はふ てん sfc, でん や こくもつ か is 

精神から 制定され たものと いはねば ならぬ。 更に 申 命 法典に 來 ると r 田野に て 穀物 を 刈る 時 もし 

* の た ゆ でんや わす を かへ き； i これ と P こく にん み しご やらめ これ と 

其 一 束 を 田野に 忘れ 濯き おらば 返り 來 て 之 を 取る ベ から や、 他國 人と 孤 子と 寡婦と に 之 を 取ら 

しか ts んぢ かみ すべ なん ぢら て つくる こと しゅくふく く：：； た . なん v だんらん 、？ジ をと 

すぺ し、 然 せば 汝の神 M ホパ 凡て 汝 等が 手に 作と ころの 事に 祝福 を 降し 給 はん。 汝橄欖 を 打 落す 

と き ふ. U- そのえ ii モの のこ もの 仁 こく ひと み は しご やもめ i M たぶ il- ソ 4"f- 

時 は 再び 其 枝 を さがす ベから や、 其 遺れ る 者 を 他國の 人と 孤 子と 寡婦と に 取らすべし、 叉 葡萄園お 

つみ とき ものの こ もの ふた X さが た こく ひ. C みなしご や. め これ と 

摘と る 時 は 其 遺れ る 者 を 再び 探す ベから す 他國の 人と 孤 子と 藤婦 とに 之 を 取らすべし』 (申せ 四の 

. . , / .V, く や は はくめい しん ひんし や じゃくしゃ は ど とくべつで. リこタ み 

一 九. I 二 一 ) と 特に 敎 へたの は 矢張り 博愛 心から 貧者と 弱者 を 保護す る 特別 條 項と 見て よから う。 

な これに は ご はふ はふ てん き いづ じゃく レゃ ぐ わい こくじん は JJ 

尙ほ 之に 似た 保 譴法は レビ 法典 や (利 十九の 九—)〃 ッ記 にも あるが、 何れも 弱者 や 外 國人を 保護 

ふ f はくあいしゅぎ もと はふ てん い よ^んし 中 、ひ もの なん ぢ 

扶養す るの 博愛主義に 基づいた 法典と 言って よから う。 豫言者 ィザャ の 『飢 ゑお る 者に 汝のパ ン 

わか あに ひんみん なんお いへ い は, *1 ものみ これき 

を 分ち 與へ、 さすらへ る 貧民 を汝の 家に 入れ、 裸 かなる 者 を 見て 之に 衣せ」 (赛 五十八の 七) とか 

• • V r なん ぢも i たま こと た せいぎ あはれ み もい へり vs.- なん ぢ かみ とも あゆ 

ミカが 7 ホパ の汝に 要め 給 ふ 事 は 唯 正義 を 行 ひ 憐憫 を 愛し、 謙遞. 9 て汝の 神と 共に 歩む 事なら 

^ , \ ,4 ^/ い これ みなこの せいしん はつろ み いなせ いぢ じ f ふ はい けいざい じ やつ 

やや」 (米 六の 八) と 言 ふたの は、 之皆此 精神の 發 露と 見て よい。 否、 政治 上の 腐敗が 經濟 上の 

四 域 愛 主義の 高調 八 七 


游九章 贫と富 八 六 

ひと つみき その ぶ ,f - ,v みの ゎタ りゃづ また じ にい び 4 

レ〃 人 ナボテ に 罪 を 被せて 其 葡萄園 を 横領した (王 上廿 一章 )0 又ュヌ シャの 時代に シュ ナミ 人 

ふ じん モ のとち とりあ こと そのじつ れい ) これ お ぼい がぶ 

の 婦人が 其 土地 を 取上げられた 事 (王 下 八の 一— 六) も其货 例で ある。 之に はィザ ャも大 に愤慨 

み か ^ ら 、，ヽ いへ fc たはた はた ましく は よ ち も 44 おのれ ひと くに 

したと 見えて 「彼等 は 家に 家 を 建て つらね、 田圃に 田圃 を增 加へ て餘 地を餘 さす、 自己 獨り國 の 

3 ら ト 、 そのた なや もの ** づし もの VJ やくたい しゃ 

中に 住ま はんとす」 と 言 ふて ゐる。 其 他ュゼ キエ〃 の r 惱 める 者と 貧しき 者の 虐待 者 (結 十八の 

ひんし こん なん しゃ はろ ぼ もの けんしゃ じゃくしゃ か.^ な ん しゃ あ 》. つゆく- 

一 二、 廿 二の 二 九)、 ァモ スの 貧者 困難 者お 滅す者 (麼 八の 四)、 賢者の 弱者と 艱難 者 を 風 迫す る 

もの じ 《，* さく し JL- ふ VJ ざん にん ひと と. フ ス なそ^ れ 

者 (箴廿 二の ニニ、 册の 一 四) 詩鴛 作者の 不義 殘 忍なる 人 (詩 七十 二の 二、 四、 一 二)、 等 は 皆 其 例 

であらう。 

四 博愛主義の 高調 

しょ だい へ ブル じん にいし やく わい b ん 1- い ひんぶ はんかく f f い じ やう いちぢる こ. ) しんめ， いせ： .： ノょ丄 や 

初代 希伯來 人の 一 大社 會 問題 は 貧富の 腯隔が 想像 以上に 著しかった 事で ある。 申命記の 著者 は 

* づし もり 、- くに たな い いくせい き なん *:> かい ざう かくめい 

「貧き 者 は 何時までも 國に絕 ゆる こと 無し」 (申 十五の 一 一 ) と 云 ひて、 幾 世紀 も 何等の 改造 革命が 

おこ a » ん： く&ん や K きに にが たいけん ^のかね 5,1 r -i ゆいぶ い- も rj= ^9'^ 

行 はれす して、 一 般圃 民が 止むな く 甞め來 ftN し 苦き 體驗を 物語って 1^ るが、 此 時代に 最も 高調 さ 

レ v ナタ y じゃくし； U ん しゃ ぐ わい こくじん ら とも いは ゆろ はく あいし ゆ ぎ せんでん 力 

れ たの は、 宗敎 家の 「弱者、 貧者、 外國人 等の 友 たれて ふ 所謂 博愛主義」 の宣傳 であつ お。 彼の 


政 治 

初代 人 は 各種 族の 祖先 を 尊んだ。 彼の 希 臘人は 我等 は へ レ ンの子扱な-^1.0、 ^！ぉビ：^！ぉ 

祖を p ム产ス と レム スな b となせ るが 如く、 へ ブ 氷. < も 亦 アブ 、ノ ラ ム の 子孫な りと 誇った のが If 

卞 ところ ゆん にい えい ベい じん そのけ つ -&\ゝ いくた じんし § てきえ、 ソ そ i じ T 、 ，7 «f -1 . 

例で ある。 處が 現代の 英米人が 其 血族に 幾多の 人種的 要素 を 交へ て ゐる樣 に、 希伯來 4 が 二 i お 

な いに こんにち しょこく みん へ せ おな や、；' くねて、、 ヽん せ-" へ ゆ】 -u-』 よ 

を 成す に 至る まで は、 今日の 諸國 民が 經て來 たと 同じ 糠な 過程と 變邀を 經て來 たもので ある。. IT ち 

じ に-い いくに い りつ はふ しゃ よ *-t" レゃ たち . A 

ィ ェ スの 時代まで、 幾 代 もの 律法 者、 豫言者 達に よ て 『ァ ブラ 、ノ ム、 イサク、 ャ コブ の！!』 と 

<,^>^5 , に】 と は にく か * ぷ * しせ- こくしん くわん ねん へ ブル じん た. U しひ ふか クちこ 

繰 返されお 善に， 阈家 fji と 國神觀 念が、 希伯來 人の 魂に 深く 打 込まれた ので ある。 


一種 族の 發達 

こ け-いじん， 0,0 き け ん し く し 5 あく かてい まじ こ , ノか *: t> -- . 

古代人 類の 起原 は 一 種族で あ- 9、 種族 は 一 家庭から 3^ まる。 之が 姒 i して 稳1に，&11 し たかは 

1 種族の 發達 八 九 


i 貧と 富 2, と t I か i 

li, となって i はれ、 震の i を i つて S かひの 『ぎ を 蓄積す る 事の みに 努めお 特權階級 

の：^に、 iWw る嫩の Ml の^に く I せる is5 ので ある。 


、？" ^つ £^ 、 3 J^iL , =^ e "„v< も わ s り *- いふ ひつえ 3 いは. 9.? や sfev "-ん たい わ 3 ナベ こくじ 

は其實 例で あらう。 而 して 此 時代 は 中央政府の 必要が なく、 所謂 長老の 圑體と 王が 凡ての 阈 事に 

當っ おので ある。 

二 都市の 起原 

へ プル じん さいしょ しゃく わいせいく わつ る て.^キ>-は44 い 3 ぼく いく わつ したが この じ i (い ぶらく い まど 

希伯來 人の 最初の 社會 生活 は 流轉極 b なき 遊牧 生活で、 從 つて 此 時代に は、 部落と 云 ふ 1^ の も 

ク } . い 』 の- fH "ふ いふな や,, の、., か かくち さんざい A- 

のさ へ 無かった。 然るに 力 ナンに 入って 農業 を 營む樣 になって から は、 痤家も 各地に 散在し、 稍 

) f-f つ たのし でき しか ひかくて きべんり ところ 1 も/、 のタ ざんぶつ しゅ しゃ. A 

や 落 ：5 いた ライフ を樂 むこと が出來 た。 而 して 比較的 便利な 所に 邑々 が あ. 9、 廣產物 を 主と した 商 

^ふ いと K I はふ てん しる ころ かくち いしが せ め^^2 じゃリ いふ か ふ さん ，ふ だ、 ぶん. H つたつ 

業が 營 まれた。 レビ 法典の 記された 頃 は 各地に 石垣 を繞 された 城邑も 可な bli ぇ產 業が 大分 i$ 達 

/ / ゝ. I • か みん すタ 6 み ひかし じん い *4 い 

して ゐた らしい (利廿 五の 二 五 1)。 彼の 民 數記を 見る と 昔 イスラ H , 人が 未だ 力 ナンに 入らぬ 

まへ. 》 すヌ , おい いくせいき まへ ひら かくち さリ 仁-つ と し 

前に、 旣にェ ジフト に 於て は 幾 世紀 も 前から 開けて 各地に 相 常の 都市が あった。 イス ラエ〃 が 力 

. , ^> X. i ► 、き f-f/?, 、 じん." r:5i , し ； V んもく はもん る くわい おも ちゃ、 リらリ にら ナ そんらく 

ナン を 征服して から は、 彼等 は 力 ナン 人の 都市 村落 を 保存し、 都 會には 重に 長老 達が 住み、 村落 

ほん へ ブル じん す や, ノ れ^ しか ごん tf.' 3 な 

に は 一 般希 伯^ 人の 住む 樣に なった ので ある。 歷 史家の 談 によると、 ス コ 一 プの邑 に 於け る責 族と 

ちゃ タ ラ ビ にん い ま i; か X よめ a おく ふき 

長老 丈け でも 七寸七 人あった と 云 ふ (士 八の 一 四)。 又 彼の M ヒクが ュズレ 〃に 誊面を 贈った 時 

二 都市の 起原 九 一 
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史實を 記述した 材料 無き 今日は 推測す るの みに て 其 をき b 得ない。 多 II^Ag めきつ 艇、 § き A から 徵 つも 

にま騮 f な- if S に 1 ^^i^o^^f f 1 

族に 發 達した ものと 信せられ てゐ る。 彼の 希 伯來史 に. i れば の §^ は "ill して ゐる。 す fcu 

せいく わつ し 5 つ はってん 二れ い りお よびこ-. うしい せ、 く， つ r 

種族 生活の 出發 點はァ ブラ ハ ムの それであって、 之がカナン入及後代のェ ジブト^^5&と^^ナン歸 

ズ.： !\ん しゃく わいせい くわつ へ ブル しゅ. 5- く はったつ あら は 

還の 社會 生活と に、 希伯來 種族の 發達 がよく 表れて ゐ る。 

せ • い くわつ も r?* f んら •*? かれら たんじゅんせ ひく わつ き て 3 お. 3 し， ゆ もく. S- み..、 よ- く c; んブ" t- 

種族 生活に 最も 顯 著なる は、 彼等の 單純 生活の 墓 調と 思 はる- ^種族 神齓萍 I の 慣習. であらう。 d& 

へ ブル じん おい モ のかん ふか かれら で , > » » » , し- P 

に 希伯來 人に 於て 其 感を深 ふす る。 彼等 は 力 \デ ァのク 〃を 出てから、 社 <srg§ ^モ， セ により 

て 力 ナンに 入る 幾 世紀 もの 間と 云 ふ もの は、 希伯來人と？|^ふ11£^:まを1カ膨に|:し、 H ホパ • を 

タめ こくし k しゃく わいせいく わつ き てう しか いとき じん、 こくみ"、 一 や よつ 

其國 神と なして 社會 生活の 基調と むお。 而も 力 ナンに 入る 時 は イスラ H \ 人と 云 ふ阈民 l^li に發 

おつ ビ いき ゃタ こくみん せいち く，；^ いふく 

達して、 一 大强國 民と して 聖地 力 ナン を 回復した ので ある (士 1 の 一—、 五の 二、 七の 一八、 母 

前 四の 三 —六： >。 更に 之が 時代の 推移と： i にま雜 となり、 II. に 1* 勝 .li によるの みに 1； やして、 

宗敎^ 關係 によ， 9 て、 即ち H ホパ； W を 信 やる 同き 者 も 加 は. 9 て 希 伯 來人は 其は發 きを If めた^で あ 

る。 伤、 へば ギレ アデの 長老 達が ュ フタ を大將 たらし めんと せる 一 種の 宗？ i 政 I (士十 一 の 五 1)、 

y > -. ^ / - - ^-e ちゃ、 ソらタ たら モ のりやく しゅぶつ おくり b の ごと M.5J 

タヒテ か 王た らんと した 時に、 ュダの 長老 達に 其 掠 取 物を讀 物と せし 如き (母 前 卅のニ 六—) 等 


第 十 一 章 王族 ま 貴 族 

一王 族の 發達 

6 f さんざい へ ブル じんと タ そ レ きてき け- i' いくし 113 しゃく わい かいかくしゃ 

異邦 ェ ジ ブトに 散在せ る 希伯來 人を統 一 し、 組織的に 敎育 指導せ る は赴會 改革者 モ ー セ である。 

かれ iLV f じん は V 'くん .U とたん くる レ 一 7 iff わ， f き S ラ おい ひすめ こ 

彼の 同胞 イスラ H \ 人が 暴君 パ II の爲 めに 塗炭の 苦み を 受けて ゐぉ 時、 王宮に 於て パ の 女の子 

/ 55 _ むすめ こ とは いな つみ くわん らく リ 

として 育てられた モ ー 'セ は、 パ P の 女の子と 稱 へらる を 否みて、 罪の はかなき 歡 樂を享 けんよ 

ひレ かみ たみ とも くる レ よ ii« けつぜんお わ. 7 いかり ぉモ 

り は、 寧ろ 神の 民と 共に 苦まん こと を 善と し、 決然 起って、 パ "王の 憤恚を 畏れ やして イス ラエ 

/じんつ さ い 5 めい じ じつ かれ ふ ねん あ ひ 5 一 .5、3 ぽタ 4fa な めら 

〃人 を 連れて ェ ジブ トを 去った の は 有名な 史赏 である。 彼 は 不幸に して 四十 年の 間 同胞 を 伴 ひ 荒 

の は ラかラ づひ ぼラ はがねん む f き たい せいち い え た ふ され かれいし つ 

野 を彷， 惶し、 遂に 同胞が 長年 夢想 期待せ し 聖地 力 ナンに 入 得すして 仆れ た。 然ど 彼の 意志 を繼 

, / じん A ちび わか to、> しゃ 3 ところ たび あこが せいら 

いで イス ラエ 〃人 を 力 ナンに 導いた の は 若い 男將ョ シ ュ ァ である。 處が 一 度 憶れ の 聖地 力 ナン に 

は. 《 かれら しょくみんせ いく わつ たち ** もタ V かくしゅみ く おも かくち ち ど リ めい 

入って かもの 彼等の 殖民 生活 は 忽ち 統 一 を缺 き、 各種 族 は 思 ひ， （'に 各地に 散った ので、 同盟 は 

やぶ ち S ラみ、 rsiJ いふ モ のけん りょく 、f しな こくみん かつ て かっきょ い ふ. f み ひ I し これ 

破れ 中央政府 は 其 權カを 失 ひ 國民は 勝手に 割據 すると 云 ふ 風に 亂れて 仕舞 ふた。 之 は イス. ラエ 氷 

1 族の 發逮 九 三 


si 釉 族囫體 九 一一 

にサ マリアに. はァハ ブ 1^ のぞが 七十：^ あり、 お ゐた とか (王 下 十の 一 1)、 ナ 

ボデの 土地に 關 する ィゼべ レノ と邑の 長老， 4fe との (王 上 二十 一の 五 I 一 g) を^る と » 

等 は 多く 都 IS にゐ て、 .?^^翳に1ビて編まに鎖し らしい。 f 1 

^^- おし， そんき ささい せな I 

族 力 其 支 派と 郡に 從 つて 都市 や 村落に 散在して ゐた形 4 胁が める (母 前 十の 一 九)。 


くんしゅ ^い たい モの ぢ せいは じ おい しし じ にい くら いち 1< る へんく わ な 

君 生政體 になった イス ラエ 〃は、 其 治世の 初めに 於て は 士師の 時代と 比べて 著しき 變化は 無 か 

？フ そせんち しゅふ て やひと なか やなぎ きもと けらい かたはら 

つた。 王 は 祖先の 地 ギベア を 首府と し r 手に 槍 を 執- 5 て 岡巒の 柳の 樹の 下に をり、 臣僕 ども を 傍 

が 5 れい い ふ 3 しか わ 5 ** い i" つ しん 4" つ し 5 くえん 

- にたた しめ」 て號 令す ると 云 ふ 風であった (母 前 二十 二の 六)。 而 して 王 は每月 新月に は 祝 筵 を 

ひら モ のかん ぶ まね しょくじ とも せん じ A づ か f し き くわん せん ん まん 

ii き 其 幹部 を 招いて 食事 を 共に し (母 前 二十の 二 111)、 戰 時には 自ら 總 指揮官と な て 千 萬 

u しき こと じ に. い モ のりや 3 ど くわく ちゃ、 ひ モ のとみ お . かれ 

竭を 指揮した ので ある。 殊に ダビデの 時代に は 其 領土 は擴 張され、 其 富も增 し、 彼 は ェ〃 サ レム 

しゅふ こく か りラ せい はか きょくじつ i ラ てん いせ は ひ さか 

を 首府と なして 國 家の 隆盛 を 計った ので、 イス ラエ〃 は 旭日 登 天の 勢で 榮 えた (^後 五の 六 11 

ところ モ の こ いた こく か り 3 せいて ラ てん たつ ゆ. -to ラ でんぎ よくら v けん .^っ す 

一)。 處が其 子ソ" モンに 至 b 國 家の 隆 蹙頂點 に 達し、 ュ〃 サ レムに は 宮殿 玉樓が 建設され、 素 

はら い <r.l は ひ ふ ri じ に. い こく か わ-..' き もく,： V や. つら ラ 

張し い 勢であった (王 上 六の ョ 七 I 七の 一)。 不幸に して ャラぺ アム 時代に 圃家は 王と 食 族 長老 

たも たいはい ふ ん せいく わつ けっく わぶんれ つ せ いぢ し 3 け、 ひ ち 3 しん し 5 ふ ほか 、りつ 

達の 頹廢 せる 不偷 生活の 結果 分裂して、 政治 宗敎の 中心で ある 首府が 他へ 移された (王 上 十二の 

す はは わ 、り れラ なんぶ 4! いど はく は V えんち や r ざ 5 

二 五〕。 即ち ォムリ 王と ァ カブ 王に よりて 南部の 制度が 北 邦 イスラエルまで 延長され、 彼の 「象 

ゆ いへ しゃ 3 わ さ 、> れい タ でん こんり- フ 

牙の 家」 と稱 せられた 王宮と 壯 麗な宫 殿が サ マジアに 建立され たので ある (王 上 十六の 二 四、 同 

廿 一の I、 廿 二の 三 九)。 


1 王族の 發達 九 五 
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こくみん じつ かなし に らく こ-ろ ちゃ-ひら タ なん こく, 4>e せいく わつ か 3 じ や 3 はか 

阈民 として は 實に悲 む べき 墮 落であった。 故に 心め る 長老 は 何とかして 國民 生活の 向上 を 計り、 

けん. ん しゃく わいせい ど モ しき くに ない よ-つぐ わいくわん せいとん ゃラ ゆ】 りょく これ つ ひ し 

健全なる 社會 制度 を 組織して 國の 内容 外龃を 整頓し 樣と 努力した。 之れ が 遂に イス ラエ ,に r 士 

し し けいと *ゥ てき ごく か いは ゆる. 4i いしゃ 3 んどぅ こくし たら しゅつ ゆん み かれ 

師」 として 知られ、 系統的に 國 家の 所謂 爲政 者と して 蓮 動せ る國士 達の 出現 を 見た ので ある。 彼 

も ち はタ てぎ こく かて 41 しゅ, にい けん, b こく か を さ くわん ゆん た じ 

等 は 地方 的に も、 國家 的に も 一 稲 偉大な 權威を 持って 國家を 治めた。 換言せば、 r 當特ィ ス ラ ェ 

れラ かくじん モの めよ しみ な ししゅ： ごと 

〃に 王な かりし かば、 各人 其 目に 善と 見る ところ を爲 せ- 9」 (土 二十 一 の 二 五し と士師 記に ある 如 

みいこく し ふる ひた こくみん し ビ-> あ. U 

く、 愛國の 志が 振起って 闕 民の 指導に 當 つたので ある。 

i み ZX へい Si い モの if いたい にいけ つかん しゃ 3 モれ はか な こく か ち to3 あ 3 はん 、リ しな 

處が玆 に 一つの 弊害と 其 政 體に大 缺陷が 生じお。 其 は 外で も 無い。 國 家が 中央 權を失 ふてから 

は 稍と も すれば 地方 本位に 流れ 治世 上 不都合 を 見る に 至つ お。 而 して 何 &の 間に か、 隨 民の 多く 

われら f ベ か われら はか くに A\ ごと われら わう われら $ われら ひせ われ 

が 「我等 王な かる 可から や、 我等も他の國々の如くになft^、 我等の 王 我等 を鞫き 我等 を 率 ゐて我 

ら いくさ い えい ti ，フ て& くんし： e せい. U い ^ しき かっか- ソ や 

等の 戰に た、 かはん」 (母 前 八の 一九、 二 〇) と 云 ひて 永久 的の 君主 政體の 組織 を渴 仰して 止ま 

つ ひ じ だ い くんし 5 せい たい み いた すな は あぶら びん 

ぬ。 遂に サ ム ェ グの 時代に なって 君主 政體を 見る に 至った。 即ち 「サム ュ 〃膏の瓶をと-^^てサク 

/ かし 10 , ^ さいしょ たいくわん しき しか かれ お この 

〃の 頭に 沃ぎ」 て イスラ H ルに 於け る 最初の 戴冠式 を擧 行した。 而 して 彼 は ギルガ^に 於け る此 

モ く-? ゆ 5 い - ノ^ん わ. リ こく し はいけん あた かしこ おは たみ つか. 《 へ しふ.？ i んさぃ さ- 

即位式に 於て サ クルに 新 王國の 支配 權を與 へ 彼處へ 多くの 民 を 遣して ュ ホ パの 前に 酬恩祭 を献げ 

しめたの である (母 前 十 一の 一 五 )o 


is ^ こくれ. ノ ザん i?e し ゆ.！ くわん y5 じ も しょくの 3 ^1 ウラン や 

當 時の 國王は イスラ ェ 〃全 第の 總 指揮官で あると 同時に、 最 一 つの 職能が あった。 其 は 王者の 

V" や 3 せいけ；^ わ 3 こくみん を さ し はふ けん しラ け. ひて きけんる ぐ ^ & 1 ぶンじ i-" りつ 

行政 權 である。 王 は 國民を 治める 司法 櫂と 宗敎的 權威を も 具備して ゐた。 if 故 なれば 當 時の 律 

にん 6 ん * いてい かみ ちょくせつ あた しん すべ fj や ラせ、 £ 

は 人間の 瓶定 L たもので なく、 刺から 直接に 與 へられた ものと 信じ、 凡ての 行政，， は ュホ， ハ のみに 

お】』 な メ したが こく か & いたい じゅんぜん しんきい. f いぢ い こと 

よ b て 行 はれた からで ある。 從 つて 國 家の 政 體は 純然たる 神政々 治な. 5 し は 云 ふまで もない 事で 

ある。 

三 王者の 收入 

ゎタ て、/ S じ にい おい くわ しつ い ふ かく くべつ し. わ r- し Jli X.7 4/-* t J 

王朝 時代に 於て は、 皇室と 政府との 確た る區 別はなかった。 從 つて 王者の 費用と か^ 備费 とか 

またき ゆうでん -P if 'ひ い こ. * べつ くわいけ い し はら ，，7 みづ St n. . c v 

又 宮殿の 維持費と か云ぷ もの は 筒々 別な 會 計から 支拂 はれた もので なくして、 王 自らえ を 支辨し 

たもので ある (王 上 十五の ニニ、 代 下 十四の 六、 廿 六の 九 )o 然 らば ^のま；；^ ビ« であった か 

や わ ラ こくない の V さんぶつ せい さんがく ぶん ちょ- ゥ しふ れい 

と 云 ふに、 王は國 內農產 物生產 額の 十分 一 を徵 集す る を 例と した (母 前 八の 一 五、 一 七)。 .^;;に 

じ ゆ ►ii .<£ . fc K くじ や、 5 S いしょ くさ 'zt A くり. 00 

自家用の 馬の 爲め 牧場の 最初の 草 (麼 七の 一 、 王 上 十八の 五)、 國 民よ. 5 の 贈物 (母 前 十六の i«) 

とタ え とく せんじ りゃく しゅぶつ て あ 4、 し 5て， て、 W - .a 

等 を 得た。 特に 戰 時には 掠 取 物 を 手當. 9 次第に 手に入れ (母 前 八の 十一、 十二の 三 〇)、 0^0 

三 王室の 收入 九 七 


ffii 十 1 章 王族と 貴族 九 六 

二王 者の 職務 

れタて T- じ にい お わ. ソ しゃ こくみん たい にい けんり ぎひ せんじ こく ,<ん し a & きれい こと 

王朝 時代に 於け る 王者の 圃 民に 對 する 第一 の權 利と 義務 は、 戰 時に 國民を 指揮 激躕 する 事に あ 

か じに い すで さ タ；： ラ りく iz ん じゅんび しゃ-つぐん にん めい 

つた。 彼の サク〃 の 時代に は旣に 相當の 陸軍が 準備され (母 前 十四の 五 二)、 將軍も 任命され て 

** 仁 ら 3 にんじ い ^viNiiv にん い かしら いよ/、.；； しゃ 

ゐた (母 前 十七の 五 五 )o 又 ダビデ は 浪人 時代から 相當の 圃體の 首と なって ゐ たが、 愈々 王者と 

i これ こく か ち 3 けん すな は かれ ぜんぐん はつ ぐん し にん A つて これ にん to、> し 

なった 時 は 之を國 家の 中堅と した。 即ち 彼 は 全軍から 拔 群の 士 三十 人を拔 摘し、 之 を 三十 人 勇士 

な ぐんさん ざ v- ちれつ かれ さら f き くんこ. f にん ゆ- 7 し えら にんし^ ラ 

と 名 づけて 軍參 11 の 中に 列せ しめた。 彼は更に？^氣ぁ...^勸功ぁる三人の勇土を選びて三十人衆の 

かしら モ v モの ない よ 、> じ 3 じつは か か ふ かう はん やく 

首たら しめ 一 層其內 容充赏 を 計った (母 後廿 三の 八 I 三 九)。 彼の 不幸なる アブ サ ムの 叛逆の 

と <b ひゃく にん よ-/.' へい とく ご えい あた い 

あった 時 は、 六 百 人の フィリス- プン 傭兵 をして 特に 護 衞に當 らしめ おと 言 ふ (母 後 十五の 一八 j 

** た ^:」ゃ-ンてき .7 せん ひゃく にん き へい ** ん にん はへい は りよ tvv せいりょく く は 

1 1 一 一 )o 又ダ ビ 、デ は强敵 " ダ デ ゼ \ を 難ち 千 七 百 人 の 騎兵と 一 ー莴人 の 歩兵 を 捕虜に し 一 層 勢力 を 加 

ところ わ 3 じ i) い さら ん び くわ くら や 3 じ にい ぐんしゃ き 

へたと ある (同 八の 四)。 處 がソ& モン 王の 時代に は 更に 軍備 を擴 張し、 ダビデ 時代の 軍 靡ゃ騎 

へい なん ゆい ii いぐん めいれい もと にいく わつ どラ ぼ ど い こく わ 5 とく い 4< ん /、 

兵の 十 何 倍 もす る大 軍が 一命 令の 許に 大 活動 をな す 程に なった。 言 は^ 國王 として は 得意 滿々 お 

ふせ い せ おも 

る 時で、 ジ n モンの 意氣想 ふべ しであった。 


て、 つてい き 4- く もっと さか じだい やはり ゎラ ぢ せい かれら なんばく り や 5 て V てい き もく 

朝廷 貴族の 最も 盛んな 時代 は 矢張り ソ P モ ン 王め 治世で あらう。 彼等 は 南北 兩 朝廷に 糞 族と し 

ゆん けい K しょ：： 一い きろく かれら ゎラじ ビ. ん たい けんしゃ ちゃ. フらリ 、おもむき こと 

て 一般から 敬慕され.^。 初代の 記録に よれば 彼等 は 皇子の 圑體 で、 賢者 や 長老と 趣 を 異にして、 

/J くみん いた モん けい 

國 民から 甚く 尊敬され たもので ある (王 上 四の 二、 耶廿 六の 一 〇、 廿ー の 三 二、 卅 二の 三 四、 景六 

L\ 4i かんづく もっと \n ラ え- r- ちる し ゆん にい ぐん こく し to- ざ てき こく かお み 

の 一二、 三 八の 四— 五)。， 就中 最も 重耍な 地位 を 占めお る は、 現代の 軍國 主義 的國 家に 於いて 見 

いは ゆる りく ん き もく たと わ v じ にい ぐんじん かれ しんぽく ぼく はく たいしゃ ジ せんしゃ 

る 所謂 陸軍 貴族であった。 例へば ソ モ ン 王の 時代に は 『軍人、 彼の © 僕、 牧伯、 大將、 戰単、 

き へい ちゃ ラ ， き くみと つぎ ぶんくわん これ たラじ し くわん しょ ，リ 

と 騎兵の 長」 (王 上 九の ニニ) を 貴族と 認めお。 次に 文官で あるが、 之 は當時 『史官』 と稱 して 

f り いじん かく モ のした かくしゃ V にい じん 

總理 大臣の 格で 其 下に 各省の 大臣が あつお (母 後 八の 一 六、 二十の 二 四、 王 上 四の 三、 王 下 十八 

この ぼか り しょ ゆ」 くわん とく ひ ょラみ かん こと キゅラ でん お 

の 一 八、 三 七、 代下卅 四の 八)。 此外 二人の 書記官 もあった が、 特に 興味 を感 する 事 は 宮殿に 於 

し 5 やく にん たう じこれ かさい い か ナん 4i い つ； i 

ける 主役 人で ある。 當時之 を r 家宰」 と 云 ふて 佳な b 權勢を はびこら したと 傳 へらる (王 上 HE の 

六、 十八の 三、 王 下 十八の 一八、 三 七、 十九の 二)。 又宫& に 於け る 彼等の 地位 は r ダビ、 デ 家の 

れ y しゃう あく い , は どせいり よく ！； "れら わ-ひ ぃラ じん 

綻」 を 掌握して ゐる とさへ 云 はる、 程 勢力が あった。 新く 彼等 は 王の 友人と して (王 上 四の 五)、 

王の 僕と して (王 下廿 二の 一 二)、 王の 顧問と して (母 後 十五の 一 二—、 十六の 二 〇、 二三、 十 

あら は， > めん じ い 5 くわつ どラ 

七の 一、 七、 一 七、 赛 三の 三)、 凡ゆる 方面に 自由に 活動した ので ある。 

次に 朝廷 貴族と して 待遇され おる は、 當 時の 宗敎 家で ある。 ジ "モンが 宮殿 を 建立して から は 

四 朝廷の 货族 九九 
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せいふく _ みつぎ き ゃラぇ タ けんの- f も 5*1 か レタ 一」 ふ おは f 

を 征服 すれば、 多額の 貢を强 要する 權能を 有って ゐたが 故に、 可な. 9 收人も 多かった 樣 である。 

れき しかせつ ザん ち くぶん これ にいく ひん ^ j; れ 

歷 史家の 說 によれば、 ジ&モ ンは イスラ ュ だの 全地 を 十二に 區 分し、 之に 十二の 代官 を 置き、 彼 

ら めい わ、 りみ くす ベ .U しょくもつ * な い すな は I にち しょく b つ さ，， ； めん 

等に 命じて 王族 凡ての 爲 めに 食物 を備 へしめ おと 云 ふ。 卽ち 「ジ J1 モンの 一 日の 食物 は細麵 三十 

1】 く tjf,:! ： , にく こ は ， . ノレ， » K バド t: ク. .，. レ , . » ひつ. じ. びやく ..tjra はか め じか かもし か こ しかお よ こ ih. 

石、 粗麵 六十 石、 肥た る 牛 十、 牧镇の 牛 二十、 羊 一 百、 其 外に 牝鹿、 ^羊、 小 鹿 及び 肥えお る禽 

S.7 い じつ 41 くにい これ か り や 5 ど くゎ、^^yぃ 、- if しょ. £-3 こと- 

等」 だと 云 ふ箕に 莫大な ものであった。 之 彼の 領土 は廣大 にして テ フサよ. fts 、ガザに 至る 諸 王を悉 

、ウ^ / き^か は 3 おい へいみん え みとき そのせ いりょく & にい おどろ え 

く 統御して、 而も 四方に 於て 平安 を 得お と ある を 見る 時に、 其 勢力の 偉大な りしに 驚かざる を 得 

ない ので ある。 

fc タじ ね-り しゃ はとん ^^っ たい けん おも ま- ふる も てい くね い ひ H.7 ふ そく ほ あい りん 

當 時の 王者 は 殆ど 絕 翁の 權を意 ぶが 儘に 振つ お。 若し 一 定の 課税で 费 用が 不足し お 場合 は、 臨 

じ ぜいきん つ る ちゃ、 プ え これ もく ひ せいふく みん くわ れい き 5v 'でん る V 'ひ これ し べん 

時に 税金 を 追徵し 得た。 之 は 特に 被 征服 民に 課する 例であって、 宮殿の 維持費な どが 之から 支辨 

ノ， • つ. , > 一- 5.1 ゎタ， しゃ じんかく ぎゃラ せ いい かん こくみん ふ たん しゃく わいせい くわつ えいき や 3 

された と傳 へらる。 故に 王者の 人格と 行政 如何によ. 9 て國 民の 負擔と 紕會 生活に 影響す ると ころ 

大 であつ ねので ある。 


^ こくれ タ， , ぞ； J ぐん さ v.- し き くわん ど T- じ も しょくの ラ -^1 A ラレ や 

當 時の 國王は イスラ ュ 〃全 第の 總 指揮官. であると 同時に、 最ー つの 職能が あった。 其 は 王者の 

VRS^^^m.^ . J わ、 >• に』 く A ん さ し はふ けん し、 ひけ-/' てき けん. ぐ び .fjsst じ よふり つ 

行政 櫂で ある。 王 は 國民を 治める 司法 櫂と 宗敎的 權威を も 具備して ゐ た。 佩 故 なれば 當 時の 律 

に A ゆん 4/ いてい かみ ちょくせつ あた し，； I 千 *~ ぎ， う 占、 ： 

は 人間の 翫定 した もので なく、 神から 直接に 與 へられた ものと 信じ、 凡ての 行政，. は H ホバ のめに 

よ b て 行 はれた からで ある。 從 つて 國 家の 政 體は 純然たる 祌»"4^ な ho は？ K ふまで もな い^で 

ある。 

三 王者の 收入 

わ v て- > じ にい おい くわ 3 しつ 4z い ふ かく くべつ したが ねラ 一 4* > * »^ V . 

王朝 時代に 於て は、 皇室と 政府との 確た る區 別はなかった。 從って王者の费用とか5^ま|-とか 

また ^15 タ でん ,0 5 ひ い こ- * * へつ くわ、 ナ、 し はら 7 ラ ゃづ、 , レ 

又 宮殿の 維持 费 とか 云ぶ もの は窗々 別な 會計 から 支拂 はれた もので なくして、 ，王.05 ら を 支き し 

たもので ある (王 上 十五の ニニ、 代 下 十四の 六、 廿 六の 九 )o ^ば^お のま； J< ビ^で あつたか 

や ねラ こくない のタ さんぶつ せい さんがく ぶん ちょ .ゥ しふ れい :1 

と 云 ふに、 王 は國內 農產物 生産額の 十分 一 を徵藥 する を 例と した (母 前 八の 一 五、 一 七 )o に 

じ かよ i タま fc ぽ くじ ゃタ さいしょ くさ こく， * ん ^ - 3 ゥ 

自家用の 馬の 爲め 牧場の 最初の 草 (麼 七の 一 ， 王 上 十八の 五)、 阈 II- よりの ^ 贈， 物。 (母 前 十六の ン 

ふ 3 え とくせん じ りゃくし 5. ぶつ て ぁヒ し.！ 一 I!- て * ： 

等 を 得た。 特に 戰 時には 掠取物 を手當 6, 次第に 手に入れ (母 前 八の 十一、 十二の 三 〇)、 ulig 

一 11 王室の 收入 


^十一 章 王族と 貴族 九 六 

二王 者の 職務 

れ ラてラ J M、 ほ わ しゃ = く fj" ん たい にい けんり ぎむ せんじ こく A ん し »0 & きれい こと 

王朝 時^に 於け る 王者の 國 民に 對 する 第一 の權 利と 義務 は、 戰時 に阈民 を 指揮 激蹦 する 事に あ 

か じに いすで さ-ひ；： う りく 1- ん じゅんび しや-つぐん にんめい 

つた。 彼の サク〃 の 時代に は旣に 相當の 陸軍が 难備 され (母 前 十四の 五 二)、 將軍も 任命され て 

44 た ら 5 にんじ にい さ- > た .> にんたい かしら いよ/.... れ、 ひしゃ 

ゐた (母 前 十七の 五 五)。 又 ダビデ は 浪人 時代から 相當の 國體の 首と なって ゐ たが、 愈々 王者と 

と ゆ』 こ ゆ こくい ち 3 けん す はは かれ ぜんぐん はつ ぐん し にん ^5ってき これ にん to ，ソし 

なつ ^時 は 之を國 家の 中堅と しお。 即ち 彼 は 全 から 拔 群の 士 三十 人を拔 摘し、 之 を 三十 人 勇士 

な ケん さん ぎ 、i 'ち れつ かれ さら ぞ 7 *0 くんこ 3 にん to 5 し えら にんし to リ 

と 名 づけて 軍 参議の 中に 列せ しめた。 彼 は 更に 勇氣 あり 黝功 ある 三人の 勇 土 を 選びて 三十 人 衆の 

"しら モ. リ その はいよ ラ じ 5 じつ はか か ふ 力う .us; さやく 

首お らしめ 一 層其內 容充窒 を； 5 & つた (母 後廿 三の 八 I 三 九)。 彼の 不幸なる アブ サ" ムの 叛逆の 

iej ひりく こ. 4 よ、 > へい とく ご えい あた い 

あった 時 は、 六 百 人の フィリス- ズン 傭兵 をして 特に 讒衞 に當 らしめ たと 言 ふ (母 後 十五の 一 八， ー 

また ぞうて ゆ 3 .7 せん ひゃく にん き へい ♦* ん にん はへい は ね よ TvviJ い よく く は 

ニニ)。 又 ダビ、 デは强 敵 " ，タ デゼ ダを 撃ち 千 七 百 人の 騎兵と 二 萬 人の 步兵 を捕虡 にし 一 層 勢力 を 加 

ところ れ ラ じ ビぃ さら ぐん び くわく ちゃ、 r- じ にい ぐんしゃ き 

へお と ある (同 八の 四)。 處がソ P モン 王の 時代に は 更に 軍備 を擴 張し、 ダビデ 時代の 軍 1* ゃ騎 

ヽ、， なん. * い i 一い ぐん めいれい もと にいく わつ ど * フ は ど い こくれ ラ とく い ん/、 

兵の 十 何 倍 もす る大 軍が 一 命令の 許に 大 活動 をな す 程に なった。 言 はい 國王 として は 得意 滿々 た 

る 時で、 ソ J1 モンの 意氣想 ふべ しであった。 


て、 つてい き もく もっと さか じに い やはり ゎラ ぢ せい かれら なんばく- C- や ラてラ てい き もく 

朝廷 貴族の 最も 盛んな 時代 は 矢張り ソ P モン 王め 治世で あらう。 彼等 は 南北 兩 朝廷に 責族 とし 

^1ん けい K しょ い きろく かれら ゎラ じ U ん たい けんしゃ ちゃ， fNfcv . おもむき こと 

て 一般から 敬慕され た。 初代の 記錄 によれば 彼等 は 皇子の 圑體 で、 賢者 や 長老と 趣 を 異にして、 

闕 民から 甚く 尊敬され おもので ある (王 上 四の 二、 耶廿 六の 一 〇、 廿ー の 三 二、 卅 二の 三 四、 册六 

. なかんづく. b つと ぢタ ぇラ ち& し ゆん にい ぐん こく しゅ ぎ て *^ こく かお み 

の 一 二、 三 八の 四— 五)。 就中 最も 重要な 地位 を 占めたる は、 現代の 軍國 主義 的國 家に 於いて 見 

いは ゆろ りくぐん き おく たと わ 3 じ だい ぐんじん 4* れ しんぽく ぽく はく 41 いしゃ ジ かんしゃ 

る 所謂 陸軍 貴族で あつお。 例へば ソ モ ン 王の 時代に は 「軍人、 彼の 臣僕、 牧伯、 大將、 戰車、 

へい ちゃ 3 き ❖ く みと つぎ ぶんくわん これ た ラ じ し くわん しょ- A 

と 騎兵の 長」 (王 上 九の ニニ) を責 族と 認めた。 次に 文官で あるが、 之 は當時 『史官』 と稱 して 

f り I；】 いじん かく モ のした かくしゃ 3 にい じん 1 

總理 大臣の 格で 其 下に 各省の 大臣が あった (母 後 八の j 六、 二十の 二 四、 王 上 四の 三、 王 下 十八 

の 一 八、 三 七、 代下卅 四の 八)。 此外 二人の 窨 記く官 もあった が、 特に 興 睡を感 する 事 は 宮殿に 於 

ける 主役 人で ある。 當時之 を r 家宰」 と 云 ふて 佳な. 9 權勢を はびこら したと 傳 へらる (王 上 四の 

. ** たタ -s-f でん お かれ らち ゐ け 

六、 十八の 三、 王 下 十八の 一八、 三 七、 十九の 二)。 又 宮殿に 於け る 彼等の 地位 は r ダビデ 家の 

かぎ しゃ- T あく い は どせいり よく ^ かれ ら わ V い ラ じん 

錠」 を 掌握して ゐる とさへ 云 はる、 程 勢力が あった。 新く 彼等 は 王の 友人と して (王 上 四の 五)、 

王の 僕と して (王 下廿 二の 一 二)、 王の 顧問と して (母 後 十五の 一 二—、 十六の 二 〇、 二三、 十 

あら は * ゥ めん じ い V くわつ どラ 

七の 一、 七、 一七、 赛 三の 三)、 凡ゆる 方面に 自由に 活動した ので ある。 

つぎ てい 含 たい ヶタ た V じ しラけ V 'か *-to、f でん こんり -ジ 

次に 朝廷 貴族と して 待遇され たる は、 當 時の 宗敎 家で ある。 ソ p モンが 宫殿を 建立して から は 

^ 朝廷の 货族 九九 
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せいふく P がく みつぎ き や，/' ぇラ けんの- f h f*l か しタ C ふ おは 

を 征服 すれば、 多額の 貢を强 要する 權能を 有って ゐ たが 故に、 可な り 收人も 多かった 樣 である。 

れきしか せつ ザん ち くぶん これ け 一い くわん を かれ 

歷 史家の 說 によれば、 ソロ モ ンは イスラ ェ 〃の 全地 を 十二に 區 分し、 之に 十二の 代官 を 置き、 彼 

fc めい わ 3 もく ナベ た しょく. fa つ そな い す な は に& しょく bo 3 いめん 

等に 命じて 王族 凡ての 爲 めに 食物 を備 へしめ たと 云 ふ。 卽ち 「ソ "モンの 一 日の 食物 は細麵 三十 

こく そめん こく こえ .7 レ ぽ くじ や. r- ラレ > ひつじ びやく その はか め じか かもし か Z しかお よ こ ふり 

石、 粗麵 六十 石、 肥た る 牛 十、 牧場の 牛 二十、 羊 一 百、 其 外に 牝鹿、 ^羊、 小 鹿 及び 肥えお る禽 

と タ い じつ tts^.M. これ か り や-つ ど くゎ-^^ビぃ いた しょれ 5 こと ，*.\ 

等」 だと 云 ふ實に 莫大な ものであった。 之 彼の 領土 は廣大 にして テフ サょ ft' 、ガザに 至る 諸 王を悉 

と ラ ぎよ しか は 3 おい へいあん え みとき モ のせい りょく ,0 ビぃ おどろ え 

く 統御して、 而も 四方に 於て 平安 を 得お と ある を 見る 時に、 其 勢力の 偉大な- 5 しに 驚かざる を 得 

ない ので ある。 

f じ わ ラム や はとん rfil つ たい けん おも **\ ふる も てい くわ ぞい ひ ょラ ふ もく ほ あい りん 

當 時の 王者 は 殆ど 絕對の 櫂 を 意 ふが 儘に 振つ.^。 若し 一 定の 課税で 费 用が 不足し お 場合 は、 臨 

じ ぜいきん つるち ゃラ え これ とく ひ せ いふく みん くわ れい *-.3ゅ、ゥ でん るぢひ これ し べん 

時に 税金 を 追徵し 得た。 之 は 特に 被 征服 民に 課する 例であって、 宫 殿の 維持費な どが 之から 支辨 

0^ わ、/' しゃ じんかく ぎ や， /'せい い かん こく A ん ふ たん しゃく わいせい くわつ えいき や 5 

された と傳 へらる。 故に 王者の 人格と 行政 如何によ b て國 民の 負擔 と紕會 生活に 影響す ると ころ 

大 であった ので ある。 


第 十一 一章 祭， 司 の專橫 

一 祭司の 發達 

^,>c* じ ぶ、 X<^.,J 7 ごく つか しゅる も さい し おも ゎ、>-^べ* 

6^朝時^には、 ェ ダサ レムと 北？ 《-王國 とに 事へ た 二種 類の 祭司が あった。 一は 重に 王族の 爲め 

き AsliJ し し A ゥし さ、 し ヒら i.v じ ちん しゅっし さいし ぜんしゃ てラ ていつ き し、 ソけ v か こリ しゃ 

に に 出仕せ る ft^ で、 他 は 地方 寺院に 出仕し.？^ 祭司で ある。 前者 は 朝廷 附の 宗敎 家で 後者 

i&zt し、 > .73 てせ ぎ れいてん o^swc さいし わ 、> じ せいしょ に は > じんん t ぶつ こ. • や *L を か i 仁 と if^> 

は 一 の宗 儀ぎ 4U-S§ つた 祭司で ある。 往時 聖所は 日本の 神社 佛閣か 小山 や 丘の 到る 處 

b>ci タ し t / 、は タ-? ところ しんめいせ か ころ ち は. リ *- やしよ， 

の^？にぁる樣に、 イス ラエ 〃にも 處々 方々 にあった。 處が 申命記の 誊 かれた 頃 は 地方の 聖 所が 

» されて、 £^ のま I： の？. レ >i が きい きュ 〃サレ ムに まった。 從 つて 祭司の 櫂 能 も 一 層 重ん せられた 

せいと ひ し. りけ 、ソ ぎ しき さ W!r5 い じ や、 ゥ ゆん しゅく し 5 ル 3 ノ ， - , r- 

ので、 驟 都 に 於け る宗敎 儀式 は 想像 以上に 嚴逾に 執行され たので ある 

I i- めつ ほ 、ソ せ せいと じつ さんねん ，3 • 

バビ & ン j^H ネブカ ダネザ \ の爲 めに 滅亡に 皈 した 聖 都は赏 に慘儋 たる ものであった イス ラエ 

？ 7 こタ き *< はじ さい し と し じ や. > くねん し S をく およ ちゃ、 ジ そん ちゃ タらリ に も い； i c^^u 3^5^^ 

\の^ 侯 食 族 を 初め 祭司、 都市の 上官、 種族 及び 町村の 長老 達に 至る まで、 重なる 人間 は 宮殿の 

Sfi と.? -に バビ ンに& された から %ら ない。 書って は 政治 宗敎の 中心と 言 はれ、 繁榮を 極めた 
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资十 1 章 王族と ft 族 一 〇〇 

さい し こく ゎタ つき ぽ くし かれら わ. f ちょ くせ づ にんめい ラ れい 

祭司 は 國王附 の 牧師で (母 後 八の 一七 I、 王 下 四の 四)， 彼等 は 王から 直接に 任命 を受 くる を 例 

したが は. ゥ <!a ふ わ 515> く し きふ 3 * のか く f たいぐ ラ ラ 

とした (王 上 二の 三 五)。 從 つて 俸給 も 王族から 支給 を 受け、 其 家族 は 貴族と しての 待遇 を 受け 

こと ui じ いは S も まち ちゃ、 ひら 3 し く ちゃ 3 も、 > い i んら •> かぶ か ち は. ひ けん に y 

たとの 事で ある。 當時 所謂 「邑の 長老」 とか 「種族の 長老」 と 云 ふ 元老 株が 可な り 地方 權を 握つ 

みぎ て 3 ていか.」 -く ひ モ のせい りょく ひ 4* い 

てゐ おが、 右の 朝廷 贵 族に 比したら ば 其 勢力 は微々 おる ものであった と 云 ふ (王 上 八の 一、 二十の 

七、 廿 一の 八、 王 下 六の 三 二、 廿 三の 一、 赛 三の 二、 1 四 )o 然るに 當 時の 貴族 は亂偷 極まる g 

しゃ なら ちくしゃ，/' こと しゃく わい に 3 とく みけ】. ことおび た ** とく fcv じ き ふ じん いち i* るし しおし な《- か 

者に 習 ふて 蓄妾 を 事と し、 社 會道德 を 亂す事 夥しかった。 特に 當 時の 貴婦人 は 著く 奢侈に 流れ 且 

ていさ みに X ゆん しゃ ひ すめら うなじの は ある め こび 

ウ^ 操を亂 したので 豫言者 ィザャ は r シ オンの 女 輩 はお ご.^、 項 を 伸して 歩き、 眼に て媚 をお く 

しづ. f あ S ゆ モの あし 4* と この ゅ<! しゅその ひ けい： a つ ひ かれ. a あし 

fts、 徐々 として 歩み 行く、 其 足に はらんく と 音 あり。 此 故に、 主 其 日 (刑罰の 日) 彼等が 足に 

.7 ゆ くしろ ゃづ. &く はん ゆつ かざり み. * わ うでわ かほお は ひ .s- ん むり すね かざり おび かラ がう *<も りぶ くる 

かざれ， る 美 はしき 釧 をと- 9、 璎珞、 半月 飾、 耳環、 手釧、 面帕、 華 冠、 腿 飾、 紳、 香盒、 符囊、 

to びわ » は は こタ ふく 、/'はぎ お ぼひぎ ね かねぶ くろ か 1- み は そね の ころら かしら V /ね . "つぎ とりのお ^£ 、ひん a ん 

指環、 鼻 環、 公 服、 上衣、 外套、 金囊、 鏡、 細 布の 衣、 首帕、 被 衣な ど を 取 除き 給 はん 云々」 (赛 

ひ はんか， /'ゆん ちょ 5 も in. 一ら か げ， ** つ ひ 

三の 一六 I 二 六) と 批難 抗言せ しに 徵 しても 明らかで あらう。 彼の^^ レ ミヤの 『刑罰の 日」 (耶 

五の 二 六 I 二 九) ァ モスの 「自ら 象牙の 牀に 臥す 者の 災禍の 日」 (麼 六の 一— 六) ミカの rioil の 

にく くら その か は は * の はね く など さけ これ At* た-；' じ き みく にん ぢょ ざ、 

肉 を 食 ひ、 其 皮を剝 ぎ、 其 骨を碎 き』 (米 三の 一 —三) 等と 呌ん だの は、 之皆當 時の 貴族 男女の 罪 

あく きっせ ひた t かい ご こと- *i はか 

惡を 詰責し 只管 改悔を 促した 言に 他なら ぬ。 


»< い き や 3 みん もく レタけ 3 てき * いぢ て 3 こん ほんけ A はふ 

俗に言 ふモ 1 'セの 五經が ユダヤ 民族の 宗敎 的に も 政治的に も 根本 憲法と せられた の は、 ネへ ミ 

ちじ じ！：. 一い こと こくみん す さ みは *^ぃしん と 3 こく か たい へいはん えい 

ャのェ > 'サレ ム 知事 時代の 事で ある。 ネ へ ミャが國民の荒み亂れ^：-精神を嫡 I し、 國 家の 泰平 繁榮 

き f tr £ さいこ- > これ くわん せい ど りょく き 3 やくせい しょ お けんちょ し じつ 

を 期す るの 途は聖 都の 再 奥に あ b として、 之が 完成に 努力した の は舊約 聖書に 於け る顯 著な 史實 

もっと 5^、リてラ さい し てん じつ し かれ せい と し 、ひ な いしがき きづ とびら ま *ソ 

である。 M レ ミヤの 最も 商 調せ る は 祭司 典の 實施 である。 彼 は 聖 都の 周 園に 石垣 を 築き 扉 を 設け、 

もん も bo うた 3 た ふ. のおよ びと さい し た さかん レ、 7 は 3 ぎ しせ しっか、 リ い 

門 を 守る 者、 謳歌 者 及び レビ 人 (祭司) を 立て. - 盛に 宗敎 儀式 を 執行した と 云 ふ (厄 七の 一— 五)。 

ま かへ とき さいしょ ぎ し iSa れつ の ひ りよ まん せん 

ネ へ ミヤ 記に よれば パビ ン から エルサレム へ歸 つた 時の 最初の 儀式に 列した 者 は 無慮 四 莴ニ千 

ひゃく にんい しか これ モの y しき la ん じょ i„J いか 仁い. ぼくひ せんにん a ど の 4- たい 

三百 六十 人と 云 ふ。 而も 之 は 其 儀式 を 援助せ る 聖歌隊と 僕婢の 八 千 人 程 を 除く と あるから 大した 

なかんづく われく もっと おどろ やく その わり さい し すな は せん ひゃく にん レタ ty7 か この い 

ものである。 就中 我々 の 最も 驚く の は 約 其 一 割が 祭司で、 卽ち 四千 二百 三十 六 人の 宗敎 家が 此大 

れいてん さんれ リ い そのせ い As や 3 おそ せい y. い y し *1 

鱧 典の ブ グラムに 參ー 加した と 云 ふから、 其 盛况は 恐らく イス ラエ 〃あっての 盛大な 儀式で あつ 

仁う じ さい し し、 つ けうて き ぎ しき つかさど しょく： a ぜんたい 

おであらう ( 尼 七の 三 九 I 四 二 )o 當 時の 祭司 は 宗敎的 儀式 を 司る を 職務と した。 全體が 二十 四に 

わ かくじ じ 5 んはん し 3 かんか 3 にい き S タ でん し to つし れい しか ね A ぢタぎ や 3 じ おも 

分けられ、 各自が 順番に、 一 週間 交代に 宮殿に 出仕す る を 例と した。 而 して 年中行事の 重なる も 

のラゅ ふしゅく さい この 4 き ぜん さい し さい し ふく 6 んし. S く ぎ しき づら モ C せい 今」 やう じつ み 

の は 三つの 農業 就 祭で、 此時は 全 祭司が 祭司 服 をつ け 嚴肅に 儀式に 列なる から 其 盛 况は實 に 見 も 

のであった と 云 ふ (喇 八の 二 四、 二 九、 十の 九)。 
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笫 十二 章 祭司の 横 一〇 二 

じゅふ， まった くわ-つ はい A かゆ ざんがい は したが a は V ふ しっせい くれつ なや 

首府 ュ 〃サレ ムは 全く 荒 躜に皈 し、 見る 蔭 もな き殘骸 とな b 果てた。 從 つて 異邦に 俘囚 生活に 惱 

き おくさい し ちゃ タら 3た& しんじゃ. ひ さ、 >ざ、> い じ や V か もん こくじ i 一い とつじょ あらよ 

む 貴族 祭司 長老 達の 心情 は 想像 以上であった。 斯うした 暗黑 時代に 突如と して イス ラ ェ 〃に 表れ、 

こく か かい ざ、 リ せい と さいこ ラ さけ モ のじ 5 んび しん けん さい レょ ：6 ん しゃ し 

國 家の 改造と 聖 都の 再興 を 叫びて、 其 準備に 一 身を献 じたの は 祭司 豫言 者と して 知らる /- ィゼキ 

ェ, である。 

なみ ビ おは る は 3 ふ し 3 じ にい さい し たも おどろ じ ゆ ふ な こん に，：' .ij れ ( 

淚 多き 異邦 バビ ン の俘囚 時代に、 祭司 達に よりて 驚くべき 事業が 成された。 それ は 今日 我々 

て さいし てん へんさん これ か しゅつ H ジ ブトき レビき みん す. リき る さいしる さいし 

の 手に する 祭司 典の 編蕩 である。 之 は 彼の 出 埃 及 記、 利己 記、 民數 記 に 委細 記されて ねる 祭司の 

はんり モ のしよ くむ くわん はふ てん る は. ひ ふ じ い 3 あつ はく しの し 、>±13 か せいと さいこ 3 り さ,/ き 

櫂 利と 其 職務に 關 する 法典で、 異邦に 不自由と 歷 迫と を 忍んだ 宗敎 家は聖 都の 再興 を 理想し、 期 

た い しゃ-ひらい こくみんせいく わつ きはんし き f もくてき な ねつ せい た ** もの 

待して 將來國 民 生活の 基本に 資せん との 希望と 目的から 成された 熱誠の 賜物で ある。 

ふ し、 フ せいく わつ じんと じつた- こく か てきれ 3 じょく 

俘囚 生活 は イスラ ェ 〃人に 取りて は、 賞に 堪 へられない 國家的 凌辱であった。 故に パビ & ンに 

とら p,y じ き 14- く レタけ 3 か しつ は v らくたん P しはら ぽタ くん しはい か tl みビ たに もろ しか 

虜 はれお 當時は 貴族 も 宗敎家 も 失望と 落 膽の爲 め 暫く、 暴君の 司 配下に 涙の 谷 を 歩いて ゐた。 然 

るに 玆に 母國の 再興 を 夢想し、 一 大紕會 革命 を 企て. -其 準備に 取 か、 つたの は宗敎 家で ある、 當 

じ いは 5.0 さいし れら しひお & は-つ てんち は-； 'さいてん へんさん じゅ， ソじ た は-;' おい 

時の 所謂 祭司で ある。 彼等 は 虐げられた 異邦の 天地で 一 方 祭典の 編 露に 從 事し、 他方に 於て はィ 

い 3 しき かい t:- ふすな は ちゃ -ソら3 たち ゆきれ い われ t てんら かみ しらべ とし ひさ ひかした 

スラ H 〃の 有識 階級 卽ち 長老 達 を激勵 して 『我等 は 天地の 神の 僕に して 年 久しき 昔 建てお かれし 

営きを苒び建っるな.o^』 (喇 五の 五、 九、 六の 七、 一 四、 十の 八) と 大膽に 標榜す る檨 になった。 


の 地中海 沿岸 諸 邦お 征服せ るァレ ギザ ンダ ー 大王で さへ、 パレスタインの 希臘 化に 際し、 ユダヤ 

じん レゃ くわい ちゆ 3 すラ さい したち しまつ とく さいし ちゃう さいど こ r こ. 3 もつ、 -^^^^'^v^^ 

人社會 の中樞 である 祭司 達の 始末、 特に 祭司 長を濟 度す るに 困った と云ュ 事で ある。 以て 其 勢力 

^ r にい する そく 

の 如何に 大 な- 5 しか は 推測され るで あらう。 

三 サド カイ 宗 

ュ，タャ鉱にニっの1{?^ぁる簡體がぁっぉ。 一は パリ サイ 宗で、 一は 彼の サド カイ 宗 であ-る 。前 

レゃ りつ はふ かいせつ じ 3 じ こ ラレ タ あたら し はいしゃ せ いぢ iy* にん ^ 3 / P ン 

者 は 律法 解 說に從 事し、 後者 は 新しい 支配者の 政治 を 助けた 圈體 である。 而 して 何れも 貴族 階級 

、，りし やしゃ t --rb a ん く 、- じ totr- せ いぢ てせ せい よく -a つよ にんたい がくしゃ せつ 

や. 1^ 識者が 其の 画 員であった 關係 上、 政治的 勢力 を 有った 强 ぃ圃體 である。 學 者の 說 によれ はナ 

しう ^i- し わ、 フ き ゅ-ゥ でん はう し さいし けっとう う さいしけ い ひとたら い 

* トカイ 宗 は昔ソ " モ ン 王の 宮殿に 奉仕せ る 祭司 ザ ドクの 血統 を 受けた 祭司 系の 人達た と 云 はれて 

ゐる。 S に &のァ レ ギザ ンダ ー 大王 時代に、 ュ ダャの 希臘化 運動に 反鄭 して 奮然 起った マ カビ ァ 

し s ん じょ た 3 じ * いぢ てき せいりょく この 'は しんや、 ぶ い P 7 V く 

ンを 支持 援坊 したの は、 當時 政治的に も 勢力 あ- 9 し此 二つの 黨 派であった 新約 時代 は 羅^の 屬 

こく は か ゆ- リ くん あつ ゆく -pi なが は か ヌ てんたい し， や, く， わい 

國 であった に拘ら す、 彼の 暴君へ "デの 遯 迫の 下に あ-. y 乍ら、 尙ほ 且つ 此ニ園 體はュ タヤ 社會に 

=ぅ 、う ち しき *|、>り よく Ji,< 仁 い くねつ SCAS や-つ かわ tl うけう しんせい し A 力う じ 

相 當の富 を 有し 知識 あ- 9、 勢力 ある 圑體 として 活動した 樣 である。 彼等 は 宗敎の 神聖、 信仰の 自 

111 サ * トカイ 宗 1〇 五 


^十二 舞 祭司の 横 1〇 四 

二 祭 司 長 

s» レ さいし あさい ぜんさい し かんとく ね て $ じ にい さい し もや、 i- 4/ いむ. * く たい 

^司に は 祭司の 長と 云 ふの があって 全 祭司 を 監督した。 王朝 時代に は、 祭司 長の 勢力 は 大した 

この も へい たいしゃ.？ U も し き かんとく つた ゝ. -,, たま さ， いしち や， 

もので、 近衞 兵の 大將達 を も 指揮 監督した と傳 へられて ゐる (王 下 十一 の 四 11 二)。 又 祭司 長 

しタけ 3 か ちう さいか 3 も & し き や vii いさいし いせし ふてき つた は いしょく しん，， 

は宗敎 家中 最高の 地位 を 占め、 モ I セの 兄弟 祭司 ァ ン から 世襲 的に 傅った 聖職と して 信せられ 

つる は 3 U じんしゃく わい わ 、> しゃ つめい よ かれ じじつ 

(民卅 五の 一 一 五— 1 一八)、 追放 後の ュ ダ ャ人社 會には 王者に 次ぐ 名 春 ある もので あつ た。 彼 は事實 

じ や，； MJ くみん せいしんてき は. > めん わ 3 しゃ さいし ち 5 もっ^ ぢ 3 えう ぎ れい っ^*さど れい 5& . 

上國 民の 精神的 方面の 王者で、 祭司 中 最も 重要な 儀禮を 司る を 例と した。 故に パ レ ス タインが ぺ 

およ * く こく とき さい し ちゃ ラ しゃく わい もっと けん な みと 

^ シ ャ 及び ギリシャの 屬阈 となった 時 も、 祭司 長 は ュ ダャ 祉會の 最も 櫂 威 ある ものと して 認めら 

td おも もら い こと とく こ V 'にい いた き もく い、 > しきしゃ な じ や， つ ん 

れ、 何に かと 重く 用 ひられ. たと 云 ふ 事で ある。 特に 後代に 至りて は 貴族 有識者よ 成る 上院が 

さい し ち-やう たす ,0 せい あた かれ せい ぢ てき す こぶ ぢ、 リ に い ち- し ど- リじ ゎタ つ 

祭司 長 を 助けて 爲 政に 當 つたので、 彼 は 政治的に も 頗る 重大な 地位 を 占む ると 同時に 王に 次ぐ 

けん. か しんやく じ にいお イエ み 仁 いさいし ちゃ- リ このへん せ 5 そく もら 

權威 となった ので ある。 彼の 新約 時代 14 於け る、 耶蘇 對 祭司 長 力 ャパが 此遴の 消息 をよ く洩 して 

まね せん さ 5 お さい し ちゃ 3 くねつ ど み 

をる。 又 ェ ジプ ト、 ス リア 戰爭に 於け る 祭司 長の 活動 を 見る と、 ァ レ ギザ ン ドリアと ァ ンテ オケ 

て、 てい おい けん はう か いろ/.、 さくりゃく り H.y 3 ん めい つく .S』K- つた ) ^ r 

の 朝廷に 於て 權謀 家と して 色々 な 策馨を 利用して ュ ，タヤの 運命に 遨す 所が あつたと 傳へ らる。 彼 
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，ん しじ '- * べつ これ い せひ ぶん- y ふりつ 、 そ しゃく わい ふさ は くわん しふ はふ し 仁 が すべ 

原始時代に は、 別に 之と 云 ふ 成文法 律がなかった。 其の 社 會に應 しい 慣習法に 從 つて 凡ての 事 

ナ、 しょり した^^- せい さい #5 ん くべつ か おい ち-おや か ちゃう か 

件が 處理 されお。 從 つて 行政と 裁！： の區 別がなかった ので ある。 一 家に 於て は、 父親が 家長で 家 

もくぜん るん fc ひ せいさつよ につ けん い V しゅ * く おい しうち や、 プ モ？ J らゃタ ら. リ みづか さいはんく わん いろく じ 

族 全員に 對 して 生 殺 與蓉の 櫂 を 有し、 種 族に 於て は、 食 長 や 其 長老が 自ら 裁判官と して 色々 な 事 

けん とりもつ か つた 

件 を 取扱った と傳 へらる。 

こ ビ，， ヘプ ル じん いころ r r ちゃう さいゆん けい- * く い K 

古代 イス ラエ 〃に は、 希伯來 人が 力 ナンに 入る 頃まで、 新う した 家長 裁判が 繼續 された。 否^^ 

りご しはら や、 > い ♦* そ にいへ 3 てきじ けん - ， ， ， * • ？ しょ 

ナン 入 後 も 暫く 續 いた 樣 である。 今 其の 代表的 事件 を あげるなら はナ ボタの ァ , ブ になせ る 訴訟 

たう じ も じけん i つ ほつ は あ ひ しゅふ もんぜん い ； V* こ ， はふり つ じ む 

である (王 上 二十 一章)。 當時 若し 事件の 突發 した 場合 は 首府の 門前に 行って、 其處に 法律 雍務 

と ち 5- うらう い 3 りょく ひとたち うつた つね しゅ ふ もん せん t ち ちゃうら 3 いうり よくし や ひか 

を 取って る 長老 や 有力な 人達に 訴 へる を 常と した。 首府の 門前に は邑の 長老 や 有力者が 控 へて 一 

はんじん とち はい /\ fc ち あ いろ/^ めん に タ じ けん とりみ つか fct せったう は； 5 ぷ はんにん. 

般 人の 土地 賈 買に 立 合ったり、 色々 面倒な 事件 を 取扱つ お。 例へば 竊盜 のあった 場合に は 犯人 を 

！ 原始時代の 裁判 lo 七 


1〇 六 

第 t 二 章 祭司の 尊 横 


わ 5 くわん レ. 4 j 

s、 iilf iif^. ( ： つ！： 王 f.f:tT4f 


殺さ 

、，- は to-.o ぃラ しき しゃ k *. I f 

お 所謂 有識者で あつお 


ところ よ Sj ん しゃじ ビ. い お て ふみ みや モ 44 へつ チべ じ けん わた 

處が 預言者 時代に なつてから は 「律法の 誊」 なる ものが 宮殿に 備付 けられ、 凡ての 事件に 直つ 

はんけつ くれん しふ はふ し にい その けん. しつ や 5 し it それ 

て！： 决 された ので 惯智法 は 次第に 其 櫂 威 を 失する 樣 になった (王 下廿 二の 八)。 然し 其に しおと 

こラ モ ,0 んふ 3 * しな 

ころで 控訴院 風の 組織はなかった ので ある。 

二 王朝 時代の 载判 

こく わう さいはん はんこ 3 へい けん ゐ ん ねう つね しゃく わい 4! いく わつ こん ほん *>ぃ ぎ こ-ひへい 

國 王の 裁！： は 一 番公卒 で 櫂 威が あった。 何となら ば 王 は 常に 社會 生活の 根本で ある 正篛 公平の 

しゅざ えこひいき. さい ほん レか レ はふ けん .0 せ 3 すう めろ とく けんかい e: ふ まか 

主義から 依估 最貭 なく 裁判した からで ある。 然るに 司法 櫂 を 若し 少數の 或特櫂 階級に 任せるなら 

• i, ゆ， *\ じ *. やう つ > » いろ. （- こ；^ fc ふ こ. /'へい .IV は へいがい ナく .？！ へ ブル しゃく わい 

ば屢々 情實 にかられ たり、 色々 な 事の 爲 めに 不公平に 終る 弊害が 少 くない。 故に 希 伯來の 社會が 

_ J*s.^.f^ 力？？ あるち う あう さいはん ひつえ、 f *i こ- わ V 'て-.' じ にい A さいはん 

複雜 になり、 其 進步を 見る 樣に なつてから は 或 中央 裁判の 必要に 迫. 9、 玆に 王朝 時代に 見る 裁判 

制度 を 制定す る樣 になった ので ある。 

この にい 1^ くら やう こくけ うみ づか ぜったい し はふ けん レ や-つ あく こと もちろんち やうら. つ さいし さいはん. T ん 

此 時代の 特長 は、 國王 自ら 絕對の 司法 權を 掌握した 事で ある。 勿論 長老と か 祭司と かが 裁判 權 

V フ ,/ ，ぶこ. ^.T^> , > し, ， こくみん にいし ん&ん *c わう 

能 を 有して ゐた事 は 確で あるが、 然し 國 民の 大審院 は， 其 王に あつ.？； i ので ある (王 下 三の 九、 詩 七 

f . , > fc と ちゃうら うたち はんにん くるし じ けん みはね 5 めんぜん もちに はんけつ 

十二の 一 I、 赛 十一 の 三 I 五)。 例へば 長老 達の 判斷に 苦む 事件 は 皆 王の 面前に 待 出されて！： 决 

二 Hi 朝 時代の 裁判 一 〇 九 
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もん- ん ひき I 一. さいゆん あ ふ しゃう ゆ ふじ やう ちゃうら- リ り や.； や 、> つに へ き こ f ぜひ ^ 

門前に 引づ. 9 出して 裁判 を 仰ぐ とか、 商業 上の ケ， I スには 長老 逢は兩 者の 訴を閒 、き 之に 是非の 判 

けつ く だ い f すべ さいはん じ こ 5 みなもん ぜん ちゃ 3 らう； ivc ていしゅつ / ) -MA もんぜん 

决を 下す とか 云 ふ 風に、 凡ての 裁判 事項 は 皆 門前の 長老 達に 提出され たので ある。 處が邑 の 門前 

い ぐ わい はか さいはん こと モれ かみの みや お さい A ん > ^-. こ ん じ r ちゃうら 3 いうり よく. や 

以外に 他で 裁判 さる、 事が ある。 其は聖 殿に 於け る 裁判で ある。 其處 の！： 事 は 長老 や 有力者に 非 

やさいし しか さいし さい #1 ん しゅ るる *v れ さい し ぁると^11 け ，ソ し 

すして 宫 殿の 祭司で ある。 而 して 祭司の 裁判に は 二種 額あった。 其 は 祭司が 或 時には 敎師 として 

ぜん もく はん にん くに もる とき ち 3 はしゃ じけん かたづ こと すな は f し さい し 

善惡の 判斷を 下す が、 ま^ 或 時 は 仲保者と して 事件 を 片付ける 事であった。 卽 ち敎師 としての 祭司 

おも さいて、 くゥん ぜんみく しめ つね りつ はふち しき し 3 け、..' けいけん ねり U こくみん にう とくて なせい くわつ か， ひじ やう 

は 重に 祭典に 關 して 善 惡を 示し、 常に 法律 知識と 宗 敎經驗 とから 割出して 阈 民の 道 德的 生活 向上 

に 努力した。 

つぎ ち 5 ま しゃ さいし おも しう けうて じけんけ つてい > い にん 5>ん ^H, ん こ： • 丄" 

次に 仲保者と しての 祭司 は、 重に 宗敎 的に 審件 を决定 せんとす る 言 は^ 人間の 判斷で 事が 處 

1 し 得られない 鏖 合に、 M ホバの 不思議なる 靈能を 待つ 方法であった。 例へば r 聖籤を 引いて 是 

ひ きょく，： 'よく けつて-;' やう こと このは かも はタ はふ それ 二- 

非 曲直 を 決定す ると 云 ふた 樣な事 をした。 此外最 一 の 方法が あった。 其はモ ー セ によりて 試みら 

しん はう. 《 ふ もっと しんば せ ii は .8 ぜんにい たみ i かしこ ^ お- i\ メレ > ^つ お *も， 

れた新 方法で 最も 進歩した ものである 卽ち 「全 鉢の 民の 中より 賢く して 神 を 畏れ 眞實を 重んじ 

り にく ひと えら zn たみ うへ た せんにん つかさ ひゃくに； e つかさ * * に. 1 つ さ 

利を惡 むと こ ろ の 人 を 選み、 之 を 民の 上に 立てて 千 人の 司と なし、 百 人の 司と なし、 五十人の 司 

となし、 十 人の 司と なして 常に 民を鞫 かしめ、 大事 は 凡て 之をモ ー セが 裁判」 (出 十八の 一 三 I 

二 六) した 事で ある。 


三 追放 後， の 猶太 敎の载 判 

追 » 後の ユダヤじん のし *IE いに は、 vU サ レムお び $fK^ の！！ めに か ありて、 パビ "ン から 

の追放」恭と聖都殘留者との間に起った§德^|:^^&ぶ％ってゐた0 は^ « からあった^, な 4 ぶ 

判事 制が 幾分 か 改正され もので、 が 断 t と ？1 にし 罄！^ しま や に る »な緲 はか ナン ヒデ タム & 

ほん つかさど しゅう y しょ にい .n-N 

判 を 司る 衆議 所) から 大サ ン ヒデ タムと なった ものである 。ュダ ャ：^ g^^k の ヨセフ ァス は 「1 がし ュ 

ダャに は 七 人の^ 輸 if があって^^ を K んじ、 お を i がに つたので^^ 伊に は * もき-も JI. に ^輸 

が 行 はれた。 I？ し « ^市に きいけ あしまき ガ ife の Ife したぎ：！ は、 ユレ ノサ レムに li られ 矛ら g 

と サン ヒデ リムの 審判 を 仰ぐ を 例と した」 と 誌に g して ゐる (八の 一四)。 お g かけ 化 に 

由れば、 大都會 に は 特に 判事 の^をず して に^^ を ま » せしめた， of}- ふ。 1 はち 廿三： ^の 

^tls. にんめい ナベ さいはん あ. U f 

啦事を 任命して 凡ての 裁判に 當 らしめ、 特に ュ〃 サ レムに は サン ヒデ リム 。以ぐ 4f に - 一 つ の 鎖 無恥 

が あ 6- て 普通の ケ， I スが 取扱， はれた と g へられて ゐる。 

♦ じん さい はん しょ ち うさい かラ けん ,a 

ュ タヤ 人の 裁！： 所 中 最高 權威は サン t デ リムであった。 其 に は 七十 にんの 謝卑か i?SE:1lr の 

H 迫 放 後の 驗太敎 の 裁判 111 
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1 i ^ づし もの VJ やく い ふうしゃ けいはつ ねう 5 つ こと 

を 待った。 彼の ナ タンが 貧き 者 を 虐待す る 富者の 刑罰 を ダビデ 王に 訴 へた 事 (母 後 十二の 一 I 六) 

** づ. し ふ じ.^ わう t ん ぐわん よ けん し しもべ せぅ かい わ V 

サ マ タ ァの 貧き 婦人の 王 へ の 嘆願 (王 下 六の 廿四丄 二 〇)、 預言者 エリ シャ の僕ゲ 力 ジ の 紹介で 王 

、ブ つた で かれん ふ じん と 5 も じつれい こと キ.3 やくせい しょ お おは を かさい にん 

に訴 へ 出お 可憐な 婦人 (同 八の 一 I 六)、 等が 其實 例で ある。 殊に 舊約 聖書に 於け る大岡 政談と 

ヤメ わ 』 り." \il じん. 3 つた で * いじ にっし ゆ みら モひ たい かしこ しん ん 

云 はれて ゐる、 ジ モン 王の 二人の 婦人から 訴へ 出た 奥兒寐 取の 爭に對 する 賢き 審！！ (王 上 三の 

十六 1 二八) は 最も- グビカ \ な 例 だと 思 ふ。 

こく わ、 3 ！" ). いはん じ めんに う じ けん i り 6 つか や $ & もく ちゃ、 rfe-? にん.. はってん t 一 かれら 

國 王が 大刺 事と して 面倒な 赛件を 取 极ふ樣 になって から は 貴族 長老 も 段々 發展し 出した。 彼等 

fc はんじた も とも みんじ およ けいじ くわん はふり つ じひ じ 、プ じ つね こくみん しゃく わいせい くわつ かう じ やう つと 

は 他の 刺 事 達と 共に 民事 及び 刑事に 關 する 法律 事務に 從 事し、 常に 國 民の 社會 生活の 向上に 勉め 

た (ゆ 十九の 十二、 廿 一の 二、 廿 二の 一 五、 王上廿 一 の 八)。 何となれば^1 1 人で は 凡ての 事 俗 

. ^より /え き は ぢ 3 だいもん にいい ぐ わい みな かれ らま か れ *u し はや じ 1】. い 

を 處理し 得ない ので 極めて 重大問題 以外 は 皆 彼等に 任した からで ある。 歷史 によれば 早い 時代に 

ひく わ.：^ し し にんめい すべ モ しゃ？ じ とりみ つか のち しゅ ふ レし さ、 * し 

は、 特に 王 は 士師を 任命し 凡ての 訴訟と 公事 を取极 はしめ たが、 後 首府 H ルサ レムに 士師と 祭司 

^1 に：；； し.？ ゐム すべ し なん ぢ. つ！：. 一. いじ けん こ モ こしんり い しか ゎタ てう じ い 

よ 成る 大審院 を 設け、 凡て 至難 重大 事 俾は 悉く 其 處で審 濯せ しめたと 云 ふ。 而 して 王朝 時代の 

^ ゆ も B けい タく ふみ もち この じ にい もっと すぺ じ けん て ゆ. 1 よう 

初めに は 重に 『契約の 書」 (出廿 章 I 廿三 章) を 用 ひたが、 此 時代に 最も 凡ての 事件に 適用され 

でん ゐ しめ はふ りつなん い か しんめい はふ てん 

權威を 示した 法律 は 何と 云 ふても 彼の 申 命 法典で あらう。 


おは せいと ひとや い かれら ころ とせ それ よ しよくけ ハ にう お、 し 1£ »*.\ これ ま0 

を 受けて 多くの 聖徒 を獄に 入れ、 又 彼等の 殺さる、 時 は 其 を 可し とし、 諸會 堂に 於て 屢次 之を罸 

/ I し * けがす こと い かつく る は： i は 11 これ よ ぐ わい こく まち 4i めお； 

し、 强 ひて 之に 褻 瀆を言 はしめ、 旦狂 へる こと 甚 しく 之に 由 b て外國 (ダ マスコ) の邑 まで 攻及 

ベ h -」 (徒廿 六の 九 11 一) と. 吿白 せる を Bs^ て も 解る。 何と なれば パク ti 自身が 育 名な 法學 で 

生地タ^ソの最髙、法^.院を卒||,3てから 「ュルサレムのガ マリュ のおき S で 111 ち&ゾ 

V あしもと モ に せん モ ゆん かく はふり つ よ をレ かみ a つ しん 

の 足下に て 長 てられ、 先祖の 厳格なる 法律に 由 て敎 へられ 神に 熱心な hvj (徒廿 二の 三) と： h 

、 の しょう： t ん なに じ じつ さら この ぎ くわい うち t の £ か. * 

ン ヒデ リムで 述べた 證 言が 何よ， 9 の事赏 である。 更に パク, 1 が r 此議會 の 中に 其 半 は サド カイの 

ひと なか は ひと し むかし ぎ るん なか 44 み 

人- 半 ^パリ ナイの 人なる を 知りて』 (昔の 議員 仲間) と あると ころ を 見る と (徒廿 三の 六 I 一 

〇)、 新約 時代に 於け る サン ヒデ リムて ふ 一 大 裁！： 機關が 如何に 權威 があった かが £1 し i られ 

やう 


一 I 一 II 


第 十一 一一 章 裁判 制度 一 I 二 

めい れい もと こく ない \f5 ビ. い じけん しんさ これ れラ じ じだい にん ちゃうら ラ 

命令の 許に 鬮內の 重大 事件 を 審査した。 之 は， 往時 モ， セの 時代に (民 十 一の 一六) 七十 人の 長老 

にんめい _ ； J ん ん た, A さい ほん れい きいん つた い これ こんに も S じ や ん さい し ちゃ 、> 

が 任命され て 神前で 民 を 裁判した 例に 起因す ると 傳 へらる。 言 は 5- 之 は 今日の 上院で、 祭司 長の 

し だラ fa と し はふ ぎ やう い r さい かう けん & さい しょ 

指導の 許に 司法と 行政と を 兼ねた 最高 櫂 威の 裁！： 所であった ので ある。 

づぎ ぎ &ん せいしつ おは さいし ちゃうら、 f つ. はう ご これ てうて い 6- もく 

次に サン ヒデ ジムの 議員の 性質で あるが、 多く は 祭司と 長老であった、 追放 後 は 之に 朝廷 食 族 

く は か みんかん おも やう こと こう i 一い おい いへ がら 4 み 

も 加 は. OV 可な. 9 民間から 重ん せられた 樣 である。 殊に 後代に 於て は、 家柄 や 富に よりて サン ヒデ 

4! き れつ らの なか じつりょく ひとすな は はふり つ く はし はふが くしゃ モ のぎ lO ん く は 

ソ ム の 席に 列した. 者 も あるが、 中には 賓 力の 人 卽ち ュ ダャ 法律に 詳 ぃ法學 者が 其 議員に 加 はるに 

いぶ ぎ： く， わい モ る ゆん そ くわん tt に S も はふが くしゃ りつ はふ こん ほんぎ かいめい て^よ- > 

至 て 議會は 一 層 其 威厳 を 添 へ た觀が ある。 何故 なれば 法 學者は ュ ダャ 律法の 根 本義 を 解明 適用 

-J^CJ はふて き ル うけ 3 てき し にい モの ぎ &ん かん & さい はな けん， Q しめ £i 

したので 律法 的に も宗敎 的に も 次第に 其 議長 間に 異彩 を 放ち 機 威 を 示す 様になつ たからで ある。 

^ イエス しん^4ん ごく ひ に さい 

彼の ナザ レ の 耶蘇の 審 剁 (太廿 六の 五 七 —廿 七の 一 〇)、 ぺ， ズ ti とョハ 、ォを 獄屋から 引出した 祭 

し 4i ち ちゃうら うがく しゃ さいし さ ら さいはん かみ ラ どく 

司 達、 長老 寧 者、 祭司の 長 アンナ 等に よる 裁！： (徒 四の 五)、 ス -ズパ ノをモ ー セと神 を誇瀆 した 

り いう しんねん ちゃぅら、i^がくしゃ お しと さい おん 

りとの 理由で 審判せ る 長老 學者 (徒 六の 一二)、 ェ, サレ ム 於け る 使徒 パク "の 裁判 (徒廿 二の 

k ^ とう み いか がくしゃ おも さう ざ ラ え 

三 〇—) 等 を 見る と 如何に 學 者が ナン ヒデ リムで も 重ん せられた かが 想像し 得らる V であらう 

いな じ しん モの ぎ & ん われ また さき な さから おは こと おこ K 

否 パク ti 自身が 其 議員で、 「我 も 亦 曩には ナザレの イエ スの 名に 逆 はんがた め 多くの 事 を 行 ふ は 

よ こと みづか おも この こと な すな は さい し ,J- さ ら >i るん はん fQ 

宜き 事と 自ら 意 ひ、 ェ 〃サレ ムに此 事 を 行せ. ev、 卽ち 祭司の 長 等 (サン ヒデ リム 議員) よ. ^ 權威 


五 宗教 制 度 

第 十四 章 戒律 さ 神聖 

一 淸 潔、、」 不潔の 起原 

し ラけラ りつ はふ ごと いう し ぜん おこな し く. t ん しふ はふ はつ つ その 

イス ラエ 〃の 宗敎 は、 律法の 如く、 有史 前から 行 はれた 原始 慣習法の 發 達した ものである。 其 

^ 、 ifa > ゆ：？、 化3 み：^ f;" > や 5 , けジ け. うつう- ゾム， J お tt . これ こ， つ にいへ ブル じん す-, かう ay. い じ. e だくし や 

初めは 他の 原始 民族の 有せる 宗敎と 共通 點が 極めて 多い。 之 は 後代 希伯來 人の 崇高 偉大な 人格者 

ど *p さつり よく しう けうて きけい けん んじ はつ たつ す t は えう ち しう ナ うてき かい h- つ れ、 て，， - ro ff, 

の 洞察力と 宗敎 的經驗 とから 簿次發 達した ものである。 卽ち 幼稚な 宗敎的 戒律と 禮典 とから 實^ 

者で ある 人格 神 を禮拜 する までの 進步を 見た ので ある。 

st んし しう けう もっと けうつ う ふ へん えう モ かい り つ これ ある しゅて うし ぜんて^ しつ 

偖て、 原始 宗敎に 最も 共通 普遍な 要素 は タブ， (戒律) であらう。 之 は 或 一種 超自然的の 性餐 

45- ，： に. f i- ん ±？ ベ しん *- い いましめ レん しゅ れい のう いう .si- 

を帶 ひた、 人間の 觸る 可から ざる 神聖な 「誡」 と 信じられた。 一種 マジカ^な 靈能を 有する 犯す 

一 3^5 潔と 不潔の 起原 1 一 五 


の 目の前にて シ ナイ 山に 降れば なり Q 汝民 のために 四周に 境界 を 設けて liin ふ * へし、 つ んで. S 

のぼ なか ； V, のさ か ひ さは や 44 さは もの か y も ころ て こ .£5 -a t7 

に 登る 勿れ、 其 境界に 捫る ベから や、 山に 捫る者 は必ゃ 殺さる ぺし。 手 を 之に 觸る ベから や、 ^ 

もの か はら いし .7 ころ あるひ い ころ ， ts- • /.^ 

者 は 必中 石に て 撃ち殺され、 或は 射殺さるべし」 (出 十九の 一 111 三) ど ふたの は？ S しく i 

タプ ー を 指した ものと 云って よから う。 

初代の イス ラエ〃 人の 遵守せ る タブ ー に 二つの 意珠が ある 一は 神 1 をぎ A 珠し、 二 は. の 

不潔 不淨ビ 指した ものである。 而 して^ の rSlu と ふ タブ， の舻 1 は喊る で、 n 瞰^ 

i4»0 いみ な すな は たん さは これ おか. , tf^ t» ft* ^. ： 

德 的の 意 1^ は 無い。 卽ち單 に 「觸 るべ から や、 之 を 犯す ベから すと」 ふ 叙 令 > あった。 li 

して 第一 一義の r 不潔」 とい ふの は^ マ ジ 力 〃なまび 祕^ な. K の i1 船 を t| した タブ. I で- 傚の ss^ii 

W い. わ、 ハ いつ / ちから そのけ 3 くん い, み £ 'ん - 、 ，* 

の 精 胸に 旺 溢した 神の 力と か 其敎訓 とか 云 ふ 意跌の もので は 無かった。 一 言に して ijin へば ni: は 

*- い にん！ 6 ん よご SUV ぶつ さは かみた-な 、 Tr^i も し- 

聖 にして 人間 は 汚れた 動物、 觸らぬ 祌に崇 り 無し」 と 云 ふ アイデア が^ち 其れであった。 而^^て 

其 戒律 i4 も 色 あって 原" 始 時代の 會狀 態に 從\\ て 之に 氣 しい タブ.' が されお i である。 


1 涛 潔と 不 斑の 起原 1 1 セ 


第 十四 章 戒 ti と 神聖 1 1 六 

かみ りつ はふ しゅ をく # つたい ふくじ 5 う ゃラ えう しじつ どこ こくみん ， ， 

ベから ざる 神の 律法なる が 故に、 種族 は 絕對の 服 從を强 要された 史實が 何 處の國 民に も あるが、 

とく へ ブル じん おい けんちょ 

特に 希伯來 人に 於て 顯 著なる ものが あった。 

へ ブル じん モ P ，んし じに い もっと おそ し にん からに ふ こと これ 

希伯來 人が 其 原始時代に、 タブ ー として 最も 恐れた の は 「死人の 體に 觸れる 事」 である。 之 は 

す- プ せんねん ご ぶんく わ じ ゾ】 い こん にらな か わがに はんじん かん おは み おな やう かれ > し にん- 

數千 年後の 文化 時代なる 今日 尙ほ 且つ 我 日本人 間に 多く 見る アイデアと 同じ様に、 彼等 は 死人 を 

ふ ひつ ふ じ やう からに し ,0 このく わん ねん かみ しん *| い おか けが 

ば 「不潔 不淨 の體」 と 思惟した からで ある。 此觀 念から 神 は 神聖に して 犯す ベから す、 汚れた る 

にん ゆん ふ え てんじゃう しゅ さい しゃ はい はや はな レ ど 3 はう あらの しに v i& 

人間の 觸れ 得ざる 天上の 主宰者と して 拜 せられた。 早い 話はモ ー セが 同胞 を 荒野に 指導せ る 時の 

けいやく はこ fc い へ ブル じん そ かれら その けいやく はこ うら かみ りん 

「契約の 櫃」 に對 する 希伯來 人の アイデアが 其れで ある。 彼等 は 其 r 契約の 榧」 の 中には 神が 臨 

ざい た** し 》5 この けい やく はこ すぶ ところ しょうり とも かく しん 

在し 給 ふと 信じた。 此ァ， ク (契約の 榧) の 進む 處に必 す 勝利が 俾な ふと 確信した (母 前 六の 一 

そのれ い .U いくら たと しょうり しゅく た かみ はこ あ； i ら くる 

—五)。 其 例 は 他に も 幾何 も ある。 例へば ダビデが 勝利 を 祝さん が爲 めに 「神の 櫃を 新しき 車に 

の や 4* いへ かいに およ ぜんか こと ひつ つ 5* み す ね 3 

載せて 山に ある アビ ナ ダブの 家より 舁き 出し ダビデ 及び イスラ ェ 〃の 全家、 琴と 瑟と 鼓と 鈴と 鐃 

はち ちから は 3 た う 仁 ♦* へな ど とき かみ はこ お 

鉢 を もちて 力 を 極め 謠を歌 ひて H ホバの 前に 躍踴 つた 時に」 (母 後 六の 六. I 八) 神の 櫃が 落ち か、 

て の ほ か， * いかり ふ モ のかた は し また ざん 

つたので、 クザが 手 を 伸した のが、 神の 怒に 觸れ て、 其 傍らに 死んだ と ある。 又シ ナイ 山に 於け 

ほん へ ブル じん れい はい もり さ ** み い なん；？ U み ところ S け 

る 一般 希伯來 人の 鱧拜の 有樣を 見る と rH ホパ、 *•， セに言 ひ^ま ひける は汝 民の 所に 往 きて 今 

ふ あす これ <is これ モの いふく みら モ K へ か 》< モ ； A つかめ » す/へ .て， たみ 

日 明日 之を聖 め、 之に 其 衣服 を擀 はせ、 準備 をな して 三日 を 待て、 其 は 第三 日に M ホパ全 體の民 


みに 限られ (申 十四の 九 1 1 〇) て 食 ベ る 事 を 許された と 云 ふ 事で ある。 

しょく. つかいり つ もっと きびし きんぜい ど. ひぶつ ち レ よく こと， I I f 

食物 戒律で 最も 厳く 禁制せ らおる は、 動 称の 血 を 食す る 事で ある (創 九の 四、 利 三の 一 七、 十 

へ ブル じん ち いのち しん これ か & けん さいにん 

七の 一 〇ー 一四、 母 前 十四の 三 三)。 希 伯 來人は 血 は 生命な. 9 と 信じて 之 を 神に 献じ、 祭壇に 注 

か A れいはい も ぶら これ お $4 ぃ& しょく はん さい レん ぜん si じぶん シカゴ 

いで 神 を觼拜 した。 又 脂 も 之と 同じ 意. M で 食せ ゃ燔 祭と して 神前に 献 げたと ある。 自分が 市 俄 古 

だいがく る ころ あるひと あんない ** ん ベい K. ,,f と さつ じ やう けんぶつ い 

大學に 居た 頃で ある。 或 人お 案內 して 全米で 名高い ストック、 ャ ー ド. (屠殺場) へ 見物に 行った。 

かしこ ひ なん ♦* ん い うし ぶ ii ひつじ と さつ かくし おく いづい さんく わん にん やお 

彼處 では 日に 何 萬と 云 ふ 牛、 豚、 羊が 屠殺され て 各 州へ 送らる ので 何時 行っても 參觀 人が 山 を 

も われ 》,\ もっと <?! やうみ ひ じんた まいし.？ さに うし と さつ こと 

なして 居る。 我々 に 最も 與味を 引いた のはュ ダャ 人の 爲 めに 每週 定まって 牛が 屠殺 さる、 事で あ 

じんよ 3 い ねい 3 し いづ おはて おの 4> せ もと ぼくさつ じんよ 、つ じん 

る。 ユダヤ人 用 以外の 牛 は 何れも 大手 斧 一 擊の 下に 撲殺され るが、 ユダヤ人 用の みは 二三 人の ラ 

レぅ けう けう し みづか て お 51 ふる きり ころ これ ^ おも ひ に しょに い 

パイ (宗敎 敎師) が 自ら 手に 大 ナイフ を 振って 切 殺す ので ある。 之 を 見て 思 出した の は 初代に 

お じん しょくもつ かれ ら ぼくさつ けものに くた にくち しょく 

於け る ユダヤ人の 食物 タブ ー である。 彼等 は 撲殺した 獸 物の 肉 を 食べない。 肉 を 血の ま、 に 食す 

おか つ， ひ き： i. PX これ lO は^' じん た 

る は M ホパに 犯す 罪と して 禁 せられて ゐた (母 前 十四の 三 二 I 三 五)。 但し 之 を 異邦人に 食べさ 

tt いき やく こと f tec tea へ Ts ル じんに いみん P こくじん ど ぐ わい し 

したり、 賣 却す る搴は 許された。 何故 なれば 希 伯來人 丈け がュ ホ パの聖 民で、 他 國人は 度外視 さ 

I か / いんし ふ て *v じ 5>, い じんかん さか おこな 

れ たからで ある。 斯うした 因習 的 アイデアが パ ク n の 時代に も ュ ダ ャ 人間に 盛んに 行 はれた ので、 

はタ くわい o^u あら * P や、 リ か け 3 くわい ^ でんと. 3 てきし.. J くわん 

敎會は 常に 爭 ひが 絶えなかった 様で ある。 彼の コ リント 敎 會ゃェ 〃サ レムに は 可な，.^ 傳統的 IE 惯 

二食 物戎律 一 一九 


へ ブル じん 44 も ちタ. ，0 づと ふ けつ ふ じ やう ある レょ く. つ レ S る. これ じん 

希伯來 人の 守った タブ， 中 最も 不潔 不淨 とされた の は 或 食物の 種類であった。 之 は ユダヤ人の 

i こんに もな かしこ th かいわつ レビ き しゃ... - しんめいき しゃう しゃ 3 さいしる 

中に 今日 尙ほ 賢く 守られて ゐる 戒律であって、 利己 記 十 一 章と 申命記 十四 章に 詳細 記されて ある 

あ もて ラ じう くわん きんせい い ♦* さんかう われく に はんじん さや V 'み モ のし ゆるい め たか と び くろ 

或 鳥 獸に關 する 禁制で ある。 今參考 までに 我々 日本人に 舆 1^ ある 其 種類 を 上 ぐれば r 臘、 鳶、 黑 

たか る-0 かくし 5 からす に て V ふくろ かもめ す め はくて-/.' つる - あ タ：" る- ま. U かリ もりおよ つ は さ は 

魔の 類、 各種の 鴉、 駝鳥、 梟、 鷗、 雀、 白鳥、 鶴、 鸚鵡の 類、 又 蝙蝠 及び 羽翼 ありて 铜 ふと M ろ 

-0 の これ なんちら けが もの んぢら これ くら 

の 者」 で 之 は r 汝 等に は 汚れた る 者なら、 汝等之 を 食 ふ ベ からす」 (申 十四の 二 II 1 九) と あ 

み たう じ しょく もつ ない よう さつ.？ 

るの を 見て も當時 の 食物 タブ I 'の 內容を 察し 得 るで あらう。 

たいか かいりつ いつごろ まも やう い かくれき してき *9 じ こんに & 

一 體 斯うした 戒雞は 何時頃から 守られる 様になった かと 言 ふに、 確た る歷 史的 記事の ない 今日 

レ え がくしゃ せつ レ ぜんれい はいじ にい i んし しゅ 4- く くねんれ い はじい 仁 

知. 9 得ない が、 學 者の 說 では、 自然 躔拜 時代の 原始 種族の 慣例に 始まる ものと 言 はれて ゐる。 多 

ぶんえい いじ やう 4r ん せい す $i は ふ けつ てラ じう はんじん X しかへ ブル じん 

分衛 4ti 上から 禁制と して、 即ち 不潔な 鳥獸 として 一 般 人に 禁じた もので あら ラ。 然るに 希 伯來人 

S る て $ じう ひつじ うし やぎ め じか かもし か こ じか そのた しかるる す H けに もの - つら ひづめ わか 

の 許されお る 鳥獸は 「羊、 牛、 山羊、. 牝鹿、 錄羊、 小 鹿、 其 他の 鹿 類な ど、 凡て 獸畜の 中 蹄の 分 

わ ひづめ な はんす 5 じ v ぎよる. ナぺ つ はさ 、リろ こ しゅる. Q 

れ 割れて 二つの 蹄 を 成せる 反 萄獸」 であって (申 十四の 三—)、 魚類 は 凡て 翹と 鱗の ある 種 額の 


しん そ こ は- くねん かいりつ ま 3 みるし 5 はうて きぎ しき 4* も ふ けつ まね 《- 

と 信じた。 其處で 母に 關 する 戒律が 設けられて 或 宗敎的 儀式 を 守らねば 不潔 を 免れぬ ものと され 

. * • • これ じ にい い ぜん おこな A モの きょめ れいてん もづか 

た (利 十二 章)。 之が ィ H スの 時代 も 依然として 行 はれた と 見えて、 其 「潔」 の 臍 典に 預 つたと 

ふる れきし &んし みん- &く とし u ろ だんし かぎ とくべつ し 5 ナうぎ しせ .K こ £ 

ある。 古い 歷史 によると、 原始 民族に は 年頃に なると 男子に 限って 特別な 宗敎 儀式が 行.， はれた。 

すな は かつ- ところ へ ブル じん これ しんじん けいやくき ビラ 5*4 r も かなら おこぶ T 

卽ち割 鱧で ある。 處が希 伯 來人は 之 を 神人の 契約 記號 となし 生れて 八日 目に 必ゃ行 ふた 樣 である。 

これ， みん J^;^r せい. しはく?？ け. ？1 かん ぶ し S ゆか て ち れ 5 さ、 ひ いき ろ こつ なん ぢらモ の 5- う かよ き 

之 は 原始 民族が 生殖器の 缺陷を 矯めた 一 種の 外科 的 治療で 創世記 は 露骨に ^汝等其陽の^i$をぎる 

これ われ なん ぢ も ひに けいやく しるし しる レかか ぎ しき しんやく しと じ iit, 

べし、 是 我と 汝 等との 間の 契約の 徵な. 9」 と 記して ゐる。 が 然し 欺う L た 儀式が 新約の 使徒 時代 

か おこな いた ところ もん i 一. い おこ や 3 

にも 可な り 行 はれ 至る 處に 問題 を 起した 檬 である。 


^十四 章 戒律と 神聖 一 二 〇 

.^ん13 ひく わい タち おこな しょに いけ 5 くわい しんと Ka- け.，， 'せき すく 

が 新 敎會の 中に も 行 はれて、 初代 敎會の 信徒 を惱 ました 形跡が^ くないの である。 

三種々 なる 戒律 

初代 希 伯來人 社會に 守られた タブ I に はい があった。 にも It へた "き に、 に麒 る- i は？ e« 

とせられ (民 十九 章： >、 七日 間 は 汚れた ものと して il はれた。 ^^の が だ キ"！ を 崎れ な 

いから 之に 觸れ ても惡 いし、 觸れ たんに さはっても l れ ると 11 じたから である。 sl« の&^ の^ 

け 3 しん と かん それ おな も & ねし 

敎 信徒 間に も 其と 同じ アイデ ャの 持主 はザラ にある。 

次に 1^ 潔の タブ ー として 恐れた の は、 iiili やに きれる！， である。 おに！. してき.！^ « は 十 111 

十四の 兩 章に亘 りて 委細 取扱 法を敎 へて ゐる。 - 之れ にがれば 1 曰レの イス ラエ \w は- Kl^il ビ ri^ 

がつ ー , > た ひ. V も このび や 3*0 おか は み ひ ぜん 》*\ かくり さ- しょ- フ. 5, ？ 

潔」 として 甚く 恐れた。 人 若し 此病氣 に 胃され たる 場合 は 全然 隔離され、 祭司の 證 眠が 出る まで 

誰に も 交際が 出來 なかつ お。 ずし1.は1^まぇた¥41は 一て{^の|^^^に1って2 ホパの；^に&§の|!ぉん 

を 執行せ ねばならなかった ので ある (利 十 早 )o 

f に iif に ir タブ— に 1 て 一 VC たい。 抓14¥來 じん は、 にん i のた 翁 はれ • なまの i 


第 十五 章 犧牲ヒ 供物 

一 最初の 犧牲 

こ だい へ ブル しタ けう もっと り^せつ か V 'てつ y し^ 14 かんづく ぎ せい かみ . よろ IJ にん ゆん さいかう ゆ 

古代 希 伯 來宗敎 の 最も カ說 高調せ る は 儀式で ある。 就中 犧牲は 神 を 喜ばす る 人間 最高 唯 一 の 行 

る し. しか ivf? y せい し 5 すな は かみ さ- おくりら の いけに へ かみ さ-! そな へ 

爲と 思惟され お。 而 して 其 職 $i に は 二種あった。 卽ち 刺に 捧 ぐる 贈物と 犧牲 として 神に 献 げた 供 

もの しょく こと しか に かみ さ- い どうぶつ ち にく 4i かんづ くら 

物 を 食す る搴 である。 然 らば 何が 神に 献 げられ たかと 言 ふに、 動物の 血と 肉と である。 就中 血 は 

せいめい ふ しぎ しんぴ え、；' そ くわん ねん さい 11. い モ1 か かみ れいはい 

生命の 不思議 神祕な 要素な b との 観念から 祭壇に 注がれた。 斯うして 神 を禮拜 する なれば、 M ホ 

にんじゃ、 > はんさい さ- * モカ やき にく • ズラ ゅレ r^o その そ- - ちの た t しん 

パは 壇上に 燔祭 として 献 げた 其燒 肉の 馨き香 を かぎ、 其 注いだ 血 を 飲み 給 ふと 信じた もので あら 

う (創 八の 二 1 、 ニニ)。 

y せいいろ/、 いみ さ- か すく かんしゃ い み いけに へ f かみ 

犧牲は 色々 な 意 缺で献 げられ た。 彼の ノア は 救 はれた 感謝の 意味で 襪牲を 献げ、 サム ェ V は 神 

は ご じょりょく あ ふ ため わか こ ひつじ さ- - わ 5 こくみん &タ な こ する もくて ^.i 

の 保護と 助力 を 仰がん が爲に 若い 小羊 を献げ (母 前 七の 九)、 サ クル 王は國 民の 勇氣 鼓吹 を 目的 

かみ モ なへ. の けん ま fc はも ひみ こくなん さ た はんさい しう，. R ん さい 

として 神に 供物 を献 じた ものである 。又 ダビ デの塲 合 を 見る と 國難を 避く る爲 めに 潘 祭と 酬恩祭 

1 最初の 银牲 二 1=1 


いた ふうし ふ かみ きそれ ぜん しラ げ •， てき しき さい いは ゆる えんく わい や- ク ば らく し ** 

痛ましき 風習が 加缺 されて 來た。 其 は 全然 宗敎的 色彩な き 所謂 宴 會樣の ものに 墮 落して 仕舞 ふた。 

.^ら のお じんか てい まふ ふ 3 み i rn いた ひ くねん なん 

モ I セが 荒野に 於け る イスラ ュ ダ 人の 新う した 低級な 風 を 見た 時に 彼 は 痛く 悲觀 した。 何とな 

さ， I し たみ ♦* へ にん きづ さいれい **.0 せんこく とき ひと. くて うは や おきいで 

れば 祭司 ァ ンが 民の 前に 壇 を 築き M ホパの 祭觼を 守れと 宣告した 時に、 r 人々 翌朝 早く 起 出て 

はんさい さ- しう おんさい そな .U み！ 3 のみく ひ fc fc はむ メ ， ゝ，， 1/ ) -tic- ； 

旙祭を 献げ酬 恩 祭 を 供 ふ、 民 坐して 飲食し 起ちて 戯れた』 (出卅 二の 六) からで ある。 其 處で預 

& ん しゃ かれら いんか 5 もたらし さけの かれら ゃ*<.^» い fcll き いけに へ si 、ソへ かう 

言 者 ホセ ャが 「彼等 は 淫行 をな し 新き 酒を飮 む。 彼等 は 山々 の嶺 にて 犧牲を 献げ、 岡の 上に て 香 

た かしの き や tS ぎの 外 くりの き もと この こと おこ； 4 ん S ら ひすめ いん なん ぢら この 

を 焚き、 樫樹、 楊樹、 栗樹の 下にて 此事を 行 ふ。 こで を もて 汝 等の 女子 は 淫行 をな し、 汝 等の 兒 

つも かん いん おこな モの みに かうる ひ なん こう 6^ か しんめい はふ てん 

婦は 姦淫 を 行 ふ」 (四の 一 〇ー 一 三) と 其 亂れた 行爲を 批難 攻擊 したので ある。 彼の 申 命 法典が 

ち は 3 せいしょ お いけに へ ぜん はい せいと おい &ん しゅく はんさい いけに へ さ- - 

地方 聖 所に 於け る犧牲 を全廢 して、 聖都ェ ダサ レムに 於ての み 厳 肅に燔 祭と 犠牲の 捧げら るべき 

T きてい 5£ こと い *4 が ねん しゃく わい ふ， つけう み かい ざう 

樣に 規定せ る は、 故な き 事で はない。 言 は > 長年の 社 會風敎 から 見て 改造した もので あらう。 

二 贖罪 犠牲 

へ ブル じん かみ さ- * いけに へち う もっと いうい ぜ A んレ A く おこ *1 つ A to- るし お s\ . じょく V,J い 

希伯來 人が t に献 げたる 犧牲 中、 最も有意義で嚴肅に！^：はれたるは罪の赦の爲めに献げた續罪 

ぎ i- い か < いけに へ 《M こと か& れいはい しゃ * かく 5 うわ 

犠牲で あらう。 神に 犧牲 を献 ぐる 事に よ- 9 て 神と 禮拜 者との 竦隔が 融和され る ものと 信じた から 

二 ii- 罪權牲 1 二 五 


り 第 十五 章 犠牲と 供物 一 二 四 

を 特に 献 げたと 傳 へられて 居る (母 前 十三の 九、 母後廿 四の ニニ 1)。 

d よ， ル かみ い に /f? もつ； ぶ- ve たか *KO の にん > ん か， 4 けん、 こと こ e ふ .》 へ ブル じん おこ K 

初代 民族の 犧牲中 最も 尊い 高い 供物 は 人間 を 神に 献 じた 事で あらう。 此 風が 希伯來 人に も 行 は 

/ しんめい はふ てん かた いまし たと けいやく 

れ たので 申 命 法典 は 堅く 禁 めて ゐる (申 十八の 一 〇)。 例へば エブ タの 契約 を 見ても (士 十一 の 

わう ぐタ y う そのこ 5- れい A おのれ くら. r- 

三 〇| 四 〇)、 ァ ハズ 王が 偶像に 其 子を献 げた 例 (王 下 十六の 三) を 見ても、 又は 己の 位 を繼く 

ちゃ タし いし がき -5 へ はんさい れい み のち これ 

ぺき 長子 を 石垣の 上に 献げ て燔 祭と なした (王 下 三の 二 七) などの 例 を 見る けれども、 後に は 之 

き 一ん ある どうぶつ さかん S- やう 

が禁 せられて 或勸 物が 盛に 献 げられ る樣 になった ので ある。 

つ い. s-v- へ • 一 にく た こも これ いはに & れいはい しゃ いう じん ら き あつま 4< つり ％ti は 

次に 犧牲 に献 げた 肉 を 食べ る 事で ある。 之 は 犧牲を さ、 げた 禮拜 者の 友人 知 已が蕖 つてお 祭 騒 

* ^^そな へ.？ の ちそう たが ひ よろこ この a あ ひ か A し 4 ひん ね もの みは 5S いしょく 

ぎ をな して、 其 供物 を 馳走して 互に 喜ぶ ので ある。 此 場合に は、 神が 主賓で 招かれた 者 は 皆 陪食 

：^ゃ ， > か これ 一 山ん じん くねんけ い * タ しんか V のうみつ しん これ へ 5- は -vy へらの 

者で ある。 而 して 之に よ. 5 て 神人の 關 係が、 一 層 親交 濃密に なると 信じ、 之お 平和の 供物と して 

しゃう れい r 

獎勵 した もの だと 云 ふ。 

• £ ぷ-ぃ _ C ろ このい けに a おこな モ のき 4 ん わか しか ね、 A てう じ ウタ, * づ これ おこ or -, ん 

1 體 何時頃から 此犧牲 が 行 はれた か 其 起原 は 解らない。 然し 王朝 時代に 王 i ら之を 行 ひ、 

* J- う > せい..：^ よ い， せいしょ こと ご と おこな けい 亡き たと かんし さい ひら 

は 地方の 聖 所と 云ふ聖 所に 悉く 行 はれた 形跡が ある。 例へば サク 〃とサ ム ェ 〃が 感謝祭 を 開き 

(母 前 九の 一 1)、 H 〃カナが 之 を 家族 鱧拜 となした 事 (母 前 一の 四)、 其 他の 記事お 見る と 何 か 

IJ.Ji fc び ご と このし A れいてん おこな や-つ ところ これ .11 ん！ 6 つ i いろく へ， が パ ^ し 5- くわ *-Jf う +J うじ *.3 

事 ある 度 每に此 種の 禮 典が 行 はれた 樣 である。 處が 之が 年月と 共に^々 な IffiJ を 見、 ll^k 敎 i| 


まいねん こくみん つみ ゆるし fc さ- • こ. C ねん ど、 > ぶつ かや たい 

每年國 民の 罪の 赦の爲 めに 献 げられ たと あ るから 之が 一 年に 献 げらる. -勸 物の 數は 大した もの 

みん すう りゃく しやう さいしる 

で、 民 数紀略 (廿八 I 廿九 章) に 詳細 記されて ゐる。 

三 神前の 供物 

ぼくちく じ にい お いけに へ おも ど 3 ぶつ ころ tl み さ- のう t ふじ にい これ こと 

牧畜 時代に 於け る犧牲 は、 重に 動物 を 殺して 神に 献 げたが、 農業 時代に は、 之と 趣 を 異にして 

ち さんしゅつ の 3 さんぶつ はつ ぼ さ. * れい へ ブル じん り や、 しゃ ゃタ とく こ. プし fe- 

地から 遼 出せる 農産物の 初 穗を献 ぐる を 例と した。 希 伯 來人は 兩者を 守った 樣 である。 特に 後者 

のち ともたい ^いなん さいし たち ふ じょ ,v さめ b の わうて 5 じ にい おい 

は 後に は 土地に 對 する 税金と なり、 祭司 達 を 扶助す る納物 ともなった。 王朝 時代に 於て は H 〃サ 

*.JS 、プ でんけ いえい t にんし W いたつ ひんぷ い かんと ねん はん モは へらの せい う 

レ ムの 宮殿 經 營の爲 めに、 男子 二十歳に 達すれば 貧富の 如何 を 問 はや 年に 半シ グダの 供物 を 請求 

たさい し ふじょ ひ しう に ふ ぶん さ-け- の ,v さ き 

されお (出卅 の .一 一— 一 六)。 1^ 祭司の 扶助 費と して 收 入の 十分の 一 の 献物 も 納めねば ならぬ 规 

C い xr もつ おも ふたん r はつ a ぶん そな へらのと う いは ゆるさ- 1 もの ながねん 

定 あり、 中 以て 重い 負擔 であつ お。 斯うした 初穂、 十分の 一、 鱧 物 等の 所謂 供物 は 長年 ユダヤ 

じん あ ひ に おこ ft き くわん しふ てい か キリ, <ト じ にい これ おこな けいせき 

人の 間に 行 はれて 來た 慣習 規定であって、 彼の 基督 時代に も 之が 行 はれて ゐた 形跡が ある (太 十 

こと 4« ゆうでん モ な へらの ぜんせ かい じん つの モ のがく rtc 

七の 二 四)。 殊に ェ〃 サレ ムの 宮殿への 供物 は 全世界の ユダヤ人から 募られおから、 其 額 は 莫大 

さう ゐ 

な ものであった に 相違ない。 

三 神前の 供物 二 I 七 
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はや じ にい べつ レょく ざいて き いぎ. b いけに へな ^^^i, , ころ， I 

であった。 早い 時代に は 別に 赎罪 的の 意義 を 有った 犠牲が 無かった が、 ェ 〃サレ ムの 滅亡の 頃 か 

さいし. たら こくみん つ * ふ か tea r ル^1レ 一」 J くな，. バら， ゐ t3 ィ： I 

ら 祭司 達に は國 民の 罪深き が 故に、 欺う した 谦むぺ き 國難を 招いた 位に 感じた ものと 想像され て 

じ ら、， かれ ら なん こく か さいこう しう £5 ち 3 しん ち さヤ -^^ は 力 6 <^ 

ゐる。 爾來 彼等 は 何とかして 國 家お 再 奥し、 宗敎の 中心地で ある ェ \サ レムの 再建 を 計り 以て 過 

こ つ、 こく &ん さとし きねん こと その けつ くわ さい し た， にい い 』ぶ に/ か 人が へに / 

去の 罪を圃 民に よく 悟り 知らし めんと 祈念した 事で あらう。 其 結果 祭司 達 は 第二の 犧 牲を考 出し 

すな は y いさい しゃさい こ さいした つみ みづ ， n£ く， や 一に , ：^^ P I 

た。 卽ち罪 祭と 赦祭 之れ である。 祭司 達 は イスラ ェ 〃の 罪は自 から 招け る ものと 過去の 挺、； 知と か 

き しょく y いぎ 4- い すく しん むかし か よ i ん しゃた ち つみ 5 るし かいご： こくはく 

ら來 たが 故に、 贖罪 犧牲 によ- 5 て 救 はる ものと 信じた。 昔 彼の 豫言者 達が 罪の 赦は改 悔と吿 白 

え しん さいし ぎ しき さいれい ら こと つみ 5 るし え しゅち^; y 

によりて 得らる/' と 信じた が 如く、 祭司 は 儀式 や 祭 鱧 を 守る 事に よりて 罪の 赦が 得らる と 主張 

したので ある。 

しょぐ ざいいけ に & いろく こ じん こく か ため はか さいした I 4^ いし fc ^o. 

脑罪機 牲には 色々 ある 。個人 ゃ國 家の 爲に 許りでなく 祭司の 爲 めの もめった。 祭司の 爲 めの 犧 

せい ざい さい い くわ レっ は あ ひ これ さ- b こく ts; ん つ, J 

牲は罪 祭と 云 ふて、 彼が 過失 をな した 旗 合に 之 を 捧げた (利 四の 一 11 二)。 若し 國 民が 罪 を 犯 

とな ^r. こうし ざ、， - さい さ- ** たつ かさ た& つみ おか モ のかみ い しめ さか *p 

した 時には 若き 犢を罪 祭に 献げ (同 一 三— 二 一 )、 又牧伯 達の 罪 を 犯し 其 神 H ホバ の誡 命に 逆つ 

まあ ひ を やぎ まった モ なへ もの さ- つ つり しか こ じん しはく?， "い！？ > ゆや 

た 場合 は、 牡 山羊の 全き 禮物を 献げて 罪 祭と した (同 ニニ— 二 六)。 而し てまた 個人の 赎 罪犧牲 

め やぎ モ なへ. の さ. * い わけ モれ. f き てい これら ぎ しき どうぶつ 

には牝 山羊の 禮物 を献げ ると 云 ふ譯で (同 二 七— 三 五)、 其々 規定が あった。 是 等の 儀式 は 動物 

ち と にんじゃう つの これ ね モ のち その にんの した そ- しか この ざい さい 

の 血 を 取り 壇上の 角に 之を袜 hN、 其 血 を こと- 1.\ く 其 塊 下に 灌ぃ だもので ある。 而 して 此罪祭 は 


第 十六 章 安息日 さ 成 祭日 

一 安息日の 休業 

し， よに い へ ブル お もっと たいせつ しゃく わいせい -ど せい もん モく にち じゅんし 5 これ *- んに ひ 

初代 希 伯來に 於け る 最も 大切なる 社會 制度 は聖 安息日の 遵守であった。 之 は 現代の クリス チヤ 

ンは 申す に 及ばす、 彼の w スレ ム敎徒 も 色々 なる 困難 迫害 や、 經濟 上の 損失 あるに 拘らす 守って 

いは S るせ いじつ ひと ま. U われ. C ほか な いませ かいかく こく このせ いど さいよ- リ や 

ゐる 所謂 聖日で ある。 獨り又 我々 クリス チヤ ン許， 9 で 無く、 今や 低界各 國が此 制度 を 採用して、 矢 

は きう じつ こと じつ. よろこ ゆん しゃう 

張 休日と した 事 は實に 喜ぶ ベ き 現象と 云 はねば ならぬ。 

ぐわん らいみ んモ くにち へ ブル じん はつめい し-つけう せいど よほどい ぜん すで "い ** も 

元來 安息日 は 希 伯 求人の 發 明した 宗敎 制度ではなかった。 餘程 以前に、 旣 にパビ " ンに 於て 守 

やう ところ へ ブル じん かのち & いぶ りよ かう ちう これ まら ふうし ふ そ かれら ro t 

ら れた樣 である。 處が 希伯來 人が 彼 地の 西部 旅行 中 之 を 守る 風習に 染み、 彼等の 力 ナン 入と 共に 

5 に ふ なん はじ い にち す は か か にち にらい 

ュ タヤに 輸入した ものら しい。 何でも 初めは 每 七日に、 卽ち 七日、 十四日、 廿ー 日、 廿 八日と 云 

しうかん め し ごと やす しゅくさい おこな のち；！ ん きう ゆ ふ つか やす い くわん しふ 

ふ 週間 目に 仕事 を 休んで 祝祭 を 行った のが 後軍に 休業して 勞れを 休める と 云 ふ 慣^に なつお もの 

しん - ところ い つ ごろ これ へ ブル ごラ てい^ 3 じつ しか わか P ぶ； 

と 信じられて ゐる。 處が 何時頃から 之が 希 伯來に 公定 休日と なつ たかは 確と は 解らぬ が、 多分 乇 

1 安息日の 休業 ニー 九 
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*5 いご I b * なへ； P の *V れか 5 い レ い.？ く もつ いと き 5> うでん f 

最後に 最ー つの 供物が ある。 其 は 厚意に よる 自由 供物で ある。 聖都 H 〃サレ ムの宫 殿に は 特に 

らっは が た S い *J ん 5S こ れいはい しゃ はい くす い r. くも モな へつ こ ft 、- れいはいし 

十三の 喇叭 形の 赛餞 箱が、， 鱧拜 者の 入って 來る 直ぐ 入口に 備付け てあつた。 之 は 何時でも 禮拜者 

じ いう け，^ SJe で ラ やう とくち ねん ねん ぢぅ じん ぜんら さんけい で もの 

が 自由に 献金が 出來 得る 樣に特 置した ものである。 年から 年中 ュ ダ ャ人は 全地から 參詣に 出る 者 

お ほ した «t ^ す，.^ i4 い とく レ よこく さんざい レょ くみんた も ：C ん くじゅん れい か卞 ゆき 

多く、 從 つて 献金の 額も尠 くなかった と 云 ふ。 殊に 諸國に 散在せ る 殖民 達が 年々 巡醴 する 数が 激 

*5 つ その. はん ん にか み うか れきし.^ づ しんやく しょ 

增す るに 連れて、 其 献金 高が 增加 する のみであった と歷 史家が 傳 へて ゐる。 新約聖書に、 ィ ェ ス 

が r 赛錢の 箱に 對 ひて 坐し、 人々 の錢 を赛錢 rl にぶる を たま ひし に^くの is, か。 はおく^ ^< れた 

f り まづし やもめき た な い 

6^0 一人の 貧き 寡婦 來， 9 て レブ タ 二つ を 投入れ た， 5」 (可 十二の 四 11 四 四、 路廿 一の II 四) 

含 ゆ 3 でん さい i.- ん は, J い 

と ある はュ 〃サレ ムの宫 殿の 赛餞箱 を さした ものである こと は 言 ふまで もない。 


二 安息日の 神聖 

さい し はふ てん か ころ あんそく にち くわん し さ 5 き は たんじゅん えう ち すな は あんそく にち 

祭司 法典の 書かれた 頃 は、 安息日に 關 する 思想 は 極めて 單 純で 幼稚であった。 卽ち 安息日 は 14 

てんち ほんぶつ さう ざ 5 £^ にい にら やす た *4 われく にん 5； ん にい に& ぜん. （-ろ 3 5J5 

ホパが 天地 萬 物 を 創造せられ た 時に、 第 七日に み 給 ふた。 故に 我々 人間 も 第 七日に は 全然 勞働 

やす ひお ひ とづか b これ おか， は あ ひ し ざい さに 

を 休み、 H ホパの 日に して 他の 人 を も 使って はならぬ。 若し 之 を 犯した 場合 は 死罪に 定めら ると 

をし 

敎 へたので ある (出卅 I の 一 二 I 一七、 五の 一 七、 創 二の 二 1)。 

みん そく にら し 5 け 3 てきい き. 6 や 5 たんかかん &ふひ つか から に やす 

安息日が 宗敎的 意義 を 有つ 様になつ てから は、 單に 六日 間の 業務で 勞れ た體を d| ませる のみな 

いろ-, f\ しう け 3 てき y し <s« しっかう せいくね い とく 

らす、 色々 な 宗敎的 儀式 を 執行す る r 聖會」 となった (利廿 三の 三、 廿 四の 八 1)。 特に ネへ ミヤ 

さい し てん こん ほん &んり . あん もく にち きょ 45 ほん じん す， しゃう かれ みん f にち くジ 

は 祭司 典の 根本原理に 基つ いて 安息日 を淸く 守れと 一 般 ユダヤ人に 推獎 した。 彼 は 安息日に は貨 

もつ しょくもつ はい /\ きん かみ よ *4 も これ 

物 や 食物の 賣買を も 禁じて (十の 三 I 、 十三の 一 五 I ニニ) 神の 爲 めに 淸く 守らし めた。 之が マ 

じ にい く あり &ん かく まも けう ねっしん もの せ. -* じ お ひ ぶ さう 

力 ビアン の 時代に 來 ると 一 層 嚴賴に 守られ、 ュ ダ ャ敎に 熱心なる 者は戰 時の 場合で も、 武装して 

fcx か ぶ さう ころ はう ま くら, お b これ C -P う 一一と 

戰 ふよ. も 武装せ すして 殺された 方が 增 しだ 位に 思 ふたと ある。 之と 似た 様な 事が ヨセフ ァスの 

こ にいし * ，モれ みん そくに ち じん せん さう こと かれら う. e めい さ *f い か al 

古代 誌に も ある。 其 は 安息日に ュ ダャ 人と 戰爭 する 事 は、 彼等の 運命 を 左右す ると 云 ひ、 彼の 羅 

二 安息日の 紳 聖 二 1 二 
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ねんかんからの まよ • い ぞ /'じ il い はん さ- リざう , ) す はは 少， ベい， ザ， じつ 

1- セが 四十 年間 荒野に 迷 ふた 移動 時代な らんと 一 般 から 想像され てゐ る。 卽ち 彼の 制定した 聖日 

くねん き じ は んぢ か あ ひに なん ぢ わざ か やす かくなん； f 3 しおよ *£.1 は.？ やけ . fc^v I 

に關 する 記事に は r 汝 六日の 間 汝の業 をな し、 七日に 息むべし 斯汝の 牛 及び 驢 を應 ませ" 汝の 

し b ぺ こ およ よそぐ に ひと い t} これ あん モく にも せん ば 

婢の子 及び 他 國の人 をして 息をつか しめよ」 (出せ 三の 一 二) と ある。 之に よると 安息日 は 全 ％^ 

にくた、.' P ^ ^ しだい し、 リ けうて き いぎ も ゃラ よ ゆん じ や 

肉體の 休み を 意^した ものであるが、 次第に 宗敎 的の 意義 を 有つ 様になり、 豫 言者ァ モヌゃ ホセ 

ら ころ じゅんぜん しう け 5 てきせい じつ **.b やう ： C , 

ャゃ ィザャ 等の 頃になる と 純然お る 宗敎的 聖日と して 守らる、 檬 になつ-? i (亞 八の 五、 王 下 四の 

こと しんめい はふ てん かい うち もん そくに ち h- つ う ぜったい やす をし 

ニニ—、 何 二の 一 1)。 殊に 申 命 法典に は 「十誡」 の 中に 安息日 律 を 設け 絕對に 休むべき を敎へ 

モ の り いう じん ぞ れいせい くわつ すく ひ つね 

た (申 五の 一四 )o 其 理由 は イス ラエ〃 人が H ジ ブトの 奴隸 生活から 救 はれた 日 だからと 傳 へて 

ゐる (申 五の 十五)。 

さ せいもん モ く にち せい & はく あい てき？， ラ き. さ なん しょ にい へ ブル じん" $J r^y ぼく ひ * 

偖て、 聖 安息日の 制度 は 博愛 的 動機から 來てゐ る。 何と なれば 初代の 希 伯 來人は 奴隸ゃ 僕婢 を 

苟 酷に 使役した 風習が あつたから、 之 を 保護す る爲 めに 特に 制定した 制度 だからで ある。 聖 都 H 

めつ はう ご き 5 タ でん はくわい いけに へ や と き このみん モ くにら に や は いぜん こく 

〃サレ ムの 滅亡 後、 宫殿は 破壊され、 犧牲が 止んだ 時に も、 此 安息日 丈け は 矢 張. 9 依然として 讓 

みん 5 ち さ 11 た ♦* 4tr いじつ **.0 これ か よ ゆん しやた ち せいあん モ くじつ じゅんしゅ 

民の 中に H ホ パ の 定め 給； S し 聖日と して 守られた であらう。 之 は 彼の 豫言者 達が 聖 安息日の 遵守 

わか 

を激勵 したの を 見ても 解る (尼 十七の 一 九— 二 七、 審 五十六の 三 I 六、 五十八の 一 三—、 六十 六 


z にい おい 3 ん 5> つ あん モ くにち たいせつ »t;v 'じつ これ あん モ くじつ くわん 

古代 イスラ ェ k に 於て は 「新月」 が 安息日よ- 9 も 大切な 休日と されて ゐ た。 之が 安息日との 關 

けい $J ,7 ねか 4^1 うじつ さいじつお よ し- > け うてきぎ レせ し つかう ひ ことに 

係 は 如何な つて ゐ たか 解らぬ が、 休日、 祭日 及び 宗敎的 儀式 を 執行す る 日で あつお 事 丈け はァ乇 

たち しょうけん $0 か 

ス、 ィ ザャ、 ホゼァ 達の 證 言に よ，..' て 明かで ある (麼 八の 五、 赛 一の 一三、 何 二の 一 一)。 彼の 

f-5*ii^p ぶい- - にに" こ， の，， ひ お， も，//. み— , t いしん £>ゥ て-..' てい おい し to. くえん もよ ほ 

王朝 時代に は 殊に 此日を 重んじた と 見えて、 サ クル は每 新月に 朝廷に 於て 祝宴 を 催し (母 前廿の 

五、 二 四)、 H ッ サイの 種族 は此 日に 全家の 歲祭を 守々 (仝 4 "の 六)、 一 ま ユダヤ-^ は" が1、 だん 

だ もん |> ぶ-ぶ 21 い 一 J 、/つた.' > がくし ごと f 一 5 ひ せんてい 

訪問 動物 を も 5:^ はしめ たと 傳 へらる。 イス ラエ ルの學 土 H ズラの 如き は 特に 此日 を撰定 して、 

み らん ひろ ゆ さ. J しふ ぜん に い しゃ めんぜん おき て ふみ よ き 

r 水の 門の 廣 旗に 參集 せる 全 イス ラエ ダ 代表者の 面前で、 モ ー セの 律法の 喾を誦 み 開かした』 (尼 

八の 一 —三) と ある。 

つぎ ♦ Z レビ はふ てん しん かつ いう い ぎ ぎ しき おこ £ ひ なて、 . £t 

次に ュセ キエ ^と 利 末法 典に よれば、 新月 は 有意義な 儀式 を 行 ふ 日と して 規. 11^ されて ゐる。 ま 

めん モ" じつ しん！ 6 つ れいはいび てい こうしゃ とくお 4 ,t> にへ く be 

ち 安 BIS 日と ぎ 月 を M ホパ の鱧拜 日と 規定し、 後者に は 特に 多くの^ 牲 供物 をな さしめ た (四十 六 

の 一 丄ヽ し。 ^^まのせ^！にょれば ェレノ サ レム のめ は tess ユダヤじんの lisi つと Igi^fr ぬ^ 

行に 多く 善用され たと 云 ふが、 現代に 於ても ユダヤ ん のシ ナゴク では I ぺ i なれ を！ する さう 

である。 


^十六 章 安息日と 祝祭日 ニー 一二 

マ じん じん あんそくにち よかう お k ぶ さう い しう けうて けんち はんたい モの 

馬 人 は ユダヤ人の 「安息日に は 旅行 及び 武装せ や」 と 云 ふ 宗敎的 見地からの 反對 だった ので、 其 

ひ ぐんじ やす かき モ かれ ま. U I じん け 5 くわい ま いきん よう ひ ぐれ 

日 は 事 を 休まし おと 喾添 へて ゐる。 彼 は 又 r ユダヤ人の シ ナゴク (敎會 ) では 每 金曜の 日苺ラ 

せいじつ さお つ 5j よう いふかた な みん モく にち を は は 5 A- のめ ひだ 

ツバで 聖日の 來るを 吿げ、 土 躍の 夕方 は 又 ラッパ を 鳴らして 安息日の 終 b を 報じお。 其間ュ ダャ 

じん せい しんしう やう つと い じん あんそく にら せい じ 5«ん /、オペ かふ U おす 

人 は 精神 修養に 努める』 と 云 ふて ゐる 如く、 ュ ダャ人 は 安息日 を 聖日と なし 全然 凡ての 業務 を 休 

け 5 くわい さんけい つね ルカ でん さし や つね ごと あんそくにち くわい $J う い せい しょ 

ん で敎會 に參詣 する を 例と した。 路加 傅の 記者が 「イエ ス 常例の 如く 安息日に 會 堂に入 て聖誊 

よ ラん ねん しろ pi じ じん じ やうれ い あん モく にち よろこ かれ ら 

を讀み 云々」 (四の 十六) と 記せる は當 時の ュ ダャ 人が 常例と せる 安息日 をィ ュ スも 喜んで 彼等 

とも ま も £13 てき れい い fcr こ こ ちラ い こと あんそくじつく わん .<-^ん 

と共に 守られた 好適 例と 言って よから う。 但し 此處に 注意すべき 事はィ ュ スの 安息日 觀は 一 般ュ 

じん ぜんまん その こん ほん ぎ おい さう lO と すな は はん じん にも t ふ U 

ダャ 人と 全般 其 根 本義に 於て 相 達して ゐた 事で ある。 卽ち イエ スは 一 般 ユダヤ人が、 一 日の 業務 

やす さい かいもく よく けい しキ J てき し. 5 けう て *7 ぎれいれ づ い りつ はふ けう iff て あんそく じつ ひと ヒめ 

を 休み 齊戒 沐浴して 形式的に 宗敎 的の 儀 鱧に 列す ると 云 ふた 律法 敎義 的で なく 『安息日 は 人の 爲 

♦* ラ ひと あんそく にら .U め ♦* ラ もの あら い 

に 設けられ たる ものにして、 人 は 安息日の 爲に 設けられ おる 者に 非す」 (可 二の 二 七) と 云 はれ 

た&義 精神的 意眛で 守られた ので ある。 


»i fc3 これ じん いり f じ すな は へ ブ ル みん * く のタ： t ふじ に い さいよう 

て^った あ. 5 である。 之が イスラ ェ 〃人の 力 ナン 入と 同時に、 卽ち 希伯來 民族の 農業 時代に 採用 

た しゅくさい おと にぎ や さい £ い，.' レ つ，， か- , ： い * コ 

されて 他の 視 祭に 劣らぬ 脤 かな 祭 鱧 か 執行され たと 云 ふ 

き- n-. . f こく" さいこう す y こしい は ひ き は しつ モ むね このさい じっち 3 r かん 

|&搬 把と 國 家の 苒興を シンボライズした 逾越節 は 極めて 質素 を 旨と した 此祭 日中 七日 間) 

い しょく ひ fc すら はう. モ せん ， べに .1^ 八 ひい Si y •vi K^^^% ^ /. ^ , ^u,^ ^ 

は酵 入れぬ パ ンを 食し 只管 同胞 祖先が ェ ジ ブトの 國 から 救出され お 事 を 回顧 聯想して 耐に 感謝し 

, こと しか r あ ひに しょく 5! れら うれ ひ しょう しょく ごと かみ 

たと 云 ふ 事で ある。 而 して 七日の 間食す るパ ンは 彼等 は r 憂患の パ ン』 と稱 して 食す る每に 刺の 

4- くひ おんち 5" ん しゃ モ のし モん ii い むかし かみ 仁** ふ し その かき 

救と 恩寵 を 感謝し、 其 子孫 代々 昔 H ホバの 神の イスラ ュ ル になし 給へ る不居 譏なる 業と 其 限りな 

おんけ、 つ ！/ i>> い 5»i の も これ じん こく か だいし 5 くさい もつ； C おも 

き 恩 isi を傳 ふる を 例と しお。 故に 後に は 之 は イス ラエ 〃人の 圃 家の 大 祝祭で も 最も 重き をな すに 

至った ので ある 

じ んせ f> へ ブル じん も にい さいじつ すぎこし いは ひ にち め ♦* も じゅんせ つ これ 

(二) 五 卸 節 希伯來 人の 守った 第二の 祭日 は逾越 節から 五十 日 目に 守る 五旬節で ある。 之 は 

しん くせ、 しょ い 5-、- か 3 り， しじつ し キリ A ト レゃ うてん SJ でし. U ら れいてき にい 

新約 ii 書に 「聖靈 降臨 日」 (徒 二の 一 ) として 知られ、 基督の 天 後に 弟子 達が 靈 的大 リグ アイ グ 

う ひ ゥれ. しん ナ うと ふか いんし やう せ やうみ い、 リ ひ じゅんぜつ ■ ぐわん らいし ぜんし S くさい 

ァ〃 を 受けた 日で、 我々 新敎 徒に は 深い 印象と 興^ を 有する 日で ある。 五旬節 は元來 自然 祝祭と 

い ユダヤお の、 r- ゆ ふ ぐわん 11 いさい じつ しんめい はふ てん こくないせ 2^ ぶ 

でも 云 ふべき もので、 猶太に 於け る 農業に 關 する 大祭 日で ある。 申 命 法典に よれば、 國内全 部の 

!^が-£ひ日.^"仏から1しむ^とぎ"^^されてゐる0すまち r 汝の神 H ホパ の？ 1 に 七" 週の 節 筵 を 行 ひ (五 

じ S ん せつ なん ぢ なん V- K んし ぢ よし ぼくひ およ tt んぢ もん うち P びと ならび SJ.4\^f タ I ら を はび- みほぶ * や； f 

旬 節) 汝と汝 の 男子 女子 僕婢 及び 汝の 門の 內に をる レビ 人並に 汝 等の 中間に 居る 賓 旅と 孤 子と 寡 

四 大祭！！： 一 三 五 


第 十六 S- 安 a-HW 祝祭日 1 |!！ 四 

四大 祭 日 

レょ にい だい しゅくさいじつ すぎこし いは ひ ごじゅんせつ かり は <fi ひ K5J * 』 よに い 

初代 イスラ ェ 〃に は 三つの 大 祝祭日が あつお。 逾越 節、 五旬節、 結 茅 節 等が 其れで ある。 初代 

りつ はふ ねん くねい なん ぢ にんし みなし S かみ まへ い 

の 律法 は 「年に 三回 汝の 男子 は 皆 主 H ホ パ なる イスラ ェ 〃の 神の 前に 出づ ぺし」 (出廿 三の 一 七、 

い めいれい てき これら し to- くさい じつ **.t> これら ！ I いせつ ♦* いねん あ ひつ •、 しう くわく 

景 四の 二三) と 云 ひて 命令 的に 是 等の 祝祭日 を 守らし めた。 是 等の 三大節 は 毎年 相續 きて 收 鹱 の 

なせつ へ ブル じん これら し S つ およ く. li 、プ ゃはラ くわ 3 じに い じ けんお * びせ ねん くねん れん れきして まい 

季節 は、 希 伯 來人は 是等を 出ュジ ブト 及び 曠野 彷徨 時代の 事件 及 記念に 關聯 せしめて、 歴史的 意 

義を附 して、 可な ひ 礎大に iS つた ものら しい。 

すぎこし いは ひ だい すぎこし いは ひ い r しゅくさい い こ： i へ ブル みん 4- く 

(一) 逾越節 第一の 逾越 節と は 如何なる 祝祭で あつたかと 云 ふに 之 は 希伯來 民族が エジプト 

すくく ひ ii な ねん これ ぎせい よ すな は しんぜん さ- こ 

よ. 5 救出され おる を 記念す る ものにして、 之 を 「M ホパの 犧牲」 と 呼んだ。 卽ち 神前に 献 げる羔 

ひつじ これ かえらと . か はふ ひ や .U ねな *1 およびに が 44 そ ぜんか 4- くみ ひみつ i これ 

羊 は 之 を 十日に 撿び 取り、 十四日に 屠りて 火に 炙き、 無酵パ ン及 苦栾を 添へ 全家 族 相 猿り て 之 を 

くら も ^こ こと ごと これ ひや これ かれら いぎ ふか， し SI くさい 

喰 ひ、 若し 殘れる もの あれば 悉く 之 を 火に て燒 きつ く.. ：< お。 之 は 彼等に と，. > て は 意義深き 祝祭で 

あった (出 十三の 一 二)。 彼等 は 昔 イスラ H 〃の 祖先が エジプトから i 出された 感謝であった。 

これ お ゃタ こと じん * れ の 3ゅ ふし S くさい い のうさん ばつ さいしょ くわ じつ か けん』 

之と 同じ 様な 事が 力 ナン 人に も あつお。 其 は 農業 祝祭と 言 ふて、 農業 物の 最初の 果實を 神に 献じ 


き てい チ おは ぜん じん か も ひに かりい は ^ そこ むかし し もん ち 

規定に した。 卽ち全 ユダヤ人 は 七日の 間 茅 厳に 居り、 其 處で昔 イス ラエ ダの 子孫が ュ ジ ブトの 地 

み もび い 5.1 とせ かりい は す たう じこと し くわん ゆん 

より 導き出されし 時に 茅盧に 住んだ 當 時の 事 を 知ら しめたの である (廿 三の 二 九— K 四」。 換言す 

ざいらい しゅくさい さら れせ し てきい ぎ しう けうて きぎ れい く は おも この にい しゅくさい 

れば、 在來の 祝祭に 更に 歴史的 意義と 宗敎的 儀 醴とを 加へ たもので ある。 思 ふに 此 第三の 祝祭 は 

お だい しゅくさい ちう さいご かれら これ せいく わい しょう た しゅくさいじつ 

イス ラエ ルに 於け る三大 祝祭 中で 最後の もの だから、 彼等 は 之 を r 聖會』 と稱 して 他の 祝祭日に 

t さ おは いけ にへ く もつ さ- 、- は み むしし ぜん 

優って 多くの 犧牲 供物 を 献げて 祝った と 見る は 寧ろ 自然で あらう (利廿 三の 三 六、 民廿 九の 三 五 

—三 八 )o 


第 十六お， 安 ain と 祝祭日 】 三 六 

6 ぶと b は. し 5 その お え *to た ところ なん ぢ かみ ， へ few:? • メ • - 

汝の神 H ホパの 其 名 を 置かん とて 選び 給ふ處 にて 汝の神 M ホボの 前に 樂む べし」 (申 

これ さい レ はふ てん く もっと れいはい しせ せいしつ お すな は し S くさい よ 3 

十六の 一 〇|1 一 ) と ある。 之が 祭司 法典に 來 ると、 最も 鱧拜 式の 性質 を槨 びて ゐる。 卽ち 祝祭 用 

t --. こ と V- さい こひつじ わか もうし を やぎとう さい li ん さ しゅくえん おこ な ヽ I * , • 

の IS パンニ 筒、 當 歲の羔 羊、 少き 牡牛、 牡 山羊 等 を 祭埴に 献げて 祝宴 を 行った と ある (利^ 三 

こ、；' にい けう おい もっと ^ん しゅく これ おこな い しか 

の 一 五— ニー )。 ョ セ ファス によれば、 後代 ユダヤ 敎に 於て は 最も 厳粛に 之 を 行った と 云 ふ。 而 

して cfci いがつ に^りて、 お ti; に iSSi せる ユタ ャ だが i-^ ュ 〃サレ ムを 指して 巡禮 しおと 傳 へて 

ゐる (古代 誌 十七の 一 〇)。 

、 ，.*ぉヒ>3、 .K ひこれ の V 'さんぶつ し 3 くわく き し 5 き にいし S くさい じつ > い ぺ い》 in ^ , 1 ノ .f や 

(三) .5^ は 農 あきの 收獲 期で ある 秋季の 大 祝祭日で ある 言 はか 米國に 於け る 『感謝 

、 % ぶ かんらん A-pfc こく も， 3 ぜんぶ し 3 くわく とき おも ひき さ カス しつ！ 力」 リ 

il』 と？1^ふた實¥<&のもので、 萄、 » 欖其 他の 穀類が 全部 收獲 された 時に 思 切って 盛に 執行し 

^^！^！でぁる。 -ぉはぎ^^難をず〕じて%^の間に行はれた祝祭でぁった。 歴史 を 見る と、 力 ナン 

！;^ もい あだ 4^ 矿ギ， aJ ぎに い 入る » に、 『£1 にい 出で ¥S を s,^ れ、 おれ を踐み 絞. - て祭禮 をな し、 

I ふラ しふ i H ：&ん しゃ この ひ と くわい ひと 

その 索の & にん. - て^みへ 良 ひ」 (士 九の 二 七) した 風習が あった。 豫言袁 ィザャ は 此日都 會の人 

もが„俗のひ.^^.45ぎき||1/4-^^^で逝||_を覼ぃたとー1^ふてゐる。 & ピガ を に r 假小舍 の 

il」 とが づけて ゐる。 處が申 命 法典 は 田 舍の假 小舍に 於け る 祝祭 を廢 して、 之 を iis エ \ サ レム 

う せ ん しゅく C- や？ をし さら はふ てん しう けうて を い ぎ- く は JH, く Is- ri,^ い &f\r - 

にあして 盛大， 嚴肅裡 に 守る 樣に敎 へた。 更に レ ビ 法典 は 宗敎的 意義 を 加へ て 特別 祭禮を 執行す る 


第 十七 章 祈 禱ミ斷 食 

ぐわん *a いなたう にんじ S モ のせい しつ もく て^^ い ぜん-. し 5 けうて き しか しょけ 一い へ ブル 

元 來祈禱 と斷食 は、 其 性質と 目的から 云 ふても、 全然 宗敎 的の ものである。 然るに 初代 希伯來 

じん しゃく わい おい これ レゃ くわいせ い ど みやう か けう はったつ み き う む 

人の 社會に 於て は、 之 を針會 制度の 一 と 見た 樣 である。 彼の ュ ダャ敎 の 發達を 見る と、 祈 蒙 は 無 

ろんしう けうて へ ブル じん しゃく わ いづん？」 う かん 5; じりょく よ す；^ な _ 

論宗敎 的であった かなれ ども、 希伯來 人の 社會 運動の 原動力と して 寄與 すると こ 難くなかった 

ま iE んじを こ じん か てい しう けうて せ はん ゐ につ こく か てきせい さ ごと じつりょく レめ sfiJj しゃくね いく わ 

又 斷食も 個人 や 家庭の 宗 敎的範 圃を脫 して 阈家的 制度の 如き 赏カを 示す 程に 社會 化した もので あ 

ゆ も き 仁う！ ：1 ん じき かう， いか へ ブル じんしゃく わい うん？ J 、リ * のしん ほ ぢ うえう さう ざう 

つた。 故に 祈醻斷 食の 行爲が 如何に 希 伯^ 人 社會の 運動と 其 進歩に 意 要で あつお か，^ 想像され る 

ので あらう。 

一 仲保者 ，、レ > し て の 豫言者 

じょに、，" X ！&ん しゃ おち おも つと きたう なぜ 4i うじ しう けう けいしせ な が 

初代 イスラ ュ ダ豫言 者 達の 重なる 務め は祈禱 であつ お。 何故 なれば 當 時の 宗敎が 形式に 流れ、 

1 仲保者と しての 豫雷港 一 三 九 


しょ ない わい へ ブル じん ここ しふち う き は けん ちょ こ. ) 

所」 として 內 外の 希 伯來人 をして 比 處に橥 注せ しめたな ど は 極めで 顯 著なる 事で ある。 

. 二 俘囚 中の 祈 禱の發 達 

へ ブル ぶんく わ もっと こ. フ しん おは しゃく わいせい 5」 モ のせい くわつ かう じ やつ ふ I 

希伯來 文化に 最も 貢献せ る もの は、 多くの 社會 制度が 其 生活 向上に 資する ところあった 様に、 

-J いしん も, こくし ひ ねつれつ き たラ こと じん わ 、> ため 6 はう ヌ し- リ せい く f つ 

敬神 愛國 者の 熱烈なる 祈禱 であった。 殊に イスラ エダ 人が パビ P ン 王の ^ に 異邦に^ 囚 生活 をせ 

^5 さう その かん ふか いま ** でさかん せい と いけ t、 れい L はや おこ， な 

ねばならぬ 様になつ てから は、 一層 其 感を深 ふす る。 今迄 盛に 聖都 エル サ. レムで 樣牲禮 1; を 行つ 

き へ ブル みん おく & まう とら い かれち しう けうし さう 1- いへんく.； ：■ ifjii 

て來た 希伯來 民族が、 異^ バビ P ュ ァに魔 はれて 行って から は、 彼等の 宗敎 思想に 一大 變化 を來 

すな は ぎ しき けう ぎ レぅ けう ぜん じ ぜんのう かみ き た 5 れいかう い f い 

たした であらう。 即ち 儀式 ゃ敎 儀の 宗敎 でな くして 漸次 全能の 神に 祈 禱で靈 交す ると 云 ふた、 言 

さ たう しう けラ へんく わ おも この じ にい かれら その しんかう おい じんよ- f と1 の しや-つらい 

は > 祈禱の 宗敎に 變 化した ものと 思 はれる。 此 時代に 彼等 は 其 信仰に 於ても 陣容 を 整へ て、 將來 

機會^ らば if 都 を 再興し 樣と 努めた であらう。 彼の ホゼ ァ書を 見る と 斯うし お 時の r 眞劍な 祈禱」 

し へん いた ところ なやみ じ ii い き たう しる こと せい 

(十四の 二) が あり、 詩篇に は 至る 處に r 惱の 時代の 祈禱」 が 記されて ゐる。 殊に パビ ンに啻 

ねんじ i 一. い なみ i 一 おく ふ しう しゃ いのり じん こく か てきいの り い 

年 時代 を淚で 送った 俘 囚者ダ 一一 H 〃の 祈 は、 ユダヤ人の 國家的 祈と でも 云 ふべき- ズビ 力〃 な もの 

だと 15 せらる。 曰く、 

二 俘 中の 祈 禱の發 達 1 四 一 
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こく ,*ん その かたら とら は せいく わつ いとな これ かくせい レ i 一. 5 せいめい s\ i * んし やたら いせ ぼ れいて せら か & 

國民は 其 形に 囚 はれた 生活 を營ん だから、 之が 覺醒 指導に 生命 を 捧げた 豫言者 達 は、 勢 ひ 靈的カ 

いのも みなもと かみ いの も^ え じ じん かみ よろこ 

と 生命の 源泉なる 神に 祈. 9 求めざる を 得なかった からで ある 。當 時の イス ラ H 〃人 は 神 を 喜ばせ、 

つみ .S るし え n あ ひ モ なへ もの たづ さ しんでん さんけい モ こ レん じん あ ひ i 一 fc. すぺ ちう はう 

罪の 赦を 得ん とした 場合 は、 鱧 物 を i へて 神殿に 參詣 し、 某處 で、 神人の 間に 立って 凡て を 仲保 

さいし カラ れいはい しか P か A おんち やう う み & それ よ ゆん しゃ つう 

せる 祭司 を 通じて 神 を鱧拜 した。 然し 他に も 神よ b 恩寵 を受 くる 道が あつ. J^。 其 は 豫言者 を 通じ 

いみ しゅくふく う こと た と 仁め いの 

て 柳の 祝福 を 受ける 事であった。 例へば、 ァ ブラ ハ ムが アビ メ レ クの爲 めに 祈る とか (劍廿 の 七)、 

りつお ふ しゃ しゃくね いかい かくしゃ & うほう か は モの ほろぼ いかり はつ おもて なに 

称 法 者で イスラ ェ 〃敏會 改革者なる モ ー セが 同胞に 代って 其滅 さんと 怒を發 せる ヱ ホ バ の 面 を 和 

こと じん 5.1 いへ う たんぐ ねん こ、..' けいしゃ 

めお 霧 (出^ 二の 一 11 ニニ)、 イス ラエ〃 人 を 代表して H ホパに 嘆願せ るモ ー セの 後繼者 ヨシ 

うつに へ iv み ちう は しゃ しんじんかん はう し よ f; ん しゃ おも かゆ はう ふつ 

ャの訴 (七の 七 I 九)、 等 を 見る と 仲保者と して 神人 間に 奉仕せ る豫言 者の 面影が 彷彿た る もの 

tfc てき ** へ すく ひ .U ねつた 3 よ ；&ん しゃ 

が ある。 又 サム ェ ルが 敵の 前で イス ラエ 〃の 救の 爲 めに 熟禱 お捧げ (母 前 七の 五、 八)、 豫言者 

ざん おい よ ：t んしゃ こと かみ くう みら モひ しう じんくね，^ し うち 

ェ リャが 力〃 メル 山に 於て パ T\ の豫言 者と r 眞の 神」 比べの 爭 あった 時に、 衆人環視の 中に ィ 

&ん もく ^いへ う いの ごと これみ なたん よ &ん しゃ い 

スラ ユ^ 民族 を 代表して 祈った 如き (王 上 十八の 二 六— 四 六)、 は 之 皆 軍なる 豫言 者と 云 ふよ. y 

ちう は しゃ ちう Si い せい レ よく は； i え い 3 こ は ゆ ' > , J 

も、 仲保者と しての 重大なる 聖 職 を果し 得た ものと 言って よから う 此 外タビ テ ソ モン、 ヒ 

ゼ キア 等 も-^ 種の 仲 I- 者と しての 尊い 祈禱を 捧げお 事 は史實 として 傳 へられて ゐる (母 後 七の I 

こ ± わう しん で， > 1*B た T は 

一九、 王 上 八の ニニ— 五三、 王 下 十九の 一四！ 一 九)。 殊に ソ モ ン王は 祌殿を 『祈 禱の場 


へ ブル じん きた 5 さんびか うやく *> い レ ぶんがく あら なかんづくし、 け r- て 含たい けん 51Z し へん おい 

希伯來 人の 祈醻と 讃美歌 は舊 約の Si 詩文 學に表 はれて ゐる。 就中 宗敎的 體驗を 歌 ふた 詩篇に 於 

へ ブル じん か A たい どうけい まこ と to たう しんかう うか や し へん こ じんてき さんび たう 

て 希伯來 人の 神に 對 する 憧憬と 眞 の祈禱 のこ もつ お 信仰が 窺 はれる。 詩篇 は 個人的の 讃美 ゃ祈禱 

お ぼ しか しラ け* りてき てんさい こくみん しゃ、 r- へ ブル みん せく に いへ う レ んかラ う モこ み 

が 多い が、 然し 宗敎的 天才の 國 民と 稱 された 希伯來 民族 を 代表し お 信仰の 歌で ある。 其 處には 見 

かみ れい ふ にん ゆん a ん らい れいて *0 しんらい てう ヽ かみの かれら つみ 

えない 神の 靈に觸 れんと する 人間 本 來の靈 的 信 緩の 手が、 上へ 神へ と 伸ばされて ゐる。 彼等 は 罪 

な かみ もレ もと ひ すら その は ご へいわ すく ひ ため しん^^ん いの し £i よろこ か te レ 

に 泣き、 神の 赦を 求め、 只管 其 保讒と 平和と 救の 爲に， 具劍に 祈る。 而 して 喜びに つけ 悲み につけ 

モの う *t ん ちょう fc かみ ん しゃ か «^ ら 1 た t しひ さけ ぶん く てき じょじゅつ ひかし 

其 受けた る 恩寵の 爲 めに 神に 感謝す る 。斯うし お 赤 踝々 な 魂の 叫び を文學 的に 叙述した ものが 昔 

じん A- i* ん しんでん おい うに レ 《，？ ご. 5 にい け 3 き とう この し へん 

ュ ダャ 人の 祖先が ェ 〃サ レムの 神殿に 於て 耿 つた 詩篇な ので ある。 後代 ユダヤ 敎の祈 禱は此 詩篇 

tf はん かれら こ 3 し ともお も この し か れいはい ゆいし さ かみ いの つに 

を 基本と した ものであった。 彼等 は 公私 共 重に 此 詩歌 を鱧拜 形式に して 神に 祈った と傳 へられて 

r. ふ しう せいく わつ ち、 ひ じか かい ひか ひら ところ 

ゐる。 彼の ダ ュ ェ 〃が パビ " ン俘囚 生活 中 「自家の 二階の 窓の ェ 〃サレ ムに向 ひて 開ける 處 にて 

に IP ど ひ ざ ， いの * のか A むか かんしゃ to は.？ す さ せいく わつ 

1 日に 三度 づ 、膝お か》 めて 禱り其 神に 向 ひて 感謝した」 (但 六の 1 〇) の は 異邦に 荒んだ 生活 を 

へ ブル *<ん ぞく i 一い へうて き たう い fc ぶんかれ こ-ろ このし へん 3fc すく るし やう 

なせる 希 5^ 來民 族の 代表的 祈禱と 言って よい。 多分 彼 は 心に 此 詩篇お 歌って 尠 なから や 慰藉 を受 

11】 猶太 敎の祈 禱 一 四 三 
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お ねんへ こ- - おい わ i お. b て し 4 ひ にんじき As ころら 

「エダ サレ ムは 荒れて 七十 年 を 經んと あ- 9。 是に 於いて 我 面 を 主 M ホパに 向け 斷食 をな し 麻の 衣 

き は ひ かむ いの ねが もと すな は われ かみ いの ざん ゆ い も 

を 着 灰 を 蒙り 祈. 9 かつ 願 ひて 求む る こと をせ hN。 即ち 我 わか 祌 H ホバに 禱.. y 懺悔して 言へ- 9、 鳴 

み お ぼい ぉモ かみ し to- じこ あい じ こ い ** しめ ** も もの けいやく t も これ め ぐ み は？. こ 

1. 大 にして 畏 るべき 神なる 生、 自己 を 愛し 自己の 誡命を 守る 者のお めに 契約 を 保ち 之に 恩恵 を 施 

fct もの われらつ み おか P こと tr あく おこな はんぎゃく な なん ぢ いましめ おきて はな 

し 給 ふ 者よ、 我 儕 は 罪 を 犯し 悖れる 事 を 爲し惡 を 行 ひ、 叛逆 を爲 して 汝の誡 命と 律法 を 離れたり 

われら ** たなん S しも ぺ よ &んし ら なん ぢ な われ わ V ;i ち モ せんたら およ ぜんこく fcA つ 

我 儕 は 又汝の 僕なる 豫言者 等が 汝の名 を もて 我らの 王 等、 君 等、 先祖 等 及び 全國の 民に 告げた る 

と ころ き し to- ； i* 、しき *4 んぢ さ はづ かしめ われら き モ のさ ** こんにち ごと す は ひと. <-\ 

所に 聽 かざ hN しな リ。 主よ 公 篛は汝 に 歸し羞 導 は 我等に 歸せ， 9 其狀 今日の 如し、 即ち ュダの 人々 

きょみ、 およ ぜん か もの ちか もの と は もの みななん ぢ おひ た t もろ./^ くに A\ 

ェ 〃サレ ムの居 民 及び イスラ ェ 〃の 全家の 者 は 近き 者 も 遠き 者 も、 皆 汝の逐 やひ 給 ひし 諸の 圃々 

はづ かしめ か 5ひ こ かれら なん V モひ え つ；^ ふゆ ) » - 、 I 

にて 羞辱を 蒙れり、 是は 彼等が 汝に 背きて 獲た る 罪に よりて 然るな， 9。 …… 主たる 我等の 刺よ、 

なん S づょ て tl んぢ たみ & みちび いひ > こんにち ごと ffi んぢ は あ われら つ ふ 

汝は强 き 手 を もて 汝の民 を ュ ジ ブ トの 地より 導き出して 今日の 如く 汝の名 を 揚げた まふ 我等 は 罪 

おか あし こと おこお しゅ ねが は なん ぢ これ たにし み わざ は ごと *5 / , 

を 犯し 惡き蓽 を 行へ， 9。 主よ 願く は 汝が是 まで 公義き 御行 爲を爲 し 給 ひし 如く 汝の 邑ュ ^サ レム 

なんじ きょき や i なん ぢ い.？ 1 り いき ど？ i り .* はな .U4* わが かみ み- かたな な め ひら わ-^ I 

汝の ii 山よ b 汝の 忿怒と 憤 恨 を 取 b 離し 給へ。 我 神よ 耳 を 傾けて 聽 きお まへ、 目を活 きて 我等の 

みれ さおみ なん ぢ な とな まちみ われら なん ぢ まへ き たう ささ おのれ 

荒 蕪た る 狀を觀 汝の名 を もて 稱 へらる 邑を觀 たまへ、 我等が 汝の 前に 祈 禱を捧 ぐる は、 自己の 

たビ しき もら た *、 なん s it い も はれみ 、ゥん ねん 

公義に よるに 非す 唯 汝の大 なる 憐憫に よるな- 9 云々」 (但 九の 二 I 一九) と。 


せ， P し 5」 う じ わ 3 じ しん た ふ とさ f し みな よ. すがら 

タン、 アビ ナ ダブ 及び マ〃 キシ ァが戰 死す ると 同時に 王 自身 も 仆れた 時に、 r 男士 皆お こり 終夜 

^ か、 つ- モの こ ら からに いしが せ これ そこ や 

行きて サク〃 の 體と其 子等の 體 をべ -プシ ャ ン の 城 垣より と b おろし ャべ シに至 り て 之 を 其 慮に 焚 

モ のぼね. やな y のな もと は ラむ r も ひに にんじな つた 

き、 其 骨 を， とりて ャべシ の 柳樹の 下に 葬 七日の 間斷 食せ- 9』 と傳 へらる (母 前卅 一の 一 一 )。 又 

/ ブ I じん かみ ねんざ、， はこ ねん. U みづ と is , ぜ. ん 

希伯來 人が 神の 臨在 をシ ンボ ライ ズ しお H ホ バ の櫃を 二十 年 も 他に 預けた 時に， イスラエルの 全 

か レ み tt なか r-n, & & 5 こく レ にが あつ ねつ れつ 

家 は H ホパを 慕 ふて 皆 歎いた。 彼等 は サム ェ ダの 忠告に 從 つて ミズ パに藥 ま. 9、 熱烈なる サム ェ 

ひの り eu つみく モのひ にんじ ひ かんいの ， / > また， F わう * 

〃の 祈 を 聞き 罪 を 悔い、 英日斷 食して 1： に 祈った と ある (同 七の 一六 )o 又 ュダの 王 1- ホヤ キム 

もろ./. \ およ *t ち. （- $ もろく たみ まへ にんじき おに K 

は H 〃サレ ムの 諸の 民 及び ュダ の諸邑 より ュ 〃サ レムに 來れる 諸の 民に、 M ホパの 前に^ 食 を 行 

ふべき こと を宣 示しお 例 も ある (耶卅 六の 九 )o 

にん ナん いろく かんなん はくがいお よ おも さいく わ さ 5ior- じゃくしゃ しつ はう らく 11 ん ,< ^ぷ ^ 

人間 は 色々 な觀雞 ゃ迫審 及び 思 はざる 災禍に 遭遇す ると、 弱者 は 失望 落膽 して复 なす Iwi を 知ら 

しう け. リ しん ひと モ のく なん ぎ やくき やう おはい かみ 4- つり さ； U はっぷん ^いてき， -んそ か J- y.^^^^^ 

ぬが、 宗敎を 信す る 人 は 其 苦難と 逆境に よって 犬に 神の 攝现を 悟り 發 脅して 靈的 新世界に 猛進す 

モれ はう まふ かれら さ .a う にんじ^ 4! いてん じゅく さ く ら から そ- これ しょに い へ ブ ル みん もく おい み— 

る。 其が 方法と して 彼等 は 祈 禱と斷 食と 聖典 熟 讀にカ を 注ぐ。 之 を 初代の 希伯來 民族に 於て 見る 

や ± り いれら こくなん じ に い すな は お ふしう じ にい これ つと や- > こと にんじき しラ ゆ ふ 

に、 矢 張 彼等 は國難 時代、 卽ち パピ ンに 於け る俘囚 時代に 之を勉 めた 樣 である。 殊に 斷食 修行 

かれ ら み ひに おこ は か なんてう じに いし しゅ- <.\ さいく わ さん じ ねん . 'ため にい ぶん 

が 彼等の 間に 行 はれた。 彼の 南朝 時代 史 によれば、 種々 なる 炎 禍ゃ慘 事 を 記念 せんか 爲に 四大斷 

じ *P ねんさい おこな よ ゆん しゃ にんじ <P レラざ やう かへ つ みん 会く . ^のしみ ♦ い こル 

食 年祭が 行 はれた と ある。 豫言^ ゼ カリア は斷食 修行 は 却て イスラ M \ 民族に は樂 たと 云 ふて 之 

四斷 一四 五， 
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こと m じん お ぼ 4/ ん しふ 44 へ まち $J はり す fc U3 せん い T 

けた 事で あらう。 又 パリ サイ 人 は 多くの 群集の 前 や 街衢の 隅に 立って 公然に 祈つ お 様で ある (太 

か f いのり こ じん けラ くねい けうく わい みん し 5 う い ふう ザ r ん じしん ほ こ 4 

六の 五)。 新く ユダヤ 敎の祈 は 個人から 敎會 に、 敎會 から 民衆へ と 云 ふた 風に 漸次 進步 し、 之が 

ま U しか さんびか • もる しゅ けいしき 3^はゃ t f.^^ 1 " I 

又 詩歌 や 讃美歌と なり 或 一 種の 形式 をと- 5、 遂に 禮拜 にはなくて はならぬ 重要な ものと なった の 

である。 


四斷 食 

こ らいし うけう せいくね つ もっと ひつえ 3 レ おは こくみん じつ 5l う き フぎ やう やつ は. 5 じ? --、 y 

お 來宗敎 生活に 最も 必要 視 され、 多くの 國民 によりて 實 行され て來た 修ハ仃 方法 は斷 食で あらう 

こと とうやう じん し. ひけ タ おい モれ i くら や 5 る い 4* へ ブル じん しラけ 3 み や は f ビん ^lit; か、 ソてラ 

殊に 東洋人の 宗敎に 於て 其が 特長 をな して 居る。 今 希伯來 人の 宗敎を 見る と、 矢張斷 食が 高調 さ 

これ き fc う みつせつ くわん けい おい かれら こラし せいく わつ じっ^13 やう y. ん じせ もくてき このよ にく 

れ、 之が 祈禱と 密接な 蘭 係に 於て 彼等の 公私 生活に 實 行され た纖 である。 斷 食の 目的 は此 世の 肉 

せかい わす れい さと ひら くぎ やう はじ こ じん か てい おにな 

の 世界 を 忘れ、 靈の 世界に 悟り を 開かん との 苦行であって、 初めは 個人 や 家庭で 行 はれた ものが、 

のら レは 》<\ 'に. ん たい ある てい したが おこな やう 

後に は 厘々 圃體 として 或 規定に 從 つて 行 ふ 様になつ おもの らしい。 

しょ" 一い れ S し にんじき こくみんて きひ > あい な ビ」！：. > "J これ ：> . 一 ゆう, I ィ. Kv« . . 

初代 イスラ M \ の 歴史に よれば、 斷食は 國民的 悲哀の 記號 であった。 之が サ クル 王の S 代に ぺ 

じん じん た-か こラ しゃ ひ さん はいぼく み れきし で すな は / いと V し I」 

リシ テ人 イスラ ュ 〃人と 戦 ひ.' 後者 は 悲慘な 敗北 を 見.^ 歴史に 出て ぬる。 卽ち ナクルの 愛子 ョナ 
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ぉモ « かい じん ほどかい ぐ わい レょ くみんせ いく わつ こくみん ) か> き ゆん ぜん I かく こく しょく <ん 

恐らく 世界に ユダヤ人 程 海外に 殖民 生活 をな す國民 はなから う。 彼等 は 紀元前から 各國に 殖民 

いっし 5- どくとく しょくみん じんし to- しか かれら い， 》 ど もレ かいぐ わい ふみい そ こ しょくみん なら 

せる、 1 種獨 得の 殖民 人種で ある。 而も 彼等 は 一 度 足 を 海外に 踏 入れ、 其處に 殖民す る や、 必す 

けうく わい せつ h, つ しゃく わいせいく わつ ちう しん est- てう こくみん しか この かれ ら 

シ ナゴグ (敎會 ) を 設立して 社會 生活の 中心 基調と する 國民 である。 而 して 此シナ ゴグは 彼等の 

じんし 5 て ea せいくれ つ うんどう ちう しん 55 う け./' いくき くわん レ 仁が かれら みん, «i く しゃく わいせい 

人種的 生活と 運動の 中心た るの みならす、 ユダヤ 敎の敎 育機關 となり、 從 つて 彼等 民族の 社會生 

くねつ 5 る き やう ビ い St く かう くね こ やく せんねんお か へ ブル みん もくせい 

活の唯 一 強大な 學 校と なって ゐ るので ある。 故に 過去 約 二 千年に 於け る 斯うした 希伯來 民族の 生 

くわつ し か-つ ft- つ こと かれ ら しゃく わ、， せい ど けんき ラ し にい しん 

活史を 考察す る搴 は、 彼等の 社會 制度 研究に 資する ところ 大だと 信す る。 

一 敎會の 起原 

さ じん き： t ん いづ ころ ざいれ うは ごんに ちし か しえ i これ し 

偖て ユダヤ人 シナ ゴグの 起原 は 何時頃な るか、 材料 無き 今日 確と は 知 ひ 得ない。 先 づ之を 知ら 

1 敎會の 起原 1 四 七 


^十七 章 祈 癖と 斷食 一 四 六 

なし う いは ぐれつ にんじ *1 5^ わつ にんじ *1 ケ わつ にんじ *J ぐれつ にんじ かへ つ いへ t のレ A 

を推獎 して ゐる。 曰く、 © 月の 斷食、 五月の 斷食、 七月の 斷食、 十月の 斷食 却て ュダの 家の 宴樂 

よろこび よ^い は ひ か われら へ ブル じん 二 じん ん w*l 

となり 欣喜と なり 佳節と なるべし」 (亜 八の 一九) と。 斯く 我等 は 希伯來 人の 個人と しての k 食よ 

こく か てきにん じき い かう さつ み もこ にんじき いか かれら しう けうせ いくれ つ ^ -^^ -^. 

國 家的斷 食に 至る まで を 考察して 見る と、 其處に は、 斷食は 如何に 彼等の 宗敎 生活の 重要な 位 

ちし & さ 5 え 

置 を 占めて 居た か 想像し 得られる。 

つき さい レ はふ てん ぐ わつ か しょくざい ひ さに んか もつ は する f もと 

次に 祭司 法典に よれば、 七月の 十日 を r 膿 罪の 日」 と 定め、 イス ラエ 〃全家 は 喇叭 吹奏の 許に 

もつ ** にい にん じき if ん さい しっかう これ もっと i んし A く き は さいじつ 

藥 つて 一大 斷食 年祭 を 執行した と ある (利廿 三の 二 六 I 三 二)。 之 は 最も 嚴肅を 極めた 祭日で、 

しうかん ご おこな こくみんて キ- だいく ねんしゃ い み かり はや k ひの いは ひ まへ こくみん おこな ，じ * やう £ い， ► > S 

二週間 後に 行 はる、 國 民的大 感謝 を 意味す る 結 茅 節の 前に 國 民の 行 はねば ならぬ 常例であっ^ 

しか ねんぐ ゎづ へ レ たが つ ひ け しき tt^ モの 4i いしん とも K to*s み なん ぢら だ ん じき 

然し 年月 を經 るに 從ひ 遂に は 形式に 流れ 其 精神が 伴はなかった。 故に ィザャ は r 視ょ 汝等斷 食す 

とき み ひ あらそ み ひ あく こぶし ひと ii んぢら にんじ 6! そのこ & ラ< きこ ぁぷ 

る 時 は相爭 ひ 相き そ ひ 惡の寧 を もて 人 をう つ、 汝 等の 斷食は 其聲を 上に 聞え しめんと に 非ざる な 

. . . や ゆ <P つせ 含 しんやく じ にい お しう はこ 11んじ^:-くゎんしふ 

り」 (五十八の 三 I 九) と 揶揄 詰責して る。 又 新約 時代に 於け る パリ サイ 宗の 誇- 5 し斷食 慣習、 

レゅ でし にんじ *9 なに .aloi なんち でし か おろか レっ もんお よ でん 

主よ、 ョ ハネの 弟子 は斷 食す るに 何故 汝の 弟子 はしからざる 乎な どの 愚なる 質問 及び パク t: の傳 

にう C つ マモ のた しょけ， > くわい お にんじ くわん しふ いか へ ブル みん もく せいしん せいく わつ おも 

道せ し ギリシャ、 羅馬、 其 他の 諸 敎會に 於け る斷食 慣習が 如何に 希伯來 民族の 精神 生活に 重き を 

する ち 

なせる か 推知 せらる 、であらう。 


よ すくな おも れ レか せつよ たう じ しんでん ち タレん せいと およ 

與 すると ころ 尠 くなかった と 思 はれる。 歷 史家の 說に 依れば， 當時 神殿 を 中心に 聖都は 申す に 及 

, かくち リモん けん ォっ つね へ ブル じん しう けう！^ いく わつ レ やくね いせいく わつ こ、 ソ けん ところ 

ば や 各 町村に シナ ゴグが 建設され、 常に 希伯來 人の 宗敎 生活の みならす； M 會 生活に も 貢献す る 所 

大 であった と 云 ふ 事で ある。 

二 猶太 敎會の 延長 

,^^-1ごぃ41 "い お レ よく, 6 ん もっと はってん *4 ん い とうやう じん tS かんづく しゃう^ ふ おい もっと はつ てん 

現代 世界に 於け る 殖民で 最も 發展 せる は 何と 云 ふても 東洋人で ある。 就中 商業に 於て 最も 發展 

せる は であらう。 お- g に る 者 は 誰でも 彼等の 凄い 發展 振に は 驚嘆 せざるを得ない。 

、，ゴ しう 、- いうす う じつ ゆ ふか i じん せいこ 3 しゃ -' 3 らゃ またが^^ しゃ -リ& 

何れの 州に 行っても 有数な 實業 家の 中に ュ ダャ 人が 成功者と して 羡 まれて ゐる 又學 者の 中に も 

か せかいて せ てんさい この じん しゅ はいし 5 つ > 

可な b 世界的な 天才が 此 人種から 輩出して ゐる。 

た、.' じん さ こ ゆ しか その 5 くさき- *\ か？ S しう けうせ いくね つ ちう しん し 力い せい/.? つ た 

1 體 ユダヤ人 は何處 へで も 行く、 然して 其 行 先々 に必 す宗敎 生活の 中心で あ. 9、 社會 生活 を樂 

P そこ せん ^ XI い tc. けいしょう けう しん は 3 れい ひかし ち らう かい えん 

む シナゴ グを 建て >-、 其處で 先祖 代々 から 繼承 しお ユダヤ 敎を 信奉す る を 例と する。 昔 地中海 沿 

岸 諸 邦に 散つ ぉュ ダャ 人の 殖民 も、 彼等 は ギリシャに 行って は シナゴ グを 建て、 羅 馬に 移住して 

こ こく けう こうぜん しん a う い ふう * の *~ いくね つ ため ほ しょ じんしゅ と I か ルら、 

は 故國の ユダヤ 敎を 公然 信奉す ると 云 ふた 風に、 其 生活の 爲には 場所と か 人種 を 問 はない。 $ 

二 猶太 敎會 の延畏 一 四 九 
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しう けラ *; いさ えう らん もい その ふ しう じに い A づぃ じん 

ん とすれば、 ユダヤ 宗敎 制度の 搖籃 地と 云 はれた バビ P ンで、 其俘囚 時代に 水 入らす の ユダヤ人 

ちつ ^！ーんたぃ さかの ぽ かう さつ _ & はう お しひね かみ れい はい しゃ 

のみの 集った 阖體 に 遡つ て 考察せ ねばならぬ 異邦に 於け る 虐げられ おる H ホ バ 神の 禮 i: 者が 

A り.，， 3 ふが ふ せいしん し 3 やう せいと さいこう く はに そ も そ けうく わい はじ さう ざ 5 し^^ 

折々 橥 合して 精祌を 修養し、 聖都 再興 を 企てた のが 抑 もの 敎會の 始め だと 想像され てゐ る。 然し 

こ ， ± ゆる VO.? し.，^ み はお ぶス つ は-つ 

之と て 謂シナ ゴグの 前身と 見ら るべき もので は 無 かつお 多分， ハビ サ ン から 追放され てから、 

し-. -e- んさ， こん きんしん くしょ れ，， はいし ふく わい み はう 一 し たう tes^a かれら し だ5 

•is きのき 4 として？^ 所に 膿 拜集會 をな しおと 見る 方が 至當 であらう。 何故 なれば 彼等の 指導 

—.5- にち う も じ 5>、-.r- で りつ. *i ふ し 3 けうぎ しき ある & へんさんせ いてい い せいとき くわん 

者 達の 中には、 バビ t: ン 時代 旣に 律法 ゃ宗敎 儀式の 或 物 を編蕩 制定した と 云 ふから、 聖 都歸 還と 

i ex. じ r- し ぃモ こと し ^^ん またす で もん モく じつりつ せいぶん りつ ほふ 

共に 之が 實施を 急いだ 事 は 自然で あらう。 又旣に 安息日 律 も あれば、 成文律 法 もあった からして 

先 づ之を in 都に 於て 實 施した ものと 見て よい。 

ながねん つる はう ひ さう き ぐれん *ati へ ブル じん つ ひ * のき f か » せいと ま くわん とき か 

長年 「追放」 を 夢想 祈願し 來 し 希伯來 人が、 遂に 其 希望が 叶って 聖 都に 歸 還した 時 は、 彼の 

はん えい き は あれ ち くわ れづ じゃくしゃ ざんがい さび- »4 も いひ き やう 

繁榮を 極めし ェ 〃サ レ ムは荒 地と 化し、 僅かの 弱者が 殘骸を 淋しく 守って ると 云 ふ 悲境であった。 

to& こくみんて せに いしう けう ふくく わつ き せいと さいこう いの かれ *S たす つ ひ モの くわん せい 

故に 國民的 大宗 敎の 復活 を 期し、 聖都再 典 を 祈った 彼等 は VT スラ、 ネへ ミヤ を 助けて 遂に 其 完成 

み いよ 》f i ん でん こん hif IV は いぜん へ ブル みん- 5! く しラ けうせ いくれ つ もっと ぢぅ 

を 見ね。 愈々 神殿の 建立が 終って から もシナ ゴグが 依然として 希伯來 民族の 宗敎 生活に は 最も 重 

ぇラ やくめ レん . モ の ご - しんでん じん 5*0 ちう わう しう けう き くわん 

要な 役目 をな しおものと 信 せらる。 其 後 H ^ サ レム の 神殿 は ュ ダ ャ人唯 一 の 中央 宗敎 機關 とせら 

これ し to- き てい はふ てん 4j いてい じっし なか かれら しう けう せいく わつ き 

れ、 之に 種 ，1- なる 規定 法典が 制定 實施 せられてから も、 尙ほ 且つ シナ ゴグは 彼等の 宗敎 生活に 寄 


三 猶太 敎會の 組織 

かれら しゃく わいせい くわつ か こラ はん 仁い 5」 うい せい 5j あし <h い ぎもん 

然 らば、 彼等の 社會 生活に 斯 くまで 貢献せ るシナ ゴグは 一 體 如何 云 ふ 制度 組織 かと 云 ふ 疑問が 

おこ い * さ かんたん モれの み 

起る 今 左に 簡單に 其 を 述べ て 見やう 

ユダヤじん は 5 くわいに う i^i てい はいしせ れさ しか せつ かんじゃ 5 か も ふる け.^ らく も 

猶太 人敎會 堂に は 規定の 形式がない らしい 歷 史家の 說 によれば 釋狀の 形 をな しお 古い 建築 模 

けい たう. しふ にいく わい は i う れつ もんちう た なら しや-ひめん ちょうし ふ ひか ざ ちゃ、/' らう 

形 を蹈饑 した もので、 大會 堂になる と 二列の 圓 柱が 立ち並び、 正面に は聽 集に 向って 坐す る 長老 

せき う しか ひだ しゃ， つめん おは ちゃうし ふせせ 

の 席が 設けられて ゐる (太廿 三の 六 )o 而 して 向って 正面に は 大きな 力， テンが あって 聽集 席と 

じ 4 せいでん， くく わく そのない ぶ けいやく はこ せいしょ はい はこ あんち まへ 

主聖 殿が 區 劃され、 其內 部に は 「契約の 榧」 と 聖書の 入った 箱が 安置され てゐ る。 力 ！• テンの 前 

Z つくえ モ こ しせ つかさど ひとたら せいぶん しょ を やう る ざせき じん 

に は 一 箇机 があって、 其 處に式 を 司る 人達の 聖 文書が 置かる、 樣 になって 居る。 坐 席はュ ダャ人 

aA a li うない これ い かざ い き は かんたん たて. の したが モ のぎ しせ しん 

本位で、 堂內は 之と 云 ふ 飾りが つけて なかった 言 は 極めて 簡單な 建物で、 從 つて 其 儀式 も 神 

でん しっかう ちが たんじ to ん い か や V- す そのき わ-つり れい 

殿で 執行す るのと 違って 單 純な もので あつたと 云 ふ 欺う しお 樣子 はィ ュ ス が其鄉 S| ナザレで 躕 

はい し to つせ 411 ルカ でん 45 じ わ *fc 

拜に 出席せられ た 路加 傳の記 事で も 解る (路 四の 一 六 I 二 七 )o 又 パク" がビ シ * テアの アン- プ オケ 

じんけ う y わい い ときき はぶ &ん りよ fc ひびと かれ かう だん .U れい た タじ れい 

の ュ タヤ 人 敎會に 行った 時に、 極めて 無遠慮に 旅人で ある 彼に 講爐に 立お しめた 例で も當 時の 鱧 

111 翁 太 敎會の 組織 1 五 一 
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ちう しん しゃく わいせいく ねつ これ よ ひかし し •> けうて せ てんさい いう じん い 

シナ ゴグを 中心に 社會 生活 をな す。 之が 世に 昔から 『宗敎 的 天才 を 有する ユダヤ人」 と 云 はる、 

かれら こくみんせい い けう えんち やう. これ じに い ， せいりょく 

彼等の 國民 性な ので ある。 言 は C ユダヤ 敎の 延長で、 之が ギ タシャ 時代に は、 シナ ゴグの 勢力 は 

たい つね すな は じんしよ くみん ちっと おは しゅ 

大し. ものであった と 傅へ らる。 卽ちュ ダャ人 殖 民の 最も 多き はァ レ ギザ ン * トジャ と シリアの 首 

府 アン- ズ オケであって、 其 に は 可な なシ ナゴグ があって 盛んに ^ 拜が行 はれた と 云 ふ。 

r いと、 しんでん りゃくだつ しん *.J , 

彼の アン テオ カス、 ェ ビ プア ネスが 聖都ェ ダナ レ ムの 神殿から 掠奪せ る 神器 類が アン ーグ オケの シ 

あん ち つた 

ナゴグ に 安置され てゐ おとさへ 傳 へられて ねる。 

a — マ たく さん か い じに いち ち. CN かい えんがん しょ はタ こと 

又羅 馬に も澤 山の シ ナゴグ があった。 彼の 聖 パク" の 時代に は 地中海 沿岸 諸 邦 殊に ギリシャに 

いた ところ これ い ， 

は 至る所に 之が あつおと 云 ふて ゐる (徒 十三の 五、 五の 一 四、 十四の 一 、 十六の 一 三、 十七の 一 、 

じ しん かくち や 3 モん これ いう せい 3 やう 

十八の 七、 一九)。 又 パレスタイン 自身 も 各 町村に 之 を 有し (太 四の 二三、 十三の 五 四)、 盛况 

て.， f こと とくべつ しんでん あ ひ W ， ぜ；？ さ 1 く. 《i わ 

を呈 した 樣 である。 殊に ェ \サ レムに は 特別な シ ナゴグ があって 神殿と 相俟って ュ ダャ 全土に 光 

彩 を 放ち、 可な， 5 勢力 を 示したら しい。 何でも 後代の ユダヤ 傳說 によれば、 省府 ュ ダサ レムに あ 

ひゃく さん い こと もつ モの さかん くわう けい， ノ ， > > 

つお シナゴ グの數 は 四百 八十 を算 したと 云 ふ 事で ある、 以て 其 盛なる 光景が 推彻 され る であら 
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の胶 t の祈禱 文が 使用され たと 云 はれて ねる o イエ スが 形式 祈禱の 長たら しいの を誡 めて 極めて 

かん； i ん しゅいの り し. これ さ しか ま 

簡單な r 主の 祈禱」 を 敎へ給 ふたの は 之 を 指した ものである (太 六の 七、 九 II 三 )0 而 して 祈 

たタ ぶん のち はんて うし ふ しづか しゃ 5 えい がっし ゃラ つぎ • ， い』 ^ 

禱 文の 後 一 般聽集 は靜に 頌榮を 合唱して 次の ブ リ ダラ ムに 入った と 云 ふ。 

4- いしょら-；' &く あんそくにち れい はい ちう もっと たいせつ りつ はふ i ゆん しょ らう く 

(三) 聖書 朗讃 安息日 禮 拜のブ 5- グラム 中 最も 大切なる は、 ユダヤ 律法と 豫言眷 の朗蕭 であ 

これ こん にち い せいしょ ら-リ どく へ ブル ご とく ぺっ ひとよれ い じ 

つた。 之 は 今日で 云 ふ in 誊朗 謂で、 希 伯來語 をよ くす る 特別の 人が 讀む 例であった。 イエスの 時 

にい ん じん ご は へ ブル こ せいてん よ ひと すく とく これ ら 

代に は 一般 ユダヤ人 はァ ラメ イク 語 を 話し、 希 伯來古 聖 典 を 蘭む 人 は 少なかった ので、 特に 是等 

ひと ギリシャ SJ はな もの 仁め つ-..' やくしゃ べんり はか い こと 

の 人 や 希 臘語を 話す 者の 爲に 通譯 者が ゐて 便利 を 針つ おと 言 ふ 事で ある 

おきて よ i; ん しょ かタ ぎ さい y\ ► こんにち い， れいはい せっけ. リ むかし お ゆ； て 

- (四) 律法と 豫言誊 の 講義 最後の ブ" グラム は、 今日で 云 ふなら ば 鱧 拜說敎 で、 昔 は 律法と 

V* &ん しょ か 3 ぎ た、 ひ じ \ ていじう *- つ けう しゃ な り 上かラ ちう し 3 う か もし 

豫言窨 の 講義であった。 當 時の シナゴ グには 定住の 說敎 者が 無かった ので、 旅行 中の 宗敎家 若く 

おきて よ ゆん しょ せいつ 3 ひら しんじゃ じ い 3 か V 'ぎ で き これ りよ か、 リもぅ ^ 

は 律法 や 豫言窨 に 精通せ る； 牛 信者が 自由に 講義が 出來 たので ある。 之 は イエ スの 旅行 中に 於け る 

あんそく にち ご と かく ら せっけう れい でんに 5 りよ か 、つ ち 3 はいけん おな れい 

安息日 毎に 各地の シ ナゴグ で說敎 なされた 例 や。 パク n の 傅 道 旅行 中經驗 せる 同じ 例に よりても 

明 臼で ある (太 四の 二三、 可 一の ニー、 六の 二、 路 六の 六、 約 十八の 二 〇、 徒 十三の 一 五)。 

つぎ けいえいく ねんり つ これ いは ゆる モ のち は、 リ/ \ く ちゃ タらケ ラ& 5 に 

次に シナ ゴグ の經營 管理に 就いて であるが、 之 は 所謂 其 地方. 々の 長老の 中に 任 ねられて ゐる 

5* れら けいざいく ねんり ぜんけん にぎ れいはい しし t> い じんせん じ 

彼等 は經濟 管理の 全 櫂 を 握って ゐ たのみなら や、 禮拜を 司 式し、 ブ "グラムに 入るべき 人選 も自 

111 . 猶太 敎會の if 織 1 五三 
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1 が 想 I される (徒 十三の ニニ— 四 三)。 

^ ^ ^ じん ivr- く， 'い れ い £ これ あいれ いはい さ f ソ モの じゅんじょ した-か 

. 猶太 人 敎會の 鱧！： に は 四つから 成る ブ" グラムが あった。 之 は 毎 鰌拜定 つた 様に 其 順序に 從っ 

て擧行 さるる を 例と した。 

( 一 ) きん mi まの s-i" ^太 人 敎會の 鱧 i: ブ "グラム の 最初の パ I トは、 『イス ラエ〃 

&J われら かみ ) い しんかう か でう あんし ゃタ こと > これ 

ょ聽 け、 我等の 神 M ホパは 唯 一 人な. 9」 六の 四) と 云 ふ 信仰 筒條 の諂誦 をす る 事で ある。 之 

い へ ブル ご S いし *< こと a と じつ せん ひゃくねん もや 3 ねん^ わつ わた 

は 「 シ ュ マ」 と 云 ふて 希伯來 語の 最初の 言から 取った もので、 實にニ 千 五 百年の 長年 月に 直り 

へ ブル じん もんしょう き しんけ 3 てきしん か 3 か でう しか f い い レ. i ゆい ^ふや タ せつ せつ 

希伯來 人が 諳誦して 來ね 一 神敎的 信仰 箇條 である。 而 して 醴拜に は 申命記 六 章の 四 節から 九 節 ま 

かなら う ゆ、. ■ .5.;、.， しん みん しゃ 3 すな は き われら ゆみ たぐ り 

で必す 一 同が 鱧拜の 精神で 諳誦した。 即ち 「イス ラエ 〃ょ聽 け、 我等の 神 土 ホハは 唯一 人な う。 

なん \f こ-ろ つく せいしん つく ちから つく 4i んぢ かみ あい" 5 け ふ ► なん ぢ め^ * こと は な ふぢこ ゆ 

汝心 を盡し 精神 を盡し カを盡 して 汝の祌 M ホパを 愛すべし 今日 わが 汝に命 やる 是 等の 言 は汝之 

こ X ろ つと t んぢ こら ^*し いへ y 奏 f あ 5 S い と 含 tea これ.' • か 仁 

を 心に あらしめ、 勤めて 汝の 子等に 敎へ 家に 坐す る 時 も路を 歩む 時も寢 ぬる 時 も 起る 時 も 之 を 語 

tt んぢ これ なん ぢ て ひす しるし > なん S * あ ひに お ぼ '» い/ > _ は；^ f tt^s 

るべ し o 汝又之 を汝の 手に 結びて 號 となし、 汝の 目の 間にお きて 誌え となし、 又汝の 家の 柱と 汝 

かど か しる す 53 I 

の 門に 窨き 記すべし」 と は 即ち ソ レ である 

かいく わい き た う みぎ あんしょう す とくしめ い しんじゃ き たう _ にいし ふ y わい ttFft^ 

(二) 開會 の祈醻 右の 諳誦が 濟 むと、 特に 指名され た 信者の 新禱が ある。 大集會 の 場合に は 

かくじ レ へんて き f ぶん とも らう &く れい ， ふ つうれい ，は.ぃ ^^r 

各自 詩篇 を 手に して 祈 禱文を 共に 朗讀 する を 例と した。 けれども シナ ゴグの 普通 鱧 拜には 或 一 定 


あつたと 見える o 

r じん しゃく わい 仁うて いはな こと で き しゃ？ I う き くわん も そのき やく そ： a 

斯く シナゴ グはュ ダャ 人の 敏會 から は 到底 離す 事の 出^ぬ 社交 機關 であった。 若し 其 規約に 叛 

こと » あ ひ V- よ めい はう ちく ぎ ぢ やう はん かう さい た し i! が 

く 事で も ある 場合 は、 シ ナゴグ から 除名 放逐す る 議定が あって、 一般から 交際 を 絶 たれた 。從っ 

しゃく わいて きせい さい 3 すな は この しょぶん ふた. -f しゃく わい あた にえ つた 

て 祉會的 制裁 を 受けた。 即ち 此 r 處分」 で 1^ び 社 會に頭 を 出し 得なかった と傳 へらる (約 九の 二 

その ご せう がく ^1ぅ ふ 4- く じ ゆ ふ *< う さら 

二、 十二の 四 二、 十六の 二)。 其 後小學 校が 附屬 事業と して 設けられてから は、 更に シナ ゴグは 

けうい くき くわん しゃくね いせいく わつ ますく けん- そ そう ぶん. Afi こうけん ことで き なぜ 

敎 育機關 として 社會 生活に も 《i>t- 權威を 添へ、 一層 ユダヤ 文化に 貢献す る 事が 出來 た。 何故 なれ 

さいしょ せう がく かう い ふ つ 3 けラ いく あら け V け、 ついく そこ おせて よ 4> ん ふみおよ 

ば 最初の 小學 校と 云 ふの は、 普通 敎 育に 非す して ユダヤ 敎の敎 育で、 其處 では 律法、 豫 言の 誊及 

さくと く でん i! つとう けう じ S じ どう た 4* しひ つぎこ 5 ゑ 

びュ ダャ獨 得の 傳說等 を敎授 して 兒 量に ユダヤ 魂 を 注 込んだ からで ある。 故に ユダヤの シナゴ グ 

しう けうて き せ くわん どタ じ けうい く き くわん まね じんしゃく わい かう じ やう はってん S_J う か 

は宗敎 的機關 であると 同時に 敎 育機關 であ.. y、 又 ユダヤ人 iM 會の 向上 發展に は 如何しても 缺く ベ 


v りょく 


からざる 有力なる 機關 であった ので ある- 


四 社 會機腳 としての 敎會 1 五 五 


第 十八 章 猶太 人敎會 一 五 四 

ぃタ おこ K レ. さんかいしゃ ゐぢひ レ ベん あんそくじつ じ こく は V 

由に 行 ふた (徒 十三の 一 五)。 而 して 參拜者 はシナ ゴグの 維持費 を支辨 し、 安息日の 時刻 を 報す 

くわい 11 ラ つかさ な さんし ふ い ま ti つかさ れいはい じ 5 んび けうく わい やく るん 

る會 堂の 宰の ラッパ を 開いて 參 集した と 云 ふ。 又宰は 鱧拜の 準備 をな すの みならす、 敎會の 役員 

くわい レ ビ. ラ けん *0 こと こうに い せ 3 がく かク ** う やう 

會をも 指導す る 櫂 威 を もって ゐた 特に 後代 シナ ゴグ に小學 校が 設けら る、 樣 になって から は、 

kii 師 となり 宗！ i が 育の 主任と 云 ふお 形で 次第に 勢力 を 振 ふ 様になつ たと 云 はれて ゐ る。 

四 社 會機關 、こしての 敎會 

へ ブ.？ じ、 しゃく.； i い いく わつ せいく わつ はじ むか レ け V- くわい い 5 りょく ひと 

希伯來 人の 社， ill 生活 はシ ナゴグ 生活から 始まった 昔パ レ ス タインで は、 敎會で 有力なる 人 は 

しゃく わい ぎ うぢ と れい なに ゆ a ちゃう モん お- もの おきて よ 4" ん しゃ せいつ、 > 

社會 でも 牛耳 を 取る を 例と した。 何故 なれば 町村の 重なる^ は 律法 や 豫言誊 に 精通せ る シナゴ グ 

ちゃ タら 5 かれら し-；' け， ひて さ しゃく わいて *5 せいりょく しめ え 

の 長老 だから、 彼等 は宗敎 的に も社會 的に も 勢力 を 示し 得た ので ある (太 九の 一 八、 路 七の 三、 

tefe にいと くねい た す 3 いう これら ちゃ、 ひらうたら また にんたい ち は う 

八の 四 一 )o 故に 大都會 に は 多数の シナ ゴグを 有し、 是 等の 長老 達 は 又 一 圃體 とな- 9 て 地方 ナン 

モ しき こんにち い し くわい ぎ やう 41, いし はふ けん も やう けん. Q しめ 

ヒ、 デリ ムを 組織して、 今日で 云 ふ 市會に 行政 司法 櫂 を 持た した 樣な權 威 を 示した ものである。 ィ 

ひと A\ こ-ろ かれ & なん ぢら し 5 タぎ しょ わ. U けいこく 

ェ スが 人々 に 心せよ、 彼等 は 汝等を 衆議 所に 付さん (太 十の 一七.' 可 十三の 九 y と 警告した. 9、 

使徒 パク P が屢々 迫害に 遭 ふた 實例 (徒廿 二の 一 九、 哥後十 一 の 二 四)、 を 見る と 可な り 勢力が 



第 十九 章 太古 時代の 社會 

I 歷史 文學に 表れた る 社 會. 訓 

しょに い およ 4" んレゃ ，0 にい いしん も じ せ 4? じ じんしん ， いお 

初代 イスラ ュ 〃に 於け る豫言 者の 偉大なる 精神と 其 事蹟 は、 當 時の 人心に ァ ツビ ー 〃して 痛く 

. ^ん？ J う あね しゃ くわいり さう あら fci か おも じっさいてき 

感動 を與 へ た 「社會 理想」 によく 表 はれて ゐる。 例へば、 彼の ァ ヒ ャとュ リシ ャは 重に 赏際 的で、 

** = ぐ わ、 -か 3 しゅにん * の もくて^ はね あるよ &ん しゃ .U うじ C つ はふ じゅんしゅ 66,、 れい こと モの もく 

叉 外交 手段に よ て 其 目的 を果 したが、 或豫言 者は當 時の 律法の 遵守 を激勵 する 事に よりて 其 目 

てき しゃく わい り さう じ ゥ t ん to ところ な？」 ♦* こく か しゃく わい かくせいし にう 

的と する 社會 理想の 實現を 期した。 處が、 ィザャ とか ェ レ ミヤ 等 は、 先づ國 家社會 を覺醒 指導す 

さうる 3 しゃく わ、. "くん じ 5 んび これ こく！^？ん おん づね ため とく よ 6 ん しゃ や-りせ いしょ やう きくわん 

べき 相 當な社 會訓を 準備して、 之 を 國民ー 般に傳 へんが 爲 めに 特に r 豫言 者の 養成 所」 樣 な機關 

まう ちゃう ねんけ ゥ わた こく か かい ざう き と けいせ な しか よ i ん しゃ ご ほくぶ 

を 設けて、 長年 月に 百 lb て國 家の 改造 を企圖 した 形跡が ある。 而 して 豫言者 H リア 後 は、 北部 ィ 

一 膝 5- 文^ U 表れれ る 社 <|3 訓 一 五 七 


もん？！ I い しる £ も これ つう く しゃく わい-/' ん ij,- 5 とくしつ みん- ^ くかい はラ しゅにん は 3 はふ あら 

問題が 記されて ゐる 故に 之 を通讀 すれば、 モ ー セ の社會 運動の 特質、 民族 解放の 手段 方法、 荒 

の お ねんかん わ ち-やう ねんけ つ い みん タん il- うおよ たう じ しう けう せいじ しゃく わい しょさ 3 わか こと よ t ん 

野に 於け る 四十 年間に 直る 長年 月の 移民 運 勘 及び 當 時の 宗敎、 政治、 社， 諸相が 解る、 殊に 豫言 

しゃ りきせつ かいめい しゃく わいくん い か とくしつ いう しえ さら レビき しんめいき ^£ 

者の カ說 解明せ る 社 會訓が 如何なる 特質 を 有せし か 知ら 得られる。 更に 利已 記と. &命 記に 來る 

たう じ し、 つ けう りつ はふ .0 つと しゃう さい き ろく しょに い へ ブル じん しゃく わいせいく わつ てと や. T 

と、 當 時の 宗敎と 律法が 最も 詳細に 記錄 されて ゐ るから、 初代 希 伯 出 人の 社會 生活が 手に 取る 樣 

に 解る ので ある。 

二 人類 社 會に對 する 神の 理想 

きラ やくせい しょ おさい しょ お 4- ん. のがたり さ-ひせ いき にい しゃ. 7 *J つ こ- はん はじ この ものが にり けいとう 

舊約 聖書に 於け る 最初の ユダヤ 豫言 物語 は 創世記 第二 章 四 節 後半から 始まる。 .此 物語の 系統と 

はいけい てんち f ？ P くねん でんせつ こ に いものが たり よ かみ 

背景 は、 天地創造に 關 する セミ テック 傅說 であるが、 パビ "ンの 古代 物語に 由れば、 マ ー 'ドン 翁 

てんじゃう かみ つ しんでん けん つ ため にん &ん つく つた しか へ ブル てんら さう ざラ くわん 

が 天上の 神々 を 祭る 神殿 建設の 爲に 人間 を 造った と傳 へて ゐる。 然るに 希 伯來の 天地創造に 關す 

よ ！ t ん ものが たり これ ぜんぜん モの おもむき こと すな は かみ モ のかた ち ごと ひと さう た *t つた 

る豫言 物語 は 之 を 全然 其 趣 を 異にして ゐる。 即ち、 祌は r 其 像の 如くに 人 を 創造し 給 ふた」 と傳 

にん &ん モ のにく たい おい に、 ゥ とく おい しゃく わい しん ゆ おい モれじ しん くわん^ やう 

へて ゐる。 だから、 人間 は 其 肉體に 於ても、 道德に 於ても、 又社會 進歩に 於ても、 其 自身が 環提 

けうい く しゃく わいせいく わつ と-う ぞんじ かう じ やう はったつ う やう づく みわけ > その か てき れい 

敎育、 赴 食生活 等に よ- 9 て 漸次 向上 發 達し 得る 樣に 造られた ものと 見て よい 譯 である。 其 好適^ 

二 人 頻社會 に 對 する 神の 理想 1 五 九 
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おは よ ゆん しゃ だんたい はいし to つ さかん しゃく わい け 5 くん つ い 

ス ラ H ダと ユダヤに は 多くの 豫言 者の 國體が 輩出して 盛に 社 會敎訓 を 傅へ たと 言 はれて ゐる。 

きラ やく いしょ うら いろ. C ぶんがく すな は れ *a し りっ^-ふ しか』 よ： t ん ちゑ ぶん 

舊約聖 害の 中には 色々 な 文學が ある。 即ち 歷史 あ. y、 律法 あり、 詩歌 あ h.、 豫言 あり、 智鐘文 

くとう これ しか いづ よ is んしゃ かみ め U れいかん はつ ろ これ 

學等 之で ある。 然し、 それ は 何れも 豫言 者に よりて 神より 與 へられた 靈 感の發 露であって、 之に 

t つてん しう けうせ ぃ& /J くみんせ いく わつ へう： t ん し さう しゃく わいせい？ J げ -^f . へ ブル みん せく し 

よりて 發展 した 宗敎 制度と、 國民 生活に 表現せ る 超 想と 紕會 制度 を 研究す る 事 は、 希伯來 民族史 

し うへ お、，' ズぃ たす ナ しか よ ゆん しゃ い ぎ そのし よくのう ん い せいしょ 

を 知る 上に 於て 犬なる 助と なる。 然 らば 豫言 者の 意義と 其 職能 は 何であった かと 云 ふに、 聖書で 

い よ ASA しゃ 4- いしん かい せんけんしゃ かみ う ちう お みん ざい まね ゆん しゃう つい ふ つうじん たうて いとうく ねん 

言 ふ豫言 者と は、 精神 界の 先見者で、 神の 宇宙に 於け る 存在 又は 現象に 就て、 普通人の 到底 透觀 

え とうしう こんにち りう かう ご い れいかい お くわが く しゃ れ 仁ん ゆん ざい 

し 得ざる もの を 透視し 得る、 今日の 流行語で 言 ふ 『靈界 に 於け る科學 者」 である。 彼 は單に 現在 

しゃく わい さう さ 5 さっと V 'くわん しゃ， フ *P いおこ きた しゃく わい じしゃ. A ら じ やう じん と. > さつ え さう とく じ やう 

の 社 會相を 洞察 透觀 する のみなら す、 將來 起り 來る 社會 事象の 中に、 常人の 透察し 得ざる 道徳上 

およ しう けタじ や- n い y と-つ さつ しか たんめい くねん けいこく はつ X &ん 

及び 宗敎 上の 意義 を も 透察す る。 而 して、 それ を闕 明し、 それに 關 して 警告 を發 した。 故に 豫言 

者の 職能 は、 神に 代って 言 ふこと であった ので ある。 

よ 4 ん しゃ しゃく わいくん おは しラ しふ さいしょ れ <2 し ぶんがくしよ ** しゅつ H ジ ブトき い か くわん 

豫言 者の 社 會訓の 多く^ 集され たる 最初の 歴史 文學窨 は、 先 づ出埃 及 記 以下の 四卷 であらう。 

IV こ おうじ せ いぢ けい ざい し 3 け、 > およ しゃく わい あら じ や 3 たい しゃ V さいしる れせ にい よ 5" ん しゃ. a*A モ のじ 

其處に は、 當 時の 政治、 經濟、 宗敎 及び 社會の 凡ゆる 狀 態が 詳細 記され、 歴代の 豫言者 達が 其 時 

だい ふさ は しゃく わいくん ね とくしつ もら 仁と しゅつ ェ ジブ.^ きおよ みん す、 つき 、やく み 

代に 應 しい 社 會訓を 垂れた 特質が 表 はれて ゐる。 例へば、 出 埃 及 記 及び 民 數紀略 を 見る と、 其內 

おも よ ゆん しゃ レ に- プ しゃ おこな 5) れい いは 5 れきし てきはつ てん - みん も つ ゆ 

容は 重に 豫言 者で セを 指導者と して 行 はれお 奴隸 解放の 歴史的 發展 と、 イスラ H ダ 民族の 复際 


てん ち さタ f つ よ ゆん ものがたり か てい ん ほん ぎ くねん いは ゆる かてい くん - , ぷ * に i 、 、 じ さレ ii, よ ！ 

天地創造に 次ぐ 豫言 物語 は 家庭の 根 本義に 關 する 所謂 家 庭訓で ある 其處 では 人類 最初の 家庭 

お ii んぢょ かう ふく ふうふ 4- いく わつ はったつ は， ん え， い あたか ,r»h じ ん， けい. } ^ - u.^^^ 

に 於け る 男女の 幸福と、 夫婦生活 による 發達 繁榮 を、 恰も 神 御自身が 經驗 する かの 如くに 描寫さ 

す tt* もとこ り つ. -1 *fc しゃう がい はんりょ しゃ ノ， .》 にん^ 

れてゐ る。 即ち 男 一 人であった アダム は、 妻の ェ パを與 へられて 一 生涯の 伴侶 者と して、 人間 最 

しょ しゃく わ，， てきせ * レ 、ねつ いと t c るせ い れい みい ふうふ しんかう さ- ジご ふ じょ y いけん レんゾ タ 

初の £會 的 生活 を營む o 其處 は、 異性に 對 する 愛、 夫婦の 親交、 相互扶助、 機牲 献身 等の 精神が 

じっかう てんち- このよ てんごく jt んし S つ i ゆみ 5 る たお しゃく わい ノ ,p 

實行 せらる、 天地で、 此 世ながら 天國を 現出し 得る、 神の 容し給 ふ社會 なので ある。 而 して 霧う 

-J んぢょ ヒぃ さいし t ^ て-： くわつ こん ほん かみ みなね モ のけん はふ そのせ いく わつ た § し ， » V 

した 男女 ー體の 最初の 家庭生活の 根本 は 「神の 聖旨」 を其嶽 法と して 其 生活 を樂 むべき たと 言 ふ 

-5bw^= ). 6 ら よ しし ク ひ f ゆん にい じん み じつ こ &】 ふ やう，， にん ゆん 

のが、 此物！^！^に表はれた豫ぎ者の理想でぁる。 現代人から 見れば、. 赏に 子供 欺し の 様た が、 人間 

最初の 家庭 §is として は 面白く 描いて ゐる。 即ち、 「エホ パ满言 給 ひける は人獨 りなる は 善から 

t ^»に» ふ Kl^ を « のために Si らんと、 H ホ パ神土 を 以て 野の 諸ての 獸と 天空の 諸ての 鳥 を 

つく ；？ こめ な 一」 M み これ か ところ ひき いた た** * い 

造り 給 ひて、 アダムの 之 を 何と 名づ くる か を 見ん とて 之 を 彼の 所に 率ゐ 至う 給へ り。 ァ タム か 生 

もの な ところ みな モ のな すぺ かちく るら とりの すべ け ふの な あた , , 

物に 名 づけた る 所 は 皆 其 名と な ぬ。 アダム 諸ての 家畜と 天空の 鳥と 野の 諸ての 鳳に 名を與 へた 

しか これ かな .U すけみ ここ おい , e ふゆ ね， Si , fiSi 

b> 然れ どァダ ム に は 之に 適 ふ 助 者 見え ざ， 9 き。 是に 於て H ホ パ神ァ タ ムを 熟く 睡 らしめ、 睡り 

とき モの *s*a ぼね とにく もこ ふさた ♦* ) と， へ らまね もつ. - を 

し 時 其 助 骨の 一 を 取. 9 肉 を もて 其 處を墟 塞ぎ 給へ り ュ ホバ； W アダムより 取 たる 助 骨 を 以て 女 

つく これ ところ たづ さ *s fct い これ わが はね はね _ にくに く ベな 

を 成 6N 之 を アダムの 所に 携へ來 う 給へ う。 ァダ ム言；5けるは此こそ我骨の1^11ゎが肉の肉な，.=.、 此 

111 最初の 家庭 一六 一 
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は、 1|抓の^8|としてギく^^膨|!のぉ^にまで|#されてゐる『ァ ダム， C ュパ の iliilj 

もっと モ のしん り へ、 > めい すな は ひがし とくせつ うつく はなみの ^ り ゆん 

が、 . 最もよ く 其 眞现を 表明して ゐる。 即ち VT デンの 東に 特設され た 美しい 花園に 於け る 二人の 原 

&敝」！^|_ょの€跪っ> &fH?fi^ お を ill? 試練 せんとて 生せ しめた 生命の 樹と 善惡を 知る の IT 美しい 

3 ちう しん り にん， ちょ いう わく へび しゅつ ゆ：^ つみ けっく. -vp しう -i! い A め * ひら ，は I • ふ， 

樹を 中心に 二人の 男女 を 誘惑す る 蛇の 出現、 罪 を 犯しお 結果 其 醜體を 見る目が 開け、 神の 怒りの 

こ& な つ ひ *V の つな はう しゃう がい ，5- とこ ひに ひ あ i- の は にら -V んな か てい は ら 

聲を跑 き、 遂に エデンの 園から 追放され て 生涯 男 は 額に 汗して 野に 働き、 婦は 家庭に 働かねば な 

らぬ § の 物！. は、 實に 天地 創 i の豫言 物語と して は 一 大 傑作と #1 つてよ からう。 其 處には 最初の 

にん ゆん せいく わつ is ゆん し てき り にん ぢょ けうい く はう はふ > かみ Jjjl i;, さ- ジ ^ , if 一， 3 

人間 生活と、 其 原始的 二人の 男女 を敎 育す る 方法が、 神に よ b て 極めて is 想 的に 示されて ゐ る。 

モ こ こ じん ふう ふ か てい し； くわい い ふう さう せい き b & ん し じ だい よ H んら のがたり 

又 其 處には 個人から 夫婦、 家庭から 社 會と云 ふた 風に 創世記に は 波れ なく 原始時代の 豫言 物語が 

しる どくし/ U 5i くもつ 仁う じ しゃく わいせい くねつ かみ じんる， Q 仁い もくてき はねら き a とく やう @ ろ" 

記されて、 讀 者に 一 讀 以て 當 時の 社會 生活と、 ； 1 の 入 額に 對 する 目的と 働を會 得する 樣に 記錄さ 

to& このい み おい にん 4>ん じ にい とも かみ にる はつ つ う や 5 さう ざ. リ い 

れてゐ る。 敌に此 意味に 於て、 人間 は 時代と 共に 神に 似べ く發 達し 得る 樣に 創造され たものと 言 

かみ にん： t ん しゃく わい の たお り さう す {4 は にん ゆ ん かみ ごと せいしん さ h- よく 

つてよ い。 神の 人間 社會に 望み 給 ふ 理想 は、 即ち 「人間 は 神の 如くな らんと する 精神と 努力」 に 

この ものがた .C 6 かん み. &は 

あるので、 それが 此 物語に 遺慽 なく 表 はれて ゐ るので ある。 


ろ げゥ くわ をし ねれら かれらい か い-りね く はじ へび も ざ ひ そのな つと 

恐し い 結果 を敎 へて ゐ る。 我等 は、 彼等 は 如何にして 誘惑され、 初め 蛇に 欺かれた エバが、 其 夫 

さモ ゥひ ん にん このみ とも しょく いに モ のけい ろ いうれ く はう はふ み 1^ つ こ-プ 

アダム を 誘 ふて 遂に 禁斷の 果實を 共に 食す るに 至った か、 其 徑路と 誘 或の 方法 を 見る と、 賞に 巧 

6 う y5 しゃ き や 3fc ん すな は あく t へ 5 ちょう へび くわい わ ♦* ふ じん よは 

妙に 描寫 されて るに 驚嘆す るで あらう。 即ち 惡魔 を表徵 した 蛇と ェ パ との 會 話に、 先づ 婦人の 弱 

すいしん t よ ^ん なき みくらよ め う i は かさと ためした 

い 精神が 迷 はされ た。 r 婦樹を 見れば 食 ふに 善く、 目に 善 麗しく 且つ 智慧 からん が 爲に慕 はしき 

き つ ひその み と くら いう あく S あり レ. レか その 

樹 なる によ て、 遂に 其 果實を 取りて 食 ふ」 と誘惡 されて 行く 有檨を 記して ゐる。 而 して H X が 其 

Ji- ノ かれ くら IV んな モ のみい つと たい ちラ せい せい 

愛する アダムに 與 へければ r 彼 食へ り」 (創 三の 一 I 五) として、 婦が其 愛する夫に 對 する 忠誠の 精 

しん つ ひ ,？， とこ こ. * ろ VJJ みち 5 き しめ この ものが にり をん な ， そ つと ， いう わく 

神から 遂に 男の 心を勸 かした 道行 を 示して ゐる。 此 物語に よれば 婦のェ バか其 夫の アダム を 誘惑 

やう このは あい つみ れんたいせ きにん > われい か なん ぢ はなさ • と J> 

した 樣で あるが、 此場 合の 罪 は連帶 責任で ある。 ミ〃 トンが 『我 如何で 汝を 離れ 去らん や、 假令 

か ラ ふく さいく わ いごと つみし あい もの ひ 

それが 幸福に しても、 災禍に しても』 と 云 ふた 如く、 ァダムは^^-とは知^-っ 、愛する者に引づら 

、| おも かれらり めみ ぶっしつ よく ぜんしん 5 は モ のさい かう にう とく みち 

れて 行った ので ある。 思 ふに 彼等 二人 は、 目に 見 ゆる 物質 欲に 全心 を 奪 はれ、 其 最高 道德の 道、 

すな は かみ い t しめ おか ため つ ひ こ-ろ へいわ やぶ うつく *V の で レゃ -> がいら つ さう 

乃ち 神の 誡を 犯しお が爲 に、 遂に 心の 平和 を 破り、 美しい アンの 園 を 出て 生涯 勞働 せねば なら 

こと い 4* かれら せんこく こと は み いづ おもしろ とくしつ レめ こ 

ぬ 事に なった ので あらう。 今 彼等に 宣吿 する エホバ の 言 を 見ん に、 何れも 面白い 特贊を 示し、 此 

い，；' ねく も のがたり ひす たと 

誘戚 物語 を 結んで ゐ る。 例へば、 

へび いひ 仁 ま なん ぢ これ な なん ぢ すべ かちく の チぺ は f の *s 

「M ホパ 蛇に 言 給 ひける は、 汝 是を爲 したる によ- 9 て、 汝は 諸ての 家畜と 野の 諸ての 戳 よ，. > も 勝 

四 罪惡の 起原と 社會惡 二 ハ三 
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,v とこ £ b の これ *4 この ゆ ゑ ひと その は- は；^ ^^0^. ^ ^ • £i 

は 男よ 取 たる 者 なれ ぱ之を 女と 名づ くべ し。 是 故に 人 は 其 父母 を 離れて 其 妻 に 合 ひ ー體と 

ゆん ，レ い くわが く ぶんく わ じん み き は • えう ， ら, X ^ 

なるべし」 (創 二の 一 八— 二 四) と あ， 5 て、 現代 科學の 文化人から 見たならば 極めて 幼稚で 原始 

て S7 ものがたり i モ のたん じ S ん ろ こつ ふう ふ せいく わつ と は にん ゆん せ か； i i? つ i< ん- . ) もくて， け-い， If, く？.' 

的な 物語の 中に、 其 軍 純 露骨な 夫婦生活 を 通して 人間 世界に 實 現せん とする 神の 目的と 計 畫か想 

像し 得らる るで あら， フ 

ま は お 1 にレ fe^ 蒙 っを# まんと する にお ひお き f である。 ぎ-きに.^ n が g 

^に& い^する y2f、 sil^ll おや sit に ii けられた であると ^きに、 の &貯と I 曰つ 

U やみ だん ぢょ し ぜんせい くわつ たのし けっこん * , I ぢ 4, よも 

てよ い。 だから 無暗に 男女が 自然 生活 を樂 まんが 爲 めに 結婚すべき ものに 非す して 男女 二人 力 

卜 J、 --t み このよ じつ > ヒょ ナぃ くわく しゃく わい この レん ふうふ けっこんせ いく わつ ぶつ 

一 ： となる 事に よりて、 神の 此 世に 實， 現し 給 ふ計薔 である 「社 會」 が、 此新 夫婦の 結婚 生活に 赏 

>,v み しょに いよ けんしゃ しゃく わい り さう ， to^a この も gwi,;. り ^.y も くて.；^ f 

現さるべき だと 見た のが、 初代 豫言 者の 瓧會 理想で あつお。 故に 此 物語に は 其 理想と 目的が 一 貫 

も くれう ぜん 

して 一 目 瞭然で ある。 

四 罪悪の 起原、、」 社會惡 

にん，，" さい レょ に V ぢょ くわん いう ねく ものが. U り おい よ けん レゃ ざい f き&ん いしつ およ その 

人間 最初の 男女 アダムと ュ パに關 する 『誘惑物 語」 に 於て、 豫言者 は 罪惡の 起原、 性質 及び 其 


みて 罪 を 生み、 罪すで に 成. y て 死 を 生む」 (雅 I の ニニ II 五) と 言った の は 正しく 之 を 指しお も 

ので ある 

五 最初の 殺人罪 

じんる もさい しょ はんざいしゃ ふうふ こと へ の 4 は とこ ろ さいしょ さつじんざい 

人類 最初の 犯罪者 は アダム、 H パの 夫婦なる 事 は、 前に 述べた 通りで ある。 處が、 最初の 殺人罪 

このち- f この こ モの こ おか のう ふ ， その さやう にい 

は 「此 父に して 此子 あり」 で、 其 子 力 インに よ 6- て 犯された。 力 イン は 農夫で、 其 兄弟 アベ , は 

^くやう しゃ いづ じん せんお しか ぜんしゃ のう ゆ ふせいく わつ いとな じん しょに いれき 

牧羊者で、 何れも イス ラエ 〃人の 先祖で ある。 而 して 前者 は 農業 生活 を 營んだ 力 ナン 人の 初代 醒 

し ものがた こラ しゃ てん/ \ さ はく の やお いう ぼくせい くわつ へ ブル じん にいへ、 つ ぼくやう しゃ 

史を 物語. 9、 後者 は轉々 として 沙漠 や 野 山に 遊牧 生活 をな せる 希 伯 來人を 代表せ る^ 羊 者で ある。 

4> ん しじ だい おい こ じん か ていこく か いす. こうゆ.： N ひとへ かみみ ひね み そのお とうと 

原始時代に 於て は、 個人 や 家庭 國 家の 盛衰 典 亡 は、 偏に 神の 御 旨に あると 見た。 力 インが 其 第 

ころ いた r かれらり しんぜん モ おへらの さ- 

アベ 〃を 殺す に 至った の も、 浙 うした アイデアからで ある。 彼等 は 二人とも 神前に 供物 を 接げて 

かみ はい おとうと なへ ら の さ. * ひつじ 3 ひ 31； か のう り 

ヱ ホパ 祌を拜 しおが、 弟 アベ 〃の 供物と して 捧げた 「羊の 初生」 が M ホパに 嘉納せられ たとの 斑 

いう あに きふ さつ い おこ ぽ くじ や-ひ おとうと ころ たう じ れ し つね 

由で、 兄の 力 イン は 急に 殺意 を 起して 牧場で 弟 力 イン を 殺した と當 時の 歴史が 傳 へて ゐる (创四 

おも 、 えう ちそ f せいしつ せいねん わが り こ てき ^1んがへ けいしきてき しんぜん 

章)。 思 ふに 力 イン は、 幼稚 粗暴な 性質の 靑 年で、 どこ やら 我儘で 利己的な 考 から 形式的に 神前 

五 最初の 殺人罪 1 六 五 


笫 十九 章 太古 時代の 社會 一 六 四 

のろ なん ぢ はら は しゃう め ひにちり くら . 

らて詛 はる、 汝は腹 行 ひて 一 生の 間 摩 を 食 ふ べし」 (創 三の 一 四) 

また をん な い われお はい なん ぢ .7 み くるしみ ま なん ぢ くる レ こづ， I *i たはん ぢ 

又 婦に言 ひた まひけ る は、 我大に 汝の懷 妊の 劬勞 を增 すべし、 汝は 苦み て 子 を 産まん。 一?<汝 は 

をつ と し れ なん ぢ さ ジ 

夫 を 慕 ひ 彼 は汝を 治めん (創 三の 一 六)。 

，ひたよ なん *ち モ のつ こと は き わ なん * ち めい sto い A 

又ァダ ム に 言 給 ひける は、 汝其 妻の 言を聽 きて 我が 汝に 命じて 食 ふ ベから すと 言 ひお る 椅 の果 

くら X つも なんち のろ なんち しゃ 5 あ ひ ：4* くろし -yf^ し； * ヽ え f / _- ヽ a i > 

を 食 ひしに 緣. 9 て、 土は汝 のために 詛 はる。 汝は 一 生の 間勞 苦み て 其より 食 を 得ん」 一 

七)。 

そ Z かみ つみ けい ほつ みた ひと くろし もくてき にん ゆん ふ • じ や. r:\ ゆう が； i P で マ 

で、 其處に は、 神 は 罪の 刑 罸を與 へて 人 を 苦め るの が 目的で なく 人間が 至上 至高の 神の 律法 

やぶ じ こ ミっ ま- か 3 どう ほ あ ひ モ のけつ くわた ラ ぜんくる し おも ひ つ； to , ら.： ジく けいゆん -， 

を 破って、 自己の 欲する が 儘に 行動す る 場合 は、 其 結果 當然 苦き 思と 辛い 勞苦 を經驗 せね はなら 

し. Si ふた- ぜんび くひ あら； £ かう じ やう はゥ ii つ う f 一 t 、 } こ <% も は }iw -、 n - 

ぬ。 而 して 再び 前非 を悔改 て、 向上 發 達し 得る 樣 にと 敎 へた ものである 故に 此 物語に は 「M ホ 

かみ * の つお か はごろも つく かれら， きた t 、 I, , , , ノ ^ > ^ ？ 、 

パ神 アダムと 其 妻の ために 皮衣 を 作りて 彼等に 衣せ 給へ り』 (創 三の 二 一) と 言 ひて 、神が 罪の 

こ 4i ら もい かれら しゃう らい fc *5 めぐ たす た *< U す - こ 小よ ノ.. し> く， わぶ. I にて ゆ i 、 

子 達 を 愛して、 彼等の 將來 の爲め 一 層惠み 助け 給 ふたと 結んで ゐる 之に れは 社會惡 の 起！^ は 

じいう いし らんよう JJ^ にん； t ん かいそ ， 1^じ や > » D ^ 

「自由意志の 亂用』 にあり て、 之が 人間の 開祖 アダムと ェ パ によ h- て 始まる と 言って よい。 彼の 

しんやくせいしょ きしゃ り せい さモ もの かみ われ あ：.^ vs!^ い ゆか ノ& 、f 卜 fj* そ 

新約聖書の 記者の 一 人なる 聖ャ コブ が、 「誘 はる. * 者 は 神 我 を 惡に誘 ふと 言 ふ 勿れ、 神 は 惡に誘 

まね ひと あく さそ fct ) ひ i& く さ * ► おの， 5 v^^, ひか ノ さ； そ， 、 KO - - - . 

はれす、 亦 人 を も 惡に誘 ひ 給 はす。 人 惡に誘 はる、 は、 己の 慾に 引れ て 誘 はる、 也。 慾す でに 孕 


のろ この ち は t! この ち モの くち ひ fc fi んぢ おと タと ら なんち てタ 1 なんちち 

汝は詛 はれて 此地を 離るべし、 此地其 口 を 啓きて 汝の 弟の 血 を 汝の手 を 受け たれば なり。 汝地を 

た ち ふた. * そのち 5ia ts んぢ い； i なん ぢ ち さまよ さすら ひびと せんこ ス かれ， くわい； J, 

耕す とも 地 は 苒び其 力 を汝に 致さ じ、 汝は 地に 吟行ふ 流離 子と なるべし」 と 宣告して 彼に 悔改を 

せ C だい じん りつ はふ ^んビ い ぶんく わ こく おい なほし か め め つぐな 

迫って ゐる 。古代 セミ タ ック 人の 律法に よれば —— 現代の 文化 國に 於て 尙然 -.y 11 目に て 目 を 償 

は は つぐな しゅぎ かなら し けいざい と はや てタど モの お』 い ぜんあく し 

ひ、 齒 にて 齒を 償へ 生 義で必 や 死刑 罪に 問 はる >-辔 なのが、 了 度 H 、デン の圜に 於て、 『善 惡を知 

き & しょく もの か はら し かね 4? ん *:! ん かみ い しめ やぶ r り や，；' しん 

るの 樹」 の 楽實を 食す る 者 は必ゃ 死ぬべし と 堅く 厳禁され お 神の 誡を 破つ お 彼の 力 ィ ンの兩 親 

モ のぐ わい な 5 ちく モのレ ざ い まね そのつ み くひ もら； i かみ まへ こくはく 

が、 H 、デン の 園 外に 放逐され て 其 死罪 を 免れた やうに、 其 罪を悔 改め、 神の 前に 吿白 せる 力 イン 

そ のつ み to る モの ひがし す モこ S- n« しんか し 、 、ひ-? 

は 其罪赦 されて エデンの 園の 東 ノドに 住み、 其處 に、 「信仰に よりて H ノクは 死なざる やうに 移 

い かみ ひと ち 4 X せい おく つた 

された，.^l (來 十一の 五) と 言 はれた 神の 人工 ノクの 父と して 餘生を 送った と傳 へられて ゐる。 

また あに ころ ふか 、ひ あにい かりぎせ い え 3 し/, > じか， Q しん ^ よ 

又 兄 力 インに 殺された アベ 〃は、 不幸に して 兄の 憤怒の 犧牲 となり 夭死した が、 然し r 信仰に 由 

** さ あなへ. の かみ さ- た 4- し を もの あかし けに かみ *V なへ b の 

,9 て アベ 〃は 力 インより 愈れ る 祭 物 を 神に 献げ て義 者と 證 せられた， 9、 蓋し 神 その 禮物 について 

あか レ た*< な り かれ し しんか V よ いま い / こ；^ にち l^v.uu ひと • 

證し 給へば 也。 彼 死 ぬれ ども 信仰に 由り て 今な ほ 言へ り」 (來 十一 の 四) と 今日まで 「敬 剥の 人」 

つたへ き おそ せいしょ じんる- せいく わつ tp てタ キリ <ト け 3 ぶんがく ん P えいき タ 

として 傳ら れて來 た。 恐らく、 聖書が 人類 生活の 基調と な，^、 基督 敎文 學の存 する 限り、 永久に 

じそん しそん つ 仁 こと 

子孫から 子孫 へ .と 傳 へ らる 事で あらう。 

五 最初の 殺人 錚 1 六 七 
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*^^1へ；1の - かれ し 3 はう にん ゆん せいく わつ か 、.> ふく その もくてき ため はう べん す JatQ 

に 供物 を さ、 げたら しい。 彼 は 宗敎は 人間 生活の 幸福と 其 目的の 爲には 方便に 過ぎない 位の 11 

ゆ に， い.. じん ：？i. し， ゆ- ひとね やう， ぶっし ゆ y てき ひ さク かんがへ しう けう み やう おら しか おと 5 と 

現代人の 或！： の 人達の 樣に 11 唯物主義 的の 皮相な 考 から 宗敎を 見た 様に 思 はれる。 然るに 弟の 

みに ちで くわ じつ はこ ぢ さん こ. * ろ ともな f モなへら^!; しん- ii、 さ V 

アベ 〃は、 兄の 力 インが 地から 出た 果實を 誇りが に 持 磨して、 心の 伴 はざる 供物 を 神前に 献 げた 

はん N fc- かれ み おんち ゃタ か卞 /(\ くわん ゆきく わんし や けんそん こ- -ろ A んか ち、.' ( ふ と 

に 反し、 彼 は 刺の 恩寵の 數々 に 感激 感謝し、 くだけた る 謙遜の 心から、 一 番 可愛い 丸々 と 肥 太つ 

3 ひご さ A かみ はい かみ そ なへ. の かヽり たよ さよ こ 3 ,tl 

た 初生 を捧 けて 神を拜 したと ある。 だから、 ^が アベ ルの 供物 を眷 顧み 給 ふたの は 極めて 當然で 

あって、 決して 無 ，からぬ i- と 云 はねば ならぬ。 il なれば、 ま は 1^"41、 二り 人の を ま 

あら 、 しんぜん あら れい はい しゃ どタ さつ たま すな. K ひと モ のぐ わい め，》 ^ 

給 ふたに 非す して、 神前に 表 はれお る 鱧 拜者を 洞察し 給 ふお ので ある。 即ち 「人 は 其 外面 を視る 

され かみ ひと こ.. * ろ . & たお しせいい f こ-ろ たいど い. K いしゃ ど V 

然ど刺 は 人の 心 を視給 ふ」 と 詩 讓 が 言つ お 様に、 M ホパは 二人の 「心の 態度、 觼， 拜^ の 動機』 を 

し たま おと タと モ はへ. b のかへ り た ** い 

知り 給 ふたから こそ、 弟ァ ベ ^の 供物 を眷 顧み 給 ふたと 云 はねば ならぬ。 

このよ it んも& がたり おい もっと いち if る こと おと 3 と の さそ ひた ざんさつ fc . 

此豫言 物語に 於て 最も 藩し き 事 は、 弟 アベ 〃を 野に 誘 出して 慘 殺せる 力 インに 對 する M ホパの 

力み fc いど モ のしよ ち す はは ころ へ <5t- れき せい tjvin おと 3 と » 5 Z を 

神の 態度と 其處 置で ある 卽ちカ インが アベ 〃を 殺す や、 霹靂 ー聲、 「汝の 弟 アベ \ は 何處に 居 

4^ もど も ひ 4^ い そのせ きにん まねが われし われ わがお と.？ J *£ りて 

る や」 との 鋭い 問に 對 して 力 イン は、 其 責任 を 免れ やうと して、 r 我 知らす、 我 あに 我 弟の 守 者な 

vi^ > 4 ころ * さつじんざい にく おそ つ ひ ii す& くひ あらため ラぷが 

らん や」 と 答 へ た。 處が H ホパ は 殺人罪の 惡む ベ く 恐ろしき を 告げて 只管 力 ィ ン の 悔改を 促した。 

し , » 1 » やひ ぢ^ に なん V- お £.>と も こ £ ち われ さけ 

ill 書に は、 「エホ バ言給 ひける は汝何 をな したる や、 汝の 弟の 血の 聲 地よ b 我に 叫べり されば、 


る (創 十五 章) な 

きょしゅ と3 モく た 3 じ もっと す V しゃく わい いしき り f しめ もま とぐ しゃ 3 ちタ 

ァ ブラ ハムの 一 擧手 一 投足 は、 當時 最も 進んだ 社會 意識と 理想 を 示して 餘 -9 ある。 特に 掌中の 

た あい ひと こ かみ さ. * ゆん めい 、ソ とき つ ひ せい ビ. ん きづ これ いけに ヽ 

玉と 愛した 獨り子 イサク を 神に 献ぐ べしとの 厳命 を 受けた 時に、 遂に 聖爐を 築き、 之 を犧牲 とし 

て献 げんと 意 を 決して 神より 祝福され た、 忠 k 勇敢な 信仰 行 爲には 驚 嘆 せざるを得ない。 之 は 希 

ブ ル みん もく し モ みん もく、 /'ん めい かいたくしゃ たい しれん かみ せいしつ およ で < ^え ラ^タ く.； i ん 

伯來 民族の 始祖、 民族 運命の 開拓者に 對 する M ホパの 試練であって、 神の 性贾 及び 其 要求に 關す 

くわん ねん か 3 しゃ 3 せいけつ iit し ii-y レゃ たいけん を せいしんて なし れん 

る 觀念を 高尙聖 潔なら しめんと なし 給へ る、 指導者と して 體驗 して 置くべき 精神的 試練であった 

(創廿 四 章)。 彼は此 人生 一 大の 試練 を經 てから、 ャ コ ブが躕 野で 石の 枕して 深く 自己 を错 み、 神 

あ ふ れいの 5 え たどら い にちや もら！^ し、；' や V つ ひ い、 ン わく 

を 仰いで 靈能を 得、 直に ハランに 行った やうに、 ィ H スが 四十 日 四十 夜喷 野で 修養し、 遂に 誘感 

うち か あら ぶん くわ ち. ゥ しん ら し S つ t ん おはい じ かく 

に 打 勝って 凡ゆる 文化の 中心地 エルサレム に 出現した やうに、 ァ ブラ ハ ムは大 に自覺 すると ころ 

すべ けん. くら-;' とリ ひき にし す- 

あ. OS て、 凡ての 卷族郞 黨を率 ひて 西へ/^ と 進んだ ので ある。 

しゃく わい し にう レ 5* モの し めい は； i ため じ こ すべ り え 47 き や、；.' み あるひ 

社會 指導者と しての ァ ブラ ，ノ ムは、 其 使命 を 果す爲 に は 自己の 凡ての 利 とか、 興^と か、 或 

きえつ y せい へ ブル みん もく はってん お さいぜん つく か T 'つくし じんかく はんえい 

は喜悅 を犧牲 にして 希伯來 民族の 發 展の爲 めに 最善 を盡 した。 斯うした 美い 人格の 反影が 、彼の" 

しん i<i くじ s-f しゃかん るつ はつ さ 5 たう ものがたり る かん あら すな は と & ぶん ^4 い 

トとァ ブラ " ムの. 親 屬從者 間に 突發 した 爭鬪 物語に 遺慽 なく 表 はれて ゐる。 卽ち 土地の 分配と な 

は あ ひ じふ ご と くわん にい せいしん もちね し ち みななん ぢ *< へ あら こ 

つね 場合に、 慈父の 如き 寬大 なる 精神の 持主 アブ ラハ ムは、 「地 は 皆汝の 前に あるに 非す や、 請 

六 アブラハムの 肚會 理想 1 六 九 
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六 アブラハムの 社會 理想 

ft.. 5 しゃく わいくん がい せう 4- よくて き ひと ちの がに り U ^^^^u^^e お、 

創世記に ある 社會 訓は槪 して 消極的で あるが、 獨りァ ブラ ハムと ョセ フ 物語 丈け は 積極的で 多 

b んじ と * たき は け、：' いくて き -く し 5 ゐ こくみん ひ マ ゆん.， けつ レ， がい 

くの 晴 示に 富み、 又 極めて、 敎育 的で ある。 アブラハムの 一族 は、 周 圑の國 民に 比し 純潔なる 生涯 

おに なる 3l| ま を 保持 せんが 爲 めに、 特種の 徵召を 蒙りて 西方の 力 ナンに 移住 發展せ 

るへ 希が" 來" 4 の！ である。 ァプラ \ ムは、 初代 歴史 k によりて、 遊牧 時代に 於け る紕會 指導者 中 

^1 ri レ T ウノり さ.，.' は 3 i 一-いよ &ん しゃ かみ B もっと ち、 リじ • つ もの ， ち ひ ， 10! がきに 

高の 社會 理想 を發 揮した 一 大豫言 者に して、 神に 「最も 忠資 なる 者」 の 父と して 描出され てゐ 

しんやくせ、 しょ へ ブ ル しょき し to- モ のとく じつ しんか タ か& とも せいしゃち 

る。 新約 iS 書の 希伯來 書記 者 も、 ァ ブラ ，ノ ムは、 其篤實 なる 信仰から、 神の 友お る 聖者 中^ 位 を 

し ぺ る じん き は かんたん こと tt * のけ いれき も， か ) やし；？、 じ こ.， >.5|.1,:； 3 » - 

占む 可き 偉人と して、 極めて 簡單な 言に 其經歴 をまい てゐる 彼の野心は^2己の^^慾とカ、 一家 

ひび や くさい もと *fc へ ブル みん もく はってん かいたく し.； - すべ い， it くじ， 5 SiSii よ 

の 無病 息 炎と か を 求む るに 非す して、 希伯來 民族の 發展 開拓に あつお。 而も 凡ての 外闕 人と 雑居 

せいく わつ なが そのり f き ねん しやくれ いり さ， リ じつ ゆん どりょく ちから しゃ ズ^ い^ i" 一； ゥし • や ， 3 し、 よ 

生活し 乍ら、 よく 其 理想し、 祈念せ る 社會现 想の 實 現に 努力した 力 ある 社會 指導者で ある 從っ 

れ み *5 ろし お i すな は し モん はんえい みん， 5- く はってん ふ 3 こくき や...' へいと、：' VU. しんらい， / ^-,の> 

て 彼の 見た 異象 は 大きかった。 卽ち 子孫の 繁榮、 民族の 發展、 富 阔强兵 等 は r 刺に 信賴 して 其-き 

にく さ- こくみん あた けいやく こと & もつ か- リも はん しめ / かソ し， や 、 

肉」 を献 ぐる 國 民に のみ 與 へらる、 M ホパ の 契約なる 事 を、 身 を 以て 好 糢範を 示した 先 i. 兄 者で あ 


ししつ いくた こんなん へ じょく はったつ たいけん ひと しゃ タ がい しょき も 

き 資質 は 幾多の 困難 を經 て、 徐々 に發 達した る 體驗の 人で ある。 生涯の初期に在-^^ては、 ャ コブ 

かう くわつ ひ けう かれち- > し モ でんしよ レ 5 く ふく おごそか モ のち やうし つた 

は 狡猾に して 卑怯であった。 彼 は 父 イサクが 始祖 傳 承の 視福を 厳に、 其 長子 エサ クに傳 へんと し 

とせ は. * す- - かタ くわつ . はう けい め モ のら V 'ふ あ！ Tjjia モ のし S く ふく わがみ か 

た 時に、 母リ ベ 力の 慫 むる がま、 に、 狡猾なる 謀計 を 廻らして 其 老父 を 欺き、 其 祝福 を 我 身に 羸 

え ため かれ あに ふんね ふくしゅ 5 か つ ひ なつかし か 3 やう みと たんし， 5 

ち 獲た ので ある。 爲に彼 は 兄 H サムの 愤怒復 響 を 買 ひ、 終に 懷ぃ 家郷べ H ダシ V を 後に し、 舉身 

むか にに 1- かう はくせ せれ ラ な は かう ち じ こ おか つみ せ 

"ランに 向って 逃げ出した。 荒 漠寂鬆 を 極む る 高地に、 自已の 犯せる 罪に 責められつ、 ャ コブは 

いし くち ひと かり ね ゆめ むす とさ か しと し to- ふ お はく がい うん どタ 

石 を 枕と して 獨り假 寢の夢 を 結んだ 時に、 彼の 使徒 パ ク P1 が、 首府 ダ マ ス コ に 於け る 迫 寄 述勸を 

こ- -ろ もくてき もつ にい さいし え そえがき くわいち、 Zv ぃモ と ちう とつぜんき やう れつ ひかり み が ぜん てん 

試みる 目的 を 以て、 大祭司よ. 9 得た る 添書 を懷 中して 急いだ 途中 突然 强烈な 光 を觀、 俄然 天より 

なんお なん われ はくがい われ なん ぢ はくがい イエス こ ゑ e 

「サク "よ、 サク 51 よ、 汝何ど 我 を 迫害す るか、 我 は汝が 迫害す る 耶蘇な り J との 聲を 闘いた やう 

かれ ゆめ しうる よこた がんせ^み づか た てんた つ にい はしごな てんし これ じ やう！ & み 

に、 彼 夢に 周 園に 横 はりし 岩石 自ら 立ちて 天に 達する 一 大楷梯 と 成り、 天使の 之に 上下す る を 見 

) これつ み く みづか S めた つ 、 ，0 しゃし や- リ れい ご もつ ひ すう 

た 是 罪を悔 ひたる ャ コ ブに、 M ホ パ 親ら 夢に 立ちて、 吿 ぐるに 慰藉 獎勵の 語 を 以てし、 無數の 

レ モん かれ やく かっかれ りよ か 3 ちう しう し あ ひか は じひ は ご あた ちか た 4* 

子孫 を 彼に 約し、 且 彼が 旅行 中 終始 相渝ら ざる 慈悲と 保護と を與 へんと 誓 ひ 給 ふたので ある。 

おも ち i あに あ ざ ひ ひけ ふ う し れ. ん しゅんれつ か ひと もらの ある 

思 ふに 父 ゃ见を 欺いた 卑怯な ャ コブの 受けし 試練 は 峻烈であった。 斯うした r 獨， 9 で 膿 野を步 

< ：&ふ けいけん じっさいかれ くんれん かれ にの ぜんご ねんな ぢ いへ 

く」 苦 業の 經驗 は、、 實際 彼に はよ い 訓練であった。 彼はハ ランに 逃げ延びて 前後 二十 年 叔父の 家 

み X は ら ふた- にくしん あに あ みち レレ や の ち 

に 身 を 寄せて 働き、 再び 肉 身の 兄と 會ふ ぺく途 すがら 使者 を エドムの 野セィ \ の 地に ある ェ サク 

七 ヤコ プの宗 敎體驗 一七 一 
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われ はな K んぢも ひに り ゆ われ f ゆ またなん ぢ. b みぎ ゆ われ ひに り ゆ い 

ふ 我 を 離れよ。 汝 若し 左に 行かば、 我 右に 行かん。 叉汝 若し 右に 行かば 我 左に 行かん」 と 言 ひて、 

とし わか， 5- い とち はんり やう か. f ち はう ていきょう その やさ おは こ-ろ その ご じ やう せいしん じつ 

年若き 甥の" トに 土地の 一 番 良好な 地方 を 提供した る、 其柔 しい、 大きな 心、 其 互譲の 精神 は 宵 

> にい Z Z かみ ち 3 じつ しもべ しんか 3 は にか あら 

に 偉大で はない か。 此處に 神の 忠實 なる 僕ァ ブラ ハ ムの 信仰に よる 氣 高い スピリットが 表 はれて 

かれ い、 ゥ ぽ くせい くねつ しん り さう こく い じ. fs うん さう あ せいぎ せいしん せ かい：, 5 は、；' しゅぎ 

ゐ る。 彼が 遊牧 生活 をな し つ 新 理想 國に移 任 蓮 動を敢 へ てな せる 正義の 精神と 世界 同胞 主義の 

fcl しひ タか r いな りきせつ かづて う しゃく & いり さう あら は い 

靈が窺 はれる であらう C 否ァ ブラ 、ノ ム のカ說 高調せ る就會 理想が 表 はれて ゐ ると 言 はねば ならぬ。 

七 ヤコ ブの宗 敎體驗 

つぎ しょ だい へ ブルよ i ん ものが りち V しゃく わいて き はう めん じん じん かくしつ レ やう もよ タ 

次に 初代 希 伯 來豫言 物語 中、 社會的 方面から イスラ ュ ル 人と エドム 人の 確執 を象徵 した ャ コブ 

も のがたり れ *t- しか せつ よ せいしょ しゃ こ 、つに い りゃう， く 

と エサ クの 物語が ある。 歴史家の 說に 由れば、 聖書 記者 は、 後代の イスラ エダと エドム の兩 族の 

も ひこと な せいか、 よ へ 5 い すな は し ぜん ひと づょ どタ ぶっせいて きはんの 3 いう 

相 異れる 性格 を豫 表した もの だと 言 ふ。 即ち エサ クは r 自然の 人』 にて 强き 動物性 的 本能 を 有し、 

じ い 3 くわん に い モ はう なが しんれい てきし f お V き は どん したが ビラと くて き せいちゃう 

自由 寬大 なれ ども 粗放に 流れ" 心靈的 思想に 應 する こと 極めて 鈍で ある。 從 つて 道德 的に 成長し 

あた ひと てんけい ごと モの ひんせい さサっ けってん いう また ごと ゐ ビぃ 

能 はざる 人の 典型に して、 ャ コブの 如く 其 品性 を 傷く る 缺點を 有せす、 亦ャ コズの 如く 偉大なる 

じん ^ か のうぜい モな し これ はん せいしんてき じんぶつ てんけい その か 

人物と なる 可能性 をも備 へて ない。 然るに 之に 反し ヤコ プは、 「精神的 人物 一 の 典型に して 其 高 


Ay,^,^ I か il . ノ ：- い き や 5 にいたら しつ と けん を f うて a あるひ の ，や i,T 

兄弟 力ら $S く敫 まれた。 言 は 5-、 兄弟 達の 嫉妬 嫌惡の 標的であった 或 日 ヨセフが にゐた *J^^ 

お とづ i ひ ごろ ふ くわい おも き やうに いたら i くご P •-- 3 

達 を 訪れお 時に、 日頃 不快に 思 ふて ゐた 兄弟 達に 捕 へられ、 エジプトへ ヌ る， i 蒙ミデ アン i_ に li- 

f ら このし やう にん わ 5 ぢ a いちやう ,,、 ゥ J れい て.； -ぉ、 ノ—" ら、 *」 * 

られ、 更に 此 商人から H ジ ブトの 王パ の 侍衞長 ポテパ ダの 家に 奴 隸に轉 S された。 然し ^1 來 

わ や 5 ち-; リ, 化つ いくはく しゅじん しんよう はく もの i う、 - かう. f- 、一一 

良忠赏 であった ヨセフ は、 或 許 もな くして 主人の 信用 を 博し、 興 好意 を 蒙る に 至った が、 。ホ タパ 

^の 妻の 誘惑 を 拒け たのが 原因で、 已が惡 t 仏を恭 はんとして i し 4 つせ る の ^ めに、 ^はざる {母 レ 

ざい & じょく かう ひ も 4* つ さ ご く や と、/' まん ねん その ん こく うち すご 

罪の 恥辱 を 蒙り、 剩へ 獄屋に 投 せられて 満ニ年 を 其 晴黑の 中に 過した ので ある。 

き 5； うにい ► 丄， 9.., と け u> は どち- ちゃ 3 あい わがみ あつ なさけ る ほク し タ にん う 

兄弟 力ら 嫉妬 嫌惡 さる、 程父ャ コ ブの 寵愛 を 我 身に 葉め た ョ セ フは、 情なく も 異邦の 商人に 資 

さや 3;i いら ひ にタ こラ & どん にく こと こと りつ へい こ ミこ 

つた 兄弟 等の 非道 行爲を 如何な に 惡んだ 事で あらう、 殊に 立派な 家柄の 子と して イス ラエ 〃に；^ 

^で， し-て-き ^£ かれ な くる & れいせいく わつ もんざい S»J ごく. 0- せ 、- くわつ しん ぎし 

b 得る 歷 史的 ホ ！■ ムに 育った 彼が、 馴れぬ 苦しき 奴隸 生活 や、 「冤罪 故の 獄屋 生活」 に 帥 i れ した 

力 わ ん れき し し 5 じん ふん ね h- ま たつこ VJvy らう 

と は、 屈へ は 可憐な ものである。 歷史 によれば、 主人 ポーズ パ ルが 憤怒の 餘， 9、 全く 獄中の ヨセフ 

を 忘却して 少しも 顧みなかった と 云 ふ。 けれども、 ヨセフ は 「エホ パ尙 我と 偕に 在 .5」 との 徵 t 

み— ォ！^ みづか なで ほ え ^1れ こく わ. つ み ねん はう じ や 5 a ん き きん ゅ& とき. c.?- .13 ト-き 

を 見て、 漸く 自ら 慰め 得た。 彼は國 王の 見し 「七 年の 豊穰、 七 年の 飢 i」 の！^ を ii せる ig に 

- ^ ^ - こくせい さんよ じつ ひ ち りよ さいのう と -v-^ u く i 

よりて 拔擢 せられて 國 政に 參與 し、 赏務の 智慮 才能に 富む ところから、 パ " 王の 信任.. 愈 はり 

チ こぶ jV のおん ぐ 5 ^1たじけ» つ ひ ち その tf * ,> ノ a rf^.v ？ 

頗る 其 恩 遇 を 辱 ふし、 終に r パ "の 父 其 全家の 主、 H ジブ ト全國 の あ 相う」 とされた ので ある。 i 

八 ヨセフの 社化訓 一七 一一 一 
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もと つか は と 1 せ かれ， ら ひゃく にん ひき かれ む か けい は 5 もたら この？ 3 

の 許に 遣した 時に、 彼等 は エサ ク 四百 人 を 率ゐて 彼を迎 へんと すとの 警報 を齊 した。 此 鞭に 接す 

きょうがく はな はに その よ けい こく の * えい し ここ てんつ かひ ふ 

るゃャ コ フの 恐愕甚 しく， 其夜ャ ポクの 溪 谷に 臨める ぺ 一一 ェ 〃に營 を 布き、 此處に 天の 使者と 不 

-か 》i すま ふ よて つ み めい およ て しゅ かみ じ しん はか さと いよ 

可 思議なる 角力 をな して 夜を微 しお。 未明に 及び、 ャ コブ 敵手の 神 自身に 外なら ざる を覺 りて 曰 

き E„ わ f 化 ぷ もて か U あ ひ み， - わがい のちな はみ か モの しゃう，？ さいきょく •)」 こ 

く、 r 我 面と 面 を あはせ て 刺と 相 見て 我 生命 尙存 るな 6-』 と。 且つ ヤコ ブは其 一生 中最 極度の 此 

せいしん てな く .cv あた さ <:a しんせい めい あた か なん ぢ な かさ とな ベ 

精神的 苦 鬪に當 り、 更に 新 姓名 を與 へられた。 彼の 『汝の 名 は 重ねて ヤコ ブと唱 ふ 可から す、 ィ 

» , \ » r /^^ 、な；^ ぢ ^ ひと ちから あら モ か す はは さつ 

スラ ュ ^と唱 ふべ し。 そは汝 神と 人と に 力 を t- ひて 勝ち たれば なり』 と は 即ち それで ある。 察す 

このせ ねん ひ へ せいしんてきく とヲ いし くら お ほい ご M う と f じ やう た X,,, 

るに 此 記念すべき 夜、 ヤコ ブが經 たる 精神的 苦鬪 は、 石 を 枕に して 大に 悟道した 時 以上に 職った 

一 r、 ) 9 ひ" \： * ク 1 t ん し： ん し V 'け、 リ せいく わつ こくみん 4- ん -13 い もくてき あら は 

率て あらう、 又 斯うした ャ コ フの 精神と 試練に イス ラエ 〃の 宗敎 生活 ， J 國民 存在の 目的が 表れて 

.t 4^ へ ブル そ せん しゃく わいて き りさ， r- しじ 

ゐ ると E3 ふ。 特に 希 伯來涵 先の 社會的 理想が 指示され てゐ るので ある。 

八 ヨセフの 社會訓 

きう やくせい しょ る じん ものがた おち. ひもつ と しゃく わいて <iv じんぶつ なんい a f さ、 しゃ 5 し 5 つ t 

奮 約 聖謇の 偉人 物語 中 最も 社 奮 的な 人物 は、 何と 云っても 異邦で 宰相にまで 出世した ョ セフで 

D r^n, こ にん 4- や、 つ ド) い す も だい くら， ち- ちょ、 い.？ * ふか 

あらう。 彼はャ コ フの 子の 十二 人の 兄弟の 末よ. 9 第二に 位し 父ャ コブの 寵愛 餘 b に 深かった ので 


第一 一十 章 祉會 解放 者 モ ー セ の 社會訓 

一 エジプト 國の壓 迫 

3 やくせ、，" しょ おい し to- くわいて き しう うてき もっと にい 仁ん しゃく わい かいは ラ 5 ん どう 力ん 力つ なん い 

奮 約 聖書に 於て、 社會 的に も、 宗敎 的に も、 最も 大膽 に祉會 解放 蓮 動 を 敢行し おの は 何と 云 

ヘプ. - じんちう モに & じん かれ ど れいかい はう しゃ くうぜん 

つても、 希伯來 人の 血 を 受けお ェ ジ ブト 育ちの 偉人 セ であらう。 彼 は奴隸 解放 者と して 空前 

ぜっ ご たい ゆ ふ な けん こく しゃ 455 やく れき レ とく ひつ あいこく しゃ しか かれ 

絕 後の 大業 を 成した のみなら や、 建國 者と しても 舊 約歷史 に特肇 された 愛國 者で ある 而も 彼が 

ぜん 5j うほう みちび い ねん あ ひに たう じ おい もっと くわん ぜん しゃく わい りつ はふ 

全 同胞 を ェ ジ ブトから 力 ナンまで 導き出 だす 四十 年の 間に は、 當 時に 於て は 最も 完全な 社會 立法 

し 3 けう せい ぞ せいてい こくみん かう じ や 3 へい わ はか ハ. で • き，. _ .6- や； あ， 

と宗敎 制度 を 制定して、 國 民の 向上 平和 を 針った など は、 モ ー セ でなければ 出來 なかった 偉業と 

言って よい。 斯く彼 をして 起た しめたに まいて は、 色々 な 理由が あるので ある。 

きう やくせい しょ おい ご じん もっと ら ゆうい ひ でき ごと - じん， ， おい ゆ ク ぎ ゆべ たい 

奮 約 is 曰に 於て 吾人の 最も 注意 を 引く 出來事 は、 イスラ vi ル 人が ュ ジ フトに 於て 苛酚な 虐待 を 

4 が ねん みに おく ゥ J れいせいく わつ これ けんに い みん もく いま な そのせ んモ， せ いぢ けい い り や 3 

受け、 長年 淚で 送った 奴隸 生活で あらう。 之 は 現代の ユダヤ 民族が 今 尙ほ其 先祖が 政治 經濟 の兩 

う .C んぁ しん かう： ：- こくじょく きおく にい. なう り こく いん S し じ * つ 

方面よ.^ 敢 へて ェ ジ ブト 人から 被った r 國辱』 として 記憶す る、 代々 腦裡に 刻印され て 來ぉ史 賞 

1 H ジブ ト國の 腿 迫 I 七 五 


^十九 章 太 * 時代の 社.！" 一 七 四 

ら しゅっせ ものが 仁り みかれ る はう じん iSj れい さい じゃくはい か-は 

等 は ヨセフ の 出世 物語 を 見て、 彼 は 一 の 異邦人の 奴隸 から 三十 歲 そこ，^ の 若 蕾なる に拘ら す、 

一 躍 エジプト 大帝 國の 宰相の 最高 位 を 占め、 國 王から r 秘密の 啓示 者」 て ふ H ジ ブトの 氏名 を與 

また にい ^15 うでん さい し その^な なすめ めみ ぼ さ かう ふくめい よ 

へられ、 又 オンの 大 宮殿の 祭司. ホテパ 〃から は、 ヨセフに とて 其 愛娘 を 妻 はされ る 程の 幸福 名 春 

5 いた この ものが ii り しる ないて さ ふん と. 7 けいふく え モこ ひとし ら 

を 得る に 至った。 此 物語；， i 記されて ない 內的 裔鬪に 敬服 せざるを得ない。 其處に は、 人知れ や 血 

なみに いの た t レひ も 5 なう た せいしんてき； 1- か けい- ^ く こと 

と淚で 祈った 魂の 燠惱 と、 絶えざる 精神的 戰 ひが 繼績 された 舉 であらう。 

ひ ごん 5 ら たう じ & は うじん どうは -リ しめ レゃ くわいり さ V 6 んり fc - に*<^;>く 

ョ セ フが 無言の 中に 當 時の 異邦人と 同胞に 示した 社會 理想と 原理 は 多々 ある。 HI ル大 學のケ 

はかせ きえつ かん しゃ ちラ じつ し せい けい しん ♦? しん せいしん せい ねん い つ みなぎ い 

ン ト博土 は、 r 喜悅 感謝、 忠實 至誠、 敬神 猛進の 精神」 が靑年 ヨセフに、 何時も 漲って ゐ たと 言 

か たいけん こ じん また みん あく しれんお い よ このし やくね いり さう へう じ 

ふて るが、 彼の 體驗は 個人と して 又 民族と して、 試練に 於て、 能く 此社會 理想 を 表示して ゐ ると 

お. すな は き tj んた き き やうに いたら われ る はう どれい う にく かれ 

m3 ふ。 即ち 飢饉の 爲 めに 力 ナンから ェ ジ ブトに 來た 兄弟 達、 我 を 異邦の 奴 識 に賈 つた 惡 むべき 彼 

*a しか ひ でう けん ゆる く は ち しょくみん せいく わつ たのし う ま うは ふ か 3 い 

等 を、 而も 無條 件で 赦し、 加 ふるに、 ゴ セ ンの 地に 殖民 生活 を樂み 得る 方法 を も 講じた と 云 ふに 

いた モカる にい せいしん さ. f 'き やうい え おも こ乂ろ みな ぎ しゃく わ-:' 

至って は、 其 偉大なる 精神に 一 層 驚異 せざるを得ないの である。 思 ふに ョセ フの 心に 潘 つた 社 會 

為 1 さ -2 、ほう 1^ . しんらい J くわん.；^ や けんにん ふんとう これ かれ 0J れいせいく わつ ごくや せいく わつ 

理想 は 先つ r 刺への 信賴、 忠誠、 感謝、 堅忍 奢鬪』 であって、 之が 彼の 奴隸 生活に、 獄屋 生活に、 

ぢ せいく わつ とう じつ ゆん わ 6 しか ねい こくじん モ のしよ くせき まつ； i え これ 

政治 生活 等に 實 現された 譯 である。 而も 外國 人で ある ヨセフが 其 職責 を 全うし 得た の は、 之 エホ 

かみ ^ -V く おんら よ 、> ふか しん み もつ みづか すぺ ほう し た 

パ 神の 約束と 恩寵 を 深く 信じて、 身 以て 自ら 凡てに 奉仕した が爲 めで ある。 


i くくね き .0 はや じつす お がに f< にく じ やう；！ い おちい そ こ こ-ろ ら の すみやか こく なん きた 

惡化を 極め、 最早 一 日 も^て 置き 難き 見 惡き狀 態に 陷 つた。 其 處で心 ある 者 は 速に 國 難の 來 るべ 

ゥ ひ； i すら もの はんせい 5 なが かれ ら すん がう これ み. * r^u いな わう しゃ ほす；/.、 わ r は r、 * つ い 

きを 告げて 只管 其 反省 を 促した が、 彼等 は寸 毫も 之に 耳 を 傾けなかった。 否 王者 は 益々 横暴 應 P 

こと す こ レん か .S4 へり かへ ク 仁 ゆ) f い くれ あの.^ み くるし I こ 7 

を 事と し V 少しも 臣下 を 顧みす、 却て 堪え 切れぬ 重税 を 課して 其 民 を t せめる のであった。 ^に 描 

りよ す、， りうぐ ゥ- いこくし V たい i*，- if てき けいざいてき ものとり みっか ひ はふ あ か 二く Jii. ゝ 1 仏 、 

麋ゃ 在留 外國 人に 對 して は 政治的に も 又經濟 的に も 其 取扱 法が 餘 りに 苟酷を 極めた ので、 圃民は 

ひへい しつほ 5 み かゆ さんじ や；； > て や/ D 

疲弊と 失望と で 見る 蔭 もな き慘 狀を呈 したので ある 

一一 ラムセス 第二 世の 政治 

&ん ぜん せい き す は ねん ねん い ねんかん いこく と う , asA 

紀元前 十三 世紀、 即ち 二 二 九 二 年より 一 ニニ 五 年に 至る 六十 七 年間 ェ ジブ ト帝國 を 統治して 「産 

ふ しュ いし れいめい じんる to れき し と くひ づ かにい にいめ こくれ-ひ にい , J-f -、 > 

業 司， 配 者」 との 令名 を 人類 歴史に 持 筆され たの は、 彼の 第 十九 代 目の 國王 ラム セ ス第 二世で ある 

せいりょく -4- つりん か おどろ さいのうし ゆわん ひと また ひじ や 、プ やしん か わう しゃ めい 

彼 は 勢力 絕偷 家で 驚くべき 才能 手腕の 人であった。 ラム セ スは又 非常な 野心家で 王者と しての 名 

よ くわう えい や， えい a! ん こうせい のこ ため おは き ねん ひ-一， J ん S 、り く.. はに ひと > f-i - I 

譽と光 榮とを 永遠に 後世に 殘 さんが 爲に 多くの „„e 念 碑 建立 を 企てた 人で ある。 彼の タ ュ ス にある 

たか しゃく • ち 、りり やう とん い 6S にい みか t いし きねんひ I ヽひ ft 、 ノ 

高さ 九十 尺、 重量 九千噸 ありと 云 はれて ゐる 巨大なる 御影石の 記念碑 や" 〃キ ソァ (昔 のセ ベ ス) 

こ にいお よ i ん にい おい ひるるな こじ. ん ちう は r いき， i い ；ュ f づ メ ) 

にある 古代 及び 現代に 於ても 比 額 無き 古 寺院の 柱 廊の廢 墟は皆 ラム セ スの 治世に^ 立され たもの 

二 ラム セ ス笫 二世の 政治 1 七 七 


笫 二十 章 會 解放 者 モ ー セの 社會訓 一七 六 

rn. ら ねんじう ぎ や V 'じ レ つかう すぎこし いは ひ も fc び ごと これ おゆ * ' U f モ. せん 

である。 彼等 は 年中行事と して 執行す る 逾越節 を 守る 度 每に之 を 想 ひ、 パイブ \ を 讀む每 に 祖先 

な とたん く ん れん f こと 

の眷 めた 塗炭の 苦難 を 聯想す る 事で あらう 

T t -ctu 4;、 き お こく せい ぢ げ いざい じ や 5 たい こくみん はったつ なが くわて い れきし ちう 

&兀 4±llfr ^に！ „ 、ける H ジブ ト國の 政治と 經濟 の狀態 は、 國民發 達の 長い 過程と して 歷史中 

+^ V & S tt ぞ 、 ヒ 5 じ こく か S ^ふそん ほう とま い いは S ろこく 

顯著 である。 何故かと へば、 當 時の エジプト は國 家と して は 「危急存亡の秋」 と 言 ふべき 所謂 國 

, fc じ ^1 J2* たと ぶんく わち うしんら よ た v じ 

象 多事の 時^であった からで ある。 例へば、 エジプトの 文化 中心地と 呼ばれた 當 時の ナイ^ は、 

1 1- く わ.？' こく か じ じつ じ やういく ち ひさ aj く りつ しう ぶんり * れせ しか せつよ メ > き- 

1 にお, と^れ、 國家は 事實上 幾つ もの 小き 獨立 州に 分離され てゐた 歷 史家の 說に 由れば、 紀 

fr-v tfw '； せい きごろ こく せいふく P こく か ぶん /^つ は め おちい 

元 前 第 二十世紀 頃に、 ヒク ソスが エジプト 國を 征服し、 爲 めに 國家は 四分五裂の 破目に 陷 つたと 

これ じゥ i 一.. J わう ちゃう ころ ところ のち いくに い わ 5 たち ,© く^み く たう けつ くわ P ひ し.? 

ぎ へらる。 之 ^ に 十八 代の セ バン 王朝の 頃で ある。 處が後 幾 代 もの 王 達が 惡戰 苦鬪の 結果 遂に 侵 

，やくしゃ こと. <\ こくぐ. く ちく す- h- ん は-り こく せいふ パ 仁い せい しめ 

掠 者 を 悉く 國 外に 驅逐 し、 進んで 隣邦 バ レ ス タインと シリアの ニ國を 征服す るの 大勢 を 示しお。 

じ らい こく きょくじつ とタ てん の a _J と いき は ひ はん えい こく みん t.!L や たか / ね I クラ- ； 

爾來ュ ジブ ト國は 旭日の 東天に 昂 るが 如き 勢で 繁榮 し、 國民は 漸く、 枕 を 高 ふして 眠る の 幸福 を 

弋 したが こく か すぺ せ いぢて きせいり よ みうしん ど .7 じ エジプトに いてい こく す/. \ そのと み か え さか 

得た。 從 つて 國家は 凡ての 政治的 勢力 を增 進す ると 同時に 埃 及 大帝 國は 益々 其 富 を 藤ち 得て 榮ぇ 

るの みであった。 

t, 1141、 すな i し， iS か ふ こくき A-V へい もつ はこ こがらし ふ ふ S き こく 

1^ 枯 盛衰 は 世の 風習で 斯く富 國强兵 を 以て 誇つ ぉュジ ブトに も木枯 吹く 冬が 來ぉ。 それ は、 國 

^ も*5 としつき とも *- 、りす 3 とく げんかいき ふ しゃう ちう き にい にい め ご ろ しゃくね いじ や、 f たい びんらん 

象の$|は年^^..3共に、 少數 の特櫂 階級の 掌中に 歸し、 第 十九 代 目 頃に は 社會狀 態が いよく 紊亂 


え さい は ひ せい ふ これ くる ひし くねんに い f りつ てき たい ど もっかれ ら 

る を 得た。 幸に ェ ジブ ト 政府 は 之 を 苦しむ る ことなく、 寧ろ 宽大 なる 中立 的の 態度 を 以て 彼等 を 

C.7 つた み へブ A みん 今、 じん こ 3 モの とみ とし お 5 ラ ちゃ ラ こ， U 

遇した と傳 へらる、 を 見れば、 希伯來 民族の 人口と 其 富と は 年 を 追 ふて 膨脹し お 事で あらう。 さ 

じせい へんせん へブ ル みん もく わ 3 ぎ く ところ すな は にい せ 

れど 時勢の 變遷は 希伯來 民族 をして ェ ジブ ト 王の 疑懼す る 所と ならしめ た。 即ち ラ ム セ ス第 二世 

あじ も き や-ひこく びと fc-* かひ おこ おの こく ど と3 はくき や 5 しょくみん もス てき こく い-り 

が、 ISi 細 亜の ー强國 (へ タ人) と戰を 起す や、 己が 國 土の 柬 北境に 殖 民せ るセム 族が、 敵 國の有 

りょく ど5 め^- しゃ へん ぉモ こ- へ ブル たい じ. &づ らい くわん ょラ へん しゅん ゆん 5 かれ， 

力なる 同盟 者と 變 する なきや を 恐れ、 此に希 伯 來に對 する 從來 の宽 容は變 じて 峻厳と なった 彼 

こく か まん えい i5 ぢ じ や 5 さん &ふ こ 3 しん ぐん じ てき にい けん ちく じ ：t ふ き くわく 力 え *J1 

は闕 家の 繁榮と 統治 上から 產 業の 興 進、 軍事的 大 建築 事業 を 企 璽し、 彼の ヮ、 デ 1.、 ッミ ラト を 撰 

これ こん さよ ち そこ ゎラ じ や r- さい けんご へい きしゃ 5 こく ぐら f りんな， フ 

んで 之が 根據 地と なし、 其處に 王の 城砦 を 堅固に せんた めに 兵器廠と 穀庫を 設けて 隣邦 パ レス タ 

せい ふく じゅんび み しかた す 5 fc5 JJVO や ひつ え 5 しゃ 3 つい へ ブル じん ぽく飞 く 

インと シリア 征服の 準備に 當 てお。 而も 多 數の勞 働 者の 必要 を 生じた ので、 遂に 希 伯 來人を 牧畜 

さん や ちょ V 'はつ この こ 5 やく みた す こぶ あっせいてきく え^ やうえ 5 t-fc しかの みなら 卞 こく 4； い はつ 

の 山野より 徵發 して、 此 公約に 當 らしめ、 頗る 應制的 苦役 を强 要するに 至った。 加 之、 酷 制を發 

く りせ すタ f あるひ へ ブル どくり CV じぢ せいしん じゅ， フ りん ざ ん ごく ljv 'じ かんとく ， ぺん につ もつ 

して 苦力の 數を限 h.、 或は 希 伯 來の獨 立 自治の 精神 を 蹂躪し、 慘 酷なる 工事 監督 は、 鞭韃を 以て 

ら タり よく し ♦* すくへ ブル じん せいく わつ くなん 41 めかれら い ぜん ぷぅぽ く,^ A て じ 

勞 カを强 ひ、 益々 希 伯^ 人の 生活 をして 苦難の ものと ならしめ た。 爲に 彼等 は 以前の 遊牧民 的自 

いう ラ しな ぞん く こく & れい ぺ れん き やうぐ 5 おちい ちゃ 5 せき と たん くるしみ しん ぎん 

由 を 失 ひ、 全然 ュジ ブト 國の 奴隸 ねる 可き 可憐の 境遇に 陷. =N、 朝夕 塗炭の 苦に 帅吟 しお の であ 

れ を しか へ ブル じん くねいで い れんぐ わ V 'ん はん こ 5 え & いづ モ のせい めい ちぐ , つ 

る。 されば歷史家は、『希伯來人は灰妮と煉l^^運搬に公役され、 何れも 其 生命が 縮められお」 と傳 

へ てゐる 

ijj ラムセス 第二 世と 希 伯來入 一七 九 


^二十 章 社會 解放 者乇， セの 社會訓 一七 八 

r かれめ いよ おもん さよえ い はこ さタ ざう .5L - D 

で、 如： 1： に 彼 は 名 譽を重 じ、 虚榮を 誇った か 想像し 得られ やう 

い せい .U ヾ もい よ やしん きょ えい およ じ： とみい ぐ わい すぺ *,に せ V* メ ： - u^^) . ^ 3 ク ノ 

ラメ セ ス f き 一世ば 唯 名譽、 野心、 虛榮 及び 自己の 富 以外 は 凡て を犧牲 にした 從 つて 神 を 畏れる 

とか、 斷 の ？. |e くな ど ふ艇は ss^iift の 念 既に は 無かった。 否 自己の 勢力 をく 81 うせんが 爲に 

„ タひノ れき レ てきじ .0ん びじゅつひん こと.. *^ はくわい れ おの じ 3 たく モ のき， よえい ^ レゅ ** ん もく . さ-. ね * ん、 5、 

はず I？ な膨 史的 寺院 や 美術品 を 悉く 破壞 して 之 を 己が 住宅 や 其 虛榮と 野心 を 満足せ しむる 記念碑 

«| おの 彬 粉に した。 ii も^ 緒 ある 古代の 記念碑に 刻まれて ある 文字 を 悉く 削除して、 其處に 自己 

*-、 め， てう こく じつ ごし li Siv 'にん ^-3 10 も な わう かれ 一？ レ いく わつ せゃぢ 

の &名を 彫刻す るな ど實に 言語 道 斷な行 爲を敢 へて 爲 した 王で ある。 彼の 公私の 生活と 政治に は 

しゅ y な ** たせつ さ 3 じこ やしん きょえいしん ** んもく 仁め すぺ _ ズズ • ノき 

主義 も 無ければ、 又 節操 もなかった。 自己の 野心と 虛榮心 を 満足 させんが 爲には 凡て を犧牲 にし 

£^ レタ け 5 せい V り ょタ こう り しゅ ぎ わう > 

時には 宗敎と 政治 を 利用した 功利主義の 王であった 

三 ラムセス 第一 一世，、」 希 伯來人 

け 5 40 *1 い こ はって き やく ビ いてい こく さいし や 5 

ェ ジ ブトの 王パ の 治世に、 ャ コブの 子 ヨセフが 拔擢 せられて 一 躍 大帝 國の 宰相 になった の 

こ 2 い ぶんくね ちう しん ち しょ ラ かくし タ し -こ W ち- - 

は、 古代エジプト 文化の 中心地と 稱 せられた る、 、デ〃 タ (三角洲) の I 市ソ アンで あらう。 此地 

^や 5 にい し モん ながねん もん， I- ん ぼくちく： t ふ じゅ 5 じ **た かれ もどく とく し V 'け 3 て *7 およ しゃく わいて &く わかれし ふ じ H 

に ョ セフ 兄弟の 子孫 は 永年 安穏に 牧畜業に 從 事し、 又 彼等 獨特の 宗敎的 及び 社會的 慣習 を 遵守す 


はなから うと 思 ふ。 

しゃく わい かいは. リ しゃ け .7 じんぶつ かれ ヘプ ル みん； ベ さい レょ .0 11 い よ ゆん 

モ ー セ は社會 解放 者と して 稀 有の 人物お るの みならす、 彼 は 希伯來 民族の 最初の 偉大なる 豫言 

者であった。 彼 は イスラ ェ 〃人が 異邦 ェ ジ ブトに 暴君の 壓迫を 被り 國 民が 塗炭の 苦を甞 めて ゐた 

とき ふんぜん C しゃく ，いか、 - は-:' せっき ふ せいしんてき かいかくしゃ かれ またし ひた &\ソ は、.：' じん 

時に、 奮然 起って 社會 解放 を絕 叫した 精神的 改革者で ある 彼 は又虐 けられお 同胞 イス ラエ 产人 

t t てき い しき こ すむ じん たい しんしゃ、 わい り さう しめ レラ け ふ し に 3 しゃ 

に 民族的 意識 を 鼓吹し 人道に 對 して 新 社會 理想 を 示しね 宗敎 指導者で ある。 

さ しゃく わい かいは 3 しゃ い か このし やくね いうん ど- プ し にラ しゃ か U *5 ^ メ ri- きし ££- 

偖て 社會 解放 者 \v ，セが 如何にして 此社會 運動 指導者と して 神から 招致され たかに 就て は 出 

エジプト き みつ は V 'めん しる これ いづ し、 * け， フ たいけん きはん と しつ い. ソ 

埃 及 記 は 三の 方面から 記して ゐ る。 之 は 何れも モ I セの宗 敎體驗 を 基本と しお 特質 を 有する もの 

へ ブ ル じん iJj れい 5i いは 3 しち ゆ、 ひもつ と いちじ る すな は かみ かみ め- ««s ^へた， 

で、 希伯來 人奴隸 解放 史中 最も 著しき ものである。 即ち モ ー セが 神より 受けた る 召し は r 虐 けら 

fj v ま3 じん きふ さい しゃくね い.？ 1 い， ハく くわん ゆん ものがたり あら 

れた 同胞 イス ラエ 〃人の 救濟 と社會 改革』 にあつ ねので ある。 換言せば 三つの 物語に 表 はれた る 

eiv つ V じ じつ かみ りんざい かくしん モ のにい のう めいれ 3 いしせ か これ おはい がんけ な 一 マん ■ 

共通の 事實 はで ー セが 「神の 臨在 を 確信し、 其 大能を 明瞭に 意識し 且つ 之に 大に 感激した 點」 に 

す おは い fct われ じつ y わがた み なやみ み かれら つか ふ 

ある。 即ち rH ホパ言 ひ 給 ひける は、 我赏に エジプトに をる 我 民の 苦 悤を視 また 彼等が その 驅使 

もの 5 も さけ こ a き ねれ かれら V 'れひ P 1 . ^れく r¥ ゅぷ . „ びと、 

者の 故 を もて 號ぶ ところの 聲を 聞け り、 我 彼等の 變苦を 知るな り。 我降^^て彼等を ェ ジ フ ト 人の 

て すく ひ レ これ かの ち みちび / かみ こ & にち さん 

手より 救出し、 之 を 彼 地より 導きの ぼらん」 (出 三の 七、 八) との 神の 驃を 一 日シ ナイ 山の 野に 

5, い き とき あつ はくく えき rO ？ 7 f £.3 モっ しゃ か しゃく わい かいは、. りし や 

於て 聞いた 時に、 モ ー セは、 壓迫 苦役され て 居る 同 胸 イスラ H ^の統 卒者、 且つ 社會 解放 者お る 

四 社會 改革者 モ. 'セの 出現 一 八 一 


第ニ十^:^ 社 <P 解放 者モ. 'セの 社會訓 一八 

, ,r!-,= ,、 ノ少 -1 へ ブ じ.】 ねん *- ゥ i モ のす 5 ゆきみ- > したが ま- > くん にい ゆい -fv M く 

抓の 4;^ られた んは、 年 と共に 其 数 を激增 する に從 ひ、 暴君 ラ ム セ ス第 二世の 苟酷 

て ，- ヌ ( し， V ら つ ，は S& へ ブル じん & み この 卞. I がぷ， バ， え， き- じぽ. ， い.. ,i 力 / 

の は 々あ 辣っを 観め るの みであった。 故に 希 伯 來人は 機 を 見て 此堪へ 難き 苦役の 狀 態よ， -脫し 

. t » fc こ- n VP. モの 、/'か s* こと いな へブ *5 しん ち ~7 

rS と^の^る、 き」 に fjii らん ものと 夜 其 チャンス を 窺った 事で あらう。 否 希伯來 人の 血を受 

けた II もが r 窗 の n き」 夢想 じ. は自& のこと、 謂って よい。 彼等 は此時 程、 神の 

れ、 の 5 孓 ちから しおく わい かいかくしゃ 9J れいかい は 3 しゃ このに，、 て， si:!: は.：！； -*..、 ゥ.. 5= い， S し 1, に； T 

li 能に 満ちた 力 ある 祉會 改革者、 奴隸 解放 者、 此惡 むべ き ラム セ ス の 手よ， 9 同胞 を救濟 する 指導 

しゃ しゅつ ゆん き ねん こと ) 

者の 出現 を 祈念した 事はなかった ので ある。 

四 社 會改， 革者モ ー セの 出現 

45 やく ト-- しょち 5 さい かいじんぶつ tt ん い しゃく わい かいは 5 しゃ りつ はふし やおよ / は： や ノ， 

ぎ 約 i 書中の 最大 人物 は 何と 云っても 社會 解放 者、 律法 者 及び イスラ H ダの建 闘 者と して 廣く 

ン や さ V めん しゃく わい リっ はふ 仁*> じ じんしん しゃく わい いしき もっと めいかく み、 

知られて ゐるモ ー セ であらう。 彼の 創案せ し社會 律法 は、 當 時の 人心に 社會 意識 を 最も 明確に 與 

てん お. C f じ に-. - これ ：s ゥ てき しゃく わい りつ はふ はか > こ ^ * く B I . ,*ztr 陽 

へた 敵から、 1 らく k 時代に 之に 比 敵す る社會 律法 は 他に あるまい。 之 は 俗に r モ， セの 五經」 

と稱 せらる、 舊約 聖書の 最初の 五卷 にある 如く、 彼に よ. 5 て 完成され た H ジブ ト國の 奴隸た .9 し 

ヽ ブ.？ み.，. - かい は、 ひ t ゥ -.7 し じん る. れき し ちゅうこの しゃくれ いてきし ラけふ てき ^^ぃは、ゥ 3 ん ゃラ どじ やう じゅ 

希伯來 民族の 解放 運鼢史 であるの みならす、 人類 歴史 中此； M 會的 宗敎的 解放 運動 程 成就した もの 


に 着手した ので ある。 

こく し は、. - ^ じん せい ぢ レ 3 けタ しゃく わい はタ めん ftvo ft^ ぎ や， く い 

H ジブ ト國の 司 配下に あつお ィ ス ラ ュ ダ 人が 政治、 宗敎、 社會の 三方 面から 痛く 壓 迫と 虐待 を 

f こと 5- れ ら みん & くと じつ ^^ あいさ タ 、 しか これ みん *<- くて きはつた つ い ^ I 

受けお 事 は、 彼等 民族に 取- 9 て は實に 可哀想であった。 然し 之 は 民族的 發 達から 言へ は 唯 一 の 試 

.*、 ん セ え .，-仁 く， リ れん 、 なぜ おこ かい は 3 3 ん - ど- 9 

練で あり、 又 他に 得難き 訓練と 言って よい。 何故 なれば、 *-1 セ によ， 9 て 起された 解放 蓮勳 は、 

IJ しにち わ に a ん さ/' 5-3 モの ながれ く ひお ぐ toa ^ し， くわん ゆん ち しゃ • く.? い. 

今日 我が 日本に 流行して ゐるカ ァ K • マ〃 クスゃ 其 流 を 汲む 人々 が、 唯 物 史觀の 見地から &會蓮 

f ひ さ 5 てき しタ け./' ど に い れい S. いは (f し S つ：？ S つ 5.^-;^ ノ し > 

動 をな しつ /- ある 皮相 的の もので なく、 宗敎 を土臺 としお 奴隸 解放、 精神 革命 を 出發點 として 社 

く ゥ-、 ..，> んさ 5 ヒ4* り f び や、 ゥどタ き くわい きんと タ い ^0 しゅ Jr" 3 ん やう *i ん 0^ 

會 運動であった から、 唯 理想 だと か、 平等 だと か機會 均等 だと か 云 ふ 唯物主義 的の 運 勸とは 全然 

わけ ちが 

譯が違 ふので ある。 

穴 社會 解放の 手段、、」 方法 

* の 4- く みん く き f * ん ぼ.> とき & れい かい は しゃ けん こく レゃ モで まレ ^.JJ ま "た 

乇 ー セ は其屬 する 民族 危急 存 C の 秋、 奴隸 解放 者と して、 又建國 者と してよ く 其 指導 を 全うせ 

あいこく レ to- かれ ** たしんし *- くわい 4>ん り ぶんく わ こく せんでん せんく しゃ かれ と 力い 

る愛國 者で ある。 彼 は 叉 新社會 原理 を 文化 國ュジ ブトに 宣傳 した 先驅 者であった。 彼の 取つ お 解 

は.,'、，' ん a, 3 し S ii ん と くけん かいき ふ 4i い ぶつ レ S ぎ てき す Ji は けい！ いてきえ. 3 きり ふ, く い , , い ， gJ5i.r 

放 運勸の 手段 は特權 階級に 對 する 唯物主義 的に、 即ち 經濟的 要求と か、 革命と か 云 ふた 物 騷なも 

六 解放の 手段と 方法 一 八 一 一一 
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しめい かみ るに、 じかく も これ タん しんしん さ, fj のん ん 43> , し ゆい > 

の 使命と 神よりの 委任 を自覺 して、 敢 へ て 之が 蓮 動に 心身 を献 げたので ある。 此新 啓示に 於て、 

しでら ぜん の3 はい めぐみ ふか てん ら かみ す K は へ ブ ル みん. 5* く *5 モっ んゃ ま け 

モ ー セは、 始祖 等が r 全能の ま」 として 拜し、 恩惠 深き 天地の 神、 即ち 希伯來 民族の 統率者 又 救 

ひて えいこ せいする あびに つね そのた,^ と .0 も ^ みいに , ぶ^し；? 卜】 く じ fl"^ 

越 者と な. て、 榮枯 盛衰の 間 常に 其 民と 偕に 在らせら る ュ ホ パ刺を 見出した。 此深 11^ なる 自覺 

がモ ー 'セ をして ェ ジブトの政治と經濟を顚覆せしめ^^のでぁる。 

五 社會 問題、、」 解放 運動 

,ノ5- くゥ人 、ほタ しゃ うま とき a ど くやく わい もん に いお は か じ レレん み は じ にい 

瓧會 解放 者モ. 'セが H ジ ブトに 生れた 時 程、 社會 問題 多く 且つ 人心の 亂れた 時代はなかった。 

た 3 じ しやく， 、，せい さ びと じんかく ひし こと か ていお よ かれ ら しゃく わいせい ぞ は くねい こ. * ^おび，； i*- 

當 時の 赴會 制度 は イスラ H グ 人の 人格 を 無視し、 殊に 家庭 及び 彼等の 社會 制度 を破壞 する 事 夥し 

なん こくみん みな ， こく せい ぢ し 5 け 5 およ モの ぶ hi く ぜんくし はい 

かった。 何と なれば 國民は 皆ュジ ブト 画の 政治、 宗敎 及び 其 武力に よ て 全然 司 配され たが 爲め 

か さ t\ せ、 ど ぎ ** い じん かい は. 7 く. xli モ のしへ； i タラ f みん みく それ 

である。 浙 うした 奴隸 制度の 犧牲 となった イス ラエ ダ 人の 解放 を 企て、 其 虐げられた 同胞 民族 其 

じしん な K は しゃく わい. つん う ちゃくしゅ ながね， ん . S > "» . . / じん- 

自身 を 建て直す 社會蓮 動に 着手した のが、 長年 ェ ジ ブトの パ & 王の 宮殿に 育った、 イス ラエ〃 人 

ち- かれ & れい みん- 5- く じん て かい は 3 じ ^ん 

の 血 を 受けた モ ー セ である。 彼 は!^ 隸 民族 ィ ス ラ ェ \ 人をェ ジ ブトの 手から 解放す る は 自分で あ 

われ これ ためとく かみ め いじ かく かく しん た レ. 7 ぶ はん / し > く， わい iv- ^r,.>-^,^ 

る、 我 は 之が 爲に 特に 神よ b 召された と 云 ふ 自覺と 確信に 立ち、 宗敎を 基本と して 社會 解放 運動 


か」、 たお ことお ことぐ つ また？ * れ たみ め ** へ ゆ / ノ， たみせ な は .Ji ん、 ^'^^^ . 

乇 ー セに 語， 5 給 ひし 言 を 盡く吿 ぐ、 又 彼 民の 目の前にて 奇蹟 をな しければ 民 即ち 信す、 彼等^i ホ 

ヒみ "へり はやみお もた ^ み はい， , き 

パが イス ラ ェ 〃の 民 を 顧み その 苦 患 ケ-念 ひ 給 ふを閜 きて 身 を か S めて 拜 せ- 5」 (出闺 の！： P 九 —三 

一) と。 

み； J A くて き もっと ； i,,- せつ みん- «i く と .7 てき くんれん み いじ 52 い お しゃく わい うん ど 3 t 

族 的 ストライキに 最も 大切なる は 民族の 統 一 的 訓練で ある。 末 開 時代に 於け る社會 運動 は特 

し. 3, みん，？、 と 、ひ くんれん ま しん いせい リ や V しき と ，5=- めけ いく 卞ス 

に然 りで、 イスラ ェ产 民族 を 統一 訓練す るに は、 モ 1- セは先 づ紳政 政治の 樣式を 執って、 其計靈 

レジ f- タタ. i i タ き はん しか かれ ねんかんからの みく せんく たリ つ r- • » モ. のかん み； J:^" ;ji ？&じ や，." 

せる 宗敎题 動の 基本と した。 而 して 彼 は 四十 年間 荒野に 惡戰苦 鬪を績 けたが、 其 間 民族 指導 上、 

レゅ f てせ ぐん ，しん そ しき ぐん りよ す- ま ii みん f えいき やしな せい £ん ^：-リじゃ-リ , r 、ふ."， ^K^R^ 

種族 的^ 圑を 組織して 軍旅 を 進め、 又 民族の 英氣を 養 ひ、 精 刺 を 向上せ しめんが 爲に は宗敎 

HV さづ ， こん-一ち い し リナう くいく それ すな は ぜんみん みくら ゅジ れキ& い し V 'けタ か いに な 化 5- べつ 

練 を 授けた.，. 今日で 云 ふ 宗敎々 育 は 其で ある。 即ち 全 民族 中 歴代の 宗敎家 を 出した レビ 族 を^ 3^ 

して 諸 禮典を 司らし め、 宗敎々 育の 徹底 を 計った ので ある。 (民 三の 六、 ニニ) 

乇 ー セの g 調せ る 宗敎々 、育の 骨子 は、 『神 は イスラエ^ を 特選し、 必ゃ 約束の 地力 ナン』 に 導き 

るとの 『神と 民族との 契約であった。 即ち m は 解放 者で— セを 通じて、 イスラ ュ〃 民族との、 

あ』 * ォ、 やく こと か われ こと ti ん ら やへ り なん * ちら • 

新ら しい 契約に は ひった 事で ある。 それ は 斯うで ある、 「我 誠に 汝等 を眷 み、 汝 等かュ ジフト にて 

かう む a み われす Jift い われ なんちら , .な， や は > .H i びノ- f / 

蒙る ところの 事 を 見たり。 我 即ち 言へ り、 我 汝等を H ジフト の 苦 申ぬ の 中よ， 5 導き： a して 力 ナン 

びと びと びと びと びと びと ちすな は ち-"., ^つ，）',^ 1 > .t >1/1f > ノ 

人、 へテ 人、 ァモジ 人、 ペリ ジ人、 ヒビ 人、 ェ ブス 人の 地 卽ち 乳と 蜜の 流る、 地に の ほ- 9 至らし 

六 解放の 手段と 方法 1 八 五 


第二 十 章 社會 解放 者 モ-セ の 社 <J3 訓 一八 四 

tt かさ れい.？' い i. ソ し \ し S つ エジプト き しやつ さいしる ごと せいしん 、> ん.^ リ ぶ.^;? よ 

ので は 無い。 彼の 奴隸 解放 史と云 はれて ゐる出 埃 及 記に 詳細 記されて ある 如く、 精神 述窗を 初 

の 方法と した 即ち 其 手段 は、 世の 有り ふれた 暴力に よる 解放で なしに r モ— セとァ "ン (乇 ー 

きゥリ にい い ゎリ い かみ かいた. ** わが t み ^ かゆ t- ら - 

セの 兄弟) 入- 5 てパ ti 王に 言 ふ、 イス ラエ 〃の 神 M ホパ 期く 曰 ひ 給 ふ、 我 民 を 去らし め 彼等 をして 

に S て 1 を. i る こと を 得せし めよ. K 出 五の 一) との 宗敎 的社會 運動であった。 他の 言で 云 ふ 

なれば 「まに よる 解 s」 であって 「信敎 の 自由』 を 標榜して 堂 ，1- と 男らしく 振起った と 乙ろ に、 

モ， I セの 特賀が あるので ある。 

みん みく +*, ソ おも ひた とさい しょ じ こく みん も^^ くんれん こ 

ユダヤ 民族の 解放 を 思 立った モ ー セの 取った 最初の ステップ は、 自圃 民族の 訓練であった 之 

れ て- > せん うん ど、 > みん 4- くて き to a ** jvp ない よ 、つ じ： g. ひぶん じ 5 いつじつ い 

れ 彼が エジプト に挑戰 せる 蓮勸は 民族的 ストライキな るが 故に、 先づ 其 內容を 充分 充赏 せしめ 1^ 

S 啦 にお を til^ せんと^ >3 したから である。 彼 は先づ 神の 山ホ レブに 於て 自ら 精神 を 修養し、 將 

,0、 S3 ナ つこう ざ、* じゅん IS じ！ 5 じ しゅて き いみんせ いく わつ はう はふと ラ くわく さく 

來 I っェ ジ ブ トをか 行す る經濟 準備と しての 自治 自主的 移民 生活 方法 等 を も 劃策して、 ミ デ アンの 

2 くじ 41- う $3+? t タ れいしえ ii9 & かへ しかか^ ふ モ， i> ち 一り 

牧場から 同 磨 イス ラエ 〃民族の 奴隸 使役 地ェ ジ ブトに 歸 つた。 而 して 彼 は イス ラエ 〃の 子孫の 長 

^.mrm め て せ る fef iS を け たので ある。 歷 史は此 最初 の 記念 す ベ き 光 4- を 左 の 如 

く 記して ゐ る。 

V S レモん ちゃ、 ひら./' こと， , き • ..I 

「斯くてで ー セとァ u ン往 きて イスラ ェ 〃の 子孫の 長老 を 識く靂 む。 而 して ァ ン， エホバの 


i! い かい レん かう しゃ せいくれ つ 

第-一誠 信仰者の 生活 

なんち かみ な みに り くも おのれ な みに り i もの つみ 

汝の神 H ホ パの名 を妄に 口に あぐべからず、 H ホ パは 己の 名 を妄に 口に あぐる 者 を 罪せで お 

かざるべし。 

にい かい あん f に& 

第四誡 安息日 

6 ん そく にち まも 一、 れ きょく なん ぢ かみ なん ぢ めい ご と か あ ひに は 4^ ら なん ぢ 

安息： n を 守 て 之 を ijl 潔す る こと 汝の神 H ホ バ の汝に 命せ し 如くせ よ。 六日の 間勞 きて 汝の 

さい わざ な か なん ぢ かみ あん そく なん わざ な なん ぢ は ふぢ 

一切の 業を爲 すべし。 七日 は 汝の祌 エボパ の 安息 なれば 何の 業務 を も 爲すぺ から や、 汝も汝 

ひす こ むす め なん * ち しもべ しもめ なん \f ラレ ろ は なん ぢ .& ろ か らく なん v もん T ち ょモ ぐに ひと しか かく 

の男子女子も汝の僕婢も汝の牛驢馬も汝の諸の家畜も汝の門の中にをる他國の人も然..^、 

んぢレ .0 ぺ しらめ なん ぢ おお やす 

汝 僕婢 をして 汝と 同じく 息 ましむ ベ し。 

だい が：. おや かラ か 3 

第五 誡 親孝行 

なん； f かみ なん ぢ めい た なん in も- 1 は X うや 1 これなん ぢ かみ なん S た t も おい なん ぢ 

汝の神 M ホ パの汝 に 命じ 給 ふ 如く、 汝の 父母 を 敬へ 是汝の 神 H ホ パの汝 に 賜 ふ 地に 於て 汝の 

ひ な 5i なん ぢ さい は ひ ため > 

日の 長 からん.^ め 汝に祥 の あらん 爲な. 90 

にい かい さつ じん ざい 

第六誡 殺人罪 

なん V ころ なか 

汝 殺す 勿れ。 

たい かい ふ ひん 55 

第七誡 不品行 

五 肚會 問題と 解放 運動 1 八 七 


第二 十 章 社會 解放 者乇， セの 社^ 讕 1 八方 

い とく ぺっ けい？/ この せんみんて じかく „. み； i fliJ ^ し；？ 

めん』 (出 三の 一 七) と 云 ふ 特別な 契約であって 此 選民 的自覺 がモ， セ によ. ^ てュ タヤ 民族の 心裡 

に 深刻な 印 1, を與 へたので、 彼の 民族が、 力 ナンの 地に 入る 迄に は 四十 年間 色々 なる 艱難辛苦が 

あつたに" ら や、 ！ slsTir を Sri つし 得た ので ある。 否 『我 は汝 の神ェ ホバ なり。 汝 (ユダヤ 民族) 

を エジプトの 地 其奴 隸^ る 家 よら 導き出せし 者な， 5」 (出廿 の 二) との アイデアが 永年 イス ラエ , 

I* ん 4i く せ "しん し ま、， これ か.^ ら i て..， し くわい か じ **た かれら みん みく にジ とく しゃく わい わつ ^』,J-*^ 

民族の 精神 を 司 配し、 之が 彼等の 家庭 社會を 向上 させ、 叉 彼等 民族の 道德 と社會 生活の 甚礎 とな 

つて ゐ たので ある。 此の 荒野に 於け る イス-フエ \ 民銜の 信仰 筒條、 奴隸 解放 運 働の 根本 精神 は、 

モの じ だい ひ ぐ くり、 P へ もし かい へ、 > めい メ ，.， すな は J\\ ご ：11- メ 3 

其 時代 日々 繰返し 敎 へられた 「十誡」 に 表明され てゐ る。 卽ち 左の 如し。 

にい かい； „J くひ かみ 

第一 誡 獨 一 無二の 神 

なん ぢゎ がか は ** へ われ はか はに もの 、 , 

汝我 面の 前に 我の 外 何物 をも祌 とすべ からす。 

にい かい かみ ち 53 やい 

第二 誡 神への 忠誠 

なん ぢぉ の や ん ぐ. フ ざう きざ うへ てん もの レた ち _ ものな ' ) 

汝 自己の ために 何の 偶像 を も 彫む ぺ から や、 又 上 は 天に ある 者 下 は 地に ある 者 並に 地の 下の 

i のおに ある^の 倾の聊 S を も^る ベから や。 之を拜 むべ からす、 之に 搴ふ ベから す。 我ュ 

なん m かみ ねに わ £ にく もの ひか ち- * つみ >J むく にい およ - I おゆ 

ホ， ハ汝の 神 は 嫉む神 なれば 我 を惡む 者に 向 ひて は 父の 罪 を 子に 報 ひて、 ミ四 代に 及 ほし 我 

あい い ♦* しめ ♦* ももの めぐみ は？」 こ にい い ね ) 

を 愛し わが 誡命を 守る 者に は 恩惠を 施して 千代に 至るな ft^o 


ぜん みん せく ねん かん みら の みちび た-/' じ いみん うん il3 か. f さつ みた 

終りに、 モ ー セが全 イスラ ェ ダ 民族 を 四十 年間 荒野 を 導いた 當 時の 移民 運勸を 考 察して 見 度 

しゃく. C: いかい はタ す こぶ にいたん ひレ ひ ていけん お， & は？ J けいざいてき じゅんび か 

い。 モ. I セ の社會 解放 は 頗る 大膽 であった。 寧ろ 無定見と 思 はる、 程經濟 的の 準備 を缺 いた もの 

なん いよ/ \ しゅつ けっか 3 はつべ 3 と き き や.； く もつ ほく はくがい .U 

が あつお。 何と なれば 愈々 出 ュ ジ ブト 決行 を發 表した 時には 强國ェ ジ ブトからの 壓 迫と 迫害に 堪 

へ る、 長年 問 全 イスラ ェ \ 民族 を 扶養す る 財源が 無かった からで ある。 であるから モ ー セは、 

そのみん- $1 く じ じ しゅて $9 il い い ,<ん にんたい ひる くも はしら よる ひ はしら みん-？^^ 

其 民族 を in: 治 自主的の 一 大 移民 圑體 となして r 晝は 雲の 柱、 夜 は 火の 柱」 として イスラ ュ ダ 民族 

！^ちび たよ し に5 て しんらい かふ おつ い どうしょ くみん や ラ かれら て，^ ち ^ 

を 導き 給 ふた M ホパ の 指導の 手に 信賴 して 甲から 乙 へ と移勸 殖民し ぉ樣 である。 彼等 は 天地の 斜 

し だ V しぜんと も き 二 ラ ひん かんなん せつ は. f i5 た. 4 か つ t4 つ ひ 《B あこが/ 一-】」】、， 

の 指導に 任せ、 自然 を 友と して 氣候、 貧、 艱難、 絕望 等と 戰ひ續 けて 遂に 『憧れの 故圃」 力 ナン 

かへ い こん にらなん ベい あた み かく こくじん いぢ S 、つうん & 3 ^^d^s こ" - ノ> い，"， ぶい, f<-? い ね 

に歸 つた。 言 は、： A、 今日 南米 當 りで 見る 各國 人の 移住 運動と は 全然 趣 を 異にし、 幾 代 も 異^に 骨 

さら みん もく ぜん ぶ にん ねん ちゃ-つねん ゆつ へ， と- r- はラ い ぞひ 

を矚 した ユダヤ 民族 全部が、 一 圏と なって 四十 年の 長年 月 を經て 東方 力 ナンに 移勸 すると 云ふ筌 

んぜっ ご みん もく いぢ 5 タ , し^- この、 ゥ、/ l-.r- ぞ， し- し、 リ けうて き じつ あの もくてき s 

前絕 後の 民族 移住と 云って よから う。 而も 此運勸 が 全然 宗敎 的であった から、 實は其 目的 を 果た 

え おも おそ じん .0-0 れきし もら しゃく わい え ぼち や, こ 一れ ひつ- A^^^^^ ^ > ) 、 

し 得お と 思 ふ。 恐らく 人類 歴史に 現 はれた る社會 運動 中 之に 匹敵す る 民族 移動 史は ある ま. - 


五 ；K 會 解放の 手段と 方法 1 八 九 


^二十 章 社會 解放 者乇. -セの 社會瓢 一八 八 

« んぢ かん いん K か/,, 

汝 姦淫す る 勿れ。 

にい かい せつ し 5- 

？ 1^ ハュき 竊 

なん-ち ねす なか / 5 

汝盜む 勿れ。 

第九誡 虛 僞 

なん ぢモ のとな り たい いつはり あかし ft かノ — 

汝其 隣に 對 して 處妄 の證據 をた つる 勿れ 

にい かい ？」 ん よく 

第 十誡 貪 欲 

な ん V- その. ia りび と つ t ひさ ぼ K か とな りび と いへ たは ii しも ぺ し f ゆ -,, し > u» ^^fc^ す". な "ぢ、 .T ト： * じ：^、 1il-v*> 

汝其睥 人の 妻 を 貧る 勿れ、 又隣 人の 家、 田野、 僕、 婢、 牛 驢馬 並に 凡て 汝の 隣人の 所有 を 

むさぼ な か 

貪る 勿れ。 (申 五の 七— 廿三) ， 

-i^ は M がモ， I セ によりて イス ラエ 〃がに 與 へた 律法であって、 彼等の 生活の 全部が 此 中に 含ま 

.L£ は ご、 か、 - て か、 に r* >ん み たい たい ぞ づと じゅんし 5 けタ せいく わつ 

れてゐ る、 ^ち 第一 誡 から 第 四誡 まで は 人間の 神に 對 する 對 度と 務めであって、 純宗敎 生活と で 

, $ かい かみ しん もの iJj う し にちじ ゃタ せいく わつ じ ゾん こ 力 ！^. 力 

も 云 ふべき もの、 第五 誠から 終，^ の 十誡まで は、 神 を 信す る 者 同志の 日常生活で、 自分 は 之 を 道 

とくせいく わつ しょ V これ さら みじか さラ くねつ い -. k-u ゅぷ £ ん？^ やじん, t-^ パ 巾つ - い-, 、 に 1 や > ： 

德 生活と 稱 する。 之 を 更に 短く 總 括して 言 ふなれば 「敬^ 愛人」 の 生活と 言って よい 之カモ ー 

お、 あ レヲ ナ3 3 んど V き て 3 ど れい かい は 3 うん タ V こん ほん ぎ 

セの H ジ ブトに 於て 敢 へて なせし 宗欽 運動の 墓 調で あ..^、 奴隸 解放 運 勸の根 本義で あつたの であ 

る 


第廿 一章 俘囚 前に 於け る豫言 者の 祉會訓 

一 豫 言者ァ モスの 社會訓 

etfc しゃく わいて き へん せん 

(一) 北 イスラエルの 社會 的變遷 

X &ん しゃ いた やく はんせい ^7 かん きた も いしゃく わいて へん 4/ ん おは 

豫言者 Vi リシ ャょ. ァモ スに 至る 約 半世紀 間 は、 北 イス ラエ 〃に 取. 5 て は 一 大社 會的變 遷の多 

じ ビぃ き ゆん ぜん ねんごろ とせ モラと く よ ゆん しゃ レゃラ れい もと ふ はい 

い 時代であった。 紀元前 六 百 四十 二 年頃、 時の 總督ユ ヒクは 豫言者 H リシ ャの 獎勵の 下に、 腐敗 

だ らく わ- f てい ぼつらく お- * じ てき じん やく ねん.？ I ん かれ ら 

墮 落せる ァ "ブ王 廷を沒 落せし めた。 往時 イスラ ュ 〃の 敵はァ ラメ ァ 人で、 約 二十 五 年間 彼等の 

ため ひがし ち は-つ さん りゃくに つじ ゆ V 'りん し ま モ のとき ゎラ ふ ！ 6 ん はとん ぜん ぶ ほつ し 3 

爲 に東ョ ル， タン 地方 は 散々 掠奪 蹂躪され て 仕舞 ふた。 其時ュ ヒク 王の 富 源 は 殆ど 全部 沒收 されて 

じつ さんれつ e> は このな が せい 4- ん あ ひビ. か てい こ く か しゃく わい ほご せんじゃ V モ のせい めい と 

赏に 慘烈を 極めた。 此 長い 征戰の 間、 家庭と 國家 社會の 保護の 爲め戰 場に 其 生命 を 賭した もの 

か ち .©5 さんかい な ふい か へ ブル じん かれ ら せんじゃ 5 つゆ き らし ふた- た え. 1 たで 

は、 彼の 中產 階級 以下の 希伯來 人で、 彼等 は戰 場の 露と 消 ゆる か、 若く は、 再び 立ち 得ない 痛手 

お ひな かへ え いなちね し f ゆう ため るす ち to. りていた ラ い ぢ めんか おく 

を 負 ふて 空しく 歸ら ざる を 得な かつお。 否 地主の 横暴の 爲に 留守中 抵當に 入れて ゐた 地面 や 家屋 

いつ 4< と りみ ぢ よたい とへ な ふ びん あり さ 44 レか 

が、 何時の間にか 取上げられ たので 除隊 されても 歸 るべき ホ —ムも 無き 不憫な 有様であった。 然 

1 豫首^^？ァモ スの社<^訓 一九 一 


55- ぢ3 ^^>ぃ 5- く, レ み ふ *- いか タ. い t す *,\ 5i * タレ やく わい じん じ ぎゃくたい ttsl も t つ S 

第に 重税 を 課して 苦め、 敢 へて 不正 行爲に 出で 益々 下層 社會の 人士 を 虐待す る 許りであった。 剩 

r れ も き は 3 し か つね レ to- ち にく りん せいく わつ f じゃくしゃ でん.^ や たい すん が 3 じ ひ 

へ、 彼等 は氣儘 放恣で 且つ 常に 酒池肉林の 生活 を ことと して、 弱者 や 貧者に 對 して は 寸 毫も 慈悲 

じ fci い 44 こと： « かい かれら こも 卞 > wal きた 

の 情が なかつ お。 否ァモ スの言 を 借 て 言へば 彼等に 一 顧 をも與 へなかった ので ある。 故に 北ィ 

ぐ わいくわん ふこくき や 5 へい す f は， んぇ V, き は， _Ji > モ> 化-つし » I にいた 

ス ラエ ^は 外觀 富國强 兵で 益々 繁榮を 極めつ あるかの 如く 見 ゆる けれども、 其 實然ら す。 大多 

す5 こくみん *5 すう レ はい レゃ ふ しゃた にいぶ ぶん ざいさん わ 5 りゃう メ f じんかく， ひ しじ 'りん いづ 

數の國 民 は 少數の 支配者 や 富者の 爲 めに 大部分の 財產が 横領され、 人格 か 無視 蹂躪され て、 何れ 

モの なさ； b .0 つ はく はくがい ゆ も K なみに .^ゃ5£1 い ゆべ ， ス 

も 其 情なき 壓 迫と 迫害の 故に 泣きの 淚の 生涯 を 送らざる を 得なかった ので ある。 

ごん たタじ しゃくね いじ や， >fc い い き や 、> しゃ じほん てんち じゃくしゃ じつ ぎゃく 仁い はくがい ひん 

一 言に して 當 時の 社 會狀態 を 云 ふなら ば 强者ゃ 資本家の 天地で、 弱者 は實に 虐待と 迫害と 貧と 

くるし あだか こんにち ぶんく わと レ おい い な もく！ t き ひ & き i! い？」 5 せラ いい r 

に 苦んだ。 恰も 今日の 文化 都市に 於て 今尙 ほ目擊 する 悲劇と 大同 少異と 云 ふて よから う、 斯うし 

t くけん かい ふ り けんく ねく ちゃ 3 ふ か V- へい *1 は くわ い すな は ひ じんた 、> てきか 5 ,0 つ ひに いせい お » 

ぉ特權 階級の みの 利權擴 張、 不公平 極まる 課稅、 即ち 非 人道的 行爲が 遂に 第 八 世紀に 於け る ヘプ 

よ &ん しゃ たも ふん き 

〃豫言 者 達 をして 奮起せ しめたの である。 

せ いぢ および レ けタじ や v-ii?- 

01) 政治 及 宗敎狀 態 

ょ&ん しゃ お も 3 ど タレ や しゃく わい かいかく さけ とき $ rc r まさ りタ せい ちゃ タ てん たつ 

豫 言者ァ モスが 他の 勞働 者と 社會 改革 を 叫んだ 時 は、 北 イスラ M 产は國 家 正に 隆盛の 項 點に逯 

ころ た3 じ みん をく しゃう り こく か ぶつ しって *1 り 、> せい こく みん かみ か の，；' しょ タ にん う 

しお 頃であった。 當 時の イスラ ュ ダ 民族 は 勝利と 國 家の 物質的 隆盛との 國 民が 神の 嘉納 承認 を受 

； i ょタこ しん よろこ このみや づひ じん レ だ •> し^ かい i^l ふ もタ t 

けお 唯一 の 證據と 信じて 喜んだ。 此 誤れる アイデアが 遂に イスラ ュ ダ 人の 指導者 階鈒 をして 盲目 

1 豫 言者ァ モスの！ W 會訓 一九 三 


第廿 j 章 俘囚 前に 於け る豫言 者の 社^ 訓 一 九 二 

き t ん せん い ^ いた こく か ふた A せいりょく まんく わい くわ V 'みやう みと すな は きた 

るに 紀元前 八 世紀に 至- 9 國家は 再び 勢力 を 挽回す るの 光明 を 認めた。 卽ちダ マス カス は 北 シリア 

お キ J ゃタて 4- し 3 is 含 5 おはい ひへい ^£ ひがし り や、 プら ふ 仁. 4 i- つくわん 

に 於け る强 敵の 澳擊を 受けて 大に 疲弊した が、 北 イス ラエ ダ は東ョ 〃ダンの 領地 を苒 び^ 還して 

や.， や あん 5j え この せん さ *ゥ そのり やくに つ せん り ひん *i;J 

漸く安堵するを得^^。 のみなら す、 此戰爭 によりて H ヒクは 其 掠 森せ る戰利 品に よ て 彼の 孫 H 

A く たい ふ ±> ん あに その もくしん か と / いた 

ホア シに 莫大な 富 源を與 へ、 其 貴族と 臣下 を も 富ましむ るに 至った ので ある。 

か じん ふ へいわ あんねい たのし こくないいた ところ さん； t ふぼつ かう じつ： t つ i はんえい ^^：：は 

新く して イスラ H 〃人 は與び 平和 安寧 を樂 み、 國內 至る 處に產 業 勃興し、 日月と 共に 繁榮を 極 

これ づひ きね こくき やう こ i は しょ はタ およ r< なみ 

め、 之が 遂に 北 イスラ ェ 产の國 境 を 越えて 遠く パビ "ン、 フィ 一一 シァ、 ァ ラビ ャ諸邦 及び 南はェ 

こく つうし や タぼタ えき いと 5i た こく か たちよ にい とみ く は や 5 ところ こ 

ジブ ト國 とも 逋商賀 易を營 み、 爲 めに 國家は 忽ち 大 なる 富を蓄 へる 様になつ おので ある。 處が此 

こ かなし こと おこ モれ よ ぶんく わ しやう &ふ はんえい くに い 3 りょく i くけん かい きふ すな は ia 

處に悲 むべき 事が 起った。 其 は 世の 文化と 商業の 繁榮に 連れて、 國の 有力なる 特櫂 階級、 即ち 貴 

f ふ が V ぜん じ や ぢ く レ 5 と 仁 にい とく わい 、ゥっ に r ちゆ- > さんかいき ふ じ さくの、 ひ ん さ-り 

族 や 富豪が 漸次 其 住宅 を 首都 や 他の 大都會 に 移し 出した ので、 彼の 中產 階級と 自作農 は戰爭 によ 

けいざい てな ひ へい けっく わし にい 4; ん ゆ はん ぢ ねし しょり や 3 す ^. ひに い い き ゆん しゃ. リ てい 

る 經濟的 疲弊の 結 * 次 餡に 減じ 行く に 反し、 地主の 所領 は 益々 膨大と な&と 「ム ふ奇 現象 を呈 する 

ゃラ くわん ゆん じ さく €.7 ふう しゃ き みく しゃくざい fc は .A ぐれい だ 7 n. く， し せん じ ら れぅ 

樣 になった。 換言せば、 自作農 は 富者 や 貴族からの 借財の 爲め 法外な 高利に 苦め られ、 戦時中、 

.U ヾ の てい た-/' ちと あ 5s れ ら じ い 3 こう そく ひ や， やう おらい 

菅に其 抵當地 を 取，. y 上げられた のみなら や、 彼等の 自由まで 拘束 せらる、 悲境に 陷っ おので あ 

る。 

たう じ とく けんかいき ふ f fr^ c ^0 V な く ふ が V ひんじゃ じゃくしゃ たい U 

當 時の 特權 階級の 行動 は 言語に 絕 する ものが あった。 彼の $i 族 富豪 は 貧者 や 弱者に 對 して は 次 


A く にい s はく よこた こ \ しょう よ 6 ん しゃ こ - こ *1 なな 

漠 たる 大 沙漠が 横 はって ゐる。 此 處はテ コ ァと稱 して 豫言 者ァ モ ス の 孤々 の聲を あげた 名 も 無き 

るな かまち かれ この ♦* & iv 'はく あね さん ち ひつじ や y ぼくらく の-ひ ふ ぼくよ-つ しゃ 

田舍 都市で ある。 彼は此 町の 東北に 當る 山地で 羊 や 山羊 を 牧畜して ゐた 農夫で ある。 牧羊者 ァモ 

ひつじ や ぎ はいく た iz いち せいと し 5? で こと 

スは羊 や 山羊 を賣 買す る爲 めに 生地 テ コアから 聖都ュ 〃サ レム やべ- グ〃 に 厘々 出かけた 事で あら 

とく こ- f しゃ せいしょい ** ち 5 & かれ いく この *4 ら で こと 

う。 特に 後者の ベーア \ は 北 イス ラエ〃 の 聖處と 言 はれた 町 故に、 彼 は 幾度 も此 町へ 出かけた 事と 

f ざ-プ か こくぐ わい おは ^ゃラ こく よこに 

想像され る。 新う した チャン スか らァ モス は パレスタイン の國 外に は 多くの 强國が 横 はって ゐる 

こと m すな は か は ぶんく わら しん りん およ タ-ゃ V こく ひ て しょう 

事 を學ん だ。 即ち ナイ〃 河 を 文化 中心としお 隣邦 エジプト 及び 强國 無敵と 稱 されお る アツ シリア 

タん Iff い きんじ ちち 'か ，- モ しんがい き とき さかれ 零； f,- み かん こと じ 

の 蓮 勢が、 漸次 地中海に 添 ふて 侵害し つ S あると 聞いた 時 嘸 ぞ彼は 興. M を 感じた 事で あらう。 爾 

ら、， ,0 ii か ぼく よ 3 せいく わつ しづ レょ こく タタ せい くわん さつ とく はや もっと き けん し 

來ァモ スは 田舍に 牧羊、 王活 をな しつ.^ 靜 かに 諸 國の動 靜を觀 察しお。 特に 早くから 最も 危險視 さ 

く ぶ き^^ラこく ぶん ちゆ ラ い はら これ かれ へいそ こく はラ じゅんび な い 

れたる 北部 强國 アツ シリアに 十二分の 注意 を拂 つた。 之 彼 は 平素 國 防に 準備 無き イスラ H ^は 如 

r この e= や 3 てき し ゆき f ぎよ え あ たま なやま 

何に して 此强 敵の 襲擊を 防禦し 得 やう かと 頭を惱 したから である 

る £ か f しん ゆん かんが かれ こく しゃく わい レょ さう たラ じ せい ^ じォ いひ い じゅ，^ りよ てラさ 

田舍 育ちの ァモ スは眞 劍に考 へ- 5^。 彼 は イスラ ュ \國の社會諸相と當時の政治狀態を；5!^-盧調査 

み そこ こく Si ふ か V じ とつ ほつ おも いは ゆる こくなん じ .* こく- (, 

して 見る と、 其處に は、 國 家の 一 大 不幸 事が 突發 しさう に 思 はれて ならぬ、 所謂 國 難の 時々 刻々 

»i き ぼく よ 5 しゃ す これ-" ^ >A き I 

迫りつ、 あるに 氣が ついた。 さりと て I 牧羊者に 過ぎぬ ァ モス は 之が 爲 めに 奮起 せんとしても、 

われ f f じ y ラ ぺん につ ち & さい の 3 し： & わん な ふかたん し^ • し- 1 つ じ こ か/り 

我に は 同胞 を 指導 鞭韃 する 智慧 もなければ 才能 手腕 も 無き を 深く 嘆 じお 然し 靜 かに 自己 を 省 

I 豫 官者ァ モスの 社會訓 一九 五 


^廿 1 章 俘 HI 前に 於け る豫霄 者の 社會訓 1 九 四 

ひて *,J き や 3 こく いか ぐんぜい レんに ふ ふせえ I した 

たらしめ、 無敵 强國と 云 はれお 彼の アッシジ ァ 軍勢の 侵入 を 防ぎ 得 ざら しめたの である。 從 つて 

た 3 じ に 5 とくとく し t^J^く^iん ん 、JC ないたい はい ふし り ひすめ ゆ わがき よきお 

當 時の 一 般道德 特に 司法官 は 全然 腐敗 頹廢 し、 ァ モスが 「父子と もに 一 人の 女子に 行きて 我聖名 

げが ttvl こう ^3 いんちん へん せいぎ ち な 6 タ もの に いたん はくろ/ > た 5 - 

を 汚し、 汝等 公道 を茵 蔵に 變じ、 正義 を 地に 擲っ 者」 (麼 五の 七) と大 膽に驟 露した など は" 當時 

しゃく. い il,-s とく し はふ ふ はい じゃタ たい によ じつ isr か 

の 社 會道德 と 司法の 腐敗せ る狀態 を如赏 に 描 い たものと 言 ふて よい。 

し，：' しう ナ、 r- どタ いや はり モ のせい めいお もろ かれ & じうげ./' せいく わつ かみ せ や f ぶ ち から 

然 らば 宗欽は 如何で あつたかと 云 ふに、 矢 張 其 生命 衰へ、 彼等の 宗敎 生活に は 神の 聖霊の 力が 

は； ifc す 4S しちと い ふく だん かたはら し その ラへ ふ fSC ん 

働いて ゐ なかった。 即ち ァ モスが r 質に 取れる 衣服 を、 壇の 傍に 敷きて 其 上に 偃し、 罸金を もて 

え さけ モ のかみ いへ の て 3 せ 3 t さ た 3 じ けいしき i ちから ふ T ぶ 

得た る 酒 を 其 神の 家に 飲む. |( 麼 二の 八) と 嘲笑せ る は、 正しく 當 時の 形式に 捕 はれた 力なき 宗敎 

さ ：S も よ 6 ん しゃ なん ぢら to- つみお か ゆ ますく おは 

を 指した ものである。 敌に豫 言 者 は 「汝 等べ _プ\ に往 きて 罪 を 犯し、 ギ〃 ガ〃 に往 きて 益々 多く 

つみ おか あさ ごと なん ぢら いけに へ たづ さ ゆ ご と 4i んぢら じふ たづ さ ゆ fc*^ も • の , >^ 

罪 を 犯せ、 朝 每に汝 等の 犧牲 を携へ 行け、 三日 每に汝 等の 什 j を携へ 行け、 酵 いれお る 者を感 

しゃさい さ- * こ-ろ A* なへ- の めし これ っ& しめ ひと 》5^* なん ぢら かく このむ 

謝 祭に 献げ、 願意よ b する 禮物を 召て 之を吿 示せ。 イスラ H \ の 人々 よ、 汝等 新す る を 好な- 9」 

ひ にく しタけ 5 けいしき とら iV のせい しんせいく わつ ほ-りき やく た ラ じ じん けいゆい 

(麼四の五)と皮肉..=^、 宗敎の 形式に 囚 はれて 其 精神 生活 を 忘却せ る當 時の イスラ ュ ^人 を 警戒し 

おので ある。 

しゃく わい かいかく しゃ しん てん けい 

(三) 社會 改革者の 新 典型 

せい も A なみ さ . い. る なか ぃレぢ ( ほ" じ や 5 けいかい ， 

聖都 エルナ レ ム から 南へ 去る 十二 哩の 田舍 に、 ユダヤの 石 地と 靑々 し^ 牧場 を 境界と して、 廣 


われ か なら これ はつ ^6 すな は かれら た** もの かね； S > づ ， もの ねら， S f ため 

あれば 我必ゃ 之を罸 して 赦 さじ。 即ち 彼等 は義 しき 者 を 金の 爲に賣 .5、 貧しき 者 を鞋ー 足の 爲に 

う かれら じゃくしゃ かしら ち ちり あえ もと に. 3 わ もの みち ** 

賈る、 彼等 は 弱者の 頭に 地の 麈の あらん こと を 喘ぎて 求め、 柔和なる 者の 道 を 曲ぐ」 (麼 二の 六、 

お 6 ん ちょ 3 あ！ 5U0 じっかれ よ 6 ん ひ は ごと い *9 は ひ ^ん. v\ 

七) とァ モスの なせる 豫 言に 徵 しても 明かで あらう。 實に 彼の 豫言は 火 を 吐く が 如き 勢で、 言々 

C \ けう くん ちから a 

句々 敎訓と 力に 滿 ちて. Q る。 

かくめい せ いぢて き い けい レん もい じん き てう せいしんて やかく めい はか もら ろん * のかん 

ァ モスの 革命 は 政治的と 云 ふよ- 9 も 敬神 愛人 を 基調と せる 精神的 革命に 外なら ない。 勿論 其 間 

は *5 せ いぢ て <t« こく か かい ざ 3 モ くしん ことい な X かれ じんと りん 

多少 政治的に 國 家が 改造 を 促進され た 事 は 言 ふまで も 無い。 先づ彼 は、 イス 一 フエ 〃人の 取った 隣 

fi う じん じん をよ じん い Si こくむ じひ しょち きね か& けい はつ ちか 

邦ァ ラメ ァ人、 フィリス- グ ン人 及び ァ ン モ ン 人に 街す る 苛酷 無慈悲な 處 置より 來る 刺の 刑 罸の近 

つ どうは， ひ lO せいしゃ ちゃう や ゆめ むさば き -I- く ふが v をよ はんじん はんせい 3 なが これけ つ な 

きを 吿げ、 同胞 爲政者 や 長夜の 夢 を 貧る 貴族 富豪 及び 一 般 人の 反省 を 促しお。 之 決して 故 無くし 

かれら ひつせ きょ タ かく な かれらつ み けっく わかなら しん A つ まねか かくじん こく か 

て 彼等 を 叱責 脅嚇した ので は 無い。 彼等の 罪の 結果 必ゃ 神罸の 免るべからざる を 確信し、 國家を 

あい まごころ にい たん うへ し めい こく みん せん でん こと い f はつ 

愛する 眞 心から 大膽に 「丄 よ. 9 の 使命」 を國 民に 宣傳 したまでの 事で ある。 言 は 5,- 同胞 イス ラエ 

じん ねつ あい み 4* $ h JJ と あい .sro しん レ ぜん はつ ろ 

^ 人 を 熱愛す る の餘-.^、 其 燃 ゆる が 如き 愛と 熱心 と が 自然と 發 露した ので ある。 

てっとうてつび かみ しん あいこく し お 3 じ たいはい しゃく わい あく み ふんぜん た しゃく わい かい 

ァ モ スは 徹頭徹尾 M ホパ神 を 信す る 愛 國の士 で、 當 時頹廢 せる 社 會惡を 見て 蜜然 起って 5M 會改 

かくき と よ ゆん しゃ この しゃく わい り さう ひと にく じ や V り、..' 

革 を企圆 せる 豫言 者であった。 此社會 理想と、 グ イジ ヨンから ァ モス は、 人から 憎まれても、 上流 

じゃく わい あつ はくて、/' *f タ か か, A つか み も せいぎ こうへい すぢ しゅち ゃタ 

社會 から 壓迫 嘲笑 されても 構 はない、 「神に 奉 ふる 道 はお 正義 公平の 1 筋 あるの み』 と 主張し、 

1 豫霄 者ァ モスの 社會訓 一 九セ 
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t かみ はい とせ も はやこく か き f あそん a.*' と^ I I te^ ^.^K^^ し S 、 き|そ ぶし^ 

み、 仰いで 神を拜 した 時に、 最早 國家 危急存亡の秋に、 其 迫れる 國難 を傍觀 する に 忍びす 、「夫 主 

もの かく こと しもく よ ゆん しゃつ 11 なにごと なた 4* し- ぼ 

M ホ パは 其隱れ たる 事 を その 僕なる 豫言 者に 傳へ すして は 何事 を も 爲し給 は ざるな bo 獅子吼 

ゆ、 (アッシジ ァ 軍勢) 誰か 懼れ ざらん や、 主 ュホバ 言語た まふ、 誰か 豫 言せ ざらん や」 (麼 三の 七、 

た はくて、 r- せいしょ おら ひ モこ よ^んしゃ み *a 

八) と 奮然 起って、 北朝の 聖處 なる ベ- プ〃 に 趣き、 其處 よ， 9 豫言 者と して 表 はれた ので ある。 

しゃく かい 3 んさう 

(四) ァ モスの iM 會 運動 

ヒタじ きお し くわいお よ ビラと く じ や-つたい よ &ん しゃ ，ふん き af5j 4V- わ たいはい 

當 時北ィ ス ラ ュ ダ の社會 及び 道 德の狀 態 は、 豫 言者ァ モ スを して 奮起せ しめた 程 極めて 頹廢し 

ゆ 么 Si れ わ-/.' てう はじ りん こくみん じ ざいあく かう & たい しん まつ か 

てゐ お。 故に 彼はィ ス ラ ェ 〃王朝 を 初め 四隣の 國 民の 重，^ の 罪惡行 爲に對 する 神罸の 免る ベ から 

*-ん >ん sur- . とく けんかい きふ $t や つみ とく くち き は い し よ i ん しゃ 

ざる を 宣言し、 同胞なる 特権階級の 驕奢な 罪 をば 特に 口 を 極めて 戒めた。 豫言 者と しての ァ モス 

ねつべ，？ なは する さ たう じ レゃ 5 りうし やく わい けん しゃ ii い こと さら り &く せつ ふる これ タ-ソ じ たう 

の 熟 辯 は 極めて 鋭く、 當 時の 上流 社 會ゃ權 者に 對 して は 殊更に 罵晉 毒舌 を 振った。 之と 同時に 當 

じ ほんこく みん れん はなえ ふ ビ. うとく せいく わつ てきはつ ひなん かなら その は 5 しう しん ほつ さ 

時の 一 般國 民が 戀々 として 離れ 得ぬ 不道德 な 生活 を も摘發 非難し、 必す其 報酬と して 神罸の 避く 

ベ からざる を吿 げたので ある。 

よ t,^ おは あん じ けう くん み > かれ こく か fc5 ぜん ** ね ひ 5 ん めつぼう よ • 

ァ モス の 豫言は 多くの 暗示と 敎 訓に滿 ちて ゐぉ。 彼は國 家が 當然 招かん とする 悲運と 滅 G を豫 

き ひた すら じん せい ぎ こ -> へい かみ はい けい しゃく わい り さ. 3 い こと けい こく しか い 

期し、 只管 イスラ ュ ル 人に、 正義 公平の 神 を 背景と する 社會 理想に 生きん 事 を 警告した。 而も 何 

つ いづこ モ つちよ くろ こづ It- し これ へ ゆ， -とタ にい つみ つ, 4 

時 も何處 でも、 率直 露骨に 敎 へたので ある。 之が 辟 R 頭 第！ に 「イス ラエ 〃は 三の 罪 あり、 四の 罪 


ffy ほつ 4 しか とう xf しゃ たい てタ せん ちタ CC き は しゅんれつ き は 

と其來 るべき， 刑罸 とを說 いた。 而も イス ラエ ルの 統治者に 對 する 挑 戰と 忠告 は 極めて 峻烈 を 極め 

* これ が -Jf は、 if てき へ 3 めい すな は か& ！ t ん こく じん ひ こく かれ か こくぎ やくたい か 

おのみ ならす 之 を 合法的に 表明した。 即ち 神 は 原告で イスラ ュ 〃人 は 被吿、 彼の 苛酷 虐待 を漦. 9 

、- はう じん じん これ レょ 、ひにん **た ゆ いしんく わん せ 5 しふ もっと こ 3 へい はんけつ 

し 異邦 フィリス テ ン 人と ェ ジブ ト人は 之が 證人 として 又 陪審 官 として 召橥 され、 最も 公平な！： 決 

5 い は ふタ し て ta 5fc ち .7 しゃ ， ^いわき 

を受 くると 云 ふ 極めて 諷刺 的な 形で 描寫 されて ゐる 。曰く、 . 

す y てとの つた ち ナぺて ものの い おん ぢ ら や ¥4 .(» 

。「ァ シドド の 一 切の 殿に 傳へ、 ェ ジ ブトの 地の I 切の 殿に 宣べ て 言へ、 汝等サ マジアの 山々 に 

あつま * のなか い ふんらん み モ のなか >55 こな レへ 15， かホら たノ しほ 5 お？ S こと レ _ 

集り、 其 中に ある 大 なる 紛 亂を觀 、其 中間に 行 はる、 虐遇 を觀ょ 彼等 は 正義 を 行 ふ 事 を 知ら や、 

レぃ と もの もの その みゃ.^' つ ； i く は ， 

虐 たげ 取- 9 し 物と 蓉 ひたる 物と を 其 宮殿に 稹み蓄 ふ」 (麼 三の 九、 一 〇) と。 

か よ i ，フぢ しゃ i くけん かいき ふ すべから じゃくしゃ ひんじゃ りけん は ご こく か "くり .J うしん 9」 りょく 

斯くァ モ スは 世の 統治者と 特櫂 階級 は須く 弱者 や 貧者の 利權 保護と 國 家の 福利 增 進に 努力せ よ 

くわん こく し はい <ir ふ ふんね ねたみ ^ かれ f おそ 

と勸吿 しねので、 ュダと イスラ ュ〃 の 支配 級の 忿怒と 妒 忌と を 買 ふた けれども 彼 は 毫も 恐る >- 

ろ と-ひ V- しゃ き 1» く ふ しゃ ざい あく せ その せき にん と 

色な く、 統治者 ゃ責族 富者の 罪惡を 責め 其 責任 を 問 ふたので ある。 

よ ん しん らっ ゆ i は も はや こく か じぶつし つ てせ はんえい も しん か， A せん はく 

ァ ^ スの豫 ず n はいよ く 辛 練 を 極めた。 最早 國家は 一 時の 物質的 繁 榮に醉 ふて 信仰な き 淺簿な 

らくてんしゅぎ も ん な し はいしゃ あくせい こと みん しう ちから じゅ、 r, り.； J じん ひャリ かへ り 

樂天 主義に 甘すべき 秋で は 無い。 支配者 は 惡政を 事と し、 民衆の 權を 蹂躪して 人道 を 顧みざる に 

いた 45 ~z fci ぜん レん a つ つた かれ I わ， い > やす- も， の I お 

至って は亡國 は當然 の神罸 なりと 傳 へた。 彼 は r 禍な るかな、 身 を 安くして シ オンに 2^ る 者、 屈 

やま ^ もの もろ /-» のく に すぐ くに なか たか ぃハ 

はからす して サ マリアの 山に 居る 者、 諸國 にて 勝れお る國の 中なる 聞え 高く して イス ラエル の 家 
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fill はし £ ふりょ ゑし やく fc3 じ るせ いしゃ fa f ふ sv> はじ レラ JbftN か はんじん ふ とく ぎ は れんら 

片端から 11^ 盧會释 なく、 當 時の 爲政 者、 貴族 富, お初めと して 宗敎家 や 一 般 人の 不德義 、破 廉耻 

にい たん こタ &き かれ はん ぢら ぜん もと あく も£ しか なん ぢら い なん ぢら 

を 大膽に 攻撃した ので ある。 彼が 「汝等 善 を 求めよ 惡を 求め ざれ、 然 らば 汝等 生くべし。 又汝等 

い どと はんぐん か A なん ぢら i si なん ぢ f にべ ば , もん にノ？ i,- • お， , ,まん 

が 言 ふ 如く 萬 軍の 神 M ホバ汝 等と 偕に 在さん。 汝ら惡 を 惡み善 を 愛し、 門に て 公義 を 立てよ、 萬 

ぐん もも ひ のこ もの あはれ た たい せい しつ こ しゃ 

軍の H ホパ 或は ョ セフの 遺れ る 者 を 憐み給 はん」 (麼 五の 十四、 一 五) と大聲 疾呼せ ると てろ に 社 

くわい かくめい しゃ しんてん けい せい £ん あら _ 

會 革命 者の 新 典型で ある ァモ ス の 精神が 表 はれて ゐる。 

f ぢ しゃ けい こく 

(五) 統治者への 警告 

いぜん よ A> ん しゃ fc ち た. たう じ ごく わ S P す- A こ くみん もんじ-^ 仁の 

ァ モス 以前の 豫言者 達、 例へば、 モ l- セ とか ェ タヤな どは當 時の 國 王と 多數國 民の 援助 を賴み 

モの しめ；：' は けい せ A3 ところ さや 3 な かれ こく か とう ぢ じ や 

にして 其 使命 を杲 たそうと しお 形跡が ある。 處 がァモ ス は左檨 では 無い f 彼は國 家の 統治者と か 

*11 もく ふ がう かくせいし にう ため みん しう ちから モ こ りゃうし や く ベち れきぜん 

貴族 富豪と か を覺醒 指導 せんが 爲に 民衆 を 力に せなかった。 其 處に兩 者の 區 別が 歷 然として ゐ 

すな は かれ こく わう どう はう じん ゑん じょ ^ いは ゆろ みん しラ ちから あ ふ ま てんち ゆ A 

る。 卽ち彼 は、 國王ゃ 同胞 イスラ ェ ^人の 援助 を俟 たす、 所謂 民衆の 力 を 仰がす に、 先づ 天地 萬 

い、 rv しゅ こと か A はいけい しか X なにもの どタ かくしん り さ、 > もと モ のし めい つた 

有の まなる 眞の神 を 背景と して、 而も 世の 何物に も 動じない 確信と 理想の 許に、 其 使命 を傳 へた 

さこゐ とくち やう * ん 

所に ァモ スの 特長が 存 して ゐ るので ある。 

よ けんじゃ つね A タへ レ 、力 せい レゅ レん 5 も これ かみ ** い レ じん 

豫 言者ァ モ スは 常に 「見えざる 上よ hv の 指導の 墨 手』 を 信じて ゐた。 敌に 之が 神の 聖旨 だと 信 

さぎ ねぐ ^» んレん かれ す こ おそ モの しゃく わい りさう かく こ ふ *0 しんねん せい ぎ こうへ、， 

じた 時 は 直ちに 前進した。 彼 は 少しも 恐れす、 其社會 理想と 確固 不拔の 信念から、 正義 公平の 神 


よ i ん IJ や fc よ ゆん しゃ i>J5 やう りつ iP*. ふ しんせ * か $ て 5 こ^ きょ C りょくよ 3 ご 

豫 言者ァ モ スは 他の へ ブ \ 豫言 者と 同 樣にィ ス ラ ュ〃 の 律法の 神 & を 高調し、 之 を 極力 擁護 

これ かれ りつ ほふ ぶ a そん こく か る *f い ふ &んみ 3 しん じ 5 タ にい くわん けいみ しん しょ 

しお。 之 彼 は 立法 部の 保存 は國 家の 爲 政と 富源增 進に は 重大な 關係 有りと 信じた からで ある。 初 

い < . てい さい ほんく わん せい？ J i ゑ f じけん とつ はつ は あ ひ かくと レ ちゃ V 

代 イスラ エダに は 1 定 した 裁判官の 制度が 無かった。 故に 重大 事件の 突發 した 場合 は 各 都市の 1^ 

f もく たち たいしん &ん レ 5 & し これ こく わ、/' く は みづ 5- すぺ けし しょ ； , r> 

老、 貴族 達が 大審院の 首位 を 占め、 之に 國 玉が 加 はり、 自ら 凡ての 事件 を處掛 すると IpJ ふた 船で 

I い けんせ， ん りつ ふ ゆん モく てら なし ないき ふ ち； l-、r- ろ 3 ,1 けん は，^， にし t 

あつお。 云 は^ 健全なる 立法の 原則に 照して 無く、 支配 級 や 長老の 意見； i: 斷 によ， 5 て 事 を處ぉ 

したから、 勢 ひ 其 „ ^に は、 偏見 不ケだ 平が.！ れ なかつ お。 ^にァ モスが Hi の 41^ をな し、 が g 

h. tt: / *- い， y..- こ r. へ J- sv-sl *--K や V しゃくね いかくめ い さけ けつ ひり こと 

利 を 保護して 正義 公平の 裁判の 行 はる、 檬に、 社會 革命 を 叫んだ の は 決して 無理から ぬ 事で ある。 

レ やべ わい 3 んど 5 こく か はくわい タ 3 き き じたが かれ し f くわ 

ァ モス の 瓧會蓮 動 は 國家を 破壊 せんとの 動機から 來 たので はない 。從 つて 彼の 思想 は 過^でも、 

»? けんし さ 5 な いやしく こく みん h- けん sfJJ も sft- ん ，1* > U ^ « -r-/*、5r 、 ^3 y ' t t 

危險 思想で も 無い。 苟も 阈 民の 利權を 保護し、 其 安 の， ききたるべき， 巧 i きに^うした.^ く您 li^ 

あく こ 5 ぜんお こな い こと こくみん じつ r\ f よ ん しゃ 

惡が， 公然 行 はれる と 云ふ搴 は、 國民 として 實に赦 すべから ざる 罪惡， たと は豫 言者ァ モスの アイ 

、デァ であった。 されば ァ モスの 彼等 を 詰責せ る 左の 言に よ， 9 て、 當 時の iiJS: んが. 14： なる 1,^, かと 

. ノ , v-^ & i 3 いは > わ？ iS ひ なん ぢら こ- 3 に i いんもん へん せいぎち な 43 

生活 をな せし か は 明かで あらう。 曰く、 禍な るかな、 汝等 公道 を茵 藤に 鏺じ、 正義 を 地に 擲 つも 

) 9 ゆ^ひ，』、 U . .A^^M. も， の に" ► fct し き.- い もの いみきら K ん S ら づし も0 ふ ひぎ 

のよ、 彼等 は 門に あ- 9 て 勸戒る 者を惡 み、 正直 を 云 ふ 者 を 忌 嫌 ふ。 汝等は 貧き 者を踐 みつけ 麥の 

» 一 i れー こ， の， t5 タん いへ iL いへ ど. vott か す こと あ. a <> つく ぶ にう はたけ つく 

贐物を之ょ，c^取るo 是敌に 汝等は 態 石の 家 を 建てし と 雖も其 中に 住む 事 非 じ。 美しき 葡萄園 を 作 
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し ゆ i の- なんぶら ねざ は ひ ひ な はとは き や タゅタ ！ 3 ら 5- iff> し > 

に 就き 從 はる 者。 汝等は 災禍の 日を尙 遠し となし 强 暴の 麼 を 近づけ b」 (麼 六の f 、三) と §> れに 

S r . は i 、化い タ なが さら す かれら ざいあく し てき みづか ざ-； S * tc ,Jf じんご- - 5 へ 

吿 けて 彼等の 反省 を 促した。 更に 進んで、 彼等の 罪惡を 指摘して 、「自ら 象牙の 牀に 臥し 寢臺の 上 

^ の a むれ なか こひつじ. と か/ J ひ 3 & こ 、リし と くら c£ ね 51* ひさ. H 

に 身 を 伸し、 群の 中よ. 5 羔羊を 取う 圏の 中よ， 犢牛を 取， 5 て 食； 5、 琴の 音に あはせ て 唱噪， ぎ ダビ 

ごと がく »7 つく に おは さ かづな さけ の もっと ふ あぶら みね f4 やみ 

テの 如くに 樂器を 製 6N 出し、 大杯 を もて 酒を飮 み、 最も貴とき臀を身に抹6^、 ヨセフの 艱難 を 憂 

■ さけ にくはく こ X に V h^yb しゃく.^、 iP つに ち クゃタ せ、：， つ 一-で 

へざる な .5』 (麼 六の 四 I 六) と 叫んで 肉薄した. - 此處 にァモ スは、 人間 社 會が其 日常 生 5§ に 直ち 

て H.7 しん しゃ わい り f 4； ん モく あん じ すな は りん はタ すで ユタ りタ ち ち. ひ rr え，^ が， * 

に 適用すべき 新社鄭 理想と 原則 を 暗示して ゐる。 即ち 隣邦 アツ シリアが 旣 に奥隆 して 地中海 沿岸 

^ ^-^ /や. -ひ • や， さき しせいし や にくよく ふけ い たづ まくら たか めいむ ：5k ご と 

諸國を 席捲し 樣 として ゐる 矢先、 施政 者 は 肉 慾に 耽り、 徒らに 枕 を 高う して 迷夢 を竄 るが 如き は、 

^^fc , お "^、ろ / . こく >か* み J t ,は/ わい めつ は- リ くわん i ん こくみん きょこく ち ない 

必唁ゃ 恐し き 神 罸を被 hN、 國家は 見る 間に 破壤 滅亡 を來 さん。 換言せば、 國民 は擧國 一 致して 內 

的 革命 をせ ぬ 限， 5 は 悲慘な 國難は 免れない と吿 げた。 さればァ モ スは^sllgfl^Jて 「^ 氧の まュ 

0, ^ われ はこ ところ 45 の いみ モ Q みや / (-. にく われ ひら そ £ \ * も た 

ホバ言 ひ 給 ふ。 我ャ コブが 誇る 所の 物 を 忌 嫌 ひ 其 宮殿 を惡 ひ、 我 この 邑と其 中に 充 つる 者と を 付 

. ： み.， - ^？ぃ く U ，にい "へ タ あれ あと ち ひさ いへ 、ひ み ぢん 

すべし。 視ょ、 M ホパ命 を 下し 大 なる 家を擊 ちて 噓址 とならし め、 小き 家を氅 ちて 微摩と ならし 

>.H は > -、 & ： rf ' ' / い たう ぜん 》 ね こく かしゃ S らい 5 ん めい よ 4 ん 

め 給 ふ」 (麼 六の 八、 一 1 ) と 言 ふて、 イス ラエ V か當然 招くべき 國家將 來の蓮 命を豫 言し おので あ 

る 

さい はんくわん く ゆん 

OK) 裁判官への 苦言 


こと ぎん いやし もの St わらじ * く まづし £ の r がく づ" ざ 3 りい li 1 , 

く 事 をな し" 銀 を もて 賤き物 を 買 ひ、 鞋 一 足 を もて 貧き 物 を 買 ひ、 且つ 屠 麥を賈 出さん」 (麼八 

の 四 I 六) と 責めお。 

a さんしゃ ふか ど 3 じゃタ よ なぞ »^ れら 4? じ ふうしゃ しへ お み 

ァ \v ス は無產 者に 深き 同情 を 寄せお。 何故 なれば 餘りに 彼等 は當 時の 富者から 虐げられて 見る 

かチ 乏 ど かれ しゅとえ えづ えい わ き は ふうしゃ こく か しゅ 3 らい 

蔭 もない 程であった からで ある。 彼はサ マリアの 首都に 榮耀榮 華 を 極めた 富者に 其國 家の 將來を 

おも いてきせ いく わつ なぢ かれ こと は みじか い み しん もや、 ひ する？ J こ. ク ゆん 5 すな は 1 なん V り- P この ことな ^ 

思 はざる 內的 生活 を 詰つ 4^。 彼の 言 は 短い が 意味深長で 銳ぃ 抗言で ある。 即ち r 汝等此 言を聽 け、 

め ひつじら なん？ a やま， ^ よわ もの しへ 釭， ：5 んじゃ あつ _ ま^その しゅ ar こ i 

パ シャ ンの牝 羊 等よ 汝等 はサ マジアの 山に 居. y、 弱き者 を 虐げ 貧者 を壓 し、 ヌ其 主に 向 ひて 此處 

も ti た われら の いし to- おのれ せい ゆびさ も か い . fc- み- • ひ なんぶ t 、ひへ のせ 

に 持ち 來， CS て 我等に 飮 ませよ と 言 ふ、 主 H ホパ 己の 罄 を 指し 誓 ひて 言. r 視ょ、 日汝 等の 上に 臨 

その ^ ひとなん ぢら はり なんちら のこりもの 、> をつ り はり ひ いだ なん ぢち もの： （^そ, へ V し 

む、 其 日に は人汝 等を夠 にかけ 汝 等の 遺 餘者を 釣魚 鈎に かけて 曳き 出さん 汝等は 各 其 前なる 石 

き ひ ぶ ところ はしりい に& 5- じこ ん く しゅ 

垣の 破壊れ おる 處 より 奔出で、 ハ 〃モンに 逃往 かん」 (麼 四の 一 I 三) と は 自己の 満足 を 主として 

ぜいたく さんまい モの ひ おく ふうしゃ しょ V らい よ ゆん こと は もつ た うじ ふうじゃ せい 

サ マリアに 贅澤 一二 妹に 其 日 を 送つ お 富者の 將 來を豫 言した ァモ スの 言で ある。 以て 當 時の 富者 生 

くわつ じ や い 5^..,1'ひレ 3 

活の狀 態が 窺知ら る 、であらう。 

せ かい f は 3 し 5 ぎ が,/ て-.' 

(八) 世界 同胞 主義の 高調 

しょ あら は ちう しん し さラ みん し 5 ぎ せかい どう はラ し S ぎ は い レゃ • く ぶかん 》f, D ポぶ > 

ァ キス 書に 表れて ゐる 中心思想 は 民主 生義と 世界 同胞 主義の 二 大社 會 原理で ある。 初代の イス 

じん き は け ふ あい しんくわん も も かれ ら ^ ブ Jl** じん』 > 、 ,> 

ラエ 〃人 は 極めて 狭隘な 神觀を 有って 居お。 彼等 は M ホパは イス ラエ 〃の砷 で、 希伯來 人の みが 

1 班 霄者ァ モスの 肚會訓 二 〇 三 
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ぶ * めさけ の あらわれ レ なえ ぢら とが おは K んぢら つ， < だい なん ぢら た*- レ も u^fe 

,9 しと 雖 ども 其 酒を飮 むこと 非 じ。 我 知る 汝 等の 愆は 多く 汝 等の 罪 は大な hN、 汝等 は義き 者を虐 

ひ ti^ と もん さい ^£ん しょ おい づし もの おしま 

げ賄賂を取..^、 門 (裁判所) に 於て 貧き 者 を推抂 ぐ」 (麼 五の 七、 一 〇| 1 二) と。 

ふう しゃ 4, せ にん 

(七) 富者の 責任 

^ Z お』 い , ゅラ しゃ ゆ- i かみ あい しゅくふく う しの お』 こと .P う 

初代 イス ラエ ^に 於て は、 富者 は 一 艘に 神から 愛せられ 祝福 を 受けた 者と 思 はれた。 特に 東洋 

レ よこく おい か いまな は ひ やみ -JC し； U すタ *v 《， ふ. フ ざん. V ん や、 メ 

諸國に 於て は^うし お アイデ ャ が今尙 あ.. y て、 無暗に 富者 を崇 I： する 弊風が 殘存 して ゐる檨 であ 

} レば • ^5 ^ ，ゆい かみ わす じん に. ソ ひし あ ふぎ ふ 4z い こと ふ しゃ 

る。 然るに 當時 イスラ ェ 〃に 於て は、 神 を 忘れ 人道 を 無視して 敢 へて 不義 不正 を 事と せる 富者 や 

JLts" / m' ^ よい はくがい か. * は がう もんり よ 》J しゃく きつ 4> な かれら おん いかいく.^ い 

貴族に 對 して、 可な り 反對ゃ 迫害が あつおに 拘ら す、 毫も 遠 盧會釋 なく 詰責し、 彼等に 反省 改悔 

せユ > - \ よ^んしゃ もつ かタ し た タ じ レゃ くわい お ふ しゃ が-; N しゃ しか 

を 迫った の は- ズ コアの 豫 言者ァ モス を 以て 嘴 矢と する。 當 時の 祉會に 於け る 富者の 豪奢な、 而も 

ふ に、 力 iY- き は， *- いく ゎゥ ぶり み i かれ $d い しん ふ くわい がい おんた こく みん -?. -？ 

不道德 極まる 生活 振お 見た 時 彼 は、 內心 不快で 慨嘆に 堪 へぬ ものが あつお、 ァ モス は 之を國 民生 

,^^4.,^^- み."，； ^ , 、し ，ゃ，く 力い み / ゥ こく か めっぽう にいし やく わいて き 13 いあく しん , 

活の 一 大 脅威と 見た。 引いて は 社 會を亂 し、 遂に 國家を 滅亡に 導く 1 大社 會的 罪惡と 信じた ので 

^fi ^ と はい い ♦< きた ぜん ど も. ソ れつ ゆつ こ ほじ も は A» - な しゃ， 

ある。 而も 欺う した 徒輩 は 今や 北ィ ス ラエ 〃全土に 猛烈に 跋扈し 始めた ので、 最早 ァ スの氣 性 

ノ， ^L-^i^.^- C し.？， D * あに」】， かれ， 《.な んぢら き なん ぢら めへ ** づし ものせ ま ^ & なやめる 

として は傍觀 する に 忍びない。 其 處で彼 は r 汝等 聞け、 汝等 喘ぎて 貧き 者に 迫 6N、 且つ 地の 困難 

の ：^2„ ヌ i- の I ^ん； J ら V ついたち い， つ すぎさ われら こくもつ 'ら あん モ くにち いっすぎ さら 

者 を滅す 者よ、 汝等は 言 ふ 月朔は 何時 過去らん か、 我等 穀物 を賈ん とす。 安息日 は 何時 過去ん か、 

われら ひ y ら ひち われら す ち ひさ お M いつ まり は.？' り あざび 

我等 麥倉を 開かん とす。 我等 ュ パ (桝) を 小 く.. 3 シケダ (はか ho を 大きく し、 僞.. の 櫂衝を もて 欺 


に 飲む」 (同 二の 六 I 八) と 非難して ゐる。 

せつ \ _ , ぎゃく いか. f .0 *れ なんび と たい すぺ ざいもく t £ ひかれ てき 

ァ モスの 說に 依れば 虐待 行爲 は、 其が 何人に 對 する も 凡て 罪惡 である。 假令彼 は 敵で あつたに 

ノ • ぶ い i は M じん み- *i にん ^ん かラ -0 K ぜ じん ろ& ゅ& ひ 

しても、 又 異邦人の 故よ. 9 する も 人間の なすべき 行爲 ではない。 何故 なれば、 人 額 は 唯一無二の 

% ^お a ご おんち やう もと 5j ラは うけ 3 にい *- い .U のし これ 

神の 絶えざる 保護と 恩寵の 許に、 同胞 兄弟た るの 生を樂 むべき もの だからで ある。 之が ァ モスの 

かタ て $ せつ せ かい さ5 はタ しゅぎ か じんった か f* 

高調 カ說 せる 世界 同胞 主義で あ， 5、 且つ イス ラエ 〃人に 傳 へた 神で ある。 

一一 豫言者 ホセ ァの 社會訓 

レゃ くわい し 1： タ しゃ たい けん 

(一) 就會 指導者と しての 體驗 

こ よ lb ん しゃ あら は たぶん よ ん レゃ レャ くわい か C 

，へ イリの 子 ホセ ァが豫 言 者と して 表 はれた の は、 多分- 7 コアの 豫 言者ァ モスが ベ タ〃 で 社會革 

めい 5 ん f ひぶね ^ とき かれ か は ひがし もね きん ざい しゅっしん おの f f 

命運 勸の 火蓋 を 切った 時で あらう。 彼はョ 〃ダ ン 川の 東に 當る ギレ ァヂ 近在の 出身で、 已が 同胞 

おか つみ せ 5 らい JJ く か さいやく めつ *M しんこく つ-ひかん けつぜんた みい よ &ん しゃ かれ 

の 犯せる 罪が 招來 する 國 家の 炎 厄滅. c を 深刻に 痛感して 決然 起った r 愛の 豫言 者」 である。 彼 は 

• ✓ さノ ， し V ^< せい 产 でんせつ しふ ふ 3 せいつ 3 よ ゆん しゃ せいはん せい ^ 

北 イス ラエ 〃生れの 市民で、 よく 國 家の 制度 や 傳說習 風に 精通せ る豫言 者で、 西南 アジアの 政治 

— じ ^"lit.^ & .t^^A ^ ^-^ もん に ぃヽ つね び さい ち 3 S, はら. $ ないじ わ... 5 て .7 

舦態 ゃ自國 民族に 直面せ る 危急なる 問題に は 常に 微細なる 注意 を拂 ひ、 北 イス ラエ ルの 内情 を 調 

二 豫官恭 ホセ ァの 社會訓 二 〇 五 
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のレ 5 く ふくおんら や 3 i せん みん しん しか か& ひと じんかみ « 

其 祝福 恩寵 を受 くべき 神の 撰 民と 信じた。 然るに 雜は獨 ，5 イス 1 フユ 〃人の 神なる のみなら す、 世 

かいしょ みん かみ か& ±^ じんし 5 さべつ な ** たくに と 、> ざい なか * かいてき しんくわん 

界諸 民の 神で ある。 神の 前に は 人種の 差別 も 無ければ、 又 國の柬 西 も 無い。 斯うした 世界的 神觀 

せ かい tyv- は 、> しゅぎて きし さう た 5 じ じん も す こよき なし かく めい てき 

と 世界 同胞 主義 的 思想 は、 當 時の イス ラエ 〃人に 取. y て は 少しも 豫 期せぬ のみ か、 搴ろ 革命的の 

だ * かい f はタ し 5 y i- ん そく をし よ 4! ん しゃ お？ a へ ブルれ さしち 、> 

アイデアであった。 新く 世界 同胞 生義の 原則 を敎 へた 豫言者 は 恐く 希 伯 來歷史 中、 テコアの ァモ 

もつ か 3 し かれ モの ぞフ は， ひ じん われ なん；？ & み びと 

スを 以て 嚆矢 とする であらう。 彼 は 其 同胞 イスラ ェ 〃人に 『我 は汝等 を視る こと ェ テオ ビア 人 を 

* JJ とめら われ くに びと 

視 るが 如くす るに 非す や。 我 は イス ラエ〃 を エジプトの 國ょ. ON、 ペリ シ， ズ人を カスト〃 より、 ス 

じん eni $ ぃタ f ^み つね この け. e ち 

タァ人をキ〃ょ^^き來.=0に非ゃゃ」(麼九の七) と 云 ふ 宇宙の 雖を傳 へた。 此 見地から、 イス 

びと じんに 5 むレ るけ 3 と じふ じん じんと 3 ぎゃくたい つみ しつ 

ラエ 〃人が 人道 を 無視して 異敎 徒の ァ ラメ ァ人、 フィリシタ 人、 アン モン 人 等 を 虐待す る 罪 を 叱 

，を かれ & けゾ と rA レん じん ゆう ぎ て *3 たい 4/、> つみせ 

責 しおので ある。 彼 は 又異敎 徒の 神 を 信せ や、 イスラ ェ \ 人 を 友誼 的に 待遇せ ざ.？ ^罪 を 責めた。 

何故 なれば ダマ スコ人 は r 鐡の打 禾単を もて ギリア、 デを 打ち」 (同 一 の 三) フィリシタ 人 は 「俘囚 

ひ S これ ねお じん モ のこく： b ラ ひろ fc - , 

を 悉く 曳き 行きて 之 を エドムに 付し」 (同 一 の 六) アン モン 人 は 『其國 境を廣 めん 爲 めに ギリ アデ 

はら ,*ん な さ い に いざい もく お 5i • £< 

の 孕める 婦を 剖く」 (同 一 の 一 三) と 云 ふ 大罪 惡 AJ 犯した からで ある。 ァ モ スは 特に イスラ ュ 〃の 

おか つみ かや /-» あ かれらよ わ もの a! しら ち ちり 6 え もと や はら もの f 

犯した 罪の 數々 を 擧げて 「彼等 は 弱き者の 頭に 地の 塵の あらん こと を 喘ぎて 求め、 柔 かき 者の 道 

1 ft れらレ ちと いふくす ベて にん かたはら し * のタへ ふ はつ ん え さけ モ のかみ X 

を 曲ぐ。 彼等 は 質に 取れる 衣服 を 一 切の 壇の 傍に 敷き 其 上に 偃し 翳 金 を もて 得た る 酒 を 其 神の 家 


タら かみ モ の ぉ！^ み ひに そん あい くわん けい tte これ ねつ しん ちラ じつ レ や-つに-!' いね 

の 中に、 神と 其 民 イス ラエ 〃との 間に 存 する 愛の 關 係を學 び、 之 を 熱心 忠贊に 唱導す るに 至つ お 

ので ある 

(二) ホセ ァの 突婦^ 仏 

よ ゆん しゃ か ていせい くわつ その ふ ぎ こ f いた い は ど ふ てい つお 、ゥら 

豫言者 ホセ ァの 家庭生活 は、 其 不義の 兒 さへ 設 くるに 至った と 言 はる、 程 不^の 妻ゴ メ〃 の 裏 

ぎり ^^ラ る われら さラ いじ ゃタ ひつ ラきは しか かれ なかしの モ のつ- -4 5 る 

切行爲にょ^^て、 我等の 想像 以上に 悲痛 を 極めた。 然し 彼 はこれ を尙ほ 且つ 忍びて 其 妻を赦 すの 

i = れ あいぶ ねつ あ、 い あに か かみ はくて 5 しゃく わい か 3 せ みに に、 > き ち 

みなら や、 更に 之 を 愛撫 熱愛した。 恰も 神 は、 北朝 イス ラエ ルの 社會が 綱紀 秦れ、 道義 地に すた 

モ と ぼく はラ *tf や 3 こくその きん V 'か *- か- -は 3 ち じ やう かと タ あん こと ふ ^ いんら く ふけ 

れ、 外 は 北方の 强國其 覺を伺 ふて ゐる にも 係らす、 內は 上下 偸安 を 事と して 不義の 淫樂に 耽って 

たい X かん しゃ モ のじ やう にん つ ごと な すか ひたすら くいあらため み， CV つ 

ゐ るに 對し、 豫言者 ホセ ァは其 情人に 吿 ぐるが 如く 宥め 賺 して、 只管 悔改の 道に かへ るべき を |ロ 

しか かれ ど けつ こ ん ものた とへ f ふ いづ おそろ しつ はい おこ し 5 せい ぷぷ 

げた。 而 して 彼 は 一 度 結婚した る 者 は 例 令 夫婦の 何れに 恐し い 失敗が 起る にせよ、 終生 一失 ー婦 

f ふに-;.' ♦* つ fc じ こ たいけん 4* し * の も はん しめ ちゃ *r ど ぶんがう 

たるの 夫婦 道 を 全うすべ きを、 自已 の體驗 から 敎 へて 其 模範 を 示した。 恰度 文豪 シ VII ク スペアの 

ふ し ゆき あら は ごと じつ みかい や じラ てき をん； 4 ペリ しゃ 

r 不死 劇』 に 表 はれて るク レヲバ トラの 如く、 ゴ メ K は赏に 末 開 野 戳的タ イブの 女と して 描寫さ 

sla こ ii いへ ブル じん りつ はふ くわん しふお よ しゃく わいせい ど てら モの ふてい つ 

れ てぬる。 敌に 古代 希伯來 人の 律法、 慣習 及び 社會 制度に 照せば、 ホセ ァは其 不貞の 妻ゴメ \ を 

す さほり， えん はう ちく けんり じかれ しつほ ラ らくたん あ ** かの ぢょ わがつ t 

直 樣離緣 放逐す るの 權 利が あつおの である。 であるから 一時 彼 は 失望 落 膽の餘 り r 彼女 は 我 妻に 

あら われ つと あら われ モ の こ ら あはれ いん ；^-ク こら かれら は- いん か 3 

非 や、 我 はかれの 夫に 非ざる なり、 我 其 子等 を憐 まじ、 淫行の 子等 なれば な- 9。 彼等の 母 は 淫行 

二 豫富卷 ホセ ァの 社會訓 二 〇 七 
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S 41 いたんお S & 4^ぃ レゃ かくせい ぺん たづ 'しゃ お fa ょ&ん しゃ まさ 

査 する や 大膽に 立って 時の 爲政 者を覺 醒鞭韃 した 勇者で、 恐く ーズ コアの 豫言 者ァモ スに 優る とも 

劣らない であらう。 

*- いぎ. みと か ねつれつ よ 4" ん しゃ わ 3 こ 3 ^ みく はんとく けんかい きふ よ it ん けいこく あた 

正義の 神を說 いた 彼の 熱烈な 豫 言者ァ キスが、 王侯貴族 や 一 般特權 階級に 豫 言と 警告 を與 へ た 

か-は い ぜん こく はい ふせい じ や もく す/ -モの どくね き si さい，， は 

に 抱ら す、 依然として 國內に は 不正 邪惡が 益々 其 度 を 加へ るので あった。 この 危機に 際して、 1^ 

せラ めい タ よかんし や £i れ た よ & ん しゃみ か ていせい くわつ ひけき たいけん 

の 召命 を 受けお のが 豫言者 ホセ ァ である。 彼 は 他の 豫言 者に 見ぬ 「家庭生活の 悲劇」 を體驗 せる 

きどくし K、> しゃ てつ. *5 てつび あい よ ゆん しゃ か^ i- し^^-ク< I ^' ^.v "?の.^ろ， *2ん 

氣の 毒な 指導者で、 徹頭徹尾 愛の 豫言 者であった。 彼の 妻 は 神殿に 於け る 娼婦で、 相當の 身代 金 

.y も ど れ" き 5- ラぐタ ^ .ゥ け ii いたん これ けっこん はんがく しゃ しん ， ゆ 》| 

を拂 つて 奴隸の 境遇に あつたの を 身 請し、 大膽に 之と 結婚し おの だと 一 般學 者が 信じて ゐる。 故 

もの こ はれ もの わがた み もの と 5 *v { ^ 

に 其 子 p\ "マ (憐 まれぬ 者) P アン ミ (我 民に 非ざる 者) 等が ドラマー ズックに 命名され おとこ 

ろから、 或は ホセ ァの 15： 子で なく 娼婦 時代の 不倫の 子でなかった らう かな どと、 憶測され てゐる 

はき おも r ふ とく つお , せ いく わつ おい ひ つ 5 fc,* けん. _ こと fcf か J ゆ A 

程で ある。 思 ふに ホセ ァは 斯うし お 不德な 妻との 生活に 於て 悲痛な 體驗 をした 事 は 確で ある。 彼 

*« つま ふ y だ fc& te^ おこ K ふき い ふゆ さ.£ "4 

は 其 妻の 不義に よ. て、 彼の 民が H ホ バに對 して 行 ひつ、 ある 不義の 忌むべき を 深く 悟. 9、 妻に 

たい かれ しんじゃ 3 お .V の */ ん みん たい も fct あい レん した さと 

對 する 彼の 心, を 推して、 M ホパが 其 選民 イスラ H 〃に對 して 有ち 給 ふ 愛 心の 慕 ふべき を 悟り、 

モ のこ じんてき たいけん し 3 4J3 てきね つじ 中 V す- * かれ たい あい しんこく $J くわ つ 

其 個人的 體驗 より 宗敎的 熱情に 進んだ ので ある。 彼の ゴ メグに 對 する 愛が 深刻の 度 を 加へ るに 連 

てんの ち. - ざいあく ふち しづ ひと， f fc い fct ごじ あい ぼ 5j さつ つ ひ おの わか せいく わつ 

れ、 天父が 罪惡の 淵に 沈める イスラ ュ〃 の 人々 に 對し給 ふ 御 慈愛の 程 を 察し、 遂に 已が 若き 生活 


じ t 一は いく ぢ tt み モの ふ りんき は つ ♦* くわい かい ふた. * ていしゅく じ.？ じゅん ふ じん 

子と して は 極めて 意氣地 無き やうに 見 ゆるが、 其 不倫 極まる 妻が 悔改 して 再び fi- 淑 柔順な 婦人に 

fc ちかへ - あい け.？ t もっと くおう いのり せいしん 3 か r _ _ ^ Z ク i ゆ 

立歸 るまで、 愛し 敎養 せんとす る 良人の 苦闘と 祈醻の 精神が 窺 はれる であらう。 其處に は、 離緣 

り い V じゅうぶん モん か. * は さいご あい, 1! し よ t ん しゃ じんかく しの なつか - 

する 理由の 充分 存 する にも 拘ら す、 最後まで 愛を敎 へた 豫言 者の 人格が 11 ばれて 懷 しい。 

しゃく わい i ごゥ とく かん くわ 

(三) 社 會道德 の 感化 

じ にい しラ けう じん しゃく わいせいく わつ もっと ふか くひ い， みんしん い. ひ， いつ せい 

ホセ ァの 時代 は 力 ナン 宗敎が イスラ ェ 〃入の 社會 生活に 最も 深く 食 入って、 民心 を 遊 逸なる 生 

くわつ おとしい あんこくじ 21 い モ しう！ b ラ いは. 9 るいん じ じ やけ タ これ いんか 3 

活に陷 入らし めた 暗 幾 時代であった。 其の 力 ナン 宗敎と は 所謂 淫祠 邪敎 で、 ホセ ァは之 を 『淫行 

れい ざ 3 れい はで モの つみ けが しゃく わい じ や V 'たい ろ こつ モっ ちょく fC くろ いは たみき 

の鏺と 偶像 禮拜」 となし、 其 罪に 汚れた 社 會狀態 を 露骨 率直に 曝露して 居る。 曰く T わが 民、 木 

ひか . こ， と JVP えに こと しめ ：： れ いん か 3 れい t よ * の かみ もと はな いん 

に 向 ひて 事 をと ふ、 其 枝 かれらに 事 を 示す、 是 かれら 淫行の 靈に迷 はされ、 其 神の 下 を 離れて 淫 

かう > かれら やま い い ゆにへ さ. * 3 へ た かしの 45 やなぎの き くりの せ しお 

行 をな すな hN。 彼等 は 山 の嶺 きに て 犧牲を 献げ、 岡の 上に て 香 を 焚き、 橡樹、 楊樹、 栗 樹の下 

こと おこ な これ こ かゆ うつく なん ぢら むすめ いん かう 

にて この 事 を 行 ふ。 此は その 樹 蔭の 美しき によりて な 6N、 こ、 を もて 汝 等の 女子 は 淫行 をな し、 

なん ぢら こ つま かん いん おこな 

汝 等の 子の 婦は 姦淫 を 行 ふ」 (何 四の 一二、 一三) と。 

じんか はや じ にい しんけ 3 レん こくみん ところ じ い みん 

イスラ ェ \ 人 は 可な り 早い 時代から、 一 神敎を 信じた 國民 である。 處 が ホセ ァの 時代に は、 民 

し 3 ち は、 > じん れいはい おこな た こくみん とく ぞんじた いはい して ま ごと この も 

衆 は 地方 神パァ \ 禮拜を 行 ひ、 爲 めに 國民 道德は 漸次 頹廢 し、 ホセ ァが 指摘せ し 如く r 此 地に は 

せいじつ あいじ やう £t み し こと あんこくじ にい くわ t こ こくみん 5i U t モ こ 

誡實 なく、 愛情な く、 神 を 知る 事な き」 暗黑 時代と 化して ゐぉ。 其處 で、 國民を 斯うし お 堕落の 底 

二 豫言券 ホセ ァの 社會訓 二 〇 九 
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5 も€? は こと たん せい もら こと 

をな せ 6V、 彼等 を 生める 者 は 恥づべ き 事 をな せり。」 (何 二の 二、 四、 五) などと 嘆 聲を洩 L た 事 さ 

おも せ、 J レ よく み なけ か はし こと かれ いく. U び はんもんみ 

へ ある。 思 ふに ホセ ァは 聖職に ある 身から、 どんなに 歎き 悲んだ 事で あらう。 彼 は 幾度 か 煩悶 澳 

ti う けっく わ つ ひ かみ かぎ じ みい かん ふ てい つ りえん は ラ ちく 』J し 5 い 

悩した 結果、 遂に 神の 限， 9 なき 慈愛 を 感じ、 不 負の 妻 を離緣 放逐せ やに、 何處， （- まで も 忍び 愛 

こと ,0 けつ J) *- かみ しん ふ 3 ふ i 亇フ あら は 

する事に意を決し^:£。 此處に 神 を 信じた ホセ ァの失 婦道が 表 はれて ゐる。 

あい 5 ら y t ん *- いけつ だ ていせい くわつ は ひ のら おい ふ 仁- - に fey しゃ れ い クな 

愛に 裏切られた ホセ ァは、 一 旦淸 潔なる 家庭生活に 入った 後に 於て、 再び 墮落 者の 群に 入った 妻 

な あい IJ れ かれ んぢ ふた- ^ . あい fc i PA 

ゴ メ X を 尙ほも 愛し， 5^。 之 彼 は 「汝 苒び往 きて H ホパ に 愛せら るれ とも 轉 りて 他の もろ，， （-- の 刺 

むか ぶ ii タ くねし あい し モん ごと るの もの あい かん いん おこな 

に 向 ひ、 葡萄の 菓子 を 愛する イス ラエ 〃の 子孫の 如く、 其 つれそ ふ 者に 愛せら るれ ども 姦淫 を 行 

ふ じん もい かみこ &き よ is ん しゃ さら じか くるし pr 

ふ 婦人 を 愛せよ」 (何 三の 一 ) との 神の 聲を 聞い ねからで ある。 豫言 者に は 更に 十字架の 苦み か鑕 

い ぜんしゃ、 リ ふせいく わつ おく きうら い らんに せいく わつ い 3 わく こ は がた つ ひ ふた- • 

いた。 それ は、 以前 娼婦 生活 を 送った ゴメ^ は舊來 の懶惰 なる 生活の 誘 或 を 拒み 難く、 遂に 與び 

fc らくし や ひれ い もの じ やう ふ ど れい う とき かの ぢょ すく ため た ち みの 

墮落 者の 群に 入って、 其 情夫から 奴隸 として 賣ら る、 時に、 ホセ ァは 彼女 を 救 はんが 爲に 直に 身 

レろ 49 ん し ぺん eij れい 5! の ぢょ じ い 5 み かれ モの と & こと みづか こく はく 1 ぎん ** い 

代金 を支辨 して、 奴隸 から 彼女 を 自由の 身に しお。 彼 は 其 時の 事 を 自ら 告白して、 「われ 銀 十五 枚 

おはむ ぎ はん fc め * の ふ じん われ これ い ti んぢ おは ひ わがた め と いん 

と大麥 一 ホ メ ル半を もて わが 爲に其 婦人 をえ た ひ.。 我 之に 曰 ひける は汝 多くの 日 我爲に 止うて 淫 

か こと たにん ゆ こと なか われ んぢ む か しか い 

行 をな す 事な く、 他人に 行ぐ 事 勿れ、 我 も 又 汝に向 ひて 然 せん」 (何 三の 二、 三) と 言 ふて ゐる。 

* こ ふ てい つま たい にん fc いあい み 4* つと. しんけん あら は > ^ け.^ 5. 一ん 

其處に は、 不貞の 妻に 對 する 忍耐と 愛に 満ちた 良人の 眞釗な スピリットが 表 はれて ねる。 一 見 男 


けい しん あいじん よ ゆん しゃ 

(四) 敬神 愛人の 豫言者 

しう け 3 しゃく わい かがく にい こラ けん なん い かみ にん！ &ん くわん れ どくとく けう 

宗敎と 社 會科學 になせ る ホセ ァの大 なる 貢献 は、 何と 云っても、 神と 人間に 關 する 彼 獨 得の 敎 

くん かれ fc-f じ じんしん もっと た*- しゃく わい りさ 5 その いく わつ て *,J かく しめ よ 6 ん しゃ かれ 

訓 であらう、 彼は當 時の 入 心に、 最も 正しい 社會 理想と 其 生活 を 的確に 示した 豫言 者で ある。 彼 

は イス ラエ 〃人に M ホ パを 他の 豫言 者と 異れる 意味で 敎 へた。 卽ち 自己の 體驗 から r ま は イス- フ 

み いじん い しんしんく わん はつ ぺ 3 しんじん くわん けい ふ 3 ふ くわん けい おい み くわん ゆ.？ 

ェ 〃の 愛人な- 9」 と 云 ふ、 新裤 觀を發 表して、 神人の 關係を 夫婦の 關 係に 於て 見た。 換言せば、 

かみ あい これ けっこん けいしき くわん けい おい しんじんく わんけ い へう めい 

神 は イスラ ェ 〃を 愛し、 之と 結婚した 形式と 關 係に 於て、 神人 關係を 表明し おところ にホ セァの 

とくち や 5 すく は この てん すな は ざい らい しんくわん だいく ゎタ みや 3 は 4i い 

特長が あるので ある。 少 くと も此點 が、 乃ち 在來の 神觀に 一 大 光明 を 放った と 言って よい。 

よ &ん しゃ おい せ い ぎ ー1. 二い か A おい じひめ い み 

豫 言者ァ モスに 於て r 正義 公平』 であった 神 は、 ホセ ァに 於て は r 慈悲と 愛」 として 見られた。 

れい にく まつ f ごて *U さ- あ *9 ひ あい み ひ しん も f ふ かん お じゅん くわん けい つみ けが 

靈も肉 も 全く 相互 的に 捧げ 合 ひ、 相愛し 相 信じ 合 ふ 夫婦 間に 於け る 純な 關係 を、 罪に 汚れた ィ ス ラ 

じん す 5 か 5 ぞっ にい あい はんしつ かみ くわん けい おいみ よ t ん しゃ 

ェ \ 人と 崇高 絶大なる 愛 を 本質と する M ホ バ 神との 關 係に 於て 見やう としたの が、 豫 言者ホ セ ァ 

& りょく か しょに い * う かれ もうな 5 かみ ねづ あい ぺ v しゃ モ こ 

の 努力であった。 彼の ホセ ァ書 第二 章に は 彼の 懊 偕と 神への 熱愛と が描寫 されて ゐる。 其 處には 

じん かみ つ ** ひとりごと さは 》1 が いは 

イス ラエ〃 人 を 神の 妻に シンボライズした 獨 言が、 極めて ドラマ テタ〃 に畫 かれて ゐる。 曰く、 

なん ぢ は. * あ： t つら かれ づ 44 t われ かれ 4- つと もら なん S ら 

r 汝の 母と あげつらへ、 論辨 ふこと をせ よ、 彼 はわが 妻に 非 や、 我 は 彼の 夫に 非ざる な-. =N、 汝等 

5i く かれ モの か は いんか •> のみ モ のち ぶ さ あ ひ 11 かんいん しか われ かれ は 

斯 して 彼に 其 面よ， 淫行 を 除かせ、 其乳房の間ょ.0^姦淫をのぞかしめょ。 然ら ざれば 我 彼 を剝ぎ 

二 豫 官 者 * セァの 社會訓 二 一 一 
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すく ひいに ** つ り いけに へ り よ 3 にん ぢょ f y みに ケ vyv- れいはい しゃ けいこく べんたつ しゃくね い 

から 救出す に は、 祭祀と 犠牲お 利用して 男女の. 風儀 を亂す 偶像 禮拜 者を警 吿鞭韃 する のが、 社會 

^^^^ めい い ft. じ かく みづか くろ レ けいけん い *f さけ f 

革命の 第 一 步 だと 自覺 したの が、 自ら苦き體驗を有するホ セァの叫びでぁっ^^樣でぁる。 

たい よ t ん しゃた ち いづ ぐ 3 ざ、プ れいはい たい ね づょ はん い しめ とく しゃく わい i マ At く 

ー體 イスラ ュ ルの豫 言 者 達 は、 何れも 偶像 禮拜 に對 して、 根強い 反對を 示した。 特に 社 會道德 

ふ はい U いきん いん ぐ- ゥ ざ3 れいはい ちょく 5i ん は ぐ たいてき し 5i めいはく はん たい こ & あ 

の 腐敗の 一 大近因は偶像醴拜な^^と直感して、 極めて 具體 的な、 而も 明白なる 反對の 聲を皐 げた 

よ けんしゃ はん たタ じ れいはい いんか-ひ れい .9 

の は 豫言者 ホセ ァ であらう、 何と なれば、 當 時パァ 〃禮拜 によって 淫行の 靈を植 ゑつ けられた ィ 

ひ と I おい * の さい レタ けラが ラ いんか、 > す はは こくみんせい はくわい 

スラュ ダの 人々 に 於て は、 其 一切の 宗敎 行爲が 、「淫行」 そのものであった。 卽ち國 民 性の 破壞、 

し く， ねい S. で とく たいはい しう け V ふ はい i-5 らい かくしん * ご 

社 會道德 の 頹廢は 宗敎の 腐敗が 招來 した もの だと ホセ ァは 確信した からで ある。 其處で ホセ ァ 

りき 4^ つ や 3 I , ま つりい けにへ よみ fct たず こ. * ろ よみ 仁- 4 

は、 ァ キスが 力説した 樣に、 rH ホパは 祭祀と 犧牲を 嘉し給 はす、 只く だけた る 心 を 嘉納し 給 ふ」 

さけ これ かれ こ乂ろ t もな y し& しり * かみ つか みら fc^ せい ぎ こ. ，ジ icr- おこな 

と 叫んだ。 之 彼 は、 心の 伴 はざる 儀式 を 斥けて、 神に 事 ふるの 道 は、 只 正義 公道 を 行 ふに ある 

か 入し. C かれ たう じ しゃく わい もく してき かれら くら あ いんかう 

と 確信し おからで ある。 されば 彼は當 時の 社 會惡を 指摘して、 『彼等 は 食へ ども 飽か や、 淫行 をな 

えめ 51*; 、 モ §こ- ろ や いん だ. 7 さけ あたら さけ その ひと こ-ろ 

せど も其數 まさす、 其 心 を H ホバ にと むる こと を 止 むれば な- 5。 淫行と 酒と 新しき 酒 は 其 人の 心 

パ は，、， い つ ひも ^ しゃく わい に 34 く がいたん れれ ら 

を 奪 ふ」 (何 四の 一 〇、 一 1 ) と 言って、 遂に 地にまで 落ちし 就 會道德 を 慨嘆して ゐる。 我等 はホ 

しょ じょじ 5 つ *0 し 5 け タ くわん ねん おい ぐラ ざ5 れいはい つみ ゆん いん じ や 5 よく き や V 'て 5 すなな いんか V 

セァ 書に 叙述され た 其 宗敎觀 念に 於て、 偶像 禮拜 による 罪の 原因が、 情 愁の强 調、 及ち 「淫行の 

れい ** よ さと みい こくし や じん ^*く しょ， りさん え 

靈」 に 迷 はさる る ことで あると 悟った 愛 國者ホ セァの 人格 を賞讃 せざるを得ない。 


わ れなん ぢ 4 こ， レ f 

我汝 をめ と て 永遠に 至らん 

仁.* 、し 4v おは やけ いっくし み あはれ み 、 んぢ 

公義と 公平と 寵愛と 憐憫と を もて 汝を めと- 9 

變る ことなき 眞實を もて、 汝 をめ， とるべし」 (何 二の 1 四 I 二 〇) と。 

いじ や 5 かん i き み こと は かれ か 5 てう しゃく わいくん ち タレん し さ.？ あら すな は かれ 

以上の 感激に 満ちた ホセ ァの 言に は、 彼の 高調せ る 社 會訓の 中心思想が 表 はれて ゐる。 卽ち彼 

. せいぎ こ 、ッ へい しん つ みい ち v せい レん じん くわん けい むす 5 へ おい こん んし ，5 えう いしん この ゆん り 

の 正義、 公平、 親切、 愛、 忠誠 等 は 神人の 關係を 結ぶ 上に 於て 根本 主要な 精神で ある。 此 原理 か 

しんじんく わんけ い ます の、 リ みつ S_J く は したが こ じん か ていお よ こく か しゃくね い 5 ん ぜん はったつ み 

ら 神人 關 係が 益々 濃密の 度 を 加 ふるに 從ひ、 個人、 家庭 及び 國家 社會が 健全な 發達 をな すと 見た 

のが ホセ ァの 神學 である。 又豫言 者の 人生 觀 なので ある。 

,v は しんじんく わんけ い つ し とくしつ かていお おや こ くわん けい しんじんく わんけ い 

終りに、 神人 關 係に 就いて、 ホセ ァの敎 へた 特質 は、 家庭に 於け る 父子の 關 係から、 神人 關係 

をし こと モ こ じふ こ たい し ぜん あい あ ふ -., つく • 

を 明かに 敎 へた 事で ある。 其 處には 慈父の 子に 對 する 「自然の 愛』 が 溢れて 美しい T イスラ H \ 

$^ iiiv わ. si これ われ こ よに かれら よ したべ 

の 幼 か. 9 し 時 我 之 を 愛しぬ、 我ゎが子をェ ジブトょリ呼び出した-c^。 彼等 は 呼ばる、 に從 ひて、 

よぶ も と？ f r いけに へ え ぐタ ざ- リ ゆう .U 

いよ/ \ その 呼 者に 遠ざかり、 且つ もろ/^ の バァ〃 に 犧牲を さ 、げ、 彫りた る 偶像に 香 を 焚け 

,9。 われ ェ フ ライムに 歩む 事を敎 へ、 彼等 を 我 腕に のせて 抱け り、 然れど 彼等 は 我に いやされた 

し われ ひと もら つなすな は もい かれ も われ な：^ ぢ ：^^ 

る を 知らす。 我人に 用 ゐる索 即ち 愛の つな を もて 彼等 を ひけり。 ェ フ ライムよ 我い かで 汝を棄 て 

んゃ、 イス ラエ 〃よ、 我い かで 汝を わたさん や、 我い かで 汝を アデ マの 如く せんや、 爭で 汝をゼ 

二 豫言 者ホ セァの 會訓 ニニ 一一 


笫サ 一 章 俘闪前 LL 於け る豫言 者の 社會訓 ニニ 一 

はにか その- ri* い ひ 5」 と **た あら の ごと -i' る は ら ごと / 

て赤體 にし、 其 生れ 出て たる 日の 如くに し、 又 荒 is の 如くなら しめ、 潤 ひなき 地の 如くなら しめ、 

渴 によりて 死なし めん」 (何 二の 二 —三) と。 然るに ィ ス ラ ュ 〃人 は 之 を 馬 耳 鬼 風と 問き 流し、 依 

^ん あ i 一. しが K- つか ふた. * この to& いはら なんち At かせ た 

然として 異 神に 事へ たので、 再び ホセ ァは 『此 故に われ 荆棘を もて 汝の道 をふさぎ、 垣 を 立て、 

彼に 其徑 をえ ざら しむべし。 彼 は其戀 人た ちの 後 を 慕 ひ 行け ども 追及く ことなく、 之 を たづ ねれ 

ども 遇 ふこと なし」 (同 二の 六— 七) と 警告した ので ある。 

**た ざいにん せ， r- らい 5- み いか そのけ い.？ 4 つ しん しか そ， れ 仁 1* みく ：S つ ^^^1 

ホ セァは 又 罪人の 招來 する 神の 怒，. y と 其 刑罸を 信じた。 而も 其 は 只惡を 罰する 爲 めの 1?: 餅で な 

しんじんく わん はい みっせつ ため しんらつ けい ほつ これ じん かへ つ くんれん ま； i かリ ふ..、 

く、 神人 關係を 密接に せんが 爲の 辛辣な 刑罸 で、 之 は イス ラエ 〃人に は 却て 訓練で あり 又 幸福た 

しん この いみお い 4- かいぶん がく おい モ の ひ あ * み もい か じん. 0-0 しゃべ わい あい 

と 信じた。 此意： i に 於て ホ. y ァは、 世界 文學に 於て 其 比 を餘. 9 見ぬ 愛 歌 I- < 類 瓧會を 愛する 刺の 

愛 —を 書いた 詩人で ある。 卽ち、 

か tea! われ かれ さそ あら の みちび 

「斯 るが 故に 我 彼 を 誘 ひて 荒野に 導きい り 

つ ひ かれ こ-ろ な さ 

終に 彼の 心 を 慰め 

かし こ い た ii かれぶ に V はたけ あた 

彼處を 出づる や、 直ちに われ 彼に 葡萄園 を與 へん 

かれ. とき くに のぼ 2i とき ご と かし 13 

彼 は 若 か、， し 時の 如く、 エジプトの 國 よ.. y 上り 來， 5 し 時の 如く、 彼處 にて 歌 はん 

その ひ なん ぢふ fc-f よ わが を. つと よ ， 

其 日に は汝 再び， ハ アルと 呼ばす して、 イシ (吾夫) と 呼ばん 


&a 化-っざぷ.^ゃ g しん こ^ にら じゃラ せいくね ゥ きはん 44 こじん じんかく しう や./' はじ 

天地の 實在 者なる M ホ パ神を 信じて 之 を 日常生活の 基本と なし、 先づ 個人の 人格 修養に 始まり、 

これ はんぜん かてい え 5 そ つく つ ひ ちから せいしん ぶんくね しゃく わい ひいせ い い しゃ 

之が 健全なる 家庭の 要素 を 作り、 遂に は 力 ある 精神 文化の 社會を 形成す ると 云 ふの が ホセ ァの社 

パ ねい 力 さ； J- かれ しゃく わいくん gsa は かんたん えう りゃタ え る す はは しゃく わい かい ざ 3 ま その 

會 理想であった。 だから、 彼の 社 會訓は 極めて 簡單で 要領 を 得て 居る。 卽ち 社會の 改造 は 先づ其 

il ん い き モ • U じん かてい かい ざう はじ しか これ ら ないて & てんの ち- みつ せつ くわん け：.，' ひす 

圑體の 基礎で ある 個人と 家庭の 改造に 始まる、 而も 是 等が 內 的に、 天父と 密接な 關 係が 結ばれた 

-C きおい かてい しゃく わい か V- じ やう のみ タ い i き 

時に 於ての み、 家庭と 社會の 向上が 望まれ 得べき もの だと 云 ふ 事に 歸す るので ある。 

つ V" ゆん しゃ たう じ はんじん ぃタ しんくわん ii いくね うみよ 5 *^ 4£ そのし やく わい i- いしん かくめい もに *a 

次に 豫言者 ホセ ァは、 當時 一 般 人の 有せる 神觀に 一 大 光明 を與 へ、 又 其 社會に 精神 革命 を齋し 

た豫言 者であった。 彼 は ナザレの 耶蘇に よ. 9 て敎 示された 「神 は 愛な り」 て ふ不. i の聖 i と 同じ 

けづ i すな は ま くわん ぜん しゃく わいせい ど かみ たい ち 3 */ い し しん はう う をし かれ 4* 仁. S-A 

敎， #、 乃ち、 完全なる 瓧會 制度 は 神に 對 する 忠誠と 私心な き 奉行と にある と敎 へた。 彼 は 又 神 は 

に.^: b ん I し かう しじ ゃタ めいじん にん 5 "ん か*^ た*4 ゆな fc いし te-v っ1* 

人間に と hs て は 「至高 至上の 愛人』 で、 人間 は 「神の愛し 給 ふ 唯 一 の對 象」 であると 傳 へ，^。 で 

、 — ► こ 9> ゆい， I ^ / ？ い さ ぎ . ふ にリ とく もつ f へん レん はい け 5 f *1 いく わつ おち ひ 

あるから、 ホセ ァは此 愛の神 を 忘れて 偽誓、 詐欺、 不道徳、 壓迫、 變心、 背敎 等の 生活に 陷 つた 

ど、 > は .fi じん y いじ やう くわん そく とき 4 い かに かれ し 3 がん しゃく わい りさう モ G みん もく せ いく わつ 

同胞 イスラ H ル 人の 罪 狀を觀 測した 時に、 鳴 呼 如何して 彼の 主眼と する 社會 理想 を 其 民族の 生活 

ばつけ. 5 ノ M > たんそく い もい こく レ らく もい もつ タ 3 は う じん か A 

に實 現し 得る かと 嘆息した ので ある。 今愛國 の士ホ セァ が落淚 以て 同胞 イスラ ェ 〃人に 神よ. 5 の 

し A い つ. 《^ もから zとf^ A いは 

使命 を傳 へた 力 ある 言 を 見よ。 曰く 

1 . ► はに われ teAV なに はん ぢ もい じ や.？ く』 

r エフ ライムよ、 我 汝に何 をな さんや、 ュ ダょ、 我 汝に何 をな さんや、 汝の 愛愦は あしたの 雲 

二 豫首者 ホセ ァの « 會訓 ニー 五 


第廿 一章 俘 M 前に 於け る豫言 者の SM 會訓 二】 四 

ごと せ わが こ-ろ わが 3 & か は われ あはれ み も え / ねれ は： t / い- 5i 

ボイ ムの 如く 爲ん や、 我心 我 哀に變 りて 我の 愛憐 こと-.^ く 燃お これり。 我 わが 烈しき 震 怒 を ほ 

われ かさ はろ ぼ われ ひと かみ われ 

ど 乙 す こと をせ じ。 我 重ねて H フライ ムを滅 す こと をせ じ、 我 は 人に あらす 神 なれば な， 5、 我 は 

•£ んぢ い tJ いしゃ その へん 45 そく もっと もら 

汝 のうちに 在す 聖者な- 5」 (同 十 一 の 一 I 四、 八— 一 〇) と は 其邊の 消息 を 最もよ く洩 して ゐる 

おも 

loss ふ。 

(五) ホセ ァの 駄會 理想 

われ ら し， げタて t0 じ や V 'さ 5 み もの ねつれつ せつ げラ A かれ しゃく わい し ビ5 しゃ みん レ. S う V ん 

我等 は ホセ ァの 宗敎的 情操に 満ちお、 其 熱烈なる 說敎を 見る と、 彼 は社會 指導者と か、 民衆 蓮 

どう せんくしゃ い むし せっけ 3 しゃ しんがくしゃ f み しか かれし さ,/ しんか 3 せいく わつ, 5* よび モの 

動の 先驅 者と 云 ふよ. 9 も、 寧ろ 說敎者 か神學 者の 樣に 見える。 然るに 彼の 思想、 信仰 生 活及其 

ちから しゃく わ 、，- ひんどう み よ ゆん しゃちう もっと モ しせて きふん に3 ^ こと ね Si なん 

力 ある 5® 會 運動 を見 ると、 豫言者 中で も 最も 組織的 奮鬪 家であった 事が 解る であらう。 何と なれ 

かれ をし しゃく わいくん ゃ乂 ちう しゃ タ てき かた ひ やす たん り f 

ば、 彼の 敎 へた 赴會訓 なる もの は、 稍と も すれば 抽象的に 傾き 易い 眾 なる 「理 想」 でもなければ、 

モの はんたい いは S-0 けう くん な すな は かれ じ しん した たいけん こ.^ ほんてき しぅ け *リけぃ けん _ 

其反對 な、 所謂 ドラマ テック 敎訓 でも 無い。 即ち 彼 自身が 親しく 體驗 せる 根本的 宗 敎經驗 から、 

た 3 じ しゃく わい しょさ 3 しん り しタ け. c りよ 3 は *r めん じ 5 くりょ けん 4v タ けっく わ キ』 は じ さいて てきよ、/' え 

當 時の 紕 會 諸相 を 心理 宗敎 の兩 方面から 熟慮 研究の 結果、 極めて 實際 的に 適用し 得た からで ある。 

ゅ& べんぜつ しゅ を か «vu tO 4s ん かくしん モ は ちゃ rO や か.^ ど 3 ^ ^ 

故に ホ セァの 辯 舌に は 1 種 胃し 難き 威厳と 確信が 備 はって、 聽者 をして 感動せ しめねば 止まぬ 慨 

しか じゃく わい f はふ りつ じゅんし 5 き 4； い し 3 け 3 しゃく わいせい & しふくわん てき fcvo ふ い ひい 

があった。 而も 彼の 社會 理想 は 法律の 遵守と か、 旣 成宗敎 ゃ社會 制度の 習慣 的 踏襲と か 云 ふ 形式 

て <ら それら ゆ ん りき て. 7 i にちじ や 3 せいくね つ じつ けん すな は > い fc- 

的の ものに 非 やして、 其 等 原理 甚調を 捕へ て 日常生活 を實 現す るの が 即ち ジレ であった。 言 は > -、 


に社會 理想 を說 いたの は、 ァモッ の 子 ィザャ である。 彼 は 『蕓」 の豫言 者と 言 はれ、 其當 時の 宗 

け 3 て 45 ひいし き いけに へ S-Tib のと タ ぞんく ひ てい モ のしん しゃくね いり さう せいしんし^ ぎ a 4! いしゃ とくはん かいき ふ つた 

敎的 形式、 犠牲、 献物 等 を 全然 否定して、 其 信 やる 社會 理想と 精神 生 義を爲 政 者 ゃ特櫂 階級に 傳 

へお 敬神の 政治家で ある。 

さ たう じ しゃくね いじ やうたい いかが い ぶつ しって^!1 はん えい たん れ 5 こう せ ^< とく けん かい 

偖て、 當 時の 社 會狀態 は 如何であった かと 云 ふに、 ュダの 物質的 繁榮 は單に 王侯貴族 や 特權階 

3 ふ にくて 4..- せいく わつ まんもく こくない お ちう り.？ かい @ふ レ i 一. い モの そんざい タレな か さう 

級の 肉的 生活 を 満足せ しむる のみであって、 國內に 於け る 中流 階級 は 次第に 其 存在 を 失 ひ、 下層 

ル くわい た ふ if ん くるし レ> くお いも. ぐ ** す /- ぞ く は こくみん めつ ほふ しと たど ミかな 

社 會の民 は 其 重い 負擔に 苦み、 社 會惡は 益々 その 度 を 加へ て、 國民は 滅亡への 死 途を迎 るの 外 無 

ありさお I £\ 5 れ こく か ち 、ひけん い たう じじ さくの 5 し さんか がう し ぢ ねし 

き 有様であった。 特に 憂 ふべき は、 國 家の 中 竪と言 はれた 當 時の 自作農 は、 資逢家 や 鄕士地 生の 

あっせい ^ il うかう ゐ くろし つ ひ その ざいさん しな ひんじゃ か れん まくら いへ .fi しょ さんじ £:n 

壓制 非道 行爲に 苦め られて 遂に 其 財 產を失 ひ、 貧者 は 可憐に も、 枕すべき 家 も 場所 もな き 慘狀を 

て. ナ， ' > > - D <^ 、 - » ^^^UK.^5» - Ir.- か > . おん， い.？，； へ， いふう わ 3 レゃ きもく はか ゆ 4.; ゃラ しゃと 3 .S こな 

呈す るに 至った。 加 ふるに、 外國 風の 流行、 一 般飮 酒の 弊風、 王者 貴族の 馬鹿 氣た 驕奢 等が 行 は 

にん ぢ よくわん けい びんらん もちろん こと こくみん iv> とく まった ら お Aa- か I ら 

れて、 男女 關 係の 紊亂は 勿論の 事、 國 民の 道德は 全く 地に 落ちた ので ある。 故に ィザャ は 『彼等 

A ぼ 1 もの うつに へ ノ 、わがた み うち まづし もの けんり もめし さん う： みなしご かす 

は乏き 者の 訟を 受けす、 我 民の 中の 貧き 者の 櫂 利 を はぎ、 寡婦の 資產を 奪 ひ、 孤兒の もの を 掠む」 

い たう じ ひじ ひきは ぢ ねし な もく キ」 つ せ 3 ねざ. H ひ か 比- ら 

(赛 十の 一 I 二) と 言って 當 時の 無慈悲 極まる 地 生や 責族を 詰責して ゐる。 又 r 禍な るかな、 彼等 

は 家に 家 を 建て つらね、 田圃に 田圃 を ましく はへ て、 餘地を あまさす、 已 ひとり 國の 中に まん 

1、 * 一/ たう じ し さん £i いき ふ ありさまして *v いか じ に い しゃくれ ひ ふ よい 

とす. K 同 五の 八) と當 時の 資產 階級の 在樣を 指摘し おところ に、 如何に ィザャ 時代の 赴會が 腐^ 
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笫廿 一 章 俘囚 前に 於け る， 豫首 者の 社會訓 ニー 六 

- ^ き ** ば つ S ご と，， この よ f? ん しゃ fc も かれ も タ くも こ As 

の 如く、 ヌ 直ちに 消 ゆる 露の 如し。 此故 にわれ 豫言者 等 AJ もて 彼等 を擊 ち、 わが 口の 言 を もて 

彼等 を 殺せ hN、 わが 審判 は あら はれ 出づる 光^の 如し。 %は"愛情^54|】びて#|1を？!&す、 嫩を 

し よろこ はんさい 

知る を悅 ぶこと 燔 祭に まされ. 9」 (何 六の 四 I 五) と。 

は. や > ？-ん , ， f がみ ふらう じつ 60 しゃくね い ふ ち 5 じつ ひと も く， ん^ ん し to- くわ- 

豫言者 ホセ ァの 言に よれば、 神に 不忠 寅なる 者 は社會 にも 不忠 宵で ある 人 若し 完,^ なる l^li 

*^,,ぃ.じ，ょ > , • ま， ズ. i ち. ぼん i つ しゅ かみ -*© もくてき レ S 

秩序 を 望むなら は、 先づ 天地 萬 物の 生なる 神と 其 目的と を 知る にあり と 云 ふに ある。 だから、 ^ 

意味に 於て、 當時 ホセ ァの 最も 貢献せ る は 『敬神 愛人」 の の. 16 く. «i と！ in つてよ からう。 1 はち 

. ^じんが ふ かみ あい れいの 5 たいけん レゃ くわいり さ、 A み タ 

神人 合 一 による 神の愛と 靈能體 驗がホ セァ の社會 理想と 見得る であらう 

三 政治家 ィザャ の社會 理想 

I じ i 一. い レゃ くわ i じゃタ た、，' 

(一) ィザャ 時代の 就 會狀態 

豫言者 ホセ ァが 北方 イスラ ュ 〃に 社 isl 理と 理想と を宣 傅して ゐ た^に、 敵き ノダ の.^ おが K 

ザん た し くわいて きざい &く も かタ みん 1* くて *5 ひ ：6 き もく 6 き なが W- う みづ 5- かへ りみ ふ レ to- ^^-3 レゃ まつ 

前に 幾多の！ M 會的罪 惡痴行 や 民族的 悲劇 を 目撃し 乍ら、 毫も 自ら 顧る ことなく、 富者の 豪奢と 跋 

に ぐね いこく ふう り. 5^ か 5 655 てい Am やうし や £ う はは つ I* み かう が、.' や ふん ぜ. --に 、に、 ん てう ^ &ひ i 一 

扈、 外國 風の 流行、 宮廷の 驕奢 等 を 尙も鑕 くる を 見て、 慷慨 已 ます、 憤然 かって 力まに の i 


めい かん こくみん し に 3 く しめい じ かく S タ a いは ひんみん か は ひせ -i' す 

命 を 感じ、 國民 指導 を 託された 「神の 使命」 を自覺 しねに 相違ない。 否 「貧民の顏を挽曰です^^ 

くに »タ ざやく おこな とく 4>ん かいき ふ た い ひ > ごと ふんがい あび - ぎ ていさう し はふく わん わ- f- ちゃく 

碎 く」. やうな 暴虐 を 行 ふ特櫂 階級に 對 して は 火の 如き 憤慨 を 溶せ、 、王義 貞操 もな き 司法官の 横着 

かう lO たい じんに う てんぷく じうる, Q は p> 45 ようちう かみ た た 4* わう こく モ こ 

行 爲に對 して は 「人道 を顚稷 せる 獸類」 と 罵倒せ る ィザャ の 胸中に は 「神の 建て 給 ふ 王 國」、 其處 

しゃく わいて き ** いぎ おこ は へい わ さいせいり よく み せ い；； S んてき せ いめい Ate ぎ しんてんち くわく 

に は 赴畲的 正義が 行 はれ、 平和と 再生 力の 満ちた、 精神的 生命の 漲った 「新 天地」 が 塞せられ 

てゐ たので ある。 彼の 六 章に 記されて ある r 聖な るかな、 聖な るかな、 聖 なる かな、 萬 軍の H ホパ。 

モ のえ いく わ 5 ぜんら か& りんざい せう めい *4K ろし たしか か じかくし めい しんこく かん 

其 榮光は 全地に みつ」 て ふ 『神の 臨在と 召命」 の 幻 象 は 確に、 新う し 自覺と 使命 を 深刻に 感じ 

y い い この おいかれし に 3 しゃ * たしう けうせ いぢ か 

お ィザャ の 一 大 モメントと 言って よい。 此 モメントに 於て 彼 は 指導者と して 又宗敎 政治家と して 

じかく え れい み&び みん * くまう さい こく r かい ざク ため しんしん けん レ いた はう し どり よ，/ 

の 自覺を 得、 神の 靈， に 導かれて 民族 救 濟と國 家の 改造の 爲に 心身 を献じ 死に 至る まで 奉仕 努力せ 

rp る けつ くわん： b ん にう もの. U うじ レ はいしゃ き f 

んと 堅く 意 を 決した ので ある。 換言せば、 ュダを 指導す る 者は當 時の 支配者 や 食 族で もなければ、 

ふ 5 しゃ じ やうり うし やく わい じんし K す 44 は せい かみ ちじ やう かみのくに けんせつ じんる. Q へい わ .fl う ふく あに 

富者 や 上流 社會の 人士で も 無い。 卽ち聖 なる 神の みが 地上に 神國を 建設し、 人類に 平和 幸福 を與 

う これ じん るる *- ん でん じこ しめい ふか £t ん か た/かと もくて 

へ 得る、 之お 人類に 宣傳 する のが 自己の 使命な と 深く 感じ、 斯うした 尊い 目的の 爲 めに 進んで 

しんしん な 11 しか かれ じ る せいしゃ べんたつ かく すい へ おの じ しん 

心身 を 投げ出した のが ィずャ である。 而も 彼 は、 當 時の 爲政者 を 鞭 韃覺醒 する 前に、 已れ 自身に 

Co 4* い しんて *： にい かくめい おこ li 5C ベ かく しん だい たん て 3 や し しゃく わい 3 ん？」 う 

此 精神的 大 革命 を 行 ひ、 動かす 可から ざる 確信から、 大膽に ュダの 朝野の 士 に社會 運動 を 試みお 

ので ある。 

11】 政拍家^-ザャの肚會理想 =1 九 


第廿 一 章 俘 前に 於け る豫苜 者の 社會訓 二 I 八 

fc じゃく レゃ ひ A にや あは ふ かう うかき かれ ねせ う ぢ ねし けんへ い おは ぢ 

し、 爲 めに 弱者 や 貧者が 憐れ 不幸であった かが 窺 はれる であらう。 彼 は 叉 小 地主 を 兼併して 大地 

ねし もの せんけん ふ しゃ はう か 5 もく きょ fc5 じ し はふく わん わ やく しゃ v-:e い どんよ ぐ こと とはいら 

主と な， o- し 者の 專櫂、 富者の 暴行 を默 許せし 當 時の 司法官の 横着、 商賣の 貪慾 を骐. f する 徒輩 等 

しつ お なん さつ わ 13 は ひ かれら もく よ ぜん ぜん もく くらさ ひかり 

を叱咜 難：！ 叩して T 禍な るかな、 彼等 は惡を 呼びて 善と し、 善 をよ びて 惡 とし、 暗 を もて 光と し、 

く； し も , - fc- ^fc にが もの わざ.^ ひ れら おのれ かしこ みづか 

苦き を もて 甘し とし、 甘き AJ もて 苦しと する 者な り。 瀰 なる かな、 彼等 は已 をみ て智 しとし、 自 

かへ り さと もの かれら *< ひな ひ め た *o ぎじん そのぎ う-? J 

ら 顧みて 聰 しとす る 者な h^o 彼等 は 賄賂に よりて 惡 しきもの を義 となし、 義人よ-. ^ 其 義を楚 ふ」 

sis ,p じんしんし にい ふ はい い こく か めつ ほふ ぜんら や S み あいこくしゃ 

(同 五の 二 〇~ 二三) と 叫んだ。 新く 人心 次第に 腐敗す ると 云 ふ 國家滅 G の 前兆 を 見た 愛 國者ィ 、ザ 

も はやこれ はう くわん もくし え かれ いは 5i ごと かく こ ふはつ しんか タ うへ ね てん たつ おも 

ャは、 最早 之 を 傍 觀默視 し 得 や、 彼が 巖の 如き 確固 不拔の 信仰の 上に 立ち、 天に も 達する かと 思 

かう けっし か-り し さ 3 もつ その 4* よ f はタ し ヒ. タ やう しんさ- 4 toa ひん みん 

はる、、 高潔 至高の 思想 を 以て、 其 迷へ る 同胞 を 指導し 檬と 一 身を献 げたので ある。 故に 貧民 や 

じゃくしゃ いは ゆる こんに も ひ さんしゃ とも しタけ 3 せ いぢ か けんしき い はう ふい レ やくね いり さ 3 い 

弱者、 所謂 今日の 無產 者の 友で ある 宗敎 政治家 ィザャ の 見識と 云 ひ、 抱負と 云 ひ、 社會 理想と 云 

と ぞっ にい る くわん い 

ひ、 誠に 絕大 の偉觀 であった と 言 はねば ならぬ。 

(二) ィザャ の 召命と 自覺 

政治家 ィザャ をして、 不拔な 確信と 深刻な 自覺と を 以て 起お しめたに 就て は、 其處に は、 色々 

タタ ev りい 3 かれ た3 じへ ブル じん せい ぢ しタ はう ち 3 しん *fi やく にい ね 5 

な 動機と 狸 由が ある。 彼 は當時 希伯來 人の 政治 宗教の 中心で ある ェ 〃サレ ムに 生れ、 約 四 代の 王 

れき し モ C あ ひに す こ けんたい しゃく わい かいかく タんど 3 も つ その eu よ 3 ちう fc*- せう 

に歷 仕して、 其 間 少しも 倦怠せ す社會 改革 運動 を敢 へて しおに 就いては、 其 胸中に 菅 ならざる 召 


レん |<づ か T 5! くめい さけ いは か ち タレん 4* ち あそびめ 

ると 信じ、 自ら 進んで 革命 を 叫んだ。 曰く r 甞 つて は 忠信な b し邑 いかにして 妓 女と はなれる。 

ひかし こタ へい A せいぎ モの *1 か やど い 44 ひと ころ もの なん ぢら しろ かね かす 

昔 は 公平に て充 ち、 正義 其 中に 宿 しに、 今 は 人 を 殺す 者ば かりとな りぬ。 汝 等の 白銀 は 滓と な 

なん ぢ ぶ il ケ しゅ みづ ♦* じ なん ぢ さたち ねす びと か fcv さ おのく ひな ひ よろこ おくりもの おひ 

り， 汝の 葡萄酒 は 水 を 交へ、 汝の長 輩 は そむきて 盜 人の 伴侶と なり、 各々 賄賂 を 喜び、 贜财を 追 

もと みなしご こうへい おこ やもめ うつたへ ^1れ ら まへ い も； i 

求め、 孤 子に 公平 を 行 はす、 寡婦の 訟は 彼等の 前に 出づる 乙と 能 はや J (赛 一の ニー —二三) と。 

か し 4! いしゃ もと しゃく わい じ やうたい いよ.， \ あくく わ 5 $ こくなんい ti かくしん 

欺う しお 施政 者の 下に 社會狀 態が、 愈々 惡 化して 行く ので、 ィザャ は 正に 國難 至れ， 9 との 確信 

ふる ひた しゃく わい じ や 5 くわ ぜっけう しか f じ し はいかいき ふ これ こ あた 4* す/.. - ふ y いたく 

から 振起って 社會淨 化を絕 叫した。 然るに 當 時の 支配階級 は 之に 一 顧 をも與 へす 益々 不義、 赞澤 

りゃくに つ ゆ.！ は しゃく わい みに し さう ふうみく みく くわ こと ふ じん ^1«ょ えい おが 

掠奪 を 極めた ので、 社會は i れ、 思想と 風俗 は 俗化す るの みであった。 特に 婦人 は 虛榮に 流れ、 

もとこ これ ぐわん ろタ ぶつ レ いみり さ むすめら 

男 は 之 を 玩弄物 視 すると 言 ふ 有様で あつおので、 ィザャ は r シォン (M \ ナ レム) の 女 輩 はお ご 

うな ぢ みる め こび しづく あゆ A モ のめし おと この 

hyf 項 をのば して 步き、 眼に て媚 をお く b 徐々 として 歩み 行く、 其 足に はりん^ -と昔 あり、 此 

to& しゅ むすめら かしら かれら みにく 占 ころ た t その ひ し S かれら A し 

故に 主シ オンの 娘 等の 頭 を かぶろ にして、 H ホパ 彼等の 醜 所 を あら はし 給 はん。 14- 日 主 彼等が 足 

タろは くしろ つ がた かざり み-わ タでゎ か Sf おは ひ かんむり すね かざり おび S びわ はなわ こ-リムく .7 は 

にか ざれる 美しき 釧 をと， 9 半月 飾、 耳環、 手釧、 面帕、 華 冠、 脛 飾、 柳、 指環、 鼻 環、 公 服、 外 

» か？ sk ろ かせみ かしらね ぎ か つ ぎ とク りゃく とりの 4" fc* しか かぐ かう あし， に は ひ 

衣、 金袋、 鏡、 首帕、 被 衣 等 (巽す) を 取 除き 給 はん。 而 して 馨 はしき 香 はか はりて 臭穢 となり、 

^ > な は， うる も かみ はなや ころ ，0 かわ あらた i- ころ ，0 

刹 はか は. 9 て繩 となり、 美 はしく 編みた る髮 はかぶろ となり、 華 かなる 衣 は 變，. y て 粗布の 衣と な 

り シォ ンは荒 廢れて 地に すわらん』 (同 三の 一 六— 二 六) と 非難して ゐる。 

2 政治家 ィザャ の社會 理想 ニニ 一 


第廿 一章 俘囚前 に 於け る豫言 者の 社會訓 ニニ 

(三) 施政 者に 對 する 社會訓 

こく か かい y タ みん # く つ さい とく かみめ さ じ かく さ，. "しょ と 

國 家の 改造と 民族 救濟が 特に r 神よ. 9 召命され た」 と自覺 した ィザャ が 最初に 取つ-? i ス- ズッブ 

r とく けんかいき ふ しう け-;' か ら もい ひき しゃ くわいが い 6 く おこな いは to るた、 f じ し 4* いしゃ たい 

は、 彼の 特權 階級 や 宗敎家 等と 相 率 ひて 厨 會害惡 を 行 ひつ S あつお 所謂 當 時の r 施政 者」 に對す 

かく せい うん ど-り かれ ら じゃくしゃ ひんじゃ ぎゃく い ことおび た t モの せいく わつ ゐ かく ひん じ や さんじ やう い 4i 

る覺醒 運動であった。 彼等 は 弱者 貧者 を 虐待す る搴 夥しく、 其 生活 を 威嚇 さる、 貧者の 慘狀に 痛 

iJj うじ やう * う れつ はん こ てき きぶん しはい かい 含 ふ ふ V/7 とく さけ かれ こく か き きふ とき -0 

C 同情せ る ィザャ は、 猛烈な 反抗的 氣 分で、 支配階級の 不道德 を 叫んだ。 彼 は國家 危急の 秋に 爲 

せい しゃ い たづ ねい か 3 せいさく はし しタ は、 り か けいしき とら if いく わつ くり かへ ふ しゃ じ こ 

政 者が 徒らに、 外交 政策に 走つ おり、 宗敎 家が 形式に 囚 はれた 生活 を 繰返したり、 富者 は 自已の 

り じ S ん はん えい とラ おひ ひととき けい こく すな は い はやし き かぜ うご ごと 

利潤 や 繁榮等 を 追求む る 時で はない と 警告した。 即ち ィザャ の 言 ふ 『林の 木の 風に 搖 かさる、 如 

そのこ-ろ どタぇ V わ V たみ オペから ♦* こと かみ しん せいく わつ かいぜん べん 

くに」 (赛 七の 二) 其 心が 動搖 して な た 王 も 民 も、 須く眞の神^^ ホ パを 信じて 生活 を 改善せ よと 鞭 

たつ か せいしんしゅぎ てきき ぶん きた おの たみ ちゃうら 、> しょわう さは いひた ** 

韃 したので ある。 欺う した 精神主義 的氣 分が rH ホ パ來 b て已が 民の 長老 t 諸 王と を審 きて 言 給 

なん ぢら ぶ にラ はたけ く あら まづし もの かす なん ぢ いへ なん ぢ 

はん、 汝等は 葡萄園 を 食 ひ 荒せり、 貧き 者より 掠めと- 9 たる もの は汝の 家に あ hso いか なれば 汝 

ら わが 仁み t づし もの ？1 は ざ ふん こと は あら は 

等 は 我 民 を ふみにじり、 貧き 者の 面 をす & くだく や」 (同 三の 一 四 II 五) との 義憤の 言に 表れて 

これ よ 6 ん しゃ し はふく わん ふ せい かう る ま あた もく £j き み しの これ し 

ゐる。 之豫言 者ィ、 ザャ は、 ュダの 司法官の 不正 行爲を 面の 當 b 目齷 して、 見る に 忍びす、 之 を 指 

て 4 "なん *_」 つ かれ その 5 る ぺ しゃく わい もく し；！ み がいたん ^ 

摘 難詰した ものである。 彼はァ モスが 其赦す 可から ざる 社 會惡を 親しく 見て 慨嘆した やうに、 欺 

ゆ そ ざいあく さ. CN あら つ ひ こく かひへ い はめつ みちび ん いん 

かる 恐る ベ き 罪惡を ュ ダ から I 掃す るに 非 ざれば、 遂に は闕 家お 疲弊せ しめ 破滅に 導く 近因に な 


われら の fc*4 &ぉ a いへ. お 51 い 3 つく いへ ひと す 

の H ホパ 我等に つげて 宣 はく、 實に 多くの 家 は 荒れす.？^ れ、 大 にして 美しき 家 は 人の 住む ことな 

いた にん ぶに 3は仁 け ゎづ fc- こべ jP っゎづ 5? の 

きに 至らん。 十 段の 葡萄園 僅かに 一 パク をみ の， 9、 ーホメ 〃の 穀物 は 僅かに 一 ェパを 實るぺ し」 

(五の 八 I 一 〇) と 皮肉った の は 無 i からぬ 事で ある。 

こく か さん ：6 ふ ち こ じん せう にんたい く ん しか レ さん 

ィザャ の アイデア では、 國# の 產業地 は 個人 や 小圑體 に獨專 さるべき もので はない。 而も 賢產 

しゃいい きふ てんねん し & ん どくせん ひんじゃ せ 5 の かへ り にちや じ こ くれい らく ふ もつ 

者 階級が 然の 資源 を獨， 專 して、 貧者 や 小農 を 顧みす、 日夜 自已の 快樂に 耽けるな ど は、 以ての 

こ と も この ありさ. ** つ ** か モラし やく わい ひと.. *\ ,ゥ へ ひ さん ぞ く は ゆ 

外の 事で、 若し 此有 檬を績 くるならば、 下層 社會の 人々 はい やが 上に も 悲慘の 度 を 加へ 行く のみ 

だと あへ お。 其 I で ィザャ は 彼等の 貧 慾 生活 を 責めた。 彼 は g う 言 ふた。 

わざ は ひ ft れ ら - あさ お こせ さけ おもと よ と t*i さけ モ のみ 

『禍 なる かな、 彼等 は 朝つ とに 起きて 濃 酒 を 追 ひ 求む。 夜の ふける まで 止り ての み、 酒に 其 身 

かれ ら さかもり こと ひつ つ i- み ふえ ぶ ：i ラレ A r み わざ 

を やかる、 な hN。 彼等の 酒宴に は 琴 あ， 5 瑟ぁ. 9、 鼓 あり 笛 あ- 9 葡萄酒 あり。 され ど H ホパ の作爲 

モ のて た *t ところ め か- わが. ti み ひち とりこ その； i ふ 

を か へ -9 みす、 其 手の なし 給 ふ 所に 目 をと めず。 斯 るが 故に 我 民 は 無知に して 慮に せられ、 其責 

•CSC もの モの もろく のた み かわき つか は かれら えいぐ わ かれ ら ぐんし ふ かれら ぎに は ひお よ よろこ たのし 

顯者 はう ゑ、 其諸民は渴にょ..^て疲れ果てん。 彼等の 榮華、 彼等の 群集、 彼等の 饒富 及び 喜び 樂 

ひと みな そのな か いやし .；0 の た ふと もの ひく め たか もの ひく 

める 人 皆 其 中に おつべし。 賤き者 は かがめられ、 貴き 者は卑 くせられ、 目 を あげて 高ぶる 者は卑 

さ c'v こ v へ 、，■ もが せい せい ぎ い 

くせら る ベ し。 然れど 萬 軍の M ホパ は公卒 によりて 尊め られ、 聖 なる 祌は 正義に よりて 聖 とせら 

れ給 ふべ し」 (賽 五の 一 111 六) と。 
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6*4 くに あい fc A * "いしゃ ふ はや あ ft かれら t ぺ^ら こくみん .3 ヘラ 

ィザャ は亦餘 -9 に國を 愛した が爲 めに、 爲政 者の 腐敗 を 摘き、 彼等に 須く國 民の 師表た る べき 

こう し にう とくせい くわつ しめ t への かれら t ひな ひ もし 

公私の 道德 生活 を 示せと 迫つ お。 けれども、 前に も 述べた やうに T 彼等 は賄赂 によ. ON て惡 きもの 

たやし た マし を ひと モ のた i* しき い ふ 5 ふ いさい ほん こ うく ぜん おこな 

を義 となし、 義人より 其義 をう ば ふ」 と 云 ふた 風に、 不正 裁！： が 公々 然と 行 はれお。 されば ィザ 

^,7 れつ これ こう 4" ん わざ は ひ ふぎ お 6.1 て asvj やく しも もの れ ら とはレ 

ャは 猛烈に 之に 抗言して、 「禍 なる かな、 不義の 律法 を さだめ、 暴虐の こと を錄す 者よ、 彼等 は乏 

もの 3 つたへ 5 わがた み 5 & t づし もの けんり や- め しんにい タ « みなしご . ^の かす 

き 者の 訟 お受け や、 我 民の 中の 貧き 者の 權利を はぎ、 寡婦の 資產を 奪 ひ、 孤 子の 物 を 掠む」 (同 十 

の 一、 二) と 篤 倒した ので ある。 

レ さん ^いき ふ yc e い * ゥん どう 

(四) 資産^ 級の 覺^ 運 勤 

わ 5 ぢ い お はや さん！ t ふ さかん おこな ぐ わい こく ほ. 3 え et- い こぐ i«\ ん びん 

クジァ 王 治世に 於け るュダ は、 早くから 產 業が 盛に 行 はれ、 外國 との 貿易に よ.^ て 異國の 珍品 

. to に ふ こく か す. <- はんえい き は とくい じに い レか このぶ つし つぶん くわ とも とくけ- 44ki きふ 

が 輸入され、 國家は 益々 繁榮を 極めた 得意の 時代で ある。 然るに 此 物質 文化と 共に 特櫂 階級が、 

* の a つ **- が 3 しゃ せいく わつ ひさ ぼ JJV/ みん し にい ひ へい はだ とく し さん |t いき ふ 

其 欲する が 儘に、 豪奢な 生活 を 貪った ので、 國民は 次第に 疲弊す る 許りであった。 特に 資產階 叙 

せん わう モの， いりょく ふる したが し jt ん 4^ん いう ひんじゃ らう どう かへ り いた 

の專横 は、 其 勢力 を 振 ふに 從ひ、 ュダの 資源 を專 有し T 貧者の 勞働」 を 顧みな かつおので、 至る 

ところ く 力れ いく わう さ、/' ていたく けん ざう これ しゃく わい けんり ひし ひ にう とく かう る じつ 5,0 

處に、 i 麗宏壯 な 邸宅が、 建造され たと ある。 之 は 社 會原狸 を 無視した 非道 德行爲 で、 實に容 すべ 

ざい あく この S も ひと ほい せい ぎ かう へい し 5 ちゃう れ <& わざ は かれ & 

からざる 罪惡 である。 是 故に、 人一倍 正義 公卒を 主張せ る ィザャ は 彼等に r 禍 ひなる かな、 彼等 

いへいへ fc おは. U たはお く は よち おの りくに 、ゥち す ** 

は 家に 家 を 建て つらね、 田圃に 田圃 を 加へ て 餘地を あまさす、 已れ 一 人國の 中に 住ん とす。 萬箪 


くらさ も 5 ， ヒみ お i い ひかり . み し か ，4? ら す もの 3 へ ひかり てら なん ぢ仁& ま モ^ よろ こび 

「幽暗 を步 める 民は大 なる 光 を 見、 死 蔭の 地に 住める 者の 上に 光照せ. 9。 汝 民を增 し、 其歡喜 

3i、 .5- れら よろこ， a えもの わか たのし ， ごと なん ぢ まへ よろこ 

をカピ しおま ひければ、 彼等 は收獲 時に 喜ぶ が 如く、 掠 物 を 分つ ときに 樂 むが 如く、 汝の 前に 喜 

んぢ かれら お ， くび *u * のかた わ もと レ へね もの つ *i なり • これ- - >vo ひ .ゅ 

70 そは汝 彼等が 負へ る 軛と其 肩の 笞と、 虐 ぐる 者の 杖と を 折、 之 を 折て ミデ アンの 日の 如く 

ナベ みに it.* か つ. y もの ち ころも みな ひ -o^ 

なし 給 ひたれば な， 5。 總て亂 れ戰ふ 兵士の よろ ひと、 血に まみれた る 衣と は 皆 火の 燃く さとな り 

h^y り みどりご ゥ -れら う ** われら りこ あた まつりごと ゆか ね 

て 焚るべし。 一 人の 樓兒 我等の ために 生れた- 9、 我等 は I 人の子 を與 へられお b。 政 廓 は 其 肩に 

* の tt きめう きし U いの 、> かみ えい _?!ん< ち- へい.；！ S と 、は. メ /3 ^^trowor^i fJ-SJ 

あ b 、其 名 は 奇妙、 また 議士、 また 大 能の 神、 永遠の 父、 卒 和の 君と 稱 へられん。 其 政事と 平お 

4i く はは かぎ かつ くら & すわ * のく に IV さ ぃ** のち， と 一 i.;- い こ * うへ V せい 

と は 增し加 て窮 りなし、 旦 ダビ、 デの 位に 座りて、 其國を 治め、 今よ. ON 後 永遠に 公平と 正義と を 

これ U これ たも た ♦* a ん ぐん ねつ レん これ な. U ま I 

もて 之 を 立て 之 を 保ち 給 はん。 萬 軍の H ホパの 熱心 之 を 成し 給 ふべ し」 (赛 九の 二 I 七) と。 

おも A しん J 、く こん ほん &ん そく せい ぎ こ- A へい これ みら じんろ な せいぶつ かう ふく ふく し 

思 ふに ィザャ の觀た 神國の 根本 原則 は、 正義と 公平で、 之が 凡ゆる 人類と 生物の 宰 福と 福祉と 

い おそ へ い-わ ，. くゎ.ん せかいし か ぶんがく ちミ レょ へいわし はさない はづ 

なると 云 ふに あった。 恐らく 卒 和に 關 する 世界 詩歌 文學 中、 ィザャ 寄に ある 「平和の 詩」 程內容 

f ふ うづく し そのと くし 5* てん さ す、 r- せつ みら 

豊富で、 美しい 詩 はなから う。 其 特殊な 點は 左の 数 節に よく 表 はれて ねる。 . 

こ- り わう 4* いざ すべ 4* さ モ のさみ たち こうへい つか ひと かぜ 

r 兹に 一人の 王 あ， 9 正義 を もて 統治め、 其 君達 は 公平 を もて 宰 さどらん。 また 人 ありて 風の さ 

おは あめ か は ち-み づ ft がれ ごと * つみつ か -ち おはい い， は 

けど ころ 暴風の のがれ どころ となり、 旱 ける 地に ある 水の 流の 如く 倦 疲れたる 地に ある 大 なる 岩 

か 4- ごと み ， f . め まものみ- か fc む き. さね ■ ら の- こ. 5 ろ . 

ji の 如くな らん。 ES? る もの ゝ目 はくら まや、 聞く 者の 耳 は 傾け 聞くべし。 跺 がしき 者の 心 はさと 
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しゃく わい りさ 5 しん こく 

(五) 11^ 會 理想と しての 神國 

むかして つがく しゃ り さ -f き やう む さう せい v か よ £ ん レゃ かみ く-に 

昔 哲舉者 ブラト， ンが 『理想 鄕」 を 夢想した やうに、 政治家で 豫言 者で ある ィザャ は 「神の 國」 

り さう さう けい へ ブルよ &ん しゃち V 'さいしょ よ 5s んしゃ これ かれ しんでん み 

を 理想 懂懷 せる 希 伯 來豫言 者 中 最初の 豫言 者で ある。 之 は 彼が ェ 〃ナ レム の 神殿で 視た、 グ イジ ョ 

もん じ せいしんかい わ./' こく り さラ てきけ いしん あいじん し i? しゃ ちう しん けんせつ 

ンに 暗示され た 精神 界の 王國 であって、 理想的 敬神 愛人の 指導者 を 中心として 建設 さる、 もの は 

* のせい しん 5 んどぅ くわん せい わ 5 こく い せ いぢし さう かれ しゃ • くわい 

『其 精神 運動に よりて 完成 さる ぺき 王國」 であ つれ。 言 は》、 ィ、 ザャの 政治 思想 も、 又 彼の 社會 

くん みなこ の^んり わりだ モこ かみ えいきう へいわこく ぺぅ しゃ すな は 

訓 も皆此 原理から 割出された もので、 其處に は、 r 神に よる 永久の ギ 和國」 が描寫 されて ゐる。 卽 

^ わ 5 ひとびと ぼく はう じん じん しう ゆき 5 お ぼい 

ち ィザャ は、 彼の ス \ ズ 王と ュダの 人々 が 北方 イスラ ェ 〃人と ァ ラメ ァ 人との 製 撃 を 受けて 大に 

なや こくみん かみ とくべつ は ご もと せい やすん 5 つ 

惱む とも、 國民は 神の 特別なる 保讒の 許に 生 を 安 じ 得る と吿 げたので ある。 

しゃく わい かいかく こん »ん しんじん くわん けい みつ つ りきせつ やう しゃべれ いか ラじ やう 

ホ セァ が社會 改革の 根本 は 神人の 關係を 密接に する にあり とカ說 しお 樣に、 ィザャ も社會 向上 

き てう かみ おそ ひと あい こ かみ し はい とう V ょ** こく a, えぶ-? i 

の 基調 は 神 を 畏れ、 人 を 愛する にあり となした。 之れ ィザャ は 棘の 支配し 統治し 給 ふ 國家は 永遠 

さか わす じこ かみ はな さ こくみん な こく か たう ぜんめつ A ふ しん 

に榮 え、 神 を 忘れ 自巳を 神と なして 離れ 去る 國 民より 成る 國家 は當然 滅亡す ると 信じた からで あ 

しんこく み モ こ し せいしゃ くわん り せ いぎ こうへい とく けんかいき ふ き 

る。 であるから、 ィザャ の r 神國」 を 見る と、 其 處には 施政 者 や 官吏の 正義 公平、 特權 階級の 犧 

i- い ちう せいお よ じひ レ はいしゃ けいしん もい じんと $ せいしん えい てきへ いわ か う ふく くに いよう 

牲、 忠誠 及び 慈悲、 支配者の 敬神 愛人 等の 精神から、 永久 的 平和 幸福が r 神の 國」 の內容 として 

ぺぅレ や いま £i れ む さ， c じつ ゆん どりょく しゃく わい りさ 3 れい さす こ も み 

描寫 されて ゐる。 今 彼が 夢想 實 現に 努力せ る 社會狸 想の 例 を 左に 少しく 擧げて 見やう。 


もたら こく か えいき 5 てきへ い わ さう ざう ^ん こくく ホん い , 、• ふ、.？ J あ^-し 

との 新しき 國家 である。 而も 永久 的 平和 を 想像した 神 國觀と 言って よい。 其處に は、 毫も 或 種の 

ひと たち jffo ちう いは 5ろ かく めい かいき ふ とう f 化： つ にう ぜ， ん ( し； S かう こと よ 

人達が 熱中す る やうな、 所謂 革命と 階級 鬪爭 のみの 唱導と は 全然 趣向 を 異にして ゐる 來 るべき 

しんり さう こく おい K5 ん もく みん 4> く とうさ 5 かう と. フ ど- A ぶつ かそ. ゥ つぎ やく. us vfc V は ゆる う r.J^>? 

「新 理想 國』 に 於て は 民族と 民族との 鬪爭 だと か、 高等動物の 下等動物 虐待な ど 云 ふ 所謂 审鬪が 

X せひ ぶっこと， ヽ 、-ゎ ふん & S せい たのし へ ブル いし 含 ぜんたい にいへ う *!J は 

無くなって、 生物 悉く 卒 和の 零 圍氣に 生を樂 むとの、 希伯來 意識の 全體を 代表す る、 極めて テピ 

り さ、/' き や 5 と ， 

力水な 理想 鄕が說 かれた ので ある。 

、 じ やう か，" に... 《 の きた if-- ぢ. 5* し さう とく 5i れ りきせつ しゃく わい り さう ある ていど は レゅ 

以上 簡單に 述べ 來 つた 政治家 ィザャ の 思想、 特に 彼の カ說 せる 社 會狸想 は、 或 程度まで は 保守 

f き * くて き きら ひ レか かれ ち. じ やう し.：^ こく け.：？, つ.， . K 、し.! い i ド. 5 

1 で 貴族的の 嫌がない でもない、 が 然し、 彼 は 地上に 『神國 を 建設』 すると 云 ふ 社會原 狸と 理想 

ていせう 4- ん でんしゃ お そら やくせい しょ おい かれみ ぎい， f の. } v^) . 

の 提唱 宣傳 者と して は、 恐く 舊約 聖書に 於て は、 彼の 右に 出 づる者 はないで あらう。 彼の 敎 示せ 

しやく わいくん こん ほんり さう S; ん にい おい な は か うんようて よ 5 え おも _ しか 

る 社 會訓の 根本 理想 は、 現代に 於ても 尙 且つ 運用 適用し 得らる、 と 思 ふ 而も 之 は ナザレの ィ H 

と かみ くに かう つる ぉモら き 3 やくせい しょちう せいくね い くわ ごん 

スの說 いた 「神の 國」 と 好 一 對で、 恐く 舊約 聖書 中の 精華と 言っても 過言で は あるまい。 

四 豫 言者ミ 力 の 社會訓 

し さう かう けつ る にい てん いう IhlT- やく よ &んし 4 ちう きょ へな しょう t>y7 じ にい お {4 せい 

思想の 高潔 偉大なる 點ょ 力、 優に 舊約豫 言 者 中の 巨擘と 稱 せられた ィザャ と 同時代に、 同じ 精 

四 豫首者 ミカの 社會訓 ニニ 七 


第廿 1 窣 俘 S 前に 於け も珠苜 者の 肚^ 訓 ニニ 六 

6 レき ど t りし fc す. < ： vfc ， ， おろ . ■ ふ Jii 卞 レ ， 

.9 て 知識 をえ、 吃 者の 舌 は 速 やけく あざやかに 語る を 得べ し。 愚かなる 者 は 再び 尊貴と よばる、 

こと さかし *a もの ふ ii- 11 いじん よ こと おろ なる .0 のおろ かね モカ こ 

事な く、 狡猾なる 者 は 再び 大人と 呼ばる、 事な かるべし。 そ. は 愚者 は 愚なる こと を 語 h^、 其 心に 

ふ y よ IJ し A こな r み ら ゆた う.. .0*の I にろ J, ぶ ノ メか S- 

不義お かもし、 邪曲 を 行 ひ、 M ホバに 向 ひて 妄 なること を 語り、 飢ゑ たる 者の 心 を 空しく し、 渴 

もの いんれ う は さかし fc もの 6b うつ は _ かれ くわに て き 一 いつはり こ. C は 

ける 者の 飮料 をつ き 果てしむ。 狡猾なる 者の 用 ゐる器 は あし v-、 彼 あしき 企圖を 設け 虚偽の 言 を 

くろ レ もの & ぼし もの ことわり tta これ * こな ii ふと ひと た ふと はか リ ごと 

もて 苦む 者 を そこな ひ、 乏き 者の かおること 正理 なる も尙 之.^ 害へ り。 零き 人 は 尊き 謀略 を まう 

つね た ふと こと おこな 

け、 恒に 尊き 搴を行 ふ。」 (赛卅 1 一 の 一 —八) 

か h5 りさう こ く ぐん こくしお VU 含 て 5 けん る 4 ん 12 い しょこく り さ 3 モ 9 & 3 しん 

斯く イデ ャの 見お 『理想 國」 は軍國 主義 を 墓調權 威と した 現代 諸國の 理想でなくて、 其 中心が 

じん く くわん ぜん しゃく わい せい ど ちつじょ そしき こく か ？ V, のう f ^ しゃく わい U さ。 う. ^よう 

人格で ある。 完全な 社會の 制度 や 秩序 組織の みの 國 家でなくて、 其 上に 神に よる 社 脅 理想 を 運用 

くわつ よう う じんかくしゃ じ A り つ こく か この あた くに レん こく とくちょう たん さつ 

活用し 得る 人格者の 樹立す る國 家で ある。 故に 此 新ら もき メシ ャの國 (神 國) の特徵 は、 難に 殺 

ほつ ぐん びくわん ぜん こく か いぢ けいざい け 5 いく と- > ぢ こく だ， ) な せい.， 

伐た る 軍備 完全な 國 家と か、 政治 經濟 ゃ敎 育に よらての み 統治 さる > -國家 でも 無い。 刺の 政治の 

おこな しん へい わ 1J ん ほん てう r I. おはかみ こひつじ とも やさ へう こ や ぎ， £ ふ 

行 はる、 r 眞の 平和」 を 根本 基調と せる、 彼の r 氣は 小羊と 共に 宿り、 豹. は 小山 羊と 共に ふし、 

こラし ,v じ- 1 こ にもの とも を ち ひ わら ぺ A ちび め うし くお くひ もの とも く t こ 

犢、 牡獅、 肥えた る 家畜 は 共に 居，..' て 小さき 童子に 導かれ、 牝牛と 熊と は 食物 を 同に し、 熊の 子 

ラレ こ i ふ し V 3 し JJJJ ねち くら ちのみご 5」 くじ や ち こて 

と 牛の 子と 共に 臥し、 獅は 牛の 如く 藁 を 食 ひ、 乳兒は 毒蛇の ほらに たは むれ、 乳ば なれの 兒は手 

まひし あ い か わがき よき や いづこ モ こな こと やぶ こと ^ 

を螅の 穴に 入れん。 斯くて 我 鎏 山の 何處 にても 害 ふ 事な く、 傷る 事な からん」 (赛十 1 の 六 I 九) 


こくみん そのし りし よく た くひ もの ゆ & こく かれら すべから こく り ,^み 

も すれば 國民を 其 私利 私慾の 爲 めに 喰 物と するな ど は 赦すぺ からざる 國賊， た、 彼等 は 須く國 利 民 

ばく た こく か はう し い けん かれ ** * の おそ さい くわ せ- f らい 

福の 爲め國 家に 奉仕す ベ き， たと は ミカの 意見であった。 ，たがら 彼 は 先づ其 恐る ベ き 炎禍を 招來し 

たタ めん せきにん レゃ し はいかい きふ" ひか ^u^l^o いこく は，， つ， / 

おる 當 面の 責任者なる 支配階級に 向って 猛烈なる 警 吿を發 した 

「我 言 ふ、 ャ コブの 首領よ、 イス ラエ X の 家の 侯但 よ、 汝ら聽 け、 公義 は汝 等の 知るべき 事に 

あら なん ぢら *> ん にく もく この た A & か は.，；^ はね にく わ^ HI にく バ ら-、 • 

非す や、 汝等は 善を惡 み、 惡を 好み" 民の 身より 皮を^ぎ、 骨より 肉 を e^.9、 我 民の 肉 を 食 ひ， 

は モ のぼね くに これ さ キ. ざ なべ いる もの ごと / か へ なか い." にく ご u • ； 

その 皮を剝 ぎ、 其 骨を碎 き、. を 切， 9 刻みて 鍋に 入る 物の 如くし、 鼎の 中に 入る 肉の 如くす. 1(^ 

三の 一 —三) 

r ざ，， あく おい X せい y あら は す はは えい £ ム 6 ん ザ，， t U a. メ しゅ.， と K , 

新う した 罪 惡に對 して 神 は， 正義 を 表し 給 ふ、 卽ち 永遠に 安全な りと 思惟され お 首都 ュ ルサ レム 

•f-A めい % けい » つ はいきょ くわみ そこい 

も、 サマリ ァの蓮 命 も、 神の 刑罸 によ- 9 て 忽ち 膨输と 化する 。「視 よ" ヱホバ 其處ょ b 出で てく た 

ち たか <_5とこ ろ ふ fit *i かれ レ； i £ た に S —ひ ** へ fe.^ ば ► fi^ 

.•9、 地の 高所お 踏み 給 はん。 山 は 彼の 下に 融け 谷 は 裂けたり。 火の 前なる 蠟の 如く、 坂に 流る る 

づ ，ゴ £ is- なに あら お か ところ なに あら，.. < 

のぎし、 ャ コブの と は 何 か、 サ マリアに 非す や、 ュダの 崇邱と は 何 か、 ェ , サレ ムに 非す や。 

-5 0i ..I しづ 5- ぶ にう 5 A ところ まに そのいし たに な おと/.' モ^ もと，. あ f » 

isli^ がに 1^ サ マリア を 野の 石堆 となし、 葡萄 を 植る處 となし、 又 其 石 を 谷に 投け 落し、 其 基 を 露 は 

い や た 4* し はい かい きふ つに も のす ご じょじ 5 つ さい C 

さん」 (米 I の 三— 八) と は 憤 b 給へ る M ホバの 支配階級へ 傳 へた ミカの 物凄き 叙述で ある。 最後 

とく レ t ひ かれらし はい かい きふ たい モラす る & こ S »>ん てい ^ ，に I 

に ミカ は、 道徳 思想の 寐痺 せる 彼等 支配階級に 對 して 一 層銳き 抗言 を提 して ゐる。 其處に は、 モ 

四 豫雷者 ミカの. 肚會訓 ニニ 九 


の 

支レ 豫ょ 

配!^ 言！ t 


^廿 一章 俘闪 前に 於け る级苜 者の 社 訓 ニニ 八 

レ，^ もつ ふん *J さんち * んら くしつ しん かれ ^ ^^ん>ん > . ね， ん 

神 を 以て 蜜 起せし は ュダの 山地 モ レ シ-グ の 村落 出身の ミカで ある。 彼 は 紀元前 七 〇 一 年セ ナケリ 

レん L- ふ ほじ ちゃう モん じラ りん . As ちか へ *T いふ い に い 4« 

ブが 侵入して ェ 〃サレ ムを 始め 四十 六グ 町村 を 蹂躪し お 時に、 ガザに 近き 一 僻邑よ. 9 出で、 大氣 

え- * は 3.3 モんょ fs-,* し. P かんがへ うむ こくなん $ ぜん ど どう はラ に らく 

焰を 吐いた 農村 豫言 者で ある。 ミカの 考 では、 ュダの 被った 國難は 正しく ュダ 全土の 同胞の 墮落 

き、； S らい モの きんいん し は，， ゲ き -« "く ふ だフ わが せいく わつ われ ら ざい あく せ 

が招來 した もので、 其 近因 は 支配階級 や 貴族 富豪の 我儘な 生活に ありと なし、 彼等の 罪惡を 責め 

し 5i レ *- くわい *-ん^1く しゃ し はふく わん じ やうり うし やく わい ふ はい .i てき， これ- , £ N し；^ し > く：? い， り * さ. *i 

た。 而も 社會 の先覺 者た る 司法官 や 上流 社會の 腐敗 を 指摘し、 之に ュダの 取るべき 新社會 理想 を 

しわ ,^5 ( * のつ み K レ to- せい ぢ じ や；！.' けんち fc たい， ヌ.' 

示し、 堂々 と 其 罪 を 鳴らした ので ある。 イデ ャが 主として 政治 上の 見地 を 立てた のに 對 して、 豫 

it ん しゃ ど こ じゅんし うけ 、> てき h- っ淬 やくち たう じ し 含し や し に- ソ べんたつ ご じん 乇ん けい も ii ひ 

言者ミ 力 は何處 まで も 純 宗敎的 立脚地から 當 時の 識者 を 指導 鞭韃 したな ど は、 吾人の 尊敬に 惯す 

ところ そ こ しつば く けんぜん のう モん ふ しゃ i くけん かいき ふ ふ せいが 3 しゃ せいく わつ 

る 所の ものである。 其處に は、 資朴 にして 健全なる 農村が 富者 ゃ特權 階級の 不正 豪奢の 生活に よ 

しにい あら さび to- ち は-つのう か. r- みんじ ゃラ み レの ふんぜん た へいみん よう ご しゃ 

h.、 次第に 荒され 淋れ 行く 地方 農耕の 民狀を 見る に 忍び やして、 奮然 起った r 平民の 擁護 者」 と 

,c ふ の *7 そん よ 5s ん しゃ おも か t ,c ら 

して 仰がれた、 農村 豫言者 ミカの 面影が 表 はれて ゐる。 

し はいかい @ ふ ざい 

(一) 支配階級の 罪責 

しゃ に い }}•， i き や はな ゑん りよ じょうりう しゃく わい せ たう じ 

者 ミカの 第一 に 攻撃の 矢 を 放った の は、 ィザャ が 遠慮なく 上流 社會を 責めお やう は、 當時 

かい <ia ふ ひと. A\ いづ じに いさ f たい レ はいかい きふ む やみ しょく けん らん ょォ せラ ぢ 

階級の 人々 である。 何れの 時代 も左樣 だが、 一 體 支配階級 は、 無暗に 職 權を亂 用して 小 地 

ねレ けんへ い おは ぢ ねし モの え りじゅん もつ しゃ し わ- つ ちゃく せいく わつ ひさ ぽ や- 

主を兼併して大地まとなった.0^、 其 得た る 利潤 を 以て 奢侈 横着な^ 活を 貧るべき ではない、 稍と 


レ％# 顏ぃ爵 f if て、 nf く i から 鍵し まめた。 m&^p r§il あ， -て& を 

きり、 ^1, を 一::^ つる あるべし。 に 1^ あるが 故に 天 に 及べば 之 を 行 ふ。 彼 

ら t なに ひさば これ う * いへ むさぼ 4£ これ と ま； i ひと しへ； i モの いへ かす ひぶ しへ fc. • モ, のぶ i 

i は 田圃 を 貧り て 之 を 奪 ひ、 家 を 貧り て 又是を 取り、 又 人 を 虐げて 其 家 を 掠め、 人を虐 けて 其產 

. " ,10 いた み われ この やから ひか わざ は， ひ _ くに はf^► , 

を かすむ。 是 故に M ホパ かく 言 ひ 給 ふ、 視 ょ我此 族に 向 ひて 災禍 を 降さん と 謀る」 (米 二の 一 

K-r もこ き もぐ ふ V 'が、 リ かくせい くひ あらにめ うなが せいしん あら 3 I I 

丄ニ) と i ん だので ある。 其 處には 、ミカの 貴族 富豪に 覺醒 悔改を 促した 精神が 表 はれて ゐる 

» はキ ^は やが • て ュ ダを 一 » の 職し、 き 暴な 振^ をす る こと を豫 想し、 

-iK が となって iri のく あ" ト^むべき を、 ぉま 一お の » に 於て、 劇的に 叙述して ゐる。 それ は 

鰣 めて- i 勝^ ii で、 に rs らんと する の^ i」 が » はれて、 血 を 吐く 程の 愛 國者ミ 

し モれ か なん ぢ いへ とな もの みぢか 

力 を 11 ばし むる。 其 は 斯うで ある or 汝 ヤコ ブの 家と 稱 へらる、 者よ、 M ホバ の氣短 からん や、 H 

, * > 、c ご と £«1 こと. *t おこ な^- fcv しなもの ■ § しか わがた み ちかごろ おこ 

ホパの £if 是の 如くな らん や、 我 言 は 品行方正 者の 益と なら ざらん や。 然るに 我 民 は 近頃 起り て 

- . >t b »tf 6^ ..,0 はり の わがぶ に- > しゅ こぎ さけ JJ と なん ぢ よ i ん いふ 

i となれ リ、 だ 若し^に 步み、 識言 を 宣べ我 葡萄酒と 濃 酒の 事に つきて 汝に豫 言 せんと 言 こと あ 

t の ひとこの たみ ょ.-4"ん，^ゃ， ， ヽ .i < I J、 1 * ノ 

らば、 其人此 民の 豫言 者と ならん」 (米 二の 七 八 一 1) 

(三) 家と 宗教家の 堕落 

P "ズ の&^ にダ なから す 亂暴無 主義な 豫言 あが あつお やうに、 ミカの 時代に も、 厭に 氣取 

四 ^苜者 ミカの 肚會訓 二三 一 


第廿 一章 俘 S 前に 於け る豫首 者の 社會訓 二 1110 

さんち むら ま なが みら ふ y ふ せい おこ id のダ jv ん ひへい » し， はい か I い 

レ シ テ の 山地から 村々 邑々 を 眺めて、 凡ゆる 不義 不正 を 行つ て 農村の 疲弊 を敢 へ てな せる 支配 階 

きふ ざいあく せう らい きた さいく わ おも みいき や. ソ しゃ や 5 す さは は 3 ふつ 

級の 罪惡ょ 招來 する、 來 らんと する 災禍 を 思 ふ 愛鄕者 ミカの 様子が、 極めて 眷髴 として ゐる。 

いは いへ かしらた ちお よ いく を さた & こう ぎ にく ナぺて だ ^ しき こと もの 

曰く r ャ コブの 家の 首領 等 及び イス ラエ 产の 家の 牧伯 等、 公義 を惡み 、一切の 正直 事 を 曲る 者よ、 

なん ぢら これ e« なん ぢ.. ja & た ふぎ fc- モ かし ら た& 4<ひ な ひ 

汝等 之を聽 け、 汝等は 血 を もて シォ ンを 建て、 不義 を もて ェ 〃サレ ムを 建つ、 其 首領 等 は 賭賂を 

さは e! モ のさい しら あね ひ と しへ 4*た その よ f> ん しゃら かね と 5 らなひ は 

と て 審判 をな し、 其 祭司 等 は 値錢を 取りて 敎 誕 をな す、 又 其 豫言者 等 は 銀 子 を 取りて 占卜 を爲 

よりた い われらと も い 4* あら され わざ は ひ われら くに これ 

し、 H ホ パ に倚賴 みて 言 ふ、 M ホパ 我等と 偕に 在す に 非す や。 然ば 災禍 我等に 降ら じと。 是 によ 

なん ぢら ゆ は. U け たが , い しづか みや や ♦* き おひ： 

りて シ オン は 汝 等の 故に 田圃と な， 9 て 耕 やされ、 ェ \ サレ ム は石堆 となり、 宫の山 は 樹の生 しげ 

る高處 とならん』 (米 三の 九 I ニー) と。 

(一一) 貴族 富豪の： ^會}# 

よ ^>ん しゃ じ 11 い レ はいかいき ふ ぜんじゅつ ごと Ji らく じ やう ii い U リ じ ^ri 4" く ふ がゥ 

豫言者ミ^<の時代は、 支配階級 からして 前述の 如き 墮落狀 態であった から、 當 時の 貴族 や 富豪 

し ii が . どん よく しゃ し なが しゃく わい li うとく みだ はな は ii かれら へ ブル じん ながねん 丄こ きね / 

も、 從 つて 貪愁 奢侈に 流れ、 社 會道德 を亂す こと 甚 しかった。 彼等 は 希伯來 人の 永年 誇り 來 りし 

かみ もうしん みん はんしゅぎ て *0 し f * の あいこくしん ^1、ぅ はタ みい い せいしん いつ な 6 リ に， & 

神 を 中心とした 民 本 主篛的 思想、 其愛國 心、 同胞愛 なんど 云へ る 精神 は 何時の間にか 擲 つて、 日 

や にくてき せ もくてきせ いく わつ ちんで き £0! とく わい ふ が 5 fc*» モの よりょく ち はう の 3 そん ひろ の 

夜 肉的 世俗的 生活に 沈溺 する のであった。 故に 都會 にある 豪 達が、 其 餘カを 地方 農村に 廣く伸 

t す.^ わう はう き は くわ 3 けい もく ゆ & しん も 3 ふんがい fc*< かれ ふんぜん た かれら ひ 

して、 益々 横暴お 極む る 光 2^ ぶお 目擊 しお ミカ は、 心中 憤慨で 堪らない。 彼 は 憤然 起って 彼等の 非 


三の 五 I 七) 

り さ5 てき レゃ くねい * のレ ii うし や 

(四) 理想的 社 會と其 指導者 

、ゥ じ M い よ ib ん しゃ レ やくね いかい は タレ や . レんり S タ さやう か 3 て i 

何睹の 時代に も 豫言者 ゃ社會 解放 者 は、 「求らん とする 新 理想 鄉」 を 高調した。 特に ァ モス、 

ら モ M 4>ん しゃ； i& ところ レょ しょ タ しょう つう タく モ こ 

ホセ ァ、 ィザャ 等 は 其の テビカ X な 豫言者 達で ある。 處が ミカ 書の 四 章 五 章 を 通；^ すると 其處 

じんいく 4:5 レん り S うてきし やく わい わう， こ， 1/ . ひよ >じ ゆち . メ > こ， の.， - . 、 » 

にも、 人格 を 中心としね、 理想的 社會 (メシア 王國) か 叙述され てゐ る。 而も 此 メシア 王國 は、 

ぃ* », で t しゅ <- く みん もく -ぃ け ふ * い はん a , . はんこく. しょ，^;^ , お .1 /， ^VV^A-^ 

$11 の 撒な 一 種族と か、 一 民族と か 云 ふ 狭隘な 範圍 でな しに、 萬國諸 民にまで 及んだ 道義 的 精神的 

よ -> お う こく 51* 一 モ Z くに くに けん あ も ひせ かさ せん さ .3 なら 

の £ 容を槨 びた 王國 である。 故に 其處に は、 國と國 と は 劍を擧 げて相 攻め 令、 又 重ねて 戰％^ を 習 

、 いは ゆる かれ ら *V のけん くね 、> へい わ しか ぶりょくて なきや 3 せい よ 

はやと 一 j;- ふ、 ミカの 所謂 「彼等 は 其劍を 鋤に 打ち かへ」 てふ卒 和な、 而も 武力 的强 制に 由らぬ、 

、よせ、 ぢ ごつ レ て，， * ち す はは す 》! ひ く おは . ふ ぐ しゃ いや 

神の^ 治の みの 實 施せら る、 天地が 描かれて ゐる。 即ち 「末の 日」 が來 ると、 多くの 不具者 は 癒 

ひ あつおく しゃ かいは、..' かみ は えい *J ん へいわ かタ ふく レゃタ がい t のし う， 

され、 被 膨^ 者 は 解放され、 神 M ホバの 名に よりて 永遠に 1^ 和 幸福の 生涯 を樂み 得る と觀 たので 

こ A み り ざ- > てきへ いわき や 5 il いど 5 */タ い よ i ん ち、；' もっと と ちゃ タ 

ある。 之 は ィザャ の觀た 「理想的 平和 鄉」 と 大同小異の アイデアで、 ミカの 豫言中 最も 特長と し 

たもので ある。 

» らば^ 船 や はま かとき r に、 貴^の^ に 產れ、 『都 會の豫 言 者」 として 當 時の 特 

> * 、 、 *f1% レ ごう V ん to ごと いは とくね いじん * の レ だタ しゃ 气 び， ， ， ぐれち 3 ち ひ 

職^ 總 を&载 ii せる、 ィザャ の 如き 所謂 都會 人で なく、 其 指導者 は 淋しい、 「ュダ の 郡 中に て少 

四 言 者 ミカの 肚會訓 二三 一一 一 
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くちさ. しれぎ せつ さう よけん しゃ むれ > かれら ふ > ii い \4 ざ；， ず， U 

つお、 口先き のうまい 、主義 も 節操 もな き豫言 者の 群があった。 彼等 は 不正 不義 を敢 へて する 支 

は，， かいき ふ ひ な - きをく ふう がう 5」 ん よく がう ルゃ きっせき ^ し ；ぁバ こや 

配 階級の 非 を 鳴す でもなければ "貴族 富豪の 貪愁 豪奢 を 詰責す るで も 無い 私腹 を 肥さん として 

ち .？> じん さく」 A .^^れら a うくわん もく レ いは ゆる. くて きしう ひう か またけ, いくか， ) ：.^ 七^ぉ-^-べ 

地 1^ んを控 ^ する 彼等 を 傍 觀默視 せる 所謂 俗 的宗敎 家で あり 又敎育 家であった 否 腐敗 墮 落せる 

とく けんいい きふ くわん しん か ゎづか モ のち る さ- え かれん しょく i ふてきし 1> ひりし や > , — ， - ？ ノ， . P 

特權 階級の 歡心を 買 ひ、 僅に 其 地位 を 支へ 得お 可憐な 職業的 指導者で あつおの である され は斯 

きん 41 ん た わ は にら は S る ご よ...' しう けう か けうい く たう じ し to りゃうし や とく けんかい きふ， ^ ^-1} ifJl / f 

うしお 金 錢の爲 に 働く 所謂 御用 宗敎家 ゃ敎育 家に は、 當 時の 首領 者 ゃ特櫂 階級 を 指導 鞭韃 して、 

し くわ、， - ゾ1 いかくめ い な t しゃ. 7 こと あたか . うな もと -)J タゃづ -モ？ •、 

社會に 1 大 革命の 波紋 を 生せ しむる 事 は、 恰も. によりて 魚 を 求む ると 同様であった。 其處で ミ 

しめ * つ U われ. じ かく この かく レん かれら だいかく せい も^ 

力 は、 H ホパょ の 使命 を傳 へる の は 我に ありと 自覺 し、 此 確信から 彼等に 一大 覺 醒を與 へたの 

である。 Itri 滅は& の なれ ど、 頗る ュ ー モアに 満ちた 愛國 者で、 當時 迎合 主義 的 生 

も たん ，う、 く：？' しう か かくせい し にう かう てき よ ゆん しゃ _ かれ す こ t ぶ f, U ^ にと は 

に 甘 じた 敎育家 や 宗敎家 を覺醒 指導す るに は 好適の 豫言 者であった。 彼が 頗る 諷. li- に 富める 言て 

fc 、？じ しょく ゆうて e! し 5 か しつに くねう けい つぎ ことな あ； メ ) 

當 時の 職業的 宗敎家 を.^ 咜 せる 光景が 次の 言に 表 はれて ゐる 

わ 《■ t み . *5 ょ&ん しゃ は か ものう とき へい ，9 ん よ ゆ ノ、 , £f、u , 

「我 民 を 或はす 豫言者 は、 齒 にて 嚙む べき 物を受 くる 時 は 平安 あらんと 呼 はれ ども 何 を も 其 口に 

-.2 by f . ^ \ , J モ £ へ かれら い た さら な んぢ よ A 

與 へざる 者に. i ひて は戰 門の 準 をな す。 M ホ パ 彼等に つきて かく 曰 ひ 給 ふ、 然ば 汝らは 夜に 遭 

ふべ し。 復 異象 を 得 じ、 復卜兆 を 得 じ、 日 は その 豫言 者の 上 を 離れて 沒 h^、 その上 は 晝も暗 かる 

けんし 4- はぢ "に a くしゃ おもて A か みなと も その くちびる おは I ^ へ if ら C ^ V • ！ ■ ヽヒ』 

ぺし 見者 は愧を 抱き、 卜者 は 面 を赧ら め、 皆 共に 其 唇を掩 はん 神の 垂應 有ら ざれば な. 9」 (米 


八) と。 

レ 4- くわ 、て »5 か- め、， 、 じ i ヌ かれ しゃく わい ラん どう しゃく わいせいく わつ 一 J*<D.C かいか V* 

ミ の社會 的^ 命 は ヒゼ キア の 時代であった。 彼の 胜會蓮 動 は ュ ダ の赴會 生活の 根本 改革で あ 

fc5 じ & ういく か し か き * く ふが 5 いた はん .yi , > - » • J* う.. t 、 ^4 

つたので、 當 時の 敎育 家、 宗敎 家、 貴族 富豪から 痛く 反對 された のみなら す、 一 般 から 愤惡 の^ 

か ** かれ にいたん しう： b-3 ぼ..^ しつ ひ れき い. しう け 3 み. § ヽ 

とされお。 けれども 構 はやに、 彼 は 大膽に 宗敎の 本質 を 披瀝して 生きた 宗敎 を步む ベ きを 敎 へ た 

ナょ は ごい しゃう モ こ くに しう はう てい y あら これ ヽに * , 

卽ち第 六 章が それで、 其處に は、 ミカの 下した 宗敎の 定義が 表 はれて ゐる。 之 はァモ スの 下した 

て， ぎ お M づ J; fcv ん り ふ えん い おれ f 一お に 

定義と 同じで、 ホ セ ァゃィ ザ ャの傳 へた 原理 を 布衍した ものと 言って よい。 「我 ホ バ の 前に 何 を 

も 5 fc-s- かみ ± い はんさい およ た3 さい こうし モの みまへ いた ^ ^/) 

持ち 行きて 高き 神を拜 せん。 燔 祭の もの 及び 當歲 の犢を もて 其 御前に 到るべき か。 ^^ ホ ハ數 千の 

も ひつじ ぼん り 3 あぶら ♦* ろ こ わがみ や 4* ち ため • わがち や、 リ し さ"， f わが if しひ _ つみ ^ ^ I ^^^^ ？ 

牡羊、 萬 流の 油 を 悅び給 はんか、 我 想の 爲に我 長子 を献 げんか、 我靈 魂の 罪の 爲に我 身の 逢を敝 

ひと かれ さき よ こと なに なん ぢ つ なん ぢ もと た こ； C お *! ね \ し お \ ほ 

げんか。 人よ、 彼 先に 善き 事の 何なる を 汝に吿 げたり。 ュ ホパ の汝に 要め 給 ふ 事 は、 唯 正義 を 行 

も はれみ めい へりくだ なん ぢ かみ とも め S こと 仁う じ いけ ♦ に へモ KG の 

ひ、 憐憫 を 愛し、 謙， i.^ て汝の 神と 共に 步む 事なら やや」 (米 六の 六— 八) と は、 當 時犧牲 供物 を 

こと けい レ きしう けう とら こくみん せいしんて しう けう しんていしん ャ& をし しう け. ゥ； i いでん > し； i 

事と した 形式 宗敎に 捕 はれた 國 民に、 精神的 宗敎の 眞諦眞 髓を敎 へた ミカの 宗敎 體 驗 である。 眞 

しタけ 3 このみ じ かれ へ 5 めい ぜん ぶ ふく ^たかれ けう じ り さって きし々 わいくん この P- 仁-;. f,^— jlS は 

の宗敎 は此短 かき 彼の 表明に 全部 含まれて ゐる。 又 彼の 敎 示しお 理想的 社會 訓も此 T 正義と 憐恨 

ゆみ モ のしん *1 ん しんぴてき きそ お モこ .U うじ しせいし やき .jy ふ ^0 、- - れ. ：? じ. i 

の 神」 に 其 深遠なる 神祕的 基礎 を 置いて ゐる。 其處 から 當 時の 施政 者、 貴族 富豪 を はじめ 一 般人 

かくせいし だう れいて *7 せいめい なが で 

を覺醒 指導せ る ミカの 靈的 生命が 流れ出た ので ある。 

W 凝 言 者 ミカの 赴會齜 二 111 五 
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しょ 、ひ で しん- かれい は 1 - んぢ 

さきもの」 と稱 された ぺ テレ へ ム から 出る.^ のと 信じた。 彼 曰く、 「ベ -プレ ヘム、 H フ ラタ、 汝は 

ぐん ち 5 ち ひ しか *3A なん ぢ うら わが. U い * t 

ュダの 郡 中に て少 さきもの なり。 然れ ども イス ラエ 〃の 君と なる もの 汝の 中より 我爲 めに 出つ へ 

かれ ち J-fc よ もの かみ な to くわう よ た モの むれ やしな これ もん ぜ， ん 

し。 彼 は M ホパの 力に 由り、 其 神 エホバの 名の 威光に 由リて 立ちて 其 群を牧 ひ、 之 をして 安全に 

な ぃ4* ^^れ お はい もの ち はて * でお よ れ へいわ ，ゝ ► • * / - 

居らし めん。 今 彼は大 なる 者と な. 9 て、 地の 極に 迄 及ばん、 彼 は 平和な- 9」 (米 五の 二、 四) と。 

おも かん 《 'へ り さ ラレ やく わい し にう は く.？, レゃ わ， ひしゃ ス ぽ ，く,.? や 

思 ふに ミカの 考 では、，、 理想 社會の 指導 は、 牧羊者から イス ラエ 5^ の 王者と なつお 民族の 牧者べ 

や 5 じん かく しゃ へ ちょ、；' 

テレ へ ムの ダビデの 様な 人格者 を表徵 しおもので あらう。 

しゃ くねい くん 

(五) ミカの 社會訓 

X .*<ん し. P つ. t 一 し 4* くねい くん じっさいてき モ こ けん *4 ん ら こ i rti^ た 

豫 in 者 ミカの 傳へ 4^ 社 會訓は 極めて 實際 的であった。 其處に は、 一 見 何等 之れ と 言って 眼 ぎら 

そんざい ビ いく よ かんしゃ 仁ち しゃく わいて きこ. ゥ ぎ さけ やう しき じ や. ひりう レ やく. わい ざ. やみ， バ に- 7.^ ぺ 

しきものが 存在せ や、 代々 の 豫言者 達が 社會的 公義 を 叫んだ 樣に、 頻. 9 に 上流 社會 の罪惡 を 攻撃 

ごと み しゃ タ み よ ゆん てきち 3 ゆ じつみ フ すな は 

した かの 如く 見 ゆれ ども、 ェ レ ミヤの 二十 六 章 を 見る と、 ミカの 豫 言の 適 中せ る 事實を 見る 即 

54 れ やく きいき I； よ ：5>ん しゃ せい と その しんでん ざいあく た ぜ f,,rr* みれ 

ち 彼よ， 9 約 一 世紀 後、 豫 言者ュ レ ミヤが 聖都ュ ルサレ ムと其 神殿が、 ュ ダの罪 惡の爲 めに 全然 荒 

もく わ. H さんじ Aic\ つに ちょ- ジ あきら ^ こ ^ , ね-け 

地と 化し 茶て た 慘狀を 傅へ てゐ るに 徵 しても 明かで あらう。 其 處には 斯う ある 。「ュ タ の王ヒ ゼキ 

5 > じん たみよ &ん い はんぐん い 

ァの 代に モ レシ- ズ人 ミカ V ュダの 民に 豫 言して 言 ひけら く、 萬 軍の ュホバ 新く 言 ひ 給 ふ、 シ オン 

ごと たがや くづれづ^1 このへ や *i t3 ふ V たかき ところ * fc- • 1 * 

は 田地の 如く 耕され、 ェ 〃サレ ム は邱墟 となり、 此 室の 山は樹 深き 崇邱 とならん」 (耶 》p 六の 】 


A- つ * くレゃ ていこく ぐ わかいめ つ は./' 11 いたん は， ゆん：^. f ぶく. 、き ， ^3 ) »VJ ^ 

ュ， タの膨 tfl 者 アツ スジァ 帝國の 11^ 解 滅亡 を大 膽に豫 言饕吿 せる は ュ タの 南方 力 リラ ャの小 家 

t し r 'しん びと 、ひ、 か： vfi *f ん^ »(. ■ t うし や 3 ttl き ろく ScS る さいし ょレ 

桥 ^あの ェ ^ コ シ人 ナホ ム である。 彼 は 如何なる 人なる か は、 僅々 數 章に 止る 記錄故 委細 知る 由 

t しか くわ こ やく せい き わた ちゃうき かん モの！ a つ hi く ふ. J> - - i . >.^^^ 

も 無い。 然し、 過去 約 二 世紀に 亘る 長期 間、 其 暴力 を 振って、 アジ ャ より ェ ジ フト にか W て、 徵暴 

■r-I て， こく ^つ さ 7 * ■ こと し じつ しょ か か こくに 5 Z と 4." や 5 こく 

を1めたァ^§國の滅亡を豫1|曰しぉ事は史實でぁる。 ナホ ム誊は 彼の 苛酷 獰猛 を 事と した 强國 アツ 

うん. \ >Li ^ こ ち. P 、つねん ゆつ -し， * はう あ ひ て お. b さ. ぎ や,、 せ は 

ス リアの r 蓮. i 豫 i 一 n 詩」 であって、 其處に は、 長年 月 アジア 諸 邦 を 相手に して 思ふ樣 暴虐 を 極め 

11 く、 5 じ ラ きた し- - おつ うた すな は よ 6 ん しゃ せいなん こくみん ひき やう 

た國 家の 當時受 くべき 「來 るべき 祌罸」 が 歌 はれて ゐる。 卽ち豫 言 者 は 西南 アジア 國民を 悲境に 

おとしい もの ざい もく た うてい める かみ い， か り たち； ** £ ん スぃ fiSl ，- ： ) ゆ は 9 

陷 入れお 其 罪惡は 到底 赦 さるべき ではない。 神の 憤怒 は 忽ち 繁榮を 極めた ^ へ の陷 落とな り 

こ，、 か ^いたい ひ うん み さけ かれ- y しゃ なに £ も もつ ほく もと なや ふ， ぶ.^ ゃ&に ー&ー は. ぎ.^ く 

國衆 は解體 する の 悲蓮を 見ん と 叫んだ。 彼 は r 篛者 何故に 壓 迫の 下に 惱み、 不義 者 何故に 暴虐と 

>> sv a.- に s、 ； 、-. *c 4i 、 r. じう h-.a ふ VJ しゃ モの わう はう き は とき きお 

瞬 まと を ひつ、 き * ゆる か。 一 • はきの き は蹂醞 せられ、 不義 者が 其 横暴 を 極 むれ ど、 時來ら 

ぱ祺は US きをし i まなし 1 ふ。 まよ 一一 ネ ベ の 獻？, を」 とャぃ i きつ # した。 ナ ホ ム は 暴虐 無慈悲な ァ 

シス. >s ア^^の iit£ ^を" き& して 「獅 やの 穴 は 何處ぞ や、 小き 獅子の 物 を 食 ふ處は 何處ぞ や、 

* レ 1 • こし- , かしこ あ to- これ 一お * , . ^の -3 、 一 i r > vt, I • 1^ > tj 

雄 獅子 その子 獅子と 共に 彼處に 歩む に、 之 を懼れ しむる 者な し 雄 獅子 は 小 獅子の 爲 めに 物を嚙 

ころ めし i fc もの ころ ， *. の々 す、 5 ほ， ^ .5 ょノ. • -！ ノ. - 

み 殺し、 雌 獅子の 爲 めに 物 をく び. 9 殺し、 其 掠 獲た る 物 を もて 穴に 充し、 その 裂 殺し、 物 を もて 

チみ 5- みた い さつ せいりょくみ ii き やう こく 

住所に 滿す (翁 二の 1 一、 ニー) と 云 ふた。 察する に ナホ ムは 勢力 當 るべ からざる 强國 アツ スジ 

^ ナホ ムの 5^<^訓 二三 セ 


« ^廿 一章 俘 H 前に 於け る豫言 者の 社會訓 f.l 三 六 

五 ナホ ムの 社會訓 

き ！ 6 ん ん i 一い 亡い き しゃく わい じ や- f たい 

(一) 紀元前！^ セ 世紀の 社 會狀態 

さ^んさん にい せいき せいはん * じあ もっと へんせん おは か • こくみん I マ > とく たいはい じ だい 

紀元前 第 七 世紀 は 西南 lei 細 fsi にと...' て は、 最も 變遷 多く 且つ 國民 道德 の頹廢 せる 時代で ある。 

當時 アツ ス リア 帝圃は 名君 エサ ー" ドンと ァシ ュ ァパ 一 1 \ 〃の 統治 下に パ & 王の 領土まで 併吞す 

い. U * のい さは みだ ところ い その はんえい づ 5* いせ は 

るに 至. 5、 其 勢 ひ當る ベから ざる ものが あった、 處が 何時までも 其繁 榮は續 かなかった。 勢 ひに 

りん はう せいふく りゃくに つが. > しゃ な は ていこく ぐね かいめつ ほう とき 4* さ せっせん ちょうこ V 

任せて 隣邦 を 征服して 掠^ 豪奢 を 極めお アツ ス リア 帝 國も、 解 滅亡の 期將に 接近せ る 兆候 は、 

； I ゆら "ない たいはい しゃくね いせいく わつ めいはく しょうめい こく か ぐんび たん か ！^ちは か びへ い はい 

彼等の 腐敗 頹廢 せる 社會 生活が 明白に 證明 する のであった。 國 家の 軍備 は單に 形許，..' の備 兵の 配 

ち と s£ モ のちう けんせい めい ち V 'くん， あいこく し ぜんじ * & すが； i ぼつ， / f こく， ド し.. ふ" こ t ^ -、 すが 

置に 止り、 其 中堅 生命た るべき 忠君 愛 國の士 は 漸次 其 姿を沒 して、 國事は 私腹 を 肥す 爲 めに は 凡 

ぎ -r い ^.1 よう らく il*,"itv か て はく は- i' けいけん かなし 5 ん めい む. してん. 》 

て を 犧牲に 供せ る墮落 政治家の 手に あった。 故に 北方 イスラ ュ ル の經驗 せる 悲き蓮 命、 昔 天下に 

その ぶん くわ けん せい ぼ こ こ！ I 1 マ せう らい JJ と B くろし ほ / 15, つ/? - . り., 

其 文化と 櫂 勢 を 誇った 古羅 馬の 招來 せる が 如き 「苦き、 恐ろしき 滅亡」 を 見ね ぱなら ぬ有樣 とな 

つたので ある。 

あつ ^4く しゃめ つ f X & ん 

(二) 壓迫者 滅亡の 豫首 


六 ゼパ ニヤの 社會訓 

ァ モス、 ホセ ァ、 ィザャ の 三豫言 者の 時代 は 精神 訓練の 時代であった。 特に マナ セ 王と 其子ァ 

ぢ せいやく ねんかん よ 4? ん しゃ けう くんけ いこく 6： よせつ 

モ ンの 治世 約 五十 年間 (六 八 六 —六 三 九) は 豫言者 ィずャ と ミカの 敎訓 警吿を 拒絶して、 ュダを 

せいふ しゃ ぶんく わ しう け 5 ひろ もんこ かいはう のち ひ じ や. プ めんに う み f 

征服者 アツ ス リアの 文化と 宗敎 に、 廣く 門戶を 開放した ので、 後に は 非常に 面倒 を 見る 樣 になつ 

4- ん ねん はっくつ ひ ぶんちう これ くわん ゆん ぶん はっけん そう. U うじ し じつ かくしょう 

お。 先年 發 掘され たパ レス タイン 碑文 中に 之に 關 する 原文が 發 見され て、 一 層當 時の 史赏 を確證 

また この は v めん けん f にいく わう みや 5 あた こと すで しんがく しゃ しう ち こと これ よ たう じ すで 

し、 又 此方 面の 研究に 一 大 光明 を 與へた 事は旣 に， 神舉 者の 周知の 事で. ^る。 之に 依る と、 當時旣 

と ち はい f けいやくしょ ，しょ へ ブ ルりゃ 3JJ く れんしょな ついん か、 つくわん けいせき きう やくれ せ 

に 土地の 賣. 買 契約 證誊 がァ. スッス リアと 希 伯 來兩國 の 連署 擦 印で 交換され た 形跡が ある。 蔡約歴 

し， ： f r . もんこ かいはう， P たいや V 'しん どづつ き 

史 によれ は、 ュ ダ. が アツ ス リアに 門戶を 開放した が爲 めに、 パビ " ンの 太陽 祌シャ マ シュ、 同月 

かみ はじ はし かみ 》*\ れいはい ぶんく わ とも ゆ に ふ せいと おい しんでん これ こ. r 'どん 

神 シン を 初め 星の 神々 禮拜が 文化と 共に 輸入され、 塞 都ュ 〃サレ ムに 於て は、 神殿で 之 を 公然と 

れいはい また これ ビ うく わせん .* ん みん ふた- - こ ^ かみ れい 

鱧拜 したと ある (王 下廿 三の 五 )。 又 之が 導火線と な. ^て 一， 般民も 再び 古代 力 ナンの 神 バァ〃 禮 

拜を 許された やうで ある (同 六 I 七)。 

-^•6 ん しゃ へ プル みん もく はこり しう けラ ちう しん i レ しぅけぅ かい ^-c レ4- 

豫 言者ゼ バ 一 1 ャが、 希伯來 民族の 誇と しお 宗敎 中心 都市 ュ ダサ レ ム から、 宗敎 改革者と して 

六 ゼパ 11 ャの 肚會訓 ニー 11 九 


第廿 一章 俘闪 前に 於け も豫官 者の 社會訓 二三 八 

f f なん これ なく かみ * い y しょ .I' n くわん すろ 5j こと. H の 

ァを懇 像し、 何とかして 之に 報いん ものと、 「神の 正義と 勝利に 關 する 鋭き 言」 を 述べた ので ある。 

すな ォ ね； i r あ ゾ> ひく かみ あ" I むく もの いかり ねし おのれ さか 

卽ち rn ホ， パは 妬み 且つ 仇 を 報 ゆる 神、 H ホバは 仇 を 報 ゆる 者、 叉 忿怒の 生、 H ホパ は已に 逆ら 

むく おのれ てき もの むか い *« さほ e ふく もの めい れ 5 い 

ふ ものに 仇 を 報い、 己に 敵す る 者に 向 ひて 憤 恨 を 含む 者なら」 (翁 一 の 二) と 明瞭に 言 ふお。 

かれ た そのた ひ このかた みづ * いけに しょう * の はんえい そ 5 れい とし 

彼 は 又 「其 建ちし 日よ 以來、 水の 満 てる 池に 似た b」 と稱 された、 其繁 榮壯麗 な都帘 一一 ネベ 

つ ひ かみ け い tto か ； え しゃ.？ &ぃ かな^ A はい *v は > い t 

も、 遂に 神の 刑罰 は 免れ 得ざる ぺく、 將來 は必す 見る 蔭 もな き 一 廢墟 となり 終る とて、 今や パ ノ 

ごと モ のさん じ や 5 おも いは わ ザ；；^ ひ ら なが * ち モの ti か *< つた いつはり およ あら わざ み 

ラ ム の 如く 其 慘狀を 思 はしめ お 。曰く、 r 禍な るかな 血 を 流す 邑、 其 中には 全く 詭譎 及び 暴行 充ち、 

i すと や ひらお と わ と *- ろ .» と 5*4 1V$J は くる e- しゅ きへい はの ぽ 

掠め取る M と 息ます。 鞭の 音 あ. 9、 輪の 鼸く音 あり、 馬 は 躍り 跳ね、 車 は輾. 5 行く。 騎兵 馳せ上 

つ， 0>j やり ころ ものお びた * しか 》 ね や *i は レ がいかぎ り みなし かまね つ ** づ 

り劍 きらめき、 繾 ひらめく。 殺さる、 者 夥多し くして 死屍 山を爲 し、 死骸 限な し、 皆 死屍に 躓き 

た ふ tt ろ- い 仁れ *i んぢ 仁め な 4" I. r いづこ われなん ぢ と： a 

て 倒る。 一一 ネベ は .C びた hs と 言 はん。 誰か 汝の 爲に哀 かんや、 何處 よりして 我汝を 弔ら ふ 

も 3 たづ え しか ^^は しょ もく しょみん くるし てい こく 

者 を 尋ね 得ん や」 (翁 三の 二 I 七) と。 而 して 終りに ナホ ムは、 諸 族 諸 民 を 苦め た アツ ス リア 帝 國 

つ ひ み はい ほつ 5 

は、 遂に 神の 刑罰 を 受けて 

「滅亡せ たり、 空虛くなれft^、 荒れ果てお り」 (翁 二の 一 〇) 

い 4>ぃ y かみ しょう 力 か A ねた かみ かなら もに むく， か j1 み ，ゎす &ぅ "じ r ) 

と 言 ひて 正義の 祌、 勝利の 神、 妬みの 神が 必ゃ仇 を 報 ゆる 神の 聖 業を敎 示して ゐる。 


» かうて 5 し ヰく わいくん allj かんたん じっさいて き すな は せ いぢ か けう いくか レラ けタか 

ゼ パ 一一 ャ の高調せる！^會訓は極めて簡單で實際的でぁる。 即ち 政治家 も、 敎育家 も 宗敎家 も 

f くわいぎ ざ し <io と 3 もと みら はな かみ はい いだう ； i ちかへ けう じ 

偶像 、懐疑、 儀式 等の rH ホパに 悖る 道」 から 離れて M ホバ 神を拜 する 正道に 立歸 るべき を敎示 

かれ たう じ これらし にう レゃ ふ に らく tils を さ. a もき もく は レレ ごと モの さは *1 びと 

した。 彼は當 時の 是等 指導者 級の 墮落 を哀 いて、 r 牧伯等 (貴族) は吼 ゆる 獅子の 如く、 其審士 

せい W か し はふく ねん あし たまで なに のこ よ あさり おはかみ モ のよ ゆん しゃ けう いくか はこ 

(政治家 や 司法官) は明旦 迄に 何 を も 遺さざる 夜 求 食す る 狼の 如し。 其 豫言者 (敎育 家) は 傲り 

いのは * の 0- い レ しう けラ r . きょ もの けお きて やぶ こと い 

かつ 詐る。 其 祭司 (宗敎 家) は 聖物を JiC がし 律法 を 破る 事 をな せ b」 (番 三の 三、 四) と 言 ふて ゐ 

しか けつ ろん この か は は レ だう しゃ こ a き い 

る。 而 して ゼ パ 一一 ャは 結論と して、 此變り 果てた る ェ 〃サレ ムの 指導者 は r 罄を聽 き 入れ や、 

なしへ •/ よりたの おのれ かみ ちかよ けっく わ-. 1 >■ 

敎 歸 を 承け す、 M ホパ に依顆 ます、 已の 神に 近 倚らざる」 (同 三の 二) の 結果と して、 rM ホバの 

ひ ■ , 、 きな すな は われ たみ つど もろく くに あつ わ いき ど はり はか いかり こと， f 

日」 が 必す來 る、 即ち 「我 もろく の 民 を 集へ 諸の 國を聚 めて 我が 憤 恨と わが 烈しき 忿怒 を盡く 

モ のうへ tyi おもさに ぜんち ねたみ ひ to- き a ろ さけ 

其 上に 注がん と. 思ひ定 む。 全地 はわが 嫉妬の 火に 燒 滅ぼさるべし」 (同 三の 八) と 叫んだ ので あ 

る 

か. はくがい わ 5 せい じ にい よ .-i ん しゃた ち せんでん しょしんり よ けいけん ひと. *^ &、9 しん a いく 

斯く 迫害 旺盛の 時代に 豫言者 達の 宣傳 せる 諸眞理 は克く 敬虔なる 人々 の哀 心に 哺育せられ た。 

こ 4 , モく& ゎづか さい じタ けうて け 5 いく .H ラ らい S.I ぃレ 3 けう かいかく こ-ろ 

之が ョ シァの 即位す る や、 僅に 八歲 な， 9 しョ シァ を宗敎 的に 敎 育して、 將來 一大 宗敎 改革 を 試み 

"はに さい は ひ そくる にい ねん わ タ さい みづか じ ふゆつ かう じ にいね うらい レん 

んと 企てた ので ある。 幸に 即位 第 十八 年 ヨシ ァ王は 二十 五歲 にして 自ら 事業 決行の 時代 到 來を信 

/ さ， ほ, ほ.，々 ん しゃ しめ - ところ したが かいかく か の ラ かくしん き は ま 3 れつ ：35 けう かいかく かい レ 

じ、 曩に豫 言 者の 示した る 所に に ひ、 改革 可能の 確信から、 極めて 猛烈なる 宗敎 改革 を 開始し お 

六 ゼパ -1 ャの 社會訓 二 四 1 


第廿！ 章 俘 S 前に 於け る豫首 者の 社會訓 二 四 C 

あら とせ し ちう もっと こ， ん とん けう ふ みんこく じだい > > -, ノ せいふ ほ B 

表 はれた 時 は、 ュダ史 中 最も 渾沌；： i る 恐怖 暗黒の 時代で ある 何故か なれば、 魏誊に 「マナ セは 

め t へ あく おこ K つみ おか 5 へ， ク. な の . ち • お ほな が.， メ ， 

エホバ の 目の前に 惡を行 ひて、 ュ ダに罪 を 犯させた る 上に、 又 無辜 者の 血 を 多く 流して エダ サレ 

このはて "はて みね ごと いは 5 もい んレ じ やけ- f せいと さか 

ム の此 極よ. 9 かの 極にまで 盈せ b」 (王 下廿 一 の 一六) と ある 如く-' 所謂 淫祠 邪敎が Ml 都に 盛ん 

おこ y r z< t モのレ さ 5 しんか 5 およ *の*^ぃくゎっ すく ， どい フぇ， I;- e£ , ) これ もく 

に 行 はれ、 且つ 國 民が 其 思想、 信仰 及び 其 生活に 少なから ざる 勸 搖を來 しおから である 之 を 目 

i: き いく Ji み らタ じつ しもべ *D はくがい. H むこ ち 

撃した ゼバ 一一 ャは 幾多の H ホパ 神に 忠赏 なる 僕 等が、 マナ セゃ アモンの 迫害の 爲 めに 無辜の 血 

なが ふんかい み せぃ.^んかくめぃ た — 

を 流せる に 憤慨し、 敢 へて 精神 革命に と 起つ おので ある 

よ ：6 ん しゃた ち たい れつ はくがい おこ ひ レん はんけい はつ つね 

豫言者 達に 對 する 激烈なる 迫害が 起る や、 ゼ .， ノ -1 ャ は rn ホバの 日」 (審判 刑罰) を傳 へた。 

かれ うらい 4^5ざぅれぃはぃ ふくこう ち は 5 てき か A けん さいにん くわい ふく こくね う 

彼 は マナ セが、 舊來の 偶像 禮拜 を復與 し、 地方 的 パア^ 神に 献 せし 祭壇 も 恢復せられ、 國王 マナ 

みづ たいやう いしん れいはい .5 に ふ ttaj ち-わう はい e« みら れつと ラ む い 

セ自 から 太陽 星辰の 鱧拜を アツ ス リアから 輸入す る 等、 父 王ヒゼ キアの 廢棄 せる 凡ゆる 劣等 無意 

ぎ しょ ぎしきし つかう み fcis しし ご と なん ぢらは ぢし たみ はや みづか i かへ り 

義の諸 儀式 を 執行す る を 見て、 猛き 獅子の 如く r 汝等 羞恥 を 知らぬ 民、 早く 自ら 內に 省みよ。 か 

ひ も！^がら U とす さ みことのり いま おこな $ は ゆ いかり いま なん ぢら のお 

の 日 は 糠粃の 如く 過ぎ去る。 されば 詔 言の 未だ 行 はれざる 先、 M ホバ の 烈しき 怒の 未だ 汝 等に 臨 

i いか りひい なん ぢも ぎ fc ささ みづか かへ り 、ど う 

まざる 先、 M ホ パの 忿怒の 日の 未だ 汝 等に 來ら ざる 先に 自ら 省みるべし」 (番 二の 一 、 丄) と怒號 

モ こ かれ ねつ じゃタ み ふ , すな は こくない ぐ 5vvi> れいはい これ ともな ふ ヒ -f とく しふくわん くわい 

しお。 其 處には 彼の 熱情が 溢れて ゐる。 即ち ュ， タ國內 の 偶像 禮拜 と、 之に 件 ふ 不道徳の 習慣 ゃ懷 

ぎし や は はいしゅつと タ たい しう； b うかい かくしゃ なみに ち あら 

疑 者 派の 輩出 等に 對 する、 宗敎 改革者の 淚と 血が 表 はれて ゐる。 


さいし ぎしき い てん くわん te よ 4? ん しゃ A モ しきで き けう やう よ！ t ん しゃ ， > カぷ 

とか 祭司の 儀式 禮典 とかに 關 して は、 他の 豫言 者に 見ぬ 組織的 敎養 ある 豫言 者であった らしい 彼 

はじ モ のよ ± ん こも はつ わう If い ねん なん モ§ こ ろ ねんれい ゎづか さい— I 

が 始めて 其豫 言の 聲を發 しれの は、 ヨシ ァ 王の 治世 十三 年で、 何でも其頃年齢僅に三十歲そ^Jそ 

し 5- yn. くわつ yjv じ *0 わ 3 しご じ らい ねん かん かれ 

こで あつおら しい。 然し 彼が 活動した 時機 は ヨシ ァ 王の 死後で あらう。 爾求 二十 三年 間、 彼 はお 

おく <A\ A ウベん ふる こくみん けいせい さ りょく か しゃう しゃう たうぶ かれ. - がん ► ぜん 

めゃ麗 せす、 鳄々 の 熱 辯 を 揮 ふて 國民 警醒に 努力した。 彼の 一 章より 六 章まで は當時 彼が 眼前に 

そのこく みん さき おつ やく 5 ん ^144 か-は あたか ふんく わ こ 5 とう あそ ごと へいぜん 

其國 民が 危機 二 の 厄 運の 迫りつ、 あるに も拘ら す、 恰も 噴火口 頭に 遊ぶ か 如くに、 16. 然として 

ざ，， み く うら ち. P りん けい せい だ *7 えん は つ す & ^ こ 力う おい ふん い 

罪^の 中に 沈 淪しゐ たる を 警醒した る 講演の 拔萃 であって、 其 處には 慷慨 悲憤と 云 ふた H レ ミヤ 

せい しん 5 か I 

の 精神が 窺 はれる ので ある。 

i きょくりょく こくなんし ふらい よ & ん これ こく みん りゃう しん うつた かれら こ& そろ 

ェ レミ ャは ゼバ -ーャ と共に 極力 國雛襲 來を豫 言し、 之を國 民の 良心に 訴 へた。 彼等 は 聲を揃 

き >.u ん ごろ しん h- もく ぐん しふ らい よ ゆん こく か し * いしゃ し にう し やかい *v ふ けい こく 

へ て紀 f 兀前六 二 六 年頃 サイ シアン の 侵掠 軍の 襲 來を豫 言して、 國 家の 施政 者 や 指導者 階級 を 警告 

しい そ こ てき t く ュ. A *j んじ おしよ *ni こく みん がく ぜん ぢ ごく さい く 

した。 }g も 其 處には 敵 は 北方から 漸次 押 寄せ 來る、 國 民に とりて は 愕然た る、. 地獄の 災禍 だと" 

f * へ 5 しゃ たみきね くに SZ にい たみ ち はて おこ > か-^ 

J§ めて ドラマ， ズカ〃 に描寫 されて ゐる 。「視 よ、 民 北の 國ょ 來る、 大 なる 民 地の 極より 起る。 彼 

も ゆみ ざん にん あはれ み モの こえ 、> み ご とな かれら 5 ま の いくさび と JjkJ み 

は 弓と 槍 をと る、 殘忍 にして 憫 なし、 其聲は 海の 如く 鳴る。 彼等 は 馬に 乘 りし 軍人の 如く 身 を 

y んぢ t すな は くねん 3 ん めい よ ゆん 

よろ ひて 汝を 攻めん」 (耶 六の ニニ I 二三) と は 即ち ュダ に關 する 蓮 命を豫 言した ものである。 

するど うさつ りょく ねっしん . しん；' う こ £ S ぃ& *i, r ^^u. ^f^r ^ , 力 if 

H レ ミヤ は 鋭き 洞察力と 熱心なる 信仰に よ- ftN て 此^ 禍の 迫れる を 豫感し 直ちに 國 民に 傅 へ ね 

セ エレ ミヤの 社會訓 二 四 三 


第廿 一 章 俘四前に於ける豫言^！？の社會訓 二 四 二 

) これ じつ わ *f し モん せいねん わう じゆうけい もた いしん 5 んタう し 5 のうし や 

ので ある。 之實 にヒゼ キヤ 王の 子孫で 靑年 ヨシ ァ 王と は從 兄に 當る 精神 運動の 首腦 者ゼパ -1 ャ 

お は は い しん かれ ゎラ たす * のね かくしん せつりん il いりょく かく 

に 負 ふところ 極めて 大 なりと 信す。 彼 は 王 を 助けて、 其拔 くべ からざる 確信と、 絕 倫の 勢力で 革 

めい.？ んどラ さんか たち ま し だう しゃかいき ふ はんかん か しか ちゆ v-iv いき じゅんけ うし や なに か イク 

命 蓮 動に 参加した ので、 忽ち 指導者 階級の 反感 を 買った。 然し 中 世紀の 殉敎 者と して 名高き 伊太 

yl せいじゃ ごと とき こくね タ みんしゅ i い じ やう そんけい しんにん え 

利フ ti レ ンスの 聖者 サボ ナ U ラの 如く、 時の 画 王と 民衆から は 異常の 尊敬と 信任 を 得た ので ある。 

七 エレ ミヤの 社會訓 

.X ゆん しゃ もっと のう こラ みっせつ くねんけ い Ai み に よ ゆん しゃ レ 

豫 言者ゼ パ -1 ャと 最も 濃厚 密接な 關係 にあった の は r 淚の豫 言 者」 として 知らる、 ェ レ ミヤ 

かれ ， はくぶ かう， *、 わい い しう けタと いふ へ ブル じん めいか， さいし け， 

である。 彼 はェ〃 サ レム-の 北部 郊外 アナ トスと 云 ふ宗敎 都邑の、 希伯來 人で も 名家 祭司 エリ 家に 

う ** やく はんせいき も ひに レ； 4 わう くね ラ もく し うし やかいき ふと、 f ひと A\ こ-ろ よ ^ん しゃ かみ せい 

生れお る、 約 半世紀の 間、 ュ ダの諧 王、 皇族、 指導者 階級 等の 人々 から 『心」 の豫言 者、 神の 聖 

れい A じんかくしゃ おそ よ けんしゃ かれ 4* たみ なみ わ V- ごく もっと ど 3 え V 'は ゆ it- い 

靈に滿 ちた 「人格者」 として 恐れられた 豫言 者で ある。 彼 は 又 南 王 國ュダ の 最も 動搖 激しく、 政 

ぢ てき しラけ 3 てき こく か こん とん みん こく き は とぎ どうろ タ し * ひ こ おう こく みん かく 

治 的に も、 宗敎 的に も、 國 家が 渾沌 晴黑を 極めお 時に、 同 勞者ゼ バ 一一 ャと 相呼應 して 國 民の 覺 

い し にう しん さ. * もい こくし や 

醒 指導に 一 身を献 げた 愛國 者で ある。 

かれ な しタ けう か をモに へ ブル みん、 をく レ くねん とく お をて ふみ 

彼 は 名 ある 宗敎 家の ホ. I ムに生 ひ 育つ おとこ K> から、 希伯來 民族史に 關 して は、 特に 律法の 螯 


a すべ. これら へ これみ fc うじせ いぢ かしんり くわん 

を 見す して 凡て 是 等の 上に て 之 を 見る」 (耶 二の 三 四) とは當 時の 政治家の 心裡を 看破した H レミ 

す J05」 め ) rn. またむ かし がい 45 た r じん にん 

ャの銳 い 目で ある。 彼 は 又 昔 ギリシャの ダイ ォジ ネスが 街頭に 立って 「義人な し、 一人 も あるな 

/ , さけ ごと f |*- い ぎ おこ しん り づ. f もの t い と ぢ うさが |6 あ 

し」 と 叫んだ 如く、 「正義 を 行 ひ、 眞理を 追求す る 者」 を 聖都ュ 〃サレ ム中を 探して 見當ら なかつ 

せぶ 5 とう レ > かれ とき さい か、 ひ さい はん しょ & とき モ こ モ ひと はつ けん え こ や：？ -ら た 

た 正義の 鬪士 である。 彼 は 時の 最高裁判所 を 見た 時に、 其 處に其 人を發 見し 得す T 此輩は 惟い や 

おろか^の IA ち. J- のかみ さま し われみ てび と ^ これ かに いれ ら 

しき 愚者 なれば M ホパの 途と其 胸の 鞫を 知らざる なり。 我 貴人に 行きて 之 を 語らん、 彼等 は H ホ 

♦ > み/ \ さ き し しか かれら みなく びき V い t しめた た モ く 

やの 途と其 神の 鞫を 知るな b、 然るに 彼等 も 皆 軛を折 b 縳を斷 てり」 (耶 五の 四、 五) と 嘆息せ ざ 

る を 得なかった。 

z^'r こ f tt ふせい 才る せ いぢ か しはいしゃ じんかく さいの V 'し ：6 わん た 、ひじ せ いぢ^ とう V しゃ し さう 4~、 

圃 家の 興亡 盛衰 は 政治家と 支配者の 人格と 才能 手腕に ある。 當 時の 政治家と 統治者の 思想と 生 

, し. つ"^. 3:. iil , な ，4>ん：1 や のち わ 3 モ わが ま- こ せ いく わつ t い *5 

活の 貧弱 さに 失望 落膽 せる 豫言 者ュ レ ミヤ は、 後ョ シャ 王と 其 我儘な 子ュ ホヤ キムの 生活 を對照 

5 ん でい たい さ しめ りょう レゃ せいぐ わつ くわいぐ わて <S7 »! が 

して、 雲泥の 大差 を 示す 兩 者の 生活 を繪畫 的に 描いて ゐる。 

— ふ y へ ふ はふ モの かどの つく モ と な りび と やと に もに モ のみ ii ひ はら 

「不義 を もて 其 室 をつ く， 5、 不法 を もて 其樓を 造り、 其 隣人 を 傭 ふて 何 をも與 へす、 其 惯を拂 

. もの わ ^ > かれい われお のれ ため かひろ <ia いへ す たかどの つく またお のれ U め まど つく か 3 はく 

はざる 者は禍 ひなる かな。 彼 言 ふ 我 己の 爲に廣 厦と凉 しき 摟を 造り、 又 已の爲 に 窓 を 造り、 香 柏 

こ^ ぉ& あか こ 4^ ね なん ぢか 3 はく あらそ もも わう う なん ぢ ち X くひ のみ 

を もて 之 を蔽ひ 赤く 之 を 塗らん と。 汝香柏 を爭ひ 用うる によ. 5 て 王た る を 得る か、 汝の父 は食飮 

」 や /> * た.. fip お _•』 な -.hM ひ え， かれ *<づ し もの K やめ. 0.0 の うつに へ fc»< S ひ は ひ 

せ さりし や、 公義と 公道 を 行 ひて 福 を 得 ざ， 5 しゃ 。彼 は 貧き 者と 患難 者の 訟を 狸して 祥を えたり、 

セ H レ ミヤの 社會訓 二 四 五 


第廿 1 章 俘 S 前に 於け る濺苜 者の 社會訓 二 四 四 

^の 1 戲 にして ず §1^ 服の i ま、 * の^に は 倾をも ない と 云 ふ壯ん なる 其銳氣 は、 遂に 國民 

4,、 レ， ：- うご -X のら C fc,, て ふりつ もら じん. 0.04" いく わつ に、 f & く しや くわいり さう にいく ゎづ JJ5 や 

の^ * を 1 かし、 5 が^に 具謄的 法律と なって 表 はれ、 人類 生活の 道德 と社會 理想と に 一大 光明 

»fc いね ) 

を與 へる に 至つ おので ある。 

し はい レゃ しう： bv y く i" ん 

(一) 支配者と 宗教家への 苦言 ： 

じ i 、-- もゥと で t« し A. くわ 5- うんに 5 しゃ. ゥ がい &ん う た 5 じ ら 1^ t ^^.^ I 力" や 

イエ スの 時代に も傳 道と 社會蓮 動に 障害 暗礁と なつお の は、 當 時の 知識階級 である 學者 

ili:、 バタ サイ 叙、 サド カイ 宗 §ぅの 敎 IB 家、 宗 5^ 家 及び 政治家 達であった。 ユレ ミヤの 時代に 

まか を さも は S レレ- J と ^vのさ^s*^びと A した 

は、 V バ -1 ャが 「その 中に をる (ェ 〃サレ ム) 牧伯等 は吼る 獅子の 如く、 其審士 は明旦 までに 

な 一- よ あさり お！？， € どと その よ ゆん しゃ 1? r いつ ひと ，モ£ い し ひき； L の け， が 

t を も， さざる 夜" 求 食す る 狼の 如し。 其 豫言者 は 傲り、 且つ 詐 はる 人な- 9。 其 祭司 は 聖物を 汚し、 

おきて たう じち しき かいき ふ こうゆな ご£ や は ゆ さう じ に. い 4a こ W 

律法 を 破る と をな せ， 9」 (番 三の 三、 四) と當 時の 知識階級 を 攻撃せ し 如く、 矢 張 同時代 故 之 を 

ふか sk、J た ん にく ぐち 

深く 慨嘆して、 惡 まれ 口 をた いおので ある。 

*f いぢ か しはい レゃ く！ t ん 

(ィ) 政治家と 支配者への 苦言 

さいしょ f t ft いて ラじ レ はふく ねん いぢて きレ に ラレ や ) けこ ， ほ fc^ 

最初に 抗言した ュ レ ミヤの 相手 は、 當 時の 司法官 や 政治的 指導者であった 彼 は 少しも 忌憚な 

ZA^t かな も かみぎ はゥ じんて じ こくみん V 'へ きた ゆ， 产 f も は Ji- ちゃ T, や ひさば 

く 公然、 必す 神の 義 罰が、 力, デャ 人の 手に よ. 5 て自國 民の 上に 來 るが 故に、 最早 長夜の 夢 を 貧 

i 5- れらゥ なん ぢ す モ つみ *4 まづ しきもの いのち ち われね すび とうが とたろ こ A 

る 時で はない と 彼等 ZL 吿 げた T 汝の裙 に 罪 無き 貧者の 生命の 血 あり、 我盜 人の 穽ち たる 所に て 之 


c, ひり こと * こ いは ゆるぎ ぜ， ん 0- ^"ん しゃ， 

1 五) と IJIln/ を虽 したの は、 ェ レ ミヤと して は 無理から ぬ 事で、 其 處には 「所謂 僞善豫 言 者」 に 

* . 、 ， ら ？ "れ おん じ、 はい こく K んぢら X ゆん よ 5" ん じ や 4>ん き 

« する » の Ift が 表 はれて ゐる。 而 して 彼 は 一^人に 警告して r 汝 等に 豫 言す る 豫言 者の 言を聽 

く^れ、 概 ss¥l? あきき H ホ パの m よ， 9i でざる 己が 心の 默示を 語るな. 9」 (廿 三の 一 六) と 言 

£ » ^5 じ よ ^ん しゃ 5 めみ JS5 ご とい ん しゃ くら & 

ふた。 齡に M レ ミヤの アイ， テアで は、 所謂 當 時の 豫言者 をば 「夢を見て 寢言を 言 ふ豫言 者」 位に 

- てヒ， X レゃ ゆ； 5 ^-t われ こと. a う もの もこと わ * こと は *?た 

6^ し、 ；<4S に 「£ ^みし 豫 一一 ill 者 は 夢 を 語るべし。 我が 言 を 受けし 者 は 誠實を もて 我 言 を 語る ベ 

, , /r It t fcl い た わが ご と A ひごと 、 

し。 で^に がふ 事 を 得ん やと- ホ パ言ひ 給 ふ。 H ホ パ言ひ 給 はく、 我 言 は 火の 如くなら す や 

どく ^0 i おも 

鹦を ち^く^の « くなら やや」 (同 二八、 二 九) と 毒舌 を 吐いた ので ある。 思 ふに ュ レ ミヤ 

は はれなる の 豕と が 51^5 を き、 sli. を MiV る僞せ 指導者で、 赦 すべ か 

ノ？ もく しん ひ なん かれ ろ こ っモ つちよ く かれら *^ ひ .f の 小" 

ら ざる 胜 會.. 惡 なりと 信じて 非難した もので あらう。 彼が 露骨 卒直に 『彼等 は少 さき 者よ..' 大 なる 

$ に S るまで Slili なり、 又豫言 者よ. 5 祭司に 至る まで 皆詭詐 をな す 者 なれば な bo 彼等 淺く 

^^の.？！ の 傲 をき し、 ^^からざる 啭に II. 齦し 平，^ といへ h^。 t 等は惜 むべき 事を爲 して 恥 導を受 

くれ ども おす、 ？ Tt ^^に«§-は^伥るる^^と^にたふれん』琉六の 一 三 ー 

1 五) と »附 の K を あげて かまなかった. S に、 1瞧獻にして^^}^"^の||まピ^^み、 自 S の 確信と 

*ょりのにめ4^11«のぉきには、 搬« を も體れ ぬ riilt なる 人 «」 の 持まュ レ ミヤが 傲 ばれる であ 

七 H レ ミヤの 社會訓 二 四 七 


第廿 j 章 俘 S 前 に 於げ る訓 fs 者の 社 <ia 訓 二 四 六 

は われし あら いた され なん ぢ め こ- -み ； さば つみな き 

かく 爲すは 我 を識る ことに 非 ややと エホ パ言ひ 給 ふ。 然ど汝 の 目と 心は悵 貧り をな さんと し、 無 

もの ， も なが しへ た 5> はう ぎゃく わ 5 こ 

辜の 血 を 流さん とし、 虐 遇と 暴^ をな さんと する のみ。 故に エホバ、 ュ ダ の王ョ シ ャ の子ェ ホ ャ 

い かれろ iS うづ ， ut タづ - すな は ひ^^ Z - もん 

キ ム にっきて かく 曰 ひ 給 ふ、 彼 は 驢馬 を 地む るが 如く 埋められん、 即ち 曳れて ェ 〃サ レ ムの 門の 

* と な 6 す 

外に 投棄 てらるべし』 (同廿 二の ニニ II 九) と。 

(") 宗敎 家への 苦言 

つ y はん ヒぃ よ i んし 1- ひ し a- y ひ せっさ タキ. -は かう ゐ たい モ のころ よ ゆん しゃ 

次に H レ ミヤの 反對 したの は豫言 者の 無 主義 無節操 極まる 行 爲に對 してで ある。 其 頃の 豫言者 

いは to るし うは 3 か いみ たう じ こくみん しラ けうて き し：； iTN X t ん しゃ さいし さ すな は 

と は、 所謂 宗敎家 を實： ^した もので、 當 時の 國民 を宗敎 的に 指導した 豫言者 や 祭司 を 指す 即ち 

よ！ t ん しゃ いつは よけん さいし かれら て 4* さ わがた み か- &ぃ ぶん*^L1.^ 

「豫言 者は僞 りて 豫言 をな し、 祭司 は 彼等の 手に よ. 9 て 治め、 我 民 は 斯る事 を 愛す、 されと 汝等 

モフ A は ぶに *.! つ もん これ 仁う じ しょく ゆ ふ てきさい 

其 終りに をな さんと する や」 (耶 五の 三 〇、 三 一) と 詰問した。 之ュ レミ ャは、 當 時の 職業的 祭 

し よ &ん しゃた ち おの ザい しょく わす こくみん に らく はタ くわん - ^^K.^^ ； すく- "f ん V-/ - ^uu^ ^ - 5 > -、 

司 や 豫言者 達が、 己が 聖職 を 忘れ、 國 民の 墮落を 傍觀 し、 社會を 益々 暗黑 に陷れ ると 見た からで 

S も ね そ よ ゆん しゃ 3 ち にく こと み かれ か.! い?^ メ- -^^ ^ 

ある。 故に、 r 我ェ \ サレ ムの豫 言 者の 中に も 憎むべき 事 ある を視た -5。 彼等 は 姦淫 をな し $ 

- おこな もくにん て か 4i ひと * のめく ： れ，/ J ； Jtt わ や , I ^ ^»^-^L » 

を 行 ひ、 惡 人の 手 を 堅く して 人 を 其惡に はなれ ざら しむ。 彼等 皆 我に はソ ドムの 如く 其 民はコ モ 

JJi この ゅ& a ん ぐん よ ゆん しゃ つ かい. 15 み いんちん こ.^ 、 J *- fis ノゝ 

ラの 如し。 此 故に 萬 軍の M ホ ，ハ豫 言 者に 就きて 期く 言 ひ 給 ふ。 視ょ、 われ 茵蔵を 之に 食 はせ、 赛 

す fa こ H の じ や &く よ i ん しゃ いで この ぜん ら およ 

水 を 之に 飲ません。 そ は 邪惡ェ 〃サレ ムの豫 言 者よ， 5 出て 此 全地に 及べば なり」 (同廿 三の 一 四、 


れ らいへ づく * の 5 ちす え ぶ に 5 53 モ のぶに ケ © え 

果てん、 彼等 家 を 造る とも 其 中に 住む こと を 得す、 葡萄 を植 ると も 其 葡萄 を飮む NJ と を 得ざる ベ 

かれら ぎん ん は 1> いかり ひ かれらす く あに ぜんち ねたみ ひの ** 

し。 彼等 は 銀 も 金 も H ホパの 烈しき 怒の 日に は 彼等 を 救 ふこと 能 はす、 全地 その 嫉妬の 火に 吞る 

ごと こんてい しゃく わいて きちつ ちょ てんぷく ひとへ たう じ 

べし 1 (番 一の 一 111、 一 八、 其 他) と 告げお 如く、 根底より 社會的 秩序 を轉 覆せる は、 偏に 當時 

いぢ か レ うけ ラか これ つ わう さっさ ぎ やから Z ふ V 'しゃ かたつ は" レ .KT-, れつ • ゆうゆん > 

の 政治家、 宗敎 家であって、 之に 次ぐ 横暴 詐僞の 徒 は 之れ 富者な りと して 片端から 猛烈に 抗言し 

さ こ か ふう しゃ い しん #* つ ひ かみ 

たやう である。 ェ レミ ャは 更に 言 を 次ぎ、 浙 うした 富者 はいよ. （-と 云 ふ 神罰の 日に は、 神よ ft' 

はんら は ご おんけい タ かへ つ , ため おどろ く tt.J ,a , 3 は » 15^ た A 

何等の 保 讒恩惠 を 受けぬ のみ か、 却て 其が 爲に 驚くべき 苦難 を甞 むべ しと 吿 けた 即ち 「我 民 

5fc あしき. P0 もみ はもの 5Ji & , > . , .» is- お：. ひと-.' D 2 ひ- . と-? 

の 中に 惡者 あ. ON、 網 を 張る 者の 如くに 身をか^めて うかが ひ、 ^を 置きて 人 をと らう。 鳥籠に 鳥 

み ごと ふぎ ヒ^1らかれち いへ み み われなん ぢら fc しゃく はう しめ なん ぢら けん き I- ん 

の盈 つるが 如く 不義の 財 彼等の 家に 充っ、 視ょ、 我汝 等の 爲 めに 釋放を 示して 汝等 を劍と 餓饉と 

えき **- や 、り われな.， * ぢら ち しょ こく かんなん 

疫病に わたさん。 我汝等 をして 地の 諸國 にて 艱難 をう けしむべし」 (五の 二 六 —二八、 其 他) と 

卽ち 直ちに 奴 隸を釋 放せよ と 提言した ので ある。 

(三) 民衆への & 言 

よ ゆん しゃ よ しゃく わい じ や 3仁 い じつ さんたん _ fcv しんかう- 

豫言者 エレ ミヤに 由れば、 ュダの 社 會狀態 は 貪に 慘儋 たる ものであった。 H ホ パに對 する 信仰 

はとん こ レ ごと みん し 5$ こ V- ぜん はいしん あえ さいしし はふく わんら U らく 6 ん ご ザつ i あり さ 

は 殆ど 枯死した るが 如く、 民衆 は 公然 背信 を敢 てし、 祭司、 司法官 等の 墮落は 言語に 絕 する 有 樣 

r もんこく せっとう さつじん ん いん もる ひ ふ かう へい *0 y かう， 0,, こ/ > ぜ：5 , , 

であった。 斯うし お 暗黑— 竊盜、 殺人、 ^_^1淫或は不公平、 詐僞 I の 行爲が 公然と ェ 〃サ レムの 具 

七 エレ ミヤの 肚 會訓 二 四 九 


第廿 一章 俘囚前に於ける豫霄^^"の社會訓 二 四 八 

らう 

(二) k 者への 苦 言 

ぎの け i 海 &r を sfe に S3i して、 ^れの ％ のみ 1 めんと しお 1^1? やにき i を t へお の はゼパ 一一 ャ 

仁う じ ふタ レ； L- ひ せつ きん き； Z その と^£." 

とェ レ ミヤで ある。 ゼパ ,j ャが當 時の 富者 は、 「ュ ホパの 日」 の 接近し 求れ る を 告げて 「其 時 は 

、 .， ラへ iV り ^れ S , も T- £ もの ね JC- ら こ つや その あし おこな ひ .asisi). 

It の 上に 居 ，彼等 は大 なる 者と な h4H める 者と なる。 彼等 は 肥えて 光澤 あ. 5、 其惡き 行 は甚 

r^. 5 つ 4i へ みなしご うつたへ た** /さかえ つし きもの 5qfc へ *^ , r し 

し、 彼等 は訟 をお さや、 孤兒の 訟を规 さすして 利 達 をえ、 亦 貧者の 訴を鞫 かす」 (耶 五の 二 五 ー 

い た、/' じ ふうしゃ こ V 'ゆき ふうしゃ た+ も-に-, f に- .pt ん. 

二八) と 言 ふお や ラにュ レミ ャも當 時の 富者 を攻擊 した。 富者に 對 する ュ レ ミヤの 最ー つの 抗言 は 

「きき 鎮辦」 の HI? であった。 彼 は 先に ゼデ キア あが、 ュ〃 サレ ムに 居る 諸 民族と 契約 を 立て、 

かれら Sj いかい.？ 3 4< ん ゆん -VP せん ゆん もと た，、 かいは 3 4i す K は は， んぢ， ら-, -w^ it^ 

恢 等に 奴隸 開放 を 宣言せ る、 其 宣言に 基づき、 直ちに 解放せ よと 迫ゥた 即ち 『汝等 は 今日 心 を 

& ら 1、 to on モ の i と しゃく は-ひ こと しめ わが め たヾし み こと おこな かつ わが な れへ 

1^ めて 各自 其 隣人に 釋 放の 搴を 示して、 我 目に 正と 見 ゆる 事 を 行 ひ、 且我名 を もて 稱 へらる、 室 

S- 产 .ゎがヒ へ けい PC た レか なん ぢ ふに. * こ. -ろ わがな けが-..' わ， の/ "i タ" いろ . 

に 於て 我 前に 契約 を 立てお り。 然るに 汝ら苒 び 心 を ひるが へして 我 名 を 汚し、 各自 釋 ちて 其 心に 

4? しもべし もめ か ふた- これ ふくじ ゅラ なんちら ぼくひ， y c^to^v - • I i 

任さし め，^ る 僕婢 を ひき 歸へ. y、 再び 之 を伏從 せしめて 汝 等の 僕婢と なせ， 9。 此 故に M ホ ハ かく 

i fc** なん ぢら われ き ぉのく そ？^きゃタにぃ * のとな り しゃく はタ こと レめ つ ZJia ^ 

言 ひ 給 ふ、 汝等 我に 聽 きて 各自 其 兄弟と 其 隣に 釋 放の 事 を 示さ ざ しにより て 著き て、.^ の 中に 

ェホパは.||%なさす、ゎか％もなさすと11^ふ者を1すべし。 彼等の 財 蜜 は 掠められ、 彼等の。 家 は 荒 


われ つか は もろ/ \ こと は なん ぢら み- -づ fc** 

せん、 H ホ パ我を 遣して この 諸の 言を汝 等の 耳に 吿 げしめ 給 ひし なれば なり」 (耶廿 六の 二 1— 一 

そのし よしん の ひたすら とん けんかい きふ くいあらため せ t モ のたい ** れ A る じ やう ふ たい ぞ 

五) と、 其 所信 を 述べて 只管 特權 階級に 悔改を 迫った 其 態度 は、 まことに 稀に 見る 偉丈夫の 態度 

モ こ はくがいしゃ めんぜん むか ころ ころ われ し おそ 仁 4* なん ぢら これ 

では あるまい か。 其處に は、 迫害者の 面前に 向って、 殺さば 殺せ、 我 は 死 を 畏れ や、 唯汝等 之に よ 

つ A なきもの ら なが つみ まねが し にいたん い いだ モひ かみ しんらい なにもの 

b て 無辜 者の 血 を 流す 罪 を 免れざる を 知れと 大膽に 言 ふに 至って は、 其 「神に 信賴 して 何物に も 

どう せ い しん うかが 

動じない 精神」 が 窺 はれる であらう。 

八 ヨシヤ 王の 宗敎 改革 

ま ^^ん ぜん ねん ゎタ し 5 けう かいかく にんかう とき たう じ はんじん しんこく いんし やう 

紀元前 六 二 一 年、 ヨシ ァ王 によ- 9 て宗敎 改革が 斷 行され た 時に、 當時 一 般 人に 深刻なる 印象 を 

あた 含 ろく り や 5 しょ れつ わう き りゃくじ やう しゃ. 3 レか 

與 へた 記錄が 三つ ある。 一 はゼパ -1 ャと エレ ミヤの 兩 書で、 二 は 列 王 紀略上 二十 三 章で ある。 而 

にい きろく おきて ふ A ひろ し しんめいき このし よ わう じ にい 

して 第三の 記錄は 「律法の 書」 として 廣く 知られて ぬる 申命記で ある。 此書は マナ セ 王の 時代に、 

わ. つ し. リけ 3 はんたい ざいらい しう けう れいはい じつ か う もる あいこくしゃ し- リけう 

王 は M ホパ の宗敎 に反對 し、 カナ ン在來 の宗敎 である パ ァ 〃禮 拜を實 行した ので 或愛國 者が 宗敎 

かくめい せいしん おこ もくてき あら は たラ じへ ブ.^ じん 、ひら しんでん 

^命の 精神 を 起さん との 目的から 著した ものである。 當時希伯來人の中には^^ ホ パ 神殿で パ ァ \ 

えつ やしろ まつ いぐ あ ひい は ゆる こんが ふれい はい さかん おこな た 

を祀 つた hN、 パ アルの 社祠で H ホ パを祀 ると 云 ふ 具合に 所謂 「混合 禮拜」 が 盛に 行 はれた。 爲め 

八 BI シャ 王の 宗敎 改革 二 五！ 


第廿 1 章 俘囚 前に 於け る 逸 首 者の 赴會訓 二 五 C 

tt" お |£ くわう け-.' も く t せ IJ れ ひとへ * のつ み なん ぢ i- いぢ か ； 5 うけ づか， おは い 4 うん や タ 

中に 行 はれお 光景 を 目撃した H レ ミ ャは、 之 偏に 其 罪 は汝等 政治家、 宗敎家 及び 富者に ありと 怒 

f <5 かれら ふんね h その は さいし よけん しゃ 1<ん しゅう i / んぢ か *i ら.， し 

號 したので、 遂に 彼等の 憤怒 を 買 ひ、 其 場で 祭司と 豫言 者と 民衆に 執 へられて r 汝は必 す 死ぬ ベ 

し い *- しこく う れ *J レ この にい おこ じけん さ ごと つ 

し」 との 死刑の 宣吿を 受けた。 歷 史は此 一 大セ ンセ， シ ョ ンを 起しお 事件 を 左の 如く 傳 へて ゐる。 

いま * の れい さあ A すな は これ きみた も わう い こ この ひと ころ たは 

今 其 一 例 を 左に 擧げて 見やう。 卽ち r 是を もて かの 牧伯等 王に 言 ひける は、 請 ふ 此人を 殺し 給へ、 

かれ r ごと こ £ は の この *♦ ち のこ つ はもの てた みて よね ひと たみ やすせ b& 

彼は斯 くの 如き 言 を 述べて、 此邑に 遺れ る 兵卒の 手と 民の 手 を 弱くす。 かの 人 は 民の 安 を 求めす 

その わざ はい もと わう い み かれ なん？ a て わう なんちら J0 ル 

して、 其 害 を 求む るな りと。 ゼデ キヤ 王 言 ひける は、 視ょ、 彼は汝 等の 手に あ hN、 王は汝 等に 逆 

こと あた かれ ら すな は と ひとや に は こ め £ 

らふ 事 能 はざる なりと、 彼等 卽ちェ レ ミ ャを 取りて、 獄の 庭に ある " ン メレクの 子 マル キヤ の 

よ，、 さ た.：' じ いは ゆるち しな かい 4:1 ふ そのせ いしん もくて せ 

に 投入る」 (耶卅 八の 四— 六) と ある。 察する にュ レミ ャは當 時の 所謂 知識階級に 其 精神と 目的 

ところ .^3 かい み いは 仁 うじ ねれ よく 5t い て なび はくがい / J 

とする 所 を 諒解せられ なかった と 見える。 否當 時の 誰もが 曲解して 手厳しく 迫害した ので、 ェ レ 

さう ざタぃ じ やう く なう こと しか かれ かれら めん ん は *、 か i ころ i . ^われ つか. ィ 

ミヤ は 想像 以上に 苦惱 した 事で あらう。 然し 彼 は 彼等の 面前に 慷る 所な く、 「ュ ホパ我 を 遣 はし 

なん ぢら き すべ こと は この へや この i ひか よ ゆん to& なん；？ a なん V- ら みち 

汝 等が 聽 ける 凡ての 言 を もて 此 室と 此邑に 向 ひて 豫言 せしめ たま ふ。 故に 汝 等い ま汝 等の 途と 

おこな ひ あら； i なん ぢら かみ こ & したが I S ，なんぶ ふ わざ は ひ yii ， ► - 

行爲を 改めて 汝 等の 11ュ ホ バ の 聲に從 へ。 然 らば H ホ パ汝 等に 炎 を 降さん とし、 こと を悔 たま ふ 

み わ jS なんちら て . なん ぢら めよ しみ ii*- し み われ おこな 

べし 視ょ、 我は汝 等の 手に あ， 9、 汝 等の 目に 善と 見 ゆると ころ、 義と見 ゆる こと を 我に 行へ。 

され なん ぢ よ これ レ K んぢら も われ ころ かなら つみな もの も ゆん ぢ A この *? モ. の 5 ら け f の 

然 ど汝ら 善く 之 を 知れ、 汝等 若し 我 を 殺さば 必す 無辜 者の 血汝の 身と 此邑と 其 中に 住める 者に 歸 


この & もた ふみ こと » われ fcA ぜん こく 4 われら 

て 此見當 .0 し誊の 言に つきて 我の ため、 民の ため、 ュ ダ全國 のために ェ ホ パに 問へ、 そ は 我等の 

♦* ん をら この ふみ き し 仁が モ のす ぺ われ ら しる X 

先祖 等 は 此誊の 言に 聽き從 ひて 其 凡て 我等の ために 記された ると ころ を 行 ふこと をせ ざ， 9 しに 因 

われら むか いかり はつ fc* はな は か； i 

て、 H ホパの 我等に 向 ひ 怒 を 發し給 ふこと 甚だし かるべ ければ なり』 (王 下廿 二の ニニ) と 語 

れ るに 見る も稚 察し 得られ やう。 

どく しん レん ほう 

(一) 獨 一 神の 信奉 

こく わう しう けう かいかべ モの る ！ 3 t- は にい モれ しタ けう かいかく おこ K しんめい き みら は 

國王 ヨシ ァの 宗敎 改革 は、 其 意義 極めて 犬であっ^。 其 は宗敎 改革 を 行 はしめ た 申命記に 表 は 

すな は この ふみ いよう さ う おも いまよ き は £i ん たん モ のし ゆ し 

れてゐ ると n; ろから、 即ち 此 窨 の內容 から 左樣思 はれる 今 余 は 極めて 簡單に 其 趣旨と すると こ 

ろ を あぐれば、 先づ第 一 に、 搖祠 邪敎の 盛な 時代に、 M ホ バは ユダヤ人の 鱧银 すぺ， き r 獨ー 神」 

こと IV し す はは rc ら いお ところ おこ S4 る ち はうて きれい はい さい か 3 うれい はい ゆん きん さい レ 

たる 事を敎 へた。 卽ち 各地 到る 處に行 はれて 居る 地方 的禮拜 と、 一 切の 高 邱鱧拜 を 厳禁し、 祭 iffi 

fc^ ひと せい と レん でん ない おい しつ ^1ぅ めい な li うじ 

は唯獨 聖都ェ ^サレ ムの祌 殿 内に 於ての み 執行 さる ぺ きも， のな りと 命じた。 何故 なれば、 當時 

ろうし ふ めいしんて *ti じっかう じゃくね いじん しん il らく ちう レん てん これ さ、 - しょ i" ん ゆ.！ ん あら 

の 陋習た る 迷信 的實 おは、 赴會 人心の 墮 落の 中心 點 であって、 之 を 最初に 厳禁す るに 非 ざれば、 

ti^ は I は，.： S^E^*- の ノ ► > tos a. , ぜん s>j わ li い ゆうぶん レ ぢょ きょ しう け-,'. しんしょく ち SSAS 

國 運の 挽回が 望まれない からで ある。 故に 先づ 全土に 渡る 異敎 分子 を 除去し、 宗敎と 神職 を 中央 

, V さに もつ け- f れいはい およ さい レ しょく ち. たか じつ けいふく 

祌 殿の ある エルサレム に 定め、 以て ュ ダャ敎 の禮拜 及び 祭司 職の 地位 を 高めお など は赏に 敬服に 

れ fc, ひ V • I I ► * タ けっく わ ぐ、 Ay う れいはい すた よ a しゃ いは £ ろ- き われら 

偎 する もの か ある。 され は 其 結果、 偶像 鱧 拜は廢 り、 豫言 者の 所謂 「イス ラエ 〃ょ聽 け、 我等の 

八 ヨシヤ 王の 宗敎改 せ， 二 五！ 11 


笫廿 1 章 俘 H 前に 於け る豫首 者の 社會訓 二 五 二 

( い ** ぐ >ク ざう .t- くし ふ また モ せんれい はい る ふう おこな ,<ん ii ん しう せ 3 て し 3 かう 

に、 種々 の 忌 はしき 偶像 や 俗習 や、 又 祖先 鱧拜の 遺風な どが 行 はれて、 民間の 宗敎的 信仰 をい よ 

S だ-.? Y - r ^ • か めいしん ろ 3 しふ ますく ちから え れい はい こんが う 

いよ 墮 落させお ものである。 だから、 斯うした 迷信と 陋習と は 益々 力 を 得て、 M ホ ，ハ觼 i: と 混淆 

しゃう らい へ プ ル， じん しゃく わいせいく わつ ていか にらく こと はな は なん しタ う さっしん .H か 

して は、 將來 希伯來 人の 社會 生活 を 低下 墮 落せし むる 事 甚だしい。 何とかして 宗敎の 刷新 を 鼬ら 

ナなは みん かん しタ けう にい かい かく ふ えつ くに えん にい ふで ふ， & 

ねばならぬ。 卽ち 民間の 宗敎に 一 大 改革の 斧鉞 を 下さねば ならぬ との アイデアから 椽大の 筆を揮 

この. i" ふ かんか タ この しんめい れ さし このお <P て ふみ ぶん わう ぢ 

ふて 此 偉業 を 敢行した のが 此 申命記で ある。 歴史に よれば 此 「律法の 誊」 は、 多分 マナ セ 王の 治 

せい 5i タ がい ひふん みいこく ちょ レゃ こ く うん んく わい 5 & しう けう. ft くめい はう はふ しん きう でん 

世に 慷慨 悲憤の 愛國の 著者が、 國蓮 挽回の 唯 一 (宗敎 革命) の 方法と 信じて、 ェ〃 サレ ムの 宮殿 

ちう ふか さお じ i!. い たうら い ま い こと 

中に 深く 藏め 置き、 時代の 到来 を 待った もので あらう と 云 ふ 事で ある。 

し 3 けう かいかくけ うしよ しんめい 6 ん ほん しんでん はっけん し きょ すリ ねん 

宗敎改 荜敎書 申命記の 原本が ュ \ チレ ムの 神殿から 發 見され たの は、 マ ナセの 死去して 數十年 

ご z£ これ 05 にい ねんすな も き ゆん ぜん びやく ねん しん でん し、 ソ ぜん ちう さい し ちゃ V 

後の 事で ある。 是はョ シァ 王の 第 十八 年 即ち 紀元前 六 百 二十 一 年であって、 神殿 修繕中 祭司 長ヒ 

, はっけん これ しょさく れん わた のち わ v でん モ V 

〃キアに よ. 9 て發 見され ね もので、 之が 書記官 シ ャバ ンに 渡され、 後ョ シァ 王に 傳奏 せらる、 や 

わう えの る かくひい こく *7 おはい モ のこ X ろ い； i この し- f けう かいかくけ うしよ りつ はふ こん ほんせい しん もと 

王 は 其 威嚇 警告 を聽 きて 犬に 其 心 を 痛め、 此 「宗敎 改革 敎窨」 なる 律法の 根本 精神に 甚 づきて、 

せ. かい f ベ く. 5 に I z< ちゃうら う せう しふ くんしん あ ひと も かみ しん はタ けい やく 

宗敎大 改革 を 企て、 全國の 長老 を H ルサ レムに 召集して、 君臣 相 共に H ホパ 神の 信奉 を 契約し、 

= のしよ ゆしん か 3 き ほん いた い ♦* われら しょ *J くわん 一 J のしよ たづ さ こくね.？ 

此書を 其 信仰の 基本と する に 至った ので ある。 今 我等 は 誊記官 シャパ ンが此 窨を携 へて 圃王 ヨシ 

か これ その まへ よ ゎタ さ か し あ 4t しょしん めい なんちら ゆ 

ァに 見え、 且つ 之 を 其 前に 讀む や、 ョ シァ王 は 其 衣 を 裂き (悲 みの 餘も) 諸臣に 命じ r 汝等往 き 


i いね 4 含 おく とき これ かお はん ぢ これ なん ぢ て むす しる レ • なん ぢ め あ ひに 

む 時 も、 寢る時 も 起る 時 も 之 を 語るべし、 汝又之 を汝の 手に 結びて 號 となし、 汝の 目の 間にお き 

お ま. C- ttLV^ ，二 はしら なん ぢ もん か しる い A じか こと は あら 

て 誌と なし、 また 汝の 家の 柱と 汝の 門 に誊き 記すべし」 (申 六の 四— 九) と 云 ふ 短い 言に 表 はれ、 

&く もつ レ タげタ かいかく 2.ん かう f しん れい はい しょ 3 ゃラ こく か - しゃう らい しん 5t う V へ ば ゆりつ - ノ りょく 

1 讀 以て 宗敎 改革 を斷 行して、 獨 一 神の 禮拜 を獎揚 して 國 家の 將來を 信仰の 上に 樹立 せんと 努力 

ちょしゃ * い しん * のとく しょく さつ 

した 著者の 精神と 其 特色と が 察せられる であらう。 

しんめい き しゃく わい 4" ん り り さ 3 

(一一 一) 申命記の 社會 原理と 理想 

しんめいな お、.' もっと とくひつ ** へ の いぐ わい * の， ひ& ふく C > * しん 

申命記に 於て 最も 特質と すると ころ は、 前に 述べた 以外に (其 中に 含まれて ゐ るが)、 ュ タヤ 人 

しゃく わい いくつ t んり り f じょじ 5 つ これ しも / か > , この 

の モット ー とすべき 社會 生活の 原理と 理想との 叙述で ある。 之お 一 々記したら 限りが ないから 此 

歡の S く きぃ識 にく i する- &け 4 げる it にす る。 先づ 最初に 家 庭訓の 理想的 記事 を拔萃 せんに、 其處 

ふ 5 ふ y ^ こ * たい り しん ぎ U おやかう く りこんき んレ ぷ ぶし A y かとく さう をく はふ ふ 

に は、 夫婦の 義務、 子に 對 する 兩 親の 義務、 親孝行、 離婚 禁止、 一 夫 一 婦 主義、 家督 相續 法、 婦 

じん てい さタ ほご ひ よ.， にん ぐ わい こくじん V り あっか ひかた れ i- レ えき しょ ぢょ a ご とう しゃう い 々 ^^^^ しる ， 3 

人の 貞操 保護、 日 傭人と 外國 人の 取扱 方、 奴隸 使役、 處 女の 保護 等が 詳細 具體 的に 記されて ある。 

つぎ こくみん ぎ む こくぜい ひん. <ん K U ザ い じ. ん. じ せい * の U のうぜい はふ しめ , J »* た >し> く. e いもん 

次に 國民 としての 義務 は、 國稅、 貧民 保護税、 寺院 維持 税其 他の 納税 法に よ 不 され、 又 社會問 

にい ど れいかい はう し けいしゃ とりあつか ひ ん いんざい はんにん し 《 つ はいしゃ 5 もんに い び や、 く り みはし ご ぼ r 

題と して は、 奴隸 解放、 死刑 者の 取扱、， 姦淫 罪 犯人の 仕 末、 廢娼 問題、 癩病の 隔離、 孤 兒の保 謹、 

ひさんし やじ やくしゃ は ご ふ- > *- くくれい らん £ りし りと. 3 * の しょもんだい くわん しゃく わいくん はふり つ けいし もと しる メ 

無產者 弱者の 保護、 風俗 壊 E の 取締 等 其 他の 諸問題に 關 する 社 會訓が 法律の 形式の 下に 記されて 

i> い しう け 5 くわん うざ 3 れいはいし しょぶん し 5 けうて e- に らくし や けん はつ しんせん *- いぐね. J 

ゐる。 第三に、 宗 敎に關 する ものと して は、 偶像 禮拜 者の 處分、 宗敎 的墮： 落 者の 嚴罰、 神前 誓願 

八 a シャ 王の 宗敎 改革 II 五 五 


笫廿 一章 俘囚 前に 於け る豫言 者の 瓧會訓 二 五 四 

fcr い しんけ ラ つ ひ かく ^0 こく か てな しんか タ 

神 エホバ は 唯一 人の M ホ パな b」( 耶 六の 四) と 云 ふ 一 神敎が 遂に 確立せられ、 國家的 信仰と なつ 

たので ある。 

.3 ラけ 3 はふ あん ぎ し 6^ せいてい 

(二) 宗教お 案と 儀式の 制定 

？ し 3 け、 r- かいかく だい t ふ にんく こ けっか 5 ぜんこく さんざい かう レょ れい は》 はい. 含： 

ョ シ ャ 王の 宗敎 改革の 大業 は、 斷々 乎と して 決行せられ、 全國に 散在せ る 高處の 鱒拜も 廢棄せ 

ちゅうみ 5 れい はい じょ さに こく みん レ 、/'けう せい ぢ ち 5 しん しか こく みん i 一- タ 

られ て、 中央 鱧拜 所と 定められた ェ ルサレ ムは國 民 宗敎と 政治の 中心と なった 而 して 國 民の 道 

f モ のせい くわつ £i うじ やう もつ ま- めら はっけん せいぶんりつ はふ しょ き ぼん じゅんしゅ めい I ) 

德と其 生活 向上 は專ら 新たに 發 見せられ たる 成文律 法の 書 を 基本と して 遵守すべく 命せられ た。 

こ すな は おきて しゃく わいせいく わつ せい しん ぶんく わ き乇 _ み， ん. -tv; は r つ て ，ん 

之れ 即ち 律法 (ト ー ラ ー) として イスラ ュ .ル の瓧會 生活と 精神 文化の S 礎と なって、 民族 發展に 

ぜつだい やく め はね かいかく .U4* -0 の がいしよ ま 仁 i いはい ぎ しき くわん さい き ろく へんさん ， 

絕大の 役目 を杲 した 改革の 賜物で ある 。該書 は 又禮拜 儀式に 關 する 一 切の 記録 を 編 慕せ る もので、 

ヘプ A よ ：&ん しゃ たち h- づ ふしゃ しょけ 5 'ら い し くわいに 3 とく しう けうて きけ う くん か しんじんかん けい 

希 伯 來豫言 者 達が 律法 者の 所敎を 網羅した、 言 は > -社會 道徳、 宗敎的 敎訓を 兼ねた 『神人 間の 契 

やく い けん. ふみ モ こ じんかく しん ち い 41 かよ にう V- はふ しる 

約」 と 云 ふた 權 威の ある 番 である。 其 處には 人格 神の 血と 息と が 通った 道義 法が 記されて ゐ る。 

， ► このしゅぎ せいしん .ui- さいよ -r- しんせい せい s か、 つれう こく か しゃく わい か •，> しゃう けんぜん 

だから、 ヨシ ァは此 主義 精神 を 直ちに 採用して 神政々 治の 綱領と なし、 國 家社會 の高尙 健全なる 

し > ほ はったつ み な.. この しん もん し さ 、> り さう き われ- & かみ 

進 步發達 を 見ん と 期した ので ある。 此 深遠な 思想と 理想が 「イス ラエ ルょ聽 け、 我等の 神 M ホパ 

た なん *ち こ i ろ つど いしん つく ちから つく なん ぢ かみ めい こんにち 

は 唯一の M ホパな ひ、 汝心を #: し、 精神 を盡 し、 カを盡 して 汝の神 H ホパを 愛すべし、 今日 わが 

なんち めい >i れら こと は なん * ち これ モ のこ-ろ つと なん；？ S こ ら をレ いへ ざ とき みち あゆ 

汝に 命す る是 等の 言 は 汝之を 其 心に あらしめ、 勤めて 汝 等の 子等に 敎へ、 家に 坐す る 時も路 を步 



第一 一十】 一章 バ ビロン に 於け る俘囚 生活 

Y ブ ルじ， 4 とらはれ^sと .u-ollt- へ ゆ こと モの し f しんか. > み しん にい 45 き 

希伯來 人が、 俘囚 として パビ fi ンに 携行 かれ. 5^ 事 は、 其 思想と 信仰から 見ても 眞に 一 大 危機で 

-£に ながねん せん &ん せかい ほこ へ ブル じん ため はろ ぽ 

あつお。 何故 なれば、 長年 H ホパ の 選民と して 世界に 誇りし 希伯來 人が パビ ンの 爲に滅 され、 

しう けう t,/ ぢら 3 しん せいと はう くん ぐんたい てってい じ- ソ りん I 

宗敎と 政治の 中心であった 聖都ェ 〃サレ ムが、 暴君 ネブカ ドネ ザ〃 の 軍隊の 鐵 蹄に 蹂躪され たか 

い が a ん れき レ はこり いう (ブル みん も，^ * ひんめい けってい わけ ^^れ ら へい 

ら である。 言 は > -、 長年の 歷史と 誇と を 有せる 希伯來 民族の 運命が 決定 せられた 譯で、 彼等 は 平 

あ しゅもく みん もくしん たれ はこに みん- く せい し か- にい こくな.^ f S f 

素 種族と 民族 神と を 誰よりも 誇った 丈け、 それだけ、 民族の 生死に 闘 はる 一 大國 難に 遭遇して、 

鹏 b なき 怨恨と 忿 逾に堪 へな かつおの である。 之 は 彼の H ゼキ ェ 〃と 第 ニイ ザャ誊 (四十 章— 五 

ひ t きてき ぺ 3 しゃ よ ゅん *0 じ ちょう A- のみ かゆ じ りん キク じ し? &. い 

十五 章) とに 悲劇的に 描寫 された 豫 言と 記事に 徵 しても、 其 見る 蔭 もな く 蹂躪され た當 時の 社會 

じゃラ た さう ざう え 

狀 態が 想像し 得らる であらう。 

へ ブル じん き や 3 ぐう 

一希 伯 求人の 境遇 

1 希伯來 人の 境 通 二 E 七 


笫廿 一章 俘囚 前に 於げ る豫苜 港の 會訓 二 五六 

トウ _f e、 5 とう ぢ しゃ ぎむ し はふく わん. C けんり y ひ みん， レ み /5 は， ふ f 力 

ini である。 « &に、 に i しても、 統治者の 義務、 司法官 史の權 利 義務、 一ぎ 市民の 法律 

1&¥が跪めて€8を|!ぉ"釙"駆なま^?に,1されてゐる0 § くに 申 命 法典の 眼目と せる 道德 と宗敎 

の li に^いて は 「十 総」 なる けお^に^ て、 陳&" の i&li つの^ i がぎ 1- されて ゐる。 現代に 於 

ける 難の iSf は、 igAA を まよから ま Mi しねと さへ i へらる。 s^^t^ff 

fl. レ はずて g ききで ま }rs ピは觀 ない が、 t し f 時 じき 籠と して は、 

S はち 崎と して は、 Ibs^ な «1| ある もの. 4n つてよ い。 "み^^^%十ニ世^^の成文律法と 

お *ら « かい これ ひつ て さ 3 

して は、 S く 世界に 之に 比 敵す る もの は i^; いで あらう 


A ちび へい モ けいしん A いじん しい ひとね & しん う いく わつ おび や すな は r ほ わ ひ 

に 導き、 平素 敬神 愛人の 士と言 はれた 人達の 信仰生活 を 脅かす やうに なった。 即ち斯ぅし^^壤合 

しつ ゆん に 亡 X ゆん しゃら いしゃ •> やく モ くとう ひ やみ くわん ひい 6 ろ ひ じ は3 じ き おちい ひ しんろん しゃ 

によく 出現す る 僞豫言 者 等の 異象 約束 等 を 無暗に 歡迎 し^. 9、 或は 自暴自棄に 陷 つて 無神論者と 

みんしん し さうて & しんか ./N てせ そ C と .> か じんしんみ にか わさ み に 

なつお， 5、 民心 は 思想 的に も、 信仰的に も其統 一 を缺 いで、 人心 恰も 麻の 如く 亂れ たので ある。 

ふ レラ いづ か こくみんてき ふか V 'さいがい め ♦* つた ざ せつ これ そ 4* ん つみ ため 

されば 俘囚は 何れも 斯うした 國民的 不幸 災害の 爲に 全く 挫拆 し、 之 は 「祖先の 罪の 爲に M ホ， パの 

ぐに た はつ ラら ,y.7 じ われら もや 1ち っ& われら み 5 へ われ ら そのうち 

下し 給 ふた 罰 だ」 と怨 むと 同時に T 我等の 愆と 罪と は 我等の 身の上に あ， 9、 我等は其中にぁh^て 

きえ *7 ぱ いか いくえ モ C? ひ じ や、 > か こく しん はつ かん こ-ろ いに 

消失 せん、 爭 でか 生る NJ と を 得ん」 (結卅 三の 一 〇) と 其 無情 苛酷の 神罰 を 感じて 心 を 痛めた の 

である。 

4i い ねん し S つ * ん 

一二 靑年 H ゼキ H ルの 出現 

がく か， i' え、 IN ら ふ くわん ぜん じだい ふし ぎ にい け i いく か ゾ1 い せ いぢ か で に 5 どく し V け 3 ん こく み， i 

學 校の 幼稚 不完全な 時代に 不思議に 大敎育 家ゃ大 政治家が 出る やうに、 道徳と 宗敎が 全然 國民 

かへ り おら い は 3 しょくみんち へ ブル じんしゃ くわい この き i てん S.I いへい わ かう ふく てん ち 

に 顧みられ ぬと 思 はれた、 異邦 殖民 地の 希伯來 人社會 に、 此 危機 を轉 じて 一 大 平和 幸福の 天地と 

& じんかく よ i> ん しゃ とつじょ あら かれ さいし いへ しう けう か こ 

なす、 智 HI と 人格の 豫言 者ュ ゼキ ェ , が 突如と して 現 はれた。 彼 は 祭司 ブシの 家に 宗敎 家の 子と 

i えう 4*3 ころ にい ヘラて き よ &ん しゃ し こくみん ぺん に つ し に 5 くわ ラ けい もく 

して 生れ、 幼少の 頃から 代表的の 豫言 者と して 知られた ュ レ ミヤの 國民 を鞭韃 指！： する 光景 を 目 

si さい し かれ ま； i fc ふ レラ i か はん リっ こくなん こ-ろ 

撃し つ、 育った 祭司で ある。 彼 は 又 他の 俘囚 と共に パビ " ン のケパ 〃河畔に 移されて、 圃難を 心 

な 4> し » /\ か はん し i b.> じゅ もと ぎ お， なみに き た- リ さ- 

から 哀き、 厘々 河畔に 茂れる 柳樹の 下に 座して、 シ オン (ュ ダサ レム) を 想 ふて 淚の 祈禱 を献げ 

八 n シァ 王の 宗教改^ 二 五 九 


第二 十二 窣 パビ a ン LL 於け る 俘囚 生活 二 五八 

E^^> 艇 か1¥4- 影と も ISIri のか せられた V ヒ "ンに となって からの S 

は、 .^1: なる じお， g であつ たかは 脚で ある。 が 然し 豫言 者ェ レ ミヤの 豫言 によれば、 希伯來 人の 

^0 ふ し ->4-, くわつ やく ^^ん い すな は き &ん ぜん * k 

パビ "ンに 於け る俘囚 4S 活は約 七十 年で あつたと 云 ふ。 (耶廿 五の 一 二) 即ち 紀元前 五八 〇年ェ 

〃サレ ム から ヒ n ンに據 へ i された 人々 は、 ケパ 〃河畔に 置かれ、 (一の 一、 三の 一 五) 

ぜんじと ，3 え いへ かま し ぢ よみ ひとつ レゃ くわい けいせい もる てい-やまで じ こく - く， わん； ^ふ > し ゆい 

漸次 土地 を 獲、 家 を 構へ、 子女 相 嫁ぎて 一社 會を 形成し、 或 程度 迄自國 イスラ H , の 慣習 ゃ社會 

い さ る ぢ £ る ところ せ. i. 'こく このせ かいて Isu ぶんくね ，レゅ ふ い 

制度 を 維持す る を 許されお やうで ある。 處 が小國 イスラ ェ 严 から 此 世界的 文化 首府 パビ "ンに 入 

へ ブル じん- * の へん くわん き や./' ゆ *2 へん. ため ttiA t んゎ y . , ► い • ふく" わ. ゆ. J, いわ., .， 、 » 

りたる 希 伯來人 は、 其四邊の環境の激鏺の爲に殆ど^^惑せられ、 忽ち異敎の惡感化に染み 大多 

rf ヘプ A じん くわ .7 4- しゃ- 2a い き f 5 レ tt なか . はんえい- ftA^ _„?T*- い， ご * ^» ^v^^frv.^.^^ ん， や 

數の希 伯 來人は 光輝 ある 將來の 希望 を 失 ひ、 中には 繁榮 せる 滿 都の 蒼生と 伍し， 奴隸 生活に 甘す 

る^ さへ^で、 が"ぁる^?"をして、「^|の|"は枯れ、 我等の. 望は竭 く、 我等 絶 はつる よ h^」 (結卅 

たんそく ぼ ど は らく こと おは ふ しラ しゃぅ6ふ ^^ょ りし ほく じ * と 

七の 一 一) と 嘆息せ しむる 程に 墮 落した。 特に 多くの 俘囚 は、 商業 及び 利 Tl によ て 自己 を 富ま 

もくて せに くて e~ おく もく さく い けう しん も は れいて な *7 f り f b ねつ 

す ことと 俗 的 肉的 ライフ を 送る ことに 齷齪し、 異敎を 信じ、 最早 ゃ靈的 希望と 现想 とに 燃 ゆる 熟 

し.？ レんし よ it ん しゃ こと は み- かた ひ もの ありさま 

心に して 眞摯 なる 豫言 者の 言に 耳 を 傾く る 者 さ へ なき 有樣 となった ので ある。 

ふ レラ せい くわつ レ •， けラ 

ニ俘囚 生活と 宗敎 

r みん fr くて せに い ふ か 3 くれん ^^ぅ*5へんほ めい レん てきく ねんねん モ へ ブル じん 4 す. C i*- く 

浙 うした 民族的 大 不幸 は、 H ホ \ に關 する 狹少 偏頗な 迷信 的觀 念に 染みし 希 伯 來人を 益. 5- 堕落 


こと すでめ-とぼ しか * このき- - たい と さいしょ 

る 事 は旣に 述べた 通 である。 然るに、 此 危機に 對 する ェゼキ H 〃の 取った 最初の ス テツ フは" 

が, < . ん みん きょ 3 しな ため た こと ゆ い へ ブル じん みん あくて なと くせい およ てんしょく 》i 

神の 「選民た る聖 さ」 を 失 は ざらん 爲に、 他の 言で 言 へ ば、 希伯來 人の 民族的 特性 及び 天職 を會 

とく これ はぢ モ しんでん れいはい さい こうじゅんび 

得し、 ど/ くまで も 之 を 保持せ しむる にあった。 其れに は、 どうして *0、 神殿 禮拜 の苒典 準備 

これ じょじゅつ び さい わ ね こうはん &が e ん， い， > ^ .V さた ま 

であった。 之が 叙述 は、 微細に 亘， 9 て 後半に 描いて ゐ るが、 一言に して 言へば、 神の 治め 給 ふ 一 

大 理想 社會 である。 其 處で彼 は、 パピ ンに 於け る 俘囚の 迷信 を 打破し、 ュホパ 神の 觼拜 をグパ 

か はん しょくみん も こうぜんお こな ぺ りょく これ かれ ' ノ で -し， れ J?*!!!' 

グ 河畔の 殖 民 地に 公然 行 はる 可き やうに 努力した。 之 は 彼 ュゼキ H 〃でなければ 出來 ない 至難 事 

であつ.？ i。 

り さう しゃくね、，. けんせつ ゆに は. 5 はふ れいはい じょ か はん こんり V- あこ へ ブル じん 

斑 想社會 建設の 唯 一 方法と しての M ホ パ禮拜 所 はケパ ル 河畔に 建立され.？ ：-。 其 處には 希 伯來人 

なが ねんじゅん しゅ かつれい にんじさ みん そくに ちと、，/ ふた- このし よ くみんち くり へ こ；^ に 

がェ〃 サレ ムで 長年 遵守せ る、 割醴、 斷食、 安息日 等が 再び 此 殖民 地で 繰 返さる、 事と な. 9 (結 

ふ し 3 みん 4- いしん 4/ いく わつ し にい モ の ^^ん ながねん みん みく やし.， 5i きに でん ^つ J 

廿の 一 二) 俘囚 民の 精神 生活に 資する ところ 大 であった。 其 間 長年 ユダヤ 民族 を 養ひ來 りし 傳說 

りつ. * ふ もも ぜんじ かれら しんかう ^1.ゥじゃぅ じ. s」 くと く こくみんせい はっき ► ' ,ぷ なさ』 い 

律 Si も 鱧 拜に用 ゆられ、 漸次 彼等の 信仰 を 向上し、 ユダヤ人 獨特の 國民性 をも發 揮し 得た、 否 祭 

U し に 3 よろし え さい レし さう はったつ こ VN けん にい 

司で ある ュゼキ ェ A の 指導 宜 きを 得、 祭司 思想の 發達 にも 貢献す ると ころ 大 なる もの かあつた の 

である 

*- い ぶん がく K つ こけ 

五 罌文舉 の 勃興 

八 n シァ 王の 宗敎 改革 11 六 1 


第二 十二 章 パビ a ンに 於け る俘囚 生活 二 六 

けい かん あい こくし や 

お 敬虔の 愛國 者で ある。 

ろ.* ^ぢん お レ やく わい チ -."UJ う *c にか しんやく じ y. い くわい かい せっけ -> 

ェゼ キエ ^の 初陣に 於け る 社 會邋動 を 見る と、 恰も 新約 時代に r 悔改の 說敎」 して ュ タヤ 人 を 

くせい おも かれ くわん こくし や 、^^ れい せ， つけ 5* い； * I , ， • 

覺醒 した パブ テス マの ョ "ネを 思 はしむ る ものが ある。 彼の 勸吿 獎勵 せる 說敎の 內容は H セキ 

H 〃書の".，^ 11^ うよ- 9 第二 十四 章に 詳に 記され をる 如く、 今や 將に 沈淪 せんとす る 信仰の 回復、 僞 

i ゆん しゃ ひ なん はな こくみん たう ぜんせ 5 らい 1, ん ほっとう "霧， つ J / ひた.. ;;Li^ 一 ••{L が? -.is^ ， ^ / 

豫言 者の 非 雛、 H ホ パを 離れね 國 民の 當 然招來 する 厳罰 等お カ說 して 只管 指導 饕戒 を與へ た 事て 

こと ちうじつ け.； 'ナ V とら！？ -ら た、， - こ こく かなら なく むん じ き た、 つらい よ、?^ ん -,, > 

ある。 特に 忠實 敬虔なる ffi. に對 して は、 故國ェ ^サ レム (必 す歸 還す る 時期 到 來を豫 言し ヱホ 

かみ へ ブル じん た*^ やくそく じゅんしゅ と fa ふじ い ラ くわいぎ ふ -C ん しつ ^$ラ ^.7 ,^1^,^ん- Ir-i; 

パ 神の 希 伯^ 人に 給 ひし 約束 遵守 を說 き、 以 つて 不自由、 懐疑、 不安、 失望に ある 同胞の 精 棘 を 痛 

く激 i したので ある。 故に V ピ & ン俘囚 時代に 於け る 希伯來 人の 颢れた 思想 を統 一 し、 胜會ぽ 想 

53 いせい せいこ.，' ，5- さ 6 じん ， がくしゃ.， .2 は のじん か，^ ； Q-i) い ► ^» ^ «>,,^hN t ' ->| a> 

形成に 成功 を收 めた 偉人 H ゼキ ェ V か 各 章に 表れて、 其 人格の 偉大と 銳ぃ 手腕と 力 窺 はれて 讀も 

もの S くれい お ぼ すな は かれ し おい せいく わつ おい I , ^5 I ) ) k • h - J* 、 

者に 偸 快を覺 えしめ る。 卽ち彼 は 思想に 於ても 生活に 於ても、 論理的で 系統が あるの ろなら す 

じ こ レん てっていて き にんかう てん おい *5 やく 》< い.^ よ Ji J- r ？ん： J や ， > ' 

自己の 信す ると ころ を 徹底的に 斷 行す る點に 於て、 舊約 ill 誊に 於け る 何れの 豫言 者に も 優る とも 

劣り はすまい。 

しう け-? かい かく 

四 宗教改革 

ふ し 3 4* いく ゥ- つ ぃと£ へ ブル じ.. I- お a ぶ クレゥ よく めいしんけ ラ とら *f いく わつ 

，ハビ II ン に俘囚 生活 を營 みし 希 伯來人 は、 多く は 物質 愁と 迷信 敎に r 囚 はれお る 生活」 をな せ 


殿 1 建：" 造？，、？ i 船 if き 裏- した ものである。？！ の, - 

を與 へ、 i 歸 還の 上に 最もよ い ii となった と g へき。 f 


八 B シァ の 祭敎改 If 

一 § 


第二 十二 章 パ ビ ンに 於け る 俘 K 生活 二 六 二 

f ねんれ た へ ブル じん お ふ レオせ いくね つ いづ はう めん & しれん じ に い 

約 七十 年に 百 一る、 希伯來 人の パビ II ンに 於け る俘囚 生活 は、 何れの 方面から 見る も 試練の 時代 

レか かんなん ひと § へ ブ ル みん もく しゃく わい しょはん かいかく じ や- /'せんざい iz う 

であった。 然し、 難 難 人 を 玉に する で、 希伯來 民族に とりて は、 社會 諸般の 改革 上 千載 一 遇の チ 

わ， リ にい ねんすな は ^ i" ん ぜん ねん ころ かさいし ちゃ C 

ャ ン ス であった。 それ はョ シァ 王の 第 十八 年卽ち 紀元前 六 〇 一 年の 頃で ある。 彼の 祭司 長ヒ k キ 

ぐ ぜん しんでん しう ぜんち 3 お iti て ふみ はつ けん こ、 ゎづ めん ぜん ろう f 

ァが 偶然 神殿 修繕中 「律法の 書」 を發 見した の をシャ パンに よりて 國 王の 面前に 朗讀 さる、 や、. 


おはい よろこ これ しタ けう *J は.^ ゅん り i*. いかい かく にんかう よ ころ その じ ^ふ なか 

ョ シァは 犬に 喜び、 之 を 宗敎の 基本原理 として 大 改革 を 斷行 したので ある。 處が其 事業の 半に、 

わ 3 わ 、> た かんらくみ こく か ふた- こんとん あり さ 44 

ェ 〃サ レ ムはパ ビ fi ン王 ネブカ ドネ、 ザ 〃王の 爲 めに 陷落を 見、 國家は 再び 渾沌た る 有様と はなつ 

しか いはう へ ブル ふ し-ひ ふた. * れい はい ** も 

お。 然るに H ゼキ ェ 〃により 異邦 パビ P ン にあり し 希 伯 來俘囚 は、 再び ュホ パ鱧拜 を 守る やうに 

くわ ぜ いてん ひん き V せ ろくし. /'しふ ねっさかん おこ せいぶんが くしょる & へんさん かいてい へ ブル しう けタ はつ ii つ 

なった。 加 ふるに 聖典 研究 や 記錄^ 集の 熱 盛に 興り、 聖文學 書類 を 編纂 改訂し、 希 伯來宗 敎發達 

3 よ にい か しんめいき ふか くわん けい い、 ソ せい， れきし 3 シュアき ししせ サム エル 

に寄與 すると ころ 犬で あつお。 彼の 申命記に 深き 關係を 有する 聖歷史 約 書 亜記、 士師 記、 撒 母 耳 

しょ れつ わう を りゃくと 5 ふく れ せして *1 きじ すな は モ 

誊、 列 王紀略 等に 含まれて ゐる歷 史的 記事 は 即ち 其で ある。 

ふ し だい ^ んが』 く はつ こ. T しょさん きおく へ ブル みん く レ 3 け 3 ちみ もっと 

俘囚 時代に 於け る 聖文學 勃興の 所產 として 記憶せ ねばならぬ こと は、 希伯來 民族の 宗敎中 最も 

か 3 て 5 さいし はふ てん へんさん これ ぎせい a3 し こと さい し ふ しう てんお れ3 i しょくむ しっか タふ 

高調せ る 祭司 法典の 編纂で ある。 之 は犧牲 奉仕お 事と した 祭司が、 俘囚轉 住と 共に、 職務 執行 不 

かの 3 ； もつ ^みれ いは V さいこ ラ むさ 3 きねん もつ は 4i いぶんが く じ 4> ふ モ のせい りょく けい &3 くわん 

可能と なれる を 以て、 H ホ バ神 觼拜の 再興 を 夢想 祈念し、 専ら 聖文學 事業に 其 勢力 を 傾注して 完 

** い • <a よめお せて へん S ん この. a ふ てん 1« く さい し ほふ てん しょつ しん 

成しお r 聖 潔の 律法」 の 編篪が ある (利 十お の 二 六)。 此 法典 は 俗に 「祭司 法典」 と稱 せられ、 神 


第二 十三 章 第二 ィザャ の社會 理想 

き A .a K.I レ ト.； • さ £^'f*sii こく ね, り りゃタ ごく せい ふく い は ちく いきり 

紀元前 六 ゆ 紀の半 頃、 ベ〃 シャ國 の クロス 王が メ、 デャ、 リデヤの 兩國を 征服し、 今や 破竹の 勢 

もつ りん-?; N . せよ ときへ ブル い、；' こくし や. U ら た 11 い けづ み もつ こめ く ジ$ は , - D 

を 以て 隣^ V ピ P ンに 攻め寄せん とした 時、 希 伯 來の爱 國者達 は 多大の 興 妹 を 以て 之 を觀^ した 

まぜ ふ しタ うき め み タ V 'は 3 も ゎラ ^；；^タこく， _ うち じ . 

何故か なれば、 俘 囚の變 目 を 見つ \ ある 同胞が、 若し ク ス王 によりて 敵 國パビ P ン か 打 敗られ 

この めつ お ふ かい i う こと あら しん 5 & かれ ら かんが 

なば 此 滅亡に よりて 解放 せらる、 事な きにし も 非す と 信じた が 故で ある。 彼等が さう 考 へたの も 

ひ り ところ すで よ ゆん レゃ ら めつ はふ 

無理から ぬ 所 も ある。 それ は、 旣に豫 言者ェ レ ミヤと ェゼ キエ 〃等に よりて、 パビ 51 ンの 滅亡と 

くわい ふく つね い らい おはい し 5 けうて き は 3 めん はったつ きた (ブル じん • づ， f;:: いば 

イス ラエ 〃の 恢復が 傳 へられて 以來 は、 大に 宗敎的 方面に 發 達し 來れる 希伯來 人の 頭腦 は、 政治 

てせ I； く か はんく わい 、， しん. 1 

的に も國 家が 挽回し 得る と 信じた からで ある。 

たいに，， - さ r しんがく レ やかん い せつ い K I 4^ ぶんぶぃ 

ー體第 ニイ ザ ャとは 誰 を 指す かと 言 ふに、 神學者 間に 異説が あって、 今尙ほ 決らない。 唯文體 

よ 5" ん じゅんじょお よ ねんにぃ か- リ さつ ぜんくわん しゃう べつ これにい • fc- • , * . - U 

ゃ豫 言の 順序 及び 其 年代より 考察して 全卷 六十 六 章 を 三 別して、 之 を 第一、 二、 三の ィザ ャと稱 

こと U ゆん にい きう やくしんが くしゃ みと fcJJ 

して ゐる事 丈け は、 現代の 舊 約神學 者の 認める ところで ある。 例へば 

第 一 ィザャ 第一章より 三十 九 章まで ， 

1 歴史的 背景 二 六 五 


モ の は，、 よ き しんでん さんじ ゃタ い き せ V 'ちん こくみん しんじゃ 3 じっか れん すで い 

る。 其廢 墟に歸 した 神殿の 慘狀 と意氣 消沈せ る圃 民の 心情と は、 實に 可憐な ものが あった。 旣に異 

S.7 ふ し. < 'せいく わつ どタは 3 い いつ ふた- くわい ふく の- 5- み 

邦 パピ " ン に俘囚 生活 をな しつ、 ある 同胞 はと 言へば、 何時 イスラ ェ 〃が 再び 恢復す る や 望な く、 

こ 1^ t たは 4- もの しつ は 3 らく にん い じ や 3li い このと^ ** つた けん 4V モ さう こくみん かくせい べん； i つ こく 

是又惱 める 者、 失望 落 膽と云 ふた 狀 態であった。 此 時に 全く 元氣 沮喪せ る國 民を覺 醒鞭韃 して 國 

家の 再興に 蓊起 せしめた の は 彼の 第二 ィザャ である。 

一 一 豫 言 の 目的 

しか ビ い よ 6 ん もくてき なん i *♦ つ fc ふ もん もんこく ぉモ ど. 3 は-ひ ふ し- f 

然 らば 第 ニイ ザ ャの豫 言の 目的 は 何であった かと 言 ふに、 全く 不安と 暗 黑に襲 はれお 同胞 俘囚 

くわん iv なん ぢら かみ い た *< なぐさ なん ぢ ち こく みん ぐ さ ごと しつ ゅタ ふん tt じ 

K 卷 頭に 「汝 等の 祌言ひ 給 はく、 慰めよ、 汝等國 民 を 慰めよ」 と あるが 如く、 失望、 憤怒、 自 

f じ t!3 こく みん こ A ろ ,0 しゃ か から た よ 6 ん すな は じん かす 

暴 自棄に ある 國 S: の 心 を 慰藉し 且つ 力 づける 爲 めの 豫 言であった。 即ち ィザャ は 「ユダヤ人に 掠 

うは みな なか とら ひとや なか と こ その かす たす もの 

めら れ、 奪 はれて みな 穴の 中に 捕 はれ、 獄の 中に 閉ぢ 込められ たが、 其 掠めら る、 を 助く る 者な 

モ のうは は つくな いもの み ふんぜん に 

く、 其 奪れ たる を 償へ と 云 ふ 者な き」 (賽 四十 二の ニニ) を 見て 憤然として 立つ-たの である。 

ビぃ もくてき A ん * く くわ こ ゆん ざい つう かみい か こくみん し にう きタ さい つく 

第二の 目的 は イスラ ェ 〃民族の 過去と 現在 を 通じて、 ？ 1 ホパ神 は 如何に 國 民の 指導 救 濟に盡 し 

た** モ のしん じん くねんけ い x ** つ り すな は みん * く けん 4> ん たま 

給 ふた か、 其 神人の 關 係と 神の # 狸 を 描きた る もの、 即ち イス ラエ 〃民族に 顯 現し 給 ひし、 エホ 

二 豫苜の 目的 二 六 七 


第廿 111 章 第 ニイ ザャの 肚^ 思想 11 六 六 

第二 ィザャ 第 四十 章よ- 9 四十 五 章まで 

第三 ィザャ 第 四十 六 章より 六十 六 章まで り 

しょ.？ しか こ - にい レゃ くわい くん もくて 9 しんがく てき fc んき 3 

と 稱 する。 然し 此處 では 第二 ィザャ の社會 訓を氣 ぶの が 目的 故、 砷學 的に 探究す るので ない。 

一 歷 史的 背景 

*3 ，ん ぜん ねん お め CV はふ へ ブル みん ネス にが づき また fc がに 

紀元前 五八 六 年に 於け るュ 〃サレ ムの 滅亡 は、 希伯來 民族に とりて は 苦き 杯で あり、 又 堪へ難 

じ ところ こ あん こくじに い へ ブル じん なか ► じん せいし じん じん ii パ ル. や めい 

き 十字架であった 處が 新う しれ 暗黑 時代に、 希伯來 人の 中から、 人生 詩人で あり 又 人道の 鮮明 

し it* > ^ じ.， * あら こ ？ 3 やく しい， か ぶんがく & にい しじん こんにち にい 

者で ある 二人の 偉人が 表 はれ. ci。 之れ I は舊 約の 詩歌 文學 での 偉大な 詩人 ヨブで、 二 は 今日 第二 

し ち £l ら よ ゆん しゃ かれに い よ， し 3 け 3 せ いぢから よ 

ィザャ として 知られて ゐるカ ある 豫言 者で ある。 彼 は 第 一 イザャ と 呼ばれて ゐ る宗敎 政治家の 著 

しょ えい &んふ *1S3 よ： &ん はし ふ へ ブル じん ふ しう， じ にい けつじん はんみ. 

書に、 永遠 不窮 の豫言 を補輯 せる、 希伯來 人の 俘囚 時代の 傑人と して 一般から 認められて ゐ る。 

かれ レ 《-ぅ しん &ん てん い しう £5 てせ たい 15 ん い tfc. , へ ブ， ル， » . い、 > f"r 

それ は 彼の 思想の 深遠な 點と言 ひ、 宗敎的 體驗と 言 ひ、 又 希伯來 民族と しての P 練と 言 ひ 斯う 

けいけん かれ てんぶん * の よ 4 んレ 5た> あ， も、 ノ I , 

した 經驗と 彼の 天分と が、. 其豫言 詩に 豊に表 はれて ねる からで ある 

さ に い し る じ に い こくみん い はラ せい ふく fc. とたん くるし IA は ころ 

偖て 第 ニイ ザャの 記されお 時代 は、 國民は 異邦の 征服の 爲 めに、 塗炭の 苦を甞 めて ゐた 頃で あ 


こくみん しん し.. 5 り ぶっしつ はんえい， あら せいしん ぶんく わ はんえい I りつる ぎ しょ ォり / - » -レ J?f.?!s 一 * 

國 民の 具の 勝利 は 物質 繁榮に 非 やして 精神 文化の 繁榮 である。 鐶劎の 勝利に 非す して、 眞氣、 愛、 

f し せいしんて きぶき てんらい し IV 'り 5 い 、 、5- . ベ?，， L い SB , ノ 

奉仕の 精神的 武器に よりての み 天來の 勝利 を 得る、 と 云 ふ アイ テアであった。 敌に此 際 一と こし 

かみ ち f <?， しゃ A われけ つ， す fct か K 、ら , ？ん & ； <f$ 

への 神、 地の はての 創造者」 を 見よ、 彼 は 決して イス ラエ ^を 棄て給 はない、 必す汝 等 を 支へ t 潜 

た ふ えい もん あい ともし そこ ， せ い， if ^ ^uh ^ 

き 給 ふ、 その 永遠の 愛の 力で、 と 說き敎 へお ので ある。 其處 に、 イス ラエ 〃の 政治的 宗敎 的の 1^ 

復が 暗示され てゐ る。 

四 神の 僕 

X & ん しゃ こ-ろ モ こ こく か みい れみ いう こく U 、 かれ こく か _ < ^ん めい どタ さつ 

豫言者 ィザャ は 心の底から 國家を 愛した、 稀に 見る 憂 國の士 である。 彼は國 家の 運命 を 洞察し、 

こくみん じ やう fc 、- かへ り t かなし かれ il. いしゃ くわいり さ 3 かみ し め > にい， にん モ つもよ ベ おの こくみ， ん つ； i 

國 民の 狀態を 顧みて 泣き 悲ん だ。 彼 は 一 大社 會 理想と 神よりの 使命と を大膽 卒直に 己が 國 民に 傳 

こく ん い ぜん ちゃ. A や 5 め むさぼ あいこくしゃ けいこ y べつ あ^ I かれ 

へたが、 國民は 依然として 長夜の 夢 を 貪 て、 愛國 者の 驚 吿には 一 瞥 をも與 へなかった。 故に 彼 

は T 雙者ょ 聞け、 瞽者よ 眼 を 注ぎて 視 よ。 瞽者 は 誰 ど、 わが 僕に あらや や、 誰か わが 遣せ る 使者 

、 JJ と しひ たれ わがと も f め しひ なん ぢぉは こ； £ み / かへ り ， I はら 

の 如き 饕者 あらん や、 誰か 我 友の 如き 瞽者 あらん や。 汝 多くの 事 を 見れ ども 顧みす、 耳 を 開け ど 

も 開かざる なり」 (赛 四十 二の 一八 I 二 〇) と 皮肉つ おと 傳へら る。 

四 神の 僕 二 六 九 


第 廿三章 第二 ィザャ の社會 思想 二 六 八 

か&. おんち やう fc い ゆ ふ れきし てき . じょじ しか ii い もくてき かみ じんる ゐ たい はう 

パ 神の 恩寵と 大業 を 歴史的に 叙述した る ものである。 而 して 第三の 目的 は、 神の 人類に 對 する 奉 

レ しゃく わい りさ 3 < ブ ル みん .« "く かいちん これ じんみん と モ のせい くねつ てきよう 

仕と 社會 理想 をば 希伯來 民族に 開陳し、 之 を 人民が 取- 9 て 其 生活に 適用す る、 しないに よりて、 

* のうん めい さ だ *t い i ちょしゃ こくみん しお な いは S るこく ii ん じつ この た1 

其 運命が 定 ると 言 ふに ある。 更に 著者 は、 國 民の 親しく 甞 めた 所謂 圃難 は、 實に M ホパ の 好み 給 

へブ ル みん- にいち じょく しか 45* は かく こく さん ざい こく みん も はや 

はぬ のみ か、 希伯來 民族の 一大 恥辱な りと 吿げ た。 而 して 終- 9 に、 各國に 散在せ る 國民は 最早 

f しゃ せいくね つ むさぼ とき はんごく ひん く はん た- 5.; う はタ しゃく わい キ； ふさい た いな こく か さい >},, 

豪奢な 生活 を 貪る 時で はない、 本國に 貧と 苦難と 戰 つてね る、 同胞の 社會救 濟の爲 め、 否國 家再與 

た にち はや き くわん けいこく 

の爲め 一 日 も 早く ェ〃 サ レム に歸 還す ベ きを 譽吿 しおので ある。 

一一 I イスラエルの 蓮 命 

第 ニイ ザ ャの考 では、 パビ & ン に 於け る 同胞の 俘囚 生活 は、 ，國 民と して 實に 一 大 恥辱で あるば 

. z< くわい ふく じ や， > じゅ へ した t4 こくみん てな しれん み あだか し i 

かりで はなく、 イスラ H ダ國の 回復 を 成就す る 前に 親しく 甞 める 國民的 試練と 見た。 恰も 使徒 パ 

a I- マ けうく わい くわん なん にん； i い せク にんたい れんたつ せタ れんたつ き は 5 $ し 

ク "が、 羅 馬の 敎會に 「を は 患難 は 忍耐 を 生じ、 忍耐 は 練達 を 生じ、 練達 は 希望 を 來らす を 知れ 

ばな り」 (羅 五の 三) と 書いた やうに、 希 伯 來人は 異邦に 於け る苦惱 (^ 囚 生活) 悲哀の 試練 を 

もぢは こと ， こくみん ふ. U- えいく ゎミ せいく わつ たのし タ じ 11 い たうら い つ くわん ゆん 

ふ 事に よりて、 國民は 再び 榮 光の 生活 を樂み 得る 時代が 到來 すると 吿 げたので ある。 換言せば、 


stb じ や.？ J-?- おい だい 5U り ？ 3 *は しん 《J, ん. だい 

思 ふに、 イスラ H \ の將 來に對 する 第 ニイ ザャが 歌った 理想 は、 極めて 深遠 偉大な ものである。 

か は 5 ちく しょこく くわい ふく これみ なかみ しもべ ，0: ぶ レ， めい じ ゲバ よろ/〕 

彼の パビ P ン よりの 放逐 も、 諸國 よりの 回復 も、 是皆 神の 僕が 偉大な 使命 を自覺 して、 喜んで 果 

ため * -W この じかく しめい レん こく ん せい. i^J 5^^ 

たさんが 爲の ものであった。 其 處に此 自覺と 使命 を 深刻に 感じた ィザャ の 精神が 窺 はれる であら 

五 奉仕の 精神 

つぎ だ. い h-t3 せっかうて 3 f レ *- い.^ ん かれ これ， - すべ こくみん する しゃ 3 すな は 

次に 第二 ィザャ のカ說 高調せ る は 「奉仕の 精神」 である。 彼 は 之 を 諸ての 國 民に 推奨した。 即 

りん は. A いけ 3 と とう ぢ し A- ぎ to- くたい しの ら. 7 じつ モ のぎな は じん 5l れ ぶ じょく く し 

ち 隣邦 異敎徒 や 統治者の 虐待 を 忍んで 忠實に 其 義務 を 果たす ュ ダ ャ人 にも、 彼等 を 侮辱 驅使 する 

fc こく よ 3 へい しゃく わい がい はいけ 5 て *1 し iwr- しゃた & この ぼ 3 し り さう ねっしん せんでん や 

他阈の 傭兵 や、 ュ ダャ 社會を 害する 背敎的 指導者 達に も此 奉仕の 理想 を 熱心に 宣傳 して 止まな か 

つね かみ しもべ てつとう てつび *5 れい ため いか こんなん はくがい ^ 

つお。 ィザ ャの傳 へた 「神の 僕」 は 徹頭徹尾 救 靈の爲 に は、 如何なる 困難 も、 迫害 も、 飢渴 も、 

はぢ し © さいご けん モん ぎ せ い は3 し 55 ,0 り さう じんかくしゃ ゅ& ft れ かれ 

恥 を も 忍んで、 最後まで 謙遞、 犧牲、 奉仕の 行 爲を績 ける 理想の 人格者であった。 故に 彼 は 「彼 

あな？ 《 ひとす われら とが ため き やつ われら ふぎ ため くに みづか こら レめ 3 

は 侮られて 人に 棄 てられ、 我等の 愆の爲 に 傷 けられ、 我等の 不義の 爲に碎 かれ、 自ら 懲罸 お受け 

われら やすき あた モの き卞 われらい や い そ © にんじ；^ も V い レ もべ す Mfc 

て 我等に 平安 を與 ふ。 其う おれし 痍 によ- 5 て 我等 は された. 5」 と 言って、 其忍從 忠誠の 僕の 姿 

五 奉仕の 糖 神 二 七 1 


第廿 11 一車 第二 ィザャ の社會 思想 二 七 

よ ゆん ゆな £ め す U ていけんき は しか ひじ や r- し营 9j ラ^タ じ しん 5 たが 

イデ ャの豫 言 は 唯一 の 夢に 過ぎない、 無定見 極まる、 而も 非常識， た、 などと 同胞 自身から 疑 は 

べつ し て i ろう i-i は かれ to* こ • / ， し. 01 へ， .1:5, ゆん つ. *1 ,— す K は 

れ、 蔑視 嘲弄され たに 抱ら す、 尙も彼 は 勇 を 鼓して rn ホパの 僕」 の豫 言を績 けた。 即ち イスラ 

ぜん せ 5i い しょこくし よみん ♦ く S-Q しん つな ため とく えら —か A しも ぺ こ 

ェ 〃は、 世界の 諸國諸 民族に、 唯 一 神 H ホ バを傳 へる 爲に 特に 選 まれた 「神の 僕」 である。 之 

かれ わがし もべ わが えら わが. fp， こ , ち なん ぢ fc^s 

が 彼の 「我 僕 イス ラエ 〃よ、 我 選め るャ n ブ 我友ァ ブラ " ムの裔 よ、 われ 地の はてより 汝を携 へ 

2i ち はし んぢ め か なんち い なん ぢ わがし. ベ なん ぢ えら す こさ a 

地の 端よ. y 汝を 召し、 斯くて 汝に 言へ り、 汝は我 僕 われ 汝を 選びて 棄て ざう き」 との 言に 

かみ くわん けい あら ょ&ん しゃ しも ぺ つ とくして 

神と イス ラエ 〃の關 係が よく 表 はれて ゐる であらう。 豫言者 は 『神の 僕』 に 就いて、 特に 詩的に 

* へう しゃ たと おとろ きお & みら ち 11 は い モこ 

描寫 して ゐ る。 例へば、 「かれは 衰 へす、 喪膽 せす して 道 を 地に 立て 終らん」 と 云 ひて、 其 處には 

にんたい ふか 4?/ 'じづ しも ぺ いつい か i しゅじん よろこ ほ V レ レもぺ レゃ 3 ちょ- IS か& しもべ みら は 

忍耐 深き 忠實な 僕が、 何時 如何なる 時に も 主人に 喜んで 奉仕す る 僕 を象徵 した 「神の 僕」 を 表し 

V しゃ み ベう しゃ しもべ とくしつ モぅ じょじゅつ ちょしゃ せいしん 

てゐ る。 彼の 五十 章 を 見る と、 描寫 された 僕の 特質 は 一 層 ドラ マチ 力〃 に 叙述され、 著者の 精神 

が 溢れ出て ゐ る。 曰く、 「我 を義 とする 者 近き にあり、 誰か 我と 爭 はんや、 我等 相 共に 立つべし、 

ぁビ たれ ちか ■ $ レ S われ たす た** fc れ われつ A み かれら ころも U と 

わが 仇 は 誰 どや 近づき 來れ 。主 H ホ パ我を 助け 給 はん、 誰か 我 を 罪せん や。 視ょ 彼等 は 衣の 如く 

ひし ため く さら しゃう く ちょしゃ fi み しらべ は たちき じ 

ふるび、 籙の爲 に 食 ひつく されん」 (同 八、 九) と 更に 六十 章に 來 ると、 著者 は 神の 僕の 働と 自 

こ は life を V5 し じゃくしゃ なぐさ か& しめい つた ラ れじ しん r,7 ふく しか かみ 

己の 働と を 同 一 視し、 弱者 を 慰め 神よ ひの 使命 を傳へ 得る 彼 自身の 幸福 を 述べて ゐる。 而も 神の 

しもべ わざ ひと せんみん みん をく と *- ひろ りん はラ い け う とおよ つ 

僕の 業は獨 b 選民 イスラ ュ だ 民族の みに 止まらす、 廣く 隣邦の 異敎 徒にまで 及ぶべき を 告げお。 


X ゆん しゃ しん しゃく わい し i>3 しゃ なん V. やう く ぎ や S タっ か は しゅぎ や V けい しん レゃ あら むし 

豫言者 は 臭の 社會 指導者 は、 難行苦行 すると か、 陰欝な 顔して 修行す る 敬神 者に 非す して、 寧 

しゃく わい は 3 し せ きょくて き かんか 5 6 い しん もい じん じん かくしゃ しん 

ろ亂會 奉仕 を 積極的に 敢行す る 敬神 愛人の 人格者な りと 信じお ので ある。 


S 舉 仕の 精神 II 七 S 


f $ 第二 ィザャ の社會 思想 = 七 二 

に憧愤 してなる。 

しょ：、 お キリ. < トナ 3 と き 5 やく よ 4 ん しょ り さ, しゃくれ いくん あ か ft! た しんやく すく ひ 3 し 

初代に 於け る 基督 敎徒 は、 奮 約の 豫言誊 にある 理想と 社會訓 は、 恰も 來 るべき 新約の 救主ィ H 

じ A ふ 乇 n じん かく しゃ- > ちょ r- ごと しん とく にい ほど じんる- ぜっ ゾ> い け 、プ し *.< ふ し. a 

スの事 I 梁と 其 人格 を象徵 した 如く 信じた。 特に 第 ニイ ザャ程 人類の 絶大なる 敎師、 救 主としての 

人：^ と 其 事業 を 明確に 敎 示した もの はない からで ある。 彼の 使徒 パク &な ども、 ィザャ の 鲁 から 

、—ん しょ V モし 5- われら めい た ** いは なん ぢす くひ ち き はみ . f ため われかん ぢ た • 

引證 して r 蓋 は 主 かく 我等に 命じ 給へ り、 曰く、 汝救 とな 6- て 地の 極にまで 及ばん 爲に我 汝を立 

て、 異邦人の 光りと なせり」 (使 十三の 四 七) と 云 ふてねる。 之れ パク "は、 ^うした 『奉仕の 精 

しし こく に い かざ は せいしんぶ.^ くわ iEQ うれい じ ゆ ふ しんく Is? ちうじつ かみ ひと 

神」 は ー國ー 代に 限らるべき もので 無く、 精神 文化と 救靈審 業に 心身 を献 ぐる 「忠實 なる 神と 人 

しもべ もの もっとの も り f かく しん <v は ト {べ 

との 僕」 たらん とする 者に は、 最も 望ましい 現 想 だと 確信した からで ある。 終りに ィザャ の 特に 

りきせつ ぼ， > し せいく わつ こ ほさ かみ か の V これ， a t みん， - し.、 f\ -こ r P た ..^ 

カ說 したの は r 奉仕の 生活」 で、 之れ 程 神に 嘉納 さる、 はない 之 は 「H ホ パと 民衆との 公開 對話 

詩」 によく 描寫 されて ゐ る。 曰く、 

かれらい われ ら にんじ ii んぢみ われら こ-ろ くる レ わん ぢし にお ， ん • 

「彼等 は 言 ふ、 我等 斷 食す るに 汝見 たま はす、 我等 心 を 苦む るに 汝 知- 5 給 はざる は何ぞ やと、 

み なん？ S ばんじき ひ おの この P A- の は； ifcsb と こと はや つか み なん ぢら ビん じな あ ひ f ら * 

視ょ汝 等の 斷 食の 日に は 己が 好む 作 をな し、 其 ェ 人 を 悉く 惱め使 ふ。 視ょ 汝等斷 食す る 時 は相爭 

あ ひ ゆ./ そ . あく こぶし ひと なんちら いま にん じき その こ ゑ V 'へ かみ きこ あら 

ひ、 相 競 ひ、 惡の拳 を もて 人 をう. つ。 汝 等の 今の 斷食は 其徵を 上に (神に.) 開え しめんと に 非 ざ 

るな り fK々」 ( 奏 五十八の 三. |ー〇) と。 


第二 十四 章 希伯來 人の 聖都歸 還 

へ ブル じん いは ラ， ^ ねん ふ レタせぃ^/ゎっ 5- ちょ タ ねん つ 5i ん 

希伯來 人に と て は、 異邦 パビ ti ンに 於け る 七十 年の 俘囚 生活 は 可な り 長年 月に 感 せられた。 

はじ U く かめつ ほふ ひ タん かなし かれ ら ぶんく わせいく わつ レ y. い は はか え いぢ ゅラ ど， y やくてき 

初めは 國家滅 13 の 非運 を 悲んだ 彼等 は、 パビ 51 ン の 文化 生活に 次第に 钏れ •、 中には 永住 土着 的に 

* の f やす もの すくな しか な； i す T- じん し こ * ろ Ivf^ みい ラ 4* こ eiv や、..' 

其 居 を 安ん する 者 さへ 少 くなかった。 然れ ども 尙ほ 多數 人士の 心に は、 其 愛する 生れ 故鄉ェ 〃サ 

€10 くわん f いに そ Q じづ せんしう おも ひ ぼ 仁い ところ 5! れ 

レ ム に歸還 せんとの 希望 を 抱きて、 其 チャンス を 一 日 千秋の 思して 期待す るので あった。 處が彼 

ら ♦* こが その じき た3 らい すな は し 3 は 3 かいかく おこな モ のせい ど VJ し せいてい しつ 515 P なよ め 

等が 待ち 焦れた 其 時機が 到來 した、 即ち 宗敎 改革が 行 はれ、 其 制度 儀式 制定 執行の 爲 めに r 聖潔 

お て へんさん , はか こと は い れな してな ま ろく へんさん くわん せい 

の 律法」. (利 十七の 二 六) が 編 露され た 時に、 他の 言で 云 ふなれば、 歴史的 記 錄の編 S が 完成 さ 

とき . さい は ひ ね V- せい <IS そのごい くた へん ん *P ゆん ぜん 

れた 時に、 幸に パピ ンの ネブカ ドネ ザ〃 王が 逝去した。 其 後 幾多の 變遷 があった が、 紀元前 五 

！ ' わう 4i めさす が にいて いこく 仁ち *4 は さいせい ふく じ じ つじ ゃタ 

三 八年ァ ン シャンの ク 51 ス 王の 爲に琉 石の 大帝 國パビ U ンは、 忽ち 破碎 征服され、 事資 上ク P ス 

と 3 は、 しょこく しゅ けん レゃタ あく こと 

は 朿方諸 國の主 櫂 を 掌 挺する 事と なった。 

1 クロス S の 希 伯來人 解放 二 七 五 


ねん かくしゅ 5? やう-は 、> せい と きくわん きじゅく こと ofc すみ や こくみんて S せいく わつ かいせんき * i く 

年 鶴首 翹望 せる 聖都歸 還の 期 熟せし 事を傳 へ、 速 かに 國民的 生活の 改善 を 期せよ と說 いた。 特に 

にい しょ、 ひ ひめい よ &ん しゃ ごと せいせん くわて ねっしん ちう し つ ひ 

第 ニイ ザ ャと稱 せらる、 無名の 豫言 者の 如き はク " スの 征戰の 過程 を 熱心に 注視し、 遂に ク n ス 

もつ ばくしゃ せい し す &かぅ ベ かく さと S タレ ゃタ まへ しょわ 3 ちから こう 

を 以て H ホバの 牧者に して 聖旨 を 遂行す 可き ものと なし、 斯の 如き 勇將の 前に は 諸 王の 力 も抗し 

難く、 何なる 國象 も- 雜碎 征服 さる 可き もの だと 敎 へ た。 幸に ク " スが パピ n ンを 征服す る や、 

ま せ. f めい はつ じん およ その た しょ し 3 ふ しう ciAV. かい はう かく じ その もく こく ど 

間もなく 詔 命を發 し、 ユダヤ人 及び 其 他 アジア 諸 州の 俘囚を 悉く 解放し、 各自 其屬 する 國 土に 歸 

くわん to る へ ブル みん もく 6,1 えつ 4 は かれらい は^> お ふ し 3 せい 

還ず る こと を 許した ので、 希伯來 民族の 喜悅は 一 通， 9 ではな かつお。 彼等 は 異邦に 於け る 俘囚生 

くわつ ねんく え を いさ せいと かへ こと でき 

活 七十 年の 苦役 を 終 へ て 勇ましく 聖 都へ 歸る 事が 出來 たので ある。 

二 希伯來 人の 聖都歸 還 

しん こく わ 3 はつ ちょくき よ とく てん よく ひさしぶり なつ こ きょ タ 

パビ ンの新 闘王ク & スの發 せし 勅許の 特典に 溶して、 久 振に て懷 かしき 故鄉パ レス タインに 

き くわん だい にん し 5 りゃう へブ しじん もっと ひろ モ のせい めい レ わ 3 こ 3 えい e f 

歸還 せる 第 1 圑の 首領 は、 希伯來 人に 最も 廣く 其聲 名の 知られて ゐる ダビデ 王の 後裔 ュダの 貴族 

« れきしか せつ よ IJ のとき せ と きくわん もの かく もく かく か にいへ 3 しゃ ふく 

ゼ〃 パべ 〃である。 歷 史家の 說に 依れば、 此時聖 都へ 歸還 しお 者 は、 各 族 各 家の 代表者 を 含める 

だんたい そ； けい もん ん びやく にん ち 53 しか これ ら ちく はラ しゃた, A こと し 5 け- リぃ ちゃ 3ら タ £> んらタ 

圑體 で、 總計四 萬 二 千 三百 六十 人と 註 せらる。 而も 是 等の 逐放者 達 は、 悉く 宗敎家 や 長老 元老の 

二 希 伯 來の聖 都歸還 二 七 七 


第 廿四章 希伯來 人の 聖都厮 還 二 七 六 

一 クロス 王の 希 伯來人 解放 

S> にいね 5 ち *? つかいえん がん レょ こく せいふく *- かい そのせ いめい と • 、ろ ゃタ 

彼の ァレキ サン ダ ー 大王が、 地中海 沿岸 諸國を 征服して 世界に 其 聲名を ® かしれ 様に、 パビ 

りん は 5 み おこ せんり ゃタ つ ひ こく ゎラ 

ンの 隣邦 ェ ラムの アン シ ヤンが 身 を 起して メデア、 ェ ク バタ ナを 占領して 遂にべ 氷 シ ャ國の 王と 

つい にいて いこく たち ま せいふく ゎタ へ ブ ル みん にい おんじん 

なh^、 次で パビ "ン 大帝 國 おも 忽ち 征服した ク P ス王 は、 希伯來 民族に とりて は 一 大恩 人で ある。 

ft ん ながねんい は 5 あつ はく やく しん ぎん へ ブル みん もく レゃ < はう めい くん 

何と なれば、 長年 異邦に 壓 迫の 軛 に帅吟 せる 希伯來 民族 をして、 パビ ン から 釋 放せし めお 名君 

uto ちゃう ど わ、 り tQ つ ころ ふ しタ ら 

主であった からで ある ク " スが 丁度 メデャ の 王位 を即 がんと せし 頃、 俘囚 地パビ P ン にあつ お 

ベ ブル じん み ひ！ li ひがし せめのぼ しんこ、 > みん もく うんめい い か きょ 5 み もつ なが a もの おは 

希伯來 人の. 間に は、 柬へ々 令と 攻 上る 新與 民族の 運命 如何にと 與妹を 以て 眺め 居た る 者が 多く あ 

モ f なか す *p にん よ ゆん しゃ しき たい じん A つ ちか X ！&ん 

っ^。 其 中には 數 人の 豫言者 あ て、 頻. 9 にパビ P ンに對 する 神罰の 近き を豫 言す るので あった。 

なかんづく しんがくしゃ ねつれつ あいこく よ 6 ん しゃ しょ 5 ごと くに うち タ つく 

就中 神學 者から 熱烈な 愛 國豫言 者と 稱 せられて ゐるィ ザ ャ の 如き は 「す ぺ て の國の 中に て 美しく 

びと はこ かざり ひかし かみ はろ ぼ ごと 

力〃 デャ 人が 誇 b 飾と なせる パ ビ&ン は、 昔 树に滅 された るソ ドム、 ゴ モラの 如くな らん」 (赛 

さは ザん せ かい かも ほこ い りん は、 A よ ぼろ ぼ これ かみ くに 

十三の 一 九) と 叫んで、 全世界に 勝 誇れる パビ ンも 今に 隣邦 メデアに 依. 9 て滅 される、 之 神の 下 

けいはつ つ しか このはいて いこく めつ はう じ へ ブル みん もく い は. 7 な 5^ 

し 給 ふ 刑罰 だと 告げた。 而 して ィザ ャは此 大帝 國の 滅亡と 同時に、 希伯來 民族が 異邦に ありて 長 


A ぐみ か t7 ぁまれ！^ とこし へ た おり い *0 S ん び とぎ 

H ホパ は 恩 深く、 其 矜恤は 永 逮に絡 ゆる ことなければ 也と 言 へ 。其 エホ パを 讃美す る 時 は、 民 

-"な おも SJla As い ヘレん でんき もす S «- い し びと f か 

皆 大聲を あげて 呼 はれり、 H ホパの 室 (神殿) の 基礎 を据 うればな り。 然れど 祭司 レビ 人 宗家の 

さら なか さき いへ & おいび ど い いへ い レャ产 * のめ ♦* へ マ み おは 

長 等の 中に 以前の 室 を 見たら し 老人 あ， 5 ける が、 今此 室の 基礎 を 其 目の前に 据 うる を 見て 多く 聲 

はな な **ね よろこび fc こ& よは もの お a c\ ひと たみ はろ こ は 

を 放ちて 泣けり。 又 喜 悅の爲 めに 聲を あげて 呼 はる 者 も 多 か. 5 き。 是を もて 人 衆 民の 歡 びて 呼 は 

こ& な A K こ & f こ と え たみお a ごも ..5 さけ -,. » ^^^^^^^ 、 

はる 聲と 民の 泣く 聲とを 聞 わくる 事 を 得 ざり き。 そ は 民 大聲に 呼 はり 叫びければ、 其聲 遠くまで 

きこ A かれら しん でん さいこん りさう： i い » 

^え わたり たれば なり」 (喇 三の 一 〇| I 三) と ある を 見れば、 彼等が 神殿 再建の 理想の 第 1 歩 

ていそし き お * の や r ひ くかんけ き »<に じつ えん-^ なて き JJ1 が 

である 定礎式に 於いて、 其 止む に 止まれぬ、 悲喜から 來る 感激の 淚、 實に 演劇的に 描かれて ゐる 

おも r かん Jb*- し& おそ へ ブルい、/' しいら いでぎ ビ とい ； 

と 思 ふ。 新う した 「感激の 式」 は 恐らく 希伯來 有史 以來 の出來 事と 言 ふて よから う 

かんゆき ^ ていそしき iMS ま ころ この き えつ かん 4> き なみ 11 し k ^ ム ru » ♦ ハ 

感激に 満ちお 定礎. 式が 終って 間 もない 頃で ある。 此喜悅 と 感激の 淚で 神殿の 再建 を 急い た 希 

ブルび と びと はんたい av- がい や ち-ウレ え ，—は ，き ぐ ゆい & 

伯來人は、 サ マ ジァ人の反對防害にょりて止むなく中止せざるを得なかっ^^ 加 ふるに、 外敵よ 

ち r\ はく こ t« なん < ら 3 た ます ひへい いつ そのく ねん ォ ひ A ザ けん 仁、 > む き やう i ちい 

.9 壓 迫せられ し 國難苦 勞の爲 め、 益々 疲弊し、 何時 其 完成 を 見得べき や、 見當 がっかぬ 悲境に 陷 

つた。 ^し豫 言 者、 V* カイ や、 ゼ カリヤな どの 激癱 と、 ダ リヨ ス 王の 厚意に よりて、 fe, く 完成 を告 

にぎ^" けん 115 しき f r,7 犬 これ き 4* ん * ん 』 ひゃく ねん にと ) 

げて、 賑々 しく 献 堂の 式を擧 行し 得お のは是 紀元前 五 百 十六 年の 事であった。 

11 一 逛 都と 神殿の 再建 二 七 九 
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指揮の 下に、 所謂 移住き 勸を 曠野に、 川に、 » ハ；^ くになし つ、： ^1 うに^つ たので あるから、 ^^m0 

op ，一.. a /\ X3 さ, ひ 1TJV' がに み 4t 、ひかた ノ 」 一 * こ 一. > 

か 如何に 大 的であった か は 想像す るに 難く はない。 餘 りに 言 方 は 大きい かも 知れぬ が、 太古 時 

代 彼等 は ェ ジ ブトに 四十 年間 迷. ひ、 \\>1 セと ヨシ ュ ァの 指導に よ ，5 て 力 ナンに 入った 檨に希 伯お 

じ.^ ♦ , こ 仏： ど I ^が；^ - i ス くやに く.' . . ねんかん ふしう せいく わつ の.；' ふた-! モ のせい ち かへ 

人 は、 此度も 東の 文化 國バビ n ンに 七十 年間 俘囚 生活 をな して 後、 再び 其 聖地に 歸づ たので ある、 

^ - ノ， > ；, T ^ お：？ - ，しか これ *i たし 3 けう かいかく こくみんせい レん f ため 

故に 國民 としての 苦難 は 如何にも 居 ひ やられる。 が 然し、 是 又宗敎 改革と 國民 精神の 改造の 爲に 

*fi せつりて 6：? しれん い 

は， 極めて 攝理 的な 試練 だと 言って よから う。 

三 聖都ミ 神殿の 再建 

希伯來 人が 再び ェ 〃サレ ムに歸 る や、 第 一 着く に 手 を 染めた の は、 斩. iS の iST の i§ で、 SI はら、 

» ^ん Ij- ん さい こん ちゃくしゅ こと すな. a い 4 きく わ-，， i- *j ん て、 t ノ痃 ^ , , きょ , * N 

紳 殿の 再建に 着手した 事. である。 即ち 聖都歸 還 第二 年 (五一 二 八) に定。 礎 式 を 盛。 4? に舉 |£, した 模 i 

が當時 歷史に 極めて ドラマ-ダカ〃 に描寫 されて ゐる。 即ち 「かくて 建築 ij^ り H ホパ のまの き 象をル 

ふき さいし も れいふく き ヲ ヅ ぺ と - レモん じ t* 13 お もと ^5 

うる 時、 祭司 等 禮服を 衣て 喇叭 を 執り、 アサ フの. 子孫た る レビ 人 饒叙を 執り、 イスラ ュ ダ の王ダ 

ビダの 例に 循 ひて ュホ パを 讃美す。 彼等 班 列に 從 ひて 諸： に I を ひて M ホ パを きめ、 かつ i 二 


いし が *r さづ ふた- よ はづ かしめ 3 なか さけ ところ ほん づ S タ 

の 石垣 を 築き あげて、 再び 世の 凌辱 を受 くる こと 勿らん」 (尼 二の 一八) と 叫んだ。 處が 一般 住 

&ん ねつ しん おは ひ タご しょ も 3 か し 5 りゃう し き かんとく もと じ やうへ き S いちく こ * プ じ ちゃくし 5 

民 は、 ネへ ミヤの 熱心に 大に勸 かされ、 諸 宗家の 首領の 指揮 監督の 下に、 城壁 再 築の H 事に 着手 

いく li ないい-？' ぐ わいくわん か. * は きん. い- r- にお つ ひや りつ は いしか^ くわん 

しお。 幾多の 內憂 外患の あつたに 拘ら や、 僅々 五十 有 二日 を 費した るの みに て、 立派に 石垣が 完 

！ い これ *4 さ こくみん さりよ く 44 に い いへ ど しんしょく わす 17 

成された ので ある。 之 正しく 國 民の 努力に 俟っ ところ 大 なりと 雖も、 ネへ ミヤが 寢食を 忘れて ェ 

じ かん とく ねつ しん ？ J りょく お たにい い え 

事 監督せ し 熱心と 努力に 負 ふところ 多大な りと 云 はざる を 得ない ので ある。 

£ ネへ ミヤの 社會訓 

其 後の 聖 § は 平穏無事で あつね。 ぎに エズラに よりて 發 表された 「律法の 窨」 が 希 伯^ 人の 思 

f せいく わつ しんか 、> と、 f き ぼん こく A ん ふた V せいしんて か、 > せい いだ これ へ ブル みん もく しち、 リ 

想、 生活、 信仰 等の 基本と なう、 國民は 蒋 び 精神的に 更生す るに 至った。 之 は 希伯來 民族史 中 一 

にい てん き くわく さんざい はダャ じん ふし、/' かへ. じん i-> けつが ふ toa 

大轉機 を 劃した もので、 散在せ る 猶太 人と 俘囚 より 歸リし ユダヤ人と を 統一 結合せ しむる 唯一 の 

紐帶 であった ので^る。 

と』、 ろ こ- * か はし ^ん しゃ -> あら それ 4" くりや、 ひ あのく わ 

處が 玆に悲 むべき 現象が 現 はれた、 其はぺ 〃シャ の屬領 である ェ 〃サ レム は、 其 課せられ たる 

ぢ ぜぃ fc こく &ん いね くるし モ のけつ くわ さいけんしゃ ぢ to レ わ. ゥ さ いね ところ こ V 'ザん おこな ふた- 

重 稅の爲 めに、 國民は 痛く 苦め られ た。 其 結果、 債 權者ゃ 地主の 横暴が 至る 處に 公然 行 はれ、 再 
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ノ 四 聖 都の 城壁 再 築 . 

4-* t さ、 11 いい さ-, ぶん い しんでん ところ のさ もとす ねつ め 4^ _• t ブ .》--\ じん はき 

！ S 都の 最大 異 は 何と 云っても 神殿であった。 處 が 喉元 過 ぐれば 熟お 忘る、 で、 希 伯 來人は 昔 

じつく. £、_ は-：.' ！ 2」 しんかう ねつ い ま 9j こ きう す は l-fc み おき i.- い r\ め け； こ ゆ ； t も 

日懷 抱せ し 程の 信仰 熱誠が 間もなく 何處 かへ 消え失せな。 即ち 「民 は 律法の 命令 を棄 て、 之 を 守 

あんそくにち じねんし ゆ これ おこに かへ り い、 にらく おもい >. ii の^ P ' » - ，： P 

らす、 安息 1» の 遵守 は 之 を 怠りて 顧み や」 と 云 ふた 墮 落に 陷 つた。 此 時に 現れた の は 彼の エズラ 

ぜ t "しゃ しタ： £-3 かさいし 34* おきて せいつ タ がく し 

とネ へ ミヤで ある。 前者 は 宗敎家 (祭司) に 生れ、 「モ I セの 律法」 に 精通した 學士 で、 ユダヤ 

？タ. H タ しう ♦vf てせ 4 /いくり ゥ さつ し、 かい ざう く は ■ けいけん ひと こタ しゃ ， ざ いぢ te5 ュダ J- ±> い 

酽^ の 宗敎傲 生活 を 刷新 改造 せんと 企 だてね 敬虔の 人であって、 後者 はパビ " ン 在住の 獨太 系の 

し くわい？'" かくしお いづ だ らく はラ つ. み- ふち ti ふさい ね .5、 しんた け } It ベ 

敏會 改革者で ある。 何れも 墮 落せる 同胞 を顯の 淵から 救濟 せんとの 熱心 裁で ある。 特に ネへ ミヤ 

4/ い と 竹く わん ぞラは * フ おはい くわん なん さタぐ タ き いた ど. ひじ や 3 た" / ^fc- 

は、 聖 都へ 歸還 せる 同胞が 大に 患難に 遭遇せ b と 聞く や、 痛く 同赞 して 直ちに ュ ^サレ ムに來 り 

し 5 と じ t> へき し 3 ぜん . こく！ ^め たいへいお くや. - S3 や 

首都の 城壁 を 修繕して 國 民お 泰平に 置かん と 企た て.？^ 勇者で ある 

しゅと さいちく いくた こんなん はんか 5 しゃ せ やう はく あくけい ur こ > ベ やん */ い k 

首都の 再 築に は 幾多の 困難と、 反抗 者の 脅迫が ましい 惡針 があった。， 然し、 之が 完成 を 期して 

に みづ か ろ A たが し K い わい た 3 さ しか - ほん & うは， つ， 3 つた D なす， ぢ ， 

la- つた ネ へ ミヤ は、 -B ら 驢馬に 跨. P 市の 內外を 踏査し、 而 して 一 般 同胞に 訴 へて 『汝 等の 見る か. 

ごと わ.. も や も は その もん ひや - わめら 

如く、 我等の 境遇 は惡 しく、 ュ 〃サ レム は 荒れ^て、 其. 門 は 火に 焚：^ た-.^。 來れ 我等 H 〃サ レム 


ヌ 詩歌と 聖劇 の 社會動 

第一 一十 五 章 賢者 (箴言) の就會 理想 

しょに い こく しゅる & しゃく わい しに 3 しゃ ナなは じタ け 5 ぎ しせ レょ れいてん つかさ i>j さいし 

初代 イスラ ュ \ 國に は、 三種 類の 社會 指導者が あった。 即ち 一 は 宗敎の 儀式 諸 禮典を 司る 祭司 

しんじん も ひに fc せいしん ぶんく わ しゃく わい か 3 じ や 3 &り よく よ ：&ん しゃ しか にい おも おき 

で、 二 は 神人の 間に 立って 精神 文化と 社會 向上に 努力した 豫言 者で ある。 而 して 第三 は、 重に 律 

て もし いは £る がく レゃ これ さい レ はつにつ か せいりょく い， がくしゃ 

法を敎 へた 所謂 學 者であって、 之 は 祭司から 發 達した もので、 可な り 勢力 を 有した 學者 である。 

へ ブル みん みく しょ さいし へ ブル しじ や 3 もっと はや あら uv A ん モん もく あ ひに せい * ちて ゆ； 

希伯來 民族史に 依れば、 祭司 は 希伯來 史上に 最も 早く 表 はれて、 國 民が 存續 して ゐる 間、 政治的 

し to- くねいて き みん もく せいしん ぶんくね つく に. い もっと さか くゎっ^_」ぅじ き なんい 

にも、 社會 的に も、 民族の 精神 文化に 盡す ところ 大で あつたが、 最も 盛んな 活動 時期 は、 何と 言 

とら はれ ご しか X ゆん しゃ へ ブル みん 15- く か A し に 5 もつ 占 えう せ、 > こく か き 4.1 そん 

ふても、 俘囚 後で あらう 而 して、 豫言者 は 希 伯 來民旋 の 神の 指導 を 最も 要求せ る、 國家 危急 存 

ゆ ふ じ 11 い しょう めつ ゆ タ ぜん * の とち はれ どき -X ふん じ にい さか す はは こく か V ラ ぜん ひ 

亡の 時代と 稱 された ュ ダサ レ ム滅. D 前と、 其俘囚 期の 渾沌た る 時代に 榮 えた。 即ち 國家 空前の 悲 

さんじ せいと かんらく ぜん こくなん きた さは じ け 一い X ゆん しゃ ぜんせい い しか はん 

慘事 たる 聖都陷 落 前に r 國難來 る」 と 叫んだ 時代が、 豫言 者の 全盛と 言って よい。 然し、 一 般に 

りつ はふし や ，し がくしゃ くわつ ど 3 * れ の& こと いは ゆるこう だい けう ぼつ こ 3 

律法 者と して 知られた 學 者の、 活動した の は、 其から 後の 事で、 所謂 後代に ユダヤ 敎の 勃興した 

i 肚會 問題に 封す る 賢者の^ 命 二八 111 
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ど れいせい •)」 ふ しゃ た も タ f なんじ や， しゃく わい がい もくと、 > あ ひ つ おこ こく A ん にも 

び奴隸 制度が 富者の 爲 めに 設けられ、 窮民の 難狀、 社會の 害惡等 相次いで 起り、 國民は 1 日と し 

せい やすん え じ たい い. U * こ か しゃくね いじ やうたい かい ぜん きょくりょく か 3 てん はん しめ / 

て 生 を 安 じ 得ざる 狀 態に 至った。 其 處でネ へ ミ ャは 斯うした 社會狀 態の 改善に 極力 好 典範 を 示し 

？ J りょく か. It *5 お て ふみ もと もん モ くにち じ A んし 5 い av 'じん ざっこん きんせい いぶんが K ほ- SjS 

つ、 努力した。 彼 は 一 方 「律法の 誊」 に 基づき 安息日の 遵守、 異邦人との 雜婚 禁制、 聖 文學窨 類. 

しゅうしふとう 4! いりょく *-* f じ. かれ かみ れいはい ゆん し A しう け-つてき りつ * ふ ふみ せい ぢ モ. -.^ . 

の 冤 集 等に 勢力 を 注ぐ と 同時に、 彼 は、 ェ ホ バ 神の 禮拜駿 守、 宗敎的 律法の 誊 として 政治 組織の 

きぼん ひやう じ ^ ん づくレ か そのかん いく fc tt いいう ぐ わ-いくわん も ひつ いお なか ， た， な， が 

基本 標準たら しむべく ベ スト を盡 した。 而も 彼 は 其 間、 幾多の 內憂 外患 相 踵いで 至る 中に 立ち 乍 

ざんじ じ や 3 へき ざ3 えい くわん V い こくみん し V 'け 、> tfv いく きはん さ だ けん こく 5^ さいこん く； &に 

ら、 暫時に して 城壁 造營を 完成し、 國 民の 宗敎 育の 基本 を 定めて、 健全なる 國家 再建 を 企てた 

てん じつ ねれ/、 そんけい 一 あた ひ ► 

點は、 實に 我々 の 尊敬に 價 する ものが ある。 


r£i き ゆ， * *i ねんごろ だい わ 5 ら ちタ かいひ かしえん がんしょ はラ せいふ ぺ ， ふり >fjiyt:f^ く し， U 

る。 ゆち き 三 一 ニニ 年頃、 ァレキ サン ダ— 大王が 地中海 東 沿岸 諸 邦 を 征服し お 折、 彼 獨特の 殖 

^» 聆 による、 €ま 「ま膨^^忙ゎ1|^1 に "きがと して、 ユダヤに f れ J:^ んだ^ 慧 文化の 影響 を受 

し. P この じに い こ だい でんしよ V かていお よ しゃ \ わい わん ぶ は ^^ん^？り ^^*ゅ-し"/^っ、 

けた ものと 信せられ る。 此 時代に 古代から 傳 承した 家庭 及び 社 會に關 する 敎節の 研究と 其 冤 集の 

ねつ たか こ ギリシャ も ol ぶんがく s.7 わ はったつ ► ぶん にら わ， れ /-< T .^^^u ，^^-ゅんー •、 

熱が 高まり、 之れ が 希臘の 智慧 文學と 融和 發 達せる ものが、 今日 我々 の 手に する 所謂 「戴 言」 で 

たう じ " けんしゃち 5 せいしょ • ぐ わい せ Si いてき し がく- 9 や > > けい びつ 丄ゃ 

ある。 當時 斯うした 賢者 中聖窨 以外に 世界的に 知られて ゐる舉 者 は、 ユダヤ 系の 哲學 者フ アイ 口 

か > ■ ギリシャ ぶんく わ せっしよ くじ V. い に いへ、； 'てきがく しゃ これ ギリ スト でん か でん 3 しゃ 

1 で、 彼 は ュ ダャ と希臘 文化の 接觸 時代の 代表的 學 者で、 之が 基督 傳を 書い ぉョ 力 ネ傳の 記者に 

しん やく ぶんがく だい いさい は レ さう t ねし 

よりて、 新約 文學に 1 大 異彩 を 放って ゐる 思想の 持まで ある。 

けんしゃ いつ じ にい くわつ $J.A しか はんにん し， ノ はん せいしょが ぐしゃ ゆんでん 

資者は 何時の 時代に 活動し たかは、 確と は判斷 して ゐ ない。 然し 一般の 聖誊學 者から は 紀元前 

ひゃくねん ひゃくねん ごろ りん り ti う とく ぶん く は 、りめん か ち こう けん しん-、 

四百 年から 二百 年頃まで、 倫理 道徳と 文學 方面に 僎値 ある 貢献 をな した ものと 信じられて ゐる。 

か しんやくせいしょ ち & ふみ しょ v しょ けんしゃ しゃく わいくん しはく いんしょう , 

彼の 新約 誊の 「智慧の 窨」 と稱 されて ゐるャ コブ 書な どに も 賢者の 社會訓 が屢々 引證 されて ね 

4 ころ み き ゆん C さ 3 fc うし やく わいじん しん か S じ やう し 

ふ 所 を 見る と、 紀元後に も 相 當社會 人心の 向上に 資した やうで ある。 

へ ブル じん ギリシャ じん & てきて ゥ がくて S はん，， き は. 仁.^ レ S;4 » ^つ ャ , ) » -3 ^^r^ 、 

希 伯來人 は、 希臘 人の 知的 哲學 的で あるに 反し、 極めて 單 純で、 而も 賓際 的であった。 彼等 は 

じん せい .7 ちタ しょ もん にい T ちタ しゃ 、> てき か、 r- さつ ，- じ ，ん ，ち> ^ 

人生 や 宇宙の 諸問題 をば、 稍と も すれば、 抽象的に 考察 せんとす る ギリシャ 人と 違って 『神 は 萬 

もつ つくり Q し にん かん その こ ども い じつ さい てき みん もく したが ち a ぶん がく も 

物の 造 主で、 人間 は 其 子供で ある」 と 言 ふた、 實際 的な 民族で あつお。 從 つて 智慧 文學 として 表 

1 社 <™3 問題に 對 する 资 者の 使命 二八 五 


第 * 五 章 .贤 者 (m 言〕 の 社 會现想 二八 四 

じ ，て ところ こ *- もタ し iI3 しゃ あら は も しゃ ま li けんしゃ い げ .7 レ. U ち 

時 g であった。 處が 兹に最 一 つの 指導者が 現れお。 それ は 智者 ヌは 賢者と 言って、 他の 敎師 達と 

v-buff こと しょく む b ち しき かいき ふ じんせい くねん てつ り， * レ ひとた &: ) r^^i 、に i- は.^々 

は 趣 を 異にせる 職務 を 有つ お 知識階級で、 人生に 關 する 哲理 を敎 へた 人達で ある 彼等 は 人間 社 

S しょさ 3 A5 さ ゆん きう じっさいてきけ 3 くん もた しゃく わい し レゃ しおが ^ > IT,* ゆ/.;^ や l^f" 

會の 諸相 を 考察 研究して、 實 際的敎 訓を與 へた 社會 指導者で ある 從 つて 彼の 祭司 ゃ豫言 者と 其 

レ めい こと .S せいしつ か？ a し、..' け、 ひて a かい け つ あ t} ) ふゆ よ： サ.^ .i- ゃぷ f, 、にル ： は Z . » 

使命 を 異にし、 其 性質 は、 必 すし も宗敎 的の 解決 を與 へない。 然るに 豫言者 達 は 之に 反して、 神 

じん V ねんけ い かいめい つね かみ けいりん モ のせつ り おん もや V 'およ にん ゆん かみ よい ^ I ュ た-ゆ. セ, .5 V 

人の 關係を 解明し、 常に 神の 經綸、 其 蘇理と 恩寵 及び 人間の 神に 對 する 篛務、 世に 對 する 奉仕の 

せいく わつ と V- りきせつ かうて.， J- しか けんしゃ よ ゆん しゃ かタ てう しんり りんり てな どく レ k しさ y ^JJ^ ほ： T / ft 

生活 等 をカ說 高調した。 而 して 賢者^、 豫言 者の 高調せ る 眞理と 倫理的 獨 一 神の S 想を繼 承して、 

これ ち て みん し-ひ つた 

之 を 知的に 民衆に 傳 へ たので ある。 

レか おな & し せ かいき ふ がくしゃ けんじゃ ど タ ちが い ► £ゃ. リ しゃ お &っ Si つ 、 i^;^ レ , 

然 らば、 同じ 知識階級 である 學 者と 賢者 は 如何 違 ふかと 云 ふに、 兩者は 極めて 霜 接で 相 類^し 

すな は がく しゃ モ のでし たち モの 仁 りつ はふ ゆん り モの せい しつ えづき、 リ めい はく 1^ つめい ' 

てゐ る。 卽ち學 者 は 其 弟子 達 や 其 他に、 律法の 原理と 其 性質 要求 を 明白に 說明 せんとし たのみな 

fi ん しゃく わい. &ん に い しんせい は-つてん けんち しゃくめい はん けんしゃ これ じんせい こ じんてき およ レゃ くかいけ い 

らゃ、 一般 祉會 問題 を； t 政 法典の 見地から 釋 明した に 反し、 賢者 は 之 を 人生の 個人的 及び 社會經 

± ！ん りつ <ri やく も じっさい てせ せつ めい い SJV * のこん ほん おい り や-; 'しゃ ど 3 & いり モ の S3 そ 

驗の 立脚地から、 赏際 的に 說明 すると 云 ふた 風で、 其 根本に 於て は、 兩者は 同 一 原理 • に 其甚礎 を 

お い 

置いて ゐ ると 言つ てよ からう。 

たいへ ブル も £ しゅゆ.； くと く き jt ん い 5 これ か はが も ひに み； 5 も，；^ てきしゃ ねいせ いべ.^ ゥ 

1 體希 伯來の 智慧 は. 一 種 獨特で 、セ ミ- プックな 起原 を 有し、 之 は 可な b 長い間 民族的 社會 生活 

くわう A や 3 もた き t こ V 'にい ぶんくね あ ひせっしょく じだい モ5 モ のしん は はや ， サづ 

に 光明 を與 へて 來ぉ、 特に、 後代 ギジ シャ 文化に 相接觸 した 時代 は、 1 層 其 進步を 早めた 樣 であ 


をん くし X »LU u^tefe けんしゃ しゃ タ さい りつ ふ いてい ぜんこくみん P ャ， じ lt> や あ 

先驅 あや、 豫言者 逢が やつね やうに、 賢者 は 詳細な 律法 を 制定して 一般 國 民に、 之が 遵奉 を 迫つ 

ひし t の け， P h, り f はん ぷく す かれ ら つ. *f I 

たので はない？ 寧ろ、 其 原理と 理想 を反複 したに 過ぎない。 されば 彼等 はュ レ ミヤの 傳 へたる、 

* i>t * ^A. いへ いへ A にら レ けいやく- U ひ きね こ のけい やく 

rn ホパ言 ひ 給 ふ、 視ょ、 我 イスラ ュ产の 家と ュダの 家と に 新き 契約 を 立つ る 日 求らん。 此 契約 

われ ら せ，^ A て ち これ みちび いに ひ お ところ ごと め *to わ^ 

は 我 かれ 等の 先祖の 手 をと りて ュ ジ ブトの 地よ， 9 之 を 導き出せし 日に 立てし 所の 如きに 非す、 我 

^めら わと その けいやく やぶ され ひ のら わが / い $ ,fc. け 〔k 

彼等 を娶. 5 おれ ども 其 契約 を 破れり と。 然 どかの 日の 後に 我 イス ラエ 〃の 家に 立てん ところの 契 

やく これ すな は おきて かれら 、> ち *• の 5 へ しる われ ^n:^ PA ^^：^ 、わ ゆよ は 

約 は. 此 なリ、 即ち わが 律法 を 彼等の 衷 におき 其 上に 錄 さん、 我 は 彼等の 神と なり 彼等 は 我 民と な 

ひとお の/ ,1 モ のと なり その *3 やうに い ,v レ なん V- し ま 仁い せう ごい いに こと； J\ 

るべ し。 人 各自 其 隣と 其 兄弟に 敎 へて 汝 エホバ を識れ と復言 はじ、 そ は 小よ. 5 大に 至る まで 悉く 

わ 1 し い やく モく じつげん はか. ひ； i すもモ のしう け ラ てきお よ レゃ 

我 を 知る ぺければ な hsj (耶卅 一 の 三 II 三 四) と 言 ふ 約 東の 實現を 計. 9、 只管 其 宗敎的 及び 社 

V わいて き ぎむ は や 3 さ hi く 

會的 義務 を 果たさ せ樣と 努力し たので ある。 

二 家庭生活 (夫婦の道) 

お しゃく f,- い 4;、.. »w こん ほん はん^ V やうし よこく とくち や， * "く いど かれら 

イスラ H \ に 於け る社會 制度の 根本 は、 一 般 東洋 諸國の 特長と する 家族制度であった。 彼等の 

り 《5てき^1 てい レ A かタ せいく わつ *p はん ぷーぷ せい 5j 、 一 •】• と , けんしゃ f ^"ゃ，レぅ-と、.- く ix 

理想的 家庭 は 信仰生活 を 基本と せる 一 失 一 婦の 制度で ある。 特に ュ ダャの 賢者 は 『性道徳』 に關 

二 家庭生活 (夫婦の道) 二八 七 


第 廿 五 章 贤者 cm 言) の社會 理想 二. 八 六 

かれら しゃく わい り さう ぜんくし タけ てき つね せい V- じ あい もの き て V 'こん はん な 

はれた 彼等の 社會 理想 も、 全然 宗敎 的で、 常に 正義 慈愛の 神が、 其 基調 根本と なって ゐる。 何故 

けんぜん しゃく わい こく か かみ しん じんかく かみに い しゅ ぎ かてい ii ん おい， i ， 

かなれば、 健全なる 社 會と國 家 は、 神 を 信す る 人格と、 神 第 一 主義の 家庭と 國體 から 生れねば な 

かくしん けんしゃ しゃく わい りさ タ 0^ これ しん &ん し ** あら けんしゃたら しゃく わいくん 

らぬ、 との 確信から 賢者 は 5M 會 理想 を 傳 へた。 之が r 篚言』 の 書に 現 はれお る 賢者 達の 社 會訓な 

ので ある。 

一 社會 問題に 對 する 資 者の 使命 

じ にい つえ ふ よ 5" ん しゃ はとん モの すがた ffio V* いよくせ きれ 3 ^ とく 

ぺ〃 シャ 時代の 末葉 は、 豫言者 は 殆ど 其 姿を沒 して、 世 は 愈々 寂寥 を增 すの みで あつお。 特に 

じ にい がくしゃ けんしゃ ， よ it ん しゃ か は - fcv じ しゃく わいじん しん みちび れら しょ に い しゃくね い 

ギリシャ 時代に は、 學 者と 賢者が 豫言 者に 代 て、 當 時の 社 會 人心 を 導いた。 彼等 は 初代の 社會 

かいかくしゃ よ ゆん しゃた ち りきせつ せんでん しゃく わい りさう モ の^んり じん か てい しゃく わい こく 5k てきよ 3 つ， と 

改革者 や 豫言者 達の 力 說宣傳 せる 社會 理想と 其 原理と を 個人、 家庭、 社會國 家に 適用せ やうと 努 

かれ <a もしへ 45 しき おぼやけ なほ え つたな もの もた ゎか*^?もの ち しき 

めた。 彼等 は 「さとき 訓と 公義と 公平と 正直と. を 得しめ、 拙き 者に さと. 5 を與 へ、 少者に 知識と 

づ. * しみえ みさ- 1 5 る もくて iSo まお これ かみ あね 

謹慎と を 得させん 爲め」 (篾 一の 三、 四) に 身を僦 ぐる を 唯一 の 目的と し、 又 之が 神よ. 9 與 へら 

しめい しん 5-103 かれら せいぎ こ V 'へい ちつじょ しゃく わい こ じん か V ふく ^1 てい へいね はん 1^ い 

れた 使命と 信じた。 故に 彼等 は 正義 公平に して、 秩序 ある 社會は 個人の 幸福と 家庭の 平和 繁榮を 

Its しん .SX くしん このは、 ひめん かくせい し il う さ りょく JVC- てん ゆ ぜんにい しゃく わいて さ 

增進 する もの ，0 確信して、 此方 面の 覺醒 指導に 努力した ので ある。 其點に 行く と、 前代の 社會的 


じた ゆん り A と モの いけん そんら やう だ いもんに い とつ つ A あ ひ モ のい V. し f じ い ラ 

るが 如く、 自他の 欞利を 認め、 其 意見 を 尊重し、 大 問題の 突發 した 場合 は 其 抱け る 思想 を 自由に 

まつ けん はつ ぺ5 5 すな は かの ぢょ くち ひら ら& の いつくしみ をし へモ のし 

錢言發 表し 得べき である。 卽ち r 彼女 は 口 を 啓きて 智慧 を述 ぶ、 仁愛の 敎誨其 舌に あり』 (麓卅 

い 5io! もつ. ** か ふ とく みら は いた モ のこら かの ぢょ レ ゆく その をつ と 

一 の 二 六) と 言 はれた。 故に 若し 妻が 斯うした 婦德を 表すに 至らば 『其 衆 子 は 彼女 を 祝し、 其 夫 

かの ぢょ レょタ さん くわん ゆん つや-か いつは うる はしき いひ ごと 

も 彼女 を賞讃 する」 (籤卅 一 の 二八) やうになる。 換言せば r 艷麗 は僞. y なり、 美 色 は 呼吸の 如 

fct おそ , ？-ん K JK モ のて はたらき み かの ぢょ あた モの わ ざ これ まち 

し、 惟 H ホ パを畏 る 女は麝 めら れん。 其 手の 操作の 果を 彼女に 與へ、 其行爲 によりて 之 を邑の 

もん ほ ゆん に い ふ じんけんち み モ のかん いか え 3 ら 

門に 讃 めよ』 (箴册 一 の 三 〇、 三 一 ) と は、 現代 婦人の 見地から 見て は、 其 間 如何にも 幼稚な も 

しか いま せんすう ひゃくねん ぜん r てい くん なか./ \ りつ は 

のが あるが、 然し、 今から ニ千數 百年 前の 家 庭訓と して は 中々 立派な ものである。 

三 子女に 對 する 親の 義務 

f じ かていせ いく わつ ゆん り およ モ のけん はふ ま り や 3 しん レ ぢょ たい た , ぎむ かれら &ラ や，...' 

當 時の 家庭生活の 原理 及び 其 憲法 は、 先づ兩 親の 子女に 對 する 正しい 義務と、 彼等 を敎 養す る 

せきにん こと は-おや いへ もつ は か せい つかさ？」 かじ してい けうい く かち や、 リ 

貴 任と であつ お。 殊に 母親 は 家に あ- 9 て專ら 家政 を 司り、 家事に いそしみ、 子弟の 敎育は 家長で 

ち-おや さ ^IN けん to- に れき しかせつ ち. * せきにん は- ぢ 53 にい ち- * た 

ある 父親の 双肩に 委ねられて ゐた。 歷 史家の 說 によれば、 父の 責任 は 母よ. y も 重大で、 父 は絕ぇ 

,V のし ぢょ ち て をけ 5 いく しう け v て 4t くんれん あ. U い こ 4 しか モの くんれん さは ゆん かく 

す 共 子女に 知的 敎 育と 宗敎的 訓練と を與 へお と 云 ふ 事で ある。 而も 其 訓練た る や、 極めて 厳格で 

三 子女に 對 する 親の 篛称 二八 九 


第 廿五章 资者 (统 の社會 理想 二八 八 

き. 《 r< これ いつ じ ビ-ぃ S や. > んぢょ くれん けい ふ 5 ふ に. A &ん り 

して は 極めて 嚴 格であった。 之 は、 何時の 時代 も 左様 だが、 男女の 關係は 夫婦 道の 原理で ある、 

ぶ ぶ に ラ とく はくわい は あ ひ そ 3 みに ， ため せいて. せ i:*, いあく は 3 し ► つと か 一 _ なん ぢ おの 

「一夫一婦」 の道德 が破嫫 された 場合に 一 層亂れ たが 爲に、 性的 罪惡 防止に 努め^。 彼の r 汝己 

Aft* <*- の お ef いづみ なが 1 0. んぢ いづ. j6 は * ひ， .^ / な， んぢ わ、 か i.9 

れの水 溜よ- 9 水 を 飲み、 己れ の 泉よ り 流る 水 をのめ。 汝の 泉に 福； を 受けし め、 汝の少 き 時の 

つ t 仁 のし いれ うつ め じか 51- と 5*^ し c£ モの ちぶさ つねた その あい 

妻を樂 め、 彼 は 愛く しき 牝 鹿の.^ く、 美しき 鹿の 如し 。其 乳房 を もて 常に 足れり とし、 其 愛 を もて 

つ a よろこ わ 《- こ い 5- たのし いんぷ むね いに 

常に 喜べ。 我 子よ 何 なれば あそびめ を樂 み、 淫婦の 胸を懷 くや」 (箴 五の 一 五、 一 八 I 二 〇) と 

fcv じ はんし もな せい くれん レゃ くわい くん 

は當 時の 男子に 與 へ た 性に 關 する 戯會訓 である。 

4£ た3 じ けん しゃ だ かう ふ かラ ふ *f ふ しん か 3 CJ ま こ-ろ.， * め ひん せい こ もし 一 ) C 

又當 時の 賢者 は 一 家の 幸 不幸 は、 夫婦の 親交と 妻の 心がけと 其 品性に よる 事を敎 へ お。 之れ は 

も ひもら そ VAtt c£ Hs いへ IV, やね ナみ 4* A らぞ いか *v んな 

「相 爭ふ婦 (妻) と 偕に 室に 居らん よ. 5 は、 厘 蓋の 隅に 居る はし」 (箴廿 一 の 九)、 r 爭ひ 怒る 婦 

i あれの * - など かくけん 6 ら ， * こ 

と 偕に 居らん より は 荒野に 居る はよ し」 (箴廿 一の 一九) 等の 格言に よく 表 はれて ゐ る。 其處に 

： と5 やう い ゎゃラ さい けんぽ かてい 5.1 うとく 6 んレ へ ブル じん けんぜん しゃくれ い き はん 

は、 東洋で.. -く言 ふ 「良妻賢母」 て ふ 家庭 道德が 暗示され、 希恨來 人の 健全なる 社 會の墓 本で め 

かていり *V ラ タ s^r すな は かしこ. ,^んな - モ の, V つと . くわん むり はづ かしめ ta;^ • ,1- んな 1** つと その a ね くされ 

る 家庭 理想が 窺 はれる。. 即ち、 「賢き 婦は其 夫の 冠 驚な. 9、 辱 を來ら する 嬸は夫 をして 其 骨に 腐 あ 

ごと 、 *4 ざ ： れさ 

るが 如くなら しむ」 (箴 十二の go と は 正しく 之 を 指しれ ものである。 

しん： t ん 0*i *V の つと f じつ よか ゆい $ し it て， づ しきもの て なやめる も の 

箴言に よれば、 妻 は 其 良人に 忠資 に、 良く 家政 を 治め、 而も 「手 を 貧者に のべ、 手 を 困苦 者に 

の . じ ひ. じ，, かの ぢょ かてい おい.， ：ゅんだ いふ じん お 

舒 ベる」 (箴 の 110)， 慈悲 慈愛で.^ ら ねばならぬ。 彼女 は 又 家庭に 於て は、 現代 婦人に 於け 


は 生活の 安定 を與 へられる ゃラ にと 敎 へ.？^ ので ある。 

四 親に 對 する 子女の 義務 

ォん しゃ > ん にい お ゃラ しょこく とくち や 3 おや かう か 5 てタ すな は マよ おい お 力 

ユダヤの 賢者 は、 現代に 於け る朿洋 諸國の 特長と する 親孝行 を 高調した。 即ち 子女に 對 する 親 

ぎ f お こい しぢ よ！ Ip ひ せ *1 にん つ おは をレ レ？ - そのく ねんけ い せつ ふくじ §づ 

の 義務よりも、 親に 對 する 子女の 義務と 責任と に 就いて 多く 敎 ベた。 而も 其關係 は、 絕對 服從と 

、 ひ «i M まん か をく せ" タ も ひ に 5i よ いは とタゃ レ さラ P せい S ね， つ P 

一 ふた 風で、 我 日本の 家族制度と 相似 通った 所謂 東洋 思想から 來た 制度で あつれ。 當 時の テビカ 

この し モ3 さ 5l てい くん あら I 

〃な此 思想 は 左の 家 庭訓に よく 表 はれて ゐる。 

こどもら ち- * しへ *0 さとりし fc み- かた ひ よ ftsv しへ te んぢら さづ お 3 

『小 子等よ、 父の 訓を 聞け、 聰明 を 知らん 爲 めに 耳 を 傾けよ。 われ 善 敎を汝 等に 授く、 わが 律 

て す ことな か われ わ &i こ わ は A め ひとり いと はしご ち-ねれ をレ， い 

法を棄 つる 事 勿れ。 我 も 我が 父 には子に して、 我が 母の 目に は獨の 愛子な りき。 父 我を敎 へて 言 

わが こ とほ なん ぢ こ i ろ とず い t しめ 44 も さ い 

へらく 我 言 を汝の 心に 止め、 わが 誡命を 守れ、 然 らば 生く べし」 (籤 四の 一 —四) 

わ こ なん ぢ ち- い- * しめ まも なん ぢ は. - おきて す なか づね これ なん ぢ こ. * ろ むす これ なんち くび 

『我 子よ 汝の 父の 誡命を 守り、 汝の 母の 法を棄 つる 勿れ、 常に 之 を汝の 心に 結び、 之 を 汝の頸 

お これ ts んぢ S ときなん ぢ みちび なん ぢ い なん ぢ もも なん ぢ さは と $0 なんち ぃネ し， め と，ら 

に 佩びよ。 之 は汝の 行く 時汝を 導き、 汝の寢 ぬる 時汝を 守り、 汝の聽 る 時汝と 語らん。 誡 命は燈 

レび お^て ひかり 1** レへ こら レめ いのち t 

火な り、 法 は 光な り、 敎訓の 懲治は 生命の 道な り」 (同 六の 二 〇| 二三) 

四 親に 尉す ろ 子女の 義務 二 九 1 


第 サ五章 资者 (箴苜 ) の社會 理想 二 九 〇 

？ 5 66 て， ナ いしき * おや せきにん もつ どりょく ，つお Z 

.1 何しても 或 一定の 形式に 嵌まる まで は、 親 は 責任 を 以て 努力した と傳 へられて ゐる。 

b t '： りう かう JJ し、 > け 3 くいく い つ JJ ろ さかん おこな い よ ゆ んレゃ & 

若し 現代の 流行語で ある r 宗敎々 育」 は、 何時頃 盛に 行 はれた かと 云 ふに、 豫言 者の 居な くな 

この じ ，て おも モ のころ ふ けい もくてき レ ぢょ レゃタ らいく ねんぜん い、 つよ 5 にん t ん レゃ くわい 

つお 此 時化であった と 思 ふ。 其 頃、 父兄の 目的 は、 子女 をして、 將來 完全に して 有用な 人間 を社會 

^ ヒ. > 5! て、 お、 えう せ 3 とさ け 5 いく くんれん モの i んり こ みら したが 

に!^ らんが かに、 家^に 於て、 幼少の 時から 敎育 訓練す るに あった。 其 原理 は 『子 を 道に 從 ひて 

f ノ 5 け とき これ i な し ぢょ けうい く ぜんくり や V 'しん さ-ひけん 

& へよ、 i らば!^ ひた； 時 も 之 を.. 離れ じ」 (麓廿 二の 六) で、 子女の 敎育は 全然 兩 親の 双肩に あ 

b て、 耐も. は 4- おの 十歲 以下の 大事な 時代に 施すべき ものと 信じた やうで ある。 だから 家庭に 

お -.7 じ S5 いく きう に ぼんぶし ごとき は ゆん かく _ ついで こ 

於け る當 時の 敎育 は、 舊 日本の 武士の ホ ー ムの それの 如く 極めて 嚴 格なる ものであった 序に 玆 

その じつれい あ， み > 

に 其 實例を 一、 二 舉げて 見やう 

ひち く は その こ にく こ あい もの しき これ， , , :1 . ！ [ . . , 

「鞭 を 加へ ざる は 其 子 を 憎むな- *^、 子 を 愛する 者 は 頻りに 之 を 誠し む」 a 威 十三の 二 四) 

のおみ 3 ち なん g こ 3 JJ れ ころ こ- * ろ おこ なか 

「望 ある 間に 汝の子 を 打て、 之 を 殺す 心 を 起す 勿れ』 (同 十九の 一 八) 

い L め ち £ あた こ-ろ お こ モめ は _i はづ か， し . ^1 1 . i > ！-. ) 

『鞭と 譴赘と は 智慧 を與 ふ、 任意に なし 置かれお る 子 は 其 母 を 辱む』 (同 》p 九の 一 五) と 

一 J お；、 おや ぎ ひ ひと いく しう：！ 23 せいりょく ほいち 3 こ たい しゃ 5 ちい マと、/' 

子に 称する 親の 義務 は、 獨， ^敎 育と 宗敎に 勢力^ 傾注す るの みならす、 子に 對 して、 將來 路頭 

t よ で^に る さん のこ ぎむ * レ い よ *! ひと あの さん ゆ ふ レ モん 

に 迷 はぬ やうに、 出來る 丈け 遺 產を殘 すべき 義務 あ. 9 と敎 へお。 言 は 『善人 は 其 產業を 子孫に 

P こ ゥみ びと 仁から 仁 £-し きもの fc く は ぃレ 5 ぎ しゃ ラら い, J/ の ^ 

遺す、 され ど 罪人の 資財 は， 義者 のれめ に蓄 へらる」 (箴 十三の ニニ) と 云 ふま 義で、 將來其 子女 


すべ めぐみ？ I れ お ほ 

五 凡ての 恩 惠彼を 覆 はん 

しょ i 一、，" ォん しゃ おな f はタ くん し ぢょ ； X や、 リ らい かタ ふく か， へ， い J^l は， んぇ > > »- んカ * •cu^ - 

と。 初代の 賢者と 同じ 樣な 敎訓 を、 子女の 將來の ^14} 福と、 一 家の 平和 繁榮 から 考 へて r 家庭 p」 

げ -7 じ こ こ もの おや か 3 か 5 せいく わつ ひと その ち- - よろこ， ， • - ) /, い 

として 敎 示し；^ ので ある。 之れ 子お る 者の 「親孝行」 の 生活 は、 獨. 9 其 父母 を 喜ばせ、 一 家の 平 

わ か 3 ふく もたら ひ はん レゃ くわい こく か その ふく し-きね えみ しん-. > » 5 

和 幸福 を齎 すの みならす、 延いては 一 般 社會國 家に 其 福祉 を 來らす 所以と 信じた からで ある 

五 ま 從の關 係 

おうじ しゃく わ、 - もん ビぃ けんしゃ とくべつ さ りょく よ is ん しゃ りつ はふし や さけ， f は" じゃく 

當 時の 祉會 問題と して、 賢者の 特別 努力し おの は、 豫言者 や 律法 者が 叫ん たやう に、 矢張り 弱 

ほご すな は さ れいと り もっか ひ はふ くわん け タ.， Z ん じれ もっと くわん に い せいしん かてい &ん 

者の 保護であった。 即ち 奴隸 取扱 法に 關 する 敎訓 で、 之 は 最も 寬大な 精神から、 家庭の 一 員と し 

レぇき し か しも ぺ その i や はら *^ に ， • つ? 一 \ ) ど レ 

て 使役す る やうに と敎 へた ものである。 彼の 『僕 を 共 幼な き 時よ. 9 柔 かに 育てな ば、 終に 子の 如 

すな は これ こと も.；' じつ aj れい さ ラたタ たい はふ か、 つ か 

くな らん」 (籤廿 九の 二 一 ) と は 卽ち是 である。 殊に 忠赏 なる 奴 隸には 相當の 待遇 法 を 講じ、 家 

くらう めいよ 10 ん しゅじん かんしゃい 3 たい ，10 £!と か B- さん^. f P ぶ/ ^ぷ？ ITl- 

族 中で も名譽 ある 一員と して 主人 も 感謝 優待すべき を敎 へた。 例へば 彼の 「產 紫の 一部分 讓』 と 

い 5; れい とりあつ かひ はふ しん i ん かしこ レらぺ ま グ.' こ ^？-さ か モの こ * "ゃリ にい なか 

云 ふ奴隸 取扱 法で 『籤 言」 に は 「賢き 僕 は 恥 を來ら する 子 を 治め、 且つ 其 子の 兄弟の 中に あ-. y て 

«-ん > ふ わか と この じ にい じっか 5 タ， y もっと しん ほ fc い J^i :S ふ ，• 

產！^ を 分ち 取る」 (同 十七の 二) と あ hs て、 此 時代に 實 行され た 中で、 最も 進步 しれ 待遇 法と 言 

五 主 從の關 係 二 九 三 


第 廿五章 资 者へ 箴貫) の社會 理想 二 九 二 

おの ち., は- の... レる もの is レび 》 かき ゎづら a.^ to ^ ^ ^ 

「己れ の 父母 を 罵る 者 は燈火 くらやみの 中に 消 ゆべ し。 父 を 煩 はし 母を逐 ふは羞 骊を來 らし 

凌辱 を 招く 子な b」 (同 十九の 二 六、 廿のニ 〇) 

なん も-は- 5*i なん V- かみ なん ぢ fc* ところ ち な. fv- W め £■ „ ： - ヽ. 1 

r 汝の 父母 を 敬へ、 是は汝の神ュ ホ パの汝に給ふ所の地に汝の生命の長からん爲めなh^i (出 

廿の ニー) 

、 じ t-- へ ブル かてい くん かていお し ぢょ ぎ ひ もの けん はふ でんせ.， つ.， <if » , 

以上の 希 伯來家 庭訓に よれば、 家庭に 於け る 子女の 篛務 は、 よく 其 憲法 傳說を 守- 5、 全 精神 を 

i こ ひ おや い， 7 がう つく こと す - ち & - こ ち- も レへキ J ,?」 ^る もの ほレ >め_ ^ > 3 

^けて 親に 孝行 を盡す 事で ある。 卽ち 『智慧 ある 子 は 父の 敎訓を 開き、 戯謔者 は 懲治を 聞 力す。 

縱ぢ をお める.^ に 聞け、 汝の 老いた る 母 を輕ん する 勿れ』 (籤 十三の 一 、 廿 三の ニニ) と 云 ふ 『孝 

,,,7 化， し 1* やう t % これ ,J しょ い ぐ わい マ. 7 じ 5- い ち a ぶん がく りき ^ か てい く A き 

行」 の^ 神 養成で あつお。 之 は聖窨 以外の 同時代の 智慧 文學 にも カ說 された 家 庭訓であって 4 

にも X と 3 や 3 じん か てい でんと、 つ びとく た i I r ^^J ) ^ LP 

日尙ほ 東洋人の 家庭に. 傳統 されて ゐる 美徳の 一 つで ある。 例へば" 彼のべ ン シラ誊 の 如き は 

なぜし ぢ. K そのり や 3 レん かラ か 3 モの り いう さ でタ あ， 

何故 子女 は其兩 親に 孝行せ ねばなら ぬか、 其 由と して 左の 五ケ 條を擧 けて ゐる 

モ のち. * うや ft もの つみ もがな ひ 

一 其 父 を 敬 ふ 者 は 罪の 贖 をな す 

も. * おの こ ゆ よろこび も 

一 一 父 は 已れの 孑 故に 喜 を 持たん 

かれ いのり かみ き 

三 彼の 祈醻は 神に 聞かれ 

われす もな がながら 

四 彼 は 末長く 存命 へん 


ナん しゃ と .7 ぢ しゃ ふ にう とく か" 5 to してき さげの わ 3 な こと あら 一一き さ p> もと き， み 

is; 者 は 統治者の 不道德 行爲を 指摘して 『酒 を飮 むは 王の 爲 すべき 事に 非す、 醇醪を 求む る は牧伯 

な こと あら い し かれらし はいしゃ し 7 き f 

の爲す ベ き 事に 非す」 (同姬 一 の 四、 五) と 戒め、 彼等 支配者に 師表た る ベ きこと を 希望した の 

である。 

ナんレ や も えい もう しゃく わい めく たう じ さい *4 ん くわん い たづ こくみん くわん しん か せいぎ ま 

iss! 者の 目に 映 じた 最ー の 社會惡 は、 當 時の 裁判官な どが 徒らに 國 民の 歡心を 買 ひ、 正義 を 曲げ、 

り、， ろ と ひんじゃ じゃくしゃ くさ,, おとしい ひ じんに 3 てきか タ -0 これ fc うじ ゐ せいしゃかん ふ つ VMJ- ソ 

賄賂 を 取- 9、 貧者 や 弱者 を 苦境に 陷 入れた 非 人道的 行爲 であった。 之は當 時の 爲政者 間に 普通 公 

ぜし おこな 1.J いあく ゆん しゃ これ あし Ji,.lfe の ひと ふところ 4< ひな ひ さ a e みち *4 

然と 行 はれお 罪惡 で、 賢者 は 之 を 『惡者 は 人の 懷ょ 賄賂 をう けて 審！： の 道 を 曲ぐ』 (箴 十七の 

しょ-つ かれ & しゃく わい こ-ひ てき し こ v ゆき かれ *3 せいぎ こう へい か 

二三) と稱 して 彼等 をば 社 會の公 敵視して 攻撃した。 しかの みならす 彼等 は、 正義 公平 ケ-缺 いた 

まん しら たい りん りに 、りとく じっさい は 3 めん かんたん しゃく わい りさ 5 とろ ひと かたよりみ よ 

刺 事 等に 對 して は、 倫理 道 德と實 際 方面から 簡單 に祉會 理想 を 吐露して r 人 を 偏 視るは 善から す、 

ひと きれ とが おか けいかい とく し- リ わい か、..' tO 

人 はた 1 片のパ ン のために 愆を 犯すな り』 f 同廿 八の 二 一 ) と 警戒した。 特に 收賄 行爲 による 

ぎしょ. つ つ 40 び こうゆん いつわり あかしび と つ まぬ か / いつはり は もの • ほろ 

僞證に 就いて 嚴 しく 抗言して r 虛僞 の證人 は罸を 免れ や、 識言を 吐く 者は滅 ぶべ し』 (同 十九の 

九) と 叫んだ ので ある。 

つ ぎ まんし みん たい けんしゃ くねん こく ひ は ほ し 5 てき わが こ わう ぉモ モむ くもの 

次に 一般 市民に 衡 する 賢者の 勸告は 極めて 保守的で、 『我 子よ、 H ホ X と 王と を 畏れよ、 叛逆 者 

まじ は なか r ものら わざ はい すみやか おこ この ふ ii つの もの はろ び たれ し え 

に 交る こと 勿れ、 斯 かる 者 等の 災禍 は 速に 起る、 此兩 者の 滅 4J は 誰か 知り 得ん や』 (錢廿 四の 二 一、 

いかん. U ん い キリスト なん ぢら ま かみ くに そのた 2* しき もと さ 

ニニ) と 云 ふ 簡單な ものであった。 言 は > -、 基督が r 汝 等先づ 神の 國と其 正義と を 求めよ、 然ら 

六 統殆 者と 司法官の 责任 二 九 五 


第 廿五章 资者 (蔑 言〕 の lg 會 理想 II 九 四 

つてよ からう 

六 統治者 W 司法官の 責任 

こく ぐ わい こく しはい か じに い べつ これ い せ いぢ もん ビぃ ► ^. 、51 サん しゃ 

イス ラエ \ 國 が外國 の 支配 下にあった 時代 は、 別に 之と 言 ふ 政治問題 は 無かった。 故に 賢者に 

おい うじ しゃ くわいお よ こく か ねい せ いぢて きり f はつ ぺ 5 たん れ 3 じ と-> ぢ しゃ せ いぢ 

於ても 當 時の 社 會 及び 國 家に 對 して は 政治的 理想が 發 表されて ゐ ない。 單に當 時の 統治者 や 政治 

" たい ぜんり や 3 こ、 > へい しせいい き はタの す しか ゆん レ みん ぷぃ 

家に 對 する r 善良 公卒の 施政」 と 云 ふた 希望が 述べられ たに 過ぎぬ。 而 して 一般 布 民に 對 して は 

ぜんり や 3 かラ ふく レ X？ んぃ しか きみ その たみ あい たみ その *JA ふか けい ぼ かリ ふく けん ぜ， ん 

r 善良 幸福な 市民」 ，v 云 ふので あった。 而も 君 は 其 民 を 愛し、 民 は 其 君 を 深く 敬慕し、 幸福 健全 

こく か じ. & h-0 や 5 す. * とく りき せつ こく みん こ i けん り よう ご わ- リ しゃ レ はふく ねん 

なる 國家を 樹立す る樣 にと 勸め た。 特に カ說 せる は國民 個々 の 權利を 擁護せ よと、 王者 や 司法官 

むか にいたん し 5 もや 5 z± か みく おこな ね 3 にく これ そのく た s< しき 

に 向って 大膽に 生 張した 事で ある。 彼の 「惡を 行 ふこと は 王の 憎む ところな h.、 是其位 は 公義に 

かねね ，（ まこと もつ よわきもの さはき わ 3 モ のく ら& か，； i , た. 

よりて 堅く 立てば なり」 (箴 十六の 一 二)。 『具 賞 を 以て 弱者 を 審判す る 王 は 其 位つ ねに 堅く 立つ 

fc3 じ iv V- しゃ たい じ ひん レゃ レ やくね いくん かれ ら わう 

ぺし』 (同廿 九の I 四) と は當 時の 統治者に 對 して 敎 示せる 賢者の iM 會訓 である。 彼等 は 『王の 

t へ i ^ も 3 3 &の くら- ぎ f- ね ね は A レ みん ひレ こく 

前よ. 9 惡き者 をの どけ、 然 らば 其位義 によ， 5 て 堅く 立 おん」 (同廿 五の 五) と 一般 市民に 饕吿し 

,』れ じに い X &ん しゃた も しゃく わい さっしん はか わう しゃ A 一く けんかいき .5 ,バ せ： 一 tx^i^- 力 ノ ： - » 

お。 之 は ィザャ 時代に、 豫言者 達が 社會の 刷新 を 計 h^、 王者 ゃ特權 階級 を覺 醒鞭韃 したやう に、 


ある、 す i ち IS はじ.^ * きのし に u やして、 « と 1 な" を むの がが ゅ亂 のれ 分と 知った から 

である。 だから 1 「ひんた る £^ と と」 を 1 れ てき；^ に Sb/A ひ 1- むる 者に、 賢者 は r 富 を 得 

ん とお と "きれ、 SH。rA の lli を.. きむこと "きれ、 It きに^すべき i に" 目 をと むる か、 富は必 

す ら 1 をし i じて 獻の 1 くて H ^に^びお らん. K 同廿 三の 四、 五： > -fe へた。 而 して 當 時の 實業 家の 

i^sif ii をい めて f%r のま 1 は ュ ホ \ に Si まれ、 ましき i ど #は« によ まばる』 (同 十 一 の 一 ) 

t の と is に、 S と する 1 の it とが ife する やうに まめた 。 しゃ 

1^ ピ.^ ^の iM はしき ii^ は、 ^|^-1^に«する|^粉ゃの«,〕とまくき1£,ルでぁづた。 « 等 は 賢者 

の 「il4 は 1 の 1 く、 S はや 11 の 1 き M& ？、 .fsrff ii を^ ff り 

S ふ J (同 W の 一 四) と « きせる iAili な黟艇 であった。 彼等 は 所謂 r 古き 地界 を 故意に 移し 孤 子 

の は f を^す X 同 二三の 1 0) と11^はれた、 で 鬼 の^な 獸 的の 壓制者 でありた。 敌に當 時 法律上 

おはし ％き い^にも おやい な、 酽 なき^ や 11^ に^ b て は、 1^ に 悲慘な ものであった。 だ 

からず したき % して、 if i&c^f ^^1 き kip. ^$ 

ぶ i は. .si ピ fks (同 十四の 三 一 ) と 1^ ふて 厳しく 訓戒した ので ある。 

0. 節 i に る の は « であつ おかと ふに、 ni によ b て 得お ると ころの 僅少なる 

七 艇濟 問題 ニ九セ 


第廿 五^ 贤者 (竊 首) の！ M< ^理想 二 九 六 

これら みななん V 'ら く は ， おゆ かみに い せいく わ f> し a 

ば是， 等の もの は、 昝汝 等に 加 へらるべし』 (太 六の 三 三) と 仰せられた やうに 『神 第 一 の 生活 J 主 

ぎ か 3 て 3 5t は モ こ じん か 3 かみ おん もや リ い 、> けい ひ けい かう ふく モの ひと かみ 

義を 高調した。 故に 其處に は、 信仰に よる 『神よ. 5 の 恩寵』 である 有形無形の 幸福 は、 其 人の 神 

ね、/' しゃ たい しんてきたい？ J モん むね あん じ 

と 王者に 對 する 心的 態度に 存 する 旨 を 暗示して ゐる 

七經濟 問題 

けんしゃ じだい よ いは ゆ る とみ けいしん しゃ- ソぢキ ；ろづ じつ ひと あた てん よ は- > し 3 

賢者の 時代に は、 世の 所謂 『富』 は 敬神に して 正直 忠赏な 人に 與 へらる、、 天與の 報酬で あつ 

びん はふ な. K は もの たジ ぜん かり と けつ くわ しん ところ た、 リ じ ひん しゃ かなら たいに i /いくね 

て、 貧乏 は 怠惰 者の 當然莉 取るべき 結果 だと 信せられ た。 處が當 時の 貧者 は必 すし も 怠惰 生活に 

よ な ふジ しゃ き. く がり レ ゆぎ ぎ せい ひんじゃ すくな 

因. 9 ての み來 たもので はな かつお。 富者 や 貴族の 我利，/^. W 義 の犧牲 となつ お 貧者 は少 くな かつ 

けん しゃ た 上 あゆ まづし もの くもび る もと おろか もの ふジ しゃ まさ 

たので ある。 だから 賢者 は 『正しく 歩む 貧き 者 は 唇の 悖れる 愚なる 者 (富者) に 愈る』 (篾 十九 

い ひやみ とみ ちくせき ぎ り にんじゃ リ ♦£ し S ぎ せっさ タ もの いた いやし 

の 一) と 云 ふて、 無暗に 富 を 蓄積して 霸理も 人情 もな く、 又 主義 も 節操 もな き 者 を 痛く 卑 めた。 

レか しゃ V 'ぢき せいた 3 こ 3 へい せ いしん はづ はふ .7 とみ その ひと た 、/'ぜん タ は 3 し、 f み へりく にり 

然し 正直で 正當 公平な 精神と 方法で 得る 富 は、 其 人の 當然受 くべ き 報酬と 見て 『謙遜と K ホ、 パを 

ぉモ ひくい とみ K ふとき いのち い むレ しゃ V 'れい これ けん レゃ ひと ふみ ため 

畏 る.^ ことの 報 は 富と 尊貴と 生命と な， 9』 と 云 ふて、 寧ろ 獎勵 して ゐる。 之 賢者 は 人 は 富の 爲に 

4J み つく あら 、 と み きんぺん せい よく かみ おそ ら 53 じつ もの 、つへ た t た らの 

富 を 造る に 非す して、 富 は 勤勉 正直に して 神を畏 る、 忠實 なる 者の みに 「上よ. 9 給 はる 賜物」 で 


いのり しんか タ しゃく わい いくね つ たのし ことな.^ , _ > I 

の 七 ー 九) と云ふ祈と信仰で社會生活を樂むべき事を敎へ^；^のでぁる。 

八 根本的 社會訓 

t し to- A し しゃく わいくん れき にい よ f" ん しゃ たら か 5 て-つ せんでん しゃく わい S う はん ぷく りきせつ す， ) な ゆ.? 

賢者の 敎 へた 社會訓 は、 歴代の 豫言者 達が 高調 宣傳 せる 社會 理想 を 反覆 カ說 したに 過ぎぬ。 就 

づ く CS けう くん に かよ ふし おは fc と fcl- レき こ. ソ へい おこな がぶ^へ * ^-^ 

中ァ モスと ホセ ァの傳 へた 敎訓に 似通つ お 節が 多い。 例へば T 正義と 公平 を 行 ふ は 犠牲よ， 5 も 愈 

-、 ろ こ fc51 し &J..0 の くら いのち いづみ あしき もの くち あ. la».J こと おゆ 

ら て H ホ パに悅 ばる」 (籤廿 一 の 三) とか、 r 義 者の 口 は 生命の 泉な り、 惡 者の ロは强 暴を拖 ふ。 

しせ ものよ ろ こ お ほい さか モ あし »0 もの おこ たみ み 力く - 

義 者の 喜ぶ とき は大 なる 榮ぁ h^、 惡 者の 起る とき は 民 身 を 匿す」 (同. il の 一 1 、 》F 八の ニー) と 

す tt.fi こと ，1s こん しつお い ふかうたい けつ むじひ Si こく ひなんこう 讣 

かいふの が 即ち それで ある。 特に 他人の 失， 敗 や 不幸に 對 して は、 決して 無慈悲 苛酷な 批難 攻撃 を 

あい おひ もと ら の ひと あやまち ひと こと い もの と， も • £2 な， ぷ.' Z * - 

して はならぬ。 「愛 を 追求む る 者 は 人の 過失 をお ほふ、 人の 事 を 言 ひふる、 者 は 朋友 を 相 離れし む」 

い たが ひ あ ひあい くわん ゆん <i が ひ ば い かや/. » ぼつぶ Hi^^ ^ 

(同 十七の 九) と 言 ふて 互に 相愛すべき を敎 へた。 換言せば 互に 善 童に 解し、 同情と 理解と を以 

て 結ぶ 時に、 其處に 美しき 友情の 醍 ぎる 「朋友の 低 欺」 が 樹立 さるべき を吿 げた。 彼の r 柔 

fc こに へ いき。. la り き は f> =1 いかり おぶ ) や ^fc 、• い.。. ち I ^ . » ひと ^ .^K .k -, 

和 かなる 答 は 憤 恨 を 止め、 厲 しき 言 は 怒を激 す。 溫柔き 舌 は 生命の 樹 なり、 fe! れる舌 は 靈魂を 傷 

こ i ろよ こ is はちみつ ごと た しひ あ ♦< a ね く ' . ' ' ' . . > . t f I ノ 

ましむ。 快き 言 は 蜂蜜の 如くに して 靈 魂に 甘く 骨に 良藥 となる』 (同 十五の 一 四， 十六の 二 四) 

八 根本的 社會訓 二 九九 


第 廿五章 贊者 (箴言) の社會 理想 二 九 八 

ぎ え おは たから い かく ゆん すぺ ふく 

もの は、 不義に よ. 9 て 得た る 多くの 資財に まさる」 (同 十六の 八) と 云 ふ 格言に 凡てが 含んで ゐ 

モ こ かみ しん しんかう せいく わつ いとな もの Jfj こ せい SISJJ せい i:? レ ゆぎ 2 *？；^ ダド 

る。 其 處には 神 を 信す る 「信仰生活」 を 營む者 は 何處. 々まで も 正義と 精 刺生義 による 蓄財 をな 

レ ゃタれ 、.- X けん しゃ この けんち て は ら もの づレ つと は^ら もの 

せと 獎勵 して ゐる。 故に 賢者 は此 見地から 『手 を ものうく して 動く 者 は 貧くな り、 動め 動く 者の 

て. VK- 5 なつ i あつ もの かしこ Z かり いれ とき もの はば $ i おに. も • もの お S 

手 は 富 を 得。 夏の 中に 歛 むる 者 は智き 子な. 9、 收 獲の 時に ねむる 者 は 辱 を來す 子な- .^。 惰者は 己 

かりえ もの やか つと はたら ひ^ た ふと たから た •、 f いのち モ のみ •i' 

れの獵 獲た る 物 をも燔 す、 勉め勸 くこと は 人の 貴き 寶な h -、 義 しき 道に は 生命 あ-, 9、 其 道す ぢに 

し &レ > 

は 死なし」 (同 十の 四、 五、 十二の 二 七) と敎 へたので ある。 

^ けいざい てきひ へい しゅ，？ iS? ん いん モの にい ゆん いん 仁 しか い， e しゅへい い でん 2；> や じゃく 

終りに 經濟的 疲弊に は 種.^ 原因 あれ ど、 其 一 大 原因 は 確に 飲酒の弊 である、 と 云 ふて 貧者の 弱 

てん . いんし 5 み おん ふ さタ お 5 にくしょくせ いく わつ し てき ナベ ひと ひ， ん くるし い 4> ん いん そ9 けいろ， 

點 である 飮 酒と 身分 不相應 な 肉食 生活 を 指摘して ゐる。 凡て 人が 貧に 苦む に 至る 原因と 其 徑路を 

たぞ ^ ふ 3 しゃ めつ ゆく ひんじゃ たいに せいく ひつ ほか かぎ モ こ いんし ゆ ^ だい ゆ て つに 

迎 つて 見る と、 富者の 壓迫、 貧者の 怠惰な 生活 許-. y と は 限らない。 其 處には 飲酒の弊 か 大分 手傳 

* こ けん しゃ モの さけ んけ .U く ii し もの **づ し ねむり ひさ ぽ もの ^ ころら 

つて ゐる。 其錢で 賢者 は 『其 酒に 耽り、 肉 を嗜む 者と は 貧くな. =N， 睡眠 を 貧る 者 は敝れ おる 衣 を 

^ パ c けいこく *V のけつ ろん けんしゃ けいざいり さう レめ 

着る に 至らん」 (同サ 三の 二 〇、 二 一) と 警告し、 其 結論と して 賢者 は經濟 理想 を 示して ゐる。 

すなち その- P やに われ ゅづ/ 、 

即ち、 パク II の r 其 持てる もの を もて 足れり とせよ』 に 稍 や 似お る T 我 をして 貧しから しめす、 

また £ pe かても ii た ま - われ かみし， い ^n, 

又 富ましめ ャ、 惟なくて ならぬ 糧を與 へ 給へ。 そ は 我 あきて 棘 を 知らす と 言 ひ、 M ホバは 誰な り 

い お * づし ねす み ， ，， かみ K けが ノ- • ヽ I- r 

やと 言 はんこと を 恐れ、 又 貧く して 竊盜 をな し、 我 神の 名 を 汚さん こと を 恐 るれ はな. 9」 (同 州 


第一 一十 六 章 詩篇の 社會訓 

き、> やくせい しょ けん *5 べんり じ やう 》ん しんがく レゃ れき し ぶんがく よ ゆん ぶんがく しか ぶんがく く ぶん 

蕩約 聖書 を 研究の 便利 上、 一般の 神學者 は歷史 文學、 豫言 文學、 詩歌 文學の 三つに 區 分して ゐ 

し へん き 3 やくぶんが くちう さいご ぶんがく >$- く し せいゆせ レタ しふ モ こ へ ブル みん.？ i く 

る。 詩篇 は舊約 文學中 最後の 文 學に屬 する 詩と 聖 劇と を m 集した もので、 其處に は、 希伯來 民族 

とく もや タ かみ じんせい くねん じょじ やうし いく しゃくれ いくん と けう くんし へ ブル みん^く 

の 特長と せる 神と 人生に 關 する 抒情詩と 幾多の 社 會訓に 富める. 敎訓 詩と が あ， 5 て、 希伯來 民族の 

^ ひと ねい しゅく わんて さ ,yrr すな は しへん * へ ブル みん もく かん お いろ/ \ 

it と 人と に對 する 生觀的 アイデアが 窺 はれる。 即ち 詩篇 を 見る と、 希伯來 民族 間に 於け る 色々 な 

しゃく かいもん にい たい しん £ん け、 > くん あん じ すく おどろ かれらし か さくし 5- 仁 も 4- は えい 

社會問題に對する深遠な敎訓と暗示の#^なからざるに驚くでぁらぅ。 彼等 詩歌 作者 達 は 極めて 鋭 

びん かんかく しゃく わい しょさ 3 ど 5 さつ とくしゅ もんに い たい モ のしん こく し 3 け 3 てき. Si んねん かくしん みん し 3 

敏 な感覺 から 社會の 諸相 を 洞察し、 特種な 問題に 對 して、 其 深刻な 宗 敎的感 念と 確信から、 民衆 

かくせい しきしゃ 

を覺醒 し、 識者 をプ ッシュ しおので ある。 

一 理想的 社會 市民 

わんら い へ プル じん とうやう じん とく もよう しゅくわん て^か 3*0 つ ふ は A ん もく モの しか せ い^ま 

？ H 來希 伯來人 は、 東洋人の 特徵 である T ま觀的 考察』 に 耽った 民族で、 其 詩歌に も、 聖劇 にも 
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笫廿五 章 資者 (像 首) の 社 愈 理想 三 〇〇 

りんじん たい けんしゃ しゃ Y わいくん > 

と は 隣人に 對 する 賢者の 社會訓 である。 

さ』 ひんじゃ た、， ：f*- ん じん せいしん つ 4> レ じん £>ん み けんしゃたら た i< しきもの そのと も みら しめ 

更に 貧者に 對 する 一 般 人の 精神に 就いて 敎 へ た 箴言 を 見よ。 賢者 達 は r 義者は 其 友に 道 を 示す、 

あしき もの みづ み も まよ > なんぢ て ぞ；？ もから CH な .f のな ^かメ - 

され ど惡 者は自 から 途に迷 ふ 汝の 手に 善 をな す 力 あらば 之 を爲 すべ き 者に 爲 さざる こと 勿れ 。若 

なん If も にんち * なり ひだ さ *<た »5 た ぁナ われなん ぢ あた い なか f こし この もの C 

し 汝に物 あらば 汝の 隣に 向 ひ、 去りて 復來れ 、明日 我 汝に與 へ んと言 ふ 勿れ。 施與を 好む 者 は 肥え、 

ひと うる は もの た うる は ひ い ひ； わい ど ど えの- も ひ 

.< を 潤 はす 者 は 又 利潤 をう く」 (籤 三の 二 七、 十一の 二 五) と 云 ふて、 機會 ある 每に其 持てる 物 

ひと ぼ さ こ をし あた 5 さい は ひ かう つ K} か ひん 

を 人に 施せと 敎 へ た。 パ ク" の 「與 ふる は受 くるよ- 9 も 幸な hN」 と 好 一 對 であらう。 ^うした 賢 

しゃ せいしん ** づ しきもの ら の か *v の ほどこし つぐな たま いっく レみ ** こと 

者の 精神が r 貧者 を あはれ む 者 は M ホパに 貸すな り、 其 施 濟はュ ホパ價 ひ 給 はん。 仁慈と 眞實と 

なん ぢ はな なか これ なん ぢ くび むす. これ なん ぢ こ-ろ ひ しる やさい くら たが ひ めい 

を汝 より 離す こと 勿れ、 之 を汝の 頸に 結び、 之 を汝の 心の 碑に 記せ。 蔬菜 を 食 ひて 互に 愛する は 

こ t くら たが ひ 3. & ** さ いかく 6 ん 

肥えた る 牛 を 食 ひて 互に 恨む るに 愈る」 (同 十九の 一 七、 三の 三、 十五の 一 七) と 言 ふ 格言に よ 

も. tD こと おの にく て たい 仁い i*」 も だか せい a I マ け 3 くわい かせお く て がみ 

く 表 はれて ゐる。 殊に 已れ， を惡む 敵に 對 する 態度 は、 恰も 聖 パク &が羅 馬の 敎會 に窨 贈った 手紙 

に 『もし 汝 の仇飢 ゑな ば 之に 食 はせ、 渴 かば 之に 飲ませよ、 なん ぢ欺 する は 熱き 火 を 彼の 頭に 積 

JJ と けん じ や た 3 じ ひと fc なん ぢ あに b これ かて くら 

むな. 9」 (羅 十二の 二 〇) と あるが 如く、 賢者 は當 時の 人々 に r 汝の仇 若し 飢ゑ なば 之に 糧を食 

ら かわ これ みづ の なん ぢ かく ヌ こふ かう ベ 0-1 I r んぢ む" 

はせ、 若し 渴 かば 之に 水 を 飲ませよ。 汝浙 する は 火 を 之が 首に 積むな り M ホ バ汝に 報い 給 ふべ 

おの てき みい じんかくしゃ くわん こく 

し」 (鎞廿 五の 二 一、 ニニ) と、 已が敵 を も 愛する の 人格者 たれと 勸吿 したので ある。 


er; よさ やま す もの たれ い たい さく レゃ fc*- しん れ い 4-; とくしつ は ど も 

聖 山に 住ま はん 者 は 誰お」 と 云 ふたのに 對 して、 作者 は 直ちに 眞の 膿拜の 特質 を 十程擧 げてゐ る。 

な は み S ぎ おこな 

1 直く 步み、 義を行 ひ 

モ の- ろ 》4 こと い もの 

二 其 心に 眞實を 言 ふ 者 

した もつ 

三 P を 以て そしらす 

モの. y も モ こな 

四 其 朋友 を 害 はす 

** ね モ のとな り こと A 

五 又 其 隣 を は；^ しむる 言 を あげ もち ゐゃ 

六 惡に 沈める 者 を 見て いと ひかろ しめ 

おそる もの た ふと 

七 ^iホパを畏る者をまび 

ちか こと おの わざ は ひ か こと 

八 誓 ひし 廓 は 己れ に 禍害と なる も變 ふる 事な し 

たから か す り むさぼ 

九 貨を 黛して 過ぎた る 利 を 貪らす 

** ひな ひ い つみな さらの 

十 賄赂を 人れ て 無辜 を そこな はざる なり 

みぎ かい た. ひ じ へ ブル みん. &く にちじ や v せいく わつ か ラじゃ 3 し 5i れら レゃ くわいり さラ しめ 

右の 十誡 は、 當 時の 希伯來 民族の 日常生活の 向上に 資した もので、 彼等の 社會 理想 を 示しね も 

い さしつ かへ い あくこう つ- * し とも たい い 5 y りんじん ぎゃく； i い こど もくにん S-J 

のと 言って 差 支ない。 言 は > -、 惡ロを 慎み、 友に 對 する 友誼、 隣人 を 虐待せ ざる 事、 惡人 を赦す 

た ふと くねんに い fc いさ たそんり； i せい レ A かみ ちう ぼく た ふと こ-- ろ さ 5 ご ふ じょ やくそく りか ラ りし / でんぷ や 

尊い 寛大な 態度、 他 尊 利他の 精神、 神の 忠僕 を 尊ぶ 心、 相互扶助、 約束の 履行、 利子な しの 貧者 
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笫廿六 章 詩篇の 社.^ 訓 三 〇 二 

か きぶん くう き ？ zi もら した；^ あ し f レん か 5 へ 5 げん おは かん しゃ 

斯うし ぉ氣 分と 空氣が 濃厚に 表 はれて ゐる。 從 つて 其 思想な り 信仰の 表現な りが、 多く は 感謝、 

せ えつ ** ん やく ぷんび どうけい > し， う あ ざん な た タ およ これ はんたい ふ ♦* ん えんこん かいめい しん ま-つ めつ ぱ. < さ，， - 

喜悅、 満足、 讃美、 憧愦、 愁訴、 懺悔、 祈醻 及び 之と 反衡な 不満、 怨恨、 誡命、 神罸、 滅亡、 災 

くわ とラ ，ゥた な かんづく とう ねっしん みい こく し 

禍 等の 歌で ある。 就中 四 八、 八 四、 八 七、 一 二 四 、ニニ 六、 一二 九 等 は 熱心なる 愛國 詩で あつ 

しゃく わい れい は， * え- > モ. S.U か へん これ 

て、 その 社 會禮拜 の 要素の 豊かなる は 彼の 二 七、 三 六、 四 二、 六 五 及び 一 ニニ 篇 であらう。 之 は 

I 曰聖都 H 〃サ レムが パビ p ンの爲 めに 征服され、 國 民が 各 國に 散った のが、 再び 結束した 時に、 

しゃく わいて き れい はい とき き ぶん •> た し す はは へ ブ ル みん もく と. プ はう こく 

ヱ ホ パを 祉會 的に 禮拜 せんとした 時の 氣分を 歌 ふた 詩で ある。 即ち 希伯來 民族が 東邦 パビ & ン國 

わ 5 は けん んぜぃ みが ゆな じ V 'りん のら かく こぐ さん ざい こくみん 乙く か さいこ 3 

王から 派遣され た 軍勢に、 見る 蔭 も 無く 蹂躪され た 後、 各國に 散在して ゐぉ國 民が 國 家の 再興" 

.i;^ でん さいこ A おも ひお ， しゃく わい 3 んど 3 こ-ろ じ ビ ，い ながねん レ ラ げザ ぎ レ^ つか レか し ラっふ 

神殿の 再建 を 思 立って 社會 運動 を 試みた 蹄 代から、 長年の 宗敎 儀式に 使つ お 詩歌 を宽 集した もの 

モ • こ ひき "wfcAV き ぶん みん A" く し 5 け •I' レ さ 3 ； i い ん はんぜん あら 

である。 だから、 其 處には 悲喜 交 < -の氣 分 や、 民族と しての 宗敎 思想 ゃ體驗 やが！： 然として 表 は 

, , さら > ごんい ノ. c > り • さ 5 てきしゃく わい レ, <ん もっと た ふと し さ V レん ねん $ た し 

れてゐ る 之 を 更に 一 言で 言 ふなれば、 理想的 社會 市民の 尤も 尊い 思想と 信念が 歌 はれて ゐる詩 

レ： い > ^, > へんみ けんじゃ レ じん ぉタ ろん レ すな は や ** のぼ 

集と 言って よい。 彼の 二十 四篇を 見る と、 賢者と 詩人の 討論 詩が ある。 即ち 「H ホパの 山に 上る 

もの たれ その いしょ P もの たれ とひ レじ、 て こ ..-to もの Jr- なし 

ぺき者 は 誰 ど、 其聖 所に 立つべき 者 は 誰ぞ」 との 問に 詩人 は 「手き よく、 心 いさぎよき 者、 虛き 

も ふ の * いづ は ち £i ひ もの モの ひと こた ところ にい へん み この 

こと を 仰ぎ 望ま や 、僞 hN の 誓 をせ ざる 者ぞ其 人なる」 と 答へ て ゐる。 處が第 十五 驚 を 見る と、 此 

もんに い ひろ ふ えん さら レっ， もん はつ なん if 'A^tto や $j も の たれ なん ぢ 

問題 を廣く 敷衍して、 更に 質問 を發 して 「M ホバ よ、 汝の 帷幄のう ちに 宿らん 者 は誰ぞ や、 汝の 


ぞん くわん つ 5 くわん レ さ V > A し ぜん にん 5： ん とう くわん へ ブル じん 5.; くと く み かね 

全卷を 通じて ！貫 せる 思想 は、 神、 自然、 人間 等に 關 する 希 伯來人 獨特の 「觀 方」 であって、 

4,、 いら る タ た じん しゃく わい り さラ なん お. し へん へんし 3 

特に 著しく 歌 はれて ゐ るの は、 ユダヤ人の 社會 理想で ある。 何と なれば、 重なる 詩篇の 編輯され 

じに い へ ブル じん ながねん ふ し 5 せいく わつ ちく は 3 にい/ \モ のい のり もと せい と さいこ v to め 

た 時代 は、 希伯來 人が 長年の 俘囚 生活から 逐 放され、 代々 其 祈 求めた 聖都ュ ルサ レム の 再興の 夢 

， じつ &ん い ごく か i;i こくみん くうぜん せつ ご かい ざ .プ き みに しゃくね いり 

が赏 現す ると 云 ふ、 國家 として、 叉國 民と して 空前絶後の 改造 期で あつおから、 新ら しき 社會理 

さう くち ふで つ； i し ぜん 

想が 口に 筆に 傳 へ られた 事 は 自然で あらう。 

さ し じん かな じ や-つたい かみ 5 つ. U ( た しひ さけi^.;ころ かみ もと た 3 じ しゃく わい もんに い 

借て 詩人 をして 悲しい 狀態を 神に 訴 へ しめ 痛々 しい 魂の 避 所 を 神に 求めし めお 當 時の 社會 問題 

, なに い > おは よ > 5ん しゃた ち い く &3 おん モ のしん こく し-ひけ 5 てきたい けん しんけん さけ 

は 何であった かと 云 ふに、 多くの 豫言者 達が 異口同音に、 其 深刻な 宗敎 的體驗 から 眞劍に 叫んだ 

や、 ゥ わ-つ.^ や と、 けんかいき ふ わい レ じやくし やかいき ふ かいはう は JJ もんに く たう じ にち なは ざ り ふ 

樣に、 王者 ゃ特權 階級から 度外視され た 弱者 階級の 解放 保護 問題で あつお。 當時ー 日 も 等閑に 附 

がた しゃく わい もん： ：1 い *<づ し もの みなしご やもめ めし ひ ふぐしゃ いやしき もの し 5 じんとう し へんさく しゃ いは to る しへ； i 

し 難き 社會 問題 は 貧き 者、 孤兒、 寡婦、 窗者、 不具者、 賤者、 囚人 等の、 諸篇 作者の 云 ふ 所謂 「虐 

もの きふ さい ん iiv さくしゃ せつに い ど、 ゥじ や- ゥ モの ねつあい fi ん. C く- あら いか ^-れ ら 

げらる S 者」 の救濟 善導であった。 作者の 絶大な 同情と 其 熱愛 は 言々 句 に 表 はれ、 如何に 彼等 

ぜん しん これ けいち ゆ 3 ねつるい ら つ これ ら たす じゃくしゃ ため かみ うった し かかみ 

は 全心 を 之に 傾注し、 熱淚 以て 是等 助けな き 弱者の 爲に 神に 訴へ たか 知れぬ。 彼の r 神 をう やま 

ひと お * こ £ もの ひと こ ffr 43 え 5 ひと み は いつはり モ のとな. 《 あ ひか； i な， めら 

ふ 人は絕 え、 誠 ある 者 は 人の子の 中よ...^ 涫 失する なり。 人 は 皆 虛僞を もて 共 隣と 相 語. nN、 溻 かな 

くちびる ふた こ A る かれら われら した から え くちびる わが 

る唇と_15^5とをもてものぃふ …… 彼等 はいふ、 我等 は 舌 を もて 勝 を 得ん、 この 唇 は 我 ものな り、 

たれ われ も しゅ う たう じ しゃく わい じ や- ソ ii い しつ ま \f しじん 

誰か 我 儕に 主.？^ らん や』 (詩 十二の 1、 二、 四) と 歌った の は、 當 時の 社會狀 態に 失望し お 詩人 

二 ユダヤの 社會 生活 一 一一 〇 五 


^廿六 章 詩篇の 社會訓 一一 一 〇四 

ふじょ めいよ モん ちょ 3 せいれん わいろ はいし f せいしんと 3 これみ tt か A れ. いはい しんじん しゃく わい りさ" 

秩助、 名譽の 尊重、 淸廉 にして 賄賂に 買收 されぬ 精神 等、 是皆 神お 鱧拜 する 眞 人の 社 會 理想で、 

さくしゃ いは ゆる こと おこな もの と こしへ うご こと い せいれん じんかく 

作者の 所謂 r 新る 事 ども を 行 ふ 者 は 永遠に 動かさる. - 事な かるべし」 と 云 ふ 『淸 練され た 人格」 

ゆび I 

を 指す ので ある 

二 ユダヤ人の 社會 生活、、」 理想 

し へん かみ じんせい もっと し 5 け V て en ま し ぜん 5.U じょじ やうし めんぜん へん くわん 

詩篇 は 神と 人生と を 最も 宗敎 的に、 又 自然に 歌 ふた 抒情詩で あるが、 一 面 全篇 を 一 賞して ゐる 

レ さう じん しゃく わい りさ ラ そのみん もくて 6- せいく わつ き たん へう i ん い しへん ぜんぺん 

思想 は" ユダヤ人の 社會 理想と 其 民族的 生活 を 忌 懺 なく 表現した ものと 言って よい。 詩篇 は 全篇 

つ 3 ひゃく ぺん ゆん けい く ぶん これ さ くわん な 

を 通じて 百 五十 驚 あるが、 現 形の 區分 によると 之 は 左の 五卷 から 成って ゐる。 

il い くわん だい べん にい ぺん 

第一 卷 第一 篇 11 第 四十 ー篇 

第二 卷 第 四十 二 篇——第 七十 ニ篇 

11 い くわん だい ぺん だい へん 

第三 卷 第 七十 三篇 11 第 八十 九 麓 

01 い くねん にい へん にい ひゃく へん 

第四卷 第 九. 十篇 —— 第 百 六篇 

にい くねん 1 一い ひゃく へん にい ひゃく ぺん 

第五 卷 第 百 七 麓 11 第 百 五十 篇 


くろし もの さばし もの ため f へい は&こ 

苦む 者と 乏き 者の 爲に 公卒を 施せ 

よわ .0 の ** づし もの 4- く 

弱き者と 貧き 者と を 救 ひ 

れら めし もの て たす いだ 

彼等を悪き者の手ょ^^助け出せ 

か& おぜんち さ n .S , -' 

神よ 起きて 全地 を審き 給へ」 (詩 八十 二の II 四、 八) 

かみ くもし もの ため さま <« 

『神 は 民の 苦む 者の 爲に 審判 をな し 

とぽ もの こ すく 

乏しき 者の 子ら を 救 ひ 

しへ もの くに たま 

虐 ぐる 者 を 壞き給 はん 

かみ な もの や から タち を 

神 はよ る ベ 無き 者 を、 家族の 中に 居らし め 

めレ ど と さい は ひ みちび た * 

囚人 を 解きて 福祉に 導き 給 ふ」 (詩 七十 二の 四、 六十 八の 六) 

つぎ し へん さくしゃ まよ しゃく わい もん i>. い もくにん +f んぇぃ かれら ぎじん じゃく わいく ね ft< 

次に 詩篇の 作者 を 迷 はした 祉會 問題 は、 惡 人の 繁榮 である。 彼等 は 義人が 社會 苦の 爲 めに 惡戰 

く とう はん あくにん とさか 5 かみみ ひね せいぎ r かみ リ. つ . こホ 

苦鬪 する に反して、 惡 人の 富み 榮ぇ 行く は、 M ホバ 神の 御 旨で あらう か、 正義の 神 は 何時まで 之 

くわん た** い はんもん あ ふ なう にい しゃくね いあい じつ ゆん .©Is はんもん くとう つ" じ： & ；-ゃ ^ 

を傍觀 なし 給 ふか、 と 云 ふ 煩悶 懊惱 から、 犬なる 1» 會 愛の 實現敌 に 煩悶 苦 鬪を續 くる 受難 者の 爲 

t レん ほん すな は 

の 審判 をァ ツビ， '〃して ゐる。 卽ち、 

「エホバ よ 起きた ま へ 、 辦ょ手 を あげた ま へ 

二 ユダヤの 社會 生活 111〇 七 
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たん モく とく あつ！ K くしゃ ざやく；： いし S にん つぎ ごとい . 

の 嘆息で ある。 特に 壓迫 者の 虐待 手段 を 次の 如く 言 ふて ゐる 

かれ ら むら さと ところ 

『彼等 は 村里の かくれた る處に をり 

しのび つみ もの 

隱 やかなる ところに て 難な き 者 を ころす 

その 眼 は ひそか に 倚 仗な き 者 をう かが ひ 

な し. * ごと ひそ 

窟に をる 獅の 如く 潜み まち 

くるし もの ふ 

苦む 者 を とら へ ん ために 伏し ねら ひ 

貧しき 者 を 其 網に ひきいれて とらふ』 (詩 十の 八、 九) 

f0 fC 婦、 «に«4 の！ IK の £1 なき li きの は、 i& に^ 

is の銜 b 雾め て^^な 詩 を 歌 ふて 社會の 革命 を ほのめかして ゐる。 其 代表的の もの を擧 ぐれば 左 

ごと 

の 如し。 . 

かみ V* なか さ L ほ- ノ： , 

『神 はもろ/ \- の 神の 中に 審 1^ をな した まふ 

かん？ a fcl- さ 

汝等は 正しから ざる 審判 をな し 

もしき もの み み いく. その 4^ p^- / - > 

Is^ 者の 身 を か. 5^ よ b 見て 幾何 時 を經ん とする や 

よね もの みなしご さは 

弱き者と 孤 子との ために 審き 


ぎに は、 詩人の 憧 撩し渴 仰した 理想の 王國 が描寫 され、 其.^ に は 筆を盡 して 其 內容の 美 を 

fc ん しょ. ソ いは 

嘆賞して ゐる。 曰く、 

み はらから ひつ ともを いか いかたの 

「視 よ、 同胞 ぁひ睦 みて 共に 居る は 如何によ く、 如何に 樂し きかな 

かう ぺ そ V た ふと ひ 5> が 

首に 注がれた る 尊き あぶら 鬚に 流れ 

びん なが モ のころ も なが ， ^ 

ァ&ン の 鬚に 流れ、 其 衣の すそにまで 流れした、 るが 如く 

つ 5 や 4t なが ごと 

また へ〃 モン の 露く， た- 5 て シ オン の 山に 流る が 如し 

かしこ さい は ひ くだ 

そ は M ホ パ彼處 に 福 厥 を 下し 

か ぎり いのち あた - 

窮 なき 生命 を さへ 與へ たまへ も」 と 

へ ブル みん く り さ 3 ち 3 さい か 5 さい き こく みんせいく わつ かい y.> かみ ゎタ こく ち じ や 3 けん せつ 

希伯來 民族の 理想 中 最高 最貴 とせる は T 國民 生活 を 改造して、 神の 王國を 地上に 建設」 する に 

すな. K か くわん ん し さう か にい へん えいく わ. 7 み いづ しょ タり しゃ かし あら 

あった。 即ち 斯うした 觀 念と 思想と は 彼の 第二 十四 篇に r 榮 光と 稜威 ある 勝利者』 て ふ 歌詞に 表 

さら へん く かみ さけどころ ちから なや とせ い ち 5i た すけ 

はれて ゐる。 更に 四十 六 篇に來 ると、 『神 はわれら の 避 所 まお 力な- 9、 惱 める 時の 最と 近き 助な h-o 

ちか はや- H 3 み もなか われら い かく こ ふ はつ 

されば たと ひ 地は鏺 山 は 海の 中央に うつる とも 我 儕 はお それ じ』 (同 II 三) と 云 ふ 確固 不拔 

しんねん み とさ そこ へ ブルし さく.？、 つよ ゆうだい しう け 3 し f はいけい しゃく わいせいく わつ たのし 

の 信念 を 見る 時に、 其處 に、 希 伯 來詩獨 特の强 みと、 雄大な 宗敎 思想 を 背景と して 社會 生活 を樂 

める 「神の 統治め 給 ふ 世界」 の 市民た る 精 まが 窺 はれる であらう。 
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希 はく は惡き 者の 臂を 折りね まへ 

* し もの もしき わ V.J のこ たづね いに 

悪き 者の 惡事を 一 つ だに 殘ら ぬまでに 探究した まへ 

かみ ご ひねが は かれら つみ *Vのはか^^:Jと みづか fc ふ 

神よ 希く は 彼等 を， 刑な ひ、 其 謀略に よりて 自ら 仆れ しめ 

* の とが おは これ おひい に 1^ ま 

其愆の 多き によ. 5 て 之 を 追 出し 給 へ 

彼等 は汝に そむき たれば なり」 (詩 十の 一 二、 一 五、 五の 一 〇) と ある。 

三 理想の 王國 

へ ブ ルレ じん なつか り さう しゃく わい むかし よ ゆん しゃた ち U さう どうけい り さタれ -：! ゃタ か& わ 、> こく 

希伯來 詩人の 懷 しんだ 理想 會は、 昔の 豫言者 達の 夢想 憧憬せ る r 理想 鄕」 とか r 神の 王國」 

また く. * ん へいわこく い f せいしん ぶんく わ こく かれ これ かみ すべ もさ 4i4* せ かい しょ タ 

とか、 又 r 久 1^ の卒 和國」 と 云 ふた 風な 精神 文化 國で、 彼 は 之 を 「神の 統治め 給 ふ 世界」 と稱し 

これ じつ & ん さ ひ 'じん この わう こく si かみ ザん じんろ な さは さびと しょこくし よみん しん ほん 

て、 之が 實現を 叫んだ 詩人で ある。 此 王國來 らば、 神 は 全人 類の 審士 となうて 諸 國諸民 を 審判し、 

かん しゃ レん じつ こ- 4 ろ もの えい ゑん へい ね r.7 ふく え. a い P ひか 5 た われ 

感謝と 眞實の 心 ある 者 は、 いよ 永遠の 平和 幸 顧 を 得 、「生ける 限り は H ホパに 向 ひて 歌 ひ、 我 

わ ^1み は おも おもび たの レ ふか X 

ながら ふる 程 は 我が 神を讃 めうた はん。 H ホバを 思 ふわが 思念 は 樂み深 からん。 われ M ホパに 由 

よろこ いかみれ い か 3 み いた とく にい ひゃく 

て歡 ぶべ し」 (詩 百 〇 四の 三 一一 一、 一 11 四) と 云 ふ 神との 靈交を 見る に 至る と ある。 特 12 第 百 三十 三 


第一 一十 七 章 聖劇 ( ョ ブ 記) の 祉會訓 

f やく せいしょ ち、 f り f てき しゃく わい しみん つ もっと する & くわん さつ しか ぐ たい てき もが じょじ ゃラ レ せい 

舊約 聖書 中 理想的 社會 市民に 就いて 最も 鋭い 觀 察から、 而も 具體 的に 描いた の は、 抒情詩の in 

ゆ さ ふ ** かちみと t- この しょ じん せい く なう かみ 

黢 として 不磨の 價値を 認められて ゐる ヨブ 齡 であらう。 此書は 『人生の 苦惱」 と r 鋒と サタ ンの 

たいせん じつ おは ぶ たい おい ぺぅ しゃ せ かいてき ゆ きさく じか モ のない よう じょまく おい 

對戰」 を、 驚に 大きな 舞臺に 於て 描寫 しね 世界的の 劇作で ある。 而 して 其 内容 は" 先づ序 慕に 於 

> けんかう とみ とく けいけん ちじ や 5 お へい わ かう ふく たい てんじゃう お たい 

て、 健康と 富と 德望 ある 敬虔の ヨブの 地上に 於け る 平和 幸福に 對 する、 天上に 於け る rn ホ， ハ對 

くわい ぎ ひら けつ くわ ** モのも ぜん ざい さん $• か こ f ら 、リし な 

サタン』 の 會議が 開かれ、 其 結果と して、 ヨブ は 先づ其 有て る 全 财產を 奪 はれ、 且つ 子供 等 を 喪 

い かこくむ じひ しれん f ぐタ づ *1 かれ モ の あい つ. K い ゆ. 6 あし 

ふと 云 ふ 苛酷 無慈悲な 『試練』 に 遭遇した。 績 いて 彼 は 其 愛する 妻にまで 忌み嫌 はれた る 『足の 

5 ち い き あし はれら の か- そのく っリ た やき， のく にけ とそれ 

跖 より 頂までに 惡き 腫物』 (百 二の 七) に 罹り、 其 苦痛 堪 へやら で、 「土 lii- の 碎片を 取 6 其 を もて 

みか はいな かす わ い み あはれ ぎゃく や タ おちい ところ こ- かれ つ ゑ はしら しんら，." 

身 を搔き 灰の 中に 坐る』 と 云 ふ 見る も 可憐な 逆境に 陷 つた。 處が玆 に 彼が 杖と も 柱と も 信頼して 

にん しん いう な さめ fc らい は 3 い じょ t< ,v は つ し Si その っダ 

ゐぉ 三人の 親友が 慰藉の 爲 め來訪 すると 云 ふところで 序幕が 終 6 を 告げて ゐる。 而 して 其 次の 慕 

はい たいしん いう ろん さ 3 この ゆき さく にいぶ- ん し けつろん f .a じんせい 

に 入って から は.' ヨブ 對 親友の 論 爭に此 劇作の 大部分が 占められ、 結論と して 四十 二 章に 『人生 

くな、..' .7^ か あら し れん たい けん へ のら かう ふく へい わ しょ V せいか わつ じょじゅつ 

の 苦惱」 に 打 勝った、 凡ゆる 試練と 體驗 を經た 後の 幸福 罕 和な ヨブの r 勝利の 生活」 が 叙述され 

1 现想的 人格 * 111 1 1 


第 * 六 章 詩篇の 社^ 訓 3 一 〇 

ゥぎ む さタ しゃく わい と V ぢ しゃ せい y こ へい あく にく じんかくしゃ い やな は かみ なん ぢ みく *3 

次に 理想 社會の 統治者 は 正義 公 16- にして 惡を 憎む 人格者 だと 云 ふ。 卽ち r 神よ 汝の齊 座 はい や 

« が なん ぢ くに こ 5 へい つ 》s なん ぢ ぎい つく あく ひん 

とほ 永く、 汝の國 のつ ゑ は 公平の 杖な り。 汝は義 を 愛しみ、 惡を にくむ」 (詩 四十 五の 六、 七) 品 

せい た^ もい し はい しゃ かれ くに 3 ら ちう もの か& i す あさ あさ C に 

性の 正しい. - 愛の 支配者で ある。 彼 は國の 中の 忠なる 者 をみ て 神と 共に 住ま はせ T 朝な朝な 國の 

ぁレ もの ことぐ ほろ ば まち ふ ぎ おこな もの こと- たちのお . かみ おそ しゅ ナん 

惡き者 を 悉く 滅し、 H ホ パの邑 より 不義 を 行 ふ 者 を 悉く 絕 除く」 (同 百 〇 一 の 八) 神 を 長る、 主^ 

しゃ しか かれ fc^ くろし もの さ き とぽ もの こ 5j もら しへ た も <c 

者で ある。 而も 彼 は 「民の 苦む 者の ために 審判 をな し、 乏しき 者の 子 輩 をす くひ、 虐 ぐる 者 を 襲 

たま よわ 62 の ゆ ご しゃ かくの ごとき し はいしゃ した こく みん ぃタ けい ひ けい よ つ てん 

き 給 ふ」 (同 七十 二の 四) 弱者の 保讒 者で ある。 如此 支配者の 下に ある 國民 は、 有形無形の 展を 

すな は もの こぐ とレ わか とき モ に くさ き ごと をみ な JJ みや なら 4"ざ い すみ、 し 

なす、 即ち r 男子 は 年少き 時 育ちた る 草木の 如く、 女子 は宮の ふりに 習 ひて 刻み出 だし、 隅の 石 

ごと われ *f "ら そな われら ひつじ の ちょろ づ こ 

の 如くな らん。 我等の 會は みちたら ひて さま，， i\ の もの を備 へ、 我等の 羊 は 野に て 千 萬の 子 をう 

^ ,/ レ われら ち *<；1 せ いこと 1^ さけ 

み、 われらの 牡牛 はよ く 物 をお ひ、 我等の 衢には 攻め入る 事な く、 亦お し いづる ことなく、 叫ぶ 

さ fc* さい は ひ おの か A たみ さい は ひ 

こと もなからん。 か、 る 戕の民 は 幸福な- 9、 M ホパ を已が 神と する 民 は 幸福な.. =N」 (同 一 四 四の 

りさ 5 てきへ いわ か 5 ふく せ fx い してせ もが- 

1 二 II 五) との 理想的 平和 幸福の 世界が 詩的に 描れ てゐ る。 


あるひ こもや 、.> て 57 あるひ t たちし やぶ かしこ べんめい くわ こ たいけ A モ つちよ くろこつ しか 

ク、 或は 誇張 的に、 或は 又 智者 振って 賢く 辨 明した のでな く、 過去の 體驗 から 卒直 露骨に、 而も 

しん け ん こく はく なん てつ と.， てつ び しゃ うぢ けい しん あいじん せい しん もち ね し じ しん 

M 劍に吿 白した ものである。 何と なれば 徹頭徹尾 正直で 敬神 愛人の 精神の 持 生で あつお ヨブ 自身 

さ .7X1 & かん A? ら いは 

が 左の 歌に 遺慽 なく 表 はれて ゐ るからで ある。 曰く、 

わ わ こと み- せ もの われ さい は ひ よ 

「我事 を 耳に 聞け る 者 は 我 を 幸福な と 呼び 

我 を 目に 見た る 者 は 我がた めに 證據 をな しぬ 

これ わがた すけ もと ** づし もの すく 

是は我 助力 を 求む る 貧き 者 を摇ひ 

Ate レご およ たす ひと もの すく 

孤 子 及び 助く る 人な き 者を拯 ひたれば な 

tt ろ もの しゅく 

c びんと せし 者 われ を 祝せ- 9 

われ や. b め こ-ろ よろこ 5^ 

我 また 寡婦の 心 をして 喜び 歌 はしめ た- 5 

たに し 47 *3 また たに し $5 e ところ 

われ 正義 を 着、 又 正義の 衣る 所と なれり 

わ こ 5 y 3 はぎ ごと かん ひり ごと 

我が 公義 は袍の 如く、 冠 冕の 如し 

われ は 盲者の 目と なち 

あしなへ あし 

跛 者の 足と な. 9 

まづし も の ち- * 

貧き 者の 父と なり 
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第 廿七窣 gf. 劇 (ヨブ 記) の！ M<|2 訓 111 一二 

ぉモ このせ い 4- タはど り さ *ソ てきしゃく ねいし みん へ ブ ，ル び.*^ > 、 ィ ノ-, 

て ゐる。 恐らく 此 聖 劇 程 r 理想的 社會 市民」 としのて 希 伯來人 を、 トラ マテ 力〃 に描寫 した 文學 

はなから う。 

一 程 想 的 人格者 

S まに S はれた 顏は、 f$ ii、 $ ii ま、 觀、 翁に もずない E- 

Efe む If きの SIS の 霞であった。 a して ぁハぎ i きんせ る、 ifPf のお、 て f おの iK、 

1 (おを^ « する^お，) の 11 只 f らおて、 ぎ f45^sni』 に |j する rSi の §>士 し』 ヨブ 

、 ュ こん ^1 "；、 ンん てき ど fc; じ /'ブル みん .JJ く り さ- リ しゃく わいて き し みん やく ぢょ 

の i と 人間に 釙 する 心的！！ 度が、 當 時の 希伯來 民族の 理想と しお、 社會的 市民 を 躍如お らしむ る 

じつ き ぜん 仁，- 、 か り さ..， てきじん かく もが いに めいぶん . ^かんづく 5；! い 

ものが ある。 宵に ヨブ 記全體 が、 斯うした 理想的 人格お 描き出さう とした 名文で あるが 就中 第 

し *i しゃ 3 りさうて きじ ん かくしゃ くわん S ^^ちぅ "..；レじゃ；リ> ) ,ぃ > - 、o 

三十 九 章と 母 一 Isj. と は、 斑 想 的 人格者に 關 する 記事 中 最上の ものと 言って よい。 即ち 聖靡 著書の 

fco くわん そ こ この t せ しゅ やくしゃ .- » し.^ いづ , めん ； せん • 

アイデアが クライ マ タスに 達した 観が ある。 其處に は、 此 劇の 生 役者 ヨブが、 親友と 神の 面前に 

お、 J ,j 0^ * て li し 5 ち fe- 、ひ みづい にら じ やうせ いく わつ もら じ じつ てら n ね ザ；! 

於て、 自己の. 罪な きを... R 膽に 主張す るの みか、 自らの 日常生活に 表 はれた 「事 實」 に 照して 『炎 

t ひ や t ひ つ. A けっく わ X しん はつ あら きょくりょく ひてい 1 こ 4 じ こ，' to^ 

禍と 病氣は 罪の 結果に 困る 神罸』 に 非す と 極力 否定して ゐる。 之 は ヨブが、 敢 へて 自己 を惯 つた 


わが もし いつは はしりした U と 

我 足 詐僞に 奔從が ひし 事 あ. 9 や 

こ た t し はがり ね ji はか 

請 ふ、 公 16- き 權衡を もて 我 を稱れ 

然 らば 神 われの 正しき を 知 給 はん」 (卅 一 の 五、 六) 

い のち かれ じ こ ふか はんせい あ ふ せいぎ じ あい かみ はい ひ ii tfc ぜんのうしゃ iiJT はん 

と 云 ふたが、 後 彼 は、 自已を 深く 反^し、 仰ぎて 正義 慈愛の 神を拜 し、 只管 全能者の 正しき 判 

けっき 4$ う わ も ゆみ みち はは わが こ-ろ も め レ たが あゆ わが て けが 

決 を 希望して ゐる T 我が 步履 もし 道 を 離れ、 我心 若し わが 目に 隨 ひて 歩み、 我 手に もし 汚れの つ 

わ ま. ひとくら わさんぶ つね ね よ 

きて あらば、 我が 播 きたる を 人 食 ふ もよ し、 我が 產物を 根よ. 拔 かる /- も 善し」 (同 七、 八) と 

かれ せき ら k こく はく 

は 彼の 赤裸々 な吿 e: である。 

二 ヨブの 家 庭訓 

せ、 - > き きみ fc うじ しゃくね いせい ど ち lO およ しゃくね い じゃリ たい わか すな は ぼく ひ 

聖 劇 ヨブ 記 を 見る と、 當 時の 社會 制度の 一 である ホ ！• ムの 地位 及び 赴 會の狀 態が 分る。 即ち 僕婢 

の 取 极に關 する 主人の 心掛 が 記されて ある。 今 ヨブ 記に ある 家 庭訓の 基調と すると ころ を 一 言で 

あら は しん かう じゅんぜん みん しゅ ^f-> ぎ かせい わがに はん りう かう 

表せば、 信仰に よる 「純然たる 民主々 義」 の 家政であった。 たから、 我 日本で ちょいく 流行し 

て は 勿へ ち 消失す る、 所謂 何々 主義と か、 何々 敎 とか 云 ふ、 漢 I の複輿 や、 時代の 推移に 伴 ふて 一 

二 ヨブの 家 庭訓 三 一 五 


鎵廿七 章 聖劇 (ョプ 記) の 社會訓 111 1 四 

し もの 、ひった へ よし <ltJ は 

知らざる 者の 訴潘の 由 を 究め 

みし もの V 

惡き 者の 牙 を 折り 

モの は あ ひ il え も の とり いに 

其齒の 間より 獲物 を 取 出せ， 9」 (百廿 九の 一 11 一七) 

つ！ TJ にい しゃう み モこ きょめ けいやく しょだいへ ブル さい ほんしょ ふう しふ したが しづ ズプ 

次に 第三 十一 章 を 見る と、 其處に は、 「淸 潔の 契約』 が 初代 希 伯 ^裁！： 所の 風習に 從 つて 執行 さ 

ふ せいとり あっか ひ う ひ こく かみ めんぜん おい じ こ ク， ざ， い- し-ゆ ユキへ り. く.^. わぶ い、？.!.^ ン-、 t ^ぶ 

れ、 不正 取扱 を 受けた 被吿 が、 神の 面前に 於て、 自己の 無罪 を 主張す る 光 i が 記されて ゐ る。 親 

にんと も む り かに みや 4* さい *1. ん え せいしゃ ノ P み さいご I P Ji. り ^ 

しき 三人の 朋友から、 無 i: 解に も、 誤った 裁判 を 受けた 聖者 ヨブが、 遂に 最後の 一 緩の 希望と 賴 

かみ な 3 かう てん かれ こ もん はん じ ま； i 5& . めい べん ごし ^ ^ もと 

んだ 神に 方向 を轉 じて、 彼の 顧問で あ， 5、 判事でぁ，o^、 又 唯一 の名辯護士でぁる刺の<l^^決を求め 

い f に い じ とき これ かれ かれ の 二 Jy はく • *f ✓ 

ると 云 ふ、 極めて エキサイトした 大事な 時で ある。 之 彼 ヨブ は、 彼の 述べし 齿白と 辯 論 か、 若し 

か& せいい ほん じ しん た けい ほつ くね わがみた モの 3 はろ，. ば ず ほ 

神の in 意に， 反するなら は、 H ホパ 自身が 直ちに 刑罸を 加へ、 我 身は爲 めに 其 場に 滅 されても 構 は 

いな わが ぼん かくしん モこ V さタ てきしゃく わい しみん こんにち ど.， つ ひいす 3 

ない、 否 それが 我 本望 だと 確信した からで ある。 其處 に、 理想的 社會 市民と して 今日まで 惶愤崇 

拜 されて 來た 人格が § はれる であらう。 余は此 ドラマ- グック な 描寫に 於て、 ヨブの 心に 堅く 秘め 

お レゃ くわい り さう み ひた すら けい ぼ ねん ふ 5i かれ ねつ しん つ ゃリ く はく 

濱 いた 『社會 理想」 を 見、 只管 敬慕の 念 を 深 ふす る ものである。 彼が 熱心 熱情の こもれる 吿白を 

A こ かみ こ- -to うご t もの そん かれ 

見よ。 其處に は、 神の 心 を 動かす 「或 物」 が存 する。 彼 は 

われ .7 も め ゆ こと 

「我 虛誕 とつれ だち て步 みし 事 あり や 


われ 6 ** づし もの そのね が え， 

「我 若し 貧き 者に 其 願 ふところ を 獲し めす 

や -0 め め こと 

寡婦 をして その 目お とろ へしめ し 事 あるか 

** た われ ひと みづか くひ b の くら みなしご これ くら こと * 

又は 我獨 6^ 自ら 食物 を啖 ひて、 孤 子に 之 を啖は ざら しめし 事 有る か 

我 衣服な くして 死なん とする 者 

あるひ み おは -0 の を ひとみ $ 

或は 身 を 覆 ふ 物な くして 居る 人 を 見し 時に 

そのこし われ しゅく t たかれ わが ひつじ け ち广*- こ. 

其 腰 もし 我 を 祝せ や、 又彼もし我羊の毛に溫まらざ，.=^し事ぁるか 

われ たす もの かさ & み 

我 を 助く る 者の 門に 居る を 見て 

われ みなしご むか てみ こと 

我 孤 子に 向 ひて 手 を 上げし 事 あるか 

しか かた りが かた よね はは 5 で 4* 

然ぁ h- しなら ば 肩 骨より して 我 肩お ち 骨と 離れて わが 腕 折れよ」 (百 W 一の 一六， 一七、 一九、 

ニニ) 

かみ まへ V 'ごか かくしん も お このに いたん こくはく べんめい たい かみ せい y こ V へい 

神の 前に 勸 ずべ からざる 確信 を 以て 立った ヨブ は、 此大膽 な 吿白辯 明に 對 する、 神の 正義 公平 

さい にん <n ^'te かれ ひ っラ さ 4" かみ しん はん せ t そこ f やく じに い お 

の 裁斷を 待って ゐる。 否 彼 は 悲痛な 叫び をな して r 神の 審判』 を 迫った。 其處 に、 舊約 時代に 於 

へ ブ.？ みん， «J く ち •> りさう て レゃ くわい し みん す V かラ えいし はう ふつ あら 

ける 希伯來 民族の 血 を 受けた、 1- 想 的社會 市民の 崇高な 英姿が 彷彿と して 現 はれて ゐる ので あ 

る 

二 ョプの 家 庭訓 11 ニセ 


贫廿七 章 00 (ヨブ 記) の 社會訓 三 I 六 

じ てき み. & ふ けんぜん ん しゃう e しう けタ えい ,11 ん ひき ゆ. 7 ぜ.？ ち ％i ん 

時 的に 現 はる. - 不健全な 現象から 來た、 宗敎 をぬ きにした もので はなく して、 永遠 無窮、 全知 全 

の 3 しゃ し はい た チなは かみ せい ぢ おこな みんしゅて を か てい これ さし もら 

能 者の 支配し 給 ふ、 即ち 神の 政治の 行 はる、 民 ま 的 家庭な ので ある。 之が 左の 詩に よく 表 はれて 

ゐる。 

わ しもべめ. * ひ し- め われ いひ あらそ i われ これ けん り かろ こと It み 仁 あが た 

『我が 僕 或は 婢の 我と 辨爭 ひし 時に、 我 もし 之が 權现を 輕んぜ し 事 あらば、 神の 起ち 上 給 ふ 

妻 い V かみ の も とせ なん こに われ fc い ない つく もの かれ 

時には 如何に せんや、 神の 臨みた まふ 時には 何と 答へ まつらん や。 我 を 胎內に 造りし 者 また 彼 

つく た * われ はら タ& か li ちづく もの た 5* もの 

を も 造 給 ひしなら やや、 我 を 腹の 內に 形造りた まひし 者 は 唯一 つの 者なら やや」 (同 十三 I 

一 五) と。 

いじ やう ゆん り さタて ゆ』 しゃ くわいし みん レん ち， ^ん りぎ む し svy や VN よ しゅじん せ、 - しん すこし 

以上の 言に よれば、 理想的 社會帘 民の 心中に は、 權利 義務 を 主張す る 世の 主人の 精神 は 毛頭 も 

モ こ ひんじゃ ふうしゃ く ぺっ. また やと ひびと やと ひ ぬし さべつ むろん 

ない、 のみなら す、 其 處には 貧者 も 富者 も區別 はない。 又 傭人と 雇主との 差別 もない。 無論 

じんしゅ へんけん は .11' かみ まへ A など ラは うき や 3 ビ， い た ふと 

人種の 偏見の あらう 箬 はない。 神の 前に は 『皆 同胞 兄弟」 だとの 尊い アイデア のみで ある。 であ 

1 , >^^v-k,A しめ ，いくせいき よ けんしゃ しゃく わい しど-ひしゃ つに X 

るから、 斯うした 家庭， nil を 示す ことによ て ヨブ は、 幾 世紀 も、 豫言者 ゃ社會 指導者の 傳 へた 原 

り， かぶ ぶ li い かラ せいかく りつ つ.； y しか この けん た 3 * い ら しゃ さいはん くわん ** へ じ こ 

輝 を、 彼の 時代に 構成 確立し やうと 努めた。 而 して 此 見地から 當 時の 智者 や 裁判官の 前に、 自已 

けつ：！！ i くひ ざい レゅ ちゃう *0 はさ ひつ もじ み モこ 4- くい その 

の 潔白 無罪 を 主張した ので ある。 其 痛々 しい 程 悲痛な 文字 を 見よ、 其處 に、 俗に 云 ふ 「其 儘の ョ 

ブ」 を 見る であらう。 


M! こ cfi い み じ. St こと.? * す- もえ jli ： ,1 てき 

誇. 9 し 事 ありし か」 (百卅 一 の 二 九) と 云 ふ 短い 言で 推知し 得られる 。其 處には r 我 は 我 敵 を も 

あい よくて へ 5 ゆん b< ( ^ もら , 

愛する」 て ふ 積極的な 表現 はない が、 默々 裡 にさう した スビ リットが 表 はれて ゐ ると昏 つてよ い。 

に メ もくて 4^ ； め しつ tofc いは S る にくてき r.? f き えつ へい せいく ゥっ £ にく 

人間の 目的 は、 目に 見 ゆる 物質の 豊かな、 所謂 肉的の 幸福 ゃ喜悅 平和の 生活で は 無い。 我が 肉 

も. 5,, . A 1 , J- この タち 5 へんざい た 4* さく 5" み せい し か "ん れい てな り さラき や 5 み -」 ちじ やう 

眼で は 見え ざれ ど、 此 宇宙に 遍在し 給ふ獨 一 の 神 H ホ、 パの 聖 旨に 叶 ふ靈的 狸想鄕 を、 見 ゆる 日常 

^い， パ& ^つゆ.^ ぐ， fc> く.^ f われ. ^\ ^ん せい らく てき し. g もや 5 よ ゆん しゃた も ところ このり 

生活に 赏 現具體 化する のが、 我々 人生の 目的 だ、 と 主張した のが 豫言者 達で ある。 處が、 此 理想 

は つゆん _ P じんてき みん もくてき いく. U しれん へ これ 3 ちか おんなん まい らタ しん 

圑の實 現に は、 個人的に も、 民族的に も、 幾多の 試練 を經、 之に 打 勝ち、 _ 菊 難を麼 して. 猛進す る 

"の おい モ の もくて な しめい は しん かれ it じ こ し 3 .pi 

者に 於ての み、 其 目的と 使命が 果たされる、 と 信じた の は ヨブで ある。 设は菅 に 自已の 修養と か、 

卒和 幸福と か を 追求む るに 非す して、 進んで 神と 世との まめに 11:^ のギく i をな すべきで あると ig 

-メ *-lo ♦ ZT く 卜わい ど は じ は. て > しか よろこ じんる る かう ふく しゃく わい か. ひじ う しんしん さ- 

した た 力ら 機會 ある 每に、 自發 的に、 而も 喜んで 人類の 幸福、 社會の 向上に 心身 を献げ ると 云 

J?r ， » 《， ブ ル， みん をく り さ-ひ てきしゃく わい しみん いし さ. f ？ しょ もら fci 

ふ行爲 が、 希伯來 民族の 理想的 紙 會布民 だと 云 ふ 思想が 隨 所に 表 はれて ゐる。 例へば、 

マん よく ひと い かれ にく み もの 、- n こ も 

『わが 天幕の 人 は 言 はや や、 彼の 肉に 飽かざる 者何處 にか 在らん と 

^ -4 る JC ゃぞ か！ >J われ まら ひら 

旅. < は 外に 宿らす、 わが 門 を 我 は 街衢に むけて 啓け 

^ / * ごと つみ おは みく じ ひね かく こと 

我 もし ァ タムの 如く わが 罪を蔽 ひ、 わが 惡事を 胸に 隱し、 事 あるか 

4^ は .1, 一^し， 5^ おそ そ 3 もく - かろし め お くちと かど 、， こと 

即ち 大衆 を 懼れ、 宗族の 輕 蔑に 怖 ぢてロ を 閉ぢ、 門 を 出で ざり し 事 あるか」 (百^ 一 の 三 1 1 

三 人生の 根本 目的 コ I 一 九 


锒 =!» 七- Is- 靡 劇 (ヨブ 記〕 の 社會訓 11 二八 

三人 生の 根本 目的 

せい^き あ へ ブル みん く り き 7 も. 3 こ- み のが ゆうくん 

聖 劇に 表 はれた 希伯來 民族の 理想と して、 最 一 っ玆に 見逃して はならぬ 敎訓が ある。 それ は 神 

• しゅ， せいく わつ これ これ ：：15- レ なん ぢら かみた から か つか あに あるひ 

第一 主義の 生活 是 である。 之 は 昔 イエ スが r 汝等舯 と財麼 とに 兼ね 事 ふること 能 はす、 そ は、 或 

V くき /あい あるひ これ した かろ しんか、 > 

は 之 を 憎み、 かれ を 愛し、 或は 之に 親しみ、 かれ を輕ん やべ ければ なり」 (太 六の 二 四) と 信仰 

せいく わつ ゆん り け 3 じ S き ら よしや このせ いくん はう ふつ ひ 3 くん しる 

生活の 原理 を敎 示し 給 ふた やうに、 ヨブ 記の 著者 も 此聖訓 を 彷彿たら しむる 敎訓を 記して ゐる。 

すな は 

即ち、 

t»ii5 ノ ほ.? ， の *A いきん ひか なんち たのみ い こ £ も 

「我 もし 金 を わが 望と し、 精 金に 向 ひて 汝 わが 所賴 な. 9 と 言 ひし 事 有る か 

h . ) ？ だい て もの おは え よろこ こと 

我 若し わが 富の 大 なると、 わが 手に 物 を 多く 獲た ると を 喜びし 事 あるか」 (百 i 一 の 二 四、 二 

五) と。 

ゆ，^ ざい. 5 が， - je «1ぶ ル れん -©ぢは その しれん i>j き したが かみ ねつ あい 

現在 我 身に 堪へ 難き 試練 を 味 ひつ > あった ヨブ は、 其 試練の 度を堦 すに 從 つて、 神 を 熱愛し、 

け. * ひと あい- £t れ れ きビ. い よ ゆん しゃ けんしゃ モの てき じゅ モ もくにん か-は 

進んで 人の 魂 を も 愛した。 彼は歷 代の 豫言者 や 賢者が 其 敵 を 詛 する を默認 し， 5^ に拘ら す、 ヨブ 

-こホ A い， _ ) *^ め > ねり &^ a" ねれ われ にく もの ぼ ろ よろこ ま U モの わざ は ひ v\ みづか 

は 之 を 愛しお。 其 熱愛 は r 我 もし 我 を惡む 者の 滅亡ぶ る を 喜び、 又は 其 災禍に 極る によりて 自ら 


*4 る +2 か -L は む さんし おも ひ れ じゃくしゃ ひんじゃ な さん レゃ い ， I 一にろ > I ) - 

にして？ の i ず 無 產# に陷る や、 彼 は 弱者、 貧者、 無産者に 對 して、 心からの 理解と 同情 ある 

ぺ、 し e か しゃ 5 A . いか かれ ひさんし や. C も / «^ Hvv^ ^-^ 一び *t-r1 ノ. 3^、 J??" \ 

辯 護 者と なった。 彼の 二十. 一 章 を 見る と 如何に 彼が 無產 者の 友と して 全 靈全精 を 傾注して 熟 愛し 

ねか 分かる。 

4 ひと なん い 

「惡 しき 人 何とて 生きながら へ 

老い、 且つ 勢力 強くなる や 

モ の こ は り 

其 子ら は その 周 H にあり て 

* の ** へ か. U fc 

其 前に 堅く 立ち 

その子 孫 も その 目の前に 堅く 立つ べし 

モの いへ やすらか おそれ 

まお 其 家 は 平安に して 畏懼な く 

かみ つも モの う < の * 

神の 杖 其 上に 臨ま じ 

を タレ たね $ A や 44 

その 牡牛 は 種を與 へて 過ら す 

その 化 牛 は 子を產 みて そこな ふこと なし 

かれ ち ひ も Q モと いに むれ と / 

彼ら は その 少 さき 者 を 外に 出す こと 群の 如し 

こら 1 *VH 

その子 等 は 舞 ひ 躍る 

四 無？^ 者と 弱？^ の 友 一一】 二 1 


^廿七 章 聖劇 (3 プ記) の 社會訓 一 一一 二 

JJ と モ Z しゃく わい は 5 し ため じか ひろ かい は.？ つね じゃくしゃ ぞ わ 

三 四) などの 如し。 其處に は、 社會 奉仕の 爲に 自家 を廣く 開放して、 常に 弱者お 世話した ヨブ 

せいしん じょじゅつ & にい じんかくしゃ おも 

の 精神が 叙述され て、 「偉大なる 人格者」 なる を 思 はしむ る。 

四 無產者 W 弱者の 友 

I 42 いにん 4> ん なに 5& くる じん 10.0 さよ タっ 3 じん 4- い b ん にい #6 つか *0 たいけん レ fc 

「 一 體 人間 は 何故 苦しまなければ ならぬ か」 とい ふ 人類 共通の 人生 問題 を、 自 が體驗 から 親し 

？ f つけん ながねんへ ブ ル みん * く しはい き か こんなん く つ $ わざ は b ふ r.7 えきび やうとう ！ 3 い 

く實驗 しお ヨブ は、 長年 希伯來 民族 を 司 配して 來ぉ、 彼の 困難、 苦痛、 災禍、 不幸、 疫病 等 は 『罪 

あく けつ くわ でんと ラ て *0 . み ごと ii は しん ^,7 とタ し しか C A く 

惡の 結果な り」 て ふ 傳統的 アイデア を 見事に 打破した 信仰の 闘士で ある。 然し 此處 まで 來 るに は 

ぎ じん に ゆ & くる い じっさい もんに い さすが いく. U び まよ し ，^ かれ か ，ん が 

「義人 は 何故に 苦しむ か」 と 云 ふ實際 問題に は、 流石の ヨブ も、 幾度 迷った か 知れぬ。 彼 は考へ 

r まじめ レ うけう せいく わつ つ t けっきょく むに かれら あくにん & & つか か 

た。 欺う して 具 面目な 宗敎 生活 を鑽 けても、 結局 は 無駄 だ。 彼等 惡人を 見よ、 神に 仕へ すして 幸 

ふくもん ぜん い くわいぎ てき. U いさ でみ しか est せつ わざ は ひ は さん 

繭 安全で はない か。 と 云 ふ 懷疑的 態度に も 出て 見た。 が 然し、 踵 を 接して あら はれた 災禍 も破產 

ji $j も ぅレ； i こと ふ xf きたな び ゃタき おか このく ねんぜん じんかくしゃ い；！ ひつえ 、> 

も、 子供 を 喪つ お 事 も、 不治の 汚い 病氣に 胃され たの も、 此 完全なる 人格者に 至らし むる 「必要 

し れん しん iel こ-ろ .All- かみ さん び ひ と ねつ もい こと で き 

な 試練 だ」 と 信じた 時に、 心から 再び 神 を 讃美し、 人 を 熱愛す る 事が 出來 たので ある。 

じん t い だい しれんへ か ひとよ 、？ to や は ど とみ とくゆう しん もつ て 5 

人生の 一大 試練 を經ぉ ヨブ は、 甞 つて は 人 も 世 も羡む 程の 富と 德望を 一身に 集めた のが、 一朝 


之 を 彼 自らの 身に 報い 知らし むる に 如す 

みづか はろ び め み 

かれ をして 自ら その 滅亡 を 目に 視せ 

かっ^^^者の震怒を飮ましめょ」 (百廿 一 の 七 ー 二 〇) 

おは の 1んに1 慰した ¥t に、 ナ きに 『1 げられ た 獻」 としてお が Ig に 幾度 努力され お 

か^れぬ。 -耐してぉは>^き^^»にと-^ては£^|?の11敲きでぁる。 "蜘に i が は 時のと き 治者に 向 

つてお が 1 けき i を § つた 1. ち ri き iltttl^ とのた めに-獺き 二 ii しむ とと A しき S との 爲に 公. 平 

y 二 -、 M ひさんし や は ご さは 

を M』 せ、 ^き i と 1? き！！ と を^ ひ、 ^i: を I きき もぁ の より il け W せ」 と は ヨブの 無産者 保護 を 叫 

ま 3 れつ / ) 

んだ 猛烈な ァ ツビ ー ダ である。 


四 無^^#、と^§者の友 一一 三 三 


劇 (ヨブ 記」 の 社 S ニニ 

彼等 は 鼓と！. と を もて 歌 ひ 

箱の 昔に よりて 樂 しみ 

ひ さい は ひ くら 

その 日 を 幸福に 慕し 

まばお く 間に 陰府に 下る 

然は あれ ども 彼等 は 神に 言 へ らく 我ら を 離れ 給 へ 

b K んぢ f レ こと この せ.^ の .；；；■ レゃ なにらの ノ， ch 

我等 は 汝の道 を 知る 事を好ます、 全能者 は仞者 なれば 我等 は 之に 事 ふ へ き 

わ t これ いの なん えき え 

我ら 之に 祈る とも 何の 益 を 得ん やと 

み かれら さい は ひ かれ- & ちから よ みら 

視ょ、 彼等の 福祿は 彼等の 力に 由る に 非ざる な 

もくにん とぽ レび け こ £ いくたび 

惡 人の その 燈火を 消さる、 事 幾度 あり. しか 

ほろ び これ の 

その 滅亡の 之に 臨む こと 

いん い^ これ くもし み か 3 む た/ ,か"^^び， メ > 

祌の愁 りて 之に 艱苦 を 蒙らせ 給 ふこと 幾度 あう しか 

5, れら かぜ へね ら ご と 

彼等 は 風の 前の 藁の 如く 

みら し ふ- もみが も JJ£ いく び 

暴風に 吹き さらる、 叙 殻の 如くなる こと， 幾度 あ- 9 しか 

かみ i が つ fc く は し そん むく ね t 

神 かれの 愆を 積み 蓄 へても の 子孫に 報い 給 ふか 


第一 一十 八 章 ィュス の 社會， 

一 ィヱス の社會 理想 ご 原理 

,V し しゃく， Ti いくん よ いは 5,0 りん り にう とく しへ まさ とく レゅ てん かれ 1 てんら *S ん ぃタ か A 

イエスの 敎へ た 社會訓 の、 世の 所謂 倫理 道徳の 敎に 優る 特殊な 點は、 彼 は先づ 天地 萬 有の 神と 

ヒ れい 5^ぅ こと これ しゅ ふ レ ぎ ラ< れい の 、ソ * り iX い はい たう じ じん 

絶えす 靈 交しお 事と、 之に よ. 9 て 一 種 不思議なる 「上よ の靈 能」 を 受けて、 頹廢 せる 常時の 人 

し，， J みちび と/ J ろ かれ れいの-..' このよ ちし e! てつがく いは ゆる じん ,0 てな かみ みた 

心 を 導いた 所に ある。 彼の 靈 能と は 此 世の 知識 や 哲學ゃ 所謂 人爲 的の ものでなくて、 神から 與へ 

，んる このせつ ii いけん び や、 <- しゃ いや ひと つみ ゆる かれ しゃく わい 

られ^ r 權威」 であって、 ィ H スは 此絕對 櫂に よ. 9 病 者 も 癒せば、 人の 罪 をも赦 した。 彼の 社會 

i でん しやう しゃう モの だいたい こつ レ の モ こかれ しゃく わい りさう 

訓はマ タイ 傳五 章から 七 章まで、 其 大體の 骨子が 载 せられて ゐ るが、 其處に は、 彼の 社會 理想と 

ク めいれ *> し す は じんかく し-つやう レゃ くわいせ いく わつ き てう せ かい はう しゅぎ r てい くん キリ 人ト 

原理， V が 明瞭に 記されて ゐる。 卽ち 人格の 修養、 社會 生活の S 調、 世界 同胞 ま義、 家 庭訓、 基督 

し J!* かう， Ji く モの しめ- り f ひと り さう くに しう け. つせ いくね つ おく：？ 4 う その はかせい しんせい くわつ くねん ことがら た X じょ 

者の 幸福と 其 使命、 理想の 人、 理想の 國、 宗敎 生活の 奥義 等、 其 他 精神 生活に 關 する 事柄が 多々 叙 

じ 5 つ .i- し しゃく わいくん ないよう すべ この けん -0 b と しう けうて きけ うくん 

述 されて ゐる。 だから、 イエスの 敎へた 社會訓 の內容 は、 凡て 此 r 權威」 に 基づく 宗敎的 敎訓で 

かれみ づか こくはく や 3 ね gi おせて よ けんしゃ はろ ぱ ため あら， こ 小 じ ゃ， リ じゅ 

あって、 彼^0らが吿白せられた樣に r 我が 來れる は 律法と 豫言者 を 滅す爲 に 非す、 之 を 成就 せん 

1 ィ H スゅ 社會 理想と 原理 一 ：- 二 五 


*5 ん でん じ や， い か ♦* と さくしゃ T んり I 

見す るが、 マ タイ 傳には 五 章 以下に 纏めて あるから 讀 者に は 便利で ある 

めん 4* つ しゃく わい もんに い 

(一) イエスの 面接せ る社會 問題 

じばい せ い g てき けいざいてき ま. U しゃく わいて き し 3 けう^き もっと こ； 5 と.? _ ^ 

イエ スの 時代 は、 政治的に も、 經濟 的に も、 又社會 的に も宗敎 的に も 最も 混沌と した、 言 は 5- 

じん もん こく じに い かれ か じ にい かん y ん fc. にいく. - に メ レ 

ユダヤ人に とうての 暗黑 時代であった。 彼 は 斯うした 時代に 一 寒村 ナゲレ に、 大工の 子と して 寊 

さい いね らう どうし. 4- せいく わつ くわん けいじ やう かれ すべ しゃく わい もんに い りかい ，.1- すな W 

ち、 三十 歲に 至る まで 一 勞働 者と して 生活した 關係 上、 彼 は 凡ての 社會 問題 を 理解して ゐた。 卽 

れ ムレ じ.^ 口 1 t- ぜいり し はいしゃ と5 あら しゃく わい ひと その • しゃく わい もんに い ^ じゅむ 

ち 漁師、 パリ サイ 人、 羅 馬の 税吏、 支配者 等 を はじめ、 凡ゆる 社會の 人と 其胜會 問題と を 能く f: 

J J で き かれ せいしん. 5- い 5 で とき じ き た 3 らい し- ^^ん 

知す る 事が 出來た だから、 彼が いよく 精神 界に 打って出た 時 は、 時機 到來 せ，. > と 思惟した 民 

し f し S A\ なん もんだい も $ ひた すら その はんにん あ ふ けう くんえ - たと， >. 

衆 は、 種々 なる 難問題 を イエ スに 持ち 來， 5 て 只管 其 判斷を 仰ぎ 敎訓を 得 やうと しお。 例へ は、 家 

や 貧富に 關 する 社 會 問題 は 申す に 及ばす、 人事 社會 等に 關 する 諸問題 を 持ち かけて 多忙な 

くる ちょ 3 あせら 

イエ スを 苦しめた に徴 しても 明かで あらう 

め， J きつ しゃく わい もんに いち 5 もっと かれ あた ** はや き せいし. > け 、ひ たい ゆい か ひんど > I 

ィ ェ スの 面接せ る社會 問題 中、 最も 彼の 頭を惱 したの は、 旣成宗 敎に對 する 改革 運動で ある。 

i:^ かなれば、 Ii4 の ユダヤ人 は羅 馬の 支配 にあった ものの、 社會 的に は當 時の 宗敎 家の 勢力 

« 酔 にあって、 キ つおから 解搬 teli を- i ^"みるに！^ ざれば、 gl^ は" あ^ iS ぶ 瀬が 無かった からで あ 

か * く とく けん .s- い きふ a がくしゃ は- • -. . は fi . r、 お"； い, が-ま h rK 

る。 きの 貴族 ゃ特權 階級から 成る 學者、 パリ サイ 派 サド カイ 派 エツ セネ派 ^立派 等と ぎ は 

1 イエスの 社 理想 >」 原理 一二 二 七 


第 廿八章 イエ スの 肚會訓 S 二 六 

が爲」 であった ので ある。 

けうし しゃく わいく A いに レへ しゃく わい レ 4:5 レゃ むつ » ふしゃ よ， ゆん レゃ け； i しゃ ふ • せい， t c..^^ /せん. , 

イエ スの敎 示した 社會訓 は、 古の 社會 指導者 I 律法 者、 豫言 者、 賢者、 詩舉 I が 理想し 宣傳し 

ね gii を、 編 霧して、 iirnltigiiii.^ まの8の"ぉ蒙ぎ；|し 

ね \i も ifi^ の ものである。 ^il に は、 歡啦 ill にき ざしお msf きが 述べられて ゐる。 之 は 

膝bli&の^^^をl:ビ-取sする上に 一大 偉力 を 示しお のみなら や" 千 九 百年 後の 今日 も、 尙 ほお 

つ；^ i の i しく iiil して is く i はぬ i のす エスの 1 く る i* か& きる。 i も t の i へお 

敝く< ^ま ii は、 sfe のき 艇 とか、 の 聖人^ 子の 傳 へた 所謂 赏行の 伴 はざる 抽象的の 倫理 道徳と 

？.; -, . ひ卞 ち ち にや タ せ，， - くわつ こと-? て 含 よ、 > じつ ゆん い じつ さい てきしゃべ わいくん 

は 全然 譯が違 ふ。 之はィ ェ スの 地上 生活に 悉く 適用 實 現された 生きた、 實際的 社會訓 なので ある 

J 一； ^ も？ J と は じん しゅ ざつ きょ かく こく にい 7 ぶん くわ と ，7 &i も か ぶい， i5:r ^ ゾ.， い 

|i 時の パ レス タイン は、 其 異れる 人種の 雜居、 各國を 代表す る 文化 等よ b 見て、 恰も 大羅馬 帝 

歸の ii とお i はる、 II、 i-i で T ポ おられぬ コスモ. ホリ タンな！ k ん きであった。 力 新う した li ビ^ 

J , ち レ fcl じ J- .C ん せつ あら レゃ くわい もん はい や はり もた t はや 

» な il&ik に つた イエ スは、 長 やる に從 ひ、 ユダヤ人の 面接せ る 凡ゆる 社會 問題に 矢 張 頭を惱 

ましたに 柳 1§ ない。 ii して、 1 との- sfe の ふる 寧に、 社會相 を觀る 鋭敏な 洞察力、 弱者 や 

i?^fifeil> pli の M、 i の iisi あずる i、 i てら 

れぉ" 救ピ する II などが 次第に 養 はれた ものと 信 せらる。 〃カ傳 には是 等の S 會訓 が處々 に 散 


しゃ. > がい ゅゐ もくて €E5 i い てん じんる 。レ やく わい いざう い むし 

ナザレの ィ H スが 生涯の 唯 一 目的と した 特異なる 點は、 人類 iM 會の 改造と 云 ふよりも、 禦ろ、 

ちう ザつ しんじん くわん けい むす しんじん せいく わつ みち ひら みづか じんる むせ ふ *| う ぞ に， い ところ 

中絶され た 神人の 關係を 結びつけて 新人 生活の 道 を 開き、 自ら 人類 救 趣の 土躉 となった 所に ある。 

すな は かれ しゃく， わい およ しう けう かい くしゃ if か じつ か A ご じ しん たい ゆん けい じ しゃ 

卽ち彼 は社會 及び 宗敎の 改革者で あつね 許 A- でな しに、 貧に 神 御自身 を體 現した 啓示 者で ある。 

かれ かみ かそ ひと た** しひ ねつ もい つね じんる- fux,y A り さう し A ぎ せいしん ラんタ 3 レゃ 

彼 は 神 を 畏れ 人の 魂 を 熱愛し、 常に 人類の 救拯 を、 グ イジ ョ ン に視た 理想 ま義の 精神 運動 者で あつ 

たう じ はじ よ ゆん しゃ し じん てつ じん ^4.. さく しゃ およ た しゃく わい し にう しゃ たち ながねん f 

お。 當 時の ユダヤ はモ I セを 始め 豫言 者、 詩人、 哲人、 劇作 者 及び 其 他の 厥會 指導者 達の 永年 懂 

愤 待望せ る 所謂 メシャ (救世 生) が、 ナザレの ィ干ス なる 事 を 信じなかった。 然し、 心 ある 者 は 

もつ モ のる il い じんかく = せつ これ かう りん しん いに すな は み づか 

イエス に 集- 5、 其 偉大なる 人格に 接して 之をメ シァの 降臨 だと 信 やる に 至った。 即ち キ タスト 自 

はつ ペラ い しゅ， かみ こ ひと こ ち じ やうせ いく わつ およ こん にち キリ ,^ト け V う A いに 

らが發 表せる メシアの 意識、 神の 子、 人の子と しての 地上 生活 及び 今日の 基督 敎を逢 出した イエ 

しょ けう くん み モ の じん かく せいく わつ じ しん くう ぜん ザつ JJ 6* い しん *>ん ？.； リ しゃ り f てき し 

スの諸 敎訓を 見る と、 其 人格と 生活 それ 自身が 空 前絕 後の 精神 继動 者で あり、 理想的 タイプの 指 

導 者と ijin つてよ い。 

じん かく せつ ビぃ モの り さう 

01) 人格の 絶大と 其 理想 

しゃく わいくん と もた れつね か 3 »i ん し さ. 7 りさう せかい ^ a にい もくて 65 り 

. イエ ス の社會 訓を說 くに 當， 9、 彼が 常に 高遠なる 思想と 理想の 世界に 生き、 偉大なる 目的と 理 

さう ところ め ざ しか キ、 は ゆうかん S! いたん ふん fcv ふ た、 リふ くつ じんかくしゃ か、；' さつ 

想と する 所 を 目指して、 而も 極めて 勇敢 大膽 に奮鬪 せられた る 不撓不屈の 人格者た る こと を 考察 

こと - その しゃく わい， くん な うへ すく くわう め やう あ なぜ かれ もし け、 リ くん その 

する 事 は、 其 社會訓 を學ぶ 上に 録. なからざる 光明 を與 へる。 何故か なれば、 彼の 敎 へた 敎訓と 其 

I イエスの 社會 理想と 原理 コ I 二 九 
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ひ と たち し さうて き チ で さうた う はん も かんくね しめ したが りつ ふ じゅんしゅ でん しふく れん 

れてゐ る 人達 は 思想 的に、 旣に相 當の權 威と 感化 を 示して ゐた。 從 つて 律法の 遵守、 傳說 智慣の 

りき せつ- い こと せい しょ み S く させ. C がくしゃ じん さい レ 

カ說 せられし は 言 ふまで もない 事で、 聖書 を 見る と、 ィ H スの行 先々 に學 者、 パリ サイ 人、 祭司 

& いた ♦* と もん や、 ひ VH でん だ*> さ ぉ仁 しじつす く み 4 く がくしゃ 

等が 痛く つき 纏 ふて 陰に陽に 彼の 傅遨を 妨げた 史實が 勘な から や 目につく。 特に イエ スは舉 者、 

さいし およ A ぎ も す V は し 3 けう か き けい is.; くし ゆ つ ひじ か じ やう い； さいご と 

祭司 及び 右に 擧 げた 數 派の 宗敎 家の 詭 針と 毒手に か、 h, -、 遂に 十字架 上に ァノ笳 しい 最後 を 遂げ 

ちょ 5 ** た めい はく 

られ たに 徵 しても 又 明白で あらう。 

つぎ かいけつ もんに い む さんしゃ かい， は. 5 rn. ら ふこ-ひへ いひ じひ くわん り とく けんがい 6- ふ 

次に 解決せ ねばならぬ 問題 は、 無產 者の 解放であった。 彼等 は 不公平 無慈悲の 官吏 ゃ特櫂 階級 

もと にい せいく わつ ふ みん しゃく わい モ しキ〕 ふ あん し 3 しょくなん しゃく わい もく ふ みん と. ソ び や-ひしゃ ふ ぐ しゃ じ T 

の 下に、 第一 生活の 不安、 社會 組織の 不安、 就職難、 社 會惡の 不安 等に よもて 病 者、 不具者、 弱 

しゃ とら くる レ かいき ふせい 3 一 はくわい * い y こうへい せい ぢ おこな へい わ かう ふく じ にいた う もい 

者と 偕に 苦め られ たので、 階級 制度が 破壊され、 正義 公平の 政治の 行 はる、 平和 幸福な 時代 到來 

な ぱ うや モこ あら ， かい タ 3 は 3 し A ぎ &ん り せいめい 

を 期 望して 止まな かつお。. 其處へ ナザレの イエスが 現 はれて 「低 界 同胞 ま義」 を 原理と した 生命 

しう けう づ； i た 44 * いぢ てき みん し 3 し さう かうて ラ もの けいざいて せき や、 ^ 'だい あい V 'ん どうきょう めいしゃ いそ 

宗 敎を傳 へたから 堪らない、 政治的 民衆 思想 を 高調す る 者 も、 經濟的 兄弟愛の 運動 共鳴者 も、 急 

,i * のせい しん うん さう さんく わ じ ぶん これ じに い ^ し^^^^ぃもん に^-ちぅ 

いで イエ スに馳 せ、 其 精神 蓮 動に 參 加した ので ある。 自分 は 之をィ H ス 時代に 於け る胜會 問題 中 

ん しゃ *< さ おと う li い けい！ 3 いもんに い お かれ これ かいはう ため じゃくしゃ とも き び や 3 レゃ かや 

前者に 優るとも劣らぬ 重大な 經濟 問題 だと 思 ふ。 彼 は 之が 解放の 爲に 弱者の 友と なり" 病 者を癞 

ふ V しゃ い fc ほ しゃ V 'ふ ぜいり ざいにんと v- 4b このは かし 5 しゃく わい- ん にい 

し、 不具者 を勞 り、 娼婦、 税资、 罪人 等の 友と なった ので ある。 此外 種々 なる 厭會 問題が あるが、 

イエス は 二々 明快に 說 明せられ た樣 である。 


^；. る^^な き ¥6 しく 駙 I- を i_ 仏に べ旦» し、 «キ 1 $ ¥ の 「^はれ 

*|、 く. CO .J- いは 3 ^ぃてきぇぃし これ 4* た われ/^ 5」 うけい ^ぼお ftli I ^n, 

たる. 活」 から 解放せられ.？^ 靈的 英姿 は、 之 又 我 の 憧憬 敬慕 措く 能 はざる ところで ある 彼の 

、 , f .ucf- , ^ さい ttt" び やう せ びん * ふ し 5 れ うちつ ね ふ し y れい の. リ い *ひ せい しん うん 

鱖放， J. 救 I は.！ 何なる 惱、 炎 難、 病氣、 貧乏、 死、 褒ひを も 打 貫く 不思議な 靈能を 有する 精神 運 

*;> ,ー0 &、. To ^ fc- 一 k じ eu,> く .U、J t い うち ふた- よみが へ び た ** しひ もた-か \. み ふところ い 

^である。 斷.？ ？が^ が i に！^ i して 來 ると、 頹 廢の裡 より 再び 甦り、 淋しい 魂が 溫ぃ 神の 懐に 入 

ると 一が な ひ.^ となる。 淝の聖 パク "が 「それ 神の 満ち 足れる 德は 乙. f ごとく 形體 をな して キ 

リストに やかれり」 (西 二の 九) と 言 ふお の は、 ィ H スの 人格が 如何ば か. 9 偉大なる かを敎 へた も 

これ い 5 めい S んじ や、 /.- す .0 くんみ わか，， じん かべ .Hi じ..^ う * ゆ 、 > ^.>ん^ ん い- 

の である。 之 は 有名な 山上の垂訓 を 見ても 解る。 イエ スの 人格 は、 彼の 知、 情， 童の 完全なる 生 

く. Ci つ こじんてき しゃくね いてき にう i くて き しう け、；' てき は はふ ふ めいはく あ fc > m 

活に 個人的に も、 社會 的に も-、 道德 的に も、 宗敎 的に も、 極めて 豊富 明白に 表 はれて ゐる。 彼の 

レ んぁタ しんくわん しゃく わいくわん およ じん t いくわん みじか ねんかん お せいく わつ な てう しんかく つ" / ，• > 、 

深奥な 神觀、 社會觀 及び 人生 觀は 短い 三年 間に 於け る 生活の 基調で ある 人格に 包まれて ゐ たので 

ある。 

二 ィ H スの敎 育法 

け.？ いくは ふ * のせい くわつ けいけん え K いてせ かくしん • しゅ， / JLL じんけ .pv く .? , > ノ 

イエ スの敎 育法 は、 其 生活と 經驗 から 得た 內的 確信から、 主として 個人 敎 育に 重き を 置かれた 
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ひ ふお よ ちじ ゃタ いく わつ Ate じしん じんかくて きはんえ い ぼか ろ Si れ ちじ や 3 お 

事業 及び 地上 生活 は 皆 イエ ス 自身の 人格 的 反映に ：！： ならない からで ある。 試みに 彼の地 上に 於け 

- ' - , ね： i ** いくね つ そのく ねつ &ぅ み そこ かれ あら にん けんく ふか ぁぢは しに かみ れいか タ 

る 三十 三年の 生活と 其 活動 を 見よ。 其處に は、 彼 は 凡ゆる 人間苦 を 深く 缺ひ、 親しく 祌と靈 交し 

けゥ くわ でんとう けいしき とら せいめい あい しう け う たいけん かい その ひ じんかくしゃ 

ね 結果、 傅統と 形式に 囚 はれぬ 『生命と 愛の 宗敎」 を體驗 せる、 世界に 其 比 を 見ざる 人格者た る 

お 化 > ✓ おは し rj? つ み， - かれ う t ご や おい Z X こも 

を歷 はしむ る 多くの 史實を 見る であらう 。彼が ベ ッレへ ムの 馬小屋に 於て 呱々 の聲を あげてよ hs、 

さんじ やつ おい じ i*, けい しょ モの ねんと- ソ はは お かれ しさ、 ソ しんか タ 

カル グ アジ， 山上に 於て 十字架 刑に 處 せらる まで、 其 念頭から 離れす、 絕 えす 彼の 思想と 信仰 

し， はい.' ちじ ゃタ ft み くに けん *> つ こと じ ぶん これ しゃ くわいり さラ もい せい 

を 支配せ る もの は、 地上に 神の 國を 建設す る 事であった。 自分 は 之 を社會 理想と しての r 愛と 生 

^ iv^g 瞧 > し>スねぃく^- -ぃ ^.^ こ ゆ しね. * たいけん かみ けいけん およ かみく に .V f さ 

命 宗敎」 の社會 化と 言 ふ。 之 は イエ スの 親しく 體驗 せる 「神の 經驗 及び 神の 國の狸 想」 を 指しお 

I これ モ つちよ くろこつ の もよ く *f づ A んし 5 れい にくな く しか これ じつ i んす, か、 リ ため 

もので、 ィュ スは之 を 卒直 露骨に 述べて 直接に 民衆の 靈に 肉薄し お 而も 之が 赏現 遂行の 爲に は、 

^^^-0 ► y 人. - にん くんしゅ とく けんかい きふ も" り や 5 しんにぶ 4； い ぎこ 3 へい せいしん しゅ ぎ ふはい 

暴虐な 權 威に 反き、 殘 忍なる 君主 ゃ特櫂 階級に 反き、 良心鈍-^-正義公平の精神と主義^^き腐敗せ 

はふて い り づ はふ レゃ モひ たう じ がくしゃ でん *~ つ しんがく そむ い 3 じん もき けつ 4 "く tj モむ * のレゃ 3 がい fc-^l 

る 法廷と 立法者に 反き、 當 時の 學者 ゃ傳說 神學に 反き、 友人 知已 血族にまで 反いて 其 生涯 を. 「戦 

づ，. ； _ fc-> てい たにん え . ゆ ラレ かう a い レ ゆれい 

ひ鑌 け」 たな ど は 到底 他人め なし 得ざる 勇士の 行 爲と言 はねば ならぬ。 だ がら、 イエスの 一種 靈 

rfc こ& »x かた ひ もの いか するど モの はい ふ うが •、 レ 

的 底力の 籠つ お 聲に耳 を 傾けし 者 は、 如何に 銳く其 肺腑 をつ かれ たかは、 窺 ひ 知らる V であらう。 

-?? I くさ 3 てきし SK^ ij? ゆち から ねつべん しか これ こと， ^ わが A じっせんき タかタ ぞ つりん 

更に 我等 は、 ィ ュ スの獨 創 的 思想、 其 力 ある 熱 辯、 而も 之が 悉く 我 身に 赏踐 躬行せられ た絡偷 

せいりょく； c$ み かれ じんかく たか ふか きょ & にい さ 3 y う かた かれ せき 

な 勢力 等 を 見る と、 彼の 人格の 高さ、 深さ、 淸さ、 偉大 さな どが 想像す るに 難く はない。 彼 は 席 


z じん けう いく はふ よ え たと インド しゃか ごと i お 一 

個人 敎 育法に 由. 5 て 得た ものである。 例へば 印度の 釋 趣の 如き、 ギジ シャの ソクラテスの.^ き、 

' f / Jf , I ^ i ^te _ いは ゆるで したら モの どく さうて せ し さう た レラ ナぅ 

又 ナサ レの イエ スの 如き は 皆 それ/^ 所謂 弟子 達 を もって ゐて、 其 獨創的 思想 や、 絶えざる 宗欽 

^が^ - - » Jy*^.cly&*iJ> ろ しんり， ふくいん でした ちつに. . しか か S 20 C これ 

驗 によりて- 各 其 特長と する 所の 眞狸ゃ 福 昔 を 達に 俾 へたので ある。 而 して 彼等の 後 之 

？ U fc^ どりょく せんでん いろく けいしき モ しき もと じんしん こく. し 5- く. p い し ド： リナ、. H つ 

力 其 第 子 達の 努力 宣傳 によりて、 色々 なる 形式 組織の 下に 人心と 國家社 會とを 指導 啓發 せる を 見 

わ.^ *? これ A と^p モ こ 5! れ ら る "I い じ.？ かくてき かんく. C- し さう え、 き や 3 M、 ^-^,7 ， 

る。 我等 は 之 を 見る 時に、 其處に は、 彼等の偉大なる人格的感化と思想の^鬱の^^なるをき：3|せ 

- とく けう いくは ふ み とき この， s-.^ Jv-f h » 

さる を 得ない。 特に ィ ェ スの敎 育法 を 見る 時に 此感を 一 層 深 ふす るので ある。 

當 時の 敎師は 所謂 學者 ゃ宗化 家であって、 きで に It へた^に、 ま i は乇— セの £1、 脆 

史， f. し ，證ゃ f いに ii した。 If fei 

する のが 菌 きで、 羅 f i を i ると if 、 f 一 驚 に 驚して lilsg 

：,^ し— ム / ところ か こ ぶんしょる， でん 4" つし ふくわん 5- か つう yjl; ク 1^ せ * h,, 

に 腐心した やうで ある。 處が、 斯うした 古文書 額 ゃ傅說 習慣に 如何に 通曉 しても、 ^^前達は生<^ 

^^^•u: ノぇ • > か j5 こ a ろ え *5 ぜんとつ ゆき に 

的眞 翻に は觸れ 得ない、 神の 心に タ ツチし 得ない と 猛然 突 察し 出した の は ナザレの ィ ェ ス であ 

- r> > - » Sjp しろ と は いな. じ しょく 6 ふてきが くしゃた ち きゃタ がくら うはい さう ざタ 、 

る。 たから、 一 般 民衆の 驚き は 一 通， 9 ではなかった。 否當 時の 職業的 學者 達の 驚愕 狼狽 は 想像、 5$ 

上で ある。 イエスが 人の 「罪 を赦」 しおり、， 俗人と 交， - 「娼婦と 語」 る1.§は1|:の.％^..1§1し 

お W であつ お。 i に rl ダャ おおく £ 爵 とせる とし ii にましても 1 めて なま &を 
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じ 5- これ Jf- くじゅって きり ろん な き は. じっさいてき . こ じん レ やく 力い 1^ . 

やうで ある。 而も 之は學 術的现 論で 無ぐ、 極めて 實際 的で 個人よ， 5 始まり、 後に は祉會 的と なつ 

モ のでした ち しね けいけん ところ てん かれ とくち やう > かれ， でんに、 > み かれ ベ わぶ ビ. ，3 I 

て、 其 弟子 達の 親しく 經驗 する 處 となつ ぉ點に 彼の 特長が ある。 彼の 傅 道 を 見る と 彼は會 堂に、 

-A- くな.. うみく が、 - と，プ の や 4* かはん ねっしん もし も P て れ * ゥ i^,-^ で き れぅ か， い 

屋內 に、 海邊に 、街頭に、 野に、 山に、 河畔に 熱心に 敎へ、 對 手が 了解 出 來ねは 了解す るまで 

そら とり の やま さう もく はな じうろ， 0.5, れいし. J, ねみ ご か卞 r ？ ね ， - , l^rc 

空の 鳥、 野 山の 草木、 花、 獸類等 を例證 して 懇ろに 解說 する のが 常であった。 だから マ ルコは r 欺 

ごと も^ ヒ たと へ ひと ^ ちかち したが みこと. fj かね たと へ かにた， H でし たら 

の 如く 數 多の 譬を もて 入々 の聽 きうる 力に 隨 ひて 御言 を 語り、 譬 ならでは 語. 9 給 はす、 弟子 達に 

は、 人な き 時に す 凡ての 搴を釋 き 給へ- 9」 (可 四の 三 四、 三 五) と 言 ふたの は 自然で あらう。 

こ じん けう いく 

(一) 個人 敎 育 

, およ けうい く こじんけ ういく しん てってい け、 リ いく お- £ 6 け， し， せ や， と. ulu^ じ. i か-く 

凡そ 敎育は 個人 敎育 でない と眞に 徹底した 敎育は 行 はれない。 若し 敎師が 生徒と 個人的に 人格 

て せっしょく で き うご けう し かなら モの もくて な くわん て q で 6； . u^w ん き ； て P じん. ゆ， く 

的接觸 が出來 たら、 もう 勸 かない。 敎師は 必す典 目的 を赏 徹する 事が 出來 る。 然し、 師弟の 人格 

て 6. せっしょく な がくせい りり せいかく じ to くち え f じ れの もくて せ けタ いく W ふぶん ぉぺ K 

的 接镧が 無ければ、 畢生. 一人 一 人の 性格 を 熟知し 得ざる と 同時に、 其 目的と する 敎育か 充分に 行 

い はんた タ けうい く でな がた んし うけ、 ひいく せ. 7 にん て g せんきう せい ど. ajg ^.5\ いく g^re ^-^ し f< しもく ^ • そ ゆ 

はれぬ。 言 は 本 當の敎 育 は出來 雛い。 群聚敎 育で は 小團的 研究 制度 程敎育 本來の 主旨 目的と 其 

じっせき あ え こと いま さら い こと 

實績と お上げ 得 ぬ 事 は 今更 言 ふまで もない 事で ある。 

Z いし 5 ±5 てつがく- かい モ くん し る じんた ち いづ. こ こ 3 レん ぶ で， 丄 ぅメ ► - 3 

古 來宗敎 や 哲學の 開祖 や llJ? 子 偉人 達 は、 何れも 股肱の 臣 とも 云 ふべき 弟子 を 有して ゐた 之 は 

タ 5 つく 、_ み y ぐんしう け v- いく よ けん ゆん し てき は .フ はふ め _ 

如何して 造つ おかと 云へば、 皆 鮮衆敎 育に 由ら すして、 一見 極めて 原始的な 方法の 嫌 は あるか、 


け 5 いく はふ こ じん *5 にん み ひ て モの もく てき かう &ん ふか たまし ひ きふ さい こと ぜんじ ゅゥ 

ィ ェ ス の敎 育法 は 個人 や 小圑を 相手に 其 目的と せる 高遠に して 深い 魂の 救濟 にあつ お 事 は 前述 

の 如くで ある。 然るに 最 一 つ をに 我等の 見 免して ならぬ 事實は ある それ は 個人 や 小 圑體の 訓練 

J い 3 じ かれら ひ 41- かみ くに けん *| つ もくて な しゃく わい うん さう こ. -ろ こと す K は かれ しゃく わい 

と 同時に、 彼等 を 率 ひて 「神の 國 建設」 を 目的と する 社 會蓮動 を 試みた 事で ある。 即ち 彼 は瓧會 

り f みん し S3 くわ しん けん つ ひ わ や 5 こく ふん ねか お * じふ じかお 

理想の 民衆化に 一身 を献 じ、 遂に ユダヤ、 P1 マ 兩國の 憤怒 を 買って、 ぁの恐„^しき十半架を^|？ 

かれ fc うじ しゃく わい * し せい & てんぷく かい ざう おも ひし みんしゅう i- い 

はれた ので ある。 彼は當 時の 社會 組織 や 制度 を顚覆 改造し やうと は 思はなかった。 寧ろ 民衆の 精 

しんかい かく せんけつ もんだい ひたすら じんかく けんせつ しゃく わい . しんこく くわ $」り よく い たび かみ 

神 改革 を 先決問題 となし、 只管 人格の 建設、 社會 の神國 化に 努力した やうで ある。 言 は 5- 一度 神 

ひと あたら れい てきく わんけ い でき * こ この ふく いん つた わざ は b い， や や 

と 人との 新しい 靈的關 係が 出來、 其處に は、 此福昔 を傳へ ざれば 炎禍 なりと 云 ふ、 止む に 止まれ 

じんる tCS & い も にんたい つく ぜんじ しゃく わい こく か -V のり f かみ くに みんしゅう くね つと 

ぬ 人類愛に 燃やされお 圑體を 造り、 漸次 社會國 家に 其 理想と する 神の 國を 民衆化 せんと 努められ 

おものと 見て よから う。 

fc5 じ 1< んし； a I マ くわん り し 、> け 5 r の * た い がい ひ さんろう V1.7 レゃ かれ うん ！ e-f みんしゅう し S 

當 時の 民衆 は羅 馬め 官吏と 宗敎 家お 除けば、 大槪無 產勞働 者であった。 彼の. 蓮 動した 民衆の 種 

ろ， かい <lJJ ふ み び や 3 しゃ はんもん しゃ ざいにん しゃ 5 ふ ぞいり じゃくしゃ ひんし や ふ ぐ しゃ もしな へ * しひ がくしゃ 

額 や 階級 を 見る と、 病 者、 煩悶 者、 罪人、 娼婦、 稅吏、 弱者、 貧者、 不具者、 跛 者、 盲者、 學者 

のう ふ H5 レ しラけ v か い ふう ,0 ら しゃく わい **5 ら 54 かんづく こんに ぢ い むさんしゃ モの おも 

褒夫" 漁師、 宗敎 家と 云 ふた 風に 凡ゆる 社會を 網羅して ゐる。 が 就中 今日で 云 ふ 無産者が 其 重な 

• か しゃく わい うん？ J う たう てい ふ つ 3 ぽん じん ふ r 05 こと しゃく わい とく 

る もので あつ. f^。 だから、 斯うし お 社 會蓮動 は 到底 普通 凡人で は 不可能な 事で、 ユダヤ 社 會の特 

けんかい ふ n I マ けんりょく しう けラか ノぃ にん！ t ん けんりょく が V ぉモ にいたん 

權 階級と か、 羅 馬の 權 力と か、 ュ ルサ レムの 宗敎 家な ど 云 ふ 『人間の 權カ」 を 毫も 恐れ や、 大膽 

二 ィ H スの敎 育法 三 三 五 


第 廿八章 イエスの 社會讕 ゴニ 11 四 

と y いもい U3 f ひし い fc いがくしゃ はん. U い こづ！ t き C& レ k 

取った とか、 ユダヤ 在來の 宗敎を 無視した とか 言 ふて、 イエスに 對 する 學 者の 反對攻 攀の聲 が^ 

だい たか ** 

第に 昂る のみであった。 

.U うじ くしゃ レ うけ 5 か U や A みん レぅ ふ わ fc いさう ii んレん 5 んど. f モレ つと -ゅぷ 

當 時の 學 者と 宗敎家 は 無暗に 民衆 を 附和雷同 させ イエ スの 精神 蓮 動 を 沮止し やうと 努めお 彼 

ち .tf く 《- い A- t ナ 4 ォ いめいし 5 ±33 は ちく いき は i I ( でん は いお 

等 は 迫害の 度 を 進 むれば 進む る 程、 イエ スの 生命 宗敎は 破竹の 勢 ひで 津々 浦々 まで 傳播 し、 至る 

ところ ねっしん レん *f うし や ま これ il い り いう す はは けう いくは ふ がべ しゃ 

處に 熱心なる 信奉者 を增 すので あった。 之に は大 なる 理由が ある、 卽ち イエ スの敎 育法 は 學者ゃ 

たう じ しう J& うか けう いく r ぜん. （- その しゅ かう こと かれ， ら しゃく わい *- い さ りつ でん4^っ しキ くめい ぉラ よう みん し 3 

當 時の 宗敎家 ゃ敎育 家と 全然 其 趣向お 異にして、 彼等の 社會 制度 や 律法 傳說の 釋明應 用 を 民衆に 

き うえ ラ はん こ じん fc** しひ モん ちょう これ A い じんかくか いざ、 モ のけん つ 

强耍 したに 反し、 ナザレの イエ スは、 個人の 魂 を 尊重し、 之 を 愛して 人格 改造と 其 建設 を說 いた 

しか た きフ やく じ だい い ぶん «1 く よ 0> *< た た、 > じ レ f でん つ い づ. -J 

からで ある。 而も ィ ュ スは單 に舊約 時代の 聖文學 に 能く 通じ、 又當 時の 思想と 傳說 などに 精通 

してな たのみ ならす、 彼 は 一 種 犯すべからざる 「上よりの 靈能」 を 有って ゐた。 それ は當 時の 民 

しゅう がく しゃ ごと けん .0 もの ごと 1* し t ま き や 5 仁ん こと あら i , 

衆が r 學 者の 如くなら す、 權威 ある 者の 如く 敎へ. 給 ふ』 と 驚嘆した 言に よく 表 はれて ゐる。 而し 

あたら たい けん し 3 けう この せつ にい じん かく へう ゆん たう じ か fc も i 

て 「新しき 體驗の 宗敎」 が此 絶大な イエ スの 人格に よ， 5 て 表現され たから、 當 時の 形に 囚 はれた 

ひ. C fc ら だいけい こく Jt いて *a きかつき はん みんし^ 5 5,0 む ふくいん *£ せい £；5 て き 

人達に は 一 大警吿 となら、 靈 的に 飢渴し 切って る 一 般 民衆に は、 唯 一 無二の 福音と な- 9 又 精神的 

バ ン となった 事 は 言 ふまで も 無い 事で ある。 

みん し 5- うん . $J5 

(一一) 民衆 動 蓮 


とか、 平等と か、 デモ クラシ I とか、 社會 奉仕と か 云 ふ 內容は イエス 敎の體 驗者を 通じて、 種々 

けいしき ぐ わいて き しゃく わい、 ひん？」 V あら r せんれい a" てんごく ち^づ 

なる 形式 をと つて 外的に、 社會 運動と なって 表 はれる ので ある。 彼の 洗 鱧の ョ ヤネが 『天 國は 近け 

なん ぢ -, -ぃ Afcfc ふくいん しん さけ じつ かれ こくはく VJi ^fc こと つ 

り、 汝ら悔 改めて 福 昔 を 信せ よ』 と 叫んだ の も赏は 彼の 告白せ るが 如く， イエ スの來 らん 事を吿 

げた もので、 其處に は、 神の 國の 創始者 ナザレの ィ H スを 暗示して ゐる。 
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第 4W 八 車 ィ H スの 社會讕 三 ー；ー 六 

かみ くに モ のさい ぎ ふくいん *~ ん でん ふ か のう わ 13 みん 

に 刺の 國と其 疋義の 福音 を宣傳 する ィ ェ ス でなければ 不可能な 業であった。 ィ H ス はさう した 民 

レ. f つ - » し>くか ぃ^^^! ;0:かぃ IJi" ^^^i ► わ.^ こうき »< わが せ いく わつ a く ろ ふじん ど れい かい 

衆に、 社會的 地位 階級の 撒廢を 叫んだ. 9、 王侯貴族の 我儘な 生活 を 曝露し，？； ib、 婦人 や 奴 隸の解 

tt^w / I い Ji, じん』 t^Ai*.^ レ：5-,く^>ぃれ.4 ぶい せきにん い *, いしん うん ど.，' しゃ し S つ i ん e4c せつ も. 

放 をカ說 した....、 又 個人の 尊重、 赴 會連帶 の 責任と 云 ふた 精神 運動 者の 出現 をカ說 したので、 或 

> * が や * き ノき は バが， い う r なん； f ち し？？ し は その ぁぢ うしな なに 

階級から は 痛く 排斥され、 迫害 を 受けられ^。 彼の 「汝ら は 地の 醒 なり、 鹽 もし 其 眛を失 は 何 

もと あぢ かへ あと よう *1 と す ひと ふ なん ぢ よ ひかり 

を もって か 故の 味に さん、 後 は 用な し 外に 棄 てられて 人に 餞 まる、 のみ。 汝らは 世の 光な り。 


ひと ともしび 


山の 上に ある 邑は隱 る >- ことなし。 また 人 は燈火 をと もして 升の 下にお かや、 燈臺の 上に おく。 

V はもし び いへ すぺ. £ ^てら か ごと はん ぢ ひかり ひと まへ か 1* や ひと なん V 

斯くて 燈臺は 家に ある 凡ての 物 を 照すな .cso 斯 くの 如く 汝らの 光 を 人の 前に 輝かせ。 これ 人の 汝 

ほ おこな ひ み； てん なんち ち. * あが ため 

らが 善き 行爲を 見て、 天に います 汝らの 父 を 崇めん 爲な .ej (太 五の 一 三 II 六) と は イエ スか 

S ip5 ,パ せラ il ん 4^ くに みん し te3 くわ さ よく しゃう れい みこと は こと キリ スト 

ら敎養 を 受けた 小圑が 神の 國の 民衆化に 努力すべく 獎勵 された イエ スの聖 言で ある。 特に 1^ 督が 

でした ちたい さい；； いのり われ かれら ため おのれ きょ 1 こと かれら よ 

弟子 達に 對 する 最後の 祈禱に 「我 彼等の 爲に自 巳 を 潔め わかつ、 これ 眞狸 にて 彼等 も 潔め わかた 

/ 1* し またし やう てん さい なん ぢ ゆ くにびと でし 

れんが ためなり」 (約 十七の 一九) と敎 へ、 又 昇天に 際して 「汝 ら往 きても ろくの 國人を 弟子 

—きち. - こせいれ い な ai なん ぢ めい すぺ こと to 

となし， 父と 子と 聖靈 との 名に よ- 9 てバブ -プス マ を 施し、 わが 汝らに 命せ し 凡ての 事 を 守るべき 

IV し f< われよ はり つね なん ぢ とも あ f 

を敎 へよ。 視ょ、 我 は 世の 終まで 常に 汝らと 偕に 在るな り」 (大廿 八の 二 〇) と 仰せられ たの を 

* うかが し かみ くに みん レ 5 タ くわ これ しゃく わいくん ちう しん また しん じい 5 

見ても 窺 ひ 知らる、 であらう。 神の 圃の 民衆化、 之が イエ スの社 會訓の 中心で あ，. >、 又眞の 自由 


第 1 1 十九 章 耶蘇の 神國訓 

一 槪 論 

レ ゆえ 5 もくばき モの りさ 3 しゃく わい り S タ かみ くに しゃく わ、， - くわ レ やく， i 

イエ スの 主要 目的と 其 狸 想 は、 社會狸 想と しての 「神の 國」 の社會 化であった。 彼 は 之 を 社^ 

； J' ん さう き * もつ は 4> いしん ラん ど， r- その 4! いりょく けいち 53 なぞ fc うじ おんじ.，. -し 

運動の 基礎と して、 專ら 精神 運 勘に 其 勢力 を 傾注せられ た。 何故か なれば、 當 時の 一 ^人士 は、 

レ さ、 力 こん もれ . ^やべ かいてき にい 315 えう くわ *?> や- ぶつ しつ てきしゃく わい うんどう し 3 オぅ 、つん さう こん 5!」 タ 

屈 想混亂 と、 社 會的大 動 搖の満 中に あ ，9 て、 稍と も すれば、 物質的 社會蓮 動と 宗敎運 勸とを 混同 

ノ . • • は ぷ¥ だ / いた し くわいし 5 ぎ てき いは 5 るき よくたん S けいてきたい 5j なよ かく め、.. 

したり、 甚 しきに 至りて は、 社會 主義 的な 所謂 極端な 左傾 的 態度 を もって、 一 擧に ュ ダ ャ の 革命 

けっかう す こぶ のう こラ しきて う お れん & 5 il いひ やく こ-ろ き うん 

を 決行し やうと する、 頗る 濃厚な 色調 を帶 びお 連中が 一 大 飛躍 を 試みん とする 氣蓮さ へう ごめい 

てゐ たからで ある。 

, 、 r ね ，&, み くに， こと もし かれ つた かみ くに たう じ X か し 5 

ィ ェ スは 常に 「神の 國」 の 事を敎 へた。 彼の 傳 へた 神の 國は當 時の メシ ャ 運動で あ- 9、 且つ 宗 

けう うん？.， 5 I ひら これ い こんに & し to- くわい V- んど 3 い vli 

敎 運動で ある。 卒 たく 之 を 言 ふなれば、 今日の； g 會蓮 動と 言って よい。 彼 は マ〃 ク ス、 バ ク 一一 ン、 

/ ' ^ 9 f a- • ふ にと^る ばつ レ S VJ こく か かい かく しゅち やう り さ 5 

レ ユン、 ト ツキ—、 ク" パト キン 等の 如き 唯物主義で 國 家の 改革 を 主張した のでなくて、 理想 

1 譫 一 一二 一一 九 


二 ユダヤ人の 神國觀 

じ 3 らい じん よ ゆん しゃ よ きふ i- いし S きに こと つ；！ かれら そのむ さう き い り さうて 41 

從來 ユダヤ人 は、 豫言 者に 由 b て 救世 生の 來る 事を傳 へられた。 彼等 は 其 夢想 期待せ る 理想的 

ぐんし S ところ もの かなら このよ あら ^ このせ い ぢじ やうと たん くるし しんぎん 

■ 君主で ある 所の メシャ なる 者が、 必す此 世に 現 はれて 來て、 此 政治 上塗 炭の 苦み に 帅 吟 して ゐる 

ユダヤじん すく く い しんか 3 ひさ あ ひに モ のむ は いに. さ かれら きたい ひ^1し 

猶太 人 を 救って 吳れ ると 云 ふ 信仰 を 久しい 間 其 胸に. 抱いて 來た。 彼等の 期待せ る メシャ は、 昔ソ 

れ、 リ ， わう けっとう つ ふせいし. § しゅつ！ 6 ん いまな く $../ なや ュダ， I 'じん せ いぢ てな 

V モ ン王 とか、 ダビ テ 王の 血統 を 受けた 救世主が 出現して、 今 猶ほ苦 撹に惱 む 猶太 人 を 政治的に 

しゃく わいて ifj すく ひ ii く しん かう も を よ .^ん しゃ これ つ； i it« じん し この 

も、 社 #1 的に も、 救出して 吳れ ると 云 ふ 信仰 を 持って 居って、 -豫言 者 は 之 を 傅へ、 一般人 士は此 

メ シャの 出現 を 鶴首して待ち 焦れた ので ある。 

たい はぜ じんかね つ しん i しんかな たい そ いろ 

一 體 何故 ュ ダャ人 は 新く 熱心に メ シ ャの來 るべ きを 信じ 且つ 期待した であらう か？ 其れに は 色 

.S ろ り い 、つ たう じ ながねん 口 I マに いてい こく みく こく ほん ft ん わ あつ * く ふ じ いう せい 

色な 理由が ある。 當 時の ユダヤ は、 長年 羅馬 大帝 國の 嵐闕 となり、 萬般に直-.^て壓迫不自由な生 

くねつ いとな くわん けいじ やう せい ぎ もい ね しんせい ね 3 ごく しゅつ： t ん き たい かれ ら かんがへ ^$ぅぎゃく ふ はい 

活 を營ん だ關係 上、 正義と 愛に 根ざした 神政 王國の 出現 を 期待し お。 彼等の 考 では、 暴虐 腐敗 を 

き は こく か はろ せいざ こうへい おこな しんり さう しゃく わい し 5 つ * ん しん 

極む る 國家は 滅びて、 やがて 正， 義 公平の 行 はる、 「新 理想 社會』 が 出現せ ねばなら ぬと 信じた。 

たと この わ V 'たち ひ てん かみ くに .U これいつ はろ な 

例 へ ば. ダ -ェ〃 の r 此王 達の 日に 天の 神 一 の國を 建てお ま はん、 是は 何時までも 滅 ぶる こと 無 か 

二 ユダヤ人の 神國觀 三 四 一 
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てタ こ じん f せい り さう てきしゃく わい けん 4i つ つと レゅ & だい しゃく わい うん 5」-*' J や くこ く ん 

的 個人の 創 生と 理想的 社會の 建設に 努めた 一 種 偉大な 社會 連動 者で ある。 だから 神の 亂に關 する. 

ん ねん み- ,モ* C くわ C わう ご， i じ にい たの つ， おく くね しょ a さう き やう 1/44 

ィ ェ スの觀 念 を 見る と、 其處に は、 過去の 黄金時代の 樂 しき 追憶と か、 華胥の 夢想 鄕に唯 わけ も 

、うえう い y こ -フ にう し はい かみ あい じんばう おこな くに かみ M、 へう ノ to' 

なく 趙遙 する ことでなくて、 正義 公道が 支配し、 神の愛と 人道の 行 はる、 國 であ hs、 神の 化 表 者 

ヽキ； ^"ト iL じ ルん/ ； "へ てき. - » いは はんみ. f こと. *\ かう ベ た す. > はい お あ it あたら り さ 3 こく 

(基督 御自身) の 前に 敵 も：^ 方 も、 否 萬 民 悉く 酋を 垂れ、 崇拜 措く 能 はざる、 『新しき 理想 阈」 

を 信仰す る rJ とであった。 而も 自已の 德を修 ひるに 非す、 已れゃ 一^ 1 赔 の幸雕 い をお むる に 

f;f や 1 おめ/ * あら たび このせ いしんて き； 1 うごく るん は あ ひ そのけ 、せつ 

非す、 又已れ のみが 救 はる、 に 非す して、 一度 此 精神的 王國 の. 一 員と なつ ^場合に は、 其 建設 を 

じん せい li い ぎ これ じつ ゆん ねつ しん らう じつ じん する これ り f はき . 

人生の 第二義と して 之が 赏 現に 熱心 忠實 に儘瘁 する、 之が クリスチャンの 理想な ので ある。 歷史 

み ^ .っ 力 い ず き やうれ つ みん もくてき り さう き やう せんかく レ やた ち つた y 

を 見る と、 何時の 時代に も 新う しお 强烈な 民族的 「理想 鄉」 が 先覺者 達から 傳 へられた。 § の 力 

ント、 シ ラフ vu マへ ぐ ぺ ^fclli ビ雜 たに » きを 酽 かれ、 リッチ レビ 111;.- て » まん！： の 4 う >||心き" 

> , つた ) ィ ぶみ ► しゃくゎぃぅん；^ぅ i い てん かみ くに その せい ぎ もと 

となった と 傅 へらる 。ナザレの 耶蘇の なせし 瓧會 運動の 特異 點は 『神の 阈と其 正義 を 求めよ」 と 

い このき いしん、 んどタ かれ このり さ-りて 6 しゃく わい じつ ゆ ん た ぜんせいりょく モ.1 じふ じ ^' レ J, 

云ふ此 精神 蓮 動で あつお。 彼は此 理想的 社 會の實 現の 爲め 全勢力 を 注ぎ、 十字架の 死 をも辭 せぬ 

^^っ にい せい しん しめ ぜ； e せかい ft かみ くに ^^ん みん ひ £ けい ぽ す 5 丈い 

絶大な 精神 を 示して 全世界 を擧 けて 神の 國 とせんと せられた など は、 萬 民の 等しく 敬慕 崇 I： して 

止まぬ ところの ものである。 


あらう。 

三 ィ H スの 神國觀 

きょ.？ くわん ふくいん レょ でん つう け 力 くん しゅがん か A くに 

共觀 福音書 (マ タイ、 マ グコ、 〃力 傳) を 通じて イエスの 敎訓の 主眼と せし は 「神の 國」 て ふ 

A ん S らい かみ くに りつ f しゃ けん こく たう じ こく じん の 3 り 

槪念 である。 由來 神の 國は イスラ ェ 〃の 律法 者モ ー セが、 建 國の當 時よ. 9 イス ラエ ダ國 人の 腦裡 

えい り さう こく か モの はじ き は たんじ 5 んそ ざつ しさう か ていこく へんけい 

に 映 じつ、 あった 理想の 國家 である。 其 初めは 極めて 單純 粗雑な 思想で、 彼の ，マ 帝 國の變 形 

ぐら- かんが レ 仁が モ§; れいてきい y i じつび かれら ぶっしって きあんい つ せい 

位に 考 へられ、 從 つて 其 霊的 意義 は 宵に 微々 たる ものであった。 彼等 は 力 ナンの 物質的 安逸の 生 

くわつ ぐら .0 かんが ゐ ごん これ い か A くに みん もく り f ^ たい しん «ぃ 

活 位に 考 へて 居たら しい。 一 言に して 之 を 言へば、 神の 國は イスラ ュ ダ 民族の 理想 期待せ る 神政 

くわん び わう If く しか じせいしんく わつ そ れいてきい ぎ はっき し にい しんくね はってん 

の完 美した 王國 である。 然るに 時勢の 進化に 連れて、 其の 靈的 意義 を發撣 し、 次第に 進化 發展し 

じつ くわ 5 えい りん りて な しう けう こく か しゅつげん い こと キリ 人ト つた すな は この 

て實 に光榮 ある 倫理的に して 宗敎 の國 家が 出現す ると 云 ふ 事に なった。 基督の 傳 へたの が 即ち 此 

り. 3、> レ やく わい さ 

理想 社會を 指した ものである。 

\ , - れいてきく. V ん しんしゃ くわい 

(1) 靈的 久逮の 新社會 

しか • し ：9 けいじ J" かみ くに たい & ん くに い これ 

然 らば ナザレの イエ スの 思惟 啓示せ る 「神の 國』 と は、 一 體 如何な 國 であった かと 言 ふに、 之 

111 イエスの 神國觀 111 四 三 
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，ノ， 、ほ fc-A, , , > はつ も， ろぐ くに *jv ら やぶ -J れ はろ ば 一 S fc えい &ん いた 

らん、 此國は 他の 民に 歸せ や、 却て この 諸の 國を 打破， 9 て 之を滅 さん、 是は 立ちて 永遠に 至らん」 

\[: ^ r . / よ，！ t んレゃ • • — ひ a ん こく みん の も ひち かくに さ 

(但 三の 四 四)、 豫 言者ォ V デャの 「エホバの 日萬國 民に 臨む 日 近し… 國は H ホパ に歸 すべし」 

ヽ - * - し 力 力れ ら み くに えいく わう か 仁 なん ぢ み ちから の つた その だい のう 

(阿 十五 I 二 七)、 ダビデの 詩歌に ある 「彼等 は 御 國の榮 光 を 語， 9、 汝の御 力 を 宣べ傳 へて 其大能 

>5 ^せ ) ひ" jo.. ひと こら， -ij , なん S くに とこし へ くに なんち *oh-«? よ， C づょ 

の 催と 御 國の榮 光 ある 撒 威と を 人の子 輩に 知らすべし、 汝の國 は 永遠の 國 なり、 汝の 政治 は 萬 代 

に絕 ゆる ことな かるべし」 (詩 百 四十 五の 1 111 三) 等 は 其 一例で ある。 

なよ . りさう き や、 A くわん よ &ん しゃち V もっと ペ， ジ しゃ これ レ やく， い 

來る へき 狸 想 鄉に關 して、 豫言者 中 最もよ く描寫 したの は ィザャ であらう。 之 は ィザャ の社會 

y ん， こ 3 ^い さや の ZX ふた- 1 くり かへ しゃ 3 レ f み そこ 

の 項に 於て 委細 述べた から 兹に 再び 繰 返さぬ。 三十 二 章から 三十 五 章まで を 見る と、 其 處には 

もっと ぐ. ポ. て Jl き < じゅ-つ メ > す はは * ひ うち わ 3 け IP きじつ さか くわ 3 えい くねい ふく 

最も 具體 的に 記述され てゐ る。 卽ち 其の 日に は、 內には ダビデ 王家 は 昔日の 盛んな 光榮を 回復し 

あつ や、 f せいぎ/こ 3 へい せ いぢ じっさい おこな .V と ち き はみ せん さタ や へいね あん ね^.,. くタな 

て壓 制は媳 み、 正義 公平の 政治が 實 際に 行 はれ、 外に は 地の 極まで 戰爭は 休み、 If 和 安寧の 空氣 

わう いつ. 产みレ ちし 4- ぜんら & か& C つ はふ う f おこ K レか モ ひき t し 

横溢し、 神 を 知る 知識 全地に 満ち、 神の 律法 は 宇宙に 行 はる.^。 而も 其の 日來れ ば、 自然界まで 

力み くに ん ちゃ- > よく まう じ 3 いへ けつ ひと がい あらの うつく はな， *- の くね い 

も 瞬の 國の 恩寵に 浴して、 猛 獸と雖 ども 决 して 人 を 害せす、 荒野 も 美しき 花園と 化する、 と 言 ふ 

, .fs さ 5- き丄 い な なか か えいく わう わ 3 ごく き せて *3 ォ んせゥ 

た 理想的 社會を 期待した ので ある。 中には 斯うした 榮 光の 王 國は 奇跡的に ェ 〃サレ ムに 建設され 

る 位に 信じた 者 さへ ある。 彼の ヒレ ^學派 や バリ サイ 宗の それで ある。 -.1^ は liSf 以" ：l^g 

も パ^ ぶんがく ひろ し しう けうぶ t« がく ャゐ しょ じる み ねャ 

に默 示文犖 として 廣く 知られて ゐるュ ダ ャの宗 敎文學 に、 隨 所に 記されて ゐ るの を 見ても 碎 るで 


ところ かみ たい こ ろ ひと たい き や-ひ にい し い こ-ろ いに れい ところ い 

の ある 處、 神に 對 して は 子 心、 人に 對 して は 兄弟 姉妹の 心 を 懷く靈 の ある 處で、 パク 口の 言 ふた 

かみ くに ， >, わ せいれい き えつ もい いしんて き り さタ しゃく わい モ こ 

「神の 國は義 と 和と 聖靈の 喜悅と 愛に よる」 精神的 理想 祉會 なので ある。 であるから 其處に は、 

むかしよ ん しやたら ばい みん みく つた か 、ひりん せんれい つた かみ くに モ のない よ. TV 

昔 豫言者 達が 代.^ ユダヤ 民族に 傳 へた r メシャ の 降臨」 や 洗 禮のョ "ネ の傳 へた 神の 國と 其內容 

ちが つた かみ くに りん てき れい てき り さう しゃく わい いみ しか これ i ん 

が 違って ゐる。 イエ スの傳 へた 神の 國は倫 的な 靈的狸 想の 社會を 意味した もので、 而も 之 は 現 

ざい ！^*^»中ぇぃ.も^ わ > ひと こ-ろすな は じんかく かてい ひ こく か しゃくね い けんせつ じ. 9 りつ 

在未來 永遠に 直りて、 人の 心 即ち ク タス チャンの 人格に、 家庭に、 引いて は國家 社會に 建設 樹立 

さるべき ものと 言 はねば ならぬ。 

りさう レゃ くわい * しき 

(一一) 理想 社會の 組織 

, でん y う はじ かみ くに し S う ち 3 しん にい もく り い. 7 この U じん 

ィ ェ スか 傳逾の 始めよ h^;^ の 國てふ 思想 を 中心 題目と なせし 理由の 一 は、 此語 は、 ュ ダャ 人に 

れきし てき §ゐ しょ いう かかれら &ん みく ながねんり さ 3 き 仁い みん みくて き 

とひて は、 歷 史的 由緒 を 有し、 且つ 彼等 民族が 長年 理想 期待せ る 民族的 アイデアであった からで 

ある。！ i のダ 一一 ェ 〃書に は r ，の 國」 (二の 四 四) とか、 『聖徒の 國」 (七の 一八) など 稱 して 

f じ じんしん しんこく いんし や v もた み ♦* たしん やくせい しょ おい り や-；' ふくいんしょ 

當 時の 人心に 深刻な 印象 を與 へお ものと 見える。 又 新約聖書に 於て は、 マダコ と〃 カ兩福 音 書 は 

かみ くに い でん てん ごく い おは しか かみ くに い 

树の國 と 言 ひ、 マ タィ傳には天國と言へ るとこ^cが多ぃ。 而 して パク ti もョ "ネも 亦； W の 國と言 

ほころ み かみく にい てん ごく い * の あ ひに たいさ は A , ) 

ふた 所 を 見る と、 神の 國と言 ひ、 天 國と言 ひ 其 間に 大差が 無い と 見て よから う。 但し ブラト， の 

*i うね こく いたんり さ 3 か, A くに くねん がいねん ときい てんじゃ 5 かう か 

共和 國と言 ふた 單 なる 狸 想で はない。 神の 國に閼 する イエ スの槪 念 は、 時 到らば 天上より 降下す 
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しんがくしゃ そのく わん さつ こと r-K は ながねん A ん 4- く つに てな ゎタ しゃ くわん 

は祌學 者に よ. 9 其 觀察を 異にして ゐ る。 即ち 長年 ュ ダャ 民族に 傳 へられた る メシャ 的 王者に 關す 

き たい こ じん ナ くひ こく HS ん てき き f くわん はい きお せい s にう とく 1^ なおよ し.， ■： けリ』 て は 々ぶ /J- つ け とタ 

る 期待、 個人の 救と 國民的 メシア 希望との 關係、 來 るべき 政治の 道德的 及び 宗敎的 性質の 輕重等 

レ よてん がくしゃ かくじ その けんかい こと や、 ひ たと か ごと 

の 諸 點が學 者に よ- 5 て 各自 其 見解 を 異にして ゐる樣 である。 例へば、 彼の ヴィ ントの 如き はィ ェ 

じ にい はんじん かみ くにし さ. 7 タは め. いれう か <iO うやく. tii しょお よ じ.^ ぶん 

ス 時代に は 一 般 人の 神の 國 思想 は 極めて 明瞭 を缺 くと か、 ダル マ ンは舊 約 in 誊 及び ユダヤ人の 文 

«1 く かみ くに つね ね 3 * いす はは 4 う s い わ 、/'こく い .4* • だんてい， ： eh u 

學に は、 祌の國 と は 常に 王政 卽ち 統治の 意眛 にして 王國の 意味な しと 斷定 せる が 如し o 又 神の 國 

し S くわん てき は き や. ^くれん てき ゆん ざい > しゃう らい もく に *^ぃ，丄ゅ，，^ 

は i 觀 的の ものなる や、 將た 客観的の ものなる や、 現在なる や、 將 來に屬 する や、 古來 種々 なる 

ろんしゃ もる. の ないめん てせ い ある もの い 44 ぐ わい めんて き し S ちゃ、 リ その も ひ il た *-リ い けん こと 

論者が あつお。 或 者 は內面 的な りと 言 ひ、 或 者 は 否 外面 的 だと 主張す るので、 其 間 多少 意見 を異 

にせる を 見る。 然し 種々 なる ！^說 を 綜合して 見る と、 否 イエ ス 自身が 仰せられた 敎訊を 見る と、 

かいう おも すな は かみ くに このよ わ V fc ち ふ つ.？ し to- にん は 3 はふ b たうて いく わくと く え せいしん 

斯う 言 ひ 得る と 思 ふ。 即ち 神の 國は此 世の 王 達の 普通の 手段 方法で 以て 到底 獲得し 得ざる 「精神 

せ かい た-つけん じ や-; 'じゅ 4* いしつ 4i こ tj は い かみ 

の 世界であって、 刀劍 によって 成就 せらるべき 性賀の もので はない。 他の 言で 云 ふなれば、 神の 

くに りんり f i しう け， つせ いく わつ ゆ； i 一 じつ ん れいてき しゃく わい さ も くかい せい 

國 とは偷 理道德 と宗敎 生活の 豊かに 寶 現せら る 、靈的 社會を 指した ものである。 それ は 俗界と 精 

レん かい と いか じつ しゃくね い 3 ち これ もと タ K せい さ そしし な 

神 界とを 問 はす、 如何なる 實社會 の 中に も 之 を 求め 得 ベ きもので は 無い。 それ は 制度 や 組織よりも 

ひレ れいくわん 4i いしんせ いく わつ り さう じつ ゆん しんてんち い かみ くに 54 いてきせ いしつ モな にく 

寧ろ 靈感 である。 精神 生活の 理想 を赏 現す る 新 天地と 言って よい。 神の 國は €： 的 性質 を 具へ た 肉 

！ £t んみ. せいしん せかい そのな ら にん けん こ-ろ くわん 6 ん も- かみ- しん れい 

眼に 視 るべ からざる 精神の 世界で、 其 位置 は 人間の 心で ある。 換言すれば、 父なる 神 を 信 す る靈 


およ り S3 たい けん もと や ひろ じん しん とら はい じ f いづ はつ れき し てな 、>ん 

凡そ 狸 想 は 體驗を 求めて 止まない。 廣く 人心 を捉 へたる 犬なる 思想 は、 何れも 發 して 歷 史的 運 

f しん しゃく わい モ しき： t んり けい かう， ) ^£ えい こく ^ しゃ くわい うんどう み 

動と なり、 新 社會の 組織 原 狸と ならん とする 傾向が ある。 例へば 英國に 於け る社會 運動 を 見よ、 

£5 f れつ レゃくゎぃ3ん^>」タ や は さい か 3 り さ. f 

ォク M ン、 モ タス、 キング ス レ ー、 ト イン ビ，、 ラスキン 等の 猛烈な 社會 運動 は 矢 張 b 最高 理想 

たいけん はか し to- せいしん うん ど 、> い * こ ふ くわん ぜん g 

の 體驗を 針った 一 種の 精神 運動と 言って よい。 何故 なれば、 其 處には 不完全ながら も イエ スを基 

て 3 せいしん ながれ Ate ぎ か ひと しゃく わいて な ** いぶつ * のし やく わいて きはんのう ふか モ のこ- * ろ 

調と した 精神の 流が 漲って ゐ るからで ある。 斯く人 は 社會的 生物で、 其 社會的 本能 は 深く 其 心 を 

5 ご もの こと.. く ■* しへ もら し-ひけ、 りて なり f くわん IV の もっと 

動かした る 物に 悉く あら はれて 來る。 ィ H スの敎 に 現 はれた る 宗敎的 狸 想に 關 しても 亦、 其 最も 

し 5 がん けう くん かみく にか り さ 3 てき しゃく わい モ しま みんじ しか どく とく 

主眼と せられた 敎訓 「神の 國」 に浙 うしれ 理想的 紕會 組織が 晴 示されて ゐる。 而も イエ ス獨特 の 

りん り くん みな この かみ くに くわん ねん で ごん C いみ しんちゃう こと， しん び れいくわん み 

倫理 訓は 皆此 神の 國の觀 念から 出た もので、 一 言 一 句 意味深長 にして、 悉く 神祕と 靈感に 満ちて 

ゐる。 だから、 此 意^に 於て、 神の 國は 脚の 意志の 表現、 神の 性質の 反映と 言 はねば ならぬ。 而 

こ の か& くにい なしめ り V5 えう そ かみ じん る. C1 も- じん ろる かみ こ ； i が ひ e: やうに い 

して 此 神の 國と言 ふ 名に 示された 理想の 要素が、 神 は 人類の 父で、 人類 は 神の 子と して 互に 兄弟 

し ♦* い い ビ いしん り せ かいどう は 5 し S ぎ こと ； qfe S ゑ かみ こく はふ S う ご たす 

姉妹な りと 言 ふ 大眞理 —— 世界 同胞 主義 一 ^にある 事 を 思 はしめ る。 故に 神の 國法は 相互に 扶け 

* すべ ひと せ おも ひと ごと せい しん けん 

合 ひ、 「凡て 人に 爲ら れんと 思 ふこと は、 人に も 亦 をの 如くせ よ」 (太 七の 一二) との 精神 を 原 

もく しか たが ひ あ ひつ か せい しん やし K ため け 3 じ il い はつ もの つか 

則と する 而も 互に 招 仕 ふる 精神 を 養 はん 爲に、 ィュ スの敎 示された r 大 ならん と 欲する 者 は 使 

もの およ かしら a つ もの しもべ こん にら い ほう レ 

はる /- 者と なる べし、 凡そ 首た らんと 欲する 者 は 僕た る ぺし」 との 今日で 言 ふサ， ゲ イス (奉仕) 
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えい & ん せいと I かみ にいへ 3 しゃ しはいしゃ ふり わ- *^ 

る 永遠の 聖都ェ 〃サレ ム でもなければ、 神の 代表者と して メ シャが 支配者た る べき ュ タヤ 風の 王 

ごく ま； i かみ じ しん くに ごと じ ビラ . ぐ わい けいてき ぶっしって きせ いぢ けいぶい お』 い けん ゆ.^ せ かい 

國 でもない。 又 神 自身の M 「の 如く 自由になる 外形的に して 物質的 政治の 形體に 於て 顯現 する 世界 

は モ こも はやけ つとう じん レゅ もんだい いは ゆる じんしゅ こく か て、 つえつ あはら 

でも 無かった。 其 處には 最早 血統と か 人種と かば 問題で ない。 所謂 人種 や^ 家 を 超越した 新しき 

そ しな しゃくね い そのえ 3 モ ぜん.？ れいてき 6 んせぃ はじ これ みい； „i 人 けい- れ： さ V- やべ £: い 

組織の 社會 である。 其 要素お る や、 全然 霊的に して 現世に 始ま. 9、 之が 永遠に 繼績 する 狸 想社會 

モ タら かみ ii い し て， レ おい な にと ち おい な ひけい りんり てき わう ごく > *J ぷ 

で、 其の 中に 神の 聖 旨が 天に 於て 成る が 如く 地に 於ても 成る 無形の 偷狸 的王國 であった 故に 

いにし よ ±ん しゃた ち り さ 5 ち 3 しゃ.？ てき モ のお 43 むき こと き ぶ-つ さン て *£- - 、 > コ に 5 

古へ よ. 9 豫言者 達が 理想した 抽象的な ものと は 其 趣 を 異にして、 極めて 實際 的な ものである。 此 

てん のうり 4" ん かみ くに ふ つ 5 じん しんた 3 うか しんこく もと >5 じつ に ん — 

點 から、 イエ スの腦 裡に存 する 神の 國と 普通人の 心頭に 浮ぶ 神 國とは 固よ. 9 同日の 談 ではない。 

11? の 多く はきに つける 1- を， 考 へたが、 イエ スは 天に つける 眞 理を談 じた。 彼等の 思惟 期待せ る 

^ \ CC -1J くき お 4,、 で， * しんこく じつ し. a く ふく えいく わ.；' じゅ 3 じつ し.. ん せい 

1 のき は^ 帶 ぶる 嫌 あるが、 イエ ス の宣傳 なされた 神 國は實 に 祝福と 榮光 とに 充赏 しね 神聖 

な である。 だから、 » は^たの k つべき もの、 此は篛 人 や 聖徒が 其 公義 博愛 を 武器と して 開 

柘 する 新 地で ある は 言 ふまで もない。 神の 國は 義人 セ ー ントの 開拓すべき 理想的 新 天地で ある 

とすれば、 イエ ス はす i ちき s4 のし 銜： で、 吾人 クリスチャン は 其 兵卒で ある。 吾人 は 世の 罪 惡を撲 

め0 し.？ こく ちじ や- リ み こと でき いな これ けん せつ ； も ひに I 、まべ^? 

滅す るまで は、 神國を 地上に 見る 事 は出來 ない、 否 之が 建設せられ ざる 間 は， クリスチャン は 枕 

を 高う して 眠る 事が 出來 ない ので ある 


よ 4>ん しやた ち ん でん ^ くに キリ A ト おい なかん * じ ゥ抄ん A 

の 豫言者 達に よ. y て宣傳 された 『； t の BI」 は 基督に 於て、 遺慽 なく 失れ が 赏現を 見た ので ある。 

否 寧ろ イエ ス 自身が 神の 闘の 創始者と なり 給 ふたので ある。 

,? 'み ， 、に さラし しゃ 

(四)； 1： の國の 創始者 

しゃく わいて *1 し めい かみく に ふ モ こ この よ おい かれ じんかく モのひ 、> くん 

イエ スの 社會的 使命で ある r 神の 國」 を 見る と、 其處に は、 此 世に 於て、 彼の 人格と 其 敎訓と 

1* み くわん ぜん けんげん おも いな キリスト ちじ やう *j いく わつ モれじ しん かみ くに ない ょタ 

は 神の 完全なる 顯現 であると 思 はしむ る ものである。 否 基督の 地上 生活 其 自身が 神の 闕の 內容を 

な いん じっしよ い こ-ろ む さんしゃ ふ ぐ しゃ たい たいど ひんじゃ じゃくしゃ 

遺慽 なく 赏證 して ゐ ると 言って よい。 試みに 無 產者ゃ 不具者に 對 する イエ スの 態度、 貧者 や 弱者 

みい その it:/' じ や よ ひと ものがたり おい そのて な あい じんる, みい たう じ もっと しゃ レ 

を 愛せる 其 絶えざる 同情、 善き サ マジア 人の 物語に 於て 其 敵 を も 愛する 「人類愛. T 當時 最も 賤 

ザい り ざい にん とら およ i.i ん しゃ， ゝ わい と 3 やう じん しふくわん や- * 

めら れた税 _ 吏 や 罪人， の 友と なった イエ ス、 及び 一般 社會 から 東洋人の 習慣と して、 稍と も すれば 

べつ し どぐ わい し がら ふ じん せ. フに な $J たい いづ ぺ うど V ち & み れい こん すく ひ しめ 

蔑視 度外視され 勝ちな 婦人 ゃ小兒 等に 對 して、 何れに も rl^ 等の 地位」 を 與へ靈 魂の 救 を 示した 

り さ、 りてき しゃく わい かみ くに にう とく じつ り さ V て v-.> じ ぜっ にい じん かく しゃ い 

など は、 理想的 社會 としての 神の 國 の道德 として、 赏に 理想的で あると 同時に 絶大な 人格者と 言 

はねば ならぬ。 ィ ュ スは舊 社會に 於て は、 利己 生義、 爭鬪、 偽善、 妥協、 不信仰.、 破壞、 陰謀、 

きょく かい れ. 7 ず ざやく. U い はくがいと- ジ みと しんり さう しゃく わい おい かみ ち- こと せ かいどう はう しゅぎ かみ もい 

曲解、 横暴、 虐待、 迫害 等 を 認め、 新 現 想 社會に 於て は、 神の 父なる 事、 世界 同胞 主義、 神の愛 

ふ へん *^ぃ かふ し はい おんら や-つとう みと こ がれ かみ く C そのたに しせ もと これら 

の 普遍性、 神の 支配と 恩寵 等 を 認めた。 之れ， 彼が f 神の 國と其 正義と を 求めよ、 是 等の もの は 皆 

加 へらる /~』 と 言 はれた 聖句 でも 察し 得られる。 
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*- いしん この レん しゃぐ わい そしき かみく に レ A ん せいしん ら い 

の 精神 は此 新社會 組織と しての， 神の^の 市民の 精 祌を表 はした ものと 言 はねば ならぬ。 

. (三) ； t の國の 性質と 內 

つ VJ この しんしゃ くわい そ 卞 せいしつ そのない ょゥ これ さき の キ3 .^ト つた しんこく 

次に 此新 服會 組織の 性質と 其 内容で あるが、 之ば 先に も 述べた やうに、 基督の 傳 へた 神國 は、 

tl み こ たち せいぎ あい おこな せ かい じん るる V'A さ. T- りつ せ いてい これ i5 ぢ 仁 *4 ゆる 

神の 子 達の 正義と 愛の 行 はる、 世界で、 人類に、 神の み 創立し、 制定し、 之 を 統治な し 給 ふ 唯 一 

む り さ 5 しゃく わい かみ くに こ. *,c *i づし ら のい ,> に うわ もの 、ひ づ At かわ 

無二の 理想 社會 である。 神の 國は 心の 貧き 者の 入る を 得べ く、 柔和なる 者の 受け 嗣ぐ ベく、 飢渴 

ごと >レ し t もの まん 4- く こ-ろ f もの かみ まみ う へい わ もと もの かみ こ 

く か 如く 義を慕 ふ 者の 満足すべく、 心の 淸き 者の 神に 見 ゆる を 得べ く、 平和 を 求む る 者の 神の 子 

モん えい r.7u しゃく わい & いか りんりて 3 おし 

の 尊榮を 蒙る べき 麼會 である を 見れば、 それ は 如何ば かり 倫理的な るか は i; して 知る べしで あら 

r かみ くに ひ き ゆ. f りん りてき しんり てんち じつ ゆん くに ゅ& もの せい ぢ £ な 2f 

う C 新く 神の 國は 無窮な 倫理的 眞理の 天地に 宵 現せら るべき 國な るが 故に、 其 政治 は 取 b も 直さ 

す 無窮なる 神の 道義 法の 政治に 外なら ない。 此國に 於て は 一 人の 奴隸 なく、 皆 自主 自由の 民ば か 

かみ このく に ち A じんる, モ のこ 

らで、 神 は 此國の 父で 人 額， は 其 子で ある。 

に つに かみ くに こ こ -み か しこ み い ごと ビタげ て さ モ こ 

又ィ H スの傳 へた f の國は 此處に 見よ 彼處に 見よ と 云 ふが 如き 有形 的の もので はない。 其處に 

ざいもく ひもい、 なみ 1 一 ，v わんし や さん" び しん 亡い い 4は べつせ かい 

は罪惡 なく， 悲哀な く、 淚 なき 感謝と 讃美と 肺聖 なる ライフ を營む 別世界で ある。 クリスチャン 

こ こ じゅんけつ もい ち にんけ つ タ つく せいく わつ- こ こ ら ひ いく た 

は 此處に 純潔なる 愛の 一 致. 画 結 をな して、 美しい 生活 をな すので ある。. 之れ 古來 幾多の クリス チ 

かつ f ど 5 ひい や ， さいじ やう き f こく ひ じ ゃ3 り さ 3 き や、 ひ この 、- ^ おい なが ねん 

ヤンが 渴 望し、 憧愤 して 止まざる. 最上の 希望 國、 無上の 理想 鄕 である。 此 意味に 於て 長年 ュ ダャ 


かへ つ しょ、 > り の * ほくしん これ このよ .1 か A くに けんせつ ため モのビ い » 

t 却て 勝利 を 望んで 滞 進した。 之ィュ スは此 世に 「神の 國」 を 建設 せんが 爲に は、 其 第一 步と 

もし は じん ろる さ ふじょ、 r- き そ A づか ぼつ ため 

なう、 足場と なって 人 額 救拯の 基礎お らんと 自ら 欲した が爲 である。 

(五) 神の 園と 敎會 

われら でんに う モ のけう くん み かれ しんしゃく わい せいりつ fcil さう ざう けいく わく す- 

我等 は イエ スの傳 道と 其 敎訓を 見る と、 彼 は 新 社會の 成立 を 管に 想像 計畫 せし のみなら す、 進 

これ けんせつ き f ん せいりょく けいち 3 これ じつ 4" ん つと じじつみ かれ この & f もく て^^ 

んで 之が 建設 を 希望し、 全勢力 を 傾注して 之が 窒 現に 努めた 事實を 見る。 彼が 此 希望と 目的と を 

初めて 明言した の は、 彼の 注意すべき カイ ザ ジァ、 ビジ ビ 旅行の 際であった。 然し 彼が 此 大切な 

は -> しん の -フ h, <p は はや ころ すくな すで しと せん てい i こと うたが 

方針 を 腦裡に 描いた の は、 極めて 早い 頃で、 少 くと も卽に 十二使徒 選定の 時に あった 事 は 疑 ふべ 

4 ころ た うじ もくて ところ せん こくみん くいあ fcfc ぎ むか 

からざる 所で ある。 當時ィ ェ スの 目的と した 所 は、 全ュ ダャ國 民 をして 悔 改めて 義に向 はしめ、 

-X しんしゃ くわい モ し *0 わ V ご く けん ii つ しん 

兹に 一 新社會 組織の. 王國を 建設 せんとす るに あつたと 信せられ る。 

さ け V くん かみ くに £ ところ 仁 S これ はん ひう くわい と ，？- き は すくお 

倍て、 ィ H スの 敎訓に は、 神の 國を說 きし 所 多々 あるが、 之に 反して、 敎會を 說く事 極めて 少 

しか しと にん つく ごれ り さうて きしゃく わい よ ちょう モ のさい ご ちか とき 

い。 然し 使徒 圃を 作って 之 を 理想的 社 會の豫 兆と しお イエ スは、 其 最後の 近づいた 時には、 やが 

あら きね しんしゃ くわいせ ど みづか かに しか これ めいはく こくはく はじ わ 

て 現 はれ 來 るべき 一 つの 新社會 制度と して、 自ら 語. 5、 而も 之 を 明白に 吿 白し 始めお T 我れ わが 

敎會を 建つべし」 (太 十六の 一 八) とは卽 ちそれ である。 之れ イエ スは 敎會は 神の 國の 理想 を實 

Jt ん ざ 5 しん ため ち じゃォ た slo し 5 え 3 い 3 けい にんたい しん to£ 

現增進 せんが 爲に 地上に 建てら る. Z 唯 一 主要の 有形 圃體と 信じた が 故で ある。 
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つ >P かみ くにさ 3 し しゃ おい もっと いち •、 るレ かれ おい じん. 0,0 きふ ざい あし は み いに. かれ くわん ぜん 

次に； S の國 創始者 イエ スに 於て 最も 著き は、 彼に 於て、 人類 救濟の 足場 を 見出し、 彼の 完全な 

じんかく おい かみ もくてき する かう こと これ 1 れいかい わ *f しゃ モの しゃ、 > た-か つ 

る 人格に 於て、 柳の 目的が 遂行され お 事で ある。 之 は r 靈界の 王者」 として 其 一 生 を 戰ひ續 けた 

らょ 3 «f ^ かれ じんる， お が ひ か-あ & ところ 43 よ 3 ど 3 せよ タ つ-ひ ざいもく す te は さんけん じんけん く 

に徵 して 明で ある。 彼 は 人類が 互に 係. 9 合って 居る 處の 共同 共通の 罪惡、 卽 ち金權 ゃ人權 から 來 

l、，、f わく ざいみ く ち せいふく しんこく さ 3 ししゃ レ めい はねえ れいかい しや-りする じつ そん 

る 誘惑 や 罪 惡のカ を 征服して 神國 創始者と しての 使命 を果し 得た の は、 雷 界の將 帥と して 實に尊 

けい あ ひ あご ろ かれ けん ゆん じん る. しん くわ じ にい くわく る じん い 

敬に 價 する 所の ものが ある。 彼 こそ は 神の 顯 現であって 人類 進化の 一時 代 を 割す る 偉人と 言 はね 

ばなら ぬ。 

を は ひも いめい かみ せいめい ぞ たいて *7 も いしき か& せいしん くわん ぜん たい i& ん しん 

終- 9 に、 ィ ュ スは 人の 生命と 神の 生命との 絕對的 一 致 を 意識し、 神の 精神 を 完全に 體 現した 神 

こく さ、 プ. し しゃ かれ じんるな いう う さいしん ど、 ゥ さつり よく ふしぎ れいのう み しんが ね じんかくしゃ 

國 創始者で ある。 彼 は 人類の 有し 得る 最 深の 洞察力と 不思議なる 靈 能に 満ちた 新型の 人格者で あ 

to& かみ くに おい おもん せいしん ビ.？ C く かれ おい もっと くわん ぜん たい ゆん い これ 

っ^。 故に 神の 國に 於て 重 せらる 精神 道德 は、 彼に 於て 最も 完全に 體 現された と 言って よい 之 

こんにち あら は いと ちう さいかう り さうて ゆ. 1 きふし ゆ じんる, れいてきし さん たい てん あね 

は 今日まで 現れた 聖徒 中 最高の 理想的 救 生であって、 人類の 靈的 資産に 對 して 天から 與 へられお 

さ > にい ふや > かれ ぶつ K や. 5 ： ひ くれん し S3 もりこ む Si し せい じん 一 くん し し fl きんよく しゅ 

最大の 相續 者で ある" 而も 彼 は 佛陀の 様に 悲觀 思想の 虜 となった hN、 昔の 聖人 君子が 置 々禁欲 主 

ぎ および とん せい レ 5 ぎ かたむ とら 4- いく わつ おく かみ く C ナ ん せつ ため 

義及 遁世 主義に 傾いた やうに、 とも すれば 囚 はれた 生活 を、 送らなかった。 神の 國の 建設の 爲に 

I おの i4 じふ じか じ や. ^ ぎ * い がう a- へり か A くに じゅ りつ たも 

は、 已が身 を 十字架 上に 犠牲に して、 毫も 顧みなかった。 ィ H スは 「神の 國」 を 樹立 せん 爲には 

IV の ぜんと いか はん たい もん 3 ん あら は はくがい し かれ *4 $ かれ けつ ちん 5 つ おち、 

其 前途に 如何なる 反對と 暗雲が 現れ、 迫害と 死と が 彼 を 待った 時で さへ、 彼は决 して 沈欝 に陷ら 


5V> くわ、." てんごく ど.. A ど3 t い せい しづ これ *4 たけ. T- くれい さい，！' こんにち いは 5 & じん はん 

る敎會 は、 天 國と同 一 同體^ る べき 性質の ものである。 之 は 又 敎會を 左右す る 今日の 所謂 「人 權」 

い A せいれい しゅよ ひとたら しゃく わい すな は か A り f じつ： t ん み 

を 意：^ しおもので なく、 聖靈 によ， 9 て イエ スを 生と 呼ぶ 人達の 社會 が、 卽ち 神の 理想の 實 現と 觀 

このし やく わい おい しとたち れい て さ くん れん なん ぢら ち しぼ し は 

たので ある。 だから、 此社會 に 於て は、 使徒達 は靈的 訓練 をな し、 「爾曹 は 地の 鹽な -5、 鹽 もし 

ぁぢ 、> しな なに これ も ぢ いくん *4 も ひたすら そのせ いしん しゃく わいく わ くわん こく 

其 味 を 失 は 5.- 何 を もて 之に 味 をつ けんや」 との 聖訓を 守り、 只管 其 精神の 社 會化を イエ ス は働吿 

ところ キリ スト しお タ てん ご か く ち い ところ おは け 3 くわい けんせつ 

された ものである。 處が 基督の 昇天 後 は、 H ルサレ ムを はじめ 各地 至る 處に 多くの 敎會が 建設 さ 

モ のり さう さいしょ かみ くに はん ** つ じゅん いしん タん »; う はじ のちね ん&っ へ したが 

れ、 其 理想と せる 最初の 「神の 國」 の 建設て ふ 純 精神 運動で 始められね のが、 後年 カを經 るに^ 

かみ くに もっと ら も し 5 け 5 てき り さ 5 しゃくね い i りみ つ.^ ど う じ けん はふ つく けうく わいせい 

ひ、 神の 國を 最も 力 ある 宗敎的 狸 想の 社會 として 取扱はなくなる と 同時に、 憲法 を 作，. y、 敎會政 

！ u- もしき f りよ くわん レ よく またかいき ふとう くわん もち ろんし S »*\ モ しき しん か 5 か で 3 15 はな はに 

治の 組織、 僧侶の 官職 又 階級 等に 關 して は 勿論、 種々 なる 組織 や 信仰 筒條が 設けられ、 甚 しきに 

いた け-つく わい さい ^5 り さう あ ふ しか け •> くわい けんりょく た か しゅ. A\ せ いぢき くわん 

至って は、 敎會 をば 最高 理想と して 仰ぐ やうに なった。 而も 敎會の 權カを 高めて 種々 な 政治 機關 

しはい ちる のぼ こと キリべ トけぅ さいか タ もくて ま くわん せい や 5 おも *0 とく 

を 支配す る やうな 地位に 昇す 事が、 基督 敎の 最高 目的 を 完成す る ことの 樣に思 はれて 來ぉ 特に 

ちう せいき おい けラ くわい こく い じ や， > けんりょく みと じ じつ も 5 しう くわ JJ 

中 世紀に 於て は、 敎會 をば、 國家 以上の 權カ ある ものと 認める やうに なつお 事實 は、 歐洲の 過去 

れき レ てら 6 きら 

の 歷史に 照して 明かで あらう。 

か jt ん だいけ うく わい レ めい けうく わい じ しん さいか 3 もくてき か, 6 くに われ/.^ こ、 ろ か てい こく 

斯く 現代 敎會の 使命 は、 敎會 それ 自身の 最高 目的と する 神の 國 をば、 我々 の 心に、 家庭に、 國 

か *ふ 々く * わい ： じつ ゆん も われ 》s.\ け 3 くわい しゅえ ラ もくてき り さタ てきしんし やくね い じっさい しゃく わい じっ^ん 

家 社 會に實 現す るに ある。 若し 我々 が 敎會の 主要 目的で ある 理想的 新 社 會を實 際 社 會に實 現す る 

三 イエスの 社會觀 三 五三 
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-.； わい ご レ .> け. プ てき は 5 めん < びと よ ： 一 

1 體敎會 の 原語 ェ ク レ シァ は、 ギリシャ 語で は 宗敎的 方面から 見た イスラ ェ 〃人 を 「呼び^す」 

V » » けい CP A.^.- みん いみ かみ くにじつ 4" ん な その i- いしつ ぞい ど しめ 

と 言 ふ、 刺との 契約に よる 選民て ふ 意： i の もので、 神の 國赏 現の 名と して は、 其 性質 や 制度 を 示 

• て^. ごい いま モ のしめん せつ か A くに じつ ^>ん & え、 _ 

すに 極めて 適 當な語 だと 言 はれて ゐる 今や ィ H スは其 死に 面接し、 神の 國の實 現地で ある 『永 

しゃ, く £ぃ • ^ ，け 5 く f い- ご のこ い ぎふ か こと い し：；； ォ3 くわ、， *i 、- しつ 

遠の 社會」 を は r 敎會」 て ふ 語で 殘 されし 事 は 意義深き 事と 言 はねば ならぬ 然 らば 敎會の 性質 

^ くに K わんけ い いかが い なん ぢ いはを われ いは うへ ゥ- r ラ 

と 科の 國 との 關係は 如何であった かと 言 ふに、 汝は ベーア 51 (磐) なり、 我 この 磐の 上に 我が 欽 

c^i 'よみ， もん ノ » てん JJ く かぎ なん あ およ -£ん^ ち つな 

會を 建てん、 黃 泉の 門 はされ に 勝たざる ぺし。 われ 天 國の鍵 を 汝に與 へん、 が そ^が 地に て 縛ぐ 

とに ろ てん つなち と ところ てん 4 、ご 

は、 天 にても 縛ぎ、 地に て 解く 所 は 天 にても 解くな り」 (太 十六の 一八 ー ！ 九) と 昏 へ る 語に 

^^u^ / す tt は か A くにじつ ゆん n しょ け 3 くわい t キリ.？ けうく わい ヌ 

よく 說 明され てゐ る。 即ち 神の 國赏 現の 場所で ある 敎會 は、 先づ 基督の 敎會 で、 之 は イエ スが生 

1^ んも つゆ せんでん りき り くに ？ 7 こと しか このけ うく わい かみ くに *;、，卞，0 かみ せいぎ 

前 專ら宣 傳カ說 せられた 胸の 國と同 一 たる べき 事で、 而も 此敎會 は 神の 國の 精髓 である 鉢の 正義 

い おこな しん い にんたい 一 をし い くわん あ ふ 

と 愛の 行 はる、 剌聖 な圃體 たるべき を敎 ベお ものと 言って よい。 換言すれば、 イエ スの 仰せられ 

わがけ.^ Y わい キ^. f ト き， て 3 しんしゃ くわい モ P れいい ち せいしん く く，， J 

た 『我 敎會」 は 基督 を 基調と せる 新 社會、 其靈に 生かされ、 ィ H スの 血と 精神の 流れ を 吸んだ 會 

もん たが？^ キリ,？ ベく はく かれ もつ かみ けいじ ひと どラじ *4 たか tJ< しん こん-: さ 

員 は 互に 基督 を吿 白し， 彼 を 以て 神から 啓示され た 人なる と 同時に、 ヌ 霧な b と 信す る圃 li を 指 

すので ある。 

i)4ki:*-..i*ir*".ll.*l. ほ . し， ん *, » ，われ てん SJ く -^y a ん； 1- あた ■ ごと み くに ？ち よう 

此新 社會に 於け る 第二の 眞现 は、 「我 天 國の鍵 を 汝に與 へん」 と あるが 如く， 神の 瞬の 表徵 であ 


IJl ろ お. 4J 

心すべ き だと 思 ふ。 

(六) 神國に 人る 資格と 條 i 

いじ や 5 よ かみく につ -0 さいの このえい 》1ん 力き 53 くにい いか しんか タ で V- け A 

以上 余 は 神の 國に 就いて 委細 述べた が、 されば 此 永遠 無窮の 國に 入る に は 如何なる 信仰と 條件 

ひつえ-つ もんに い さいご かいけつ のこ い *4 モ の はんざつ さ ため き は 

とが 必要で あるかとの 問題が 最後に 解決 さる ベく 殘 されて ゐる。 今 其 煩 難 を 避けん が爲に 極めて 

£i ん たん これ い すな は くひ みら； Z め しんか ラ かみ くに い』 こん ほんてき でう けん これ かみ くにし ぎふ 

簡 "おに 之 を 言へば、 即ち 悔改と 信仰と が 神の 國に 入る 根本的 條件 となって ゐる。 之 は 神の 國嗣粱 

レ にい い も つと たい せつ で V けん つぎ え 5 きう 

者お るの 第一 の ステップ とも 云 ふ べき もので 最も 大切な 條件 である。 次に イエ スの 要求 せられた 

かれ せっけ 3 ご と せいぎ つ る 4v う こ £ これ たう じ がくしゃ し、 つけう か ら ひと 

る は、 彼の 說敎 にある 如く、 正義 を 追求す る 事であった。 之 は當時 ユダヤの 學者、 宗敎家 等の 等 

をし しか キリスト, せいぎ れら 4K f じつ ろん 

しく 敎 へ おので あるが、 併し 基督の 敎 へ られぉ 正義と 彼等の 唱 へ おそれと は 同日に 論す ベ から ざ 

ある もの モ こ たれ えう f ある もの ひモ かれ いは なん ぢら がくしゃ 

る 或 者が あった。 其處 にはィ H スが 誰に も 要求な されお 或 者が 潜んで あった。 彼 曰く r 汝等學 者 

fctf なん ぢら せいぎ- すぐ かみ くに い あた せい！ y 

と パリ サイの 義 しきょ， 9 も汝 等の 正義 若し 勝れ やば 神の 國に 入る こと 能 はや」 と。 イエ スの 正義 

い 1^ この せい く てら もく れ 3 ぜん もの 

の 意 妹 は此聖 句に 照しても 一 目 瞭然た る 者が ある。 

た 3 じ レラ い か せいりょく しう は かれ *S モ せんでん らい け 3 り しふくわん じ 5 んし 5- 

當時パ リサィ宗と云ふ可な-..^勢カぁる宗派がぁったo 彼等 は 祖先 傳浓 の敎理 習慣 を 遵守す る は 

こ-" メし. 3 で. つ じんせ や I i^p かんが かれら かいりつ きれ- *-\ ものけ いちょう 

之れ 宗敎の 本義、 人生の 意義 ある ライフな りと 考 へた。 彼等 はモ， I セの誡 律 を片々 にして 其輕重 

ぶい.. せリ ^ ' f • • • f つ し 3 ぎ やう さと けいしきてき ぎ お もつ こ のラじ fc 

大小 を譎 じ、 1 誡又 ー誡、 一 律 又 一 律 を 修行す る 如き 形式的の 義を追 ふ を 以て 之れ 能事 足れり と 

三 ィ H スの ！M.# 觏 つ 一一！ 五 五 
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せいしん 3 しな け- プ くわい せいど れいてん くわつ どう とら も はやけ V- くわい か& くに けんせつ にん. い あ *a 

精神 を 失 ひ、 敎會の 制度、 鱧 典、 活動に のみ 捕 はれお ならば、 最早 敎會は 神の 國 建設の 圑體に 非 

きう じょ りょく 3 し tl あくて 40 しゃか -iN き くれん はん こと ところ 

すして、 救 趣 力 を 失つ た 俗 的 社交 機 蘭と 何の 異なる 所が あらう か。 

は かみ くに じつ ゆん h- さう レ やくれい けラ くねい の じぶん モの しゃく わいく わ つ _ C んモ 

終りに、 神の 國を實 現す る 理想の 社會 は敎會 であると 述べた 自分 は、 其瓧會 化に 就いて 一 言 添 

た つた かみ くに じつ ゆん け -> くわいない よく &ん こと > »ん ノ， > 

へ 度い。 それ はィ エスの 傳へ た 神の 國の實 現 は、 敎會內 に 局限され ぬ 事で ある。 何と なれ は、 

くに じんる. せいく わつ ぜんたい はタ よう モ のし やく わいく わ ぜんせ だい く るき レ た；^ ゆかい 

の國は 人類 生活の 全體を 包容した もので、 其 社 會化は 全世界 を區 域と する。 從 つて 世界 を 摩げ て 

かみ くに け. ゥ くわい か てい こく か さん： t.w しょせい & とも しゃくね いせん はん モ ，し.<^？ 

砷の國 となす に は、 敎會 は、 家庭と か、 國 家と. か、 產業 とかの 諸 制度と 共に 社會 全般の 組織 を 

ビんぢ キリ. <ト けラて liO かいぜん すな は モ こ かみ くに りさ-つ じつ！ 

ば 漸次 基督 敎 的に 改善すべき であ， る。 即ち 其處 に、 神の 國の狸 想を實 現す るの が クリスチャンの 

じ めい ひかし に ほん けうい く じぜん じ db ふ みなも- プ ベい せんけう し ts いち キリストけ ラて し につ 

使命 だからで ある。 昔日 本で は、 敎育 とか 慈善事業 とか は皆歐 米の 宣敎 師ゃ內 地の 基督 敎的 指導 

しゃ レ はぃレ だう ザ て-ど ち. ゥ V いき お しゃく わい け V 'くわい しはい し にう r- ゃラ ところ 

者の 支配 や 指導 を 受けた もの， た。 恰度 中 世紀に 於け る社會 が， 敎會の 支配と 指導 を 受けた 様に。 處 

しゃく わい ぶんく わ レん ほ こんに & ちタ せい じ だい さ V 'ざう え あたら じ やうたい ^ん しゅつ くね こ おい 

が赴會 文化の 進步 した 今日は 中 世紀 時代に 想像し 得なかった 新しい 狀態を 現出し、 過去に 於て、 

けうく わい お S レ よせき にん い け- ゥ くわい おえ は ど はい はつ てん と い ii U さ & ん 

敎會が 負 ふて 居た 諸 責任 は、 今や 敎會の 負 ひ 得ない 程に 大發 展を遂 ぐるに 至つ お 之れ 疋 しく 現 

にい しゃく わい げ、 i' くわい よ なにごと な 5 じ にい U-7 らいいみ ゅゑ この さい 

代； M 會は 敎會に 依らす して 何事 を も 成し 得る 時代の 到來 せる を 意 妹した ものである。 故に 此際ィ 

り さう かみ くに i ん り けんきう たいけん あら しゃく わい せいしん V ん？. ：ラ くわつ はつ こ-ろ あら 

エスの 理想と しお 「神の 國 J の 原理 を 研究 體驗 して、 凡ゆる 社會に 精神 運動 を活 撥に 試みる に 非 

けうく わい つ ひ けい たい ゎづ その-けい せき £r ひ *c や 5 み P ゆん ii い うく わい お ほい 

ざれば、 敎會は 遂に 形體 となって 僅に 其 形跡 を 止む るの 悲境お 見ぬ とも 限らぬ。 現代 敎會は 犬に 


くこ い ひつ え V でタ けん も fc いせつ ； ゆみ ぜ^ しん ぜ， ん れい けつ k し.. ん 

祌の國 に 入る 必要 條件 として 最 一 つ 大切な ものが ある。 それ は 神に 全身 全 靈を献 ぐる 決心で あ 

か わため そのいの ちな しもの ね でし こと もた モ わ， お そのいの； す 

る。 彼の 「我が 爲に其 生命 を惜む 者が 吾が 弟子と なる 事 能 はす、 蓋 は 吾か爲 めに 其 生命 を棄 つる 

もの これ え モ のい の& をし もの かへ つ 3 レ il , * . ご， じん. - もの ， に& 

者 は 之 を 得、 其 生命 を 惜む者 は 却 V- 失 ふべ けれ はなり」 と は 吾人 クリス チヤ ン たる 者の I 日 も 忘 

&a- く かく ご It- し かみ ひと た とキ. - おはい な く なう 

却して はならぬ 覺 悟を敎 へられた ものである。 神と 人との 爲 めなら ば 時には 大に 泣くべし、 苦悩 

よ ま ヒ まく が-;" にん た 、- タ いな と 4« わがい のち さ- - 

する も 可から う、 又^ 害 を も 忍耐して 受くぺ しで ある。 否 時には 我 生命 を も 捧げなければ ならぬ。 

な じこ たも モ せいめい モ かへ つ これ うしな かみ ひと 仁 これ す もの 

何故 なれば 自已の 爲に其 生命 を 得ん とする もの は 却て 之 を 失 ひ、 神と 人との 爲 めに 之を棄 つる 者 

は 之 を ii るからで ある。 ィュ スの敎 に 依れば、 眞に 自已に 死んだ 者 は 自已に 生きた 者で ある。 

くん 仁め モ のい のち けん もの ？ a にい ふ さゆう せいめい え おな， かみ ほ - 

君の 爲に其 生命 を献 じた 者 は、 更に 犬なる 不朽の 生命 を 得た ものである。 同じく 神と 世の 爲 めに 

其 肉體を 粉に し、 血 を 流して まで も 忠義 を盡 した クリス チヤ ンは眞 のき 睡に 於け る 尊い 生命 を 得 

、 こ ら ひ a じ.？ せいしゃ し こんにち じ y い だ ふか いんし や- ソ のこ， * & せよ くわん く f 

たもので ある。 見よ、 古來 偉人、 聖者の 死 は 今日の 時代に どれ 丈け 深い 印象 を 遺し、 又淸ぃ 感化 

しゃ、 リゅ？ »c れきし めいはく りっしよ 3 ところ U じん け 3 くん Ij- ぺ じゅふ のせい くわつ 

と獎 勵を與 へね か は、 歴史の 明白に 立證 する 所で ある。 吾人 は イエ スの敎 訓と其 事業と 其 生活と 

とき かれ すぺ かみ くに しん ぎ はつ せ これ てん ち おん せつ た み いな キリ みト I ご じ しん 

を 見る 時に 彼が 凡て は 神の 國の眞 義を發 揮し、 之 を 天地に 建設し 給 ひし を 見る。 否甚督 御自身 は 

^lみ くに あら はれ み 

神の 國の顯 現な h- し を 見る ので ある。 

一一！ イエスの 社會觀 三 五 七 


第 廿九章 耶蘇の 砷國訓 三 五六 

\JC た * しき もつ か j5 くに い かの .i:- い > か？ B れいがん ひ <S そのり つ 

した。 此義. ^以て 神の 國に 入る 乙と は 到底 不可能なる は 言 ふまで もない。 必ゃ靈 眼 を 開いて 其 律 

はふ しん f X レ S もつ せん ひゃく かや つらね にい に ラ お いとく 6 ら けつ かみ に たみ 

法の 爲相を 看取し、 一 以て 千 百の 誡律を 貫く 大道 を體 得する に 非 ざれば 決して 神の 國の 民と はな 

に， ん モ のしし くわ S えい にな でき これ 44 さ せいぎ いしつ モ のりやう おい *i さ 

れ ない。 斷 じて 其 嗣子た るの 光 榮を荷 ふこと が出來 ない。 之 正しく 正義の 性質と 其 量に 於て 勝れ 

せつめい ) よ み けう じ せいぎ かれら 

る もの ある を說 明した もので はなから うか。 之に 依りて 見れば ィ H スの敎 示せられ た 正義 は 彼等 

ぶっしって きせ もくて 3 はん * のせい しつ れいてき くわん ん モこ しんし しんせい VJ 

の 物質的 世俗的な るに 反し、 其 性質に 靈的 完全なる ものが あつお。 其 處には 神 子た る眞 正義が あ 

これ か りつ はふ もん じ ちょく や < てき じゅんしゅ ぐれい けいて を ぜんか タ モ のし さう e は ラ およ そのす ベ 

つた。 之 は 彼の 律法の 文字 を直譯 的に 遵守す る 外形的 善行で なくして、 其 思想、 希望 及び 其 凡て 

f き おい ぜん じゅんけつ iV の &んか V へ 5 り もっと にく さ 

の 動機に 於て、 全然 純潔で なければ ならぬ。 其 言行の 表裡は 最も 惡むぺ きもの、 避くべき もの、 

み 5l *4 へす ベ み ま X せきら A 

神の 前に は 凡てが 有らの 儘、 赤裸々 でなければ ならぬ ので ある。 

づぎ こ. * とく ちう い てん ひと たん せい ぎ くわん ねん いに £v さら このせ い 

次に 鼓に 特に 注意す ぺき點 が ある。 それ は、 人 は單に 正義の 觀念を 抱く に 止まら や、 更に 此精 

しん けい もい ねん み こと も. これ か せっかく せい ぎ かみ *t へ モ のしん 

神が 敬愛の 念に 充 たされなければ ならぬ 事で ある。 若し 之を缺 けば 折角の 正義 も 神の 前に は其眞 

かち SiOj ひと も くひ もらた かみ しんかう せい ぎ けい みい ねん .PC- かみ したが かみ 

價 値がない ものと なる。 故に 人 若し 悔 改めて 神 を 信仰し、 正義と 敬愛の 念 を 以て 神に 從 へば、 神 

じんる .0 すべ ひ づぇラ モ .ft たお かみ こ かみ くに さタ もくし や 

は 入 類に 凡て 必要なる もの を 備へ給 ふ。 それば か， 9 ではない。 神の 子と なし 神の 國の 相鑌 者お る 

にい とく けん あお し かれ せつ け^' もう なん ぢら かみ くに そのた にしき もと さ， すぺ 

大 なる 特 櫂を與 ふと 敎 へられお。 彼が 說敎 中に r 汝等 神の 國と其 正義と を 求めよ、 然 らば 凡てな 

AtettAI く は つた t すな は この へん せ- つ f らも 

くて ならぬ もの は皆汝 等に 加 へらるべし』 と 吿げ給 ふお の は卽ち 此邊の 消息 を 波した ものである。 


第三 十 章 耶蘇の 家庭 訓 

一 結婚， 問題 

けっこん くわん けんかい き は ん たん い つく ， す な は — ひと づく , は，. じ， ^ 

結婚に 關 する ィュ スの 見解 は 極めて 簡單で 意を盡 して ゐる。 即ち r 人 を 造り 給 ひし もの、 元始 

これ 4ii こ 4- んな ゥく か- toa ひと ち-は 1 はぶ， fc- き * り』 ' , 

より 之 を 男と 女と に 造れ. 9、 斯る 故に 人 は 父母 を 離れ、 其 妻に 合 ひて、 二人の もの ー體 となる ベ 

さり たい この かみ あは た *i もの ひと はな 

し。 然れ ば、 はや 二人に は あらす、 一 體な， 5。 此 故に 神の 合せ 給 ひし 者 は 人？ -れを 離 すべから 

い しん 占い なんに よ しゃくね いせいく わつ もしへ よ かてい このよ 

す」 (太 十九の 四— 六) と 云 ふ 神 il な 男女の 社會 生活で ある。 イエ スの敎 に 由れ は、 家庭 は此世 

t しゃく わいせい どら？ つと しんせい なんに よ けっこん し？ r£ い A い； わ-つ > - ^' ； Hp I ^^(^^n^^ u 

に存 する 社會 制度 中 最も 神聖に して、 男女の 結婚 は趾會 生活の 第一 步 であると 同時に、 E 會 理想 

じつ レ to つお つてん す 54 は これ に- ん つと つ ** おや こ ぎむし めい つく 

を實 現す る 出發點 である。 卽ち 之に よりて 人間の 夫ね り 妻たり、 親お り 子お るの 義務 使命 を靈 し、 

i かみ えいく わう あら けっこん .y めせ： ん お^ し； i せ t い, W , h. 

共に. 神の 榮光を 表 はすに あ，. = ^となし お。 ィ ュ スは 結婚 は 其 起源に 於て 神聖なる のみなら す、 夫と 

づ *4 かみあた 44 もはや かれら り けっこん / いじ やう ふ- ュ ヒぃ 

妻 は 神の 合 はせ 給 ふたので あるから、 最早 彼等 は 二人で ない、 結婚した 以上 は 夫婦 は 一 體 となつ 

か キリみ ト けう r 4! くくわん けい おい ぷぷ せい 5 る せ や *\ ^- - - こ こ 

たので ある。 彼の 基督 敎が 家族 關 係に 於て、 一 夫 一 婦制を 唯 一 の聖 なる 基礎と なせる は 此處に 起 

1 結婚 問 超 三 五 九 


はん しつ てせ しゃくね いせい はつ さ す ，0 しゃ 3 

の 本質的 社畲 性を發 揮す ぺ きを 推獎 せられた ので ある。 

けつ こん し. > けう てせ い み なぞ i? ん ぢ よさう あい f しん f ふ けい やく けつ こん 

イエ スは 結婚 を 宗敎的 制度と 見た。 何故 なれば 男女 相愛 相 信して 夫婦た るの 契約 をな し， 結婚 

しゃく わいせい くわつ たのし こ かみ めいれい しん かれ この けんち 1^^み あは たま 

して 社會 生活 を樂 むは 之れ 神の 命令 だと 信じた からで ある。 彼は此 見地から r 神の 合せ 給 ひし も 

ひとこれ はな めい けづ こん ひと おや こ またき やうに. い 

の は、 人 之 を 離す ベから ャ」 と 命ぜられた。 而 して 結婚に よりて、 人 は 親たり、 子たり、 又 兄弟 

レ やくね いせいく わつ たのし が ひ かう ゑん り さう せいしんて 4," いぎ はっき 5 かみ くに 

たるの 社會 生活 を樂 み、 互に 高遠なる 理想と 精神的 意義 を發 揮し 得る ので ある。 ィ H スは 刺の 圃 

け-ひ くん おい かみ じん もな ち i ひと モの こ キリ ,^ト ご じ しん . かみ ひとりご ft み えい 》3 ん ち、 

の 敎訓に 於て、 神 は 人類の 父で 人 は 其 子で ある、 甚督 御自身 は 神の 鍋 子で、 神 は 永遠の 父で ある 

い. がいねん じ 5 ん けつ か てい せいく わつ り さう もし すな は かみ ち 3 しん めみ 

と 云ふ槪 念から 純潔なる 家庭生活の 理想 を敎 へ られ た。 即ち 神 を 中心とした ホ， ム は 目に 見えぬ 

せい しん てき かふ くに しゃ V 'ちょう その えい 》3 ん り さタ ひや 3 い ち じ や 5 よびか、 ひ い ひと けつ こん 

精神的 神の 國の 象徴で、 やがて 其 永遠の 狸 想鄕に 入る 地上の 豫備 校と 言って よい。 人 は 結 添す る 

こと モぅ しゃくね いい しき あせら ？. JV 'じ しゃくね いてき ひ せきにん ふが かん おの り 

事に よ hs て、 一 層祉會 意識 を 明かに すると 同時に、 社會的 義務と 責任と を 深く 感じ、 已れ 一 人の 

せいく わつ し 5 すぺ れんたいて せ かんが か f ご ふ じょ ご じ や， J せいしん VJ せいけん しん 

生活 を 主と せす して 凡て を連帶 的に 考 へ る やうになる。 彼の 相互扶助、 互譲の 精神、 犧牲 献身、 

レゃ くわい はう し せいしん かみ しん ひと みい ふうふ せいく わつ じつ ゆん タん よ. ひ けっこんく わん 

社會 奉仕な どの 精神 は 「神 を 信じ 人 を 愛する 夫婦生活」 に赏現 運用 さるべ き だと はィ H ス の 結婚 觀 

である。 


一 0000 111 六 1 
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因す るので ある。 

^5 ^ じん > しゃく.， わいくん <^ ふと じんせ V がふ はふ f A f けい .（. くわん くわ へい 

當 時の ュ タヤ 人 は、 モ.' セの 社會訓 のみ を 尊び 神聖 合法で あるべき 夫婦 道 を輕々 看過す る 弊が 

ふうふ かん もっと しんみつ くわん けい し は たん み こと すく t こ すべ 

あって、 夫綠 間の 最も 親密なる 關係 も屨々 破綻 を 見る 事が 静 なから す あった。 其 處でィ VI スは凡 

ひと かみ こ これ けっこん おい む やう にん たい にん ゆん さいしょ しゃく わいて ききつ き 

ての 人が 神の 子で、 之が 結婚に 於て 兩 人が 一 體 となる こと は 人間 最初の 社 會的楔 機と なる のみな 

みん-? -V; がふ じ やう にい ゆんどう りょく もし このい み おい けっこん じんる. まつ i- し ぜん 

らす、 民族の 合 一 上の 一 大 原動力と なると 敎へ た。 此意肤 に 於て、 結婚 は 人類に とって 全く 自然 

きが ふ タタ じ あい せいぎ おこ K さ V てきしゃ くわい モ しき レ やうち よ、 ジ い すな は にく た，- て^i-.-±.•.^.^^ん 

的 An 一 であると 同時に 愛と 正義の 行 はる、 理想的 社會 組織の 象徵と 言って よい。 卽ち 肉體的 方面 

力い ふうふ さタ SJ お yts め じんかく がふ これ せいしんてき はう めん み しんせい おか ベ 

に 於て は 夫婦 相互に 補 ひ 合 ふ 人格の 合 1 で、 之 を 精神的 方面から 觀れば 神聖に して 犯す 可から ざ 

せ タ 5£.ん こく い モ こ たん はんに よ にくたいて たい， ひしせ い 

る r 小 祌國」 と 言 はねば ならぬ。 其處に は、 單に 男女が 肉體 的に 一 體 となる のみなら や、 寧ろ 精 

しじて きど タ たい f^* くに すべ か 3 ふく びとく はっき *5 てんら じゃく わい り さう じつ ゆん 

神 的同體 となって、 神の 國の 凡ての 幸福 美 德を發 揮す る 小天地お らしむべき 社會 理想 を實 現せね 

, ) , ふ、 リ， ふ かん ねん もい じ やう ふ つ -> い いじ f f せいく わつ 

ばなら ぬ。 だから、 夫婦 間にて は、 單 なる 愛情で なく、 又 普通 云 ふ 意志と か道德 とかに よる 生活 

もら / かみ じんろ ，《 あい わ い 4/ いしんせ いく わ おこな r> ひよ あい f くに & 

に 非す して、 神の 人類愛より 湧き出 づる 精神 生活が 行 はれ、 祌と 人と に 愛せら る V 小 神の 國が見 

らる 可き だと 敎 へたの が イエスの 敎訓の 精神で ある。 彼は此 原理から 男子の 童 女子の 貞操 を 

レ fc うじ けっこん だん ぢ よきよ 3 どうせいく ねつ ぐらる レ. じん 4i い にん ゆん こん »ん てきしゃ くわいせ いく わつ り f 

敎へ、 當時 結婚 を 男女 共同生活 位に 思惟せ る ユダヤ人に 對 して、 人間の 根本的？ S 會 生活の 理想 は 

*』 の • . . ，ぶしゅぎ てき けっこん せいし， ん せいく わつ えいみ く その もび に し f か 3 る いな その ふうふ せいく わつ とぼ にん & ん 

此 一夫 一 婦ま義 的の 結婚に よる 精神 生活 を永續 し、 其 間、 思想、 行 爲否其 夫婦生活 を 通して 人間 


り えん くわん はふ りつ ひ えんじゃ 3 あね こと f ょラ れい ) も 

離 緣に關 する ュ ダャの 法律で は離緣 狀を與 へる 事に よ- 5 て 許容す る 例が あった。 故に パリ サイ 

び ど *:! こい こ-ろ り えんじゃう か 含に こと ゆる なん ぢ い かにお- *i a 

人 等 は 故意に イエ スを 試みて、 モ ー セ が離緣 狀を窨 出す 事 を 許した が汝は 如何 思 ふかと 迫った 場 

み ひ キリ スト かいびゃく はじめ ひ .* とこ ,5- んな つく た i こ toa ひと ち は. * はな り 

合に、 基督 は 『開闢の初ょ-.^人を男と女とに造り給へ-<=^、 斯の 故に 人 は その 父母 を 離れて 二人の 

たい さり あら たい この ゆ 》3 かみ あ た ま ひと これ はな 

もの j 體 となるべし。 然 らば 二人に は 非す、 ー體 なり。 此 故に 神の 合 はせ 給 ふ もの は、 人 之 を 離 

めい はく こに しか とく でし fc ちに じつ もん とき 

すべから や」 (可 十の 六. I 八) と 明白に 答 へられた。 而 して 特に 第 子 達 丈け の 質問の あった 時 

およ そのつ ま に お めと もの つま たい かんいん おこな つ モ 4- つと す， 

に 「凡そ 其 妻 を 出して、 他に 娶る者 は、 その妻に對して姦淫を行ふな-..^。 また 妻 もし 其の 夫を棄 

セ とつ いん おこ な ふ ゆん モ こ かん いん 

て、 他に 嫁がば、 赛淫を 行 ふなり」 (同 十の 一一 I 一二) と 附言せられ た。 其處に は、 「姦淫 

toa いは あ ひ はかい か き やうぐ う じ じ や v り いう もと 1^っと つ 王 

の 故なら で」 と 云 ふ 場合 は ともかく、 その他 は 如何なる 浸 遇、 事情、 理由の 下にても、 失 は その 妻 

つ つと り こん つま り えん をつ と つ. M かん いん おこな 

K 妻 は その 夫 を 離婚すべき ではない。 しから ャば、 その 妻 を離緣 せし 夫 は、 その 妻に 姦淫 を 行 

こと また つ ほか ,5- とこ けっこん か ,V んな かの ぢょ ひか しんぷ とも かんいん ざい 

はす 事になる。 又 その 妻が 他の 男と 結婚す るなら ば、 彼の 女と 彼女 を迎へ た 新 夫と 共に 姦淫 罪に 

と, V し い これ かれ い 3 y けつ こん も しゃく わい り f h- やく か.：' た. f 

問 はるべし と敎 へたので ある。 言 は 之 は、 彼の 遊戯 結婚 を敢 へて なし、 赴會 理想に 逆行せ る當 

じ ひと ら たしか にいつ V- おう どうじ おゆ J て くわん じ やう よ てい キで Ji くぶつ 

時の 人達に と. 5 て は 確に 一 大 痛棒であった と 同時に、 律法と 感情に のみ 依. し 低級な 俗物に は、 

いは ゆるせい てん へな れき い り こん はん たい り いう りん り てきしゃく わい 

所謂 靑 天の 霹靂で あつたと 言 はねば ならぬ。 イエ ス がかく 離婚に 反對 せられお 理由 は 倫理的； 6 會 

狸 想の 精神に 由る ので ある。 

二 離婚 S 題 11H ハ三 
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ひ £ けっこん れいにく たい にん it ん ほんらい もくてきり さう ^ M しゅぎ **、 く， .»* 

人 は 結婚に よりて 靈肉 【體 とな. 9、 人間 本來の 目的 現 想で ある 一 夫 一 婦 主義の^ 活に 於て、 

ぢょ きょ タ？」 タ *i いく わつ い じ やう じんる .0 もい もと しゃ くわいり さう じっけん はつ り Z U 

女 共同生活 以上の 『<- 類 愛」 に 基づく 胜會狸 想を赏 現すべき であって、 決して 離婚して はなら な 

> なぜ けっこん じんかく じんかく しんせい がふ かんたん けい モっ おこ y 

い 何故か なれば、 結婚 は 人格と 人格との 神聖な 合 一 だから、 簡單輕 卒に行 はる ベ きもので もな 

*£ ひ やみ さ. * りい， > はたんり えん i- いしつ い しゅ 

ければ、 又 無暗に 些々 たる 理由から 破 紘離緣 すべき 性質の もので もない、 と 云 ふの がィュ スの主 

ちゃ 3 れきし かせつよ おうじ ほんじん ilv- とくて きちく. & ん はな. H ため i>v * ちょ くわし *^、 す こ U 1-'- 

張で ある。 歴史家の 說に 依れば、 當時は 一 般 人の 道德的 弛緩 甚だしく、 爲に llsill は媒る 6 

li- ろ もの ひんしゅく とく ふ じん たい にんし たいど f わ！？' 44- か. > ら ふ じん 

れ、 、. ^ある 者 をして 聾麼 せしめた。 特に 婦人に 對 する 男子の 態度 は 極めて 我儘で、 彼等 は 婦人の 

じん 力く ^5 たと はん し， い モ のつ t り こん え b ,5* つ t じ や、,' ん e T これ 

人格 を 尊重し なかった。 例へば、 男子 は 意の ま、 に 其 妻 を 離婚し 得た。 若し 夫に 情人が 出來、 之 

が 好 愛に 適する と 貝れば、 その 妻 を 勝手に 何時でも i 婚 しても 差お へな しと 氣敏 したので ある。 お 

をと ぶ d んる て：^ ^ と.^ や？^ よこく い 44 な さかん おこな ほんてき へい ふ 5 r ところ 

は男本位の貞節で東洋諸國に今尙ほ盛に行はれっ/^ぁる蠻的弊風と言ってょぃ。 處で イエス は、 

たびお つ にん， いじ や 5 ていしゅく つ モ のな つと ぜったいてき ていさ 3 さ、 あい c£ にんし り つ t 

一度 結婚し お 以上 は 負 淑 なる 妻が 其 夫に 絕對 的に 貞操 を 捧げて 愛する が 如く、 男子 も 一 人の 妻に 

* のじ ゆん どうてい さ- * こ ぷぷ みち をし - 

其 純なる 量 貝を捧 ぐる、 之れ 一夫 一 婦の道 だと 敎へ おので ある。 
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らば、 「臌は•.9もの、•酽だは^^-iをぉiAするi具に^ぎなぃ」 と 云 ふれ 風に 婦人 を 馬鹿にした 

殿 i もあった。 だから、 かん， など は fe. ふの みで 行 はれぬ 理想であった。 其處へ イエ スが 

* . ： 、£ 、 c、 i-^i. "くに し a くづ もし た 3 じ ひとたち か， てい じゅんけ つかう じゃづ 

^il は 啉 の 1 の 6 あで ある。 ！^^^貯ピまの國の縮圖なりと敎へて、 當 時の、 人達に 家庭の 純潔 向上 

. 9i C, A! ん ぶっしって き きゃラ らくて き ま. ufc いはいて き 仁 のし ところ 

を？？ せられた ので ある。 虻に i 鹿は單 なる 物質的、 亭樂 的な、 又頹廢 的な ライフ を 樂む所 

- /、 , ， レ ^5 ぜんり f じに 5- しみん やしな けいけん おや v>- ろ じっさい おこな 

でな く、 |^倾にょる-^^^^^^、 强 いられない 孝道、 善良な 次代 市民 を 養 ふ 敬虔な 親心の 實 際に 行 は 

る、^! -と1ぃ}- ふの が イエ スの iliii^lii である。 ん すれば、 is ま」 ホ， ー ムと は、 左の 三り の點 

、 k ご、 _ おのれ り もさ ぼ ひと えき はか そめた か ふか • hi にち CJ. う 

にある ときって よい。 & ち先づ 第一 に r 已の利 を 貪ら や、 人の 益 を 計り、 其 高い 深い 理想 を 日 

. >> トレ こ >_ hi く こと ">_、，■ じ to んけっ ていさう けんじつす うかう しさう ふんぼ ^ . 

く かつ： き^」 する やうに まえや^ 力す る 事で、 第二 は 純潔なる 負 操と 堅赏 崇高の 思想と 信仰 を 家 

殿の III! となして、 II に； Sili 祁 issn 行に 表 はすべき である。 而 して 第三 は 子 ts 周 致なる 宗 

モ のし ぢょ にくたい おい けんぜん き モ P 

て は、 其 子女 は 肉體に 於て 健全で あり 其 

の 其 i である 精神 敎育 (宗敎 ) を 度外視し 

て は、 將 爲 なん" お を i 會に 送， り 出し 得ない。 だから、 ィュ スは 理想的の ホ ー ムとは r 神 中心 

の Si ビ だと ^16 せられた ので ある。 卽ち 4lff、 親子、 兄弟 等より 成る ま 庭 は、 其 一人 一 人が 健 

i う り コ は ち て ひ』 け. ゥ いく う *4 んもく かみ あい しんかう ち 5t も せいべ わつ toa f , "せ, ん ， ，• 

康で 立派な 知的 敎育 を受 くるに 満足せ す、 「神の愛と 信仰の 力」 による 生活 か 唯 一條 件と されお 

三 现想的 家庭 一 11 六 五 
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三 理 想 的 家庭 

II らば iiS 一 is ホ， I ムと は. 11： なる もの かと 云 ふ 疑問が 起る。 イエ スの家 庭訓に よれば、 家庭 は 

*- しぢ よめ ひ. あいしん かみ へ えい もん がふ ふたい しんせい ふうふ けいやく むす そこた 

iR 女 相愛し 相 信じ、 祌の 前に 永遠に 合一 合體 して、 神聖な 夫婦の 契約 を 結んで から、 9^1 ハ處を 絶え 

しゃく わい り ざ. ひ じつ ゆん せタ かみ くに かてい とくじゅ けん.；' よく S る ♦* たク いせ" ^ 

卞社會 理想 を赏 現す る 「小 神の 國」 とする にある。 家庭に は 特種の 櫬カを t 浴さぬ。 又 階級：^ であ 

<,v f r かみお そ ひと あい しゃく わいて きし みん ようせい じょ 

つたり、 年 等を缺 いてたり し はならぬ。 神 を 畏れ 人 を 愛する 社會的 市民の 養成 所で あらね はなら 

_r£ はう さ ひ i ひ い ゆん り モ のり さ V もく てな しゃう らい ひと ぇキ J よ みちび 

ぬ 。"即ち r 受 くるよ. 9 も與 ふる は 幸福な り」 と 云 ふ 原 埋を其 理想 目的と して、 將來人 を 益し 世 を 導 

び とく なやし しんせい てんち r 

くの 美 德を養 ふ ベ き 神聖な 天地で あらねば ならぬ 

ヽ. N ン ； t« , て- ヒ うじ モ せ， "でしら、 しう ，う S? 、；' もく でんせつ と、 ひ だうて う とく これら しき し 5 くさい しょ 

希 伯がん の 家 1^ は、 當時 祖先 傳來の 宗敎、 風俗、 傳説等 を 高調した。 特に 是 等の 儀式、 祝祭 諸 

が献 K や に »ん に tj^" はれた ので、 に つて に は宗敎 心が 養成され お。 然し、 

5-1 ら ,1 て、 、な ①ると-リ ゃタ ふう 5- 4" くせい ど ちゃ タじ tr- か ちゃう い il** r ちゃ 3 ひじ やう け.^ りょく ふ f,,** ぶ P / 

彼等の 家 磨 は 所.. 謂 東洋風の 家族制度で、 長上に 家長 を 戴き、 家長 は 非常に 權カを 振 廻す を 伊と し 

か ちゃう せい S つよ につ けん はっき P も t る は ►iji / » > ？り^ ひ 

ね。 のみなら す、 家長 は 生殺與 奪の 權を發 揮した ので 他の 者 は 丸で 奴隸に 等しい みちめ な 有様 

であつ お。 fe, つて ffi^ 子の 女子に 對 する 態度 も 極めて 飽き 足らぬ ものが ありお，^ 之 を 平たく 言 ふな 


し. 4 が ftto , て しょく S ひ なんか う^ん たい こ C 仁* く & びる 

に遵 ひて 步 ます、 潔から ぬ 手に て 食す るか」 と 云 ふ 非難 抗言に 對し、 イエ スは r 此民は 口唇に て 

われ 、ゥ やま さ こ. 1 ろ われ と は い たづ われ 4* が ひと いましめ をレへ をし 

我 を 敬 ふ、 然れ ど、 その 心 は 我に 遠ざかり、 お^ 徒らに 我を拜 み、 人の 訓誡 を敎 として 敎ふ」 と 

い よ ゆん しゃ よ * &ん いんしょ 5 / とら し 5 ±15 いく わつ む C よく y ぜん い *< し これ 

云 ふ 豫言者 ィザャ の豫言 を引證 して r 囚 はれた る宗敎 生活」 の 無力 偽善なる を誡 めら れた。 之 は 

たラじ か てい しゃく わい おこな れいてんぎ レき むし かていお し 、リオ 5 、-く み 

當 時の 家庭 や 社 會に行 はれた る禮典 儀式 等 を 無視した のでな く 「家庭に 於け る 宗敎々 育」 は r 聖 

に-ろ な ち ， かていく わい み すな は しラ け. r- てき 4! いしん 

旨の 天に 成る 如く 地に も』 と ある スビ リットの 家庭 化 を 意.^ せられた ので ある。 即ち 宗敎的 精！！ 

と 空氣の 濃厚なる ホ —ムに 育つ 子弟 は、 不知 不識 美しい、 のん び， 5 した 人格が 建設され る。 どが 

訓練 敎 養され て、 遂に 立派な 人格者と なる、 と 云 ふ 『家庭 理想」 と敎 示せられ たもので ある。 ：k 

りさ， ま か てい a かん じつ ゆん でん 含 し； I* これ 4^ や せ * ちゃ T, こや 

理想 か 先つ イエ スの 家庭に 遺慽 なく 實現 された。 〃力 偉の 記者 は 之 を 『イエ スは漸 に^ 長して 健 

かにな り、 智慧み ち、 かつ 神の 惠 その上に ありき」 (二の 四 〇) と 記して ィ H スの 幼時と 其 家庭 

> ?h\*?*i* お^ ノ，. - 二. と * しゃ 5 を P せつ み f ^ ていお よ しゃく わい お ひと- ih- うか ii 

の 有様と を 思 はした。 特に 二 章の 終りの 節 を 見る と 一 層 家庭 及び 社會に 於け るィ ェ ス の爲 人が 窺 

^ す tt は i ち 》J み いやま かみ ひ i あい fci い 

り 知られる 即ち 一 イエ ス 智慧 も 身の たけ も補增 さり、 神 とんと にます/ \ '愛せられ 4? ふ」 と 云 

ふ 極めて 徹底した r 宗敎々 育」 であった。 だから、 キジ ストに -i れば、 till は 章 を へんと し、 ^を 

其 子と する 家族で ある やうに、 家庭 は 地上に 神の 國を 建設す る 最初の ステップ である がけ^く II 

しゃ &ぃ こく か くわく ちゃ- f to- とき かていお り さ、 r- ： っト》 > 

に 赴 夤に國 家に 擴 張され て 行く 時に、 家庭に 於け る 理想が 實^ さる ものと 觀 たので ある 

四 家庭 敎育 一一 一六 セ 
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ので ある。 

四 家庭 敎 育 

つ y じ どタ けタ いく くわん とく しゅ さい *v く **3 かれ か てい しやくね い 1 一い たん *0 

次に ィ H スは 兒童敎 育に 關 して は 特殊なる 細則 を 設けない。 彼 は 家庭 をば、 祉會の 第 一 sil. 位と 

み そこ にん ゆん .0 つと し か しゃく わい り さラ はんぜんて きお- プじ づ *4 ん もく 

見、 其處 に、 人間と して 最も 至高なる 社會狸 想が 判然 適應赏 現 すれば、 それにて 満足した ので あ 

たう じ けう いく ゆ ん り おう よう みと これ ぞく とく か てい くん ふ えん 

る。 だから イエ スは、 當 時の ユダヤ 敎 育の 原理 應用を 認め、 之に イエ ス獨特 の 家 庭訓 を 布衍 せら 

これ かれ さいな か てい は A き や、 ソ にい ふ や 3 5i5 や f つく じつれい なに しょ V 

れた。 之 は 彼が 三十 歲し 成る まで 家庭に あ- 5 て 母と 兄弟 を 扶養して 孝養 を雞 しお 實 例が 何よ- 證 

めい-?,. - 

明して 餘， 9 ある。 

fcv じ かてい くん わが Z なん ぢ ち- いよ しめ まも tS んぢ は- おきて す なか 

當 時の ュ ダ ャのテ イビ 力. K な 家 庭訓 は、 『我 子よ 汝の 父の 誡命を 守- 9 汝の 母の 法を棄 つる 勿れ 

つね これ なん ぢ こ-ろ なす これ なん ぢ くび お これ なん ぢ to とせ なん ぢ みちび なん V- い と なん ぢ よも 

常に 之 を汝の 心に 結び、 之 を汝の 頸に 佩びよ、 之 は汝の 行く 時、 汝を 導き、 汝の寢 ぬる 時 汝を守 

3^ んぢ さ ひ i きなん * ち かね いま しめ とも しび お^て ひかり もしへ こらしめ いのち みら 

り、 汝の寤 る 時汝と 語らん。 誡 命は燈 火な り、 法 は 光な り、 敎訓の 懲治は 生命の 道な h^J といへ 

かゆん かく じ にい ふ かう けい し なが いにし でん 

るが ごとき 可な り 厳格な ものであった。 され ど イエ スの 時代 は 不幸に して 形式に 流れ、 古への 傳 

せつ い ♦* しめ まら ち3 じつ モ のせい しん うし なに； &! a なん V- でしたら いにし ひと いひった へ 

說ゃ誡 命 を 守る に忠實 にして、 其 精神 を 失って ゐ たので、 『何故 汝の 弟子 達 は、 古への 人の 言傳 


んぢ ょ& ぅォん 9 レ タ £ラ しゃく わいて きち る しう / けんち せ や- J:? か 3 じ や." ； II じん » かいぬ づ さけ 

スは 男女 同權 にして 同等の 社會的 地位 を 占め 得べ しとの 見地から、 精神の 向上、 婦人の 解放 を 叫 

ばれた ので ある。 • 

し、 > け 5 とく すぐ てん かぜいり つみびと たい ふか うじ ゃタ さ れい じゃくしゃ たい じ ひ 

ィ ェ スの 宗敎の 特に 優れた 點は、 彼の 税吏 や 罪人に 對 する 深き 同情、 奴隸ゃ 弱者に 對 する 慈悲 

じ $j う モ.； -ち よう い a y い せ-.： 'しん ラ ** 5- んり てきけ うくん ふじん ぼせい ゐ *j たか 

兒董の 尊重と 云 ふた 偉大な 精神から 生れお 倫理的 敎訓に 北ら すして、 婦人と 母性の 位置 を 高めた 

でん こ ！ S と あい てつと 3 てつび みい ひと ) かれ つみびと 

點 にある。 之れ 彼 は 「人」 を 愛した からで ある。 イエ スは 徹頭徹尾 愛の 人であった 彼 は 罪人 を 

ぎ せんしゃ あい てき あい え じんかくしゃ こと かれ じゅんけつす ラ かう こ-ろ も へ II じん *? ぶ ， 

愛し、 偽善者 を 愛し、 敵 を も 愛し 得た 人格者で ある。 殊に 彼 は 純潔 崇高な 心 を 持って 婦人 を 愛し 

か かていせ いぼ かたは. & ちょりつ ふ じんた ち ふくく れつ ご さいしょ めんせつ 

た。 彼のべ ター 1 ァの マリア、 t \タ の 家庭、 聖 墓の 傍に 佇立せ る 婦人 達、 復活 後 最初に 面接せ る 

ふ じん； i ち は ど れい 6 ぐまいで よ いとまぶ ほ_ど I ふじんぶ いね I 

婦人 達 等の 例 を擧げ るなら ば 一 々枚擧 する に 暇 無き 程 r ィュ スと 婦人の 對 話」 が ある。 

づ ぎ おは ,1* ん, V い 5 じん も る しゃ くわん くわ 5 とく しゃくれ い す — 

次に ィ ェ スは 多くの 女の 友. < を 持って ゐて、 慰藉と 感化 を 受けられた。 特に 社會 から 菓 てられ 

りん. &く 4* んな ふ Si どうじ やう モのを ふざい ど りょく このの ち ^^しへ の かみ くに ふくいん 

た淪 落の 女に 深く 同情して 其 救濟に 努力 せられた。 ルカ は r 此後 イエ ス 敎を宣 ベ、 祌の國 の 福音 

つ ii 1 ちく ひら/ \ 44 はたよ でし と- 0な ** へみ れいお い i> やま ひ いや 

を傳 へつ、、 町々 村々 を 廻 b 給 ひしに 十二 弟子 も 伴 ふ。 また 前に 惡 しき 靈を逐 ひ 出され、 病 を 癒 

んな すな は あく をい よ いへ つかさ 

されな どせ し 女た ち、 即ち 七つの 惡 鬼の 出で し マ グ ダラと 呼ばる、 マ リア、 へ " デの 家司ク —ザ 

つま およ こ おは JV, ！ rj い か f.-p . つ 卜 か • 

の妻ョ ハ ンナ 及び スザ ンナ 此の 他に も 多くの 女、 ともな ひゐて 其の 財產を もて 彼等に 事へ お ftN」 

しる したが んな おは に らく ん ななら び ひ とづお こと 

(八の 11 三) と 記して イエ スに從 ひし 女の 多く は墮 落せし 女 並に 人妻であった 事 を 告げて ゐる 

五. 蹄 人間 題 三 六 九 


五 

婦 

人 

問 


も んキバ わいくん み か A くにち じ やう じつ ：&ん ま IJ じん じん かく モん ちょ タ しゃう 

ィ ェ ス の敎 へお 社 會訓を 見る と、 神の 國を 地お に實 現す るに は、 先づ 個人の 人格 を 尊重し、 將 

らい こ じん か てい ひと ま しゃく わい &ん けんぜん ^ んりゃ 3 じんかく レゃ つく ゃク タ りょく 

來 個人と して、 家庭の 人と して、 又 社會の 一 員と して 健全 善良なる 人格者 を 造る 檨に 努力せられ 

モ C もとこ んな い いは-ゆるせい くべつ U ろんじんし 5 けうい く ひんぷ さ ぺっ な 

た。 其處に は、 男と か 女と か 云 ふ 所謂 性の 區別 もなければ、 無論 人種 や 敎育ゃ 貧富の 差別 は 無い。 

かみ じんるな ちく ひと あの こ い t ん り ， しゃく わい しょはん わに しゃ くわいり さう けう くん it た 

神 は 人類の 父に して 人 は 其 子な りと 云 ふ 原理から、 社會の 諸般に 亘. 9 て社會 理想と 敎訓を 垂れ 給 

したが モ こ と ジ f み にん もん ぢょひ あう ベい おこな ぢょ そん にんぴ みや し S う は ごん 

ふた。 從 つて 其 處には 東洋に 見る 男尊女卑、 歐 米に 行 はる、 女尊男卑の 誤れる 思想 は 無い。 一 言 

これ い にん v- よ どう かく lO ら これ 

にして 之 を 言へば、 男女 同格の 位置、 之が ナザレの イエ スの アイデア である。 

れきしか せつ よ たう じ にん レ ぢょレ おの くわいら く ため い やうぶ っケら -0 み ふ じ，.. レ た 

歷 史家の 說に 依れば、 當 時の 男子 は、 女子 を 已れの 快樂の 爲に活 きる 動物 位に 見、 婦人に 對し 

にん し てい さう き や v えう ふくじ S うくわん けい のみ これ た 5 じ ひと みな みな さ し，？ 

て 男子 は 貞操 を强 要したり、 服 從關係 を 望んだ と ある。 之は當 時の 人が 皆が 皆 左様 だと は 信 せら 

, , fc- /か じんかく セし • ふ じんくわん ねん もや え うら しさ 3 じ だい こくふん ％ん^ い 

れ ぬが、 然し 新う しお 人格 を 無視した 婦人 觀 念と 誤れる 幼稚な 思想が、 イエ スの 時代に 國 民全體 

あん て 3 こと だ たし じじつ ふ じん こ ざい さん し i ± な. 1,レ いた 

に 暗 潮と なって ゐた事 丈け は 確かな 事實 である。 婦人 を 一 個の 財產視 したり、 甚 しきに 至って は 

4/ わんろう ぶつ もっか ひ へい ふう ， に は ふ じん ,0 ち にん ir-i ^1;ぅ と5 たか 

玩弄物 扱した 弊風 を 打破して、 婦人の 位置 を 男女 同等に 高めた の は ナザレ のィ H ス である。 ィ H 
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第三 十一 章 耶蘇の 國 家訓 . 

一 ィヱス 時代の 政治 狀態 

7^ 45 い は とん & I マく わ、 ゥ てい と よ もと 

イエ スが ユダヤの べッレ へ ムに 生れた 時 は、 世界 は 殆ど 羅馬 皇帝 ァクグ ストの 統御の 下に あつ 

すな は ち t5 かい えん がん しょこく すぺ 1》 い a ？ マ てい こく .5- く これ ら しょこく 口-マ つ 5 い に- リ ぐん じ 

た。 卽ち 地中海 沿岸の 諸 國は總 て 大羅馬 帝 國に屬 し、 是 等の 諸國 より 羅 馬へ 逋 やる 街道 は、 軍事 

； ito- ラけふ わ 3 ら.， - fp よ 5 り ゃタ ごく ぶんく わ せ かい ふ ふ ラへ 

商業の 往來に 供せられ たのみなら す.、 亦 マ、 ギリシャ 兩國の 文化が 世界に 普及 せられる 上に 

にい ぺんぎ あた レ 仁が この じ にい ゆ に ふ りゃう UK &ん ご， しさ 

大 なる 便宜 を與 へたので ある。 從 つて 此 時代に パ レ ス タインに 輸入せられ お 兩國の 言語、 思想、 

レ v け、 > と. ジ しょ ぶん くね えい <lu やう さ V ざう い じ や 3 

宗敎等 の 諸 文化の 影響 は 想像 以上であった。 

た V おい せいふ にいへ、 ゥ せいけん にぎ に. いへ うし や にい ゎラ 二 

當時 ュ ダ ャ に 於て、 U ] マ 政府 を 代表して 政 櫂 を 握った 代表者 は へ " デ 大王の 子ァ ンテ ハスで 

かれ し はい こく か *| いさく 01 マ ぶんぶつ ゆ に ふ たう ぶ i 

あった。 彼 は ガリ ラャ とべ レア を 支配し、 國家 政策と して 羅 馬の 文物 を 轍 入した。 故に 當 時の 猶 

ダャじ A せい V て fia なんら けんのう こくみん ぢゅ タぜぃ めつ はく レ よくけん らんよ ラ 

太 人に は 政治的に は 何等の 權 能がなかった のみ か、 國民 は"，.' マからの 重税、 壓迫、 職權亂 用、 

ぎゃくたいと 5 くるし ま い き せ 3 ちん み かけ ありさ ♦< したが へ V 'めん ち 3 せい 

虐待 等に 苦め られ、 1^ く意氣 消沈して 見る 影 もな き有檨 であつ お。 從 つて 表面 は" I マに 忠誠 を 

1 ィ H ス 時代の 政殆狀 態 三 七！ 


笫 三十 章 耶蘇の 家 庭訓 三 七 〇 

'C 一 よんりんしゃ ふ じん せいくね つ をし そ こ ふ じん おや *2 やう y. い ^0 ^ ぢょ ため 

^^は^子の！：侶者としての婦人の生活を敎へたもので、 其處に は、 婦人 は 親と 兄弟と 其 子女の 爲 

よろこ み さ- ちから つく これ ほ さ くんいく fc しゃ V- れい / しんかくけ 3 よ -> うへ に ふ K 

に は 喜んで 身 を 献げ、 カを盡 して 之 を 補佐 訓育し、 絕 えす 獎勵 して 人格 敎 養の 上に、 如何に 功績 

大な るか を 暗示され てゐ る。 

M '、- ふ じん か はら しゃく わい くわつ ぶ 仁い いは S るへ V- めん P みづか こと お.^ > 

槪 して 婦人 は、 必す しも 社 會の活 舞臺に 所謂 表面に 立って 自ら 事 をな さんと する に 及ばない。 

た- モ のとく し 5 さいの 3 し. © わん ぎく わい いう もの この / あに V か あい ゥ やう や，^ 44 かう がつ 

(但し 其 特種の 才能 手腕と 機會を 有する 者は此 限で ない) ぉ义 よく 溫き 情 を 薆 ひ、 よく 高潔な 

ひんせい たも つね かみ t しゃく わい り f モ のにち じ や 3 せいく わつ V 'へ P ぶつ ゅ：^ つと おの づか 

る 品性 を 保ち、 常に 神に 由る 社會 理想 を 其 日常生活の 上に、 絶え ゃ實 現せん と努 むるならば 自 

* の； i-c4J く. &、 くわ ちら ふ かち し だい みと いお い し.^ くね ス 

ら其 奪き 感化 は 表 はれ、 婦人の 價 値が 次第に 認めら る、 に 至る、 と 云 ふの が イエ スの 婦人 觀 であ 

かゆ ひと 4i4< しひ ねつ もい にんし ど.， f ふじん ちる たか -ふ じん かいはつ H.P ^ にん 

る。 だから、 彼 は 人の 魂 を 熱愛して 男子と 同樣 に、 婦人の 地位 を 高め、 婦人の 解放と 同時 は、 男 

ぢょ じん it く し 5 ゃタ りき ぞ つ かうて う ) 

女の人 格 修養 をカ說 高調せられ たので ある。 


ふ なぜ じんた うじこく か てき. 5" ん ざい 3 しな か せ いぢ てな かんじゃ うはな は き けん 

して 觸れ なかった。 何敌 なれ ぱ ユダヤ人 は 當時國 家 的 存在 を 失 ひ、 且つ 政治的 感情 甚だ 危險 なる 

6 あるし S ん. W い みんしゅ 3 み： It こくしん 3 つお せ いぢ てきかく めい くわち、：' tiiti い 

ものが あつ-たので、 若し 或 種の 圑體が 民衆の 愛國 心に 訴へ、 政治的 革命の 渦中に イエ スをも 引 入 

れんと する 場合、 之に 觸 る-^ の 害 ありて 益な きを 知. 9 て 彼等に 少しも 其 機 會を與 へなかった. - 否 

せい ぢ て 3 ふ ざい せい しん て さ かく めいうん さう キ. 1 ふ や や じんる. みい 

イエ スには ユダヤ を 政治的に 救濟 する よ. 5 も、 精神的 革命運動の 急なる、 止む に 止まれぬ 人類愛 

ま きい しん 3 んどタ ちゃくし 5 かれ こく か しゃく わい むし- ごと こじん 

が、 先づ イエ ス をして 精种蓮 動に 着手せ しめたの である。 故に 彼 は國家 社會を 無視す る 如き 個人 

し to- ぎ ひ せいふ しゅ ぎ てき こと が. 7 ,v し ； 3 レ その もくてき かみ くに と そのし、 > け 5 おい しゃく わい ォ ては^ 

主義 や 無政府主義 的な 事 は 毫も 敎 へや、 寧ろ 其 目的と する 神の 國を說 き、 其 宗敎に 於て 社 會的方 

面 をカ說 せられお。 彼 は 決して 政治問題に は觸れ なかった けれども、 當時 ユダヤの 政治 上の地位 

あろ ひ しょた う は し 5 ちゃ * あや t ら レ ぃラ しか いづ ひとたち すぐ り さ 

或は 諸黨 派の 主張 立塲に 就いては 誤らざる 知識 を 有して ゐた。 而も 何れの 人達よりも 優れた 理想 

し めい いう かれ あきらか い しき ところ / > ，じ A は- レ， み その； ii^ 

と 使命 を 有する と は、 彼の 明に 意識した 所 なれ ども ュ タヤ 人に と ft- て は 寧ろ I 神の 國と其 正 

じ き もと こと さいか、 r- ぜん f じ こく か きふ ひ しん ま このは ラ めん ぜんせいりょく けいち う 

義とを 求む る 事」 が 最高 善で あると 同時に 國 家の 急務な と 信じて、 先つ 此方 面に 全勢力 を 傾注せ 

られ たので ある。 

ィ ェ スは國 家の 存在 を 是認した。 之れ は 彼の 「カイ ザ〃 の もの は カイ ザ〃 に歸 し、 神の もの は 

かみ かへ ごん ちょ 3 あさら かれ こく か そ ぞい, * さ 

神に 歸 すべし」 (可 十二の 一七) との 一言に 徵 しても 明かで あらう。 彼 は又國 家に 租税 を收 めた 

た ** へ fc とせ れ さい ほん う けん の 5 みと しか モ けん, かみ 

P (太 十七の 二 七)、 又 ピラトの 前に 立ちし 時、 彼が 裁 1： し 得る 權能を 認め、 而も 其の 櫂 威 を 神 

二 ィ H スと政 SS 問題 一 一一 七三 


第 措 一章 耶蘇の 國 家訓 三 七 二 

ょモ り めん 4 きいた うこく ^ はん につ ど C- h-f はか *J つ A う こと 

裝へ ども、 裏面 は 時 至らば 暴 國の羈 雜を脫 して 獨立を 計らん ものと 切望す るので あつ ？£。 殊に ィ 

じだい か ききせ t とき かれら なん *- いぢ てな かくめい にんか * ジ Afcl れきし 

ェ スの 時代に は 斯うした 危機の 迫った 時で、 彼等 は 何とかして 政治的 革命 を斷 行して、 再び 歷史 

こく か さいか 3 み しさ しゃく わい 5ん どうしゃ し. S つ 5>ん き ねん つに 

ある 國 家の 再興 を 見ん ものと、 頻 りと 社 會 運動 者の 出現 を 祈念した と傳 へらる。 

たう じ せ いぢ てき もっと い S りょく にんたい これ じ 5 ん ぜん レ、/ 'け 3 たん； is うじ しゃく わい ^ ん ほん わた 

當時 政治的に 最も 有力なる 圑體は 二つ あつお。 之 は 純然たる 宗 敎圃體 で、 當 時社會 全般に 亘.. 

せいりょく ち し かいさ ふ ^ »c な けうない にんたい すな は じ いん けいえい れいてんと-/' 

て 勢力の あった 知識階級と 貴族から 成れる ュ ダ ャ敎內 の圑體 である。 即ち 一 は 寺院の 經營、 禮典等 

さい しゃう もく さい し ちゃ 3 たち たう じ おきて し 5 ほう にい けん *0 みと 

1 切 を 掌握せ る 祭司 長 達で、 ニは當 時の 律法と 宗敎に 一 大櫂 威と して 認められた サン ヒデ リム 

し. ^ぅざ しょ これら いづ しゃく わい おい おきて レ うけ. > り や 3 は 3 めん にいせ いりょく しめ これ 

(衆議 所) である。 是等は 何れも ユダヤ 紕會に 於て は 律法と 宗 敎の兩 方面に 一 大勢 力 を 示し、 之 

し タ しんと， おは ち し^かい きふ くわい, ん しタ く は さかん くわつ やく 

に パリ サイ 宗の 信徒と 多くの 知識階級 を會 員と する サド カイ 宗が加 は， 9、 盛に 活躍して ゐた。 だ 

すべ しゃくね いもんに い せ いぢ タん タラ これら にん たい しよ- ゥ にん -> ら がき た5 てい え じ や，/' たい 

から、 凡ての 社會 問題 や 政治 運動 は是 等の 圑體の 承認と 裏書な くして は 到底な し 得ざる 狀態 にあ 

つ- ので ある。 

一一 ィ H ス、、 」 政治 問. 題 

たう じ ち はう けん ていこく とタぢ ± ろ こ ふくじ. & 3 せ いぢ てき もんに い けつ 

ナ ダレの ィ H スは當 時の 地方 權と" ，マ 帝國の 統治に は 喜んで 服從 したが、 政治的 問題に は 決 


こと ♦£ おは ひと あがな ひお のい の& もお い 

事 をな し、 又 多くの 人の 贍償 として 己が 生命 を與 へんが ためな，.^」 (可 十の 四 二 —四 五) と 言 

か A くに、 おい たう じぜん ，しはいけん ふり ま は ゆ タ ざやく き は だい へう しゃ 

つて、 神の 國に 於て は、 當 時全パ レ ス タインに 支配 權を振 廻して 暴虐 を 極めた "ー マ の 代表者 ァ 

ごと いは ゆる じんけん し はい らん よ- A な 

クグス タス • タイべ リア スゃ、 へ "デ， アン- グ パス の 如き 所謂 「人 權」 の 支配 ゃ亂 用な どの 無い、 

じこ りえき じ こく せいりょく くねく ちゃ、 3 い りがいく わんけ い て V 'えつ おの ころ （； たい い はう 

自己の 利益 や、 自國の 勢力 擴張 とか 云 ふ 利害 關係を 超越した、 已れを 殺して 他 を 生かす と 云 ふ 奉 

し せいしん おこな てんち すな は あ ふ そ C せいふ にんへ 3 しゃ かタ & せいく わつ 

仕の 精神の 行 はる、 天地が 即ち それ だと 仰せられお。 其處に は" ー マ 政府 代表者の 行爲と 生活 を 

あん じ ふ v し てき い ざ 5 な づか こく みん こく か P モん ざい こく みん し はい 

暗示し お 諷刺 的の 意篛が 首肯れ やう。 國 民は國 家の 爲 めに 存在すべき もので なく r 國 民の 支配 は 

こくみん こくみん じ しん ため い みん し 5 しゅぎ て el た、 ゥじ だい へう し はい 

國 民が 國民 それ 自身の 爲 になす」 と 云 ふ 民主主義 的な アイデアが、 當 時の "，マ を 代表せ る 支配 

レゃ あたま われら さら ほ す- しゅ て わた ぜんや さい ご はん さん 

者の 頭に なかった であらう。 我等 は 更に 一 步 進んで、 主 イエ スが 敵に 付 さる、 前夜 最後の晩餐 を 

も もり to- ふ fj fc 5 はぎ てね ぐ ひ でレ たち もし あら た t われ しゅ 

持 たれた 折、 夕餉よ. 9 起ちて 上衣 をぬ ぎ、 手 巾 をと りて 弟子 達の 足 を 一 々洗 ひ 給 ふて r 我 は 主 ま 

レ な a なん ぢら あし あら なん ぢら もはんし め な ごと なんちら な 

た師 なる に、 尙汝 等の 足 を 洗 ひたれば、 ；… 汝 等に 模範 を 示せり、 わが 爲 しし 如く、 汝等 も爲さ 

ため 、 あ ふ モの はう しせい レん みとせ か 

ん爲 な. 9」 (約 十三の 一 —一八) と 仰せられた 其 『奉仕の 精神』 を 見る 時に、 斯うした ノ ー ブ〃 

せいしん ひと し こく かレ はいしゃ もの *s な いなじ しん じんる む 

な 精神 は、 人の 師ぉ り、 國 家の 支配者た る 者の 學 ぶべき では 無から うか。 否 イエ ス 自身が 人類の 

& -53 しゅ^ lOi おい ち もせ なが ねった、 つ f これ， じっけんす， かう さため か 

救 主 故に、 ゲッ セ 一一 ネに 於て 血の 汗 を 流して 熱禱を 捧げ、 之が 赏現 遂行 を 期す 爲には 彼の 力 \ ：ク 

さんじ やう じふ じ St おたま な モこ しゅけんしゃ **な かう も はん しめ 

ァリ ー 山上で 十字架 を も 負 ひ 給 ふたで は 無い か。 其處 に、 主權 者の 學 ぶべき 好 模範が 示されて ゐ 

三 支配者の 權 利と 義務 一一！ 七 五 
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ざづ. 45 ん 6 こと レめ か いか ひと れ. 7 & 

よ 授けられ たる 權 威なる 事 を 示された (約 十九の 一 一 )0 然れ ども 如何なる 人 にても 王位 

あるひ けんる ち- す tS は しょく けん ひ やみ らん ょタ *5 き こ 、プ だ 、ひ もお.. の 

にある もの、 或は 權 威の 地位に める もの、 即ち 職權を 無暗に 亂 用して 正義 公道 を敢 へて 曲ぐ る 者 

うや- * い これ とき こく わ タ きつね 11 い たん い 

を も 敬 ふべ しと は 言はなかった。 之 は 時の 國 王なる へ デ、 アン テ パス を 「狐』 と 大膽に 言った 

r . まへ た と eo もく ごん こに れい み 

hy (路 十三の 三 二)、 又へ J1 デの 前に 立ちし 時默 して 一言 だ も 答へ なかった 例に 見る も 解る であ 

らう (同廿 三の 九 )o 

三 支配者の 櫂 利、、」 義務 

イエ ス はが 然 政治問題に は觸れ なかった が、 ユダヤ人に 對 する 羅.. 馬 政府の 代表者の 政策、 主義 

は * リ しんと、 くわん さう た3 いけん も お »tk か ふ、 > し てぎ &ん I； モ の； b3 くん もら 

方針 等に 關 して は 相當の 意見 を 持って 居られた。 時々 斯うした 諷刺 的 言語が 其 敎訓に 表 はれて ゐ 

たと かみく にお でレ たらち るつ ぎろん とき -0 はう じん さ h5 f 

る。 例へば、 神の 國に 於け る 弟子 達の 地位に 就いて 議論の あった 時に r 異邦人の 君と 認めら るる 

, もの たみ つかさ おはい -0 の たみ 3 へ けん と なん ぢ じ ところ さ なん ぢ 

者の、 その 民を宰 どり、 大 なる 者の、 民の 上に 權を 執る 乙と は、 汝らの 知る 所な- hNO 然れ ど汝^ 

ラも しか かへ お a い おも もの なん；？ a えき レゃ かし も おも もの すべ 

の 中に て は然ら や、 反って 大 ならん と 思 ふ 者 は、 汝 等の 役者と なり、 頭お らんと 思 ふ 者 は、 - 凡て 

もの しもべ ひと こ じ しん きね 0^ にめ かへ つか 

の 者の 僕と なる ベ し。 人の子 (ィ ェ ス 自身) の 來れる も、 事 へらる/ -爲 にあら す、 反って 事 ふる 


11ラ じ き いぢ ^んヒ い ，つ はん たい これ * いやう しょこく お 10, i 一い しゃくれ いし 

イエ スは當 時の 政治 圃體に は 決して 反對 しなかった。 之 は 西洋 諸國に 於け る 偉大なる 紕會 指導 

- しやた ち いぢ し S タ める ひ くわん き や 、> い、 > わく おち ゐ はん.' かれ ぢ ス わんけ-い と は- - ノき み.^ しおつ ば ^^^^ 

^きが Wi5 思想 1! は 環き の 誘 或に 陷 つたに 反し、 彼 は 政治に は無關 係で 通し、 民衆に は 寧ろ 阈民 

se U *yl "く じゅんし to- し これ おい し.？ ぜ い 

の 義務 を^ 格に 遵守すべき を敎 へた (太 十七の 二 四 —二 七) 之 は イエ スが カペナ クンに 於て 收稅 

り つう のう きん せい f とせ いち はや モ のでし のう せい れい- み *s か 

资 からべ- プ P を 通じて 納金 を 請求され た 時、 逸 速く 其 弟子 をして 納税せ しめた 例に 見る も、 又 彼 

びと ； i3 こと ST ちり よ てい かんさく おとしい にい へう しゃ おく し 

の パリ サイ 人と へ ti 、デ 戴が イエ スの言 尾 を とらへ て豫 定の奸 策に 陷 入れん と 代表者 を 送 て 「師 

われ し なん ぢ こと たれ は ほか こと ひと ぐね いほ V み ** こと 化み み， 

よ、 我ら は 知る、 汝は眞 にして、 誰 を も 憚 たま ふ 事な し、 人の 外貌 を 見す、 眞を もて 神の 道 を 

もし たま われ みつぎ ,5* さ よ..' あ を P h. 、 ■ » - 

敎へ 給へば なり。 我ら 貢 を カイザ^に 納 むる は宜 きか、 惡し きか、 納めん か、 納め ざらん か J と 

い i モ のさぎ し われ こ-ろ b ^ぶ , み，" 

言 はしめ お 時に、 イエ ス 其詐僞 なる を 知りて 「なん ぞ我を 試む るか、 デナ リを 持ち 來， 5 て 我に 見 

いたま かれら もき； i い；. i これ れ かたち > / し； > 1 ' 

せよ と 言 ひ 給へば、 彼等 持ち 來 る。. イエ ス言ひ 給 ふ、 之 は 誰の 像、 たれの 號な るか、 カイ ザ〃 な 

こた い. a*i もの かみ もの かみ もさ , , • 

りと 答 ふ。 イエス 言 ひ 給 はく、 カイ ザ \ の 物 は カイず \ に、 神の 物 は 神に 納めよ」 (可 十二の 一 

あ ふ ちょ y あきら 

三. I 一七) と仰せ^^れぉに徵しても明かでぁらぅ0 

四 國 民の 義務 三 七 七 
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ので ある。 

ねう じ ちしき かい きふ レ けう か V- ち ひしゅぎ む せつ さ V もの とく さい し ちゃ タ ゃタ ふ 

當 時の 知識階級 ゃ宗敎 家の 中には、 無 主義 無節操な 者が あった。 特に 祭司 長 力 ャパの 養父 アン 

ごと い _y ん さい レ ちゃ 3 くわん ゆい じ や 3 た. リじ しラけ 、ソ かい い ぜん せいりょく ふる せ いぢ し、； ' けふ りゃう 

ナの 如き は、 以前 祭司 長であった 關係 上、 當 時の 宗敎界 に は 依然として 勢力 を 振 ひ、 政治 宗敎兩 

はう めん お さ 3 たう はぶり モこ こ めな a .* マ くわん り めい X 

方面に 於いて、 相 當に羽 振 をき かして ゐた。 其處へ つけ 込み、 ぬけ 目の 無い 羅 馬の 官吏 は、 名譽 

よく ため ひ せっさ，/' かれら とい * の もくてき しおが じ いう じざい かれら り ょタ 

と 利 愁の爲 に は 無節操な 彼等 をう まく 取り入れて、 其 目的に 從ひ 自由自在に 彼等 を 利用す るので 

れきしか ゆつ V- た 3 じ レん でん モ なへ. & のよ 3 はと 5 しじ や 3 いう これ ねん 

あった。 歴史家の 說に 由れば、 アンナ は當時 神殿に 供物 用の 鳩 を賣る 市場 を 有し、 之に よらて 年 

ほく にい り えな $ つ fc- レぅ Jbv 'かいかく 3 ん V5 に いは ま しんでん ぜん お 

々莫大なる 利益 を收 めた と傳 へらる。 イエ ス は宗敎 改革の 蓮勸の 第一 歩と して、 先づ 神殿 前に 於 

りゃうが へ にん おひ に こと これ fc.v じ かたち i でん と 3 し 3 け、 > しょく ゆ ふ てき し 3 けタ r と 

ける 兩換人 を 追 出された 事が ある。 之は當 時の 形に 囚 はれた る傳統 宗敎の 職業的 宗敎 家に 取りて 

V. いつ V- ぽぅ こ たんしん でんしん せい- ぢ いしき ft なた ま 

は 一 大摘 棒であった であらう。 之れ イエ スが單 に 神殿の 神聖 維持の 意識から 敢 へて 爲し給 ふたの 

けい ち しき かい ^ふお よ これ *r> じ. © う つね 口 f マ くわん り くわん しん か こと ふ レん 

みで はない、 アンナ 系の 知識階級 及び 之に 盲從 して 常に 羅 馬の 官吏の 歡心を 買 ふ 事に のみ 腐心せ 

か し 5 しうたい さ いか むレゅ y ひ せっさ ラ ぼつ じゃラ しき to は てん あ 

る 彼の サド カイ 宗と バタ ナイ 宗の 態度が、 如何にも 無 主義 無節操で 沒 常識 極まる 點 よりして、 敢 

か にい えい II ん てき r.7 & いで ところ のち これ でん 4:3 3 へ にいし や 5 がい 

へ て 斯うした 大英斷 的 行爲に 出られた もので あらう。 處が後 之が イエ スの傳 道の 上に 一 大 障害と 

t た さい Jj じふ じか： b い f f itu かれ ら て たい うん おい たい にう くわ せん 44 お 

なり、 又 最後の 十字架 刑の 騷動 のあった 時には、 彼等の 敵 對蓮勸 に 於て、 ー大導火線とな...^、 又 

其 潜勢力と なった ので ある。 


第三 十二 章 耶蘇 V」 經濟 問題 

じだい お もっと に い しゃくね いもんに い いつ じだい いづ くに うつ 3 けい いもんに ぶ 

イエ ス 時代に 於け る 最も 大な る§會 問題 は、 何賠の 時代、 何れの 國 にも 共通な 經濟 問題で あつ 

かれ こんにち い. y るろ 5 うん vr フ しゃた ち モ しきせい ど かい ざ V さけ ひ やみし はんしゅぎ il は * つ； C 

た。 彼 は 今日の 所謂 勞働 運勸者 達が 組織 制度の 改造 を 叫ぶ やうに、 無暗に 資本主義の 打破に 努め 

かれ けいざい * しき せいど ぜん- 'ふ ひし U. フじ ろう ど. f かいき ふ し くわつ もんに い ふ あん せ や 

なかった。 彼 は經濟 組織 や 制度に は 全然 觸れ す、 寧ろ 當 時の 勞働 階級の 死活問題 とせる 不安な 生 

くれつ たい ある りんり てき げぃ ざいけん り 4- し た. * けいさい じ やう くわん けい さい いに > 

活に對 して、 或偷理 的、 經濟 原理 を 敎へ給 ふた イエ ス は經濟 上の 關 係から 三十 歳に 至る まで、 

おやき やうに い ふ や 3 みづか にいく ろう 5. タ しゃ ひれ と 3 けいけん じつ たう ^ -^, V Aw^ ^ 

親兄弟 を 扶養すべく、 自ら 大工と して 勞働 者の 群に 投じた 經驗 から、 實は當時の勞働階級の心！^ 

けいざい じ やう い よし 4* こん にら や 5 さん！ &ふ はったつ しか すべ はた *3き ぶん： t-^ 

と 經濟狀 態 を 能く 知って 居られた、 だから 今日の 樣に產 業の 發 達した。 而も 凡ての 働が 分業と な 

じ に い ちが き は たんじゅん の V 1> ふ しゃ タ こう &ふ じゅうじ ら、 つ どう かい きふ じつ じ や..；' た、，.' ぶ 

つた 時代と 違って、 極めて 單 純な 農業と か、 商工業に 從事 する 勞働 階級の 實狀 は、 ィユ スは當 時 

しう けタか くわん り $ わき ** い かれ ま にこく か たい と たいど おな や. V 

の 宗敎家 や 官吏に 優って よく 辨 へて ゐ たと 言って よい。 彼 は又國 家に 對 して 取った 態度と 同じ 檨 

も つ は りんり しう Jtv ゆん り >V の いく わつ てきお 3 し こ かれ たタじ き や、 リ りょく し. ソけ 、ひにん い 

に、 專 ら偷理 宗敎の 原理 を 其 生活に 適應 すべき を敎 へた 之れ 彼 は、 當 時の 强 力なる 宗敎 團體の 

V5 じ やう か さ 5 しゃく わい けいざいて & こん はい きふ ざい く は ii 5l へつ * の ひつえ V ふ ごラ きを，^ かいき.^ およ す 

同情 は、 下層 社會 の經濟 的困獮 からの 救濟を 企てす、 却て 其 必要な き 富豪と か 貴族 階級に 及び 過 

j ィ H スと 富の 問題 三 七 九 


第卅 一 章 耶蘇の 國 家訓 一一 一七 八 

こ. * くわ へい かたち し. し なにい み い これ まさ 

玆に マ ン 貨幣の 「像と 號」 と あるの は 何 を 意：^ した もので あるかと 言 ふに、 之 は 正しく シ 

しゅ さ 、 ゆ も i この くわへ い つ V 'よ 3 マて い こく り や-ひさ みく こく 

»• ザ ー の 主權を 指した ものである。 故に .TV! スは此 貨锵の 通用 さる、 羅馬 帝國の 領土に 属する 國 

みん これ し S けんじゃ 仁い な 5 ぜぃ y ひみと し ん あら ぎ ひ はに 

民 は、 之が 生權 者に 對 して 納税の 義務 あ.^ と 認めた のみなら す、 市民と して 凡ゆる 義務 を果 すべ 

, 、 ヽ かれ この けん ち さ う f むか おきて じゅんし to- せい ぎ z.> へい せいしん 

きたと はィ ェ スの アイ ダァ である。 彼は此 見地から 同胞に 向って 律法の 遵守、 正義 公平の 精神、 

ち 5 ぎ し せい いくね つと 3 くわん こく 

忠義 至誠の 生活 等 を勸吿 せられた ので ある。 


、- のり？ n われら にち よ 3 かて け ふ み U fc** とく せいく わつ ひつ え ラ こと く は 

祈禱の 中. にも、 「我等の 日用の 糧を 今日 も與へ 給へ」 と 特に 生活に 必要な パ ンの 事が 加 へられて 

こ にん i ん 6 る てい けいく わつ ひ し レ. フ に ふ ひつ .J? みと 

ゐ る。 之れ ィ ェ スは 人間に は、 或 一定の 生活費に 資する 收 入の 必要 を 認められた からで ある。 だ 

と おろかもの はなし £ ひと はなしと， > おい をし いしん とみ * -o の いや 

から、 かの 富める 愚者の 話、 富める 人と ラザロの 話 等に 於て 敎 へられた 精神 は、 富 其の物 を賤し 

とみ う ざい みく しめ こと あきら 

ん だり、 富 を 得る の 罪惡を 示した もので ない 事 は 明かで ある。 

とみ くねん けう くん き は めい れぅ ま だい ふ ざ どん よく とみ らく せき かた い 41 し 

富に 關 する ィ. ェ ス の 敎訓は 極めて 明瞭で ある。 先づ第 一 に r 不義 貪慾の 富の 蓄積」 を 堅く 誡め 

こと これ にん ゆん かね ざいさん う ため た*- かいてき しか すべ ぎ せい X り 

られた 事で ある。 之 は 人間 は 金 や 財產を 得る 爲に は、 唯 機械的に、 而も 凡て を 犧牲に 供して 顧み 

い とみ 5】 れい ぎり にんじゃ 5 せ けん じんに 3 い 

ぬ、 言 は >T 富の 奴隸 となって 篛理も 人情 もない、 又 世間 も 人道 もあった もので はない、 と 言 ふた 

ひと おろか をレ そこ せいぎょ とみ ひレ モの ひど ； i- プ ぜん .フ は にら S せい； i う 

人の 愚 さを敎 へられた もので、 其處に は、 正義に 由る 富 は 寧ろ 其 人の 當然受 くべき 働の 正當 なる 

はう し 5 い いみ $.^r みんじ す はは これ も と ひと h- しはいにん 

報酬な りと 言 ふ 意缺が 明に 暗示され てゐ る。 即ち イエ スは、 之 を 或る 富める 人と I 人の 支配人の 

たと へ は 5a し ぐ たいて i^l けう じ そのけ つ ろん しもべ り しゅ かねつ か 

例話 (路 十六の 111 四) に具體 的に 敎 示せられ、 其 結論と して 「僕 は 二人の 主に 兼 事 ふるこ 

あお みる ひ これ にく かれ みい あるひ これ レ だし かれ かろ なん ぢ と,^ Si ね づ か 

と 能 はや、 或は 之 を 憎み 彼 を 愛し、 或は 之に 親み 彼を輕 しむべ ければ な. 9。 汝ら 神と 富と に 襲 事 

もな あ ふ み みきら 

ふること 能 はや」 と 仰せられ たに 見て 明かで あらう。 

つ- 1^ r t ま？ J はレ つ ねつ レん ひい かい これ ひと ざんざい はう め くら 

次に イエ スは、 「財貨の 或」 に 就いて 熟 心に 警戒せられ た。 之 は 人 は 金銀 財廣に 眼が 暗まされ 

すべ f V きようみ もく てせ ちラ レん Aii この よ ざい くわ レ 仁が かれ も はや かう &ん り f 

ると、 凡ての 注意と 興 1^ と 目的との 中心が 昝此 世の 財貨と なり、 從 つて 彼に は 最早 高遠な 理想 だ 
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1 章 耶蘇と 經濟 問題 s 八 〇 

とく ま、 じんみん けいざいてきけ タ くん ii これ かれら せい，、 わつ て に タ に ノ.? よ. ひ，? つや タ. ノ / 

ぎた ところから、 特に 一 ^ 人民に 經濟的 敎訓を 垂れ、 之 を 彼等の 生活に 適當に 運用 賓行 せしめん 

し is けいざいてきけ くん み おは とみから ^^^^ x,7 い 

とせられ たので ある。 從 つて ィ H スの 經濟的 敎訓を 見る と、 多く は 富の 價館 とか 其 善用と カー h ふ 

お i 狸 的 方面が 敎 示せられ たやう である。 

一 イエス ，、レ 富 の 問題 

けいざい くん もっと い I る あら ふ 3 しゃ くわん は， ぶ， ？ こ 小 、 力；^ あ" い ili ょヽ 

ィ H スの經 濟訓に 最も 著しく 表 はれて ゐ るの は、 富者に 關 する 訓戒で ある 之 は 共観福音書 (マ 

でん く はしる じ しん とみ くねん ョ ^ 

タイ、 マ ダコ、 〃力 三傳) に 委しく 記されて ゐ るが、 イエス 自身が 『富」 に關 して 如何な アイデ 

6 を これ せ. 4 けつ もん にい もっと しんがくしゃかん Jv,e けりく A • れ (3 A\ , -, 

ァを 有って 居られた か、 之が 先決問題 である。 尤も 神學者 間に は其敎 i 資料に 就いて 種々 意見 を 

こと み しかい ** でんきし や きじ へんし ふ いかん ろん、 f めじつ さ V もん！ iLS ；、 

異にせる を 見る が、 然し 今傳 記者の 記事と か 編 蹄の 如何 を 論せ や、 直ちに 其赏際 問題で ある イエ 

とみく わん の こと 

ス の r 富觀」 を 述べ る 事に する。 

て タレ ゅタ おも この とみ S ん fjja のう ふ れふ し しゃ，；' に A> し； i, くに A, な， ど -?ぅ 》ir §ぃ ^-iA > ,3 ら- 

ィ ェ ス の 聽衆は 重に 此 『富」 に緣 遠い 農夫、 漁師、 商人、 職人 等の 勞働 階級であった。 彼等 は 

何れも 富まん こと を I し、 つ 生活の 安定 を 切望して 止まなかった。 實は 彼等の 多く は それが 出 

き くるし この もの i 一い つう iJ つ かん かれで し たち もし に&く b はんて き 

來 なくて 苦む のであった。 ィ ェ スも此 問題 を 痛切に 感ぜられ、 彼が 弟子 達に 敎 へた 日々 の 模範的 


かみく にい いか かた & もの か A くにい らくに はり な かへ 

神の 國に 入る は 如何に 難い かな。 富める 者の 神の 國に 入る より は、 駱酡の 針の 穴 をと ほる は 反つ 

やす * , , , ► • ^ い かみお モ おぐ ざいく わ i 4J、， くわつ 

て 易し」 (路 十八の 二 五 ー 二 六) と 言 はれた の は、 神 を 畏れす 唯 財貨の みに 四 はれた 生活 を營 

もの りゃタ やく い こと だ しゅんれつ けう くん fc ,v り え 3 せ- > かん いん なか 

む 者に は 良藥と 言って よから う。 殊に 斯うした 峻烈な 敎訓を ii れぉ 折が、 幼少から 「姦淫す る 勿 

ころ なか ねす なか ぎしょ $ た なか なん ぢ ち- は. - 3 やま など い t しめ じゅんしゅ こくはく 

れ、 殺す 勿れ、 盜む 勿れ、 僞證を^^っる勿れ、 汝の 父と 母と を 敬へ」 等の 誡命を 遵守せ b と吿白 

と せいねん たい は あ ひ こと おも とき ざいく わ とら せいく わつ し 4- うらい つ かんが 

せる 富める 靑 年に 對した 場合なる 事 を 思 ふ 時に、 『財貨に 囚 はれた る 生活」 の 將來に 就いて 考へ 

させられる。 

け. 7 くんじ じつ >< ひと ； i*、 とみ つ. きゅう こと ひ キリ スト け、,' て 9 か * i* 

これらの 敎訓と 事赏ょ h ^観て、 人が 唯 富の み を 追求す る 事の 非 基督 敎的 であ..^、 且つ 其の 富に 

はつらつ 3 し- *~ い. 4~ い，^ ばき *> いめ 》^ はったつ いか Ifc f y5 &た しか こ 

よりて 潑. たる 奉仕の 精神と 精神： S 生 <w の 發達を 如何に 妨ぐ るか は 想像す るに 難くない。 然し 此 

こ き おく ごと じっちょく レゃ $i ゥき しはいにん. U とへ あら とみ く. t つよ 3 はふ 

處に 記憶せ ねばならぬ 事 は實直 正直な 支配人の 譬喩に-表 はれて ゐる 『富の 活用 法」 である。 それ 

4? しい た ねんす ご ， fc おは よ もの たく は やす のみく ひ たの し to- ぎ 

は r 靈 魂よ 多年 を 過す に 足る 多くの 善き 物を貯 へたれば 安ん せよ、 飮食 せよ、 樂 しめよ』 主義の 

せいく わつ レゃ くわいり さう かみ くに けんせつ ため あら は V めん モ のとみ ぶん はい 

生活で なく、 社會 理想と しての 神の 國 建設の 爲に、 凡ゆる 方面に、 其 富 を 分配すべき である、 と 

なん ぢな お なん ぢ も c£Ar\ 5 まづし もの わか あた さ 仁から 

は r 汝尙ほ 足らぬ こと 1 つ あり、 汝の 有て る 物 を 悉く 責 りて 貧き 者に 分ち 與 へよ、 然 らば 財寶を 

え • » r きた われ し； i が せいくん みら こと .a*==r 

天に 得ん、 且つ 來. 9 て 我に 從へ」 (路 十八の ニニ) との 聖 訓 によく 表 はれて ゐる。 殊に 「彼 は 

これ はな はビし かな おはい と も の ふ ゆ ん ちょう モ 5 も きら 

之 をき きて 甚く 悲しめり- 大に 富める 者 なれば なり」. と 附言せられ しに 徵 して 一 層 明かになる で 
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锿せ 一章 耶蘇と 錢濟 S 题 111 八 二 

ねつれつ しんかう せいく わつ しひ すく ひ h *i く い か 5 しやう い. > び な し 

とか、 熱烈な 信仰生活に よりて 魂の 救に 努力す ると か 云 ふ高尙 優美な と こ ^<:が無くなって仕舞 

かれ かね ざいさん い いは ゆる ぶっしつよ く とら つ ひ ものえ かね せつな しゅぎ て 

ふ。 彼 は 一 にも 金、 二に も 財 產と云 ふた 所謂 物質 慾に 囚 はれ、 遂に は 其 得お る 金で 刹那 ま義 的な 

，は ていき ふ にくてき き ゃラ らくせいく わつ たのし や. 7 なか かね まラけ と ちラ その しゃう ひいぎ を bo 

極めて 低級な 肉的 享樂 生活 を 樂む樣 になる。 中には 金 儲の 途中で 其 一 生 を 無意義に 了 へ る 者 さ へ 

お 

r いうめ い たね 4* き 仁と へ い この から ♦* ど は ひ £ つ す こぶ 

ある。 されば ィ エス は、 彼の 有名な 『種播 の譬」 に 於て、 此 「财 貸に 或され た 人」 に 就いて 頗る 

てきかく けラじ すな は これ いはら なか お たね f ゃラ め ふ しはら 4- いちやう みこと は 

適確に 敎 示せられ た。 即ち 之 は 茨の 中に 落ちし 種同樣 に、 芽が 生いて 暫く 成長 はする が、 『御言 

よ こ-ろ づ かひ た から t ど はし み こど は ふさ みの か 

をき けど も、 世の 心勞と 財貨の 惑と に 御言 を 塞がれて 赏ら ぬ」 (太 十三の 二 一) ので ある。 辦ぅ 

じつ れい いづこ こと ：&ん にい 3 ち tVQ れい ナくな か がくせい じ ！ 1 い わか 

しお 實例 は何處 にも ある、 殊に 現代の クリスチャンの 中に 其 例 はきくない。 甞 つて 學生 時代 や 若 

. 5iw fjsi んき や.； 3.£J ね. „ つし >ん JJ- ん& にらえ. け.^ く かう， せいねん くわい ち. ひじつ つく せいねん 

い 時代に は、 隨 分强烈 熱心な 信仰 を もって 日曜 校 ゃ靑年 會に忠 に盡 しお 靑年 にして、 いよい 

しゃ^い で けい ざい てき め i/** き i- きじ ゥ しん r.7 し まない . ャん 

よ 社會に 出て 經濟 的に 惠 まれ 來 だすと、 昔日の 信仰に 燃された 面影が 無くなって 仕舞 ふ。 又 以前 

けラく い ち S3 せ *1 にん ゆる , **ね みづか にん ちから しんと たび、， T けいてき せいか-/' ビ 

は 敎會の 中 石とまで 他人 も 許し、 又 自ら 任じた 力める 信徒に して、 一 度 有形 的に 成功し 出す と、 

はがねん ちゅうし t 4" くて きひ し *r くわん そ しゃく わい ^^ん 》*.^ しんか3 てき ほ、 >ひ さ 

やがて 長年 中止して ねた 世俗的 非ク タス チャンの 習慣に 再び 染み、 社會 から 全然 信仰的に 葬. -去 

/ T ひと Z おは りい 3 じ じ や 5 たしか たか. 6 **?J はし おも きんいん 

られる 様な 人が ある。 之れ に は 多くの 理由 も 事情 も あらんが、 確に 「財货 の 或」 が 重なる 近因の 一 

V か ひと しんり じ やうたい み これ とみ i .0 の 

つと 言って よから う。 イエ スは 斯うし お 人の 心理 狀態を 見て 之 を 「富に 囚 はれお 者」 とせられ たの 

、ぶに- ノ たつ 、 、 こ f ft きび す Sf どお も * いくん と、 b の 

は 蓋し 當然 である 之 は餘. ft- に嚴し 過ぎる 程に 思 はれて ゐ る聖訓 であるが、 ィュ スは 「富める 者の 


いは てん f は il らき びと ぶ を の T 65 はや い し 4 じん ごと にら やく モく 

曰く、 「天 國は勞 働 人 を 葡萄園に 雇 ふために、 朝早く 出で たる 生 人の 如し。 一日 一 デナ リの 約束 

はたらきび-と ぶ にう もの つか は ♦£ じ い，. し じゃラ むは たもの み なん ぢら 

をな して、 勞働人 ども を 葡萄園に 遣す。 又 九 時 ごろ 出で て 市場に 空しく 立つ 者 ども を 見て、 汝等 

ぶ ：a う もの ゆ さタ う . 12i かれら ゆ じごろ じごろ iii へ 

も 葡萄園に 往け、 相當の もの を與 へんと いへ ぼ、 彼等 も往 く。 十二時 頃と 三時 頃と に復 いでて 前 

ご と じごろ い た もの さら み なに ゆ A レ. 7 じつ こ こ むな P 

の 如くす。 五 時 頃 まね 出で しに、 なほ 立つ 者 等の ある を 見て いふ、 何故 終日 此處に 空しく 立つ か、 

れ らい おれ われら やと teal し to- じん なんちら ぶ. U うみの ゆ いふべ ぶ ^0 しゅじん 

彼等 言 ふ、 誰も 我等 を展 はぬ 故なら。 生 人い ふ、 汝等も 葡萄園に 往け、 夕に なうて 葡萄園の 主人 

いへ づ さ い はたらきびと よ あと ちの はじ さ <s- ちの &ん ざん はら it じ 

その # 司に 言 ふ、 勞働人 を 呼びて、 後の 者よ b 始め 先の 者にまで 賃銀 を拂 へ。 欺くて 五 時 ごろに 

やと $ おの./ \ V $ ものき ii おは ラ おも これ 

雇 はれし もの 來. y て、 各自 一 デナ リを受 く。 先の 者來 りて、 多く 受 くるな らんと 思 ひしに、 之 も 

* お 5 5 いへ もも じ ひか つぶや い このみと も b づか じ かん は； i も 

亦 あの/ \ '一 デナ リを受 く。 受けし とき、 家主に 向 ひ 眩き て 言 ふ、 此 後の 者 ども は 僅に 一 時間 働 

なん ぢ にち らう もつ しの われ ひと これ ,c しら あるじ こ li モの り い 

きおる に、 汝は 一 日の 勞と 暑さと を 忍びた る 我々 と 均しく、 之 を 遇へ， 5。 主人 答へ て 其 一 人に 言 

i われなん ぢ ふ い なん ぢ われ やく * く あら おの- のと 5 

ふ、 「友よ、 我汝に 不正 をな さす、 汝は 我と 一 デ ナジの 約束 をせ しに 非す や。 已が 物お 取りて 往 

こ のの ち もの なん ぢ ひと あた . わ こ-ろ もの ね こ. * ろ ^ よ 

け、 此 後の 者に 汝と 等しく 與 ふる は、 我が 意な り。 わが 物 を 我が 意の ままに 爲るは 可から やや、 

► ゆ；^, なん ぢ め： かく ごと あと の さ き § もの もと 

我よ きが 敌に汝 の 目 あしき か」、 斯の 如く 後なる 者 は 先に、 先なる 者 は 後になる べし」 (太 二十の 

丁 一六) と。 

J< ぎ せつわ t タじ はん しん いだ けいざいし ざラ け じ けいざい げん 

右め 說 話に は、 當時 一般 ュ ダャ 人の 抱け る經濟 思想と、 ィ ェ スの敎 示し やうと せられた 經濟原 

二 生活と 勞働 問題 三 八 五 


第 措 二 章 耶蘇と 經濟 藺 11 一八 四 

く£; ^けん ひとはみ とら モ 9 ひ £ り f せいく わつ へう じゅん きん ぢ ていか その ふ こる な 

あらう 換言すれば、 人 は 富に 囚 はれる と 其 人の 理想と 生活の 標準が 漸次 低下し、 其 言 ふ 爲す 

*〕i- すべ . - ^てき じん >^ > , れつ かね ひ f ^-れ こ じん そんち やう せ かいど 3 は. 3 し. sy 

事 凡てが 一 時 的に して 人格 も 下劣に 傾く、 のみなら す、 彼に は 個人の 尊重 だと か、 世界 同胞 主義 

あるひ しゃくね いは タレ い 3 つく せい レん な た ず かれ *0 ん けん まか 

だと か、 或は 社會 奉仕と 言った 美しい ノ ー ブ〃 な 精神が 無くなって、 唯 彼 は 金 櫂に 任せて 極めて 

わが t- かって き や 5 らくし うざ せいくね つ むさぼ こタ とく む し しゃく わい ちつ ぢょ みだ はい くしお おちい けいかに 

我儘 勝手な 享樂 主義な 生活 を 貧ら うとして 公德を 無視し、 社會の 秩序 を m す俘德 者に 陷る 傾向が 

したが と|< ちから y おの けんりょく ふる ほいめ い てせ じ ゆ ふ おこ まぱ iv . J- 

ある。 從 つて 富の 力 を 借， 9 て 已れの 櫂 力 を 撥ったり、 賣名的 事業 を 起したり する。 甚 しきに 至つ 

ザん 》t\ か& お ひと あい せいじつ か いは 5 るし： a せん & くわ おそれ と もの くわん 

て は 全然 神 を 畏れ 人 を 愛する の 誠 實を缺 く 所謂 守錢 奴に 化する 恐が ある。 イエ スが 富める 者に 關 

けう くん fc** すな は このい & おい か ひと と& タ こも こ 

する 敎訓を 垂れ 給 ふたの は、 卽ち此 意睡に 於て なされた ので ある。 斯く人 は 富 を 得る 事に よ 個 

じん モん ちゃう り さ 3 てき レ やく わいせい C わつ じつ z とみ ぶん はい か A ひと は 5 し せい しん とォ はつ き 

人の 尊重、 理想的 社會 生活 實現 故の 富の分配、 神と 人 へ の 奉仕の 精神 等を發 揮す ベ き だと はィ ェ 

スの アイデア である。 , 

二 生活、、」 勞働 問題 

しゅ fc5 ^ fc-i 'どうしゃ せいく わつ そのけ いざい い かにかん «t 4* い かれ じょじ や 5 

然 らば 當 時の 勞働 者の 生活と 其 經濟に 就いて、 如何 考 へて 居られお かと 云 ふに、 ィ ュ ス彼は 叙 上 

けい y いてき ゆん り せいく わつ もんに い *sv -ヒ うもん * レぃ ひなん これ さ とへ もんじ 

の 經濟的 原理から 生活 問題と 勞働 問題と を 批判して ゐる。 之 は 左の 譬喩に よく 暗示され てゐ る。 


$ しゃく わい * の しん » はや すべ へい わ か 3 ふく くら こと でぎ 

も 設けられ、 社 會は其 進歩 を 早め、 凡てが 卒和 幸福に 暮す搴 が出來 るので ある。 

三 ィ H ス、、 J 貧の 問題 

っ& じゅうしゃ かれ し 3 る a しふ ちゃ 5 しゅ、 り み おは ひん みん かい ふ じゃくしゃ これ ぜん 

イエ スの追 從者ゃ 彼の 周 圃に蜩 集せ る 聽衆を 見る と、 多く は 貧民 階級 や 弱者であった 之 は 前 

f すで の ゃラ かれら しゃくれ い けいざいて *r- い な すべ はタ めん らくご レゃ 

項に 既に 述べた 樣に、 彼等 は社會 から 經濟 的に は 言 ふ，^ でも 無い、 凡ての 方面から 落伍者と して 

ど ぐ わい し いは ゆるた、 じ とく けんかい ふ やく かい レ £i れん ひとたら せいしょ いつ しゃ タふ 

度外視され た、 所謂 當 時の 特權 階級から 厄介 視 せられた 可憐な 人達で、 聖書に は 何時も、 娼婦、 

# しなへ おふし めし ひ つみびとな？」 そのた じゃくしゃ とも ぜん.. 5^ たす な ところ ちょくめん 

跛 者、 啞者、 窗人、 罪人 等 其 他の 弱者と 共に 全然 助け 無き もので あつお。 處が イエ スの 直面せ る 

しゃく わい もんに いち 5 もっと もの も、 り い じゃくき か じゃくしゃ レ to- くわい す かへ り ひ..？ 

社會 問題 中 最も 其 注意 を 惹起せられ たる は、 新う しお 弱者、 社會 から 棄 てられて 顧みられぬ 「貧 

レゃ しか つ ふくいんち タ はん さんじ や-.' す， くん レ か せい 

者であった。 而も ィ ェ スの傳 へられし 福 昔 中 一 般に 「山上の垂訓」 として 知られて ゐる 名高き 鑒 

くん しょと-/' まづし -0 のさい は ひ み いか た 5 じ じひん みん もんげ 一い かれ な 3 り ふか いんこく 

訓の 初頭に r 貧き 者 は 幸福な り」 と ある を 見ても、 如何に 當 時の 貧民 問題が 彼の 腦裡に 深く 印刻 

これ なに f -K う し さう ざう 丈 

せられ， 之が 何よりも 重要視せられ おか 、>- 想像し 得られる であらう。 

てつとう てつび か そうかい きふ じゃくしゃ とも これ かれ をし せいくん ひんじゃ たい 

イエ スは 徹頭徹尾 下層階級 や 弱者の 友であった。 之 は 彼の 敎 へた 聖訓と 貧者に 對 して とられた 

4- つく .U い $J Afc これ せい さ は いか づ ひと い 

美しい 態度と によく 表 はれて ゐる。 之 を 精査 すれば する 程、 イエ スが 如何に 貧しき 人々 に對 して 

三 耶蘇と 贫の 問題 三 八 七 


第卅 im 耶蘇と 麒濟 問題 1 一 一 八 六 

り ひ かく. せ V めいき 4* だ い. やと ひね レ じこ りえき かう ふく かんが ， す. 

狸との 比較 對 照が 明記され てゐ る。 先づ 第一 に、 雇主 は 自己の 利益と か 幸福の みを考 へす、 進ん 

ほん しやくね いし みん こ 5 えき 4>5 レん はか しゃく わいて き し みん しか やと ひにん けつ たい に ぶ しゃ 5 

で 一 般社會 市民の 公益 增進を 計る 社會的 市民たら ねばならぬ。 而 して 展人 は、 決して 怠惰 無精で 

も しごと なく わい »p は も ひ にず これ お. 7 -ちラ じつ »1! んぺん は； it 

あって はならぬ、 若し 仕事 をす る 機 會が與 へられ 擄 合に は、 直ちに 之に 應じ て忠赏 勤勉に 働く 

こ-ろ もっと ひつ えう .U う じ しゃく わい いは ゆる らう f もん にい レ はんかが は にい ひなん U さん かいき ふ たい * ん 

の 心がけが 最も 必要で ある 當 時の 赴會に 所謂 勞働 問題 中 資本家 側の 一 大 非難 は 無産階級の 怠慢 

これ しゃく わい もっと ふ せいさんて おもに . はんしゃ くわい はつでん モ がい ご とすくな く 

であった。 之 は社會 にと， 9 て 最も 不生產 的な 重荷で、 一般 社會の 發展を 阻害す る事徵 くな かつ 

も、 A しゃ が は ち 5 じつ S ん べん ら V f .«* のけい ざ いじ や. r- 仁い ゆに ？ J タ じ 

た。 そこで イエ スは勞 働 者 側の 忠實 勤勉なる 勞働 は、 其 經濟狀 態を璺 かなら しむる と 同時に、 

仁ら もの けんか タ せいしん およ ビにゥ とくて きせいく わつ い 3 けいひけ い り え あた モの しゃく わい えせ これ 

働く 者の 健康、 精神 及び 道德的 生活に 有形無形の 利益 を 能 ふるのみ ならす、 其 社會を 益し、 之が 

は.， つてん- ^ にい た ) しか いつず おい しはん かつね ひ さんかいき ふ けい ざ タじゃ 3 

發展に 資する ところ 大 なる を 敎へ給 ふた。 而 して 一 方に 於て は、 資本家 は 常に 無產 階級の 經濟狀 

たい せいつ 3 で に かれら て et! た 3 ら-> どうきく わん せつび いつ しゃく. & いて *1 ひつえう おう ラ f 

態に 精通し 出來る 丈け 彼等に 適當 なる 勞働 機關を 設備して、 何時 にても 社會的 必要に 應じ 得る 樣 

ご. * ろ し このい みおい しはん £i しゃく わい かいり やうし や ぞ. I し はくあいし 5 ぎ しゃ 

心が くべき を敎 へた ものである。 此 意.^ に 於て、 資本家 は社會 改良 者で あると 同時に 博愛 ま義者 

こん にち め タ ぺぃ お ビ. いじつ ゆ ふ か じ！ 6 ふみ この i ん り にい f 5j う き くわん まう は 3 われ 

である。 今日 歐 米に 於け る 大實業 家の 事業 を 見る と、 此 原理から 一 大勞働 機關を 設け、 1 方 我に 

え 40 にい ？ じ いくた ろタど V 'しゃ せいく わつ あんてい は しょ- ソ レ か 

益す ると ころ 犬なる と 同時に、 幾多の 勞働 者に 生活の 安定 を保證 して ゐ るか 知れない。 斯くィ ェ 

ろ タ ど 3.0 んビ. い は かんたん すな は しはん か も 3 ど 3 しゃ はん； i タ モの もく しゃくれ いぜん い かタ ふく り 

ス の勞働 問題 は 極めて 簡軍 である。 即ち 資本家 も 勞働者 も、 本當 に其屬 する 社 會全體 の 幸福と 利 

^.7 しん S- ラ て 3 ど りょく し ぜん さう JJ りえき か 3 ふく み しゃくれ いてき らく JJ しゃ きふ さい き くわん 

益增 進に 協調 努力す る なれば、 自然 相互の 利益 幸福.^ 見る のみなら す、 社會的 落伍者の 救 濟機關 


£t ね はき 5.? te へ fc- めし ひ . **ね > かれ ひく あた 53 さい は ひ 4S もの 

不具， 跛 者， 盲人な ど を 招け。 彼ら は 報 ゆる こと 能 はぬ 故に、 なんお 幸福なる べし。 正しき 者の 

よみが へり u< あ ふ けタ くん おい み づ もの 一： 

復活の 時に 報いら るるな り」 (同一 二— ニニ) と 仰せられた 敎訓に 於て 見る も 『貧しき 者」 に對 

せい しん あら い 

する ィ ェ ス の 精神が よく 表 はれて ゐ ると 言って よい。 

せ わ うち ん みん ど 3 じ や V おは いんしょ 、ソ すくな なかんづく でん しゃ、 り たと へ もっと ぐ 4:.- てき 

イエ スの說 話の 中で、. 貧民に 同情 多き 引 證が鈔 くない 就中 ダカ 俾 十六 章の 譬喻は 最も 具體的 

•、 か- メぉほ t, f, ん げ； し- i . み これ-' こ じ e~ てん ごく い ふ しゃ ぢ ごく お 

で且 つ 多くり 暗示と 敎ー fi, と に 満ちて ゐ る。、 之 は 乞食の ラザ P が 天國に 入， 9、 富者が 地獄に 落ちた 

/\々 . ^が 4^ り に i - は- れ， も， の や いねきた もの はれもの なめ きね し.？' ふ し； t 

と 云 ふ 皮肉な 物語で、 其 處には 腫物 を 病み、 犬來 りて 其 腫物 を 舐る と 云 ふ、 汚ない ti も 者の 

ぞんぉ _ つね モ しょくたく お もの から モの ひ/. \ f いく わつ さ- ま づ もの し 

前に 置かれて 常に 其の 食卓よ， 9 落つ る 物に て 辛くも 其 日 令々 の 生活 を 支 へ た 貧しき 者が、 死に て 

u-ov^^^ 5.- ん .Hsi? びと しんか 3 ふ る」 ； ふところ はい か， ふく しゃ.？ い 

御 使 達に よりて 天に 携 へられ、 ユダヤ人の 信仰の 父祖 アブ ラハ ムの懷 凄に 入った 幸福なる 將來に 

_ 力 と f の レ よみ くに モの く なラ 5 ら め あ はるか モの ふと こ； 5 

比して、 彼の 富める 者 は 死にて 黄泉-に 降， 9、 其 苦腦の 中より 目 を 擧げて 遙にァ ブラ 、ノ ムと 其懷凄 

、 ゆうふく ぜん は3 レき た- * しひす くひ たんがん い じんせい じょじゅつ 

にある ラザ tl の 幸羅を 羨望し、 頻 6 と 魂の 救 を 嘆願す ると 云 ふ、 人生の ドラマが 叙述 されて ゐ 

3 , 、また： と ひ i ぐ ほづ やもめ けんきん つ 4 くひ かく れい， 9 

る。 \ 力 は 又 富める 人 ，1- と 貧しき 寡婦の 献金に 就いて、 ィ ェ スが 特に 比較せられ た 例を擧 げてゐ 

D ^« V め. 3: > と ひと. もさめ. の さいせん はこ ない み あ づ 

る。 即ち、 r ィ ェ ス 目を擧 けて、 富める 人， JJ- の納物 を、 赛餞 © に 投げ 入る る を 見、 .^.p^ 或る 貧し 

-^、 ,*-，*> ぶ. f い. - * い t** * こ 4 なん， ち つ こ * づ やもめ 

き 寡婦の レ フタ 二つ を 投げ 入る る を 見て 言 ひ 給 ふ。 われ 實を もて 汝ら -に吿 ぐ、 此の 貧しき 寡婦 は 

すダ 、ひ" JK:r い. "ノ： > ゅホ ゆ にか 3 ら さめ もの うら な い や .0 め 

凡ての 人よ も 多く 投け 入れたり。 彼ら は 皆 ぞの豊 なる 內 より 鈉 物の 中に 投げ入れ、 この 寡婦 は 

！! 一 ィ H スと 貧の S: 題 三 八 九 
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ろ モ-- わか たと こ *1 やう かへ あ る あん モ くにち くわい 11 う と If 

心 を 注がれた か、 よく 分る ので ある。 例へば、 故郷 ナザレに 歸 られ^ 或 安息日に 會 堂で、 特に ィ 

ふみ し A み 4:1 い われ み ぶら *A 1 づ もの ふくいん の』 われ つか は 

ザ ャの窨 から 『主の 御靈 われに 在す で これ 我に 油 を 注ぎて 貧しき 者に 齲 音を宣 べしめ、 我 を 遣し 

めし， & to るし 5 めし ひみ こと おさ もの はなじ い 3 あゆ 

て 囚人に 赦を 得る ことと、 盲人に 見 ゆる 事と を吿 げしめ 壓 へらる る 者 を 放ちて 自由 を與 へしめ 

しゅ よろこ とし のぺ つね ぉ*< い ひん じ や ふく いん よ この せい しょ け ふ なん？ じ や、 > 

主の 喜ばしき 年 を宣傳 へしめ 給 ふな- 9」 と 言 ふ 貧者の 福 昔を讀 みて r 此聖書 は 今日 汝 等の 耳に 成 

じ みん よ ゆん かれ じ しん じ や V 'じゅ こもつ I 

就せ- 9」 (路 四の 一 八 I 二 一 ) とて、 暗に 豫 言が 彼 自身に よ， 9 て 成就せられ た 事 を 告げられた。 

かれ かみ くに くわん もしへ 3 ら やはり- *づ ち の か. II はもの めし ひな ど ぐ たいてき は いは I 

彼 は 又 神の 國に關 する 敎 話の 中に 矢 張 貧しき 者、 不具者、 盲人 等に つき 具體 的に 話された。 曰く、 

みる ひと さかん いふ ±> *3 おは ひと ね いふ ゆ とき いた ね を， もの もと • しもべ つか は ス 

r 或 人、 盛なる 夕餐を 設けて、 多くの 人 を 招く。 夕 錢の時 至りて、 招き 置きた る 者の 許に 僕 を 遣 

き た . すで ,vte は い みな ひと こと は はじめ もの ノ でんち 

して、 來れ、 旣に備 りたり、 と 言 はしめ たるに、 皆 等しく 辭 b はじむ。 初の 者い ふ、 われ 田地 を 

か to- A え こ S る > はか もの J > くび -.. 'し か I こめ 

買へ hN、 往 きて 見ざる を 得す。 請 ふ、 許されん NI と を。 他の 者い ふ、 われ 五 糨の牛 を 買へ り、 之 

ため 5- こ ゆる *£ はか もの つま めと こ toft 

を驗 すため に往 くな り。 請 ふ、 許されん こと を。 又 他の 者い ふ、 われ 妻 を娶れ り、 此の 故に 往く 

もた しらべ これら こと し： & じん つ あるじ しも ぺ い 4fi ら おは ぢ こ 

こと 能 はす。 僕 かへ hv て此 等の 事 を その 主人に 吿ぐ、 家主い か. て 僕に 言 ふ、 とく 町の 大路と 小 

ぢ 5 t づ もの .-V た わ めし ひ ぁレ へ ここつれ た 

路 とに 往 きて、 貧しき 者、 不具者、 窗人、 跛 者な ど を 此處に 連 來れ」 (路 十四の 一 五— ニー) 

これ このた とへ はなし す まへ はん ぢ ひる 6 いふ X i-ゥ は 3 い-/' きゃラ i- い しん あく と .V なりび と 

と。 之 は此譬 話の 直ぐ 前に r 汝ら 晝餐 または 夕 餐を設 くると き、 朋友、 兄 第、 親族、 富める 隣人 

おそ かれ なん ぢ- . ** ね ひ くい ふるまび *4 う .e き ひし づ もの 

など をよ ぶな。 恐らく は 彼らも^ 汝らを 招きて 報 をな さん。 饗宴 を設 くる 時 は、 貧しき 1, 


彼等に は 眞實の 幸福 を 獲 やうと する 可能性が 多い 所から 浙 く^せられ たので あらう、 俯し；^!^ に 

特に 注意せ ねばならぬ 事 は、 ィ H スは金 持 だから 必す しも 駄目 だと は 決して 仰せられぬ である。 

但し 彼 は 「富者の 天國に 入る は 難い かな」 とき はれた « は 破» である。 だから、 「- おの^しき!^」 

と はま if 粼 1^ の薦 をず、 issi に まの 1と 1 きと を：：^ の きな し、 級 

生 神の 僕と して 世の 爲め 神の 爲め 奉仕 せんとの 心の 持主 を 意味せられ たもので ある。 すれば 

^> L, — け-; if.;:! く，， * パて. せ > くやつ で％ うらく ひとたち 0* しん せい レん ぶん A い こ... ろ まつ もの 

神の 國は富 や 樣カゃ 俗 的 生活 を享樂 する 人達に は 望まれない、 眞の 精神 文明 は 『心の „ ^しき 恭』 

の 心に のみ 建設 さるべき もの だ、 とはィ ュ スの敎 W である。 


W ィ H スと 貧の 間薛 ^ 


笫讲ニ 章 耶蘇と 經濟 問題 ni 九 〇 

とぽ， タら おの も いのら レろ z£t ない お』 

その 乏しき 中よ. 9、 a が 有て る 生命の 料 を 悉く 投げ入れ たれば なり」 (廿 一の 1 1 四) と。 思 ふ 

この； 3* がぺ .V,** に し がくしゃ たち ひ へ、 ひ か そ./' かい ふ も ひて ^！ぃ 

に イエス は r 此無學 の 徒 何 を 知る か」 と エルサレム の學者 達から 批評され た 下層階級 を 相手に 精 

じん 3 ん ど V- あ これ せん れい らタ ？ み * ざ 

神 運 勸を敢 へ てせられ たので ある。 之 は 洗禮の ョ 力 ネが マケ ラス の牢舍 にあ. 9 て、 ィ ェ ス の 御 業 

► き "り』 fi" ん つか は *5 もの なん ぢ あるひ ま い 

をき き、 二人の 弟子 をィ H ス に 遣して、 來る ぺ き 者は汝 なる か、 或は 他に 待つ ベ きかと 言 はしめ 

> - ^ かれ： ら.. 1 なんち み *M ところ つ めし ひ み もし へ あゆ ち" 

た 時に イエ スは 彼等に 「ゆきて 汝らが 見聞す る 所をョ ハネに 告げよ。 盲者 は 見、 跛 者は步 み、 癩 

ぴゃ 3 にん きょ みみし ひ レ にん よみ ぉづ もの ふく、.. ん き およ ，t つ えづ 

病人 は 潔め られ、 襲 者 はきき、 死人 は 甦 へらせられ、 貧しき 者 は 福音 を 聞かせら る。 凡そ 我に 躓 

もの A- V は ひ こに ちょ タ も きら 

かぬ 者 は 幸福な， .yj (太 十 一 の 二 I 五) と 答 へられた に徵 しても 明かで あらう。 

, • さんじ や V する くん < な f い さい は ひ こ-ろ まづ もの てん U く ひと 

1 體 イエ スが 山上の垂訓の 劈頭 第一 に 「幸福なる かな、 心の 貧しき 者。 天國 はもの 人の ものな 

I > も ふ なにい & た う じ むさん し す 4dt? みづ^1 

れ ばな b」 (太 五の 三) と 仰せられ おの は、 何 を 意：^ した もので あらう か。 當 時の 無產者 即ち 自 

ひたり も 4/ はたら いく わつ で *! ものし か い 、> さん しゃ モの しょく みづか はたら いく わつ 

ら 額に 汗して 働かなければ 生活が 出來 ない 者、 而も 有產 者が 其 利殖に よりて 自ら 働か やして 生活 

はん" / レ かか かいき ふ づ ね しゃく わいて な れつと ラレ さ Z fl3 ふく たタ 

する に反して、 而も 新う しお 階級から 常に 社會 的に 劣等 視 されて 何處に 幸福が あらう かと は、 當 

&ー へんく ね い なし か まづ もの い か 

時 も 今 もさした る變 化な き は 言 ふまで も 無い。 然るに イエ スの 「貧しき 者」 と 言 はれた の は、 彼 

/» :£ ひとたち か 5** んふ そん や. * ぶっしつ よ けん t い ぼ *》 しんじゃ V もん^ぃ しん .J- んが 

等 は 富める 人達の 高慢 不遜に して 稍と も すれば 物質 や 世の 權 勢に 誇， 9、 精神 上の 問題 を眞 劍に考 

, , や.. L かラ す fsl ひ かれら にん ゆん みお a か ぞうじ や タレん つよ し- のみな らャ 

へやう とする 傾向の 至って 少 きに 比し、 彼等 は どこ やら 人間 缺が 多く、 且つ 同情 6 が强ぃ 加 之、 


第三 十三 章 聖パゥ 口 の 社會訓 

一 バウ 口の 社會 理想 

つ だいしと i タざぃ h- や 3 ぶんくれ 4i つし よく *A *y. 5i かれ fc タじ ち *»5 

イエ スに 次ぐ 大使 徒 パク & は、 東西 兩 文化の 接 觸地タ 〃ソに 育った 丈け に、 彼に は當時 地中 

^A. ふ ^ X7 し，：' てつ がく か てい およ かく ^^ラ 5 こ ふ りつ ナ く し P 

沿岸 を 風靡せ る 優 <^ なギ リシ ャ 哲學、 家庭 及び 學 校より 受けし 古 ュ ダ ャ の掛 律と ユダヤ 敎、 者 

およ ふ， せい， う くわん くわと 3 かれ せ かいせい しん うん >5 うへ いろ ifc ち もら ^1 ン 

及び 詩聖より 受けた 感化 等が、 彼が 世界 精神 蓮勸の 上に、 色々 なる 形と なって 現 はれた。 i の 思 

s.^ お- てつ *1 く しん がく ぶん がく しゃく わい し さう そ いう し 5 ^fu ぜん さ y, てき ナ， a 6 .Jb^> til 

想 を 見る と、 哲學 に、 神學 に、 文學 に、 社會 思想に、 其 優秀 健全なる 世 的 g. 威の まれ ある。 m 

_r » , , .5 た、 ひじ ちしゃが くしゃて つ がく レゃ ひこ ふ *s せ ^J,J なか 

へ は ギリシャの ァ レオ ハゴ スに 於け る、 當 時の 智卷、 學者、 哲學者 を 向に 廻して 『世界と その 中 

. ^つくた ** ^ てんち しゅ いま て づ くみ やす t** づぃ ：ゝ 

の あらゆる 物 を 造り 給 ひし 神 は、 天地の 主に 在せば、 手に て 造れる 宫に 住み 給 はす。 ir らル ての 

ひと --の *J い 4- よろ づ の あた た *4 もの とぼ ところ ごと ひとて . こ £ I.J 

人に 生命と ii§ と、 萬の 物と を與へ 給へば、 物に 乏しき 所 あるが 如く、 人の 手に て 事 ふる 事 を ！^ス し 

給 はす …； 我等 は 神の 中に 生き、 動き、 また在るなh^」 (徒 十七の 二 四 I 三 〇) と， お 艦に 「；^ S 

1 元 論」 を購 明した など は、 同時代の 二元論 的 思想の 旺盛な！？ に ml として！ j^il を g つて ゐる。 

1 パゥ ロの肚 會 理想 三 九 三 


二 バウ 口の 家 庭訓 ， 

キリ スト けタ こん はん せい しん レゃ くわい み ， わ 

基督 敎の 根本 精神 は、 赴 會を擧 げてク タス チャン。 ホ ー ム 化する にある。 il おなれば、 夢 g は 

此 世に 存 する 社 會骶度 中 1^ も 神聖な もので、 凡ての 社^ は 其 源 4 ん を^:^ きに 4 つして ゐ るからで あ 

る。 故に 一 般の 人類 社會を 家庭 化する は、 .^^れ5|くき"の»»似でぁって、％しぃ雜たに^^してし％^ 

しゃ くわいけ 3 くわ き てう し A じ a き fa 

敏會敎 化の 基調た るべき ホ ー ムの 主人た らんと 期す るに は、 ^^に 齢く i 免 t て isiw ま：： る jl. ノ 4 

^ ぜん せいく わつ いるな - 

健全なる 生活 を營 まねば ならぬ 

偉人 や 聖人 及び 社會 指^者 i の&レ つた 1 ま は、 »れの^|^ |れの»^にも1し拿«|^のぉとな 

ら ざる はない。 何故か なれば、 ま！： を 81 したぎ； g はかめ-寡に «れ て «y であった からで ある。 

等の 多く は糾を 畏れ 人 を 愛する 宗敎 精神の 豊かな ホ ー ムで つた やうで ある。 きのき まに g 、て、 ^ 

パ ク " は 人格 敎 養に 於て 最も 良き i^fe. の である ホ， ム の1ぬを^んだのは||し^&の"齔と|!1： 

ふべき である。 彼 は ini" に^て、 く&ん のま はめて れ II んだホ ー ムを 一 » したと i に； yiffi 

に堪へ ぬ ものが あった。 否 傍觀し 得ざる 悲劇 を まざく と せつ けられて"^..^ きを!； なかつ お。 

二 バウ 口の 家 庭訓 一一 一九 S 


第 卅三窜 聖 パゥ 口の 社會訓 11 一. „? 

彼の 哀 なる 人の 苦惱、 ダ マ ス コ 途上の グ イジ ョ ン による 回心、 霧と ィ ェ ス へ の^ g 、！ E^ls^ のィ 

ュ ス の ii、 gi つの ィ ュ ス iff. £5 に は isii、ifT のま 1¥1 が ilfe へ 

人 をして 直ちに 彼 は 希 伯 來の豫 言 者、 詩齓 "がび ギリシャの 教を しきば しむる。 一 ^きれの きよま を S 

ん I • 、 / けう』 たい けん じふ じか なしへ じん る， キ」 ふ さい t て 3 しょ 

觀 すると ナザレの ィ ュス敎 を體驗 し、 十字架の 敎を 人類 救濟の 基調な りと ギリシャ、 " ，マ 諸 

にく せん でん ゆく しん しゃく わい 5 ん？ 」.ひ しゃえいし おも 3i C ^ 、 I - -a ： 

國に 宣傳慕 進せ る社會 運動 者の 英姿 を 思 ひ 浮ばし むる ので ある、 It 故 なれば ま は とか、 子、 

者と か、 神學 者と か、 又詩人肌の人と云ぷょ-.^も、 箏ろ 神の 靈感靈 能に ちた であると^ 

^ に、 i は t おまいの ぎ は i§ わ を？ び ^»p.i Ysc^ まげた if is やで あつおからで 

ある。 oils 一 1 まの S 血 を ひ i くと I に、 かきの Kil に は、 レ％% 田 |»の» めて 蠏^なる に 一 崎す るで 

) > ^ ^ ♦ i ，> バ？； 1 "ix, ザ * およ- し-や， く f い ちつ』 じょ . はふり つせ いぢお よびけ いざい じんじ くわん しょ もんに い ごと 

あらう ^へ は、 家庭、 國家 及び 瓧會の 秩序と か、 法律 政治 及 經濟- < 事に關 する 諸問題の 如き は 

パク" 程 論じて ゐる者 はない。 つまり 罄パ ク 《1 にと りて は厳會 解放 は 精神 運動に よ. 9 て {V ん 16 いさる 

ぺ きものと 信じたが^ に、 lii のし felK 辦 とか ll2n¥E! とか、 ^きく、 sriifrili^i- の 

鱖は ！！ ィ ュ ス のに か if らし^ 1 し、 tetelil を^て i として、 nsr^iK とせる 11 攝 はか i» とし 

て の 16 神運勸 をし ねので ある。 換言すれば パ ク "の はナ、 ザ レのィ H ス のじ-^ ^と？！^腌 を 

心 核 中心とした ィ ュ ス敎を 唯 一 の社會 狸 想と して 世界 敎化蓮 動に げたので ある。 


to -X くわん レ 4 けんかい &は かんねん レ f- え i りゃタ え ， 'す K は けつ I.J.;^ し， やく. ^いせい V； ねつ 

結婚に 關 する 使徒 パク P の 見解 は、 極めて 簡單で 而も 要領 を 得て ゐる。 即ち 結婚 は社會 生活へ 

にい は かくじ じ ぃタ せ. 4 たく ** か い. けん I » C I けつ； ん レゃ くやい 

の 第 一 步 であって 各自の 自由^ 擇に 任す ベ きものた との 意見で ある 之れ ハク P は， 結婚 は 敏 夤 

せいさ ち 3 もっと レん 亡い これ にん Aj ん なつと つ 4i おや に ぎひし めい つく 

制度 中 最も 神聖な もので、 之に よりて 人間の 夫お b 妻お， 9、 親た， 9、 子た るの 義務 使命 を盡 し、 

とも かみ えいく り みら は み ^も せい たう じ に んぢょ く わんげ S もっと み ii- 

共に 神の 榮光を 表すに ありと 觀 たからで ある。 故に 11 バ ク & は當時 男女 關 係の 最も 亂れ たる コ タ 

じん ましん かう か てい くん けう じ >>れ にちじ や 3 せいくね つ づ 化ん き ゆ かラ こど ね，， つし ん く £ん 二く ノ • • > 

ント 人に、 先づ 信仰に よる 家庭 訓を敎 示し、 之 を 日常生活に 實踐 躬行 せん 事 を 熱心に 勸吿 したの 

である。 

. i ォ -5 くわ、.' おく レょ か.4 み At ォ じい せいかん くわん けい さいりん. P ん にい くわん 

ゃコ リン ト敎會 に 贈つ ぉパ ク " の 書翰 を 見る に、 當時 異性 間の 關 係と ィ vi ス の ft 臨 問題に 關す 

じ U さう ありさま 551*- し かれい は 3 われお fa ** のみたり なやみ. U ひと，. 》 ^あ 

る 一 般 人の 思想と 有樣が 窺 ひ 知られる。 彼 曰く 『我 思 ふに、 目前の 患難の 爲 めに は、 人々 の 在る 

ま- と si よ K んぢっ t つな もの h もと .ク- め： と， み おゆ 

が隨 にて 止る ぞ 善き 汝 妻に 驚が る. - 者なる か、 釋 くこと を 求むな。 たと ひ 妻を娶 ると も 罪 を 犯 

もら ^とめ とつ つみ おか あら レか か i もの み くろし み み わお- 5 "んパ f 

すに は 非す。 處女 もし 嫁ぐ とも 罪 を 犯す に 非 や。 然れ ども 新る 者 は その 身、 苦難に 遭 はん" 我汝 

く & i 6 しの けっこん どく レん せいく わつ っ乂 

を 苦 雛に 遭 はすに 忍び や」 (哥前 七の 二 六 —二八) と。 パク 1- は 結婚す る も獨身 生活 を績 くる も 

、 づ to と ク * う、 し さい こん レん と にん し せ tq しゃ？ 

S れも务 人の 自^意志 にあ， 9 となした。 され ど 苒婚は 信徒た る 男子と なすべ きこと を推獎 した。 

ま はち rn は 1^ の lii ける！" はっきが る 、なり。 然れど 夫 もし 死なば、 欲する ま、 に 嫁ぐ 自由 を 得べ し 

じ- ら ゥ to- く んこく しか ざい は ひ ふ さい いづ けん か、 ひ 

た 主に ある 者に のみ 適くべし」 (同 七の 三 I 九) と勸告 した。 而 して 幸に 夫妻 何れも 健康で あ 

二 パゥ 口の 家 庭訓 三 九 七 


等 骨 三 章 聖 パゥ Q の 社^ 訓 三 九 六 

.Aitlil , IW--、>:.1I;^T.S-J^W.«" ゅにぶん ， みなぎ モ めみ ひに *<v れつい じ や * せいしん 5 ん ど.,' よ た うて，， これ かい y う の .《- 

其 處には 道德的 頹廢氣 分が 漲って ねて、 其 間、 猛烈 異常の 精神 運動に 由ら では^^ ふが^お 

*^ ， み ^ Z かれ ^く. *j く しゃくね いり さ-ひ ひ れき とく か てい く， 3 しめ しょく, 6 ん " て、 * う 

み 得さる を 見た。 其處で パク "ほ 彼獨特 の社會 理想 を 披瀝し、 特に 家 庭訓 を 示して 殖民 家 の 4； 

じ やう ど りよ く い けつ これ モもモ せ かい ナぅ くわ と さ- しょ 

上に 努力す るの 意 を 決しお ので ある。 之が 抑 も パク fi が 世界 敎 化に 取りし 最初の ステップ なので 

ある。 

聖 パク" は づ 第一 に^ 鄺 をば、 んな るぎ *、 i^? なる 雕 11 を歡 4 いする la 一 I^fe のき きんな， 9 

化ん/ 3 これ- かれ でんに 5 りよ かう き しょけ 3 くわい おく しょ. f- ん し は. <\ しる 

と 信じお。 之 は 彼の 傳道 旅行記と ギリシャ、 マの 諸 敎會に 贈った 喾 翰に 腿々 記されて ゐる。 

-ぇ *2L ぶ- ^Lr^ けいけん と り や 5 しん しっか その せいじゃう か ていて きく-ひせ く.； -ん くわ でに 

蓋し 幼時 家庭に あ- 5 て 敬虔に 富める 兩 親の 膝下に、 其淸淨 なる 家庭的 空氣と 感化と に 育った パク 

^hhs しんてい レゃタ がいれ す は 3 ぎゃく え ふか た ふと こくいん 

の 腦裡と 心底と に は、 生涯 忘れ やうと して 忘却し 得ぬ 深い 貴い イン ブ レツ ショ ンが 刻印され て 

> ) fi^ のち せい しん 5i い み た 3 ぐ わい こくでん y う く は i!- かく & りよ だタ ちラ くり 

ゐ たからで ある。 彼 は 後 精神 界に 身を投じて、 いよ 》 { 外 國傳道 を 企て、 各地 を 旅行 中、 遠き 過 

一ん、， w^^^- ^や.. タ： モ 9 かんく.！^ かんけ せ か， 4 し こ じん かみ こく か レ やくれい 

去 を 聯想し、 幼時 敬虔なる 兩 親から 受けた. 其 感化に 感激して、 神 を 知らぬ 個人、 神な き 闘 家祉會 

化; プ こ じんせい X じつ かてい お しう け $ せいく わつ すな. K かみ ビぃ しゅぎ 4/、--、 わつ り つ や 

等に 施す 人生の 原理 は、 實に 家庭に 於け る宗敎 生活、 卽ち神 第 一 主義の 生活な， 5 とカ說 して 止ま 

toa かくち おく しょ 5i ん み た うじ か ていじ や V 'たい て T わ わ 

なかった ので ある。 故に 各地に 贈った パク" の 書翰 を 見る と、 當 時の 家庭 狀 態が 手に とる 樣に分 

る 

しゃ くわい せい くわつ けつ こん 

(一) 社會 生活と して 結婚 


、じ，，、 しい かれい は キリ. <ト けうく わい 

ある けて クリスチャンの 婦人に 於て 然 りと は パク P のァ イダ ァ である。 彼 曰く 『基督が 敎嘣 

の なる^く、 IT は 敷の なり。 1< "たる = ^。よ、 キジ ストの 敎會を 愛し、 之が 爲に己 を 捨て 給 ひし 

« く、 も iAfe せよ …… i. も S その *ちを» し， &t ふべ し」 (雜 二の 五節 以下) と。 

(二) Ji^ 敎 が 育 

li まの kiii の Kit^ び は V ^づs崎の^l-に響する•^と彼等子女を敎養する責任とで 

あった。 ^に はき »は|4 にあ b て. &ら 家政 を 司， 5、 k 事に いそしみ、 子 第の 敎育は 家長で ある 父親 

の に § ねられて ゐ お。 歷 史家の 說 によれば、 父の 責任 は 母よりも 重大で、 父は絕 えす 其 子女 

に き 1|„ く. 鼢繊と を 1； へお ふ- i である。 li も It 警 h» たる や、 極めて 厳格で 如何して 

も^ 一 ^の "か^に ままる まで 攀が おと 歡 へられて ゐ る。 『子お る 者よ、 汝等 主に あ- 5 て兩親 

レ； 5 pr こと 4d んぢ ち A は 1 うや ** さ なん ぢさ いは ひ え またち う/ い ち 5*, が > , a ヽ 

に從 へ、 之 正しき 事な， 9、 汝の 父母 を 敬へ、 然 らば 汝 幸福 を 得、 又 地の 上に 壽長 からん」 („^ 

r£i い づ. U いふく じ S う ふ ふラ わがに はん か t^,b 5j ひに かよ I 

六の 一 四) とは^ち それで ある。 言 は 5,- 絡 對服從 と 云 ふね 風で、 我 日本の 家族制度と 相 通つ 

た^^ ii% き il からお お »6 ^であった。 It 斯うし お 1 氣に 浸潤して ゐる 中に、 健全なる 人格が 

やし は 

養 はれる ので ある。 

かてい か -の けいしん いた ところ h- き *- つ * づか f U ぶ ラ. く.； ぶ 、 れ ；^>i 

パク u は 家庭に 於け る此 「敬神」 を 至る 處に 力説した。 自ら 當 時の 最高 學府で ラビ 满學の 蘊奥 

二 パゥ 口の 家 庭訓 一一 一九 九 


等 世 11 窣 聖パゥ n の 社會訓 一 11 力 八 

ほ も ひ てつ と 5 てつ び キリ 人ト けタ ゆ ん り h£ ふう ふ せいく わつ **y た I 

る 場合 は、 徹頭徹尾 基督 敎の 原理に 基づきて 失婦の 生活 を 全 ふす へきで ある 凡そ クリス チ アン 

ぷ はじ しか にんし ぢょ し けつ こ. 4 い ぜん じゅんけつ メき C んレ * JLVi5. く JLl* 5 

ホ I ムは 一夫から 始まる。 而も 男子 も 女子 も 結婚 以前よ 純潔 なれ、 男子も^ 淑な妻 を 得る まで 

か £ら どうて、 ヒも ヒがひ けっこんせ いく づ は、 * ていし 5 く つ t モのぁ *T もっと たい よろ = ていさ 3 さ 

は必す 童貞 を 保て、 互に 結婚 生活に 入って は、 貞淑なる 妻が 其 愛する夫に 對 して 喜んで 操を捧 

ごと し また り つ t モの じゅん ど 5 てい さ、 Z メ て.？ ち こう に 5 ** ゆ >r 

ぐる 如く、 男子 も 又 一 人の 妻に 其 純なる 1 童貞 を捧 ぐる、 之れ 天地の 公道で あり、 又 クリス チヤ ン 

ふ f h S.7 りきせつけ タじ けっこん くわん S これ し • やく. わいせい くわつ 

の 踏むべき 夫婦 道 だと は、 タ\ソ の パク" の カ說敎 示せる 結婚 觀 である 彼 は 之 を社會 生活と し 

もっと しん せい せいく わ に い ほ iV し しゃ. バ わぶ ゆ：^. f. - ) 

ての 最も 神聖な 生活の 第一 步 として 敎 へお 社會 原理な ので ある C 

し この f ふ にラ りつ は じっ^ん い 5t てい せいく. *^ つ f , ふ あ ひし. C で， 

然 らば 如何したならば 此夫 婦道 を 立 泥に 赏 現し 得る かと 言 ふに、 家庭生活 は 夫婦 相 信じ、 相 和 

れ.？ た、 - せ きこん もつ * 人 じ しょり IV し ふタふ ？ y £.7 モのも ひ M モんぴ さぺっ I り 

し、 聯帶 責任 を 以て^ 搴 を處理 する にあ と敎 へた。 夫婦 は 同等で 其 間 尊卑の 差別がない 二人 

あ ひに むろん ひみつ 5 る f U り • か いもと か ふ さ 力 ^^r 

の 間に は 無論 秘密 を容 さぬ。 相互の 正しい 理解の 下に 一 家 を 治めねば ならぬ。 と 新く ハク 5- か婦 

じんち & たか たい あら かてい あ もい わ、/' ごく / / t-u^5 ^ 

人の 地位 を 高めた の は 他意 あるに 非す、 家庭 を 擧げて 愛の 王國 たらしめ、 ホ ー ム をして 地上の 樂 

えん ため しか これ さう じつ ゆん くわう にい ため ヒ ん.^ . に il じ.^ r も ric 

園たら しめたい が爲 である。 而 して 之が 理想 を實 現擴大 せんが 爲には 男子よ， 5 も搴ろ 婦人 か 最も 

てき ^ ふじん し *-.4 * の あいじ やう のう こ 3 ぼうふ てん. 5 い > vi ^ov<:^4^ —-ス - » リ，： く、 

適して ゐる。 婦人 は 自然に、 其 愛情の 濃厚 豊富なる 點に 於て、 子女の 敎育 養成の 上に、 獨特の 地 

.« レ とて にんし およ ところ ふ じん りゃう さいけん ぼ / ^9,5 と つ-か. - > ^ V 'リ 

位. を 占めて ゐて、 独 も 男子の 及ぶ 所ではない。 婦人が 良妻賢母 としてよ く 其 夫に 事へ， 子女 を敎 

,i it ん し くわい か ていく わ しんせい もい もつ ひろ しゃく わいせいく れつ じ や 3 くわ 3 し S んび 

育す る はやが て は 一 般の 社會を 家庭 化し、 神聖なる 愛 を 以て 廣く 社會 生活 を淨 化し 得る の 準備で 


h« * 9 ^ X ^ かたむす ，へ ふ 3 ふ さう c にちじ や、 Ai- いくれ づ 5 へ キリ *<ト こ- -ろ じつ ゆん その 

愛と 祈 禱と淸 潔と によりて 堅く 結ばれた 上に、 夫婦 相互 は 日常生活の 上に 基督の 心お 實 現し、 其 

レ ぢょ こ-ろ 5* ゆら f しんか、 f かたち し^っ^ん き f しゃう らい お ； V の ひ 2^ 

子女の 心に 彼等の 高い 理想と 信仰と が 形と なって 出現す るまで、 希望 を 將來に 置いて、 其 rtl の來 

し.； - ヒの つね にんたい まんなん はい く た ラ &レ しか か ていけ ラ 

るべき を 信じて 樂 しみ、 常に 忍耐し、 萬 難を排 して 苦鬪 すべき を敎 へたので ある。 然 らば 家庭 敎 

r< ぶ. 7 け 5 くわしよ ti に い みづか ， この ふみ _ しん ， し 力.^...' 

育 用の 敎科書 は 何かと 云 ふに、 それ は パク" 自らが 「此書 は キリスト、 ィュス を 信す る 信仰に よ 

ォ くひ い U ち & はん-ち *K 5 ) ； V* . ずみ I 5,u 

りて、 救に 至らし むる 智籠を 汝に與 へ 得るな- 聖 誊 はみ な 沖の 感勸 による ものにして 敎節 と亂 

しめ け. さい ぎ くんた- > えき r» ひと つお もろ，^ ほ れズ i つた 化め 

責と 矯正と 義 を驚陶 するとに 益 あり、 これ 神の 人の 全くな りて 諸般の 善き 業に 備 へて 全 ふせん 爲 

い はんかて い ナ る しゃう こ かれ くわ こ にが 

な..^」 (提後 三の 一 五) と 言って、 一般 家庭に 推獎 した パイブ〃 なので ある。 之れ 彼 は 過去の 苦 

レ VN けう てきたい けん てら か てい げラ いく ひつ すラ か ねつく わん なん これ ん か てい しう 

き 宗敎的 體驗に 照して、 家庭 敎 育に 必須 缺 くべ からざる を 達觀 し、 何とかして 之 を 一 般 家庭の 宗 

け 3 »/\ いく よ 3 けう くね しょさいよ 3 せつ き は 3 

敎 ，1- 育 用の 敎科 書に 採用せ しめんと 切に 希望した ので ある 

(一一 一) • ^ 題 

けっこん じんせい にい じ ゆるかん たんはい モっ おこな あたか け 、ゥ くわい くわん けい 

抑 も 結婚 は 人生の 大事 故 簡單輕 卒に行 はるべ きもので はない。 恰も キク ストと 敎會 との 關 係に 

お JJiJ き は A つせ つ か しんせい & ん しゅく れいてん しか しんあい 4a モ モ のうへ かた 

於け るが 如く、 極めて 密接で 且つ 神 ill 厳粛な 鱧 典で ある。 而も 眞の愛 を 墓 礎と なし、 其 上に 堅く 

むす けい やく せい し S ちゃ ラ かれ キリ スト をし へ レ たが a / こん 

結ばれた る 契約で なければ ならぬ と は聖パ ク P の 主張であった。 彼 は 基督の 敎に從 ひ、 「われ 婚 

t ん もの めい っ， ほ *v つと わか わ こと とつ を た もっと 

姻 したる 者に 命す、 妻 は 夫と 別る ベから す。 もし 別る、 搴 あらば、 嫁がす して 居る か、 又は 夫と 

三疏 人間 題 四 〇 1 


等 卅三章 聖パゥ 口の 社會訓 四 OG 

さは か ひ ろんしん がくけ ういく ひつえ、 プ ざい？ < うちく 4/*- ひつえう A と ， さ *9 ね 5- しん 

を 極めた 彼れ パク p は、 無論 神學敎 育の 必要 も- 財蠻 蓄積の 必要 も 認めて はゐ たが、 更に 熱心に 

かてい お しう けうく いく り ませつ なぞ しう け、 f て *1 く 5 き の. f こ- > ぜんり やう そに 

r 家庭に 於け る 宗敎々 育」 をカ說 したので ある。 何故 なれば 宗敎的 签氣の 濃厚 善良な ホ ー ムに育 

してい しら やし らおう つく じん かく やしな これ ね けう いく くん れん ちゃう 

つ 子弟 は、 不知 不 鼸 美しい、 のん び. 9 とした 人格が 養 はれ、 之が 絕ぇ ゃ敎育 訓練され、 長す るに 

從ひ 立派な 人格者と なると 信じた からで ある。 パク は此 原理から 家庭 訓を敎 へた。 但し 彼の 敎 

くん きう やくじ にい こと てん おや そのし ぢょ けタ いく ま へ みづか キリスト じふ じ か もい しに 

訓と舊 約 時代の それと 異なる 點は、 親が 其 子女 を敎 育す る 前に、 先づ 自ら 基督の 十字架 愛 を 親し 

たい けん すな は おや たん かい h^っ れいてん い かたよし ぢょ げパ いく 、 

く體驗 する にある。 即ち 親 は 單に誡 律と か 鱧 典と かと 言 ふ ものに のみ 片寄りて 子女 を敎 育せ すし 

かなら しぢょ しんり わ^ ちゃ 5 し 4i が し にい キリ ,^ト せい しん その こ うち こ 

て、 必す 子女の 心理 を辨 へ、 長 やる に從； 5、 次第に 基督の 精神 を 其 子に 打 込む ので ある。 

かくの ごとく かてい お し V け 5, (- いく は かんたん すな は 5i ていお おや. ち しぢょ 

如此 パク P の 家庭に 於け る 宗敎々 育 は 極めて 簡單 であ， る。 卽ち 家庭に 於け る 親の 位置 は、 子女 

け V- し ち i おや モ P か ちゃ. 7 しか かれ り づ つと みづか せい づ -* し ひんか 5fc ぐ 

の敎師 で、 父親 は 其 家長で ある。 而も 彼 は 「 一 人の 妻の 夫に して 自ら 制し、 愼み、 品行 正しく、 

おびび と ねんご もてな X IV レ あらそ かね ひさ ぼ よ おの いへ もさ を： ん 5? ん し ぢょ じゅ-ひじゅん 

旅人 を 懇ろに 待し、 能く 敎へ、 爭 はす、 金 を 貪ら や、 普く 已が 家を理 め、 謹厳に して 子女 を從順 

ぷ ぷ に3 とく もと けい しんあい じん ひと は- * 

ならしむ る」 (：^ 三の 二 I 四) て ふ 1 夫 一 婦の 道徳に 基づく 敬神 愛人の 人.？； i るべき で、 母 はまた 

— 1* づと あい こ いっくし つ- 1 し& み？ V th いへ つとめ らう じつは さけ おの -V つと 

「夫 を 愛し、 子 を 愛み、 謹慎と^ 操と を 堅く 守， 9、 家の 務を忠 實に杲 たし、 仁慈 を もち、 己が 夫 

じたが ， いふと く モな ふ じん ,10 しか か てい 

に 服 ふ」 (多 二の 五 ー 六) と 云へ る婦 德を備 へた 婦人で あらねば ならぬ と敎 へた。 而 して 家庭に 

於け る敎師 である 夫婦の 間柄 は實に rl; は その 妻 を已の • の 如く 愛し」 (都 五の 二八)、 ri^ は 

まお レ A レ たが JJ と のれ .V つと し が か モの 4* つと 、つや i い 5 つく しん てせ 

1^ 主に 服 ふが 如く 已の 夫に 服 ひ、 且つ 其 夫 を 敬 ふ」 (同 五の ニニ 1 二三) と 言 ふた 美しい 信仰的 


にん 5ii ど3 ±J ん ど、> と 3 しゃく わいて *1 ら A L しゅち や 3 け、/' くれい ない おい かつ tiv し ぢょレ 

t 男女 同 櫂に して 同等の 社會的 地位 を 占むべき を 主張す る 敎會內 に 於て は、 甞て 男子が 女子に 

ぇラき 3 てい き 7 さタ や 5 てい さ 3 や は. ん レ ぇラ <!5、> はャ きょくりょく か タてラ くわん ん こん • ちょ V-,J 

要求し お 貞操と 同 樣の負 操 を 矢 張 男子に も 要求す ぺき箬 だと 極力 高調した。 換言せば、 男女の^ 

f へタ じゅん う い じ やう とく き こん i> ん し は ラ そ v 6 ん かく - ど タ てい まも y5 i くじ to- タ にん し S 

操 標準 を 同 一 にす る 以上、 特に 旣婚 男子の 方が 一 層嚴 格に 童 腐 を 守る べき 道徳上の 資任 あ. 9 とま 

ちゃ 3 か けんち たが ひ か ていせい くわつ いとな り こ-ろ り f あ ひねん すぺ 

張した ので ある。 斯うした 見地から 互に 家庭生活 を營 まば、 二人の 心に 理想し、 相 念じた 凡ての 

けいく わく にちじ やうせ いく わつ つ 3 あら しら ャ しら. f 3 も かてい し めい はに 

計畫が 日常生活 を 通じて 表 はれ、 不知 不識の 中に 家庭の 使命が 果たされ るので ある 

(四) 再婚の 可否 

レと ろ い； i び ま v じん さいこん もん はい これ わか . ふ しんじ 

次に 使徙 パク P の 心 を 痛めた の は 未亡人の 再婚 問題で ある。 之 は 若い クリスチャンと 不信者と 

けつ W ん もんに い み ひなら fc，> じ け V 'くわい なや 4* き は やく かい もんに い 4* たこれ T, かに さ 5 まん 5- ひ 

の 結婚 問題と 相 並んで、 當時敎 會を惱 した 極めて 危 介な 問題であった。 又 之 は 如何しても 早^ 解 

^0 丄ゃ ，ス 力い k ん ビ.^ け，. ひ/. わい ビと ひたすら し ，レ タけ うじ あ ふ くらる ところ 

決せね はならぬ 祉會 問題で、 コ リント 敎會の 如き は 只管 パク の 指導 敎示を 仰いだ 位で ある。 處 

ふ しん じ や くび S おな ぎふぎ なん かか は ひかり 

で、 パク tl は 「不信者と 軛を 同じう するな、 釣 b あはぬな， 9、 義と 不義と 何の 與りか あらん、 光 

やみ なん ** じ はり レんじ や ふ しんじゃ なん ft- はり い 

と 暗と 何の 交際 か あらん、 信者と 不信者と 何の 關係か あらん」 (哥後 六の 一 四— 一 六) と 言 ふて 

ひたす/ W f レ けっこん す- 1 しか すで しんじゃ ふ しんじゃ けっこんせ いく わつ おく は あ ひ 

只管 クリスチャン 同士の 結婚 を勸 めて ゐる。 然し 旣に 信者が 不信者と 結婚 生活 を 送って ゐぉ 場合 

b あらき や 3 にい ふ しんじゃ 5-4* とも, V よ これ さ 4- んは ふ しんじゃ 

に は 「若し 或 兄弟に 不信者なる 參 あ- 5 て 偕に 居る こと を 可し とせば、 之 を 去るな。 又 女に 不信者 

lib ^ よ * つ U さ ふ レんじ や もっと つ * 9 よ 

なる 夫 あ- 5 て 偕に 居る こと を 可し とせば、 失 を 去るな。 そ は 不信者なる 夫 は 妻に よりて 潔くな り 

四 «會 中 榧と しての 敎會 四 〇 三 
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はら つと つ 44 さ す. * ふう ふ さう 

和げ、 夫 もまた 妻 を 去る ベから す』 (哥前 七の 二、 七、 一 〇、 一 一) と勸 めた。 っまft^、 夫婦相 

ご ん もく ところ けつ はくわい つ かん いん は あ ひ の も しゃ 3 どく レん せいく わつ 

互に 満足す る 所 あらば 決して 破壞 すべき もので はない。 妻 は 姦淫の 場合を除き、 一生 獨身 生活 を 

もっと ふた. * わかい いづ ~ えら ひしで き 5 ,v つと 

續け るか、 それとも 夫と 再び 和解す るか、 何れ か を 選ぶべき である。 寧ろ 出來 得べ くんば、 夫と 

ふた A わかい くらく とも かみ えいく わう あら は ,1! レ なぜ この 5 & ひと その ち- - は-! はな 

再び 和解して 苦樂を 共に し、 神の 榮光を 表すべし と敎 へた。 何故 なれば r 是 故に 人 は 其 父母 を 離 

メモの づ あ り たい S ゑ ？ t み あは た ** ひとこれ はな 

れて其 妻に 合 ひ 二人の もの 一 體 となるべし。 故に 神の 合せ 給 ふ もの は 人 之 を 離す ベから や」 (創 

^ い ゆん り もと けっこん しか たび かみ ひと めんぜん 

二の 二 四、 可 一 〇 の 七) と 言 ふ 原理の 下に 結婚し ねからで ある。 而 して 一 度 神と 人との 面前 

おい こんいん い じ やう つと つま ぎゃくたい モぐ わい 

に 於て 婚姻した 以上 は、 夫は妻を虐待しぉ.=^ (西 三 の 一 九) 疎外し おりすべき ではない (雜五 

の 二 九)。 

fc タじ はんじん い にん ぢょ せっさう もんに い つい めいく わい け V 'くん しめ こ こ かれ り こん 

パク は當時 一 般 人の 抱け る 男女の 節操 問題に 就て 明快な 敎訓を 示した。 此處に 彼 は、 離婚の 

さい にい り： い 5 か： i いんつ みあ， これ あなが 0* ふ に 3 とく か V る さ な れきし 

最大 理由と して 姦淫の 罪を擧 げてゐ るが、 之 は强ち 妻の 不道徳 行爲を 指した もので は 無い。 歴史 

か 一 せ V- fc 、つじ だんし ふ じん ていさ 5 や、/' え 5 もた か 6 ん にい にほん いまな .0 もん 

家の 說に 依れば、 當 時の 男子 は 婦人に のみ 貞操 を强 要した と ある、 恰も 現代 日本に 今尙ほ 遺存し 

へいふう おな しゃく わい にタ とく じ さつ そくしん あくし ふくわん ャる しょ おこな い こと 

てゐる 驟 風と 同じく、 社 會道德 の 自殺 を 促進す る惡 習慣が 隨處に 行 はれた と 云 ふ 事で ある。 だか 

^ ぢ よし じん かくひし ふじん こ ざいさんし • ながねん へいふう だ は キリ 

ら、 パク は 斯うした 女子の 人格お 無視し、 婦人 を 一 箇の 財產視 しお 長年の 弊風 を 打破して、 基 

< ひ けう じん かく け fl^ いく かん り か てい . いとな をし いな むし け 5 くわいぐ わい し 

督敎の 人格 敎育を 原理と しお 家庭 を營 めと 敎へ たので ある。 否 寧ろ パク" は、 敎會外 はい ざ 知ら 


つぶ か J.- いせいく ねつ おい のこ もんに い ^5ん しん と およ おくし & くレん せいく わつ くわん いい ォ 

次に、 家庭生活に 於て 殘 された る 問題 は、 一般 信徒 及び 牧師の 獨身 生活に 關 する パク P の 解 あ 

はふ これ かれ じしん た しど 仁ら し 3 けうて き ぎ U さくしん せいく わ みと f 

法で ある 之 は 彼 自身 も 他の 使徒達 も 宗敎的 義務から 獨身 生活 をす ると は 認めない。 パク tl は獨 

し d ぺふ つ , tott ぐ ゆい. で， ん に，リ じ^ 5た. ん *- かん お a でん HI. ひりよ か .> こ.' ろ かんがへ も 

身 生活 は キリストの それと 同じ，、 外 圃傳道 上 短期間に より 多く 傳道 旅行 を 試みん との 考 から、 敢 

レゃ 5 がいさく しん とほ つた じつ かれみ づか われ. U し ^ 4i& た や、 i- にいた ちお よ ごと つ. * 

へて 生涯 獨 身で 通しお と傳 へらる。 實は彼 自ら 「我 も 他の 使徒達、 他の 兄弟 達 及び ケパの 如く 妻 

を^ ふる 櫂 を 有って ゐた」 (哥前 九の 五) が キリスト を傳 へんが 爲 めに 之 をな さない と吿 白して 

ゐる。 然し バ ク & は 若し 一 度 結婚したならば、 必す 最後まで 基督の 敎に從 つて、 一 .Ik 一 婦の道 を 

ゆん んゅ IJ- し と く だんとく せ ところ り つ 4* つと ちゃ 5 ら、 > せ 

殿 守すべき を敎 へた。 特に 「監督 は責 むべき 所な く 一人の 妻の 夫」 (提前 三の 二) 「長老 は責む 

ところ り 1?- んな つと しつじ りつ t ,^っと りき 

べき 所な く 一人の 女の 夫」 (多 一の 六」 r 執 辜 は 一人の 妻の 夫」 (提前 三の ニー) おるべし と 力 

說 して ゐる 

また ぜんしょ A けうく わい せき 含に ふ や *i め り IV つと つ とも 

又テ モーズ 前 寄 を 見る と、 (五の 九) 敎會 の藉に 記入 さるべき 寡婦 は 「一 人の 夫の 妻たり し 友」 

メ.. 'レか ] ^ わ. 3 な こ *J もる ひ し ぢょ そに みる ひ たびびと や $j あるひ せい と みし あら 

に 限られ、 而も 『善き 業の 聲聞 あり、 或は 子女 を 育て、 或は 旅人 を 宿し、 或は 聖徒の 足 を 洗 ひ、 

fjvv 、^や も， の た * す など もろく よ ゆ ふ し 仁 が もの モ のじん かくしう やう か、 ひて、 > 

或は 馄. める 者 を 助く る 等、 諸種の 善き 業に 從 ひし 者 ねるべし」 (五の 一 〇) と、 其 人格 修養 を 高調 

ノ. I - ,11;:^ • ?\レ，5- か >.i;* セぃ / ？-は いこく あね ねか やもめ せ S レ. かひら 

して ゐる。 特に 年若き 寡婦に 對 して は、 パク：！ は 一層 警告 を與 へ、 「若き 募 婦は籍 に 記すな、 彼等 

キ ,J ト モひ こ -1 ろみに とせ £ つ ほつ はじめ * いやくす よ ひなん う 

は 基督に 背きて >9 亂る、 時 は 嫁ぐ こと を 欲し、 初の 誓約 を棄 つるに BI りて 批難 を受 くれば な. 9、 

二 パゥ 口の 家 i{ 訓 四〇 五 
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ふ しんじゃ つ もっと . きょ こ こ ふ レんじ や 

不信者なる 妻 は 夫に よ. 9 て 潔くな たれば な， .^」 (哥前 七の 1 二 ー 1 四) と。 此處 では 不信者 は 

しん じ や 5i ん くわ きょ い し； I S レひ *w * くえ はも ひ £ly へいわた 

信者の 感化に よりて 潔く せらる、 と 云 ふて ゐる。 然し 互に 満足の 得られぬ 場合に 限り、 平和の 爲 

けいが ふ £ ふ はふ す な は ふ しんじゃみ づか はな さ モの はなさ かくじ じ い- リ い 

め 契合 を 解く も 不法で ない。 即ち 「不信者 自ら 離れ 去らば 其 離れ 去る に 任せよ』 と 各自の 自由 意 

志に 任せて ゐる。 

おも た、/' じ 1^ いねん にん ぢょ づ は. 7 もっと なや し 5 け、 さう ゐ おこ ひ &き 

思 ふに、 當時靑 年男 女の 頭腦を も惯 しおる は、 宗敎の 相違よ 起る 悲劇で あつ ねからで あ 

これ ひと た 、> じ しゃくね いもんに い * ん にいし よ け 、ひく わい お に いもん 11 い ) tj く ねか 

る。 之は獨 -9 當 時の 社 會 問題た るの みならす、 現代 諸 敎會に 於け る 一 大 問題で あらう。 特に 若い 

寡婦の 再婚 問題が、 聖 パク の 時代に 諸 敎會に 於て 可な り 厄介 視 されて ゐた。 も 一 つ ざに 關聯し 

しゃく わい もんに い り こん いた ふ 3 ふ ぺっ <i.J よせいく わつ これ くわん やう ぉレ 

た社會 問題 は 離婚に 至らん とする 夫婦の 別居 生活で ある。 之に 關 して パク" は 二 樣に敎 へて ゐ 

すな は がふい 、/'へべ つきよ こと くわん じ や 5 to. つ わ ふ ぼんい じ fc かひ わか / こ 卜と D1 あ ひ 

る。 即ち 合意の 上 別居す る 事と、 感情が 融和す るまで 不本意ながら 一 時 互に 別れる 事で ある T 相 

fc が ひ こぼ いのり み ゆに がふい レ はら も ひわ か/ のち とも ？ *i ノ はんべ： to 

互に 担むな、 た 祈に 身を委 ぬるた め 合意に て 暫く 相 別れ、 後 また 偕になる は 善し。 之れ 汝 等が 

しゃう きん じ やう さモ た さう ご りゃう ゆ， や 

情の 禁じが おきに 乘 じて サタンの 誘 ふこと なからん 爲め なり」 (哥前 七の 五) と、 相互の 了解の 

もと しはら ふうふ べっきょ よし. ul* わかいめ い あら > る „ 

下に 暫く 夫婦が 別居す る も 可、 祖し パク "は 『され ど 我が 期く 云 ふ は 命す るに 非す、 許すな り」 

と 言 ふて 凡て は 1^ 婦の 自由意志に 任せた 樣 である。 

Ssj く しん 4! いくね つ 

(五) 獨身生 活 


I * たい なんちら すえ やくそく したが 

ト 。イエ スに 在- 9 て 一 體な， 5。 汝等 もし キリストの ものなら ば、 ァ ブラ パ ムの裔 にして 約束に 循 

よ つぎ キリ，^ トけ 3 てせ ゆん り つた この lb んモく け ，> くわい て 4^ よ ，ソ 

へる 世嗣 たるな. 9」 (加 三の 二 六 I 二 九) と 基督 敎的 原理 を傳 へて、 此 原則 を 敎會に 適用すべく 

ナ る しゃ.！' ところ もんに い おこ も け、 f くねい おい にん ぢ よ？」，：' けん ふ じん i 一， P し 

推獎 した。 處がこ に 問題が 起った。 それ は、 若し 敎會に 於て 男女 同權 だと すれば、 婦人 も 男子 

f や し ビ八フ しゃ え いけん 5»3 がい もん にい たい f f ふ じん び とく 

と 同樣に 指導者たり 得ん との 意見であった。 故に パク &は 該問題に 對 して は 東洋 婦人の 美德の 一 

ふ じん ふくじう ：t ん, V く いんよ 3 ひたすら これ おうよう か； i くわん こく く は 

つで ある 「婦人の 服從」 て ふ 原則 を 引用して 只管 之が 應用方 を勸吿 したので ある。 曰く、 

わ をん な もし をと こ 5 へ けん と こと StO しづ な $ 

「我れ 女の 敎 ふること、 男の 上に 權を 執る 事 を 許さす、 た >1 靜 かに 爲 すべし。 それ アダム は 前 

つく ，のちつ く *1 ど 4* んな *? つ * おちい 

に 造られ、 エバ は 後に 造られた， y。 アダム は 惑 はされ す、 女 は 或はされ て 罪に 陷， 5 たるな り. |( 提 

前 二の 一 二 I 一 ra) 

すべ とこ かしら んな かしら ,v とこ かしら かみ せい と しょけ うく わい 

「凡ての 男の 頭 は キリストな り、 女の 頭 は 男な，..^、 キジ ストの 頭 は 神な り。 聖徒の 諸敎會 のす 

^ き んな け： *\ くわい もべ ，かれら ゆ. U ゆる おきてい ごと したが もの 

る 如く、 女 は敎會 にて 默 すべし、 彼等 は 語る こと を 許されす、 律法に 言へ る 如く 順 ふべき 者な 

なにごと こと いへ おの なつと £ J をん な けうく ねい かた は こ. ft 

i 何事 か學 ばんと する 事 あらば、 家に て 巳が 夫に 問 ふべ し、 女の 敎會 にて 語る は恥づ べき 事 

なれば な， 9」 (哥前 十一の 三十 四の 三 四 I 三 五) 

, い じ；？ $ り，^ わい § し il.、f &ん きん こ た V- じ けリ いく そのた み い 44 ふ じん 

と 言 ひて 婦人の 敎會に 於け る 指導 を嚴禁 した。 之れ パク P は當 時の 敎育其 他より 見て 未だ 婦人 

る t ^4ん 3 と な かふ じ，." こ 3 ^ ^ けうく. 、- こ，； 'しゅう .h- ん 

の 位置 か 一 般 から 認められて 居なかった からで あらう。 f パ ク は 婦人 は 公然 敎會ゃ 公衆の 面 

11 一 婦人 問邇 四 〇 七 
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^ に なが いへ く 6 モ fctf らんに こと はお a なにごと 

彼等 はまた 懶惰に 流れて 家々 を 遊びめ ぐる。 菅 に懶惰 なる のみなら や、 言 多くして 徒 事に たづ さ 

, , • い こ. *Z い わか やもめ と C\ こ 5 いへ ,1* さ てき す こ そし 

は hN、 言 ふま じき 事 を 言 ふ。 されば 若き 寡婦 は 嫁ぎて 子 を 生み、 家を理 めて 敵に 少し にても 誇る 

を！ J f, *fc こと われ はつ ひた すら の ぢょ ^< せいじ V く タ なが 

べき 機 會を與 へ ざらん 事 を 我 は 欲す」 (提前 五の 111 1 四) と 只管 彼女 等の 覺醒 自覺を 促す と 

f じ • ほんしゃ くわい ひか けい こく 

同時に、 一般 社會に 向って 警告して ゐる。 

三婦 人 問 題 

レょ け、 >く ねい お ぢ 53 にい もん にい け 3 くわいない ふじん どれい ち a p,9 じれき じ かれ 

初代 敎會に 於け る 重大問題 は、 敎會內 の 婦人と 奴隸の 地位であった。 當 時の 歷史 によれば、 彼 

, ゆ 力 , ぐ わい し とく じん ふ じん べっし じん ぜん/ \ Sb れい A く V. 

等 は 一般に 度外視 されて ゐた、 特に ギリシャ 人 は 婦人 を 蔑視し、 u ，マ 人 は 全然 奴隸を 見下して 

こ あな かれら げタ くわい しゅつ に ふ じ * 41 んに ふく ゥぃ い に、 

1 顧も與 へなかった。 だから、 彼等が 敎會に 出入して いよく 受洗 入會 すると 云 ふ 段になる と、 

こネ い かにと りみ つか たう じ しょけ v くわい にい もんに い そ Z ±1 タ くり-い しょ 

之 を 如何 取扱 ふべき か > -當時 諸 敎會の 一 大 問題であった。 其處で パク U は、 ガラ タヤの 敎會に 書 

^^ お \ け 3 くねい を にん * ち. * 5」 れい & -0 & ん めん すな は なん ぢら しん 5-3 

翰 を 贈って、 敎會に 於け る 男女 奴隸の 地位 を 言明した。 卽ち r 汝等は 信仰に よりて キリスト。 ィ 

* みな こ およ よ み なん ぢ *a ぎ 

H スに 在りて 皆 神の 子た. 9。 凡 を パブ テス マに 由- 9 て キリストに 合 ひし 汝等 は、 キリスト を 衣 

び； JJ びと な どれい じし 5 こ ..v ん Si なん ぢら みな 

るな り、 ュ タヤ 入 も ギリシャ 人 も 無く、 奴隸も 自主 もな く、 男 もな く 女 もな し 汝等は 皆 キリス 


fc をん な い しか はんぶ つ みな か A い 

く、 男 は 女に よりて 出づ、 而 して 萬 物 は 皆 神よ..^ 出づ るな -5」 (同 十 一の 一 〇ー 1 二) と。 

四 社 會中樞 どしての 敎會 

かてい お し け、..' /\ いく め ひ *1 つ もっと ひつ え 3 れい てき レ 、リ や、 ソ き くわん もっと たい せつ けうく .5 いせいく わつ 

家庭に 於け る 宗敎々 育と 相俟て 最も 必要なる 靈的 修養 機關 として は 最も 大切な 敎會 生活で あら 

いた ところ おい け v くわい ち-ひ しん f さい 、つん ぞ *フ じ to、f じ れい ち 3 せいき いご f レ, / 

う。 パク" は 至る 處に 於て 敎會を 中心として 救濟 運動に 從事 する を 例と した。 中 世紀 以後の 歐州 

は3 くわい るち み »が ねんけ うくね い しゃくね い ち 3 すう し./' け 3 およ しゃく わい 、つん it 、ひ ち、 > しん やう 

の 敎會の 位置 を 見る と、 長年 敎會 は社會 の中樞 となり、 宗敎 及び 赴會の 運動の 中心 をな し ^様で 

れ々. J しか せいきまつ え ふ お しん か 3 ふく r..7 えい こく ふつ こく かく めい てき はう ぎゃく すく ひ & 3 どう 

ある。 歷 史家 は 十八 世紀末 葉に 於け る 信仰 復興 は、 よく 英國を 佛國の 革命的 暴虐より 救 ひ、 勞働 

5* い きふ じ かく あた さん ゆ ふ かくめい て ゆ J しん せい ^ みた こんに も 

階級に 自 覺を與 へ、 産槳 革命に 適する だけの 新生 氣を與 へ、 『ジョン- クュス レ ー なくば、 今日 

えいこく いう つね, あら しゃく わい.；.' ん 5」3 しう け. リ うん さ、 ひ き てう 

の英國 はなし、 とまで 云 はれ 得る」 と傳 へて 居る が、 凡ゆる jM 會 運動 は宗敎 運勸が S 調 をな し、 

せいしん うんどう け 3 くわい し to つ a つく わくに い じ にい rs いな ことで S し じつ 

精神 蓮 動 は敎會 から 出 發擴大 された 時代が あった 事 は 否む 事の 出來 ぬ史實 である。 

ィ ェ ス の 時代 は內圃 時代で、 パ ク U の 時代 は 基督 者が まィ ェ ス と 有機的 結合 をな すて ふ 麒赏を 

*5 て、 つ け V 'くわい かくえ，；' しょ/.、.，， \ でき に せつりつ ぐね いこく でん iiv じに い け-つく わい つう 

基調と しお 敎會を 各 要所々 々 に 出來る 丈け 設立した 外國傳 道の 時代であった。 パ ク " は 敎會を 通 

せ かい け V- くね う ね かくしん *3 し 5 でんに 5 こ-ろ ざ & あう し V 

じて 恍界 を敎 化し 得る との 拔く ベから ざる 確信から、 歐州傳 道に 志し、 先づ ギリシャから 歐 州に 

四 肚 會中櫸 とし 弋の 敎會 四 九 
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ザん に.^ ふくいん と し に V しゃ お ほや くわつ 5 な ジ ひし か てい ねっしんち -ゥ 

前で、 堂々 と 福 昔を說 いたり、 指導者と して 公け に 活動す るよ. 9 も、 舉ろ 家庭に ありて、 熱心 忠 

じつ か せい つかさ 5」 もつ ないじょ しゃ ぎひり つ ft はに ,5- し いなし やうら いこく か しゃく. a い かい ざう し にう 

實に 家政 を 司り、 以て 內助 者た る 義務 を 立派に 果 すべき だと 敎 へた。 否 將來國 家 社會を 改造 指導 

f ひ けん ぜん は V し しゃ f せい もつ は もの せいりょく けいち 5 う ふ とく V 'つく ところ ゆき れい 

すべく 勇飛す る 健全なる 奉仕者 養成に、 專ら其 勢力 を 傾注す る こそ 婦德の 美しい 所 だと 激勵 した 

こん にち い 11 ん そん ぢょ ひ し 5 ちゃ 3 い かに おも かれ ビん ぢょ ぎ 

ものである。 パク" は 今日で 云 ふ 男尊女卑 を 主張した と は 如何しても 思 はれない。 彼 は 男女の 義 

ひ と y けんおよ レ， めい モん ところ せんめい かみ えいく わう あら たど りょく をし 

務、 特權 及び 使命の 存 する 所を陶 明して、 神の 榮 光の 現 はれん が爲め 努力すべき を敎 へたので あ 

る 

こ らい ふ じん ふくじ. §、；' ふ じん じんかく ていか な と，リ や- リ おい 、ソ つく ふ とく A4i 

古來 婦人の 服從 は、 婦人の 人格の 低下で 無く、 東洋に 於て は 美しい 婦德の 一 つと して 數 へられ 

jS も せい このよ 4v とく た-：' じ ふ じん せいく わつ いつ のこ お 

てゐ る。 故に 聖 パク n は此善 德を當 時の 婦人 クタ スチ ャ ンの 生活に 何時までも 遺して 置きた かつ 

み ゆれ じん fjS '^ザた フ し i? つ "お じん しょくぶん あ？ a じゅ V 'じ S ん ち、/' じつ は、 つし あい しょ 

たと 見える。 其 處で彼 は 人類 創造の 史赏 よ， 9 婦人の 職分 を 明かに し、 從順、 忠實、 奉仕、 愛の 諸 

は U じん ^> ふ， - よ ■ / さい にい さい T ふ とく す， ろん す. H は 

德は 婦人の 天より 賦與 された 最大 最高の 婦德 なりと 推論した ので ある。 即ち、 

4* とこ も かたち ^み え P くわ、；' かしら の かぶ もら しか ,1- んな ,v とこ くわ v えい とこ 4* んな 

「男 は 神の 像、 神の 榮光 なれば、 頭に 物 を 被るべき に 非す、 然れど 女 は 男の 光榮 なり。 男 は 女 

い -v^tt IV とこ い もとこ をん な つく をん な とこ つく 

よ 6N 出です して、 女 は 男より 出で、 男 は 女の ために 造られす して、 女 は 男の ために 造られたり」 

(哥前 十 一 の 七 I 九) 

1 ン， ュ ゆ，， i fc^.A-^ とこ よ ， fci こ 1*； ん K よ をん K * とこ い ！ JA 

「されと 主に ありて は、 女 は 男に 由らざる なく、 男 は 女に 由らざる なし。 女の 男 よら 出で し 如 


のし. 'ぶい はぶ / れ かじん け5 くわい しめい r せいじん いく わつ ii いき くねん r 

じて 其 使命 を果 したので ある。 彼 は 斯う 信じた、 敎會の 使命 は 彼の 精神 生活の 一 大機關 である 家 

ていせいく わつ あ ひ ** キリ, C ト か もに てんぷ ** いめいり よく じタ じつ この き 〈わん ひとへ じんかく けう やう こく 

庭 生活と 相俟って 「基督の 體 として 天父の 生命力の. 充實 する 此機 關」 は、 偏に 人格の 敎 養と、 國 

かしゃく わい かいぶん か 3 じ やう 6 んど うりよ く か かんく わ it ん せん 5 も けうく わい そしき せいど しんか、/' 

家 社會の 改善 向上の 原動力で あり、 且つ 感化の 源泉で あると。 故に 敎會は 組織 や、 制度 や、 信仰 

r でタ くわん び ひね 44 ち しき かいき ふ レゃ くわい & a じんし す V はこ 

箇條の 完備 を 旨と す ベ きもので も 無ければ、 知識階級 や 社會に 地位 ある 人士の 數で 誇る ベ きもの 

^ むし こ じんて せ レゃ くわいて き キ y ,T ト こ-ろ こ-! ろ けい ほ はう し せいしん み じん 

でも 無い。 舉ろ 個人的に も、 j6 會的 にも 基督の 心 を 心と する 敬慕すべき、 奉仕の 精神に 満ちた 人 

し しふくね いじよ 4； い け 3 くねい くわん さらい か けうく ねい じん しん けいはつ 

士 の集會 所た るべき だと は聖 パク II の 敎會觀 である。 更に 言ひ換 へれば、 敎會は 人心 を啓發 し、 

つね かべ じ せい.^ ん くんれん そのし めい けんぜん し f しん 5! タ いう じんかくけん せつ にいけ、 > いくき 

常に 各自の 精神 を 訓練し、 其 使命で ある 「健全なる 思想と 信仰 を 有する 人格 建設」 の 一 大敎育 機 

くわん か け 3 くわい しょ かん く 

關 たらねば ならぬ。 されば パク ね は 彼の H ぺ ソ敎會 に 書翰 を 贈って、 

！ド / r なん V- ち f,- は， f たびびと やさり びと あら せいと £i くにびと たかみ か 4- く なん ぢら し と 

r 然れ ば汝等 最早 や、 旅人 また 寄寓 人に 非す、 聖徒と 同じ 國人、 又 神の 家族な り。 汝等は 使徒 

よ 4^ん しゃ もと， うへ た もの みづか すみ おやい し おのく 

と豫き n 者との 基の 上に 建てられ たる 者に して、 キリスト。 イエス 自ら その 隅の 首 石た， CN。 各自 

.U て k のかれ ii あは いや し せい みや レ ゆうら な なんち g も 

の M 物 彼に ありて 建て 合せられ、 彌 堦に聖 なる 宫、 主の 中に 成るな- 5。 汝等も キリストに 在 も 

とも ^Jti ► A fc*^ かみみ す * ひ 

て 共に 建てられ、 御靈 によ て 神の 御 住と なるな， 9」 (弗 二の j 九 I ニニ) 

い け 3 くわい "ん せつ い ぎ これ みく くわい tO ん ま にん ぎひ せんめい さら しゃ 3 く 

と 言 ひて、 敎 會逸設 の 意義と 之に 屬 する 會 員の 責任と 義務と を颇 明し、 更に 一 11 章に 來 ると、 

，い、 せ f ねい， ゆみ to^ も & てん ところ ** つりこと けん & レ ね 

「今 敎會 によ-.^ て 神の 豊かなる 智慧 を 天の 處 にある 政治と 權威 とに 知らし めん 爲 めな hN』 (弗 

四 社會中 榧と しての 敎會 四 I 1 


筋 i 一 1! 章 聖パゥ 口の 社會飆 gM ◦ 

& けて sii/s した。 ま は i る M にけ t あまきし、 .^ip^^ rsmspm 

傅した ので ある。 

^ J け 5*^ わい くわん しと がいねん しょけ うく わい おく かれ しょ ^-A あら. K 

偖て、 敎 食に 關 する 使徒 パク &の槪 念 は、 諸 敎會に 贈った 彼の 書翰に よく 表， はれて ゐる。 それ 

fck • * / ち タレん キリ <ト しゃ *1 いしんて ev きょう？ せいく わつ いとな f しんか タ にんたい さ く？ -ん > ん 

は ナサ レのィ H スを中 とした 基督 者の 精神的 共同生活 を 營む淸 い 信仰 圆體を 指す。 襖 言 すれ 

け ^ く ^ い k うざ 、プ しんにく し みん この よ おい さタご し、：' や、 リ れん *4 

敎 會はキ タス ト によ， 9 て 創造され た 神國の 市民が 此 世に 於て、 相互に 修養 練磨す るの みなら や、 

す- * ん ち じ やう しんこく けん せつ もっと ふさ じん. 5- くけ タ いくじ ゃタ y せい しんてき は 3 し しゃ f せ、 ンょ ，5 

進で 地上に 神國を 建設す るに 最も 適 はしき 人格 敎育 場で あり、 且つ 精神的 奉仕者の 養成 と觀た 

ので ある。 だから、 パク tl は 神 を 信 やる クリスチャンの 國體 は、 須く 人格 を淸 め、 家庭 を k おし 

レ， ^く f い ^v^^-^^^t<^ '» ひ こく か ► か- 5 じ や 5 はってん ゆんどう りょく たく は かくし，." 

社會を 改善 淨 化し、 引い て は 國家を も 向上 發展 せし むる の 原動力 を蓄 へ ねばなら ぬと 確信した。 

し •f^l が一 1 . "し みん しふくね いしょ JiV 'くわい よ がくしき さいの 、ブ しょく： t ふち る そのた そのく わ づひ..；.' 

從 つて 「神 國の 市民の 集會 所」 である 敎會 は、 世の 學識、 才能、 職業 地位 其 他に よりて 其 活動が 

. ： ャ丄" ， け J く， い はんしつ ゆん； -5 りょく あい せいめいとの As なじ ふじ か じゃタ よ 

左右 せらるべき 性質の ものに 非す して、 敎會の 本質で ある 原動力、 愛、 生命 等 は 皆 十字架 上に^ 

^^は ノ も そ， と ► モ， のけ， ひ いくて きレ めい レ to つ はってん かくじつ に モ ^ 

て 給 ひし イエ スに 基つ くと 說 いた。 だから、 其 敎育的 使命 も 出發點 が確實 である 丈け、 其れ丈け、 

^^7. > • ) くねん &ん ノ.' けラ くわい お くらぶ にんたい ぜんぜん を も ひき こと たん しんじゃ さ 3 C 

瞭然た る ものが ある。 換言すれば、 敎會は 他の 倶樂部 や 圑體と 全然 趣 を 異にして、 單に 信者 相互 

I w^p ) か、 じ レ んかラ じう じつ はか つね いしんせ いく わつ くわん せい ど りょく はか この にいせ いしん を 

の 協調と か、 各自の 信仰 充實 を圖. 9 て 常に 精神 生活の 完成に 努力す る 許りでなく、 此 一 大 精神 機 

^1^ん- ^-^ -, - tT; !S ト ^ ペル. 1 ひ f り さ 5 けいく わく しんしん ぐ わい こくでんに う け.？ 

關を 通じて 社會を 基督 敎 化する にある。 パク P は 之 を 夢想し、 理想 計畫 し、 &身を 外國傳 道に |g 


5i みまへ. W え た け 5 くわい 5i おく 

なりて； W の 前に 立つ こと を 得しめ ん爲 めな h\l (西 一 の 二八) とコ ti サイ 敎會に 書き 贈りし を 見 

し めい けうく わい い ぎ も くて きおよ モ のし ft い うか I* レ 

て も パク ti の 使命と 敎會の 意義、 目的 及び 其 使命と が 伺 ひ 知らる であらう 

五經濟 問題 

らう «C5 しん せい 

(一) 勞 働の 神聖 

► じ： に， い，. ► ふ • じん もん にい つ ， しゃ ズャ いもんに ぃレ ら 5 ど- 7 もん ii い ひん ぶ ん it く おこ ひん みん f さい b ん ごい 

バク" 時代に、 婦人問題に 次ぐ 社會 問題 は、 勞働問題と貧富の懸隔から起った貧1^!救称問^> 

) > ； 、 、 iitii ノ. ゆ i- 5- つ * J ， きふ えう しゃく わい もんに い S も とく しんじん ち * 

あつお。 ハク P は此 問題 は 如何しても 解決せ ねばならぬ 急 を 要する 社會 問題 故に、 特に 深甚の 注 

ひ、 は み みづか 5； う レゃ これ いや もの らう ぞ. 7 しんせい しめ ひんく なや もの た 

意 を拂； D、 身 自ら 一 勞働 者と なり、 之 を 卑しめる 者に 勞 働の 神 聖 を 示し、 貧苦に 惱 める 者の 爲め 

かくち どうじ やうし や 5 つた じょ きん ぽ しふ 

に 各地の 同情者に 訴 へ て 救助 金 を 墓ました ので ある。 

もっと い f/ 、る と y ちゃう よ いは 5,0 しょく！ & ふて fa でんに、 ゥ しゃ みづか せいく わつ ふくいん せんでん てん 

、ノ ク P の 最も 著しき 特長 は、 世の 所謂 職業的 傳道 者で なく、 自ら 生活し つ 、福 昔 を宣傳 した 點 

I かれ ひと はいねつ つん ふ、 いんせん でん しんしん らう ひ ひ も 4! し.；' 5 、？フ どう 

である。 彼 は 人 一 倍 熱心に 福 昔 宣傳に 心身 を勞 せし のみなら す、 額に 汗して、 而も 根氣 よく 勞働 

は つ *- この のち はな いた い J ま 

を 終， 9 まで 績け た。 「此 後バ ク & は アテネ を 離れて コ リントに 到り、 アクラと 云ふポ ン トに 生れ 

U と も ぴと こと. <\* しり *|" り，， くご ちか 

たる ュ タヤ 人に 遇 ふ。 ク tl ォ デォ、 ュ， タヤ 人に 悉く til マ を 返くべき 命 を 下しお るに よりて、 近 
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f -s 密パゥ n の 社， w 訓 gll 二 

三の 十 節) 

モ のしめい の しかい は-ひ じん この ふく いん &と もよ つぎ 

と 其 使命 を 述べて ゐる。 而も 異邦人が 此 福音に よりて キリスト。 ィュ スに 在.^ て 共に 世嗣 とな 

と f> . タ い- i.b ^n,^< $r to fc じ しん n. かれ モの ふく I- ん き えし や 

共に 1 體 となり、 共に 約束に 與る 者と ならん が爲 めに、 パク tl 自身が 『我 は 其 福音の 役者と せら. 

る、 これ 神の 能力に 隨 ひて 我に 賜 ふ惠の 賜物に よる」 (滞 三の 六 I 七) と 言 ひて、 新る 大使 命 を 

•2 ， けう』 くねい .3 し /レ： う.？ や こ 1- みづか かん： t き ねれら キリスト も かれ し，？ しんかう 

帶 びて ゐる 敎會の 指導者と なった 事 を 自ら 感激し、 『我等 は 某督に 在-. M し 彼 を 信 やる 信仰に よ. 9 

おく 5 たが 5l み ちか こと タ にい fc ん モの かく しん ひ れ^ 

憶せ や 疑 はずして 神に 近づく 事 を 得るな ..rsj (同 三の 一 二) と 大膽に 其 確信 を 披瀝して ゐる。 

じ ぶん いまけ V くわい もくてき しめいつ の しか か れいてきし， プゃ. リさ くわん け 3 くねい し に タ 

自分 は 今 敎會の 目的と 使命と に 就いて 述べ お。 然 らば 斯うした 靈的 修養 機關 である 敎會を 指導 

、つんよ 3 もの たれ い もん 11. い おこ せつ しんこく くわく ちゃう このよ ゆ rQ き くわん 

蓮 用す る 者 は 誰かと 云 ふ 問題が 起る。 パ ク " の說 によれば、 神 國を擴 張す る此 世の 唯 一 機關 であ 

け.：^ く&ぃ レビ 3 タ ぢ 5- ひにん け V 'くわい かしら キリ 人ト こ. * ろ Q じんかく レゃ い v し かくしゃ い 

る 敎會を 指導し 得る 童 任 は、 敎 會の酋 である 甚督の 心に 根ざした 人格者の みが 有資格者 だと 言 ふ 

てん これ い ， しんかう い ふくいん せんでん とくべつし めい タ き や， リ にい このせ いしょく まった 

1 言に して 之 を 言へば、 信仰に 生きて、 福 昔 宣傳の 特別 使命 を 受けた 兄弟の みが 此 聖職 を 全 ふし 

,p てせ にん しゃ S ろん ゆ も し しゃ ぼく し でん に- f しら ため ま みづか けう 

得る 適任者 だと 結論して ゐる。 故に 指導者で ある 牧師 傳道師 等と なる 爲に は、 先づ 自ら ィ ュ ス敎 

, た iE け., /き • I こ，； ろ K.J ゆん せいく わつ はんはん わお しん もから こ. -ろ じつ ゆん けんしん 

を體驗 し、 イエ スの >5 となって 人間 生活の 萬 般に百 IhN て 『信の 力」 と キリストの 心の 實 現に 献身 

努力すべき である。 之が 聖 パク tl の 理想で あり、 祈禱 であった。 彼が 「我等 は此 キリスト を 傅へ 

ち £ つく すべ ひと くんかい すぺ ひと をし と み *4 つ 1/ 

智 tl を盡 して、 凡ての 人 を 訓戒し、 凡ての 人を敎 ふ、 これ 凡ての 人 をして キリストに 在り、 4i く 


r ノ， • - ^ ^^u^ ^,7 ^ v^^fc はんり tei! あら なん？ a >れ なら 

ざらん ために 勞と 苦難と を もて 晝夜 働け り。 之は權 利な きが 故に 非す、 汝等 をして 我らに 傲 はし 

めん 爲に、 自ら 模範と な たるな， 9」 (撒 後 三の 八 I 二 in と 言 ひし は、 パク" が. の 船 

パ わつ PA £f は. せいく， わつ こと をし ら3 どう X せいく わつ あん" むさ M t.3 ； fc W 

活を 神と 共に 働く 生活で ある 事を敎 へ、 勞 働に 由ら すしで 生活の 安易 を 貪らん とする Is 時の 一 膨 

人心の 勞 働の 神聖なる 事と、 之 を 忌避す る 事に 由， CS て 起る！^ 惰、 « &、 ^の の 1 く 

惡の 恐る べき 事 を 示した ものである。 

ひん みん f さ い 5 ん にう 

(一一) 貧民 救濟 運動 

額に 汗し つ、 福音 を說 いた パク t: の 眼に 映 じた 最ー つの. は藝， S の 謝で ある。 « はュ 

, / 5 5^ ん は，...' にん たい いた どうじ やう よ .》 t 一 t .r 

〃サ レムに 於け る 貧乏人に 對 して 痛く 同情 を 寄せ、 コ ソン ト、 ガラ タヤ、 マケド -1 ァ地 の lim 

ぺ わい うった モの もくて 40 はた モ のどう じ や 5 かうる ヒ 3 じ しょ *v>c り、 ，5" 、 - f-> - S 、 

會に訴 へて 其 目的 を 栗した 其 同情 ある 行爲 は、 當 時の 諸^ 釦が游 く 力 i 麒 した g ろで ある。 ^うしお 

は にら a »< マ しょ し と yto- うで.？ _: -I さし 

働きが 羅馬誊 や (十五の 二 五) 使徒 行傳 (四の 三 二、 廿 四の 一 七) きに^ されて ゐる を 

ると、 其 努力と 方法 手腕に は 感嘆 せざるを得ない。 ^にコ リント S がい に^った si^K に、 fi^-l よ 

ゆ^ ， ，し * よ け- ゥ\, わい た かみ めぐみ なん ぢら し すな ± t や H3 お i、 list- 、 I 

我ら マケド 一一 ァの諸 敎會に 賜 ひたる 神の 葸を汝 等に 知らす。 即ち 患難の. R なる 試 ^ のうちに お 

等の 喜悅 溢る、 に 11 れり。 われ 1 しす、 »|:は» きに！！ ふること に 1 る に n らに i ぎひ おめ、 

自ら «| みて 力に 應じ、 否 これに^ ぎて をな せ-?: Si もろ の Sf ち： g 斷に、 s!r に、 .1 齜 
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ごろ づみ と. f きね もの その もと いた どう & ふ 

頃その妻ブリ ス キラと共にィタリァょり來h^し者な.<=^o パク II は 其 許に 到. 5 しに 同業な， しかば 

, ^も こ 、> かれ ら ゆ ふ く や せい ざう か あん モく にち ごと くわいに V ろん びと 

偕にを-.=^てェをなせ.5、 彼等の 業 は 幕 尾 製造な り。 欺くて 安息日 毎に 會堂 にて 論じ、 ユダヤ人と 

びと す. * ところ み ぉモ せい てん く せい ざ 3 しょく i ふ 

ギリシャ 人と を 濯む」 (徒 八の 一 I 四) と ある 所 を 見る と、 恐らく 聖パク J1 は 天幕 製造 を 職欒と 

みん そくじつ ごと 4- いにん * の ゆん き すがお あら は しん いな われ ひと なんぎん い ふく むさぼ 

しつ、、 安息日 每に 聖壇に 其 元 氣な姿 を 現した ものと 信 せらる。 否 『我 は 人の金 銀 衣服 を 貪りし 

こと この て わ ひつ え -> モ な Si れ とも もの モ is こと なん ぢら みづか し わ すべ こと おい 

事な し、 此手は 我が 必要に 供へ、 叉 我と 偕なる 者に 供へ し 事 を汝等 自ら 知る、 我れ 凡ての 事に 於 

れい レめ こく はく &ょ. f あ <pJ ら 

て 例 を 示せり」 (徒 廿の三 三 I 三 四) と吿 白せ るに 徵 しても 明で あらう。 

.U う じ じん じん さ ,7 f f けい べつ や- ら. > ど かい き ふ ひく みさ 

當 時の ギリシャ 人と til マ 人 は 如何 も勞 働を輕 蔑し、 稍と も すれば、 勞働 階級 を 卑く視 下げる 

けい だう モの けつ くわ む さん かい たい に. はが ふう レゃ おは どれいし え 含 U やみ ゃタ らくせ，、. - くわつ ちん 

傾向が あった。 其 結果 無産階級 は 怠惰に 流れ、 富者 は 多くの 奴隸を 使役し、 無暗に 享樂 生活に 沈 

でき か fc いはい *- ぶん ゆく ささ. みな y く そこ 

溺す るので あった。 斯うした 頮廢氣 分 は パク P の 行 先々 に 漲って 來る のみであった。 其處で パク 

V いうみん かいき ふ f r ぉモ ひ へいじ ゃタ. U い おち い しょくみん Z じきす が もく ゆ A3 とき かれ 

P は 斯うした 遊民 階級の 增 加と、 恐ろしい 疲弊 狀 態に 墜 入つ お 殖民の 乞食 姿 を 目 察した 時に、 彼 

も おの みづか fev 'ど 5 せいく わつ しめ らう ど-/' しん せい こと さと か けうく れい い とな 

等に 己れ 自らの 勞働 生活 を 示して 勞 働の 神 ill なる 事 を 悟らし めた。 彼の コ タント 敎會に r 今の 時 

いた われ う か は たはに か t た う さ にま すみか て はたら らう 

に 至る まで 我等 は飢 ゑ、 渴き、 又 裸と な. CN、 1^ 打 おれ、 定れる 住家な く、 手づ から 働きて 勞し、 

の-し とき し： &く tf しの モし と t7 す. * 

罵られた る 時 は 親し ，責めら る、 とき は 忍び、 譏らる 時 は勸め をな せり」 (哥前 四の 一 II】 

い *ui け V 'くわい われ あ ひ しょく かへ なん ぢら うち り ゎづら 

二) と 言 ひ、 又 テナ P 一一 ケ敎會 に 「我 は IS なしに パン を 食せ す、 反って 汝 等の 中 一 人 をも累 はさ 


るク レノンの パク こに、 ぎ a ぎ W として、 一 、- Si とし のき ぼ、 一一、 クリス チヤ ン 4 んき、 11 一、 

基督 者 生活の 原理の 三 ゆに £ 、て詳 t に il して あるから おれ を * 膨 せられた し。 (同 誊三九 —七 四 

〇 丸 頁)。 居 ふに il パク" の ii はィ H スの？ If き、 まの" きに 4 ざした g 塞に あった 

ので ある。 (完 ) 
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. ナベ は 4^ み また われら たい あい i ごと こ めぐみ と 

に、 凡ての 蜜勵 に、 亦 我等に 對 する 愛に 富める 如く 此の 恵に も 富むべし」 (哥後 八の jll 一) 

み かく ち け * つく わい うん ど. 5 さん か よ づ ま 

と ある を 見れば- 各地の 敎會は パク S1 の 蓮 動に 參 加して、 ク ジス チャン • スピリット を發 揮した 

らしい。 而も 『强 ひて なすべ から や、 憂へ てな すべから や、 喜びて 之 をな せ」 との, 吿は贫 民 救 

^.v > , じ； ザ •：? じ. 1- ゆ/か. キノば き や b の たい せんきん もた ひ ことほ いえ いな この ，0 こし 

濟ゃ 慈善事業に 應募 喜捨す る 者に 對 して は 千金に 偕す る 言と 云 ひ 得 やう。 否 パク S1 は 此施濟 によ 

くな ， ほ もの すくな rf I おは もの おは か け f くん じっさいせい くわつ け いけ， i 

b r 少く播 く 者 は少く 刈り、 多く 播く者 は 多く 刈る」 (後哥 九の 六) との 敎訓を 貸 際 生活に 經驗 

せしめん とした もので あらう 

お. 5 せ や » tev じ しゃく わい 5 ん どん *の ゆん 1« ん しゃ， Z わい ちつじょ おも なが ねんたい はい ils とくく. C いふ,、 

想 ふに 聖 パク！ 1 は、 當 時の 祉會蓮 動 は 其 現存せ る 社會の 秩序 を 重んじ、 長年 頹廢 せる 道 德回複 

• 、 4i , .\ や， く £ いじん しん しんて じ. a ムび せんけつ もん 11. い レん いかに しゃくね いてき 4- いぎ すな は せいしん 

に は、 先つ 社會 人心の 心的 準備が 先決問題と 信じ、 如何しても、 社會的 正義、 卽ちィ ュ スの 精神 

タてタ _ ぜんしん き かいは 、> しんく わ 5 ん どタ しる み そ,, 

を 基調と しつ 、漸進的に 解放 進化の 蓮 動に か > -ら ねばなら ぬと 思惟した ものと 見える。 其 處にパ 

ぜん.^ ん み ^ 6 しゃ， くわい もい みん みく あい 5 か なつか こ *- いしん けい ざい 

ク II の 全身に 漲って 居た 社會 愛と 民族 愛が 窺 はれて 懷 しい 之れ バ ク P の 精神に は、 經濟 生活の 

か-い レ> く ゆ K せいしん 5 ん ど 3 こん ほんき てう ねづよ な らう ^^ぅ 

改善 も、 社 會運勸 も 皆 精神 運動 を 根本 基調と しお、 根 强ぃム ー、 グメ ントで 無ければ 勞 して 功な 

* の じつせ も え かく しん ため 

く、 其贄績 を擧げ 得ざる を 確信し おが 爲 である。 

終，. y に聖 パク" の 偷理訓 に 就いて であるが、 之 は餘り 長くなる から 拙者 「宗； ひき-よ り膨た 
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